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再
評
債
に
關
す
る
若
干
の
基
本
問
題

渡

邊

進

　
我
国
に
お
け
る
再
評
価
論
は
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
貨
幣
価
値
の
低
落
が
漸
く
顕
著
な
ら
ん
と
毛
た
昭
和
二
十
二
年
後
半

に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
く
円
の
名
称
で
呼
ば
れ
る
け
れ
ど
も
戦
前
の
円
と
イ
ン
フ
ン
後
の
円
で
は
そ
の
価
値
（
購
買
力
）
を
異
に

す
る
。
か
か
る
内
容
を
異
に
す
る
円
を
単
純
に
合
計
叉
は
差
引
す
る
こ
と
は
損
益
計
算
上
大
な
る
誤
謬
を
生
じ
、
経
営
的
・
経
済
的
判
断
を

誤
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
円
が
相
当
減
価
し
、
減
価
償
却
費
を
除
く
他
の
経
営
諸
費
用
及
び
収
益
が
概
ね
現
在
の
円
で
表
示
せ
ら

れ
て
い
る
と
き
、
減
価
償
却
費
の
み
が
当
該
固
定
資
産
の
取
得
価
額
（
歴
史
的
原
価
）
を
基
礎
と
し
て
計
算
さ
れ
る
な
ら
ば
、
生
産
費
用
は

過
少
に
、
利
益
は
過
大
に
表
現
さ
れ
る
道
理
で
あ
る
。
か
か
る
葺
合
貨
幣
価
値
の
変
動
に
伴
な
い
減
価
償
却
費
が
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
、
真

の
生
産
費
及
び
真
の
損
益
を
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
若
し
何
等
の
修
正
が
施
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
歴
史
的
原
価
を
基
礎
と
し
て
計
算

し
た
償
却
費
と
、
（
元
来
そ
の
高
さ
に
ま
で
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
）
修
正
さ
れ
た
価
額
を
基
礎
と
し
て
計
算
し
た
償
却
費

と
の
差
額
が
、
実
質
的
に
は
費
用
で
あ
り
な
が
ら
利
益
と
し
て
表
現
さ
れ
続
け
る
。
そ
の
差
額
は
い
わ
ゆ
る
架
空
利
益
に
属
す
る
。
架
空
利

益
は
資
産
譲
渡
の
場
合
に
も
発
生
す
る
。
譲
渡
価
格
は
減
価
せ
る
高
額
の
円
で
表
示
せ
ら
れ
、
こ
れ
と
歴
史
的
原
価
と
を
対
比
し
て
利
益
額

　
　
　
再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題
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再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題

を
算
出
す
れ
ば
そ
の
う
ち
に
多
分
の
架
空
利
益
を
包
含
す
る
こ
と
と
な
る
。
再
評
価
と
は
か
か
る
意
味
の
計
算
誤
謬
を
是
正
す
る
目
的
を
も

っ
て
、
貨
幣
価
値
の
低
落
に
対
応
し
て
歴
史
的
原
価
を
修
正
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
貨
幣
価
値
低
落
の
比
較
的
軽
度
な
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
な
お
、
貨
幣
価
値
に
相
当
の
変
動
あ
る
と
き
、
修
正
計
算
を
行
う
べ
き
も
の
と
す

る
次
の
議
論
の
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ペ
ィ
ト
ン
教
授
は
こ
の
点
に
関
し
大
要
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
価
値
尺
度
が
そ
の
有
す
る
意
昧
即
ち
そ
の
経
済
内
容
を
変
化
す
る
に
至
り
た
る
と
き
、
そ
の
名
称
を
変
更
す
る
こ
と
は
意
味
の
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
異
な
る
経
済
量
を
同
一
の
名
称
（
弗
）
で
呼
び
続
け
る
限
り
、
会
計
上
の
解
釈
・
租
税
叉
は
一
般
的
に
経
済
的
思
考
に
お
い
て
混

乱
を
継
続
す
る
危
険
性
が
多
い
。
若
し
我
々
が
現
在
の
貨
幣
単
位
を
表
わ
す
に
他
の
呼
称
例
え
ば
N
o
目
鍵
を
用
い
る
こ
と
と
し
山
。
目
口
と

区
別
す
る
な
ら
ば
、
会
計
手
続
及
び
一
般
的
思
考
に
お
い
て
純
化
せ
ら
れ
る
点
が
多
い
。
こ
の
場
合
古
い
山
。
ロ
母
を
N
o
昌
碧
に
換
算
す
る

必
要
が
完
全
に
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
企
業
の
コ
ス
ト
を
表
わ
す
た
め
に
価
。
は
震
と
N
o
鼠
舞
を
合
計
す
る
こ
と
の
不
適
当
な
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
ユ
）

と
が
何
人
に
も
直
ち
に
了
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
我
国
に
お
い
て
は
昭
和
二
十
五
年
に
第
一
次
の
再
評
価
、
昭
和
二
十
六
年
に
第
二
次
の
再
評
価
が
行
わ
れ
た
。
第
二
次
再
評
価
は
第
一
次

再
評
価
を
行
わ
な
か
っ
た
も
の
、
ま
た
行
っ
て
も
そ
の
再
評
価
額
が
法
定
の
限
度
額
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
概
ね
第
一
次
再
評

価
の
揚
合
と
同
じ
条
件
で
、
再
評
価
を
行
う
機
会
を
与
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
実
質
的
に
は
再
評
価
の
時
期
が
延
長
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
物
価
水
準
が
第
一
次
再
評
価
の
場
合
の
基
準
と
な
っ
た
昭
和
二
十
四
年
六
月
の
物
価
水
準
に
比
し
更
に
一
段

と
高
養
し
て
い
る
事
実
に
鑑
み
、
こ
れ
を
反
映
せ
し
め
る
第
三
次
再
評
価
の
要
望
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
に
当
っ
て
再
評
価
の
意
昧

及
び
方
法
に
つ
い
て
再
老
察
す
る
こ
と
は
強
ち
無
用
の
業
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
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（
註
1
）
国
8
炉
冨
ω
器
ひ
ぎ
8
毎
§
α
q
中
。
話
。
日
の
男
魯
晋
⑪
q
日
。
目
密
寄
℃
。
酷
暑
9
中
。
津
の
口
。
恥
。
も
・
H
ρ

　
　
古
い
弗
が
貨
幣
価
値
の
変
動
に
よ
っ
て
換
算
さ
れ
現
在
の
弗
と
合
計
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
原
価
主
義
は
破
ら
れ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
、

　
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
す
る
ペ
ィ
ト
ン
教
授
の
次
の
意
見
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
（
≦
●
》
・
℃
β
。
汁
8
噂
∪
Φ
胃
Φ
a
9
鉱
8
昌
負
爵
⑦
℃
覧
。
Φ
い
。
〈
卑
一
日
げ
①
b
o
8
§
「
け
胃
η

　
閑
①
＜
冨
≦
》
冒
一
㌍
H
ゆ
劇
Q
Q
●
）

　
　
実
質
的
に
は
、
当
年
度
の
弗
で
表
現
さ
れ
て
い
る
労
務
費
・
原
材
料
費
・
そ
の
他
の
経
費
と
共
に
、
修
正
さ
れ
て
い
な
い
古
い
弗
で
表
現
さ
れ
て
い
る
減
価
償
却
費
を

　
当
年
度
の
収
益
に
課
す
る
こ
と
は
、
現
在
真
に
発
生
し
て
い
る
設
備
の
原
価
を
見
落
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
非
難
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
実
質
的
に
は
、
記
帳
価

　
額
に
代
え
て
取
替
原
価
を
用
い
よ
う
と
す
る
論
者
は
、
一
切
の
記
帳
価
額
を
何
等
の
修
正
な
し
に
用
い
よ
う
と
す
る
論
者
よ
り
も
、
却
っ
て
実
際
原
価
へ
の
執
着
を
意
図

　
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
逆
説
的
で
は
あ
る
が
、
原
価
主
義
を
固
執
す
る
た
め
に
、
あ
る
情
況
の
下
に
お
い
て
は
、
一
見
原
価
主
義
か
ら
離
脱
し
た
も
の
の
よ
う
に

　
み
え
る
場
合
が
あ
る
。

（
註
2
）
　
第
一
次
再
評
価
及
び
第
二
次
再
評
価
の
内
容
の
一
般
的
叙
述
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
資
産
再
評
価
」
（
同
文
館
・
簿
記
会
計
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
）
参
照
。

　
周
知
の
如
く
我
国
の
資
産
再
評
価
は
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
「
日
本
税
制
報
告
書
」
（
昭
和
二
＋
四
年
八
月
ご
＋
七
日
）
の
構
想
及
び
勧
奨
に
よ
っ
て

実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
税
制
審
議
会
の
法
人
税
法
改
正
案
要
綱
が
中
間
報
告
の
形
式
で
発
表
さ
れ
て
い
た
。
倫
昭
踊

二
＋
四
年
一
月
二
＋
九
日
）
若
し
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
の
「
日
本
税
制
報
告
書
」
が
な
か
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
我
国
の
再
評
価
は
恐
ら
く
税
制
審

議
会
案
の
構
想
を
骨
子
と
し
て
そ
の
周
辺
に
お
い
て
定
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
味
に
お
い
て
そ
れ
は
重
要
で
あ
る
。
法
人
税
法
改

正
案
要
綱
中
再
評
価
に
関
す
る
部
分
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

　
　
一
、
法
人
企
業
の
適
正
妥
当
な
減
価
償
却
を
可
能
な
ら
し
め
、
比
較
的
資
本
金
額
が
謹
少
で
あ
る
旧
会
社
の
超
過
所
得
に
対
す
る
課
税
を
軽
減
し
、
外
資
導
入
を
容
易
な
ら

　
　
し
め
る
等
の
た
め
、
法
人
が
固
定
資
産
に
つ
き
再
評
価
を
行
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
二
、
再
評
価
資
産
の
範
囲

　
　
（
一
）
　
建
物
、
機
械
等
の
固
定
資
産
の
外
、
土
地
に
つ
い
て
も
評
価
換
を
行
う
こ
と
を
認
め
る
。

　
　
（
二
）
　
賠
償
指
定
施
設
及
び
在
外
財
産
等
は
除
外
す
る
。

　
一
二
、
再
評
価
の
基
準

　
　
固
定
資
産
の
取
得
価
額
に
物
価
騰
貴
率
に
応
じ
た
取
得
年
次
別
の
倍
数
を
乗
じ
て
算
出
し
た
価
額
の
半
額
を
当
該
資
産
の
取
得
価
額
と
み
な
し
、
こ
れ
に
当
該
資
産
の
未
・

　
　
　
再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題
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再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題

　
償
却
残
存
率
を
乗
じ
て
算
出
し
た
金
額
を
以
て
再
評
価
額
の
最
高
限
と
す
る
。

　
　
（
註
）
　
商
法
第
二
八
五
条
の
規
定
に
対
す
る
特
例
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。

四
、
再
評
価
の
時
期

　
昭
和
二
十
四
年
六
月
三
十
日
を
再
評
価
の
基
準
期
日
と
す
る
が
、
再
評
価
の
実
施
及
び
そ
の
時
期
は
、
法
人
の
自
由
に
委
せ
る
。

五
、
再
評
価
に
伴
う
経
理
及
び
税
法
上
の
措
置

　
（
一
）
　
再
評
価
に
因
る
評
価
益
は
、
ま
ず
こ
れ
を
欠
損
の
補
填
に
充
て
、
そ
の
残
額
は
、
資
産
再
評
価
調
整
勘
定
と
し
て
積
立
て
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
資
産
再
評
価
調

　
　
整
勘
定
と
し
て
積
立
て
た
金
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
随
時
に
資
本
の
増
加
に
充
て
又
は
積
立
金
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。
但
し

　
　
一
定
期
限
ま
で
に
処
理
を
完
了
せ
し
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
な
お
、
再
評
価
に
因
る
評
価
益
の
全
部
又
は
一
部
を
直
ち
に
資
本
の
増
加
に
充
て
叉
は
積
立
金
に
繰
り
入
れ
て
も
差
支
へ
な
い
こ
と
と
す
る
。

　
（
二
）
　
（
一
）
の
資
本
の
増
加
に
よ
る
増
資
株
式
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
株
主
に
交
付
す
る
方
法
に
よ
っ
て
も
一
般
に
売
却
す
る
方
法
に
よ
っ
て
も
よ
く
、
ま
た
こ
の
場
合

　
　
価
額
如
何
を
問
わ
な
い
。

　
（
三
）
　
再
評
価
に
因
る
評
価
益
に
つ
い
て
は
、
法
人
の
所
得
の
計
算
上
、
益
金
に
算
入
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

　
　
株
主
が
（
一
）
の
資
本
増
加
に
よ
り
額
面
金
額
以
下
の
金
額
で
増
資
株
式
を
取
得
し
た
場
合
に
お
い
て
も
所
得
税
を
課
税
し
な
い
。

　
（
四
）
資
産
再
評
価
調
整
勘
定
の
金
額
又
は
評
価
益
を
資
本
の
増
加
に
充
て
又
は
積
立
金
に
繰
り
入
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
資
本
の
増
加
に
充
て
た
金
額
叉
は
積
立
金

　
　
に
繰
り
入
れ
た
金
額
に
対
し
一
定
の
税
率
（
百
分
の
二
十
乃
至
三
十
程
度
）
に
よ
り
課
税
す
る
。

　
（
五
）
　
揖
屋
償
却
に
つ
い
て
は
、
再
評
価
後
の
固
定
資
産
の
価
額
の
大
部
分
（
十
分
の
七
程
度
）
を
基
準
と
す
る
減
価
償
却
額
を
法
人
の
損
金
に
算
入
す
る
。
但
し
、
資

　
　
産
再
評
価
調
整
勘
定
の
金
額
又
は
評
価
益
を
資
本
の
増
加
に
充
て
又
は
積
立
金
に
繰
り
入
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
そ

　
　
の
金
額
に
対
し
減
価
償
却
を
認
め
る
。

　
（
六
∀
超
過
所
得
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
資
産
再
評
価
調
整
勘
定
の
大
部
分
（
十
分
の
七
程
度
）
を
資
本
金
額
に
算
入
す
る
。

　
（
七
）
　
増
資
株
式
の
処
分
に
よ
り
生
ず
る
益
金
は
、
法
人
の
所
得
の
計
算
上
、
こ
れ
を
益
金
に
算
入
し
な
い
。

　
（
八
）
株
主
が
（
一
一
）
に
よ
り
額
面
金
額
以
下
の
価
額
で
交
付
を
受
け
た
株
式
を
譲
渡
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
株
式
の
額
面
金
額
を
取
得
価
額
と
み
な
し
て
、
．
所
・

　
　
得
税
法
の
譲
渡
所
得
を
計
算
す
る
。

　
　
　
附
、
　
　
記

一
、
再
評
価
に
因
る
上
価
償
却
額
の
増
加
額
は
、
公
定
価
格
を
定
め
る
場
合
の
原
価
計
算
上
、
こ
れ
を
経
費
に
算
入
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

二
、
個
人
に
つ
い
て
も
、
法
入
の
場
合
に
準
じ
て
減
価
償
却
額
の
増
加
を
認
め
る
。
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右
の
改
正
案
要
綱
に
は
そ
の
後
（
昭
和
二
＋
四
年
三
月
）
次
の
諸
点
に
お
い
て
改
訂
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

一
、
再
評
価
の
基
準
に
つ
い
て
、
「
固
定
資
産
の
取
得
価
額
に
物
価
騰
貴
率
に
応
じ
た
取
得
年
次
別
の
倍
数
を
乗
じ
て
算
出
し
た
価
額
の
半
額
を
当
該
資
産
の
取
得
価
額
と
み

　
な
す
」
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
「
半
額
」
を
「
七
割
相
当
額
」
と
改
め
た
。
ま
た
こ
れ
に
乗
ぜ
ら
れ
る
「
未
償
却
残
存
率
」
は
「
定
率
法
に
よ
る
未
償
却
残
存
率
」
で
あ

　
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
（
前
記
三
関
係
）

　
　
ま
た
、
次
の
註
が
附
加
さ
れ
て
い
る
。
「
物
価
騰
貴
率
は
日
本
銀
行
調
東
京
卸
売
物
価
指
数
に
よ
る
こ
と
」

二
、
資
産
再
評
価
調
整
勘
定
と
し
て
積
立
て
た
金
額
に
、
つ
い
て
は
随
時
に
資
本
の
増
加
に
充
て
又
は
積
立
金
に
繰
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
「
但
し
昭
和
二
十
七

　
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
そ
の
処
理
を
完
了
せ
し
め
る
」
も
の
と
さ
れ
た
。
（
前
記
五
ノ
（
一
）
関
係
）

三
、
資
産
再
評
価
調
整
勘
定
の
金
額
η
〈
は
評
価
益
を
資
本
の
増
加
に
充
て
、
又
は
積
立
金
に
繰
入
れ
た
場
合
に
は
「
百
分
の
二
十
の
税
率
」
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
る
も
の
と

　
さ
れ
た
。
（
前
記
五
ノ
（
四
）
関
係
）

四
、
再
評
価
後
の
減
価
償
却
額
の
計
算
に
つ
い
て
「
再
評
価
後
の
固
定
資
産
の
価
額
の
大
部
分
（
十
分
の
七
程
度
）
を
基
準
」
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
「
再
評
価
後

　
の
固
定
資
産
の
価
額
の
七
割
相
当
額
を
基
準
」
と
す
る
こ
と
に
確
定
さ
れ
た
。
（
前
記
五
ノ
（
五
）
関
係
）

五
、
「
再
評
価
に
伴
う
経
理
及
び
税
法
上
の
措
置
」
の
（
八
）
の
次
に
次
の
九
号
が
附
加
さ
れ
た
。

　
（
九
）
（
四
）
の
税
額
の
納
付
に
つ
い
て
は
増
資
株
式
に
よ
る
物
納
を
認
め
な
い
こ
と
と
す
る
。

一　7　．一d

　
右
の
法
人
税
法
改
正
案
要
綱
を
中
心
と
し
て
当
時
多
く
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。
法
人
税
法
改
正
緊
要
綱
と
「
日
本
税
制
報
告
書
」
と
の
問

に
は
再
評
価
の
基
準
、
再
評
価
差
額
に
対
す
る
課
税
等
に
つ
い
て
多
く
の
相
違
点
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
に
濁
れ
て
い
る
紙
面
の
余
裕

は
な
い
。
ま
た
「
日
本
税
制
報
告
書
」
中
の
「
資
産
の
再
評
価
」
に
つ
い
て
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
全
文
を
掲
げ
ず
、
必
要
な
る

箇
所
に
つ
い
て
の
み
関
説
す
る
こ
と
と
す
る
。

劇

再
評
価
の
意
味
を
減
価
償
却
費
・
譲
渡
所
得
計
算
の
基
礎
と
な
る
原
価
を
貨
幣
価
値
の
変
動
に
伴
な
っ
て
適
当
な
価
額
に
修
正
す
る
こ
と

　
　
再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題



　
　
　
再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題

で
あ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
置
合
二
つ
の
方
式
が
考
え
ら
れ
る
。
資
産
の
帳
簿
価
額
・
貸
借
対
照
裏
価
額
の
修
正
を
伴
な
う
か
否
か
に

よ
る
区
別
で
あ
る
。

　
一
、
貸
借
対
照
表
価
額
の
修
正
を
伴
な
う
黒
点
。
こ
の
揚
合
に
は
修
正
の
行
わ
れ
る
日
に
至
る
ま
で
の
貨
幣
価
値
の
変
動
が
考
慮
せ
ら
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
伴
な
っ
て
貸
借
対
照
表
価
額
の
修
正
が
行
わ
れ
る
。
修
正
さ
れ
た
価
額
が
将
来
に
向
っ
て
減
価
償
却
費
計
算
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

基
礎
と
な
る
。
普
通
に
資
産
再
評
価
と
い
わ
れ
る
の
は
こ
の
方
式
に
よ
る
も
の
を
指
す
の
で
あ
る
。
こ
の
揚
合
に
は
過
去
の
貨
幣
価
値
の
変

動
の
み
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
修
正
の
効
果
は
将
来
に
向
っ
て
固
定
的
で
あ
る
。
即
ち
修
正
後
更
に
貨
幣
価
値
の
変
動
あ
る

突
合
に
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
実
情
に
合
致
せ
ざ
る
も
の
と
な
り
、
更
に
再
度
の
再
評
価
を
必
要
と
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
斯
る

意
味
の
再
評
価
は
物
価
が
一
応
安
定
し
た
と
み
ら
れ
る
揚
合
（
叉
は
再
評
価
を
も
つ
て
貨
幣
価
値
安
定
の
一
助
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
場

合
）
に
適
当
と
せ
ら
れ
る
方
法
で
あ
る
か
、
事
実
が
こ
れ
と
相
違
す
る
と
き
は
再
々
評
価
が
行
わ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
九
四
五
年
に
再

評
価
が
実
施
せ
ら
れ
、
再
評
価
の
行
わ
る
べ
き
記
聞
を
限
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
相
次
ぐ
物
価
騰
貴
の
た
め
に
臨
時
措
置
は
恒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
註
4
）

常
的
な
も
の
と
な
り
、
適
用
せ
ら
る
べ
き
物
価
倍
数
も
数
回
変
更
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
二
、
貸
借
対
照
表
価
額
の
修
正
を
伴
な
わ
ざ
る
揚
合
。
こ
の
揚
合
に
は
当
該
資
産
の
貸
借
対
照
表
価
額
の
改
訂
は
行
わ
ず
、
そ
の
目
的
に

応
じ
て
、
必
要
程
度
の
修
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
修
正
の
目
的
が
減
価
償
却
費
計
算
の
是
正
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
正
常
償
却
額

（
修
正
さ
れ
ざ
る
取
得
価
額
を
基
礎
と
し
て
計
算
さ
れ
た
）
に
貨
幣
価
値
変
動
に
応
ず
る
倍
数
を
乗
じ
た
る
金
額
を
も
つ
て
当
該
年
度
の
減

価
償
却
額
と
す
る
が
如
き
で
あ
る
。
こ
こ
に
適
用
せ
ら
れ
る
倍
数
に
つ
い
て
は
（
a
）
現
在
に
至
る
ま
で
の
貨
幣
価
値
変
動
を
認
め
て
、
（
再

　
ロび
倍
数
を
変
更
す
る
ま
で
は
）
適
用
せ
ら
れ
る
倍
数
を
将
来
に
向
っ
て
固
定
す
る
揚
合
及
び
（
b
）
当
該
年
度
に
お
け
る
貨
幣
価
値
の
変
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

に
応
ず
る
倍
数
を
算
出
し
て
、
こ
れ
を
当
該
年
度
の
償
却
費
計
算
に
適
用
す
る
揚
合
が
考
え
ら
れ
る
。
　
（
a
）
の
効
果
は
将
来
に
向
っ
て
固

一8　一一



定
的
で
あ
る
（
こ
の
点
前
述
の
貸
借
対
照
表
価
額
の
修
正
を
伴
な
う
音
合
に
均
し
い
）
に
反
し
、
（
b
）
に
あ
り
て
は
適
用
さ
れ
る
倍
数
は
毎

期
変
動
的
で
あ
る
。
何
れ
の
揚
合
に
あ
り
て
も
こ
の
方
式
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
再
評
価
に
代
理
せ
し
め
よ
う
と
す
る
星
合
に
は
、
修
正
償
却

額
の
う
ち
未
修
正
取
得
価
額
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
た
償
却
額
を
超
え
る
そ
の
超
過
部
分
は
資
本
剰
余
金
と
し
て
取
扱
わ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら

ぬ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
式
は
貨
幣
価
値
変
動
に
よ
る
償
却
費
の
修
正
の
必
要
が
認
め
ら
れ
、
な
お
物
価
の
帰
趨
が
不
安
定
な
る
時
期
に
お

い
て
も
実
施
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

（
註
3
）
　
こ
の
意
昧
の
再
評
価
は
貸
借
対
照
表
の
再
評
価
（
い
9
。
器
ひ
く
円
舞
菖
o
P
自
。
ω
び
出
塁
）
と
も
呼
ば
れ
る
。

（
註
4
）
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
貨
幣
の
一
般
的
購
買
力
の
下
落
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
一
九
一
四
年
に
一
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
も
の
は
、
一
九
三
六
年
に
四
フ
ラ
ン
、
一
九
四

　
〇
年
に
八
フ
ラ
ン
、
一
九
五
二
年
初
頭
に
は
二
〇
〇
フ
ラ
ン
と
な
る
計
算
に
な
る
。
再
評
価
倍
数
の
改
訂
は
数
次
行
わ
れ
て
い
る
が
最
近
の
も
の
は
一
九
五
二
年
の
改
訂

［
で
あ
る
。

　
　
我
国
の
物
価
状
況
を
右
の
年
次
に
対
応
し
て
考
え
れ
ば
（
日
銀
東
京
卸
売
物
価
指
数
に
よ
る
。
）
　
一
九
一
四
年
一
円
で
あ
っ
た
も
の
は
、
一
九
三
六
年
に
一
・
六
七
円
、

　
一
九
四
〇
年
に
二
・
六
五
円
、
一
九
五
二
年
（
四
月
）
に
は
五
六
四
・
四
六
円
と
な
る
。

（
註
5
）
　
毎
期
異
な
る
償
却
額
は
次
の
如
く
し
て
求
め
ら
れ
る
。

　
（
1
）
　
取
得
年
次
を
均
し
く
す
る
償
却
の
対
象
と
な
る
固
定
資
産
を
一
グ
ル
ー
プ
と
し
て
計
算
す
る
。
い
ま
物
価
指
数
に
よ
っ
て
倍
数
を
求
め
る
も
の
と
す
れ
ば
、
当
該

　
　
固
定
資
産
の
取
得
の
年
度
の
指
数
が
一
ご
○
で
あ
っ
て
、
当
期
の
指
数
が
三
六
〇
で
あ
る
場
合
に
は
当
期
の
修
正
償
却
額
は
次
の
如
く
計
算
す
る
。
　
（
未
修
正
償
却
額

　
　
一
〇
〇
万
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
o
①
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
嗜
甥
も
O
ρ
O
O
O

　
　
　
絹
H
”
8
ρ
0
8
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誌
O

　
（
2
）
　
当
該
固
定
資
産
の
グ
ル
ー
プ
が
取
得
年
次
を
異
に
す
る
多
数
の
も
の
か
ら
成
る
場
合
に
は
当
該
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
平
均
指
数
（
取
得
時
に
対
応
す
る
）
を
求
め

　
　
当
期
の
指
数
が
こ
の
指
数
に
対
す
る
割
合
に
よ
っ
て
修
正
す
る
。

　
　
　
　
　
蘭
識
醤
努
　
　
則
お
自
藍
　
　
　
融
賢
　
　
　
　
　
戴
　
麩

　
　
　
　
　
H
　
　
　
　
咽
H
O
ρ
8
0
　
　
　
冨
O
　
　
　
鴫
這
b
8
b
8

　
　
　
　
　
b
δ
　
　
　
　
　
　
α
ρ
8
0
　
　
　
H
…
W
O
　
　
　
　
　
ρ
α
O
ρ
O
O
O

　
　
　
　
　
　
ω
　
　
　
　
お
ρ
8
0
　
　
H
お
　
　
　
　
α
ρ
0
8
b
8

　
　
再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題
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再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題

　
　
　
　
　
腿
　
　
　
　
　
　
b
の
α
ρ
O
O
O
　
　
　
嶺
O
　
　
　
　
　
q
o
メ
8
ρ
O
O
O

　
　
　
　
　
㎝
　
　
　
　
　
　
b
り
O
ρ
8
0
　
　
　
b
り
8
　
　
　
　
　
膳
ρ
8
ρ
O
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
曜
ど
8
ρ
O
O
O
　
　
　
　
　
　
　
　
咽
5
N
O
8
”
O
O
O

　
　
　
　
　
剰
趣
誌
賢
H
醐
罷
籠
。
－
語

但
し
こ
の
方
法
に
よ
る
場
合
に
は
、
そ
の
構
成
分
子
の
変
更
（
一
部
の
廃
葉
又
は
増
設
）
あ
る
に
従
い
平
均
指
数
が
改
算
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
九
三
九
年
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
行
わ
れ
た
設
備
夏
野
準
備
金
制
度
は
貨
幣
価
値
の
変
動
に
応
じ
て
、
毎
期
異
な
る
減
価
償
却
額
の
計
算

を
認
め
た
例
と
し
て
興
味
が
あ
る
。
即
ち
そ
れ
は
一
九
三
九
年
二
月
十
三
日
の
命
令
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
取
替
価
値
に
基
づ
く

減
価
償
却
費
計
算
を
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
従
来
は
税
法
上
損
金
に
算
入
さ
れ
る
償
却
費
は
取
得
価
額
に
基
礎
を
お
く
も
の

で
あ
っ
た
。
設
備
更
新
準
備
金
制
度
の
大
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
先
ず
機
械
・
装
置
・
器
具
等
（
以
下
単
に
設
備
と
い
う
）
は
次
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
。

　
一
、
　
一
九
三
八
年
十
二
月
三
十
一
日
の
後
に
取
得
さ
れ
た
設
備
。
こ
れ
を
新
設
備
と
い
う
。

　
二
、
　
一
九
三
九
年
一
月
二
月
の
前
に
取
得
さ
れ
た
設
備
。
こ
れ
を
旧
設
備
と
い
う
。

　
新
設
備
に
対
す
る
準
備
金
は
そ
の
設
定
の
と
き
に
損
金
算
入
が
認
め
ら
れ
る
。
　
こ
れ
は
新
設
備
更
新
準
備
金
（
喝
。
口
α
の
住
Φ
昌
。
⊆
＜
Φ
一
す

ヨ
Φ
馨
画
。
一
、
o
暮
注
p
伽
q
①
Φ
け
窪
目
9
騨
δ
一
8
ρ
＜
0
9
二
×
）
な
る
科
目
で
貸
借
対
照
表
貸
方
に
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
旧
設
備
に
対
す

る
準
備
金
は
そ
の
設
定
の
と
き
に
お
い
て
は
損
金
算
入
は
認
め
ら
れ
ず
、
実
際
に
取
替
が
行
わ
れ
た
る
時
期
の
損
金
に
算
入
さ
れ
る
。
こ
の

準
・
備
金
は
旧
設
備
更
新
準
備
金
（
閃
O
昌
山
ω
山
Φ
昌
O
二
く
Φ
＝
Φ
ヨ
Φ
昌
け
山
Φ
一
．
O
q
鉱
置
9
伽
q
Φ
Φ
け
α
ニ
ヨ
餌
け
仙
ユ
9
9
昌
。
δ
コ
ω
）
　
な
る
科
目
で
貸
借
対
照

表
の
貸
方
に
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

設
備
の
更
新
が
行
わ
れ
た
る
と
き
は
、
新
・
旧
設
備
更
新
準
備
金
は
更
新
設
備
特
別
積
立
金
勘
定
（
幻
診
臼
く
①
ω
口
曾
冨
δ
目
p
鼠
ユ
①
一
〇
け
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o
暮
崖
9
0
q
o
同
①
口
。
ヨ
δ
嵐
ω
）
へ
振
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
準
備
金
は
五
箇
年
以
内
に
使
用
さ
れ
な
け
れ
ば
免
税
の
特
典
を
失
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

　
準
備
金
の
計
算
方
法
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
一
、
取
替
価
値
は
取
得
価
額
に
一
定
の
系
数
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
る
。

　
二
、
各
会
計
年
度
末
に
準
備
金
の
限
度
額
が
計
算
さ
れ
る
。
そ
れ
は
再
評
価
差
額
（
右
の
｝
に
よ
る
取
替
価
値
か
ら
取
得
価
額
を
控
除
し
た
金
額
を
意

昧
す
る
も
の
と
解
れ
せ
ら
る
。
i
筆
者
）
に
経
過
年
数
が
耐
用
年
数
に
対
す
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
る
金
額
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

　
三
、
二
の
計
算
に
よ
る
限
度
額
か
ら
償
却
累
計
額
を
控
除
し
た
残
額
が
当
該
年
度
の
償
却
額
で
あ
る
。

　
こ
の
計
算
に
よ
り
設
備
更
新
準
備
金
の
設
定
は
耐
用
年
数
の
聞
に
分
散
せ
ら
れ
、
年
々
の
調
整
に
よ
り
、
償
却
累
計
額
・
更
新
準
備
金
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

び
未
償
却
残
高
の
合
計
額
は
各
年
度
末
に
お
け
る
理
論
的
取
替
価
値
に
相
当
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
設
備
更
新
準
備
金
制
度
は
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
の
政
令
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
そ
の
冥
合
に
お
け
る
準
備
金
勘
定
の
処
理
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
。

一u一

（
註
6
）
　
準
備
金
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
℃
●
い
餌
ロ
N
①
r
卜
℃
o
轟
き
Ω
b
●
O
ヨ
蔀
戸
聞
冒
。
各
論
貯
御
斎
艮
。
Φ
U
o
く
Φ
竃
貯
閑
9
p
寓
8
8
b
o
8
口
艮
の

　
目
郎
β
。
鉱
O
昌
巴
0
9
お
目
①
u
。
の
8
》
0
8
毒
鉱
口
9
q
℃
H
O
駅
N
）
に
よ
る
。

（
註
7
）
　
原
文
は
こ
う
読
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
計
算
に
よ
る
限
度
額
を
計
算
の
基
礎
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
三
の
丈
申
「
償
却
累
計
額
」
は

　
「
当
該
年
度
の
償
却
額
」
は
「
当
該
年
度
の
準
備
金
繰
入
額
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

（
註
8
）
　
こ
れ
に
は
次
の
仮
設
の
指
数
に
よ
る
計
算
例
が
附
加
さ
れ
て
い
る
。

（
目
げ
①
盟
斡
犀
一
p
け
？

「
準
備
金
累
計
額
」
、

再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題



再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題

三一却額
旧償却額準備金

取得原価
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償却額
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3
　
4
　
5
　
6
　
7
8
9
1
0

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位千フラン’）

1・この設備の取得価額は100，000フラyであって，正常

　償却率は10％である。

2．第5年度末において準備金制度がとられたものとする。

3．表革明らかに誤植と考えられる数字は筆者において訂

　正した。

4．準備金の算出方法は次の如く説明され得るであろう。

　　　第・鯨醐…×一丁一・……・・輔蝋

　　　第・鯨（差額…×一州）一…一5G

　　　第・鯨（差額32・・缶）一（…＋・・）＝＝74

　以下これに準ずる。

　
か
か
る
計
算
方
式
に
よ
れ
ば
、
進
・
備
金
制
度

採
用
以
前
の
不
足
償
却
額
が
回
収
せ
ら
れ
、
耐

用
年
数
の
終
り
に
お
い
て
減
価
償
却
累
計
額
と

準
備
金
累
計
額
の
合
計
額
が
五
十
万
フ
ラ
ン
に
、

達
す
る
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
こ
の
場
合
に
は

当
該
年
度
に
お
け
る
償
却
額
（
準
備
金
繰
入
額

を
含
む
）
は
前
記
（
註
5
）
（
1
）
の
計
算
方
法

に
よ
る
償
却
額
と
は
異
な
る
結
果
を
示
す
こ
と

と
な
る
。

四
幅

　
貨
幣
価
値
の
変
動
に
伴
な
っ
て
減
価

償
却
費
は
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
歴
史
的
原
価
を
基
礎
と
し
て
計
算

さ
れ
た
減
価
償
却
額
は
、
現
在
の
収
益
を
現
わ
す
円
と
同
一
価
値
水
準
に
お
け
る
円
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ば
貨
幣
価
値
の
変
動
に

伴
な
っ
て
減
価
償
却
費
を
修
正
す
る
と
い
う
そ
の
貨
幣
価
値
の
変
動
は
何
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
資
産
再
評
価
法

案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
と
き
次
の
事
項
が
提
案
理
由
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
。
　
「
経
済
の
正
常
化
に
応
ず
る
措
置
と
し
て
、
法
人
及
び
個

入
を
通
じ
て
、
固
定
資
産
の
適
正
な
減
価
償
却
を
可
能
に
し
て
企
業
経
理
の
合
理
化
を
図
る
と
と
も
に
、
資
産
譲
渡
等
の
奪
合
に
お
け
る
税
』

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
資
産
の
再
評
価
を
行
い
、
な
お
こ
の
筑
紫
に
お
い
て
再
評
価
税
を
設
け
て
課
税
の
公
平
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
。
」

　
再
評
価
の
目
的
の
一
つ
は
確
か
に
減
価
償
却
の
適
正
化
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
適
正
な
減
価
償
却
と
は
如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
も
、

一　12，　一



め
で
あ
ろ
う
か
。
第
三
次
再
評
価
の
実
現
を
要
望
す
る
理
由
と
し
て
、
第
一
次
再
評
価
の
基
準
と
な
っ
た
昭
和
二
十
四
年
六
月
の
物
価
指
数

に
比
し
て
今
日
の
指
数
は
蓬
か
に
高
く
、
企
業
の
固
定
資
産
の
帳
簿
価
額
は
時
価
に
比
し
て
髭
か
に
小
さ
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
点

・
を
挙
げ
る
論
者
も
あ
る
。
時
価
が
問
題
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
固
定
資
産
の
時
価
に
応
ず
る
再
評
価
が
目
標
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
再
評
価

ゐ
出
発
点
と
し
て
先
ず
こ
の
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
貨
幣
価
値
の
変
動
は
如
何
な
る
も
の
に
対
す
る
貨
幣
の
購
買
力
の
変
動
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
に
関
し
て
は
凡
そ
二
つ
の
見
解
が
あ

る
。　

第
一
の
見
解
は
当
該
固
定
資
産
と
同
一
種
類
の
財
貨
に
対
す
る
購
買
力
と
み
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
揚
合
当
然
そ
の
固
定
資
産
の
取
替
価

額
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
立
場
に
お
い
て
は
当
該
資
産
の
取
替
価
額
の
上
昇
に
応
じ
て
、
償
却
費
が
修
正
さ
れ
、
ま
た
は
そ
の
基
礎
と
な
る

．
帳
簿
価
額
が
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ば
固
定
資
産
の
再
取
得
が
可
能
と
な
る
が
如
き
貨
幣
の
購
買
力
が
問
題
と
さ
れ
る
。
併

し
こ
こ
に
取
替
価
額
と
い
う
場
合
、
　
（
a
）
そ
れ
が
現
実
に
取
替
の
行
わ
れ
る
と
き
に
お
け
る
取
替
価
額
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
二
合
も
あ
り
、

（
b
）
当
期
に
お
け
る
取
替
価
額
を
意
味
す
る
も
の
と
さ
れ
る
色
合
も
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
減
価
償
却
の
目
的
を
も
つ
て
当
該
固
定
資
産
の

原
価
の
期
間
的
配
分
と
み
る
見
地
か
ら
は
（
a
）
の
立
場
は
否
定
さ
れ
る
。
減
価
償
却
の
目
的
は
将
来
の
取
替
費
を
準
備
す
る
こ
と
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
取
替
価
額
が
問
額
と
な
る
場
合
に
は
（
b
）
の
立
場
の
み
が
問
題
と
な
り
得
る
。
こ
の
御
合
に
は
当
該

固
定
資
産
の
現
在
の
価
値
を
基
礎
と
し
て
減
価
償
却
費
を
計
算
す
る
の
で
あ
っ
て
、
当
該
固
定
資
産
の
耐
用
年
数
の
終
り
に
同
種
の
固
定
資

産
の
取
替
に
必
要
な
資
金
が
準
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
か
ど
う
か
は
別
箇
の
問
題
で
あ
る
。
年
々
回
収
さ
れ
た
償
却
額
は
当
該
固
定
資
産
の

廃
棄
を
挨
た
ず
固
定
資
産
に
再
投
下
さ
れ
叉
は
棚
卸
資
産
の
取
得
に
充
て
ら
れ
、
叉
は
一
部
は
金
銭
項
目
と
し
て
運
用
さ
れ
る
。
か
く
回
収

・
投
資
さ
れ
た
資
産
が
そ
の
後
の
貨
幣
価
値
の
変
動
に
対
応
し
て
そ
の
価
値
を
維
持
す
る
こ
と
と
な
る
か
ど
う
か
は
経
営
の
問
題
で
あ
っ
て
、

　
　
　
再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題
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評
価
に
関
す
る
若
干
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基
本
問
題

減
価
償
却
の
問
題
で
は
な
い
。

　
こ
の
立
撃
に
お
い
て
は
減
価
償
却
費
は
、
減
価
償
却
計
算
が
行
わ
れ
る
時
期
に
お
け
る
当
該
固
定
資
産
の
取
替
価
額
を
基
礎
と
し
て
計
算

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
償
却
費
の
修
正
に
用
い
ら
れ
る
法
数
は
、
箇
々
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
求
め
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
当
該
企
業
が
使

用
し
て
い
る
一
連
の
機
械
・
装
置
等
を
一
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
関
す
る
特
殊
指
数
か
ら
系
数
を
導
き
出
す
こ
と
も
で
き

る
。
こ
の
羽
合
当
該
企
業
に
関
す
る
固
定
資
産
の
取
替
価
額
を
な
る
べ
く
正
確
に
反
映
す
る
が
如
き
特
殊
指
数
が
選
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
根
本
的
立
場
は
箇
々
の
固
定
資
産
の
取
替
価
額
を
基
礎
と
す
る
場
合
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
取
替
原
価
を
償
却
費
計
算
の
基
礎
と
す
る
立
錐
に
対
し
て
は
往
々
次
の
如
き
非
難
が
な
さ
れ
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
、
　
（
a
）
使
用
中
の
固

定
資
産
の
廃
棄
さ
れ
る
時
期
及
び
そ
の
と
き
に
お
け
る
取
替
価
額
を
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
　
（
b
）
技
術
的
・
経
済
的
変
化
に
よ
っ

て
、
現
在
の
固
定
資
産
が
廃
棄
の
と
ぎ
に
同
一
の
固
定
資
産
と
取
替
え
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
こ
こ
に
取
上
げ
ら
れ
て
い

る
取
替
価
額
は
現
実
の
取
替
が
行
わ
れ
る
歌
合
の
そ
れ
で
は
な
く
、
償
却
費
計
算
の
行
わ
れ
る
と
き
に
お
け
る
取
替
価
額
な
の
で
あ
る
か
ら
、

右
の
非
難
は
当
ら
な
い
。
然
ら
ば
取
替
価
額
を
償
却
費
計
算
の
行
わ
れ
る
と
き
に
お
け
る
取
替
価
額
と
解
す
る
と
き
は
、
計
算
書
の
困
難
は

存
在
し
な
い
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
技
術
的
進
歩
の
た
め
に
改
善
さ
れ
た
設
備
が
布
演
を
麦
配
す
る
に
至
り
、
現
在
使

用
中
の
設
備
の
取
替
価
額
を
市
場
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
改
善
さ
れ
た
新
式
の
設
備
を
基
準
と
す
る
と
し
て
も
、
新
式

設
備
の
価
額
の
う
ち
幾
干
が
旧
式
設
備
の
価
額
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
幾
干
が
改
善
に
対
す
る
価
額
で
あ
る
か
を
分
析
す
る
こ
と
は
困

難
叉
は
不
可
能
で
あ
る
。
箇
々
の
固
定
資
産
別
と
は
せ
ず
、
設
備
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
に
も
同
様
な
困
難
が
起
る
。
従
っ
て

斯
る
揚
蓋
に
は
当
該
固
定
資
産
に
対
す
る
貨
幣
の
購
買
力
を
基
準
と
し
て
償
却
費
を
修
正
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

　
か
か
る
技
術
的
困
難
が
あ
る
こ
と
は
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
企
業
の
コ
ス
ト
の
計
算
の
面
か
ら
は
取
替
価
額
を
基
礎
と
す
る
償
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却
費
計
算
は
充
分
支
持
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
減
価
償
却
は
他
の
生
産
の
費
用
と
と
も
に
、
企
業
の
コ
ス
ト
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
コ
ス
ト
を
費
消
さ
れ
た
経
済
価
値
で
あ
る
と
み
る
限
り
、
減
価
償
却
費
は
当
該
固
定
資
産
の
取
替
価
額
を
基
礎
と
し
て
計
算
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
の
見
解
は
償
却
費
修
正
の
場
合
に
考
慮
す
べ
き
貨
幣
価
値
の
変
動
を
、
貨
幣
の
一
般
的
購
買
力
の
変
動
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
償
却
費
（
叉
は
そ
の
基
礎
と
な
る
帳
簿
価
額
）
の
修
正
に
は
貨
幣
の
一
般
的
購
買
力
の
変
動
に
相
応
す
る
函
数
が
用
い
ら
れ
る
。
タ
ー

ボ
至
聖
は
減
価
償
却
の
目
的
は
設
備
の
物
財
的
取
替
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
設
備
に
投
下
さ
れ
た
資
本
の
回
収
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、

償
却
費
修
正
の
場
合
に
考
慮
す
べ
き
も
の
は
特
殊
の
取
替
価
額
叉
は
再
生
産
原
価
で
は
な
く
て
、
一
般
的
購
買
力
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
っ
て

A
註
9
）

い
る
。
即
ち
目
的
に
適
合
す
る
貨
幣
の
購
買
力
測
定
の
尺
度
は
当
該
固
定
資
産
の
再
取
得
を
可
能
な
ら
し
め
る
意
味
の
購
買
力
で
は
な
く
、

財
貨
及
び
用
役
を
一
般
的
に
支
配
す
る
力
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
減
価
償
却
の
目
的
が
設
備
の
取
替
で
は
な
く
し
て
、
投
下

さ
れ
た
資
本
の
回
収
で
あ
る
と
の
説
明
だ
け
で
は
、
一
般
的
購
買
力
の
変
動
を
示
す
系
数
に
よ
る
修
正
を
正
当
と
す
る
充
分
な
る
理
由
と
は

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
投
下
資
本
を
物
財
の
形
態
で
考
え
る
な
ら
ば
自
ら
異
な
る
結
論
が
生
ず
べ
き
筈
で
あ
る
。

　
思
う
に
取
替
価
額
を
償
却
費
計
算
の
基
礎
と
す
る
立
場
は
継
続
企
業
を
前
提
と
し
て
設
備
の
維
持
更
新
を
考
え
、
減
価
償
却
費
は
か
か
る

設
備
の
維
持
更
新
を
可
能
な
ら
し
め
る
額
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
み
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
企
業
的
観
点
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
然

る
に
一
般
的
購
買
力
を
支
持
す
る
も
の
は
、
　
一
般
購
買
力
で
修
正
さ
れ
た
原
価
の
回
収
を
も
つ
て
投
下
資
本
の
回
収
が
行
わ
れ
た
も
の
と
み

る
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
株
主
的
（
乃
至
社
会
的
）
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
「
日
本
税
制
報
告
書
」
は
こ
の
点
に
関

し
て
後
者
の
立
揚
を
と
っ
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
い
う
。

　
　
更
に
、
特
定
の
指
数
を
用
い
る
こ
と
に
な
ん
ら
実
際
的
な
困
難
が
な
い
と
し
て
も
、
ま
た
、
か
か
る
指
数
が
臨
時
の
変
動
に
影
響
さ
れ
な
い
と
し
て
も
、
理
論
的
な
根
拠

　
　
　
再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題
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再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題

に
お
い
て
は
一
般
指
数
を
用
い
る
こ
と
の
方
が
好
ま
し
い
。
な
ん
と
な
れ
ば
わ
れ
わ
れ
は
一
切
の
利
益
を
課
税
よ
り
免
除
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
購
売
力
の
実
質

的
増
加
を
示
さ
な
い
利
益
の
み
に
つ
い
て
そ
う
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
特
定
の
種
類
の
資
産
の
価
格
が
、
一
般
物
価
水
準
が
百
倍
し
か
上
昇
し
て
い
な
い
の

に
、
二
百
倍
に
も
上
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
資
産
の
所
有
者
は
、
そ
の
資
産
が
単
に
物
価
の
一
般
的
上
昇
に
比
例
し
て
上
っ
た
も
の
よ
り
も
よ
く
な
っ
た
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
そ
の
も
の
は
も
し
単
に
百
倍
を
限
度
と
し
て
再
評
価
を
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
追
加
し
て
課
せ
ら
れ
る
税
を
容
易
に
負
担
し
得
る
の
で
あ
る
。
一
方
そ
の
価

値
が
五
十
倍
し
か
上
ら
な
か
っ
た
資
産
の
所
有
者
は
購
売
力
、
即
ち
そ
の
資
産
を
市
場
で
売
っ
て
得
た
代
価
を
も
つ
て
購
入
で
き
る
一
般
物
資
お
よ
び
役
務
の
量
に
お
い
て

実
質
的
な
損
失
を
蒙
っ
た
こ
と
に
な
る
。
少
く
と
も
理
論
的
に
は
そ
の
も
の
に
百
倍
ま
で
再
評
価
を
さ
せ
、
終
局
に
お
い
て
は
こ
の
実
質
損
失
を
控
除
す
る
特
典
を
与
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
0
）

こ
と
を
認
め
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
。
従
っ
て
再
評
価
実
施
に
は
一
般
指
数
を
使
用
す
る
よ
う
勧
告
す
る
。

　
回
収
す
べ
き
資
本
を
一
般
的
購
買
力
の
形
で
考
え
る
こ
と
も
確
か
に
一
つ
の
立
場
で
あ
る
。

　
但
し
こ
の
場
合
社
会
的
平
均
的
に
考
え
ら
れ
た
購
買
力
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
企
業
自
体
の
立
場
は
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。
か
く
て
償
却
費
を
一
般
購
買
力
の
変
動
に
よ
っ
て
修
正
す
る
立
場
に
お
い
て
は
、
再
評
価
額
は
時
価
を
反
映
せ
ず
、
固
定
資
産
に

．
投
ぜ
ら
れ
た
資
本
の
未
回
収
額
を
一
般
物
価
騰
貴
率
で
修
正
し
た
金
額
を
表
明
す
る
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
が
時
価
を
表
わ
す
も
の

で
な
い
こ
と
は
恰
も
貨
幣
価
値
の
変
動
な
き
場
合
に
お
い
て
、
固
定
資
産
の
未
償
却
残
高
が
時
価
を
表
わ
す
も
の
で
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。

．
従
っ
て
こ
の
立
縞
が
と
ら
れ
る
限
り
、
再
評
価
額
が
時
価
に
近
似
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
こ
れ
を
非
難
す
べ
き
理
由
は
な
い
。

　
次
に
再
評
価
と
は
貨
幣
の
一
般
購
買
力
の
変
動
に
よ
っ
て
資
産
の
帳
簿
価
額
を
修
正
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
償
却
資
産
は
如
何
に
再

評
価
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
　
「
日
本
税
制
報
告
書
」
は
「
再
評
価
額
は
取
得
価
額
か
ら
減
価
償
却
費
を
差
引
い
た
も
の
に
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
1
）

九
百
四
十
九
年
七
月
一
日
の
一
般
物
価
指
数
の
取
得
時
に
お
け
る
こ
れ
に
相
応
す
る
指
数
の
比
率
を
乗
じ
て
算
出
す
る
こ
と
」
と
い
っ
て
い

る
が
、
減
価
償
却
費
を
如
何
な
る
方
法
に
よ
っ
て
取
得
価
額
か
ら
差
引
く
べ
き
か
に
つ
い
て
は
明
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
フ
ラ

ン
ス
の
再
評
価
は
大
い
に
参
考
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
次
節
で
述
べ
る
。
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第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
再
評
価
は
次
の
如
き
法
令
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

　
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
の
政
令
。
こ
れ
は
一
九
四
六
年
一
月
一
日
前
に
終
了
す
る
最
後
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
に
つ
い
て
企
業
が

再
評
価
を
行
う
こ
と
姦
め
た
も
の
で
あ
る
・
こ
の
揚
合
適
用
せ
ら
る
べ
き
倍
率
器
令
の
定
め
る
と
ご
ろ
焦
灘
が
評
繧
任
意
で
あ

る
。
即
ち
再
評
価
の
対
象
と
な
る
資
産
・
負
債
の
全
部
叉
は
一
部
に
つ
い
て
再
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
法
定
さ
れ
て
い
る
倍
率

は
再
評
価
の
最
高
限
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
超
え
ざ
る
範
囲
内
で
再
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
再
評
価
を
行
っ
た
企
業
は
一
九

四
六
年
二
月
五
日
の
命
令
の
定
む
る
様
式
に
従
っ
て
貸
借
対
照
表
を
作
成
し
、
ま
た
そ
の
命
令
に
定
む
る
定
義
・
評
価
方
法
に
従
わ
な
け
れ

ぽ
な
ら
な
い
義
務
を
負
う
も
の
で
あ
る
。

二
九
四
六
年
十
二
月
二
十
三
日
の
法
律
。
こ
れ
は
一
九
四
七
年
一
月
一
日
前
に
終
了
す
る
最
後
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
に
つ
い
て
再

評
価
を
行
う
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
方
法
・
倍
率
は
第
一
次
再
評
価
の
揚
言
と
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
再
評
価
の
適
用
の
期

間
を
拡
大
し
て
、
第
一
次
再
評
価
を
利
用
し
な
か
っ
た
企
業
が
再
評
価
す
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
四
八
年
五
月
十
三
日
の
法
律
。
右
の
第
一
次
及
び
第
二
次
の
再
評
価
の
の
ち
も
フ
ラ
ン
の
減
価
は
停
止
せ
ざ
る
た
め
、
新
倍
率
を
定

あ
て
、
一
九
四
七
年
に
終
了
す
る
最
後
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
、
叉
は
そ
の
後
の
一
事
業
年
度
に
つ
き
再
評
価
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

　
　
　
再
評
価
に
関
す
6
若
干
の
基
本
問
題
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再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題

既
に
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
の
政
令
叉
は
一
九
四
六
年
十
二
月
二
十
三
日
の
法
律
に
よ
っ
て
再
評
価
し
た
も
の
も
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て

再
び
再
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
再
評
価
の
対
象
～
は
　
　
（
イ
）
　
減
価
償
却
の
対
象
　
と
な
る
固
定
資
一
産
及
び
通
常
は
減
価
償
却
の
対
〃
象
と
な
ら
な
い
固
定
盗
ハ
産
（
土
地
等
）

〈
ロ
）
保
有
有
価
証
券
　
（
、
ノ
）
外
貨
表
示
の
債
権
・
債
務
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
表
示
の
債
権
債
務
・
棚
卸
資
産
は
再
評
価
の
対
象
と
な
ら
な
い
。

従
っ
て
フ
ラ
ン
表
示
の
債
権
．
債
務
は
改
訂
貸
借
対
照
表
に
そ
の
名
目
価
値
で
掲
上
さ
れ
る
。
但
し
貸
倒
の
危
険
あ
る
債
権
に
つ
い
て
は
貸

，
倒
準
備
金
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
7
。
仕
掛
品
は
原
価
で
評
価
さ
れ
る
。
在
庫
品
は
原
価
叉
は
当
該
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
け
る
時
価

何
れ
か
低
き
価
額
で
評
価
さ
れ
る
。

　
（
イ
）
　
固
定
資
「
産
は
全
部
償
却
済
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
な
お
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
再
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

償
却
資
産
の
再
評
価
の
方
法
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
（
ロ
）
　
有
価
証
券
は
次
の
二
つ
の
価
額
の
う
ち
何
れ
が
低
い
価
額
を
再
評
価
の
限
度
額
と
す
る
。
（
a
）
固
定
資
産
の
場
合
と
同
様
に
、
取

得
価
額
に
取
得
の
時
期
に
応
ず
る
倍
率
を
適
用
し
て
得
た
る
金
額
　
（
b
）
市
場
価
額
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
一
九
四
五
年
下
半
期
（
第
一
次
再

評
価
の
場
合
）
の
平
均
価
額
、
市
場
価
額
な
き
と
き
は
貸
借
対
照
表
改
訂
の
目
に
お
け
る
当
該
有
価
証
券
の
内
在
価
値
。

　
（
、
ノ
）
　
外
貨
表
示
の
債
権
債
務
。
　
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
の
政
令
で
は
、
貸
借
対
照
表
作
成
日
の
公
定
為
替
相
揚
を
適
用
し
て
得
た
る

価
額
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
六
年
二
月
二
十
八
日
の
命
令
は
、
貸
借
対
照
表
作
成
日
に
は
関
せ
ず
、

一
八
四
五
年
十
二
月
三
十
一
日
の
公
定
相
場
に
よ
つ
て
換
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。

18　一

〈
註
1
2
）
　
一
九
四
六
年
二
月
二
十
八
日
の
命
令
に
定
め
ら
れ
た
系
数
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。
（
第
一
次
再
評
価
の
系
数
）
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系
数
を
定
め
る
場
合
、
如
何
な
る
指
数
が
選
択
せ
ら
る
べ
き
か
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
で
は
次
の
如
き
考
慮
が
行
わ
れ
た
と
り
シ
ャ
ー
ル
氏
は
い
っ
て
い
る
。

　
1
、
如
何
な
る
指
数
が
最
も
適
当
な
も
の
で
あ
る
か
。
物
価
の
変
動
（
小
売
・
卸
売
そ
の
他
）
の
変
動
を
示
す
指
数
で
あ
る
か
、
金
鋸
は
弗
と
比
較
し
て
の
通
貨
価
値
の

変
動
を
示
す
指
数
で
あ
る
か
。
フ
ラ
ン
ス
で
選
択
さ
れ
た
指
数
は
統
計
局
作
成
の
卸
売
物
価
指
数
に
ほ
ぼ
均
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
2
、
業
種
別
又
は
産
業
別
、
及
び
固
定
資
産
の
種
類
別
の
特
殊
指
数
が
算
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
、
叉
は
単
一
の
一
般
指
数
で
足
り
る
か
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
後
者
が
と
ら

れ
た
が
、
異
な
る
性
質
の
資
産
一
建
物
・
機
械
・
器
具
－
1
に
単
一
の
指
数
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
往
々
混
乱
的
な
結
果
を
齎
ら
し
た
と
い
う
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
（
寄
碧
2
凶
甲
竃
●
国
皆
げ
母
負
津
O
口
O
ゴ
霊
の
O
巴
霊
一
〇
矯
ぼ
聲
冒
ゆ
霧
冨
昌
国
8
8
日
団
●
－
日
伊
0
0
＄
け
諺
0
8
口
口
＄
口
ρ
護
僧
ざ
H
り
留
）

　
償
却
資
産
ド
に
つ
い
て
は
我
国
の
方
法
と
は
異
な
り
、
取
得
価
額
…
と
償
却
額
と
別
個
に
再
評
価
し
て
、
当
該
資
産
の
再
評
価
限
度
額
を
求
め

る
の
で
あ
る
。
先
ず
固
定
資
産
の
取
得
価
額
（
叉
は
製
作
価
額
）
に
取
得
（
叉
は
製
作
）
の
時
期
に
応
ず
る
倍
率
を
乗
じ
て
借
方
最
高
価
額

　
　
　
　
再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題



　
　
再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題

盒
琶
。
霞
創
、
9
。
無
塁
臨
書
）
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
倍
率
は
基
準
年
度
を
一
と
し
て
一
九
西
年
以
降
の
年
々
の
フ
ラ
ン
の
価
値
の

変
動
を
示
す
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
（
第
一
次
再
評
価
の
場
合
の
係
数
は
註
1
2
に
こ
れ
を
示
し
た
。
）
減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
減
価
償
却
額

建物及びその償却額の再評価

修正償却額語数償却額
350，　OOO

385，　OOO

400，　OOO

450，　OOO

375，　OOO

265，　OOO

235，　OOO

225，　OOO

180，　OOO

165，　OOO

150，　OOO

110，　OOO

100．　000

3，　390，　OOO

　
　
　
　
　
　
3
　
3

7
”
8
9
π
二
丁
翻
舗

　
　
　
　
　
　
a
3
2
2

50，　OOO

50，　OOO

50，　OOO

50，　OOO

50，　OOO

50，　OOO

50，　OOO

so，　ooe

50，　OOO

50，　OOO

50，　OOO

50，　OOO

50，　OOO

650，　OOO

修正取得
価　　　額

17，　500，　OOO

系数取得価額取得年次

lz　seo，　ooo

72，　500，　OOO

2，　500，　OOO

1932・

1933・

1934・

1935・

1936・

1937・

1938・

1939・

1940・

1941・

1942－

1943・

1944－

1945・

設備及びその償却額の再評価

更新準備金
1修正脚王

系数償却額
1，　120，　OOO

1，　232，　OOO

2，　160，　OOO

2，　430，　OOO

2，　025，　OOO

1，　431，　OOO

1，　739，　OOO

1，　665，　OOO

1，　800，　OOO

1，　650，　OOO

1，　020，　OOO

　　748，　OOO

　　460，　OOO

350，　OOO19，　480，　OOO

7
”
8
9
門
脇
二
二
二
二
3
”
2

160，　OOO

160，　OOO

270，　OOO

270，　OOO

270，　OOO

270，　OOO

370，　OOO

370，　OOO

500，　OOO

500，　coO

340，　OOO

340，　OOO

230，　OOO

4，　050，　OOO

修正取得
価　　　額

11，　200，　OOO

8，　800，　OOO

系数取得価額次年

4，　700，　eoo

4，　6so，　oeo

29，　380，　OQO

7
　
　
8

卿
舗

1，　OOO，　OOO

1，　300，　OOO

s，　ooo，　oeo

一20一

1，　600，　OOO

1，　100，　OOO

1932・

1933・

1934・

1935・

1936・

1937・

1938・

1939・

1940・

1941・

1942・

1943・

1944，i

1945一



　
1
、
償
却
は
建
物
に
つ
い
て
は
二
％
、
設
備
に
つ
い
て
は
一
〇
％
の
率
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
2
、
償
却
額
の
欄
の
金
額
が
不
同
で
あ
る
の
は
、
増
設
に
よ
り
増
加
し
、
償
却
済
に
よ
り
減
少
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
3
、
更
新
準
備
金
（
新
設
備
更
新
準
備
金
）
の
処
理
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

も
ま
た
各
償
却
の
年
度
に
応
ず
る
倍
数
を
乗
じ
て
そ
の
累
計
額
を
求
め
る
。
両
者
の
差
額
が
再
評
価
限
度
額
で
あ
る
。
再
評
価
後
の
価
額
が

再
評
価
前
の
価
額
を
超
え
る
金
額
は
、
再
評
価
に
よ
る
増
価
額
で
あ
っ
て
、
こ
の
金
額
に
つ
い
て
再
評
価
特
別
積
立
金
勘
定
（
菊
仙
ω
霧
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
3
）

ω
や
軌
9
巴
①
α
①
泳
伽
く
9
。
ピ
9
江
。
口
）
が
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
関
係
を
計
算
例
に
よ
っ
て
示
せ
ば
滑
跡
の
如
く
で
あ
る
。

　
い
ま
限
度
額
一
杯
の
再
評
価
が
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
次
の
仕
訳
が
行
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
醗
　
　
書
　
　
　
H
㎝
》
O
O
ρ
8
0
　
　
　
　
　
　
　
馴
熱
倉
離
曽
戴
酔
晦
　
　
　
Q
。
O
℃
G
。
o
。
O
り
8
0

　
　
　
　
　
　
蝿
　
　
霧
　
　
　
b
o
唐
G
Q
Q
◎
ρ
§

調
熱
貢
離
塑
鼎
旨
診
　
　
H
Q
◎
㍉
“
ρ
O
O
O

醜
書
葬
減
員
岩
戸
曇
声
　
　
　
ト
こ
℃
設
ρ
O
O
O

難
講
薄
貢
漁
婁
劇
圃
脹
命
　
　
届
℃
窃
ρ
O
O
O

一一@21　一

　
再
評
価
に
当
っ
て
企
業
は
命
令
に
示
さ
れ
た
倍
数
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
必
要
は
な
い
。
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
定
め
ら
れ

た
倍
率
を
下
る
倍
率
を
用
い
て
低
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
修
正
取
得
価
額
が
低
め
ら
れ
た
の
に
応
じ
て
修
正
減
価
償
却

額
も
減
額
さ
れ
る
。
例
え
ば
先
の
建
物
の
例
に
お
い
て
修
正
取
得
価
額
は
一
七
、
五
〇
〇
、
○
○
○
フ
ラ
ン
で
あ
る
が
、
企
業
が
こ
れ
を
｝

二
、
○
○
○
、
0
0
0
フ
ラ
ン
に
止
め
た
重
合
に
は
、
修
正
償
却
額
も
こ
の
比
率
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
る
。

　　

@
鴛
。
§
。
・
｝
罷
。
。
能
典
・
…
♪
弩

　
　
　
再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題



　
　
　
再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題

　
修
正
取
得
価
額
か
ら
修
正
償
却
額
を
控
除
し
た
金
額
は
、
必
ず
し
も
修
正
前
の
取
得
価
額
か
ら
修
正
前
の
償
却
額
を
控
除
し
た
金
額
を
超

・
兄
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
従
っ
て
再
評
価
の
結
果
増
価
を
生
ぜ
ず
減
価
を
生
ず
る
聯
合
が
あ
る
。
既
に
示
し
た
倍
率
表
に
み
る
よ
う
に
一

九
四
五
年
を
一
と
す
る
係
数
は
前
年
に
遡
る
ほ
ど
恒
常
的
に
上
昇
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
一
九
三
五
年
の
九
に
至
る
ま
で
．

は
倍
率
は
上
昇
し
、
次
い
で
一
九
二
六
年
の
四
・
四
ま
で
下
降
し
、
そ
の
後
再
び
上
昇
し
て
い
る
。
従
っ
て
例
え
ば
一
九
二
六
年
に
一
二
五
薄

○
○
○
フ
ラ
ン
の
固
定
資
産
が
取
得
さ
れ
一
九
四
五
年
ま
で
年
々
六
、
0
0
フ
ラ
ン
の
償
却
が
続
け
ら
れ
て
来
た
も
の
と
す
れ
ば
、
減
価
償

却
累
計
額
を
差
引
き
た
る
そ
の
純
価
額
は
五
、
0
0
0
フ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
日
b
。
㎝
”
O
O
O
i
（
ρ
O
O
O
×
b
。
O
）
臨
9
0
0
0
こ
の
揚
合

前
記
の
方
式
に
よ
っ
て
再
評
価
す
れ
ば
、
修
正
取
得
価
額
は
（
一
九
二
六
年
の
倍
数
は
四
・
四
）
H
b
o
伊
O
O
O
×
心
．
心
目
下
ρ
O
O
O
と
な
り
、
修

正
償
却
額
（
各
年
度
異
な
る
倍
数
を
適
用
す
る
）
は
㎝
O
凹
b
◎
O
O
と
な
る
。
従
っ
て
こ
の
場
合
に
は
修
正
償
却
額
が
修
正
取
得
価
額
を
麟
b
O
O

だ
け
超
過
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
再
評
価
に
よ
っ
て
生
ず
る
減
価
額
は
、
再
評
価
特
別
積
立
金
に
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
、
そ
れ
だ
け
再
評
価

特
別
積
立
金
の
金
額
を
減
少
せ
し
め
る
こ
と
と
な
る
。

　
再
評
価
後
は
、
修
正
取
得
価
額
と
修
正
減
価
償
却
額
と
の
差
額
が
そ
の
後
の
減
価
償
却
の
基
礎
と
な
る
。
但
し
設
備
に
つ
い
て
は
新
設
備

更
新
準
備
金
が
あ
る
揚
合
に
は
、
こ
の
準
備
金
額
を
修
正
減
額
償
却
額
に
加
え
て
差
額
を
算
出
す
る
。
　
一
般
的
に
は
再
評
価
に
よ
っ
て
増
価

を
生
ず
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、
企
業
は
再
評
価
に
よ
っ
て
従
来
よ
り
も
多
く
の
減
価
償
却
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
併
し
命
令
は
再
，

評
価
さ
れ
た
固
定
資
産
の
償
却
に
つ
い
て
最
短
期
間
を
定
め
て
い
る
。
原
則
と
し
て
建
物
に
つ
い
て
は
二
十
年
、
設
備
に
つ
い
て
は
八
年
で

あ
る
。
斯
る
制
限
は
財
政
収
入
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
て
附
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
掲
例
に
よ
っ
て
再
評
価
後
の
償
却
額
を
計
算
す

れ
ば
次
の
如
く
な
る
。
（
次
頁
）

　
併
し
償
却
年
限
に
関
す
る
規
定
は
一
九
四
八
年
に
変
更
せ
ら
れ
、
再
評
価
資
産
の
利
用
可
能
年
数
に
基
づ
い
て
減
価
償
却
し
得
る
も
の
と
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盗難i修正囎価語論脚劉差　額
建：　物

ﾝ　　備

@計

17，500，000

Q9β80，000

3，390，000

P9β30，000＊

14，110，000

X，550，000

4⑤蹴…1 ・亀22q…匝66q…

＊この数字には新設備更新準備金の金額が含まれている。

　　　　　　　　償　却　年　額

　　　建物・・………・1虫1器000一・・5・…

　　　設備…………駄55警000一潟・93・…1

　　　　　　　　　　　　　　　　1，　899，　25U

　
（
註
1
4
）

な
っ
た
。

　
設
備
更
新
準
備
金
の
制
度
は
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
の
政
令
に
よ
っ
て
将
来
に
向
っ
て
廃

止
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
既
に
設
け
ら
れ
た
準
備
金
は
次
の
如
く
処
理
さ
れ
る
。

　
（
イ
）
　
新
設
備
更
新
準
備
金

　
（
a
）
　
そ
れ
が
再
評
価
さ
れ
た
設
備
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
設
備
に
関
す

る
修
正
償
却
額
累
計
額
に
加
算
さ
れ
て
消
滅
す
る
。
前
掲
例
に
つ
い
て
い
え
ば
次
の
如
く
な
る
。

　
　
　
蝋
蝿
轟
洲
蝋
櫛
翻
晦
　
　
Q
Q
α
ρ
O
O
O
　
　
　
　
蝿
論
薄
遇
溝
川
乱
【
脹
晦
　
　
c
◎
㎝
ρ
0
8

　
（
b
）
　
そ
れ
が
対
応
す
る
設
備
が
再
評
価
さ
れ
ず
、
叉
は
廃
棄
さ
れ
て
未
だ
更
新
さ
れ
て
い

な
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
新
設
備
更
新
準
備
金
は
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
。
但
し
そ
れ
は
一

九
五
一
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
再
投
資
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
一
九

pm@23　一

五
一
年
十
二
月
三
十
一
日
を
含
む
事
業
年
度
の
益
金
に
算
入
さ
れ
る
。

　
（
ロ
）
　
旧
設
備
更
新
準
備
金
。
旧
設
備
更
新
準
備
金
は
既
に
課
税
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
対
応
す
る
設
備
が
再
評
価
さ
れ
た
る

と
否
と
に
拘
ら
ず
、
更
新
準
備
金
の
ま
ま
で
保
持
す
る
か
叉
は
他
の
積
立
金
勘
定
へ
振
替
え
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
（
、
ノ
）
　
更
新
設
備
特
別
積
立
金
。
こ
れ
は
他
の
積
立
金
に
合
体
し
、
資
本
に
組
入
れ
、
叉
は
設
備
更
新
準
備
金
へ
振
替
え
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。

　
再
評
価
特
別
積
立
金
は
欠
損
の
填
補
に
充
て
叉
は
資
本
に
組
入
れ
る
組
合
を
除
き
、
他
の
用
途
に
充
て
た
と
き
は
、
そ
の
充
て
た
事
業
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
5
）

度
の
益
金
に
算
入
さ
れ
、
資
本
組
入
に
つ
い
て
は
別
に
課
税
さ
れ
る
。

　
　
　
再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題



　
　
　
再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題

　
再
評
価
特
別
積
立
金
の
設
定
自
体
は
課
税
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
が
、
フ
ラ
ン
で
返
還
さ
れ
る
借
入
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
資
産
の
再
評

価
か
ら
生
じ
た
増
価
部
分
に
対
し
て
は
特
別
税
（
五
％
）
が
課
せ
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
通
達
は
大
要
次
の
如
く
説
明
し
て
い
る
。
r

．
企
業
は
フ
ラ
ン
を
借
入
れ
、
こ
れ
が
貨
幣
の
減
価
を
受
け
な
い
資
産
の
取
得
に
充
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
借
入
金
が
減
価
し
た
貨
幣
で
返

還
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
貸
借
対
照
表
の
改
訂
に
よ
つ
て
生
ず
る
増
価
の
う
ち
借
入
金
に
対
応
す
る
部
分
は
真
の
利
得
を
表
わ
す
も
の

で
あ
る
。
こ
の
利
得
に
対
し
て
は
特
別
の
課
税
（
但
し
低
度
の
）
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
の
政

令
が
フ
ラ
ン
の
借
入
に
よ
っ
て
取
得
叉
は
建
設
さ
れ
た
資
産
か
ら
生
じ
た
増
価
部
分
に
対
し
て
五
％
の
特
別
税
が
課
税
さ
れ
る
も
の
と
し
た

　
　
　
　
（
註
1
6
）

理
由
で
あ
る
。

（
註
1
3
）
　
計
算
例
は
国
①
旨
一
く
罠
碧
P
い
．
国
図
8
蜂
鼠
o
o
け
貯
ω
貯
。
曾
一
＄
山
①
ω
国
冨
ロ
ω
”
H
O
ミ
・
に
よ
っ
た
Q

（
註
1
4
）
　
図
言
冨
鼠
氏
前
掲
論
丈
。

（
註
1
5
）
　
ω
胃
α
氏
に
よ
れ
ば
次
の
如
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　
再
評
価
積
立
金
は
い
つ
で
も
例
え
ば
株
式
醗
当
に
よ
っ
て
資
本
に
組
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
六
％
課
税
が
行
わ
れ
る
。
な
お
放
漫
な
る
再
評
価
を
制
限
す

　
る
た
め
に
再
評
価
を
な
し
た
事
業
に
は
次
の
負
担
が
課
せ
ら
れ
た
。
　
（
一
）
利
潤
に
対
す
る
税
率
の
引
上
げ
。
こ
れ
は
一
九
四
七
年
に
お
い
て
は
二
十
四
％
の
代
り
に
二

　
十
八
％
と
さ
れ
た
。
　
（
二
）
再
評
価
に
よ
り
控
除
を
認
め
ら
れ
る
償
却
額
は
一
定
の
条
件
の
下
に
生
産
設
備
に
再
投
資
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
そ
の

　
減
価
償
却
額
は
利
潤
課
税
の
対
象
と
な
る
。
併
し
多
く
の
場
合
再
評
価
に
よ
る
節
約
額
は
追
加
税
四
％
の
支
払
額
を
遙
か
に
超
え
、
再
投
資
の
要
求
も
企
業
を
圧
迫
す
る

　
こ
と
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
再
投
資
の
真
の
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
（
国
⑦
目
。
爵
即
切
胃
9
日
げ
Φ
↓
8
吋
Φ
同
○
◎
日
ヨ
奪
Φ
Φ
8
諺
o
o
o
暮
7

　
置
h
8
ぼ
山
ρ
。
鉱
。
♪
1
日
①
属
b
d
賃
目
①
け
凶
P
＜
○
り
H
L
Z
σ
．
Q
◎
。
）

（
護
1
6
）
　
フ
ラ
y
ス
の
設
備
更
新
準
備
金
及
び
再
評
価
に
つ
い
て
は
、
註
記
の
箇
所
に
示
し
た
も
の
の
外
、
左
の
著
書
に
よ
っ
た
。

　
U
ゆ
8
b
d
9
錠
匹
9
ど
い
、
H
口
く
Φ
馨
β
。
貯
o
o
け
竃
切
山
§
℃
H
㊤
㎝
9

　
　
ベ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
も
第
二
次
大
戦
後
再
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
。
　
（
一
九
四
五
年
十
二
月
三
十
一
日
）
こ
の
場
合
借
入
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
資
産
を
然
ら
ざ
る
資

　
産
と
区
別
し
、
借
入
金
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
再
評
価
を
認
め
な
い
こ
と
と
し
た
。
斯
る
資
産
に
再
評
価
を
認
め
る
こ
と
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
損
失
を

　
蒙
っ
た
も
の
以
外
の
も
の
に
利
益
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
借
入
金
で
賄
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
一
九
三
九
年
の
貸
借
対
照
表
に
よ
っ
て
判
定
さ
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れ
る
の
で
あ
る
が
、
「
借
入
金
が
再
評
価
の
対
象
と
な
る
資
産
以
外
の
資
産
を
超
え
る
場
合
、
そ
の
超
え
る
金
額
は
再
評
価
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
」
（
ω
団
H
鼻
Q
P
o
一
『
）
併
し

シ
ャ
ウ
プ
使
節
団
「
日
本
税
制
報
告
書
」
で
は
、
一
九
三
九
年
の
貸
借
対
照
表
に
つ
き
イ
ク
ィ
テ
ィ
に
対
す
る
債
務
の
割
合
を
求
め
、
こ
の
割
合
を
再
評
価
の
対
象
と
な

る
資
産
に
適
用
し
、
再
評
価
か
ら
除
外
さ
る
べ
き
部
分
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
（
閃
①
轟
け
Ω
P
臼
国
ロ
円
P
①
ω
⑦
　
目
9
N
9
け
一
◎
P
り
く
9
．
c
⇔
℃
O
一
鮮
ω
・
）

　
な
お
ベ
ル
ギ
ー
で
は
再
評
価
積
立
金
が
資
本
に
組
入
れ
ら
れ
た
る
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
清
算
に
際
し
て
、
純
清
算
収
入
が
、
元
入
資
本
額
（
醇
出
の
年
度
に
応
じ
そ
れ

ぞ
れ
貨
幣
の
減
価
に
応
ず
る
｝
定
の
系
数
を
乗
ず
る
）
を
超
え
る
と
き
、
そ
の
超
え
る
金
額
は
課
税
の
対
象
と
さ
れ
る
。
（
塚
益
、
9
．
魯
．
）

五

　
貨
幣
価
値
の
変
動
に
応
じ
て
収
益
に
チ
冤
ー
ジ
さ
れ
る
べ
き
減
価
償
却
費
の
修
正
を
行
う
こ
と
が
再
評
価
の
大
な
る
目
的
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
再
評
価
の
限
度
額
が
如
何
な
る
高
さ
に
決
定
さ
れ
る
か
は
重
要
な
る
意
味
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ

を
基
礎
と
し
て
そ
の
後
の
減
価
償
却
額
の
高
さ
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
第
一
節
に
掲
げ
た
税
制
審
議
会
中
間
報
告
「
法
人
税
法
改
正
案
要
綱
」
に
あ
る
よ
う
に
「
固
定
資
産
の
取
得
価
額
に
物
価
騰
貴
率
に
応
じ

た
取
得
年
次
別
の
倍
数
を
乗
じ
て
算
出
し
た
価
額
の
半
額
（
後
に
七
割
相
当
額
と
改
正
）
を
当
該
資
産
の
取
得
価
額
と
み
な
し
」
叉
は
「
減

価
償
却
に
つ
い
て
は
、
再
評
価
後
の
固
定
資
産
の
価
額
の
大
部
分
（
後
に
七
割
相
当
額
と
確
定
）
を
基
準
と
し
て
計
算
し
た
減
価
償
却
額
を

法
人
の
損
金
に
箪
漏
す
る
」
と
す
る
が
如
き
は
全
く
意
味
の
無
い
こ
と
で
あ
る
。
若
し
再
評
価
後
に
お
い
て
物
価
が
下
落
す
る
こ
と
あ
る
べ

ぎ
を
恐
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
取
敢
ず
固
定
資
産
の
帳
簿
価
額
を
修
正
せ
ざ
る
方
式
に
よ
っ
て
償
却
費
の
み
の
修
正
を
行
い
、
物
価

安
定
後
に
超
過
償
却
額
の
調
整
を
行
う
を
適
当
と
す
る
。
ま
た
再
評
価
に
よ
る
減
価
償
却
費
の
増
加
が
財
政
収
入
に
与
え
る
影
響
を
顧
慮
し

て
の
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
先
ず
再
評
価
は
合
理
的
に
行
い
、
再
評
価
資
産
の
償
却
年
数
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
再
評
価
で
は
取
得
価
額
と
減
価
償
却
額
と
は
別
個
に
現
在
の
フ
ラ
ン
に
換
算
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
額
の
償
却
が
年
々
行

　
　
　
再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題

一一
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再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題

わ
れ
て
い
て
も
、
そ
の
価
値
を
均
し
い
も
の
と
は
み
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
而
し
て
倍
率
五
の
年
次
に
お
け
る
一
〇
万
フ
ラ
ン
の

既
償
却
額
は
再
評
価
日
現
在
の
フ
ラ
ン
で
は
五
〇
万
フ
ラ
ン
の
価
値
が
あ
る
と
み
る
の
で
あ
る
。
　
（
企
業
が
実
際
に
お
い
て
そ
れ
に
対
応
す

る
資
産
額
を
保
有
し
得
た
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
）
　
斯
る
計
算
に
よ
っ
て
投
下
資
本
回
収
計
算
の
貨
幣
価
値
変
動
に
基
づ
く
修
正
が

合
理
的
に
達
成
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
か
く
求
め
ら
れ
る
再
評
価
限
度
額
こ
そ
当
該
企
業
に
と
っ
て
の
真
の
未
償
却

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
7
）

残
高
を
表
現
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
我
国
資
産
再
評
価
法
に
定
む
る
限
度
額
は
例
え
ば
有
形
減
価
償
却
資
産
（
鉱
業
用
資
産
を
除
く
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
産
の
取
得
価
額

に
そ
の
取
得
の
時
期
及
び
耐
用
年
数
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
別
表
第
一
の
倍
数
を
乗
じ
て
算
出
し
た
金
額
と
な
っ
て
い
る
。
（
第
十
七
条
第
扇
）

別
表
第
一
の
倍
数
は
耐
用
年
数
及
び
経
過
年
数
に
応
じ
計
算
さ
れ
た
未
償
却
残
存
率
（
定
率
法
に
よ
る
）
に
、
昭
和
二
十
四
年
六
月
の
日
銀

東
京
卸
売
物
価
指
数
の
・
当
該
資
産
の
取
得
の
と
き
に
お
け
る
・
同
指
数
に
対
す
る
倍
率
を
乗
じ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
取

得
価
額
に
こ
の
倍
数
を
乗
じ
た
金
額
は
、
取
得
価
額
か
ら
、
当
該
資
産
の
経
過
年
数
に
応
ず
る
法
定
減
価
償
却
累
計
額
を
控
除
し
た
残
額
に

物
価
倍
率
を
乗
じ
た
金
額
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
は
償
却
の
行
わ
れ
た
る
時
期
の
物
価
水
準
を
問
題
と
せ
ず
、
償
却
累
計
額
相
当
額
の
償

却
が
、
当
該
資
産
の
取
得
の
と
き
に
一
時
に
行
わ
れ
た
も
の
と
み
る
の
と
同
一
の
結
果
と
な
る
。
も
と
も
と
減
価
償
却
累
計
額
の
計
算
に
定

率
法
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
再
評
価
前
に
お
い
て
通
常
の
減
価
償
却
資
産
の
償
却
が
定
率
法
で
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

此
の
雲
合
に
は
減
価
償
却
額
と
し
て
回
収
さ
れ
た
資
本
額
に
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
然
る
に
再
評
価
限
度
額
の
決
定
に
当
っ
て
は
、
償

却
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
た
資
本
の
価
値
の
差
異
が
無
視
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
将
来
幾
干
の
減
価
償
却
が
認
め
ら
れ
る
か
の
基
礎
額
と
し
て
の
再
評
価
限
度
額
の
決
定
の
基
準
と
し
て
は
、
当
該
資
産
の
時
価
を
と
る
か
、

叉
は
未
償
却
残
高
（
当
該
固
定
資
産
に
投
ぜ
ら
れ
た
る
資
本
の
未
回
収
高
）
の
貨
幣
価
値
変
動
に
応
ず
る
修
正
額
を
と
る
か
の
外
な
い
で
あ
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ろ
う
。
こ
の
揚
合
未
償
却
残
高
修
正
額
の
求
め
方
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
方
法
は
大
な
る
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

（
註
1
7
）
　
尤
も
か
か
る
見
解
に
対
す
る
異
論
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
リ
シ
ャ
r
ル
氏
（
前
掲
論
文
）
に
よ
れ
ば
、
償
却
額
に
対
し
て
は
そ
の
償
却
の
行
わ
れ
た
る
年
次

　
の
系
数
を
適
用
せ
ず
、
資
産
の
再
評
価
に
用
い
ら
れ
た
る
と
同
一
の
号
数
を
適
用
す
る
方
法
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
会
計
士
に
よ
っ
て
推
奨
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
併
し

　
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。

こ
の
研
究
は
昭
和
二
十
六
年
度
文
部
省
試
験
研
究
費
補
助
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

一27一

再
評
価
に
関
す
る
若
干
の
基
本
問
題



内
部
牽
制
●

内
部
監
査
、
の
構
造

一
財
務
監
査
論
と
の
關
蓮
に
お
い
て
一
久
保
田
音
二
郎

閑
却
さ
れ
た
受
入
体
制
の
問
題

　
我
国
に
お
い
て
財
務
藍
査
が
法
定
監
査
の
形
で
実
施
さ
れ
て
か
ら
、
そ
の
受
入
体
制
が
注
意
さ
れ
、
特
に
そ
の
重
要
な
一
問
題
と
し
て
内

部
牽
制
組
織
と
内
部
監
査
制
度
と
が
内
部
統
制
組
織
と
い
う
包
括
的
な
名
称
で
取
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
た
め
に
初
度
監
査
及
び
次
年
度

誓
言
で
も
こ
れ
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
特
に
第
三
次
監
査
で
そ
の
主
点
の
一
つ
を
内
部
監
査
制
度
の
問
題
に
置
い
て
、
新
ら
し
い
制
度

監
査
を
踏
み
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
る
に
、
法
定
監
査
の
効
果
を
挙
げ
る
た
め
に
、
か
く
も
受
入
体
制
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
に
、

そ
れ
と
相
前
後
し
て
、
別
に
通
商
産
業
省
か
ら
我
国
の
経
済
自
立
の
た
め
に
最
も
緊
要
な
課
題
は
企
業
の
合
理
化
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
計

・
算
的
統
制
の
方
法
を
基
礎
に
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
主
旨
で
、
「
企
業
に
お
け
る
内
部
統
制
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
、
更
に
最
近
そ
の
「
内

蔀
統
制
の
実
施
に
関
す
る
手
続
要
領
」
し
（
案
）
を
決
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
方
は
法
定
監
査
が
そ
の
実
施
の
条
件
と
し
て
目
指
す

・
も
の
よ
り
も
、
か
な
り
広
汎
な
内
部
統
制
を
構
想
し
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
る
に
、
こ
の
提
唱
が
我
国
で
一
つ
の
有
力
な
動

機
に
な
っ
た
の
か
、
研
究
者
の
論
説
も
一
般
に
通
産
省
の
広
義
の
内
部
統
制
の
よ
う
な
論
題
を
取
上
げ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
法
定
監
査
の

　
　
　
内
部
牽
制
・
内
部
監
査
の
構
造
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内
部
牽
制
・
内
部
監
査
の
構
造

受
入
体
制
の
方
は
や
工
置
き
去
ら
れ
、
主
に
公
認
会
計
士
が
監
査
実
践
上
こ
れ
を
問
題
と
し
て
い
る
の
み
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
法
定
監
査
の
受
入
体
制
た
る
内
部
統
制
組
織
が
か
な
り
早
く
か
ら
問
題
に
な
っ
て
、
そ
れ
が
或
る
程
度
ま
で
検
討
を
加

え
た
後
に
、
か
か
る
広
義
の
内
部
統
制
が
発
展
形
態
と
し
て
擁
寒
し
た
の
で
あ
れ
ぽ
、
た
と
え
、
受
入
体
制
た
る
内
部
統
制
の
組
織
に
問
題

が
残
さ
れ
て
い
て
も
、
現
今
の
よ
う
な
我
国
の
論
調
の
傾
向
に
は
認
め
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
る
に
、
事
実
、
法
定
監
査
の
実
施
の
問
・

題
と
通
産
省
の
意
見
の
発
表
と
に
時
間
的
距
離
が
殆
ん
ど
な
く
、
そ
れ
に
加
え
て
い
つ
れ
も
我
国
と
し
て
は
初
め
て
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、

前
述
の
如
く
専
ら
広
義
の
内
部
統
制
を
主
題
に
し
て
、
法
定
監
査
に
い
う
内
部
統
制
が
公
認
会
計
士
の
実
践
的
問
題
に
譲
っ
て
、
こ
れ
を
研

究
者
側
か
ら
取
上
げ
ず
漠
然
と
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
比
較
的
に
閑
却
さ
れ
た
感
の
あ
る
受
入
体
制

問
題
た
る
内
部
統
制
組
織
を
財
務
監
査
論
の
鴬
笛
か
ら
反
省
す
る
こ
と
は
我
国
の
現
状
に
鑑
み
て
肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
何
故
に
筆
者
が
こ
れ
を
反
省
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
い
う
理
由
を
い
ま
少
し
明
に
し
て
こ
の
小
女
の
問
題
の
所
在
を
明
確
に
し
て
み
た
い
。
3
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
既
に
通
産
省
が
「
企
業
に
お
け
る
内
部
統
制
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
た
当
時
（
昭
和
二
＋
六
年
七
月
）
に
は
近
く
法
定
監
査
の
実
施
を
見
透
し

て
い
た
程
度
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
と
こ
ろ
で
は
「
…
…
公
認
会
計
士
の
強
制
監
査
に
対
す
る
受
入
体
制
を
整
え
る
た
め
に
も
、
企
業
に
お

・
け
る
内
部
統
制
組
織
の
整
備
確
立
す
る
こ
と
は
時
宜
に
適
す
る
…
…
」
と
し
て
、
受
入
体
制
の
内
部
統
制
組
織
に
も
留
意
す
る
よ
う
に
指
示

す
る
に
と
ゴ
ま
っ
た
が
、
こ
れ
は
我
国
の
法
定
監
査
の
方
向
が
当
時
と
し
て
は
明
確
で
な
か
っ
た
の
で
已
む
を
得
な
か
っ
た
が
、
最
近
の
「
内

蔀
統
制
の
実
施
に
関
す
る
手
続
要
領
」
に
な
る
と
、
特
に
法
定
監
査
の
実
施
の
成
行
を
見
届
け
た
の
で
、
こ
れ
に
添
う
よ
う
に
具
体
的
な
問

題
を
指
示
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
例
え
ば
、
（
イ
）
「
同
手
続
要
領
」
の
一
項
た
る
内
部
監
査
手
続
で
は
職
業
的
監
査
人
の
行
う
監
査
に
協
力
す
る
旨
を
記
し
て
い
る
。
け
れ

ど
、
協
力
す
べ
し
と
の
指
示
は
適
当
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
が
当
然
で
は
あ
る
が
、
　
一
体
職
業
的
監
査
人
が
何
を
内
部
監
査
に
対
し
て
協
力
す



る
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
如
何
な
る
範
囲
と
程
度
で
協
力
す
る
の
か
を
反
問
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
何
に
の
解
答
も
与
え
て
い
な
い
。
ま
た
、

（
ロ
）
同
じ
内
部
監
査
手
続
の
項
で
、
内
部
監
査
計
画
の
設
定
の
た
め
に
は
、
職
業
的
監
査
人
の
知
識
と
経
験
と
を
利
用
す
る
よ
う
に
記
し

て
い
る
。
こ
の
指
示
も
適
当
で
あ
り
、
ま
た
当
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
知
識
と
経
験
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
。
例
外

的
に
は
職
業
的
監
査
人
の
う
ち
内
部
監
査
計
画
全
般
に
「
役
立
つ
知
識
と
経
験
と
を
も
つ
者
も
あ
ら
う
が
、
そ
れ
は
個
人
的
な
能
力
問
題
で
あ

っ
て
、
原
則
と
し
て
法
定
監
査
・
財
務
監
査
の
受
入
体
制
の
範
囲
と
程
度
に
お
け
る
知
識
と
経
験
と
で
あ
っ
て
、
内
部
監
査
計
画
に
役
立
つ

ほ
ど
の
も
の
で
な
い
と
見
徹
さ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
そ
う
な
る
と
、
（
イ
）
の
職
業
的
監
査
人
に
対
す
る
協
力
と
い
ひ
、
（
ロ
）
の
職
業
的
監
査
人

か
ら
の
知
識
と
経
験
と
い
ひ
、
そ
の
い
つ
れ
に
も
一
定
の
限
界
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
性
質
た
る
や
通
産
省
の
内
部
統
制
で
考
え
て
い
る
も
の

と
も
租
々
異
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
リ
メ
ン
シ
・
ン
に
も
差
異
が
あ
る
。
故
に
、
通
産
省
の
如
き
広
義
の
内
部
統
制
を
取
上
げ
る
揚

合
に
は
、
職
業
的
監
査
人
が
考
え
て
い
る
内
部
統
制
（
内
部
牽
制
及
び
内
部
監
査
）
並
に
そ
の
組
μ
織
と
は
何
に
で
あ
る
か
、
ま
た
こ
れ
が
通

産
省
の
如
き
広
義
の
も
の
に
と
っ
て
、
如
何
な
る
地
位
と
関
係
と
に
あ
る
か
を
明
か
に
認
識
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
点
は
最
近
の
我

国
の
諸
論
に
お
い
て
も
明
確
に
す
べ
き
研
究
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
も
っ
と
も
、
筆
者
は
通
産
省
が
い
う
よ
う
な
内
部
統
制
並
に
そ
の
組

織
を
強
調
し
て
、
計
数
的
統
制
へ
の
関
心
を
高
め
た
り
、
ま
た
こ
れ
を
研
究
す
る
こ
と
を
難
ず
る
の
で
な
い
が
、
そ
こ
で
法
定
監
査
・
財
務

監
査
と
の
関
連
に
お
い
て
果
す
べ
き
問
題
の
残
さ
れ
て
い
る
の
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
右
は
広
義
の
内
部
統
制
と
の
関
係
に
お
い
て
反
省
を
必
要
と
す
る
理
由
で
あ
る
が
、
他
方
法
定
監
査
・
財
務
監
査
の
理
論
的
立
揚
か
ら
み

て
も
、
反
省
が
一
つ
の
研
究
課
題
に
な
る
と
考
え
る
。
何
故
な
ら
ば
、
現
今
我
国
で
法
定
監
査
の
実
施
せ
る
会
社
は
大
会
社
を
建
前
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
受
入
体
制
に
お
い
て
は
通
産
省
の
い
う
よ
う
な
内
部
統
制
へ
と
進
展
せ
ん
と
す
る
会
社
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
企
図
せ
ず
と
も

過
去
の
永
き
伝
統
あ
る
内
規
叉
は
部
署
組
織
に
若
干
の
修
正
を
し
て
受
入
体
制
の
要
件
を
殆
ん
ど
備
え
る
会
社
も
あ
る
が
、
反
面
に
は
通
産

　
　
　
内
部
牽
制
。
内
部
監
査
の
構
造
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内
部
牽
制
・
内
部
監
査
の
構
造

省
の
如
き
内
部
統
制
は
お
ろ
か
、
内
規
叉
は
部
署
組
織
も
僅
か
に
受
入
体
制
の
要
件
を
充
た
し
、
他
は
殆
ん
ど
編
成
替
の
し
難
い
よ
う
な
大

会
社
も
な
し
と
は
断
じ
得
ぬ
。
し
か
し
、
そ
の
い
つ
れ
も
「
財
務
書
類
の
監
査
証
明
に
関
す
る
規
則
」
に
基
い
て
法
定
監
査
を
受
け
ね
ば
な

ら
ぬ
が
、
そ
の
と
き
受
入
体
制
の
要
件
を
充
た
す
に
足
る
だ
け
の
部
分
は
い
つ
れ
の
会
社
に
も
必
要
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
せ
ば
、
被
監
査
会

祉
側
で
は
様
々
な
る
内
部
統
制
と
そ
の
組
織
を
も
つ
な
か
で
、
果
し
て
こ
れ
が
受
入
体
制
の
要
件
を
充
実
す
る
か
否
か
を
認
識
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
問
題
が
あ
る
。
こ
こ
に
法
定
監
査
・
財
務
監
査
論
か
ら
取
上
ぐ
べ
き
研
究
課
題
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
ひ
と
り
公
認
会
計
土
の
監
査
実
践
上

め
検
討
問
題
に
の
み
委
譲
す
べ
き
で
な
い
。

　
以
上
の
如
き
理
由
で
、
広
義
の
内
部
統
制
を
論
ず
る
違
憲
た
る
と
財
務
監
査
を
論
ず
る
置
合
た
る
と
、
そ
の
い
つ
れ
か
ら
し
て
も
、
受
入

体
制
と
し
て
の
内
部
牽
制
及
び
内
部
監
査
の
組
織
に
対
し
て
反
省
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

二
　
内
部
牽
制
の
任
務
領
域
の
移
行

一32一

　
先
づ
、
内
部
統
．
制
組
織
を
内
部
牽
制
組
織
と
内
部
監
査
制
度
に
分
け
、
ま
た
そ
の
機
能
面
か
ら
内
部
牽
制
と
内
部
監
査
と
に
分
け
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
嘗
っ
て
ブ
リ
ン
ク
が
両
者
を
分
け
て
、
「
内
部
牽
・
制
」
と
は
会
計
組
織
設
定
の
事
項
あ
り
、
ま
た
そ

の
会
計
組
織
に
這
入
っ
て
く
る
日
々
の
執
務
手
順
と
事
務
処
理
の
一
部
と
し
て
機
能
を
つ
く
す
も
の
で
あ
る
が
、
「
内
部
監
査
」
の
方
は
会
計

組
織
の
運
用
が
効
果
的
で
あ
る
か
ど
う
か
、
1
そ
れ
に
内
部
牽
制
の
組
織
が
適
正
で
あ
る
か
を
も
含
め
て
一
ま
た
会
計
資
料
に
関
す
る

・
事
項
を
分
析
し
且
つ
こ
れ
を
報
告
す
る
た
め
に
、
別
に
こ
の
機
能
を
担
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
故
に
、
内
部
牽
制
は
消
極
的
な
も
の

（
B
ω
の
箸
。
δ
＜
9
）
と
せ
ば
、
内
部
監
査
は
動
的
な
叉
は
建
設
的
な
も
の
（
α
団
コ
ρ
日
δ
O
村
8
旨
ω
窪
9
煙
く
Φ
δ
〈
9
）
で
あ
る
と
し
て
二
つ

を
分
け
た
の
で
あ
る
。
（
｝
W
聴
一
口
評
℃
＜
●
N
U
●
”
H
更
け
O
口
節
一
b
月
山
埠
同
口
o
q
鴇
一
口
¢
　
冒
黛
σ
曾
口
目
Φ
》
β
侮
国
爪
弾
O
け
凶
O
β
》
口
創
り
画
Φ
け
げ
9
隅
の
∩
響
h
勺
㎏
O
O
Φ
侮
＝
聴
⑦
”
ド
O
劇
μ
●
”
℃
9
μ
同
i
H
c
⇔
．
）
敢
え
て
、



プ
リ
ン
タ
．
の
所
説
を
引
用
し
て
こ
れ
を
傍
証
す
る
ほ
ど
な
い
が
、
彼
は
広
義
に
内
部
統
制
を
解
て
い
る
有
力
な
論
者
の
一
入
で
あ
る
が
、
彼

の
所
説
に
お
い
て
さ
え
機
能
的
に
内
部
牽
制
と
内
部
監
査
に
分
け
、
且
つ
そ
の
組
織
も
分
け
て
い
る
こ
と
を
知
れ
ば
足
る
。
も
っ
と
も
、
筆

老
は
ブ
リ
ン
ク
と
そ
の
論
拠
に
お
い
て
は
異
る
が
、
二
つ
を
分
ち
考
え
得
る
し
、
ま
た
か
く
分
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
5
立
場
に
あ
る
。

　
凡
そ
、
内
部
牽
制
は
取
引
並
に
記
帳
上
の
誤
謬
脱
漏
不
正
な
ど
を
摘
発
し
時
に
は
防
止
す
る
機
能
を
も
ち
、
こ
れ
を
組
織
化
し
た
と
き
に
、

内
部
牽
制
組
織
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
我
国
に
お
け
る
会
社
で
も
従
前
か
ら
こ
の
組
織
に
は
範
囲
の
広
狭
、
程
度
に
は
深
浅
の
差
こ
そ
あ

、
れ
、
備
え
且
つ
運
用
し
て
い
た
の
は
認
め
得
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
法
定
監
査
・
財
務
監
査
と
の
関
係
で
問
題
に
な
る
と
き
に
は
、
我
国
の

揚
合
を
暫
ら
く
措
い
て
、
　
一
応
米
国
の
場
合
を
顧
み
て
、
そ
れ
が
如
何
に
な
っ
て
い
る
か
を
考
証
す
る
こ
と
は
論
理
上
至
当
と
考
え
る
。

　
筆
者
は
こ
の
点
に
つ
い
て
別
の
機
会
に
暮
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
米
国
の
会
計
監
査
思
想
は
前
世
紀
末
葉
に
英
国
の
会
計
監
査
思
想
を

．
移
植
し
た
事
例
は
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
英
国
会
計
監
査
論
の
丈
献
が
米
国
で
弘
通
し
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
そ
の

ま
x
育
成
せ
ず
、
例
え
ば
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
に
よ
っ
て
、
「
デ
ィ
ク
シ
ー
監
査
論
一
米
国
版
」
（
寓
§
黄
。
日
。
き
円
・
餌
u
凶
鼻
・
＄
．
・
誤
乱
難
口
伊
q
”
》

源
・
、
。
欝
語
言
昌
・
巴
周
自
》
鼠
一
§
ω
－
ぎ
爵
。
§
銭
b
日
興
一
。
昌
臣
観
8
し
8
9
）
に
な
っ
た
が
、
米
国
版
の
内
容
は
法
規
と
慣
習
を
改
変
す
る
程
度
で

あ
っ
て
未
だ
格
別
に
英
国
の
会
計
監
査
実
務
の
域
を
脱
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
、
そ
の
後
に
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
自
身
が
貸
借
対
照
表

藍
査
論
（
護
O
口
叶
ぴ
q
O
ヨ
①
福
二
℃
諺
口
画
詳
凶
旨
鳴
℃
　
日
㊤
H
b
◎
●
）
を
提
唱
し
か
け
て
か
ら
、
漸
く
米
国
的
な
監
査
の
方
向
を
辿
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
、

毛
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
は
貸
借
対
照
表
監
査
論
の
提
唱
に
は
か
な
り
熟
慮
し
た
跡
が
窺
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
や
は
り
従
前
通
り
に
取
引
並
に

記
帳
上
の
誤
謬
脱
漏
不
正
な
ど
の
摘
発
も
監
査
の
目
的
に
残
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
経
済
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
事
業
の
現
実
の
財
務
状
態
と

収
益
力
を
確
か
め
る
目
的
を
貸
借
対
照
表
監
査
に
織
込
う
と
し
た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
が
監
査
の
実
践
に
直
面
し
て
果
し
て
で
き
る
か
と
な

れ
ば
、
そ
の
前
提
と
し
て
事
業
側
に
最
高
級
　
（
h
一
同
の
け
　
O
一
9
の
の
）
の
内
部
牽
制
組
織
を
備
え
て
い
な
け
れ
ぽ
で
き
る
筈
が
な
い
。
に
も
拘
ら

　
　
　
内
部
牽
制
・
内
部
監
査
の
構
造

一一　33　一



　
　
　
内
部
牽
制
・
内
部
監
査
の
構
造

ず
、
米
国
の
監
査
人
の
う
ち
に
は
往
々
こ
の
点
を
あ
ま
り
注
意
せ
ず
、
大
胆
に
も
誤
謬
脱
漏
不
正
な
ど
が
摘
発
で
き
る
か
の
よ
う
に
考
・
兄
、

時
に
は
こ
の
角
度
か
ら
監
査
し
た
か
の
よ
う
に
監
査
報
告
を
し
て
い
る
。
こ
の
監
査
実
践
上
の
困
難
、
監
査
人
の
監
査
の
本
義
に
反
し
て
い

る
事
実
に
鑑
み
る
と
、
た
と
え
一
歩
譲
っ
て
、
被
監
査
側
が
最
高
級
の
内
部
牽
制
組
織
を
備
え
ず
と
も
、
精
々
監
査
人
が
得
心
で
き
る
程
度

（
紹
賦
既
餌
の
8
量
）
の
内
部
牽
制
組
織
を
備
え
且
つ
こ
．
れ
を
運
用
し
て
い
な
い
と
、
自
分
の
提
唱
す
る
貸
借
対
照
表
監
査
は
実
践
上
困
難
で
あ

る
と
い
う
問
題
に
逢
着
し
た
Q
（
呂
O
口
峠
ひ
q
O
b
P
O
同
鴇
℃
　
岡
び
一
伍
・
H
O
H
b
O
●
娼
℃
6
刈
㊤
！
Q
◎
b
O
・
）

　
し
か
し
、
一
九
一
〇
年
代
の
米
国
の
事
業
界
で
は
、
か
か
る
内
部
牽
制
組
織
が
最
高
級
に
し
ろ
得
心
で
き
る
程
度
に
し
ろ
、
備
え
且
つ
運

用
せ
る
事
業
は
少
数
と
彼
は
見
透
し
た
。
そ
こ
で
、
少
数
な
が
ら
内
部
牽
・
制
組
織
の
あ
る
事
業
に
は
彼
の
構
想
せ
る
貸
借
対
照
表
監
査
を
実

施
し
、
然
ら
ざ
る
事
業
に
は
、
取
引
叉
は
記
帳
上
の
誤
謬
脱
漏
不
正
な
ど
の
摘
発
を
無
視
す
る
訳
で
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
米
国
的
な
監
査

め
方
向
を
辿
る
た
め
に
、
現
実
の
財
務
状
態
と
収
益
者
を
確
か
め
る
方
に
監
査
の
力
点
を
置
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
故
に
、
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
が
貸
借
対
照
表
監
査
論
を
提
唱
す
る
ま
で
に
は
、
彼
自
身
か
な
り
熟
慮
し
、
ま
た
躊
躇
し
た
跡
が
明
瞭

に
察
知
で
き
る
が
、
こ
れ
が
当
時
の
米
国
監
査
実
務
で
受
け
容
れ
得
る
一
般
情
勢
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
速
断
で
き
ぬ
。
け
れ
ど
、
憎
く
と

も
有
力
な
事
例
で
あ
り
、
こ
の
と
ζ
う
ま
で
実
務
的
に
も
進
み
得
る
情
勢
に
あ
っ
た
の
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
う
だ
と
せ
ぽ
、
こ
の
貸
借
対

照
表
監
査
論
の
提
唱
の
事
例
を
裏
返
し
て
み
れ
ば
、
取
引
並
に
記
帳
上
の
誤
謬
脱
漏
不
正
な
ど
の
摘
発
は
外
部
監
査
固
有
の
任
務
で
あ
る
が
、

経
済
社
会
の
発
展
に
伴
っ
て
、
事
業
の
会
計
監
査
は
従
前
の
通
り
固
有
任
務
を
果
す
だ
け
で
は
も
は
や
如
何
と
も
で
き
な
い
の
で
、
ど
う
し

て
も
別
の
方
向
を
採
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
か
か
る
摘
発
は
事
業
側
に
漸
次
委
譲
し
得
る
も
の
と
み
て
、
監
査
の
主
力
を
新
た
な
必
要
方

薗
に
注
い
だ
の
が
貸
借
対
照
表
監
査
論
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
の
気
書
も
そ
の
後
に
版
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
所
論
の
内
容
は
変
っ
て
い
る
が
、
米
国
と
し
て
は
そ
の
直
後
に
信
用
監
査
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が
監
査
の
主
流
に
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
と
き
に
は
、
内
部
牽
制
と
そ
の
組
織
に
対
す
る
考
え
方
は
当
初
の
モ
ソ
ト
ゴ
メ
リ
ー
の
提
唱
の
頃

と
は
漸
…
次
変
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
米
国
銀
行
協
会
が
監
査
方
針
と
授
信
者
先
へ
提
出
す
る
財
務
諸
表
雛
形
を
定
め
た
の
は
、
一
九
一
七
年
の
「
統
一
会
計
」
d
巳
皆
吋
旨
》
9

8
5
暮
貯
㎝
亀
（
一
窪
O
『
”
一
　
菊
①
の
①
漉
く
O
　
田
W
ロ
一
一
Φ
静
凶
】
P
。
　
H
㊤
H
¶
・
）
並
に
同
文
の
一
九
一
八
年
の
「
貸
借
対
照
表
作
成
の
公
認
方
法
」
諺
”
嘆
。
＜
8
冒
①
誓
。
山
ω

｛
o
同
さ
①
勺
同
o
b
9
乳
型
8
0
h
し
d
曽
冨
昌
。
①
－
ω
げ
0
9
ω
け
9
け
①
B
O
暮
●
（
H
⑩
μ
◎
Q
）
に
始
ま
る
が
、
そ
れ
か
ら
二
九
年
に
こ
れ
を
修
正
し
て
「
財
務
諸
表

の
検
証
」
＜
①
ユ
自
0
9
氏
O
口
O
｛
喝
ぼ
9
昌
9
9
一
ω
け
鉾
O
日
①
暮
ω
（
目
O
b
∂
O
）
に
な
っ
て
く
る
と
、
内
部
牽
制
問
題
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
更
に
一
変

．
し
て
き
た
。
と
い
う
の
は
、
外
部
監
査
の
実
施
に
は
（
イ
）
帳
簿
に
記
録
せ
る
取
引
は
す
べ
て
に
亘
っ
て
検
査
し
て
も
よ
い
が
、
（
ロ
）
そ

の
う
ち
重
要
な
も
の
に
限
っ
て
検
査
し
て
も
よ
い
。
特
に
、
（
、
ノ
）
内
部
牽
制
組
…
織
を
備
え
る
事
業
に
は
、
そ
の
組
織
の
運
用
状
態
と
会
計

組
織
の
程
度
と
を
酌
量
し
て
、
も
し
内
部
牽
制
組
織
が
充
分
で
あ
れ
ば
試
査
で
よ
い
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
嘗
っ
て
モ
ン
ト

ゴ
メ
リ
ー
が
貸
借
対
照
表
監
査
論
を
提
唱
し
は
じ
め
た
頃
と
は
違
っ
て
、
外
部
監
査
の
固
肩
任
務
は
事
業
内
部
で
担
当
す
る
と
見
倣
し
て
麦

障
が
な
い
と
こ
ろ
ま
で
変
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
た
だ
、
問
題
は
果
し
て
そ
れ
が
円
滑
に
運
用
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
懸
っ
て
い
る

・
点
が
残
っ
て
い
た
の
が
肴
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
信
用
監
査
か
ら
財
務
監
査
へ
と
展
開
し
、
そ
れ
が
一
九
三
六
年
に
「
独
立
公
会
計
士
に
よ
る
財
務
諸
表
の
検
査
」
両
×
9
ヨ
貯
－

餌
ユ
。
ロ
。
｛
聞
ぼ
ρ
鯵
二
巴
ω
叶
暮
Φ
B
①
暮
ω
げ
団
H
昌
α
o
づ
Φ
昌
山
。
暮
℃
⊆
び
嵩
o
b
o
o
o
⊆
簿
ρ
韓
ω
（
巳
ω
①
）
が
発
表
さ
れ
た
頃
に
は
、
も
は
や
内
部
牽
制

組
織
は
当
然
に
事
業
側
に
備
え
、
そ
れ
が
大
規
模
経
営
、
小
規
模
経
営
並
に
然
ら
ざ
る
経
営
な
ど
に
よ
っ
て
備
え
る
組
織
を
酌
量
し
、
ま
た

こ
れ
に
応
じ
て
監
査
人
の
採
る
監
査
手
続
に
も
か
な
り
態
度
を
違
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
故
に
、
こ
の
頃
か
ら
は
内
部
牽
制
組
織

は
事
業
内
部
の
問
題
で
あ
る
の
は
当
然
と
し
、
そ
の
上
に
事
業
に
お
け
る
事
情
を
加
味
す
る
と
こ
ろ
ま
で
進
展
し
た
の
が
窺
わ
れ
る
が
、
監
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内
部
牽
制
∵
内
部
監
査
の
構
造

査
報
告
に
は
未
だ
内
部
牽
制
組
織
の
整
備
と
運
用
の
状
態
を
記
載
す
る
の
が
建
前
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
最
近
の
米
国
の
ア
ニ
　
ア
ル
．

リ
ポ
ー
ト
の
監
査
報
告
に
お
い
て
は
、
内
部
牽
・
制
組
織
の
整
備
と
運
用
に
つ
い
て
は
全
く
興
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
我
国
の
法
定
監

査
・
財
務
監
査
は
、
か
か
る
発
展
し
た
米
国
の
財
務
監
査
を
継
承
し
た
た
め
に
内
部
牽
制
並
に
そ
の
組
織
の
生
成
と
そ
れ
が
任
務
の
領
域
の

移
行
の
素
直
な
姿
を
認
識
し
得
な
い
の
で
あ
惹
が
、
本
来
の
外
部
監
査
論
は
、
こ
れ
を
取
上
げ
た
事
実
は
否
定
で
き
な
い
。

三
　
内
部
牽
制
の
機
能
と
組
織
並
に
そ
の
限
界

　
も
っ
と
も
、
最
近
の
内
部
牽
制
の
問
題
に
な
る
と
、
そ
れ
に
は
内
部
監
査
の
問
題
が
同
時
に
含
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
最
近
の
問
題
を
以
っ

て
す
べ
て
内
部
牽
制
の
問
題
と
見
徹
す
の
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
点
を
留
意
し
た
上
、
前
項
の
事
実
に
即
し
つ
N
更
に
内
部
牽
制
を

分
析
し
て
み
よ
う
。

　
筆
者
の
解
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
凡
そ
内
部
牽
制
の
機
能
は
二
つ
の
場
面
に
現
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
　
一
は
簿
記
原
理
に
基
く

場
面
で
あ
り
、
他
は
事
務
分
担
に
よ
る
場
面
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
両
者
は
依
存
的
関
係
に
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。

　
一
、
さ
て
、
簿
記
原
理
に
基
く
と
は
正
規
の
簿
記
原
則
に
よ
る
と
解
せ
ば
、
そ
の
具
体
的
な
場
面
は
広
汎
に
亘
る
が
、
こ
れ
を
通
例
の
解

釈
の
如
く
複
式
簿
記
原
理
に
よ
る
と
解
せ
ば
、
内
部
牽
制
の
機
能
は
貸
借
平
均
の
理
法
に
て
発
現
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
そ

れ
は
次
の
四
つ
の
箇
所
で
に
現
わ
れ
る
と
い
え
る
。

　
（
イ
）
　
一
取
引
の
借
方
価
額
一
同
貸
方
価
額

　
（
ロ
）
　
一
定
期
間
中
の
伝
票
（
仕
訳
帳
）
借
方
価
額
合
計
1
1
同
貸
方
価
額
合
計

　
（
ハ
）
　
一
定
期
間
中
の
総
勘
定
元
帳
借
方
記
帳
価
額
合
計
－
一
同
貸
方
記
帳
価
額
合
計
・
す
な
わ
ち
合
計
試
算
表
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（
二
）
　
一
定
期
間
中
の
伝
票
価
額
合
計
（
借
方
㍑
貸
方
）
1
1
一
定
期
間
中
の
総
勘
定
元
帳
価
額
合
計
（
借
方
1
1
貸
方
）
・
す
な
わ
ち
（
ロ
）
1
1
（
ハ
∀

　
こ
れ
ら
が
次
に
述
べ
る
事
務
分
担
と
相
互
依
存
の
関
係
に
あ
る
か
ら
、
こ
れ
の
み
を
抽
出
す
る
の
は
現
実
に
則
せ
ぬ
点
も
あ
る
。
し
か
し
型

こ
の
か
ぎ
り
の
内
部
牽
・
制
の
機
能
と
し
て
は
、
　
一
取
引
の
記
帳
価
額
が
借
方
と
貸
方
と
が
異
る
部
署
に
あ
る
鶏
合
に
二
部
署
の
記
帳
価
額
の

合
致
の
如
き
問
題
か
ら
、
進
ん
で
補
助
簿
と
統
轄
勘
定
と
の
関
係
、
工
場
会
計
叉
は
原
価
計
算
と
一
般
会
計
と
の
関
係
、
更
に
本
支
店
会
計

の
関
係
に
至
る
ま
で
、
そ
の
取
引
並
に
記
帳
上
に
生
ず
る
誤
謬
脱
漏
不
正
な
ど
は
、
振
る
程
度
ま
で
こ
の
貸
借
平
均
の
理
法
の
四
聖
面
で
摘

発
で
き
る
筈
で
あ
る
。
ま
た
嘗
っ
て
の
固
有
の
外
部
監
査
任
務
に
な
か
っ
た
誤
謬
脱
漏
不
正
な
ど
の
発
生
の
防
止
も
労
る
程
度
ま
で
、
こ
の

理
法
を
通
じ
て
で
き
る
の
で
あ
る
。
凡
そ
、
内
部
牽
・
制
は
か
か
る
自
働
的
な
機
能
を
も
つ
の
で
あ
る
が
、
い
う
と
こ
ろ
の
摘
発
叉
は
防
止
の

対
象
は
す
べ
て
「
計
数
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
介
し
て
自
働
的
な
チ
ェ
ッ
ク
の
機
能
を
も
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
次
の
事
務
分
担
の
機
能
も

内
部
牽
制
の
分
析
的
な
一
要
因
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
稽
法
性
絡
を
異
に
す
る
。
こ
れ
筆
者
が
両
者
を
区
分
し
た
所
望
で
あ
る
。

　
二
、
事
務
分
担
に
は
経
営
規
模
の
増
大
に
伴
っ
て
分
業
の
理
法
で
分
掌
化
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
が
同
時
に
内
部
牽
制
に
い
う
事
務

分
担
に
な
る
揚
合
が
あ
る
。
し
か
し
、
内
部
牽
制
は
取
引
並
び
記
帳
の
誤
謬
脱
漏
不
正
の
摘
発
と
そ
の
防
止
の
た
め
事
務
を
分
担
す
る
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
本
質
に
お
い
て
は
必
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
寧
ろ
仕
入
製
造
販
売
を
め
ぐ
り
、
そ
の
材
料
叉
は
製
品
商
品
の
受
渡
と
検
収
、

作
業
時
間
と
そ
の
賃
金
計
算
、
経
費
項
目
の
発
生
の
認
証
な
ど
を
母
体
と
し
て
、
そ
れ
に
金
銭
預
金
の
収
支
、
手
形
の
受
渡
の
関
係
そ
の
他

の
会
計
上
の
事
項
に
つ
い
て
の
事
務
分
担
が
内
部
牽
制
の
機
能
を
発
揮
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
務
分
担
と
は
一
貫
し

た
特
定
事
務
系
統
を
分
割
し
そ
れ
を
チ
ェ
イ
ン
の
如
き
連
鎖
関
係
に
お
い
て
、
何
処
か
で
そ
の
「
連
絡
」
の
杜
絶
不
円
滑
が
あ
る
と
、
魯
働

的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
こ
ろ
に
機
能
が
あ
る
か
ら
、
簿
記
原
理
に
基
く
如
く
「
計
数
」
を
対
象
に
す
る
牽
制
と
は
自
ら
異
に
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
如
く
内
部
牽
制
の
作
用
面
か
ら
簿
記
原
理
に
基
く
揚
合
と
事
務
分
担
の
縞
合
と
に
分
析
し
た
が
、
こ
の
両
者
が
相
互
に
関

　
　
　
内
部
牽
制
・
内
部
監
査
の
構
造
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内
部
牽
制
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内
部
監
査
の
構
造

慰
し
て
組
織
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
内
部
牽
制
組
織
の
生
ず
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
内
部
牽
制
組
織
を
最
高
級
の
理
想
的
組
織

に
す
る
に
は
記
帳
組
織
を
徹
底
的
に
簿
記
原
理
に
よ
ら
し
め
記
帳
の
各
部
署
に
て
貸
借
平
均
の
理
法
で
チ
ェ
ッ
ク
せ
し
め
、
ま
た
事
務
は
極

度
に
細
分
化
し
て
そ
れ
を
連
鎖
の
形
に
す
る
の
に
か
ぎ
る
。
け
れ
ど
、
現
実
は
左
様
で
な
く
、
そ
の
組
織
化
に
際
し
て
、
例
え
ば
計
箕
機
会

計
機
械
を
採
用
し
、
金
銭
取
扱
係
叉
は
集
金
係
に
保
証
金
叉
は
保
証
人
制
度
を
設
け
た
り
、
事
務
係
に
一
定
の
休
暇
を
与
え
て
、
そ
の
間
に

代
理
人
を
置
い
た
り
、
事
務
能
率
に
支
障
の
な
い
か
ぎ
り
担
当
部
署
を
変
更
し
て
い
る
方
法
も
あ
り
、
更
に
一
般
人
間
倫
理
の
向
上
が
不
正

の
危
険
の
範
囲
と
程
度
を
少
か
ら
し
め
て
い
る
。
故
に
、
こ
の
傾
向
を
鑑
み
る
と
、
内
部
牽
制
の
組
織
化
は
現
実
の
問
題
と
し
て
一
つ
の
限

度
が
あ
る
。
ま
た
、
経
営
規
模
と
業
種
と
に
よ
つ
て
、
組
織
化
に
は
そ
の
経
済
性
を
考
慮
し
た
限
度
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
一
事
業
内

に
お
い
て
も
、
劃
一
的
に
組
織
化
で
き
る
の
で
な
く
、
主
要
原
材
料
商
品
の
仕
入
関
係
と
消
耗
品
仕
入
関
係
、
賃
金
労
務
関
係
、
販
売
関
係

な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
組
織
に
は
精
粗
の
区
別
を
し
て
も
要
請
に
応
ず
る
も
の
が
あ
る
。

　
故
に
、
理
想
的
組
織
は
実
現
で
き
な
い
が
、
現
実
の
組
織
も
ま
た
満
足
す
べ
き
か
ど
う
か
に
も
問
題
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
如
く

現
今
劃
さ
れ
て
い
る
限
度
は
、
現
今
の
計
数
監
理
と
事
務
監
理
の
工
夫
に
よ
つ
て
、
そ
の
劃
さ
れ
た
限
度
を
克
服
し
て
一
段
と
高
度
化
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
、
如
何
に
現
実
の
内
部
牽
制
組
織
の
限
度
か
ら
克
服
し
て
高
度
化
し
て
も
、
そ
れ
は
単
に
量
的
拡
大

で
あ
っ
て
質
的
な
変
化
で
な
い
、
常
に
前
述
の
簿
記
原
理
と
事
務
分
担
と
の
二
つ
の
基
幹
の
組
合
せ
の
域
を
脱
し
な
い
の
で
あ
る
。
何
故
な

ら
ば
、
も
し
、
所
定
の
内
部
牽
制
組
織
が
取
引
並
に
記
帳
上
の
誤
謬
脱
漏
不
正
な
ど
を
全
面
的
に
摘
発
で
き
ま
た
防
止
し
得
る
機
能
を
も
つ

組
織
で
あ
れ
ば
、
　
（
イ
）
外
部
監
査
た
る
財
務
監
査
は
全
面
的
に
被
監
査
側
に
そ
の
任
務
を
委
譲
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
被

監
査
側
で
摘
発
で
き
ぬ
誤
謬
脱
漏
不
正
な
ど
が
あ
る
と
、
公
認
会
計
士
の
固
有
の
監
査
任
務
が
歩
み
返
っ
て
、
摘
発
と
い
う
自
己
の
職
責
を

果
さ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
し
、
（
ロ
）
　
ま
た
、
内
部
牽
制
組
織
を
備
え
且
つ
運
用
し
な
が
ら
も
、
な
お
も
残
る
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
が
た
め
に
、
内
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部
牽
制
と
は
別
に
内
部
監
査
を
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
取
り
も
直
さ
ず
、

て
の
問
題
を
解
決
で
き
ぬ
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
内
部
牽
制
組
織
を
以
っ
て
現
代
の
被
監
査
側
の
す
べ

四
　
内
部
監
査
機
能
の
受
入
体
制
へ
の
要
件

　
内
部
牽
制
が
組
織
化
し
て
自
働
的
機
能
を
つ
く
し
て
も
、
前
項
の
最
後
で
一
言
し
た
よ
う
に
内
部
監
査
に
挨
つ
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
次
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
と
思
う
。

　
一
、
現
存
の
内
部
牽
制
組
織
の
機
能
の
不
円
滑
の
発
見
と
そ
の
改
善
の
工
夫

　
二
、
企
業
会
計
原
則
に
即
応
し
て
作
成
し
た
経
理
諸
規
程
の
実
施
状
況
と
そ
の
程
度
の
検
証

　
前
述
の
如
く
た
と
え
内
部
牽
制
組
織
は
完
全
で
あ
っ
て
も
記
帳
上
発
見
し
得
ざ
る
誤
謬
脱
漏
な
ど
も
あ
れ
ば
、
事
務
分
担
に
お
い
て
も
そ

の
工
揚
麦
店
出
張
所
の
如
く
経
営
一
単
位
に
つ
い
て
善
意
悪
意
の
誤
り
が
あ
る
と
摘
発
も
防
止
も
で
き
難
い
場
合
も
あ
る
。
ま
し
て
、
現
実

の
内
部
牽
制
組
織
に
は
各
種
の
制
約
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
機
能
を
必
ず
し
も
充
分
に
つ
く
す
と
は
断
じ
得
ぬ
点
が
潜
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め

に
、
内
部
牽
制
組
織
で
摘
発
叉
は
防
止
で
き
ぬ
と
こ
ろ
に
留
意
し
、
併
せ
て
現
実
の
組
織
を
改
善
す
る
よ
う
考
慮
す
る
問
題
が
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
内
部
監
査
を
必
要
と
す
る
第
一
の
理
由
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
内
部
監
査
が
必
要
な
の
は
、
か
か
る
自
働
的
な
チ
ェ
ッ
ク
の
補
強
の
任
務
の
外
に
、
社
内
で
既
に
設
定
し
た
経
理
諸
規
程
に
即

し
た
会
計
処
理
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
検
証
で
あ
る
。
凡
そ
経
理
諸
規
程
の
う
ち
に
は
既
に
我
国
に
お
い
て
も
経
理
執
務
上
作
成
し
て
い

た
事
業
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
規
程
た
る
や
経
験
と
慣
行
に
即
し
て
各
社
の
任
意
の
点
が
多
か
っ
た
。
今
回
の
経
理
諸
規
程
は
企
業
会
計
原
則

の
線
に
沿
う
の
が
建
前
で
あ
る
か
ら
、
過
去
の
経
理
諸
規
程
が
そ
の
ま
ユ
更
生
で
き
る
か
ど
う
か
問
題
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
点
に
相
違
が
あ

　
　
　
内
部
牽
制
・
内
部
監
査
の
構
造
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内
部
牽
制
・
内
部
監
査
の
構
造

る
。
内
部
監
査
は
か
か
る
意
味
の
経
理
規
程
を
規
程
通
り
に
即
し
て
会
計
の
執
務
叉
は
処
理
し
て
い
る
か
の
監
査
が
そ
の
任
務
と
な
る
。
し

か
し
、
現
今
の
経
理
規
程
は
事
業
経
理
の
全
般
に
細
大
洩
さ
ず
作
成
し
、
こ
れ
を
運
用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
必
要
も
な
い
。

そ
れ
故
に
、
内
部
監
査
の
任
務
は
別
に
生
ず
る
。
そ
れ
は
、
（
イ
）
た
と
え
経
理
規
程
が
あ
っ
て
も
問
題
た
る
事
項
が
明
示
し
て
い
な
け
れ
、

ば
、
当
該
規
程
の
制
定
趣
旨
に
即
し
て
そ
の
経
理
執
務
と
処
理
の
適
否
に
判
断
し
、
ま
た
（
ロ
）
経
理
規
程
が
な
い
揚
合
に
は
、
個
々
の
事

情
に
つ
い
て
、
そ
の
経
理
執
務
と
処
理
の
適
否
を
判
断
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
綜
合
的
な
任
務
と
し
て
、
規
程
が
あ
っ
て
も
事

業
の
事
情
変
化
の
た
め
に
改
善
の
余
地
が
あ
る
か
ど
う
か
を
み
る
の
も
、
内
部
監
査
の
任
務
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
故
に
、
受
入
体
制
と
し
て
の
内
部
統
制
に
は
か
か
る
内
部
牽
制
と
内
部
監
査
と
の
二
つ
が
あ
る
と
は
い
え
、
、
そ
の
つ
く
す
べ
き
任
務
は
、

内
部
牽
制
の
方
は
事
業
の
日
々
の
運
営
に
つ
い
て
継
続
的
に
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
が
、
時
に
は
自
働
的
な
機
能
の
た
め
に
そ
れ
が
表
面
化

せ
ぬ
場
合
も
あ
る
が
、
内
部
監
査
の
方
は
日
々
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
こ
れ
を
継
続
的
に
実
施
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
寧
ろ
時
宜
と
揚
合

に
よ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
故
に
、
受
入
体
制
の
内
部
統
制
に
し
て
も
夫
々
の
機
能
の
作
用
す
る
場
面
は
自
ら
異
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い

ま
一
つ
閑
却
し
得
ぬ
相
違
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
内
部
牽
・
制
の
機
能
は
外
部
監
査
の
任
務
を
被
監
査
側
の
内
部
に
持
込
ん
だ
と
い
う
事
実
を
認

識
で
き
た
が
、
内
部
監
査
に
は
そ
れ
と
異
る
点
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
先
に
、
内
部
牽
・
制
と
そ
の
組
織
に
つ
い
て
は
米
国
の
揚
合
を
取
上
げ
て
傍
証
し
た
か
ら
、
以
下
こ
れ
と
同
じ
経
済
社
会
地
盤
に
立
つ
内
部

監
査
を
取
上
げ
て
、
そ
の
異
る
点
を
考
証
し
た
い
。
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五
　
内
部
監
査
の
要
請
の
基
礎

嘗
っ
て
、
米
国
に
英
国
の
監
査
思
想
を
移
植
し
て
い
た
頃
に
、
ア
ニ
オ
ン
が
米
国
の
将
来
を
見
透
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
た
Q



（
ぎ
矯
。
♪
幻
8
9
8
ぎ
昌
o
h
導
Φ
国
歩
昔
∪
・
。
誘
9
b
§
昏
β
。
口
諺
8
8
葺
き
2
H
。
。
。
。
Q
。
一
H
。
。
り
幹
中
ぎ
叶
Φ
ξ
中
翼
巴
弘
O
謡
・
℃
・
0
9
）
当
時
は
米
国
も
恐
慌
に
見

舞
わ
れ
て
会
社
破
綻
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
監
査
が
主
た
る
業
務
で
あ
っ
た
が
、
ア
ニ
オ
ン
は
爾
後
も
会
社
の
破
綻
に
よ
る
損
失
額
計
算
と

そ
の
処
理
問
題
は
業
務
と
し
て
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
と
共
に
、
損
失
の
発
生
の
根
拠
を
明
か
に
し
、
適
当
な
る
会
計
法
を
工
夫
し
、
時

に
は
会
計
資
料
を
分
析
し
て
、
損
失
の
発
生
を
防
止
す
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
も
、
そ
の
よ
う
に
な
れ
ば
、
将
来
の
企
業
の

業
務
発
展
に
会
計
士
は
如
何
ほ
ど
役
立
つ
こ
と
で
あ
ら
う
か
と
推
測
し
、
こ
れ
を
彼
の
希
・
望
的
意
見
と
し
て
述
べ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
は
、

未
だ
外
部
監
査
ら
し
い
監
査
も
発
展
し
て
い
な
い
米
国
の
監
査
生
成
の
時
期
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
期
に
お
い
て
一
種
の
内
部
監
査
へ
の
要

請
の
あ
っ
た
の
が
察
知
し
得
る
。
し
か
し
、
同
様
な
事
実
は
ハ
ス
キ
ン
ス
の
意
見
か
ら
も
、
立
証
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
ハ
ス
キ
ン
ス
は
、
会
計
士
教
育
に
尽
力
し
た
一
人
で
あ
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
既
に
、
ア
ニ
オ
ン
と
相
前
後
し
て
今
世
紀
の
初

頭
に
米
国
で
内
部
監
査
に
該
当
す
る
朋
心
的
な
要
請
の
あ
る
の
を
指
摘
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
（
夢
の
賦
昼
ρ
≦
・
鳩
ω
鼠
ロ
Φ
ω
の
書
写
轟
。
ロ
ー
。
民

諺
。
8
露
盤
募
ざ
H
8
魁
も
7
目
G
。
郵
）
そ
れ
は
、
そ
の
頃
の
外
部
監
杢
の
実
施
せ
る
状
態
と
い
え
ぽ
、
精
々
誤
謬
脱
漏
不
正
な
ど
の
発
見
で
あ
り
、

時
に
は
防
止
に
注
意
す
る
の
が
監
査
任
務
と
考
え
て
い
た
が
、
ハ
ス
キ
ン
ス
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
職
業
的
な
会
計
士
に
監
査
し
て
も
ら
う

と
な
れ
ば
、
内
面
的
監
査
（
貯
ω
凶
緒
9
。
巳
莚
お
）
ま
で
這
入
る
の
を
望
ん
で
い
る
経
営
者
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
希
望
す
る
人
々
は
内
面

的
監
査
を
以
っ
て
良
き
経
営
政
策
と
心
得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
ハ
ス
キ
ン
ス
は
強
調
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
問

題
に
な
る
と
、
会
計
士
の
仕
事
は
被
監
査
側
の
記
帳
整
理
を
調
べ
る
と
い
う
い
は
§
外
部
藍
査
の
外
に
必
要
に
応
じ
て
は
経
営
実
情
を
判
断

し
得
る
よ
う
に
帳
簿
組
織
を
工
夫
し
、
そ
の
充
実
し
た
帳
簿
組
織
の
も
と
で
記
帳
し
て
監
督
の
行
き
届
く
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
（
国
留
『

圏
昌
の
し
び
斜
”
℃
・
目
b
。
、
曽
）
こ
れ
と
い
う
の
も
、
会
計
は
経
営
の
業
務
状
態
と
そ
の
結
果
を
経
営
管
理
者
に
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
、
右
の

よ
う
に
改
善
す
れ
ば
、
会
計
士
の
職
務
と
し
て
も
こ
の
方
面
を
特
に
開
拓
し
て
も
然
る
べ
き
で
あ
る
。
（
H
引
言
ω
瞬
一
口
の
℃
國
げ
一
網
樽
娼
℃
・
H
同
刈
一
Q
o
・
）
　
ハ
ス
キ

　
　
　
内
部
牽
制
・
内
部
監
査
の
構
造
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内
部
牽
欄
・
内
部
監
査
の
構
造

ン
ス
も
ア
ニ
オ
ン
ト
と
同
様
に
卓
抜
の
意
見
を
も
つ
米
国
の
代
表
者
の
一
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
が
米
国
の
外
部
監
査
の
生
成
の
過
程
に

一
般
に
現
わ
れ
た
と
速
断
で
き
な
い
。
寧
ろ
、
，
例
外
と
み
る
方
が
適
当
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
、
例
外
的
に
し
ろ
、
外

部
監
査
を
更
に
合
目
的
に
し
ょ
う
と
せ
ば
、
内
部
監
査
に
該
当
す
る
領
域
に
誉
れ
ざ
る
を
得
な
い
事
実
の
あ
っ
た
の
は
、
こ
れ
か
ら
指
摘
し

得
る
。

　
こ
の
点
は
米
国
の
監
査
問
題
に
つ
い
て
立
証
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
国
に
も
内
部
監
査
の
萌
芽
的
要
請
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
を

知
り
得
る
。
例
え
ば
、
英
国
で
ロ
ン
ド
ン
・
ア
ン
ド
・
ぜ
、
添
う
ル
・
バ
ン
ク
事
件
（
H
Q
o
O
㎝
）
で
監
査
役
の
職
責
が
裁
判
沙
汰
に
な
っ
た
が
、
こ
の

判
決
で
は
、
監
査
役
が
正
当
な
注
意
と
熟
練
と
を
以
っ
て
、
会
社
の
財
産
が
真
実
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
め
て
報
告
す
れ
ば
よ
く
、
そ
の
と

き
に
、
経
理
上
の
問
題
で
取
締
役
並
に
株
主
に
対
し
て
経
営
上
薬
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
を
注
告
す
る
必
要
は
な
い
。
故
に
、
会
社
が
貸
付
金

を
計
上
せ
る
と
き
に
、
そ
れ
が
無
担
保
で
あ
っ
て
も
不
健
全
な
り
と
指
摘
す
る
必
要
は
な
く
、
同
様
に
会
社
が
堅
実
に
運
営
し
て
い
る
か
ま

た
収
益
を
上
げ
て
い
る
か
ど
う
か
と
か
、
更
に
は
会
社
の
現
状
か
ら
み
て
利
益
配
当
は
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
の
如
き
会
社
経
営
の
批
判
も

監
査
役
の
職
責
で
な
い
と
い
う
旨
の
判
決
で
あ
っ
た
（
ミ
⇔
目
論
m
口
o
q
犀
》
臼
◎
田
r
℃
O
O
巳
噂
鋤
旨
鴫
一
ギ
曽
ミ
P
】
P
α
》
O
O
O
煽
口
什
の
℃
H
ゆ
α
O
。
O
。
O
刈
●
）
す
な
わ
ち
、
判
決
は

監
査
役
の
職
責
を
明
確
に
し
た
に
と
ゴ
ま
る
が
、
か
k
る
裁
判
沙
汰
の
あ
っ
た
事
情
を
推
察
せ
ば
内
部
監
査
へ
の
必
要
が
既
に
自
覚
さ
れ
、

そ
れ
が
監
査
役
と
し
て
果
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ど
う
か
が
、
こ
の
形
に
な
つ
で
登
場
し
た
の
が
察
知
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
独
乙
に
お
い
て
も
、
別
の
角
度
か
ら
立
証
で
き
る
。
そ
れ
は
同
国
の
監
査
は
伝
統
的
に
形
式
監
査
と
実
質
監
査
　
（
h
o
目
8
巴
冨
戸

主
鉾
。
ユ
9
Φ
夘
。
〈
尻
u
り
δ
旨
）
　
の
分
類
を
踏
襲
し
、
形
式
監
査
と
は
計
数
の
正
確
性
を
記
帳
上
の
記
録
に
照
し
、
そ
し
て
正
規
の
簿
記
の
原
則

に
基
い
て
検
べ
る
こ
と
N
し
、
実
質
監
査
と
は
通
例
そ
の
計
数
を
商
法
そ
の
他
法
規
に
照
し
て
、
計
数
の
内
容
評
価
方
法
な
ど
に
適
法
性
が

あ
る
か
ど
う
か
を
尊
べ
る
も
の
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
一
〇
年
代
に
な
っ
て
、
独
乙
の
経
済
社
会
の
発
展
は
、
か
か
る
実
質
監
査

一42一



に
停
頓
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
歩
深
く
そ
の
経
営
批
判
と
し
て
の
監
査
ま
で
も
実
質
監
査
と
す
べ
き
か
否
か
が
論
議
さ
れ
、
遂
に
形
式
監

査
と
実
質
監
査
の
概
念
論
争
に
な
っ
た
史
実
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
方
こ
れ
が
そ
の
要
請
に
応
え
て
経
営
監
査
（
田
W
①
け
円
一
Φ
げ
の
づ
村
口
｛
⊆
昌
ひ
q
）
へ

と
進
展
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
米
国
の
事
例
は
勿
論
の
こ
と
、
英
独
の
事
例
か
ら
し
て
も
、
凡
そ
発
展
し
つ
x
あ
る
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
企
業
に
対
し
て
、
国
情
に

応
じ
た
外
部
監
査
が
実
施
さ
れ
る
と
、
単
純
な
る
外
部
監
査
に
と
塁
ま
ら
ず
経
営
批
判
的
な
方
向
に
進
ま
ん
と
す
る
性
向
が
あ
る
。
し
か
も
、

そ
の
経
営
批
判
的
な
性
向
た
る
や
、
外
部
の
利
害
関
係
人
と
し
て
の
株
主
社
債
権
者
取
引
者
な
ど
に
経
営
の
実
態
を
堅
実
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
利
益
保
全
に
な
る
が
、
そ
れ
の
み
で
な
く
経
営
の
従
業
員
の
利
益
を
考
慮
し
、
経
営
者
と
し
て
の
合
理
的
経
営
の
一
助
た
ら
し
め
ん
と

す
る
と
こ
ろ
に
目
的
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
広
く
は
企
業
経
営
そ
れ
自
体
の
場
に
お
い
て
経
営
を
批
判
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
時

に
は
財
務
能
率
を
判
定
す
る
た
め
に
秘
密
財
産
を
計
上
し
、
経
営
業
績
を
知
る
た
め
に
部
門
損
益
を
算
出
し
、
各
種
の
計
算
価
格
を
企
業
内

で
用
い
る
が
如
ぎ
は
、
企
業
経
営
自
体
の
場
に
お
い
て
批
判
せ
ん
と
す
る
例
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
た
る
や
、
単
に
株
主
社
債
権
者
の
た
め
の

み
で
な
く
、
専
ら
従
業
員
の
た
め
の
み
で
も
な
い
。
故
に
、
内
部
監
査
の
要
請
が
外
部
監
査
の
発
展
形
態
と
し
て
現
わ
れ
て
も
、
そ
れ
が
外

部
監
査
の
領
域
で
具
体
化
せ
ず
に
企
業
経
営
の
揚
に
引
戻
し
て
具
体
せ
ざ
る
を
得
な
い
必
然
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
か
x
る
内
部
監
査
が
、
内
部
牽
制
を
持
ち
込
み
、
た
ま
く
受
入
体
制
の
整
備
と
運
用
と
な
っ
た
と
き
に
、
前
述
の
如
く
内
部
監
査
の
任

務
と
し
て
（
一
）
現
存
の
内
部
牽
制
組
織
の
機
能
の
不
円
滑
の
発
見
と
そ
の
改
善
の
工
夫
、
（
二
）
企
業
会
計
原
則
に
即
応
し
て
社
内
で
作

成
し
た
経
理
諸
規
程
の
実
施
状
況
と
そ
の
程
度
の
検
証
が
果
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
任
務
に
な
っ
た
の
で
あ
る
と
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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か
く
考
え
て
く
る
と
、
こ
こ
に
二
つ
の
問
題
の
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
の
で
あ
る
。

　
一
は
、
内
部
監
査
は
経
営
か
ら
出
た
要
請
で
あ
り
、
外
部
監
査
か
ら
出
て
き
た
要
請
で
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
、
内
部
藍
査
は
そ
の

進
度
に
お
い
て
も
領
域
に
お
い
て
も
際
限
が
な
い
。
恰
も
内
部
牽
制
は
、
そ
の
性
質
上
、
理
想
的
に
組
織
化
さ
れ
て
も
限
界
に
到
達
し
た
が
、

こ
の
方
に
は
際
限
が
な
く
、
ま
さ
し
く
対
蹟
的
で
あ
る
。
た
め
に
、
例
え
ば
通
産
省
の
内
部
統
制
問
題
叉
は
一
般
に
論
ぜ
ら
れ
る
広
義
の
内

部
統
制
に
ま
で
展
乱
し
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
僅
か
に
こ
れ
を
制
約
す
る
の
は
個
々
の
事
業
の
経
営
規
模
の
大
小
と
計
数
的
管
理
意
識
の
程

度
に
よ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
が
た
め
に
、
受
入
体
制
は
際
限
な
き
内
部
監
査
に
つ
い
て
如
何
な
る
点
を
以
っ
て
最
低
限
の
要
求
と
す
る
か

が
問
題
に
な
る
所
似
で
あ
っ
て
、
も
し
内
部
統
制
が
深
化
し
、
高
度
な
内
部
統
制
組
．
織
を
備
え
て
こ
れ
を
運
用
す
れ
ば
、
そ
れ
は
財
務
監
査

に
と
っ
て
一
層
に
監
査
人
の
意
見
表
明
を
力
強
く
裏
付
け
得
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
低
限
の
要
求
た
る
内
部
牽
・
制
の
機
能
の
補

強
と
経
理
規
程
の
検
証
に
較
べ
る
と
、
か
く
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
は
質
的
な
問
題
で
な
く
量
的
に
力
強
く
な
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
二
、
い
ま
一
つ
の
問
題
は
、
受
入
体
制
と
し
て
の
内
部
統
制
組
織
が
内
部
牽
制
と
内
部
監
査
と
の
二
つ
の
基
本
要
因
か
ら
組
織
化
さ
れ
て

い
て
も
、
本
来
、
内
部
牽
制
は
外
部
監
査
の
任
務
で
あ
っ
た
の
が
、
財
務
監
査
に
は
別
の
外
部
利
害
関
係
人
の
保
斐
目
的
を
達
成
す
る
と
い

う
任
務
が
生
じ
た
た
め
に
、
内
部
牽
制
に
該
当
す
る
任
務
は
結
果
的
に
は
被
監
査
側
に
委
譲
し
た
形
に
な
っ
た
。
し
か
る
に
、
内
部
監
査
の

方
は
外
部
監
査
の
発
展
と
し
て
要
請
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
本
来
は
外
部
監
査
の
任
務
に
潜
む
べ
き
性
格
の
監
査
で
な
か
っ
た
の
で
、
こ

れ
が
今
日
本
来
の
姿
を
現
わ
し
、
経
営
を
場
に
し
た
内
部
に
引
戻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
、
外
部
監
査
・
財
務
監
査
の
立
揚
か
ら
せ
ば
、

「
引
き
離
さ
れ
た
内
部
牽
制
」
と
「
引
き
戻
さ
れ
た
内
部
監
査
」
と
が
、
夫
々
の
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
経
営
内
で
組
．
織
化
さ
れ
て
内
部
統
幽
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．
制
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
生
成
と
発
展
の
由
来
を
異
に
し
た
二
つ
の
基
本
要
因
が
混
在
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
し
か
し
、
内
部
牽
制
－
内
部
監
査
i
内
部
統
制
は
対
内
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
を
、
法
定
監
査
一
財
務
監
査
i
外
部
監
査
が
こ
れ
を

］
種
の
社
会
的
の
性
質
を
帯
び
た
監
査
に
利
用
す
る
に
と
罫
ま
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
内
部
統
制
に
し
て
も
、
そ
れ
が
財
務
監
査
実
施
の
た

あ
に
利
用
で
き
ず
欠
く
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
財
務
監
査
と
し
て
は
そ
の
点
を
積
極
的
に
取
上
げ
ね
ぽ
な
ら
ず
、
ま
た
内
部
監
査
係
は
職
業

的
監
査
人
監
査
に
協
力
す
る
と
は
い
え
、
財
務
監
査
に
必
要
と
せ
ざ
る
点
に
つ
い
て
は
そ
の
協
力
は
無
意
昧
で
あ
る
。
同
様
に
、
内
部
監
査

・
計
画
に
際
し
て
職
業
的
監
査
人
の
知
識
と
経
験
を
利
用
す
る
と
は
い
え
、
冒
頭
に
記
し
た
如
く
個
人
的
に
は
内
部
統
制
に
つ
い
て
広
汎
な
知

識
と
豊
富
な
経
験
を
も
つ
職
業
的
監
査
人
は
い
て
も
、
そ
れ
が
原
則
的
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
彼
等
の
内
部
監
査
に
対
す
る
知
識
と
経
験
は

財
務
監
査
の
受
入
体
制
に
関
す
る
内
部
牽
制
と
内
部
監
査
に
と
ゴ
ま
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
も
、
そ
れ
は
内
部
統
制
の
一
環
と
し

て
、
経
営
の
揚
に
お
け
る
も
の
で
な
く
、
単
に
財
務
監
査
の
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
経
営
の
場
に
即
し
た
内
部
監
査
計
画

．
の
設
定
に
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
全
面
的
に
外
部
監
査
人
内
部
監
査
人
の
双
方
が
一
致
す
る
と
は
い
え
な
い
。
筆
者
は
内
部
牽
制
と
内
部

監
査
と
の
生
成
過
程
を
顧
み
る
と
き
、
財
務
監
査
論
の
立
場
か
ら
み
て
内
部
統
制
組
織
た
る
受
入
体
制
の
溝
造
に
は
、
以
上
の
諸
点
が
あ
る

と
考
え
る
。
故
に
、
通
産
省
の
内
部
統
制
叉
は
広
義
に
内
部
統
制
を
論
ず
る
論
者
の
立
場
か
ら
、
そ
の
調
整
を
究
明
し
、
外
部
の
問
題
と
内

・
部
の
問
題
と
が
そ
の
性
絡
を
異
に
し
て
い
る
現
代
経
済
社
会
の
事
業
に
対
し
て
は
、
そ
の
調
整
に
よ
っ
て
両
者
を
円
滑
に
す
る
よ
う
接
近
を

図
り
得
る
で
あ
ら
う
。
だ
が
、
接
近
を
乗
り
越
え
て
両
者
を
合
致
せ
し
め
る
こ
と
は
論
理
上
等
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
ご
十
八
年
一
月
十
日
）
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會
計
事
務
考
察
の
立
場

戸

田

義

郎

一
、

ご
、

三
、

四
、

五
、

六
、

会
計
事
務
研
究
の
重
要
性
の
増
加

会
計
事
務
の
意
義

会
計
事
務
研
究
の
鋤
機

会
計
事
務
研
究
の
態
度

内
部
統
制
問
題
と
会
計
事
務
の
研
究

結
　
　
　
　
　
　
語

一　47　一一

　
経
営
内
部
に
お
け
る
事
務
遂
行
様
式
或
は
手
順
の
研
究
は
、
最
近
、
著
し
く
重
要
視
さ
れ
つ
＆
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
し
た
問
題
に
つ

い
て
は
最
も
早
く
か
ら
積
極
的
な
関
心
を
示
し
来
っ
た
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
さ
え
も
、
最
近
、
各
種
の
文
献
に
事
務
費
用
切
下
の
問
題
に
関

連
し
て
事
務
改
善
の
必
要
を
説
い
て
居
る
の
を
見
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
こ
の
種
の
問
題
に
は
比
較
的
関
心
の
薄
い
と
見
ら
れ
る
イ
ギ
リ
ス

で
も
、
コ
ス
ト
・
ア
カ
ウ
ン
タ
ン
ト
誌
　
（
日
ず
O
（
W
◎
ω
叶
》
O
O
O
賃
口
仲
9
コ
け
）
は
昨
年
八
月
号
及
び
十
月
号
の
二
回
に
亘
っ
て
殆
ど
連
続
的
に
ご

　
　
　
会
計
事
務
考
察
の
立
場



　
　
　
会
計
事
務
考
察
の
立
場

の
課
題
に
関
説
す
る
二
つ
の
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
事
務
遂
行
様
式
、
特
に
手
順
（
O
由
o
o
寄
0
8
像
霞
Φ
）
に
関
す
る
研
究
が
こ
の
よ
う
に
最
近
特
に
問
題
と
さ
れ
る
に
到
っ
て
い
る
理
由
と
し

て
は
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
を
通
じ
て
、
戦
時
・
戦
後
に
亘
っ
て
顕
著
に
認
め
ら
れ
つ
二
あ
る
と
こ
ろ
の
事
務
職
員
の
増
大
、
官
庁
両
諸

書
類
の
増
加
の
両
種
の
原
因
に
基
く
事
務
費
用
の
急
激
な
膨
脹
と
事
務
量
の
異
常
な
上
昇
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
ア
メ
リ
カ

　
で
は
人
口
百
万
中
に
占
め
る
事
務
人
ロ
は
一
九
三
〇
年
に
は
五
六
、
一
〇
〇
、
四
〇
年
に
は
八
三
、
九
〇
〇
、
五
〇
年
に
は
一
〇
二
、
0
0
0

と
発
表
さ
れ
義
嘘
叉
・
霧
繋
の
霧
職
員
に
対
す
る
割
合
は
戦
前
に
は
一
対
九
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
整
対
四
に
増
加
し
た
・
言

わ
れ
て
麗
そ
の
割
盒
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
対
五
・
五
か
ら
寿
四
・
吾
上
昇
し
て
い
る
・
記
さ
れ
て
審
更
に
別
の
調
査
に
・
れ

ぽ
、
ア
メ
リ
カ
、
エ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
け
る
諸
種
の
経
営
に
関
す
る
従
業
員
数
の
一
九
五
〇
年
及
び
五
一
年
の
両
年
度
の
調
査
結
果
を
比

較
し
て
、
生
産
現
場
関
係
者
は
こ
の
間
七
％
の
増
加
を
見
て
い
る
に
対
し
て
係
長
（
ω
二
〇
①
目
く
H
ω
O
N
団
）
を
除
く
他
の
事
務
関
係
職
員
は
九
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

め
増
加
を
示
し
て
お
り
、
こ
こ
に
も
事
務
人
口
の
増
大
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
官
庁
関
係
へ
の
提
出
諸
書
類
の
増
［
加
に
関
し

　
て
は
、
こ
れ
を
具
体
的
に
示
す
数
字
は
得
ら
れ
な
い
が
、
然
し
一
般
的
に
明
か
に
そ
の
事
実
を
強
調
す
る
文
献
は
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の

　
　
　
　
（
註
5
）

　
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
両
月
の
原
因
に
基
く
事
務
費
用
の
増
加
は
、
た
と
え
ぽ
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
四
〇
年
か
ら
五
〇
年
に
到
る
十
年
間
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

経
営
総
費
用
の
中
に
占
め
る
事
務
費
用
の
割
合
が
、
三
三
％
か
ら
三
七
％
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
諸
資
料
の
示
す
数
字
に
つ
い
て
は
仔
細
に
検
討
す
べ
き
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
然
し
数
字
の
信
頼
性
と
は
別
個
に
こ
れ
ら
の
事
実

そ
の
も
の
は
こ
れ
を
認
め
て
差
支
え
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
そ
う
し
て
こ
の
種
の
事
実
は
恐
ら
く
我
が
国
に
お
い
て
も
認
め
る
こ
と
が
出
来

　
る
も
の
で
あ
ら
う
。
我
が
国
で
は
戦
時
及
び
終
戦
直
後
の
事
情
に
比
し
て
、
最
近
官
庁
的
諸
統
制
が
緩
和
さ
れ
、
官
庁
関
係
書
類
の
減
少
が

想
像
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
然
し
現
状
は
そ
れ
と
は
全
く
反
対
に
、
官
庁
よ
り
の
要
請
に
係
る
諸
資
料
の
提
供
を
初

一48一



あ
と
し
て
、
特
に
増
資
・
社
債
発
行
に
際
し
て
は
関
係
諸
書
類
の
作
成
に
関
連
し
て
事
務
量
は
却
っ
て
煩
わ
し
い
迄
に
増
加
し
て
い
る
こ
と

．
が
関
係
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
尤
も
か
エ
る
事
務
費
用
の
増
加
は
絶
対
的
な
事
．
実
と
し
て
、
そ
れ
自
体
の
持
つ
重
要
性
か
ら
、
そ
の
検
討
を
必
要
な
ら
し
め
て
い
る
も

の
で
あ
る
と
と
も
に
、
更
に
よ
り
強
く
は
戦
後
の
生
産
減
退
に
伴
う
利
潤
率
低
下
の
事
実
と
の
比
較
の
上
に
相
対
的
意
味
に
お
い
て
問
題
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

ぜ
ら
れ
る
も
の
と
説
く
人
も
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
こ
れ
が
近
時
に
お
け
る
事
務
分
析
や
事
務
的
プ
ロ
セ
デ
ェ
ア
研
究
の
重
要
な
動
機
と

・
な
っ
て
い
る
こ
と
は
争
う
べ
く
も
な
い
。
然
し
な
が
ら
そ
れ
ら
と
並
ん
で
同
様
に
強
調
せ
ら
れ
る
べ
き
重
要
な
原
因
の
一
と
し
て
、
我
々
は

、
最
近
我
が
国
で
も
特
に
関
心
を
惹
き
つ
エ
あ
る
管
理
組
織
の
研
究
の
計
器
な
展
開
を
挙
げ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
管
理

’
組
織
の
研
究
は
具
体
的
に
は
所
謂
「
内
部
統
制
組
織
」
の
研
究
を
中
心
と
し
て
採
上
げ
て
い
る
が
、
こ
の
中
心
問
題
は
、
我
が
国
で
は
昨
年

－
十
一
月
、
通
産
省
産
業
合
理
化
審
議
会
に
よ
っ
て
、
二
っ
て
発
表
せ
ら
れ
た
「
企
業
に
お
け
る
内
部
統
制
に
つ
い
て
」
に
続
く
「
内
部
統
制

の
実
施
に
関
す
る
手
続
要
領
」
（
案
）
が
脱
稿
し
、
今
日
正
に
そ
の
公
表
を
見
ん
と
す
る
迄
に
積
極
的
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

、
最
近
こ
の
「
実
施
要
領
」
の
発
表
に
先
立
っ
て
、
紹
介
的
意
味
か
ら
執
筆
せ
ら
れ
た
数
々
の
文
献
か
ら
推
し
て
も
、
そ
こ
に
事
務
改
善
の
問

」
題
が
当
然
採
上
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
指
摘
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
会
計
事
務
は
こ
の
事
務
研
究
乃
至
事
務
手
順
問
題
の
吟
味
の
一
環
と
し
て
、
当
然
、
注
目
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う

迄
も
な
い
。
そ
れ
は
ひ
と
り
凡
そ
会
計
事
務
が
事
務
一
般
の
中
に
分
類
上
包
摂
せ
ら
れ
る
と
い
う
意
味
か
ら
出
発
し
て
指
摘
せ
ら
れ
る
に
は

止
ら
ず
、
寧
ろ
我
々
が
や
が
て
後
に
明
か
に
す
る
よ
う
に
、
会
計
事
務
の
性
質
そ
の
も
の
か
ら
来
る
本
質
的
な
問
題
と
し
て
、
そ
れ
が
広
く

事
務
二
般
と
関
連
的
に
検
討
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
実
に
基
く
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
こ
と
か
ら
、
我
々
に
お
い
て
は
、
会
討

事
務
の
研
究
は
以
上
の
如
き
事
務
一
般
の
研
究
の
一
環
と
し
て
の
み
展
開
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
は
限
ら
ず
、
実
に
そ
れ
自
体
を
固
有
の
問

　
　
　
会
計
事
務
考
察
の
立
場
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会
計
事
務
考
察
の
立
場

題
と
し
て
採
上
げ
る
こ
と
も
可
能
と
さ
れ
る
点
が
重
視
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
x
も
に
、
併
せ
て
、
そ
の
場
合
に
も
前
者
に
お
け

る
と
同
様
に
問
題
は
事
務
一
般
と
の
関
連
に
お
い
て
正
し
く
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
会

計
事
務
の
問
題
は
か
x
る
固
有
の
問
題
と
し
て
検
討
さ
れ
、
然
る
後
に
そ
の
研
究
が
経
営
内
事
務
過
程
の
綜
合
的
研
究
の
中
に
有
機
的
に
採

入
れ
ら
れ
て
の
み
、
よ
く
真
の
解
明
の
齎
さ
れ
る
所
以
を
明
か
に
す
る
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
註
1
）
　
d
●
ω
●
切
口
屋
β
。
ロ
。
陥
O
①
ロ
の
虞
の
に
よ
る
。
6
げ
の
切
邑
Φ
賦
P
O
田
8
9
田
口
p
。
瞬
Φ
日
。
響
け
b
の
ω
O
O
冨
銘
O
口
O
h
O
試
8
ぴ
q
ρ
Z
O
く
壱
H
り
α
ド

　
（
註
2
）
　
冒
冨
H
●
≦
、
’
閉
2
①
び
呂
9
。
昌
餌
ぴ
q
①
日
。
再
男
①
く
凶
Φ
き
】
）
8
・
》
H
逡
『
・

　
（
註
3
）
諺
b
●
呂
8
昏
ざ
O
。
馨
園
。
合
a
。
♪
日
犀
①
O
。
警
ぎ
8
巨
3
ロ
♂
＜
・
ポ
。
。
μ
Z
9
。
。
・
》
轟
・
口
。
帆
鱒
も
・
。
。
目
・

　
（
註
4
）
国
暑
8
8
ロ
霞
9
げ
琶
器
ω
ω
只
。
8
臼
β
呂
き
儂
①
日
⑦
口
ぼ
菊
①
馨
電
鍵
睾
H
O
㎝
b
。
・

　
ハ
諮
5
）
　
℃
．
2
●
毒
①
げ
0
5
冒
．
”
芝
避
ω
8
0
0
昌
貫
O
ポ
国
。
。
3
蓋
置
ダ
O
H
団
一
一
日
ぎ
舞
①
勺
鋤
ロ
魯
毛
O
目
配
8
、
　
］
≦
O
侮
①
鴇
ロ
切
9
ω
ぼ
①
ω
の
℃
触
O
O
①
血
圧
同
Φ
”
日
げ
①
臼
O
霞
目
銑
O
簡
》
8
0
瓢
㌣

　
　
3
⇔
o
ざ
く
o
r
㊤
劇
・
句
巳
ざ
H
㊤
α
b
Q
●

　
（
謡
6
）
国
・
Ω
●
ヨ
簿
9
。
鵠
…
芝
冨
け
。
昌
び
①
住
。
昌
①
8
冨
讐
。
く
①
。
窪
8
8
魯
β
。
ぎ
ロ
ρ
ピ
き
β
。
二
目
①
碁
寄
≦
。
ヨ
》
薦
‘
6
α
b
。
．
Ψ
α
8
●

　
（
註
7
）
冒
百
植
》
・
属
き
身
し
ご
O
器
①
国
巷
豊
窪
8
巴
口
O
田
8
0
8
け
園
Φ
含
a
8
眉
目
O
も
●
。
。
．

　
〈
謎
8
）
　
「
内
部
統
制
の
実
施
に
関
す
る
手
続
要
領
」
特
集
、
産
業
経
理
、
箆
一
三
巻
第
二
号
。
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と
こ
ろ
で
問
題
の
展
開
に
先
立
っ
て
、
我
々
は
予
め
「
会
計
事
務
」
の
意
味
を
明
か
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ら
う
。
こ
こ
で
「
会
計
事

務
」
と
は
、
本
来
、
一
定
の
会
計
機
構
と
職
制
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
内
部
で
行
わ
れ
る
会
計
的
記
録
・
計
算
・
照
合
の
為
の
事
務
を
指

・
す
も
の
で
あ
る
。
会
計
機
溝
は
一
定
の
計
算
目
的
を
基
礎
と
し
、
一
定
の
計
算
対
象
を
措
定
し
て
、
そ
の
増
減
変
化
の
把
握
の
時
期
及
び
方

法
を
確
定
し
、
　
一
定
の
記
録
・
計
算
様
式
に
従
っ
て
、
そ
の
把
握
の
結
果
を
記
録
・
計
算
す
る
と
x
も
に
、
　
一
定
の
様
式
の
下
に
記
録
・
計



、
算
の
結
果
に
つ
い
て
照
合
を
行
う
一
、
こ
れ
ら
の
諸
要
素
の
全
体
か
ら
組
成
せ
ら
れ
た
経
営
計
理
体
系
を
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

具
体
的
に
は
経
理
規
程
に
よ
つ
て
そ
の
集
約
的
形
態
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
か
エ
る
会
計
機
溝
は
も
と
よ
り
一
定
の
職
制
と
の
関
連
の
下

に
設
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
両
者
は
常
に
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
密
接
な
関
連
が
あ
る
も
の
と
は
限
ら
ず
、
た
と
え
ば
会
計
機
構
が

職
制
と
別
個
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
叉
こ
れ
に
よ
っ
て
会
計
機
溝
の
変
改
が
行
わ
れ
て
も
職
制
の
上
に
は
何
等
の
変
化
も
齎
さ
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
得
る
。
こ
の
丁
合
に
は
結
果
的
に
は
改
革
さ
れ
た
会
計
機
構
が
従
前
の
職
制
に
よ
っ
て
十
分
に
運
用
せ
ら
れ
る
と
の
事
実
が

肯
定
さ
れ
て
い
る
と
も
見
ら
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
厳
密
に
は
そ
れ
を
会
計
機
構
と
職
制
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
意
識
的
な
考
慮
の
所
産
で

あ
る
と
言
い
得
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
然
し
こ
う
し
た
両
者
の
関
係
が
合
理
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
会
計
事
務
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
が
現
存
の
両
要
素
を
前
提
と
し
て
の
経
営
内
計
理
的
作
業
乃
至
作
業
内
容
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

　
然
し
こ
の
よ
う
な
「
会
計
事
務
」
も
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
荷
、
不
明
確
な
る
も
の
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
今
日
、
内

学
統
制
問
題
に
関
す
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
来
る
に
従
っ
て
、
「
会
計
事
務
」
の
内
容
が
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
明
確
化
さ
れ
て
来
て
は
い
る

が
、
叉
他
の
意
味
に
お
い
て
は
却
っ
て
曖
昧
化
さ
れ
て
来
つ
玉
あ
る
こ
と
に
基
く
。
我
々
は
内
部
統
制
問
題
に
関
連
し
て
漸
次
明
確
に
さ
れ

て
来
た
も
の
の
一
に
、
財
務
部
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
部
と
の
事
務
分
掌
関
係
に
関
す
る
規
定
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
の
両
者
は
そ
れ

・
み
＼
所
謂
「
財
務
執
行
」
と
「
計
算
統
制
」
と
の
両
職
能
を
分
担
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
現
金
お
よ
び
有
価
証
券
の
保
管
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
－
）

納
、
な
ら
び
に
買
掛
債
務
の
麦
払
お
よ
び
売
掛
債
権
の
回
収
に
対
す
る
信
用
処
理
」
を
財
務
部
に
専
管
せ
し
め
て
、
そ
の
機
能
を
主
と
し
て

．
経
営
財
務
流
動
性
の
維
持
に
係
ら
し
め
る
と
Σ
も
に
、
他
方
、
経
冨
の
全
心
的
管
理
を
計
算
的
統
制
の
基
礎
の
上
に
実
施
す
る
為
の
ト
ッ

プ
・
マ
ネ
イ
ジ
メ
ン
ト
輔
佐
機
関
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
部
を
持
と
う
と
す
る
着
想
に
出
た
も
の
で
あ
り
、
我
が
国
に
お
け
る
通
産
省

案
「
内
部
統
制
実
施
要
領
」
．
の
構
想
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
衆
知
の
如
く
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
財
務
執
行
に
伴
う
事
務
は
「
出
納
保
管

　
　
　
会
計
∵
事
務
考
察
の
立
場
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会
計
塞
二
務
考
察
・
の
立
場

事
務
」
（
O
旨
。
経
9
口
の
ゴ
甘
）
と
言
わ
れ
、
叉
そ
れ
は
「
会
計
事
務
」
（
》
0
8
q
コ
賦
コ
ひ
q
）
と
は
別
個
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
上
述
の
と
こ
ろ
と
関
連
し
て
、
「
会
計
事
務
」
は
恰
も
計
算
統
制
事
務
に
該
当
す
る
か
の
如
く
に
考
え
ら

れ
る
根
拠
が
存
す
る
。
こ
の
限
り
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
従
来
会
計
担
当
部
課
が
こ
れ
ら
両
機
能
を
併
合
的
に
担
当
し
て
来
た
こ
と
か
ら
生

じ
る
、
「
会
計
事
務
」
の
内
容
の
広
斜
な
理
解
を
反
省
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
「
会
計
事
務
」
の
内
容
は
、
そ
れ
だ

け
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
他
面
に
お
い
て
か
く
の
如
く
規
定
さ
れ
た
「
会
計
事
務
」
と
「
計
算
的
統
制
」

と
の
関
係
を
吟
味
す
る
時
、
そ
こ
に
は
「
会
計
事
務
」
の
内
容
が
逆
に
不
明
瞭
な
ら
し
あ
ら
れ
つ
x
あ
る
事
情
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
蓋

し
財
務
執
行
と
対
立
せ
し
め
ら
れ
た
計
算
的
統
制
は
、
端
的
に
言
っ
て
会
計
を
中
心
と
す
る
計
数
に
よ
る
経
営
諸
活
動
の
管
理
的
統
制
を
意

点
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
種
の
思
想
は
や
が
て
内
部
統
制
問
題
に
お
け
る
「
会
計
」
の
概
念
の
規
定
の
仕
方
を
「
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
3
）

的
な
統
計
的
計
数
も
多
く
こ
れ
に
含
め
て
考
え
る
」
方
向
に
導
き
、
か
く
て
「
会
計
事
務
」
は
自
ら
計
数
的
統
制
に
関
連
す
る
極
め
て
広
般

な
事
務
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
「
会
計
事
務
」
の
概
念
は
一
方
に
お
い
て
は
従
来
の
財
務
執
行
的

事
務
を
捨
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
醇
化
の
過
程
に
置
か
れ
つ
二
、
他
方
に
お
い
て
は
新
に
統
計
的
事
務
を
も
包
摂
し
て
曖
昧
化
の
過
程
に
置

か
れ
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
我
々
に
お
い
て
は
「
会
計
事
務
」
の
概
念
の
規
定
は
、
当
然
「
会
計
」
の
概
念
か
ら
明
確
な
ら
し
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

・
そ
の
揚
合
に
は
先
づ
「
会
計
」
は
経
営
に
お
け
る
有
機
的
体
系
に
基
く
綜
合
的
計
算
と
考
え
る
。
そ
こ
で
は
会
計
が
本
来
的
に
は
何
等
価
値

計
算
た
る
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
然
し
価
値
計
算
は
本
質
上
綜
合
計
算
的
性
格
を
帯
び
易
く
、
叉
そ
れ
が
綜
合
的
要
素

を
内
包
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
有
機
的
計
算
体
系
の
生
れ
る
根
拠
も
極
め
て
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
現
実
に
は
、
自
然
に
、
価

値
計
算
は
会
計
概
念
と
最
も
緊
密
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
叉
、
会
計
は
、
元
来
必
ず
し
も
持
続
的
計
算
た
る
こ
と
を
必
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要
と
し
な
い
が
、
持
続
的
計
算
で
あ
れ
ば
あ
る
程
に
、
最
も
重
要
な
会
計
形
態
が
生
れ
る
可
能
性
が
そ
れ
だ
け
大
き
い
と
言
え
る
。
叉
、
等

し
く
価
値
計
算
に
属
す
る
も
の
の
中
で
も
、
損
益
計
算
や
財
産
計
算
が
最
も
よ
く
綜
合
性
・
有
機
的
体
系
性
・
持
続
性
に
富
む
と
こ
ろ
が
ら
，

こ
こ
に
現
実
に
は
損
益
計
算
並
び
に
財
産
計
算
の
両
者
が
会
計
の
最
も
重
要
な
形
態
と
な
り
、
経
営
に
お
け
る
損
益
計
算
及
び
財
産
計
算
の

重
要
性
と
相
挨
っ
て
、
こ
こ
に
会
計
は
我
々
が
普
通
に
解
す
る
通
り
、
損
益
－
従
っ
て
資
本
一
及
び
財
産
の
計
算
と
規
定
さ
れ
る
に
到
、

る
の
で
あ
る
。
次
に
こ
の
会
計
概
念
の
中
に
示
さ
れ
た
「
計
算
」
の
意
味
が
問
題
と
な
る
が
、
我
々
が
既
に
掲
げ
た
と
こ
ろ
が
ら
も
推
察
出

来
る
通
り
、
会
計
は
一
般
的
に
計
算
の
一
種
と
し
て
、
そ
こ
に
計
算
目
的
の
設
定
、
対
象
の
措
定
、
対
象
増
減
把
握
方
法
の
確
定
、
そ
の
結

果
の
一
定
様
式
に
基
く
記
録
・
計
算
・
照
合
と
い
う
諸
要
素
に
よ
っ
て
現
実
に
実
施
せ
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
計
算
」
に
関

し
て
は
広
狭
両
意
義
に
よ
る
理
解
が
可
能
と
さ
れ
る
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
る
が
、
広
義
に
お
い
て
は
以
上
の
諸
要
素
よ
り
構
成
せ
ら
れ
た
全

体
が
「
計
算
」
と
称
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
狭
義
に
お
い
て
は
斗
箕
対
象
の
変
化
の
把
握
及
び
そ
の
結
果
の
記
録
・
計
算
・
照
合
過
程
を

指
す
も
の
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
唯
、
こ
の
後
者
に
あ
っ
て
は
「
記
録
」
は
「
計
算
」
の
為
の
補
助
叉
は
予
備
的
行
為
で
あ
り
、
「
照

合
」
は
「
計
算
」
の
確
認
的
行
為
で
あ
る
か
ら
、
狭
義
「
計
算
」
の
本
質
は
計
算
対
象
の
変
化
の
把
握
と
そ
の
結
果
の
一
定
様
式
に
よ
る
計

算
実
施
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
か
x
る
計
算
対
象
は
、
計
算
目
的
が
現
実
に
は
損
益
計
算
乃
至
財
産
計
算
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
そ
の
最
も
普
遍

的
な
も
の
と
し
て
、
資
本
と
財
産
の
両
者
を
規
定
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
従
っ
て
以
上
の
諸
点
か
ら
「
会
計
」
は
損
益
計
算
乃
至
財
産
計

算
の
為
の
資
本
乃
至
財
産
の
変
動
把
握
と
一
定
様
式
に
基
く
計
算
で
あ
り
、
「
会
計
事
務
」
は
こ
れ
に
関
す
る
作
業
内
容
と
言
え
る
。
さ
て
こ
・

の
よ
う
な
「
会
計
事
務
」
は
経
営
内
に
お
け
る
計
算
制
度
の
体
系
に
関
連
し
て
会
計
の
占
め
る
地
位
に
規
定
せ
ら
れ
て
、
更
に
次
の
如
き
種

々
の
内
容
に
分
た
れ
る
。
即
ち
期
間
・
綜
合
損
益
計
算
に
関
連
し
て
、
事
前
計
算
的
「
予
算
」
と
事
後
計
算
的
「
一
般
会
計
」
、
給
付
単
位
計

　
　
　
会
計
事
務
考
察
の
立
場
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会
計
事
・
務
考
察
の
立
場

算
に
関
連
し
て
事
前
計
算
的
「
標
準
原
価
計
算
」
と
事
後
計
算
的
「
原
価
計
算
」
、
並
び
に
照
合
計
算
と
し
て
「
監
査
」
、
こ
れ
を
更
に
分
っ
て

計
算
技
術
的
照
合
と
し
て
の
所
謂
「
監
査
」
と
、
事
前
・
事
後
計
算
間
の
照
合
と
し
て
の
「
差
異
分
析
」
－
現
実
に
は
こ
れ
は
給
付
単
位

計
算
に
関
連
し
て
採
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
従
っ
て
「
差
異
分
析
」
は
普
通
は
標
準
原
価
制
度
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
理
解
さ
れ
る
の
が

例
で
あ
る
一
の
二
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
有
す
る
計
算
作
業
が
「
会
計
事
務
」
の
具
体
的
内
容
と
規
定
さ
れ
る
わ
け
・

で
あ
っ
て
、
従
っ
て
こ
れ
を
前
述
の
財
務
執
行
に
対
す
る
計
算
的
統
制
事
務
と
対
応
せ
し
め
る
な
ら
ば
、
会
計
事
務
は
統
制
の
為
の
計
算
的

諸
資
料
の
作
成
に
関
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
統
制
そ
の
も
の
と
は
別
個
の
範
疇
に
属
し
、
且
つ
統
制
的
資
料
と
し
て
普
通
に
指
摘
さ
れ
る

統
計
資
料
の
作
成
も
、
そ
の
通
常
の
意
味
に
お
い
て
は
会
計
事
務
と
は
別
に
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
然
し
そ
れ
と
、
現
実

の
経
営
計
算
機
構
や
組
織
の
確
立
に
当
っ
て
、
会
計
事
務
遂
行
の
機
構
や
組
織
の
中
に
統
計
資
料
作
成
事
務
が
関
連
的
・
附
随
的
に
採
入
れ

ら
れ
る
こ
と
と
は
自
ら
別
個
の
問
題
で
あ
る
。

　
か
く
て
我
々
は
「
会
計
事
務
」
を
「
会
計
」
的
経
営
活
動
遂
行
の
為
の
作
業
内
容
と
規
定
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
当
然
に
職
能
論
一

般
に
お
け
る
と
同
じ
く
管
理
（
跨
山
房
一
嵩
一
の
け
同
僧
什
一
〇
昌
）
・
運
営
（
録
9
ご
麟
ひ
q
①
B
Φ
暑
）
・
作
業
（
O
O
Φ
憎
9
江
。
昌
）
の
三
職
能
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出

　
（
註
4
）

来
る
。
会
計
事
務
遂
行
の
為
の
基
準
を
決
定
し
、
そ
の
計
算
機
構
を
確
立
す
る
と
Σ
も
に
、
事
務
担
当
者
の
採
択
・
そ
の
相
互
間
の
協
調
関

係
の
確
保
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
決
定
（
H
）
①
O
一
ω
一
〇
b
［
）
・
組
織
（
O
お
9
巳
風
目
ひ
q
）
・
調
整
（
O
o
o
門
岳
口
9
江
。
昌
）
的
諸
職
能
と
し
て
管
理
職
能
に

包
括
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
前
提
の
下
に
会
計
事
務
の
現
実
の
遂
行
に
必
要
な
る
諸
要
素
を
計
劇
的
に
準
備
・
配
列
し
、
事
務

遂
行
過
程
の
指
揮
・
監
督
に
当
る
こ
と
は
、
企
劃
（
勺
冨
昌
昌
貯
ぴ
q
）
・
指
揮
・
監
督
（
O
ぼ
Φ
o
口
O
旨
）
職
能
と
し
て
人
々
の
言
う
経
営
職
能
、
筆

者
の
言
う
運
営
職
能
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
う
し
て
会
計
事
務
の
現
実
の
執
行
過
程
そ
の
も
の
は
作
業
職
能
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
諸
職
能
は
会
計
事
務
を
問
題
と
す
る
場
合
、
当
然
考
察
の
対
象
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
然
し
会
計
事
務
は
そ
れ
が
「
事
務
」
と
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称
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
特
に
こ
の
最
後
の
も
の
、
即
ち
現
実
の
会
計
事
務
遂
行
職
能
と
関
係
し
て
把
握
せ
ら
れ
る
可
能
性
の
大
き
い
こ
と

は
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
会
計
事
務
は
会
計
事
務
執
行
過
程
と
し
て
示
さ
れ
る
現
実
の
執
行
的
作
業
内
容
を
客
観
的

に
把
握
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
客
観
的
な
作
業
内
容
は
、
特
に
会
計
事
務
に
関
連
し
て
は
、
一
定
の
客
観
化
さ
れ
た
基
準
を

激
っ
て
示
さ
れ
る
可
能
性
が
多
い
。
即
ち
そ
れ
は
現
実
に
は
経
営
内
経
理
規
程
と
し
て
把
握
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
会
計
事
務
の
最
も
直
接

的
且
つ
具
体
的
な
把
握
は
、
か
Σ
る
経
営
に
お
け
る
経
理
規
程
の
考
察
に
よ
っ
て
可
能
と
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
会
計
事
務
の
検
討
を
企
図

す
る
我
々
に
お
い
て
は
、
自
然
に
、
か
x
る
経
営
内
経
理
規
程
に
最
も
手
近
な
具
体
的
手
が
か
り
が
求
め
ら
れ
る
と
x
も
に
、
そ
れ
か
ら
進

ん
で
、
や
が
て
は
よ
り
広
般
な
他
の
会
計
事
務
的
二
職
能
と
の
綜
合
的
な
理
解
が
企
て
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
両
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

の
関
係
に
つ
い
て
は
筆
者
が
別
の
機
会
に
所
見
を
明
か
に
す
る
予
定
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
一
応
問
題
を
会
計
事
務
の
執
行
的
側
面
の
み
に

限
定
し
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
X
し
た
い
。

　
（
註
1
）
　
右
川
栄
一
教
授
「
内
部
統
制
『
手
続
要
領
』
の
要
点
」
産
業
経
理
、
第
十
三
巻
第
二
号
、
三
二
頁
。

　
（
註
2
）
同
上
。

　
（
註
3
）
　
例
え
ば
古
川
栄
一
教
授
、
溝
口
一
雄
助
教
授
「
コ
ン
ト
戸
i
ラ
ー
制
度
」
昭
和
二
十
七
年
、
八
六
頁
。

　
（
註
4
）
　
経
営
に
お
け
る
諸
職
能
を
こ
の
よ
う
に
重
層
的
に
解
し
よ
う
と
す
る
立
場
は
藻
利
教
授
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
同
教
授
「
経
営
管
理
総
論
」
昭
和
二
十
三
年
、

　
　
四
三
頁
。
爾
、
拙
著
「
経
営
学
総
論
」
昭
和
二
十
八
年
、
一
五
〇
頁
参
照
。

　
（
註
5
）
　
拙
稿
「
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
プ
戸
セ
デ
ェ
ア
設
定
の
組
織
」
神
戸
経
済
大
学
五
拾
周
年
記
念
論
文
集
U
（
仮
名
、
近
刊
）
。

一55一

三

さ
て
以
上
の
如
き
「
会
計
事
務
」
に
関
す
る
検
討
は
、
従
来
、
極
め
て
限
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
し
か
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。
そ
の
恐
ら
く
唯
一
の
揚
合
と
も
見
ら
れ
る
の
は
、
経
理
規
程
の
作
成
・
改
正
に
関
す
る
時
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
然

　
　
　
会
計
事
務
考
察
の
立
場



　
　
　
会
計
事
務
考
察
の
立
場

し
経
理
規
程
の
作
成
に
際
し
て
も
、
そ
の
多
く
の
揚
錨
に
は
、
会
計
事
務
は
極
め
て
粗
放
鰍
に
検
討
せ
ら
れ
た
に
止
り
、
こ
れ
を
そ
の
目
的
、

に
即
し
て
合
理
的
に
分
析
・
吟
昧
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
の
が
寧
ろ
普
通
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
会
計
事
務
」
が
「
事
後
計
算
的
野
要
素

に
重
点
を
置
い
た
場
合
に
特
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
蓋
し
会
計
の
事
後
計
算
的
性
格
が
、
会
計
を
以
て
経
営
の
他
の
諸
活
動
、
，

即
ち
販
売
・
仕
入
・
製
造
・
給
与
支
払
等
々
の
業
務
活
動
に
対
し
て
そ
の
活
動
成
果
の
整
理
的
側
面
を
担
当
す
る
も
の
と
し
て
、
終
始
こ
れ

ら
の
活
動
に
対
す
る
従
属
的
関
係
に
置
い
て
考
察
さ
れ
る
結
果
を
齎
し
た
為
に
外
な
ら
な
い
。
あ
る
実
務
家
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
従
来
会
計

事
務
の
改
善
に
当
っ
て
障
害
的
要
素
と
し
て
作
用
し
た
諸
事
項
を
検
討
す
れ
ば
、
そ
こ
で
は
会
計
事
務
は
企
業
の
目
的
た
る
本
来
的
業
務
に

附
随
す
る
も
の
で
あ
り
、
会
計
事
務
を
行
う
た
め
に
か
x
る
業
務
が
あ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
関
係
が
会
計
事
務
改
善
の
限
界
を
劃
し
て
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
工
）

た
よ
う
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
明
か
に
上
述
の
事
実
を
意
昧
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
会
計
が
事
後

計
算
性
格
を
与
え
ら
れ
る
に
止
っ
て
い
る
限
り
、
そ
の
事
務
遂
行
は
業
務
活
動
に
よ
っ
て
支
配
せ
ら
れ
る
結
果
、
会
計
事
務
の
改
善
そ
の
も

の
に
自
主
性
や
積
極
性
が
失
わ
れ
、
安
易
な
る
取
扱
い
や
、
軽
視
の
傾
向
の
生
ず
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
こ
れ
が
従
来
の
会
計
事
務
に
関
す

る
検
討
を
低
調
た
ら
し
め
て
来
た
こ
と
は
争
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
実
が
延
い
て
会
計
事
務
担
当
者
の
性
格
を
し
て
一
般
的

に
保
守
化
乃
至
消
極
化
せ
し
め
て
ゆ
く
で
あ
ら
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
出
来
る
。
然
し
他
面
に
お
い
て
会
計
が
正
確
性
と
精
密
性
と
を
尊
重

し
、
迅
速
を
第
二
義
的
に
考
慮
す
る
傾
向
を
伴
い
易
い
こ
と
が
、
会
計
事
務
の
検
討
や
会
計
事
務
担
当
者
の
性
格
に
お
け
る
消
極
性
の
原
因

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
併
せ
て
指
摘
出
来
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
て
、
上
述
の
会
計
事
務
の
経
営
業
務
活
動
に
対
す
る
従
属
性
を
説
い
た
実
務

家
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
会
計
事
務
の
処
理
に
は
「
必
要
以
上
の
細
心
な
手
続
が
と
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
を
必
要
且
っ
充
分
な
程
、

度
の
手
続
に
改
め
る
こ
と
は
、
一
応
理
論
上
納
得
出
来
て
も
、
何
か
不
安
な
感
じ
が
す
る
た
め
に
、
三
々
実
現
出
来
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
読
2
）

そ
の
経
験
を
記
し
て
い
る
。
然
も
こ
の
会
計
事
務
の
正
確
性
に
対
す
る
要
請
は
、
更
に
会
計
事
務
担
当
者
そ
の
も
の
の
選
択
に
当
っ
て
性
格
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的
に
慎
重
性
に
富
む
者
を
適
任
と
考
え
る
結
果
と
も
な
り
、
か
く
て
会
計
事
務
担
当
者
は
既
述
の
如
き
後
天
的
意
味
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず

先
天
的
な
濫
費
に
お
い
て
も
現
状
維
持
的
態
度
を
持
す
る
こ
と
N
な
り
易
い
の
で
あ
る
。
会
計
事
務
の
検
討
が
そ
の
目
的
に
即
し
て
あ
く
迄

も
合
理
的
・
積
極
的
態
度
を
以
て
展
開
せ
ら
れ
な
か
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
外
に
も
そ
の
原
因
を
尋
ね
る
こ
と
が
不
可
能
で
は
な

い
。
例
え
ば
従
来
の
会
計
に
見
ら
れ
た
所
謂
「
保
守
主
義
」
的
会
計
に
立
脚
す
る
「
用
心
の
原
則
」
を
金
科
玉
条
と
す
る
会
計
思
想
、
或
は
、

一
般
的
に
、
生
産
活
動
、
販
売
活
動
に
お
け
る
合
目
的
々
・
合
計
劃
的
・
合
理
主
義
的
研
究
が
事
務
活
動
の
面
に
お
い
て
は
荷
十
分
に
成
熟

せ
し
め
ら
れ
る
に
は
到
っ
て
い
な
い
こ
と
、
却
ち
生
産
過
程
に
お
い
て
は
機
械
や
人
聞
労
働
に
よ
る
作
業
が
そ
れ
自
体
客
観
的
な
も
の
と
し

て
自
立
化
せ
ら
れ
、
人
間
の
個
性
や
主
観
を
離
れ
て
あ
く
迄
も
客
観
的
に
検
討
せ
ら
れ
て
そ
の
改
善
が
企
図
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
関
係
が
、

人
間
労
働
を
寧
ろ
野
心
と
す
る
事
務
過
程
の
面
に
お
い
て
は
未
だ
醸
成
せ
し
め
ら
れ
る
に
到
っ
て
い
な
い
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
か
く
て

こ
れ
ら
を
綜
合
す
れ
ば
、
「
会
計
事
務
」
　
の
検
討
に
つ
い
て
見
ら
れ
た
従
来
の
安
易
性
や
軽
視
性
は
、
会
計
事
務
、
従
っ
て
経
営
の
全
過
程

の
両
者
に
お
け
る
客
観
的
管
理
機
構
の
未
成
熟
の
結
果
に
外
な
ら
ず
、
こ
れ
を
解
決
す
る
も
の
は
当
然
に
生
産
過
程
に
お
い
て
そ
れ
が
契
機

と
な
っ
て
客
観
的
機
構
確
立
の
端
緒
が
得
ら
れ
た
よ
う
に
、
や
は
り
会
計
を
初
め
と
す
る
一
般
事
務
過
程
へ
の
機
械
の
導
入
と
、
そ
れ
に
よ

っ
て
完
成
さ
れ
る
経
営
の
金
過
程
の
機
械
化
・
機
構
化
の
全
面
的
な
成
熟
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
経
理
規
程
の
作
成
・
改
正
と
並
ん
で
、
従
来
、
会
計
事
務
検
討
の
契
機
を
与
え
来
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
外
に
は

会
計
事
務
そ
れ
自
体
の
能
率
化
へ
の
企
図
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
通
常
、
金
銭
収
支
の
迅
速
な
遂
行
へ
の
希
望
と
結
合
的

に
齎
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
金
銭
支
払
事
務
の
迅
速
化
は
一
面
に
は
取
引
先
に
対
す
る
ナ
ー
ヅ
ィ
ス
の
改
善
と
結
付
く

が
他
面
に
お
い
て
は
仕
入
政
策
と
も
関
連
す
る
。
こ
の
後
者
に
関
し
は
最
近
太
田
博
士
も
経
理
規
程
の
作
成
に
関
係
づ
け
て
、
そ
の
重
要
性

　
　
　
　
　
　
　
へ
註
3
）

を
指
摘
し
て
い
ら
れ
る
。
然
し
金
銭
収
入
の
迅
速
化
へ
の
要
求
も
会
計
事
務
の
検
討
に
対
し
て
は
同
様
に
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
こ
と
は
，

　
　
　
会
計
…
事
務
考
察
の
立
場
〃
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会
副
訂
事
務
考
察
の
立
場

我
々
が
戦
時
中
に
見
聞
し
た
、
軍
関
係
会
社
が
、
軍
の
前
渡
金
獲
得
の
為
に
、
軍
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
会
計
事
務
の
迅
速
な
処
理
を
問
題
と
し

た
事
実
に
徴
し
て
も
明
か
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
何
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
会
計
事
務
の
検
討
は
依
然
と
し
て
軽
視
・
安
易
的
観
察
の

域
を
出
で
な
か
っ
た
し
、
叉
こ
の
種
の
動
機
は
明
か
に
上
述
の
経
理
規
程
の
作
成
・
変
改
を
契
機
と
す
る
場
合
に
比
較
し
て
よ
り
重
要
な
る

も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
我
々
の
経
験
的
判
断
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
こ
れ
ら
両
種
の
動
機
は
、
今
日
に
お
い
て
は
従
前
と
は

比
較
に
な
ら
ぬ
重
要
性
を
有
す
る
に
到
っ
て
い
る
。
最
近
に
お
け
る
会
計
機
械
の
利
用
の
積
極
化
・
強
制
監
査
の
実
施
は
我
が
国
に
お
い
て

経
理
規
程
の
全
面
的
検
討
を
要
請
す
る
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
内
部
留
守
瀬
野
の
確
立
は
こ
れ
を
一
層
拍
車
づ
け
て
い
る
。
他
方
、
租
税
負

担
の
増
加
・
金
融
機
関
の
貸
出
政
策
の
関
係
か
ら
経
営
に
お
け
る
資
金
需
要
の
愈
々
増
大
す
る
に
従
っ
て
、
資
金
収
支
事
務
の
迅
速
な
遂
行

が
愈
々
必
要
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
現
代
的
意
味
に
お
け
る
会
計
事
務
検
討
の
必
要
性
の
増
加
傾
向
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
更
に
そ
れ

と
は
別
個
に
計
算
そ
れ
自
体
の
迅
速
化
の
要
請
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
言
う
迄
も
な
く
現
代
に
お
け
る
経
営
活
動
の
管
理
は
、
経

営
に
お
け
る
価
値
循
環
の
態
様
や
結
果
に
関
す
る
資
料
を
出
来
る
限
り
速
か
に
入
手
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
確
な
る
活
動
成
果
・
経
営
実

態
を
迅
速
に
把
握
し
、
且
つ
こ
れ
に
基
い
て
即
応
的
に
所
要
の
対
策
を
確
立
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
。
担
税
能
力
・
起
債
能
力
・
賃

銀
支
払
能
力
・
配
当
能
力
或
は
収
益
力
の
急
速
な
査
定
が
現
代
経
営
の
管
理
に
如
何
に
緊
要
で
あ
る
か
は
説
か
ず
し
て
既
に
明
瞭
で
あ
る
。

こ
の
点
か
ら
従
来
の
会
計
事
務
に
吟
味
を
加
え
、
経
営
の
要
求
に
最
も
必
要
と
す
る
途
を
実
現
す
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
。
我
が
国
の
あ
る

実
務
家
は
こ
の
点
に
関
連
し
て
決
算
書
類
の
作
成
・
提
出
に
関
す
る
事
務
を
急
速
に
処
理
し
、
今
日
、
商
法
の
規
定
す
る
期
間
の
短
縮
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
註
4
）

抱
負
を
説
き
、
そ
の
延
長
を
期
待
す
る
か
の
如
き
実
業
界
一
般
の
空
気
に
対
し
て
激
し
く
非
難
を
加
え
て
い
る
。
か
x
る
資
金
収
支
事
務
や

計
算
事
務
そ
れ
自
体
に
関
す
る
迅
速
化
の
要
請
は
、
直
接
聞
接
に
会
計
事
務
の
検
討
を
必
要
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
並
ん
で

会
計
事
務
の
問
題
吟
味
の
動
機
と
し
て
今
日
更
に
見
落
す
こ
と
の
出
来
ぬ
も
の
は
職
階
制
度
の
確
立
で
あ
る
。
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職
階
制
度
は
現
実
に
は
給
与
制
度
と
関
係
づ
け
ら
れ
、
職
階
給
制
度
の
意
味
に
お
い
て
検
討
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
我
が
国
に
お
い
て

は
、
今
日
、
極
め
て
不
完
全
な
も
の
と
し
て
実
現
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
然
し
、
兎
も
角
、
職
階
給
確
定
の
基
盤
と
し
て
職

務
内
容
の
調
査
・
確
定
・
分
類
・
格
付
け
が
試
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
た
と
え
そ
れ
が
既
述
の
如
く
不
完
全
な
も

の
で
あ
る
に
は
し
て
も
、
一
応
会
計
事
務
に
関
し
て
も
分
析
な
り
検
討
な
り
が
行
わ
れ
て
い
る
と
認
む
べ
き
根
拠
が
存
在
す
る
。

　
最
後
に
会
計
事
務
の
検
討
は
、
内
部
統
制
問
題
と
の
関
連
に
お
い
て
、
今
日
最
も
活
澄
に
展
開
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
余
り
に

も
明
瞭
な
る
事
実
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
我
々
が
会
計
事
務
概
念
の
規
定
に
関
し
て
賜
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
会
計
事
務

が
財
務
執
行
的
事
務
と
区
別
せ
ら
れ
た
こ
と
そ
の
も
の
が
こ
れ
を
最
も
端
的
に
示
し
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
認
め
ら
れ
る
が
、
更
に
内
部
統

制
実
施
に
伴
っ
て
そ
れ
が
よ
り
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
「
会
計
事
務
」
の
問
題
は
、
嘗
っ
て
は
経
理
規
程
の
作
成
・
変
更
、
資
金
収
麦
事
務
の
迅
速
化
に
関
連
し
て
直
接
・
間

接
採
上
げ
ら
れ
て
来
た
が
、
そ
の
採
上
げ
方
は
著
し
く
安
易
で
あ
り
、
そ
こ
に
曳
く
も
積
極
的
で
あ
り
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
得
る
態
度
が

発
見
さ
れ
な
か
っ
た
に
対
し
、
最
近
に
は
、
特
に
我
が
国
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
嘗
っ
て
会
計
事
務
検
討
の
動
機
と
な
っ
た
諸
事
由
が
経
営

の
客
観
的
諸
条
件
に
影
響
せ
ら
れ
て
、
従
前
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
真
剣
さ
に
お
い
て
改
．
め
て
会
計
事
務
研
究
の
契
機
と
し
て
作
用
す
る
と
N

も
に
、
こ
れ
に
加
え
て
一
般
的
に
計
算
事
務
プ
ロ
。
バ
ー
の
迅
速
化
や
、
職
階
制
度
の
採
用
、
更
に
は
内
部
統
制
へ
の
関
心
の
増
大
、
そ
の
実

現
の
機
運
の
濃
化
に
伴
い
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
よ
り
真
摯
な
研
究
態
勢
確
立
へ
の
傾
向
が
愈
々
顕
著
に
な
り
来
っ
て
い
る
も
の
と
称
す
る

こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
（
註
1
）
　
古
川
栄
一
・
上
田
武
入
両
氏
監
修
「
事
務
の
分
訴
と
改
善
」
工
場
経
営
実
務
講
座
第
十
一
巻
、
二
〇
九
頁
。

　
（
註
2
）
同
王
、
二
一
〇
頁
。

　
（
註
3
）
　
太
田
哲
三
博
士
「
会
計
事
務
処
理
の
基
準
」
産
業
経
理
　
第
十
三
巻
第
一
号
、
一
〇
1
一
一
頁
。

　
（
註
4
）
　
市
原
治
雄
氏
「
企
業
経
理
の
迅
速
性
の
原
則
」
産
業
経
理
　
第
十
三
巻
第
二
号
、
八
一
一
二
頁
。

　
　
　
会
計
事
務
考
察
の
立
場
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四

　
さ
て
以
上
の
如
き
「
会
計
事
務
」
研
究
の
機
運
積
極
化
の
事
実
そ
の
も
の
は
、
そ
の
機
運
醸
成
の
原
因
た
る
経
営
の
諸
目
的
の
合
理
的
解

映
の
上
か
ら
は
極
め
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
然
し
若
し
我
々
が
そ
の
問
に
見
ら
れ
る
会
計
事
務
研
究
の
態
度
を
眺
め
る
な
ら
ば
、

そ
こ
に
は
必
ず
し
も
満
足
す
べ
き
も
の
と
は
思
え
な
い
点
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
先
づ
従
来
の
研
究
態
度
が
著
し
く
安
易
で
あ
り
、
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
述
の
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
は
我
々
の
今
後
の
研
究
態
度
の

上
に
再
び
認
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
更
に
そ
れ
に
併
せ
て
見
逃
す
こ
と
の
出
来
な
い
欠
点
は
、
こ
う
し
た
研
究
態
度
か

ら
生
れ
る
問
題
の
局
部
的
・
断
片
的
な
取
扱
の
仕
方
で
あ
る
。

　
思
う
に
会
計
事
務
の
断
片
的
・
局
部
的
検
討
の
意
味
は
、
少
く
と
も
次
の
四
点
か
ら
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
（
1
）
　
会
計
事
務
を
経
営
内
会
計
関
係
部
課
の
問
題
と
し
て
限
定
す
る
こ
と

　
（
2
）
　
会
計
事
務
を
経
営
内
会
計
関
係
部
課
内
の
所
管
事
項
の
一
部
の
問
題
と
し
て
限
局
す
る
こ
と

　
（
3
）
　
会
計
事
務
の
分
析
叉
は
会
計
事
務
手
順
の
検
討
の
何
れ
か
に
問
題
を
限
定
す
る
こ
と

　
（
4
）
　
会
計
事
務
を
経
営
内
部
統
制
の
面
よ
り
の
み
採
上
げ
る
こ
と

　
第
二
は
第
一
の
研
究
態
度
を
一
層
限
局
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
実
質
的
に
は
両
者
同
じ
も
の
と
言
え
る
。
嘗
っ
て
の
経
理
規
程
作
成
・
変

更
の
動
機
か
ら
す
る
研
究
に
は
こ
れ
ら
両
種
の
欠
陥
が
共
通
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
取
扱
い
方
が
現
実
に

は
目
的
達
成
の
為
の
最
も
実
行
可
能
な
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
会
計
事
務
の
、
従
っ
て
叉
会
計
事
務
担
当
者
の
、
経
営
内
他
職
能
乃
至
そ

の
担
当
者
に
対
す
る
従
属
公
立
揚
の
普
遍
性
と
相
侯
っ
て
、
か
x
る
事
態
を
生
起
せ
し
め
た
原
因
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
会
計
事
務
検
討
の
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・
動
機
が
こ
の
よ
う
な
問
題
解
決
の
態
度
に
よ
っ
て
十
分
に
応
え
得
ら
れ
る
場
合
に
は
、
も
と
よ
り
そ
れ
を
否
定
す
べ
き
理
由
は
認
め
ら
れ
な

い
が
、
問
題
は
決
し
て
そ
れ
の
み
で
解
決
の
期
待
さ
れ
る
程
簡
単
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
に
会
計
事
務
の
性
質
そ
れ
自
体
に
帰
因

す
る
と
Σ
も
に
、
更
に
は
問
題
提
起
の
理
由
が
今
日
で
は
従
前
に
比
し
て
著
し
く
高
度
化
し
て
い
る
こ
と
に
基
く
。
即
ち
先
づ
会
計
事
務
は

・
そ
れ
が
他
の
経
営
内
着
職
能
に
対
し
て
従
属
鼎
立
揚
に
あ
る
と
い
う
こ
と
そ
の
も
の
が
示
す
如
く
、
そ
れ
だ
け
会
計
事
務
が
多
面
的
に
、
経

，
営
内
諸
職
能
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
会
計
が
経
営
活
動
の
価
値
循
環
過
程
と
し
て
の
把
握
と
計
算
と
を
主
た
る
内

－
容
と
す
る
点
に
鑑
み
て
当
然
の
事
実
で
あ
る
。
会
計
は
既
に
本
来
的
に
極
め
て
広
般
な
る
範
囲
に
亘
っ
て
の
イ
ン
ト
ラ
・
デ
パ
ー
ト
メ
ン
タ

ル
な
経
営
活
動
で
あ
る
。
従
っ
て
会
計
事
務
の
検
討
は
必
然
に
他
の
経
営
活
動
担
当
部
課
と
の
交
渉
を
伴
う
。
こ
の
よ
う
に
会
計
事
務
が
他

の
部
課
の
業
務
と
関
連
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
イ
ン
ト
ラ
・
デ
パ
ー
ト
メ
ン
タ
ル
な
取
扱
い
を
必
要
と
す
る
基
底
で
あ
る
と
Σ
も
に
、

，
更
に
、
そ
の
故
に
こ
そ
会
計
事
務
の
検
討
、
延
い
て
そ
の
検
討
の
動
機
と
な
れ
る
経
営
目
的
達
成
の
為
に
は
関
係
部
課
間
の
問
題
検
討
の
上

へ
の
協
調
的
態
度
が
絶
対
に
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
点
も
、
叉
同
じ
イ
ン
ト
ラ
・
デ
パ
ー
ト
メ
ン
タ
ル
な
取
扱
い
方
を
要
求
し
、
会
計
事
務

め
経
営
非
葉
箒
的
・
非
断
片
的
取
扱
い
を
斥
く
べ
き
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
根
拠
と
な
る
。
か
く
て
経
理
規
程
の
作
成
基
準
を
説
か
れ
る
太
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
－
）

博
士
が
会
計
事
務
の
他
経
営
業
務
と
の
関
連
性
へ
の
考
慮
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
経
理
規
程
の
改
正
の
要
求

は
内
部
統
制
々
度
の
実
施
に
基
い
て
愈
々
内
部
統
制
組
織
内
に
お
け
る
会
計
事
務
担
当
部
課
の
在
り
方
、
叉
会
計
事
務
の
持
つ
べ
き
性
格
に

卸
し
て
従
前
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
広
般
な
関
連
性
の
下
に
高
度
化
し
来
っ
て
い
る
今
日
、
か
N
る
取
扱
い
方
へ
の
考
慮
の
要
求
さ
れ
る
こ
と

は
愈
々
大
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
は
叉
、
岩
田
教
授
に
よ
っ
て
経
理
規
定
の
範
囲
が
概
説
せ
ら
れ
、
我
が
国
に
お
け
る
経
営
現
段
階
的
実
情
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
V

・
鄭
し
た
そ
の
も
の
の
在
り
方
を
説
か
れ
る
場
合
に
も
掌
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
資
金
収
支
事
務
の
迅
速
化
は
計
算
プ
ロ
パ
ー
の
能
率
化
の
中
に
包
摂
的
に
解
決
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
資
金
収
支
事
務
の
能
率
的

　
　
　
会
計
事
務
考
察
の
立
場

一61一



　
　
　
会
計
事
務
考
察
の
立
場

遂
行
は
、
こ
れ
に
伴
う
計
算
の
迅
速
化
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
今
、
会
計
事
務
の
検
討
が
こ
の
種
の
動
機

か
ら
採
上
げ
ら
れ
る
時
に
は
、
そ
れ
は
従
前
に
お
い
て
は
あ
く
迄
も
会
計
関
係
部
課
の
問
題
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の

こ
と
は
金
銭
収
支
そ
の
も
の
が
会
計
関
係
部
課
の
所
管
事
務
と
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
み
を
以
て
し
て
も
明
瞭
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
上

述
の
如
く
内
部
統
制
目
的
か
ら
す
る
財
務
執
行
と
計
算
的
統
制
と
の
分
離
が
説
か
れ
る
現
段
階
に
お
い
て
は
、
問
題
は
当
然
に
部
課
間
の
交

渉
面
に
及
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
Σ
な
る
。
殊
に
計
算
プ
ロ
パ
ー
の
迅
速
化
の
為
に
「
作
業
手
順
表
」
叉
は
「
事
務
運
行
表
」
の
作
成
が
企
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

ら
れ
る
時
に
は
こ
の
間
の
事
情
は
一
層
明
瞭
化
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
・
職
階
給
制
度
の
確
立
を
目
的
と
し
て
会
計
事
務
の
検
討
が
試
み
ら
れ
る
時
に
も
、
前
述
の
研
究
態
度
上
の
欠
陥
は
同
様
に
認
め
ら
れ
る
。

，
職
階
給
制
度
に
お
い
て
は
会
計
事
務
は
他
の
経
営
人
皆
業
務
や
事
務
と
の
比
較
の
上
に
そ
の
相
対
的
比
重
が
決
定
せ
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
こ

の
場
合
に
は
会
計
事
務
そ
の
も
の
は
、
会
計
事
務
遂
行
の
為
の
環
境
や
、
事
務
担
当
者
に
必
要
と
せ
ら
れ
る
素
質
や
、
更
に
は
事
務
遂
行
に

伴
う
責
任
の
大
き
さ
等
の
諸
条
件
を
も
考
慮
に
入
れ
て
、
他
の
経
営
内
諸
職
務
と
比
較
さ
れ
、
格
付
け
さ
れ
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
こ

こ
で
は
会
計
事
務
は
一
応
経
営
の
全
般
的
事
務
や
業
務
と
の
関
連
の
上
に
考
案
さ
れ
て
は
い
る
が
、
然
し
そ
れ
は
会
計
事
務
の
分
析
に
重
点

を
置
き
、
そ
の
分
類
に
焦
点
を
合
せ
て
は
い
る
が
、
会
計
事
務
を
一
連
の
事
務
系
列
の
上
に
即
ち
事
務
手
順
の
流
れ
の
中
に
取
扱
っ
て
い
な

い
と
い
う
意
味
で
、
依
然
と
し
て
局
部
的
な
考
察
の
対
象
と
し
か
な
っ
て
い
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
職
階
給
制
度
に
関
連
し
た

会
計
事
務
の
研
究
が
、
他
の
経
営
内
諸
職
務
に
対
す
る
格
付
け
を
介
し
て
イ
ン
ト
ラ
・
デ
．
ハ
ー
ト
メ
ン
タ
ル
な
も
の
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い

る
と
見
え
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
事
務
の
改
善
の
上
か
ら
は
何
の
意
味
を
も
持
た
な
い
研
究
態
度
で
あ
っ
た
と
評
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ど
も
そ
の
点
に
お
い
て
は
、
既
述
の
経
理
規
程
の
作
成
・
計
算
プ
ロ
パ
ー
の
迅
速
化
・
資
金
収
支
の
能
率
化
に
帰
因
す
る
会
計
事
務
の

概
究
は
、
遂
に
会
計
関
係
部
内
の
、
或
は
叉
そ
れ
と
他
の
部
課
間
の
、
会
計
事
務
を
中
心
と
す
る
事
務
の
流
れ
を
捉
え
る
点
で
は
十
分
で
あ
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つ
て
も
、
果
し
て
当
該
事
務
の
流
れ
の
中
に
お
げ
る
個
々
の
事
務
の
分
析
に
つ
い
て
、
職
階
給
制
度
の
場
合
の
如
く
に
精
密
さ
が
期
せ
ら
れ
て

い
た
か
に
関
し
て
は
、
疑
惑
の
眼
を
以
て
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
か
く
て
こ
こ
に
も
叉
一
つ
の
局
所
的
取
扱
い
の
態
様
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
察
し
来
る
な
ら
ば
、
我
々
に
は
漸
次
、
凡
そ
会
計
事
務
の
検
討
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
態
度
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か

明
か
な
ら
し
め
ら
れ
て
来
た
と
言
え
る
。
会
計
事
務
の
検
討
は
一
方
で
は
イ
ン
ト
ラ
・
デ
パ
ー
ト
メ
ン
タ
ル
な
も
の
と
し
て
、
叉
他
方
で
は

ひ
と
り
事
務
分
析
に
止
ら
ず
事
務
系
列
乃
至
事
務
手
順
の
確
立
の
立
売
か
ら
も
、
否
、
正
し
く
は
事
務
分
析
と
事
務
手
順
確
立
の
両
者
の
統

合
の
立
揚
か
ら
展
開
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
に
鑑
み
る
時
、
職
階
給
制
度
は
独
り
給
与
形
態
と
し
て
の
み
で
は
な
く
、
更
に
進
ん

で
経
営
内
事
務
乃
至
業
務
管
理
制
度
と
し
て
確
立
せ
ら
れ
る
時
に
こ
そ
、
そ
の
意
義
が
最
も
よ
く
発
揮
せ
ら
れ
る
と
N
も
に
、
併
せ
て
会
計

・
事
務
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
そ
の
時
に
お
い
て
こ
そ
、
一
応
、
以
上
の
如
き
そ
の
あ
る
べ
ぎ
姿
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

」
に
到
る
と
言
え
る
。
こ
う
し
て
経
営
に
お
け
る
事
務
乃
至
業
務
管
理
制
度
と
し
て
の
職
階
給
制
度
は
、
厳
密
に
は
職
階
制
度
の
給
与
体
系
へ

の
適
用
で
あ
る
と
エ
も
に
、
叉
事
務
乃
至
業
務
管
理
組
織
へ
の
援
用
と
も
言
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
る
。
そ
れ
は
一
定
の
職
階
確
立
の
為
の

基
底
と
し
て
の
職
務
内
容
の
規
格
化
と
経
営
に
．
お
け
る
当
該
職
務
の
遂
行
量
と
を
勘
案
し
て
導
き
出
さ
れ
る
定
員
制
度
と
を
前
提
と
し
、
他

方
職
階
給
制
度
の
設
定
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
る
適
材
の
適
所
へ
の
配
置
と
相
侯
っ
て
、
経
営
内
諸
職
務
の
流
れ
の
運
行
に
一
定
の
計
劃
性
を
織

込
ま
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
会
計
事
務
に
つ
い
て
も
当
然
に
そ
の
合
理
的
な
事
務
管
理
体
系
が
齎
さ
れ
る
結
果
と
な
る
。
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

し
た
事
情
に
つ
い
て
は
筆
者
が
既
に
別
稿
に
説
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
の
説
明
を
省
略
す
る
こ
と
玉
し
た
い
。

　
（
註
1
）
　
太
田
博
士
、
前
掲
論
文
。

　
（
註
2
）
　
岩
田
巖
教
授
「
経
理
規
程
作
成
の
基
本
方
針
」
産
業
経
理
、
第
十
ご
巻
第
八
号
、
　
一
〇
i
一
ご
頁
。

　
（
註
3
）
　
岩
佐
剛
一
氏
「
事
務
運
営
の
科
学
」
昭
和
二
十
四
年
参
照
。

　
（
註
4
）
　
拙
稿
「
経
営
管
理
制
度
と
し
て
の
職
階
制
度
」
平
井
泰
太
郎
博
士
監
修
「
経
営
組
織
の
発
展
と
計
算
思
考
」
昭
和
二
十
五
年
。

　
　
　
会
計
事
務
考
察
の
立
場
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会
計
∵
事
務
考
察
の
立
場

五

　
以
上
の
諸
種
の
動
機
か
ら
す
る
会
計
事
務
研
究
の
態
度
に
関
す
る
批
判
を
通
じ
て
、
我
々
は
少
く
と
も
職
階
制
度
を
基
調
と
す
る
事
務
乃

至
業
務
管
理
制
度
に
お
け
る
会
計
事
務
の
研
究
に
お
い
て
一
応
そ
の
正
し
い
姿
を
認
め
得
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
正
し
い

考
察
態
度
は
経
営
に
お
け
る
内
部
統
制
問
題
と
の
関
連
の
上
に
会
計
事
務
を
採
上
げ
る
場
合
に
は
、
更
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
と

い
う
見
解
が
成
立
つ
よ
う
に
見
え
る
。
内
部
統
制
が
繰
返
し
述
べ
る
如
く
、
会
計
を
中
心
と
す
る
経
営
の
計
数
的
管
理
を
企
図
す
る
も
の
で

あ
る
以
上
、
そ
こ
で
は
会
計
乃
至
会
計
事
務
は
明
か
に
経
営
管
理
の
全
般
的
怪
盗
か
ら
考
察
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
、
叉
、
そ
こ
に
は

上
述
の
イ
ン
ト
ラ
・
デ
パ
ー
ト
メ
ン
タ
ル
な
会
計
事
務
考
察
の
態
度
も
必
然
的
に
見
出
さ
れ
る
で
あ
ら
う
し
、
且
つ
又
会
計
事
務
を
事
務
乃

至
業
務
の
流
れ
の
中
に
、
事
務
分
析
的
及
び
事
務
手
順
愚
意
昧
に
お
い
て
綜
合
的
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
用
意
も
認
め
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

我
々
が
瞥
見
す
る
を
許
さ
れ
た
通
産
省
「
内
部
統
制
の
実
、
施
に
関
す
る
手
続
要
領
」
の
中
に
は
、
内
部
統
制
を
中
心
と
す
る
各
部
課
相
互
間

め
手
続
の
素
図
さ
え
も
準
備
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
正
に
こ
の
上
記
の
立
揚
に
即
し
て
間
然
す
る
と
こ
ろ
な
き
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。

も
と
よ
り
そ
の
詳
細
な
る
吟
味
は
、
何
れ
上
述
の
「
手
続
要
領
」
の
全
貌
が
明
か
に
さ
れ
た
後
に
、
周
到
な
る
注
意
を
以
て
試
み
ら
れ
ね
ば

・
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
既
に
今
日
迄
に
説
か
れ
て
来
た
内
部
統
制
論
の
多
く
の
も
の
に
お
い
て
は
、
問
題
は
、
伺
、
理
論
的
検
討
の
域

を
出
で
ず
、
且
つ
そ
こ
で
は
余
り
に
も
計
算
的
側
面
に
重
点
が
置
か
れ
勝
ち
で
あ
っ
て
、
事
務
分
析
、
事
務
手
順
に
関
す
る
側
面
に
つ
い
て

ぽ
未
だ
具
体
的
な
検
討
が
試
み
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
共
通
の
欠
陥
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
現
在
で
は
内
部
統
制
論
…
に
は
余
り
に
も

、
計
数
管
理
論
と
し
て
の
確
立
を
焦
る
為
に
、
単
な
る
計
算
機
構
論
に
終
る
危
険
が
極
め
て
多
い
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
計
算
機
構
論
で

も
計
算
的
側
面
の
み
な
ら
ず
、
経
営
の
物
的
組
織
の
考
察
も
企
て
ら
れ
て
い
る
と
批
評
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
事
実
、
一
般
の
内
部
統
制
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論
で
は
内
部
統
制
機
構
の
構
成
要
素
た
る
財
務
・
会
計
・
原
価
計
算
・
予
算
・
監
査
・
統
計
学
の
諸
関
係
と
並
ん
で
、
こ
れ
ら
諸
活
動
の
担

当
機
関
た
る
各
課
、
そ
れ
を
綜
合
す
る
経
理
部
或
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
部
、
更
に
は
重
役
会
或
は
常
務
会
等
々
の
機
関
の
相
互
関
係
等
が
問

題
と
さ
れ
て
は
い
る
が
、
問
題
は
決
し
て
そ
の
よ
う
な
機
関
の
経
営
管
理
体
系
内
に
お
け
る
地
位
の
記
述
で
止
ま
る
べ
き
で
は
な
い
。
計
数

」
管
理
の
問
題
は
、
本
来
そ
れ
が
生
起
せ
し
め
ら
れ
た
経
営
の
客
観
的
諸
条
件
か
ら
切
離
し
て
検
討
す
る
だ
け
で
は
、
解
明
さ
れ
る
も
の
で
も
、

‘
又
実
施
に
移
さ
れ
得
る
も
の
で
も
な
く
、
経
営
に
お
け
る
物
的
諸
機
講
の
客
観
的
自
立
化
と
、
そ
れ
を
具
体
的
に
表
現
す
る
業
務
乃
至
事
務

の
客
観
的
規
定
、
即
ち
そ
れ
ら
の
分
析
と
業
務
乃
至
事
務
系
列
と
の
関
係
を
正
し
く
把
握
し
て
、
そ
れ
と
の
関
連
の
上
に
計
算
的
統
制
の
機

、
溝
や
構
想
が
説
か
れ
て
こ
そ
、
初
め
て
よ
く
具
体
化
さ
れ
る
根
拠
が
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
凡
そ
内
部
統
制
問
題
、
従
っ
て
叉
そ
の
中
枢
的
・
具
体
的
問
題
た
る
計
数
管
理
の
問
題
は
、
我
々
が
既
に
述
べ
た
如
く
経
営
の
現
業
的
活

動
と
し
て
知
ら
れ
る
生
産
諸
過
程
に
お
け
る
過
程
そ
の
も
の
の
客
観
的
自
立
化
と
、
経
営
の
事
務
的
活
動
た
る
生
産
補
助
部
門
及
び
流
通
過

程
へ
の
そ
う
し
た
事
態
の
浸
透
と
を
基
盤
と
し
て
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
昧
に
お
い
て
内
部
統
制
の
問
題
は
決
し
て
こ

れ
を
計
算
機
構
に
関
す
る
も
の
と
限
局
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
筈
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
あ
く
迄
も
経
営
の
物
的
諸
機
構
や
客
観
的
な
活
動

過
程
と
の
関
係
に
お
い
て
吟
味
す
べ
く
、
即
ち
具
体
的
に
は
経
営
内
事
務
・
業
務
活
動
と
計
算
機
構
と
の
綜
合
的
な
合
理
化
体
系
と
し
て
展

開
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
会
計
事
務
が
か
N
る
内
部
統
制
と
の
関
連
の
上
に
検
討
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
然
こ
の
よ
う
な
事
務
分
析
・

事
務
手
順
の
綜
合
的
理
解
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
事
務
組
織
を
背
景
と
し
つ
X
、
経
営
活
動
の
体
系
的
な
価
値
記
録
・
計
算
事
務
が
計
数
に
よ

る
経
営
活
動
の
統
制
に
必
要
と
せ
ら
れ
る
意
義
を
見
極
め
つ
x
吟
味
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
職
階
制
度
を
基
調
と
す
る
経
営
内
事
務
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

，
業
務
管
理
制
度
は
こ
の
点
か
ら
は
計
数
的
統
制
の
内
容
に
詣
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
我
々
は
先
に
こ
れ
を
一
応
の
正
し
い
会
計
事
務
問
題

・
考
察
の
態
度
と
し
た
が
、
そ
こ
に
は
荷
不
完
全
な
る
も
の
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
叉
そ
の
反
面
に
内
部
統
制
論
的
立
場
か

　
　
　
会
計
事
務
考
察
の
立
場
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会
計
事
務
考
察
の
立
場

ら
す
る
会
計
事
務
の
研
究
は
事
務
管
理
の
内
容
に
肥
れ
な
い
も
の
と
し
て
同
様
に
問
題
の
一
面
的
考
察
に
終
る
危
険
を
蔵
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

占ノ、

　
会
計
事
務
の
検
討
は
、
少
く
と
も
内
部
統
制
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
我
が
国
の
現
品
階
に
お
い
て
は
、
従
前
と
そ
れ
に
比
較
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
点
か
ら
蓬
か
に
重
要
視
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
言
え
よ
う
。
然
し
内
部
統
制
の
問
題
に
今
日
著
し
く
研
究
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と

い
う
事
情
に
鑑
み
、
内
部
統
制
の
中
心
と
も
称
す
べ
き
会
計
を
基
底
と
す
る
計
数
的
経
営
統
制
の
面
か
ら
の
み
、
一
方
的
に
、
会
計
的
事
務

の
問
題
を
採
上
げ
て
ゆ
く
だ
け
で
は
、
内
部
統
．
制
生
起
の
客
観
的
基
盤
た
る
経
営
の
高
度
の
物
的
機
構
化
を
無
視
し
た
も
の
と
し
て
、
内
部

統
制
そ
れ
自
体
の
検
討
も
不
完
全
な
ら
し
め
ら
れ
る
と
Σ
も
に
、
会
計
事
務
の
吟
味
も
亦
不
十
分
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ

に
計
算
と
組
織
の
接
合
点
と
し
て
内
部
統
制
の
問
題
を
眺
め
て
ゆ
く
用
意
が
必
要
と
せ
ら
れ
る
と
玉
も
に
、
会
計
事
務
の
問
題
に
つ
い
て
も

亦
同
じ
綜
合
の
立
場
よ
り
展
開
せ
ら
れ
て
の
み
、
初
め
て
よ
く
そ
の
現
代
的
意
義
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
八
・
二
・
二
五
）
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我
が
国
に
お
け
る
會
計
機
械
探
用
の

限
界
と
そ
の
段
階

大

塚

俊

郎

　
近
時
、
我
国
諸
会
社
に
於
て
会
計
機
械
の
採
用
が
行
わ
れ
る
に
至
り
、
こ
x
両
三
年
の
問
に
於
て
会
計
事
務
の
機
械
化
に
着
手
し
た
会
社

の
数
は
急
増
し
、
生
産
の
機
械
化
に
比
し
著
し
く
遅
れ
て
い
た
事
務
会
計
の
機
械
化
の
機
運
が
伺
わ
れ
る
こ
と
は
、
我
国
産
業
の
発
展
に
と

り
喜
ぶ
べ
き
現
象
で
あ
る
と
い
x
得
る
。

　
し
か
し
乍
ら
、
会
計
事
務
の
機
械
化
は
、
事
務
の
一
部
を
機
械
化
す
る
と
い
う
以
外
に
、
全
般
の
会
計
組
織
に
恰
も
生
産
の
機
械
化
の
際

に
見
ら
れ
た
如
き
革
命
的
変
化
を
齎
ら
す
も
の
で
あ
っ
て
、
単
純
に
機
械
力
を
人
力
に
置
き
換
え
る
程
度
の
も
の
を
以
っ
て
し
て
は
機
械
化

め
効
果
を
減
ず
る
も
の
と
な
る
で
あ
り
、
会
計
機
械
採
用
は
全
般
の
経
営
組
織
、
方
策
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
採
用

に
当
っ
て
は
、
当
初
に
於
て
、
そ
の
限
界
な
ら
び
に
段
階
に
就
て
の
充
分
な
研
究
が
行
わ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
充
分
な
る
発
展
を
期
し
得
な

い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
ま
た
、
米
国
、
其
他
の
会
計
事
務
機
械
化
先
進
国
に
於
て
は
、
会
計
の
機
械
化
は
自
明
の
こ
と
Σ
さ
れ
、
経
営
の
特
殊
性
、
な
ら
び
に
計

　
　
　
我
が
国
に
お
け
る
会
計
機
械
採
用
の
限
界
と
そ
の
段
階
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我
が
国
に
お
け
る
会
計
機
械
採
用
の
限
界
と
そ
の
段
階

算
の
特
異
性
に
基
く
各
種
の
会
計
機
械
の
選
択
の
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
に
反
し
、
我
国
に
於
て
は
我
国
の
伝
統
的
会
計
事
務
、
計
算
事

務
慣
習
に
会
計
機
械
を
と
り
入
れ
る
こ
と
の
可
否
、
国
字
に
よ
る
制
約
等
、
機
械
化
自
体
に
就
て
の
問
題
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
る
点
、
更

に
賃
銀
水
準
が
著
し
く
低
廉
な
る
に
拘
ら
ず
、
会
計
機
械
に
適
合
す
る
紙
質
を
有
す
る
用
紙
、
お
よ
び
機
械
費
は
国
際
水
準
以
上
に
あ
る
こ

と
、
な
ら
び
に
経
営
規
模
態
様
が
会
計
事
務
お
よ
び
計
算
に
就
て
機
械
処
理
を
行
う
こ
と
を
必
要
と
す
る
程
度
の
も
の
な
る
か
否
か
等
に
つ

い
て
、
我
国
特
殊
事
情
に
伴
う
幾
多
の
問
題
を
有
す
る
点
に
於
て
特
異
性
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
会
計
機
械
化
が
緒
に
就
か
ん
と

し
て
い
る
出
発
点
に
於
て
、
我
国
産
業
界
に
於
け
る
会
計
機
械
化
に
就
て
の
特
異
性
を
明
か
に
し
、
そ
の
限
界
に
観
て
の
条
件
、
適
用
の
段

階
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
将
来
に
於
け
る
会
計
機
械
化
の
健
全
な
る
発
展
を
期
す
る
上
に
着
て
意
義
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二

　
先
づ
、
会
計
事
務
の
機
械
化
せ
ら
れ
た
場
合
と
、
手
記
式
の
場
合
に
於
け
る
能
率
上
の
比
較
、
従
っ
て
そ
の
優
劣
と
い
う
も
の
に
就
て
、

通
常
漠
然
と
機
械
化
が
秀
れ
て
居
る
如
く
考
え
ら
れ
易
い
。
後
に
も
述
べ
る
如
く
機
械
採
用
は
特
定
の
経
営
状
態
と
．
相
対
的
に
決
せ
ら
れ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
機
械
の
有
す
る
特
性
自
体
か
ら
決
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
選
択
権
は
経
営
の
側
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
個
々

の
経
営
に
つ
い
て
、
そ
の
資
料
に
基
い
て
優
劣
が
決
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
我
国
に
於
て
こ
れ
ら
の
資
料
に
就
て
綿
密
に
調
査
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

た
も
の
が
現
在
ま
で
に
於
て
利
用
出
来
な
い
か
ら
、
以
下
に
米
国
に
於
け
る
例
を
引
用
す
る
こ
と
x
す
る
。
か
く
の
如
き
引
例
に
よ
っ
て
能

率
比
較
を
行
う
場
合
、
業
種
、
規
模
、
会
計
組
織
、
使
用
さ
れ
る
機
械
、
そ
の
利
用
法
に
よ
っ
て
著
し
い
差
異
を
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
一

’
般
的
に
論
ず
る
こ
と
は
大
な
る
制
約
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
留
意
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
例
に
於
て
は
、
材
料
計
算
に
関
し

．
て
機
械
化
が
行
わ
れ
て
お
る
の
で
あ
る
が
、
業
種
が
示
さ
れ
て
居
ら
ず
、
如
何
な
る
範
囲
に
於
て
材
料
計
算
が
行
わ
れ
て
お
る
の
か
明
か
で
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酷
い
が
、
こ
の
例
は
そ
の
内
容
よ
り
見
て
、
賃
借
に
よ
る
I
B
M
機
械
一
セ
ッ
ト
が
材
料
課
に
分
属
的
に
設
置
さ
れ
、
日
々
約
四
千
枚
の
カ

ー
ド
が
処
理
せ
ら
れ
て
居
る
規
模
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
手
記
式
と
機
械
、
更
に
我
国
と
米
国
と
の
材
料
計
算

に
於
て
能
率
比
較
を
行
う
場
合
の
例
と
し
て
は
、
そ
の
概
略
の
規
模
、
計
算
内
容
に
寝
て
の
基
準
が
、
比
較
的
当
を
失
す
る
こ
と
な
く
伺
い

第一表　材料計算を手記式によって行う場合の能率

i＄｝10三皇1％

八機蕨　　　　　　ll・l　i・
一B．物件　費

@　　　記録並に事務費
@　　　印励物及び書式

鎚1，500

Qβ00 3，800 ＄2．53 3．5

C。人　件　費

@　　　会計主任　5人
@　　　　　＠1ケ月＄300
@　　　事　務　員47人
@　　　　　　〃　　＄150
@　　　給　　　　仕

＄18，000

W7，600

P，200 103，800 69．20 96．5

n一・年纐用（L・伽・・例　　t11・乳…1・・73　i・・α・

E壷口一人当一・年仕鶉　　　1　・＆876件

R一件当り消費時間　　　　　　　　　　　　　　4．19分

得
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
こ
の
例
に
依
っ
て
考
察

す
る
こ
と
x
す
る
。

　
手
記
式
の
能
率
を
示
す
第
一
表
と
、
機
械
化
の
能
率
を
示
す
第
二
表
．

と
を
比
較
し
、
結
論
と
し
て
言
い
得
る
こ
と
は
、
機
械
化
の
場
合
に
於

て
は
総
事
務
費
用
に
於
て
約
四
割
の
減
少
と
な
る
に
反
し
、
事
務
員
一

人
当
り
仕
事
高
に
於
て
倍
加
し
、
一
件
当
り
消
費
時
間
が
半
減
せ
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
機
械
化
の
場
合
に
於
て
は
経
済
的
に
約
四
割

有
利
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
単
位
時
間
当
り
仕
事
量
は
四
倍
と
な
る
の

で
あ
っ
て
、
こ
の
例
に
湿
て
は
機
械
化
の
揚
合
に
於
け
る
能
率
上
の
優

秀
性
に
就
て
は
疑
問
を
残
さ
な
い
。
然
し
乍
ら
こ
の
例
に
よ
る
も
の
と

規
模
、
事
務
組
…
織
に
於
て
同
一
の
条
件
の
下
に
於
て
我
国
に
於
て
機
械

化
が
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
機
械
費
、
物
件
費
、
人
件
費
に
就
て
、

我
国
の
特
殊
事
情
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
例
に
於
け
る

と
同
一
条
件
に
あ
っ
て
も
、
異
っ
た
結
果
を
示
す
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

一　6s9　’mu
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我
が
国
に
お
け
る
会
計
機
械
採
用
の
限
界
と
そ
の
段
階

第二表　材料計算を機械計録組織による場合の能率

＄ 1000件　　　　　　　　　％
　　当り

9．03．　755，　620

＄1，　440

　　　420

2，　880

　　’360

　　　　0

　　240

　　280

　
　
0
　
　
5
　
0
　
0
　
　
　
　
0

　
　
3
　
2
　
4
　
3
　
　
　
　
2

　
　
＄
　
　
　
　
ワ
一

　
　
台
台
台
台
　
台
替

　
　
4
1
1
1
　
　
1
取

　
　
チ
機
機
機
利
機
画

影
轡
纐
㍊
熱

峨

7．63．204，　800

＄1，　485

3，　315

gg．434．　8452，　260

＄14，　400

18，　OOO

　　1，　500

17，　160

　　1，　200

B．物件費
　　　　カード1，100，000
　　　　　　　　％＄1．　35

　　　　記録及事務用品

C・人件費
　　　　会計主任4人
　　　　　　＠1ケ月＄，300

　　　　一般事務員ユ0入
　　　　　　　m　＄150
　　　　機械係A級1人
　　　　　　　ti　＄125
　　　　同　上B級13人
　　　　　　　　　＄110

仕給

10062，　6so　1　41，　7g　1

53，571イ牛

2．26分

D．一力年子費用　（1，　500，　OOO件）

E．事務員1人当り一カ年仕事高

R一件当り消費時間

　
機
械
費
自
体
に
就
て
は
大
，

部
分
輸
入
機
械
に
依
存
す
る
・

現
状
に
お
い
て
は
、
彼
我
に

於
て
、
運
賃
、
関
税
、
需
紛

量
の
相
異
に
よ
っ
て
二
〇
％

乃
至
一
〇
〇
％
の
差
の
あ
る

現
状
で
あ
り
、
賃
借
の
場
合

に
あ
っ
て
も
機
械
命
数
能
率

に
若
干
の
差
が
認
め
ら
れ
る
。

物
件
費
の
中
、
主
要
部
分
を

占
め
る
諸
用
紙
に
就
て
は
、

米
国
に
敢
て
は
手
記
式
と
機

械
化
の
揚
合
に
於
て
使
用
せ

ら
れ
る
諸
用
紙
の
規
絡
、
価

＝一　70　一一r

格
に
得
て
大
差
な
い
状
態
で
あ
る
の
に
反
し
て
、
我
国
に
於
て
は
手
記
式
の
揚
合
に
あ
っ
て
は
現
在
大
部
分
の
業
務
に
於
て
低
規
格
の
も
の

を
使
用
し
て
居
る
に
反
し
て
、
機
械
化
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
於
て
は
機
械
操
作
に
適
合
す
る
規
絡
の
も
の
を
使
用
し
、
且
つ
そ
の
量
も
増
加

す
る
故
．
、
我
国
に
於
て
は
二
倍
乃
至
五
倍
の
物
件
費
を
必
要
と
す
る
に
至
る
現
状
に
あ
る
。
賃
銀
水
準
に
湿
て
も
七
乃
至
十
分
の
一
の
程
度
．



に
於
て
低
廉
な
る
労
力
が
利
用
し
得
る
程
度
の
国
民
所
得
の
構
成
を
示
す
経
済
状
態
に
あ
る
。

　
い
ま
煙
り
に
上
記
第
一
表
、
第
二
表
に
つ
・
い
て
、
我
国
の
特
異
性
を
考
慮
し
た
係
数
と
し
て
物
件
費
は
手
記
式
の
場
合
に
於
て
は
同
一
品

質
に
就
て
は
、
差
違
あ
る
も
、
低
規
格
の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
総
額
は
不
変
、
機
械
化
の
揚
言
は
二
倍
、
人
件
費
は
七
分
の
一
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

水
準
、
機
械
費
は
二
〇
％
増
と
推
定
し
、
同
一
条
件
の
下
に
捨
て
機
械
化
し
た
る
場
合
を
示
せ
ば
第
三
表
の
如
く
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

見
る
と
我
国
に
於
て
は
、
機
械
費
、
物
件
費
の
総
費
用
に
占
め
る
割
合
が
遙
か
に
高
く
、
こ
の
例
の
揚
合
に
於
て
は
、
第
二
表
に
示
し
た
も

の
と
同
一
条
件
に
よ
る
経
営
態
様
の
も
の
に
あ
っ
て
も
、
我
国
に
於
て
は
経
済
的
理
由
の
み
を
以
て
し
て
は
機
械
化
を
行
う
域
に
達
し
て
居

三表　機械化の経済的能率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
な
い
状
態
を
示
し
て
居
る
。
従
っ
て
こ
の
場
合
に
於
て
は
、
機
械
化
に
よ
る
消
費
時
間
の
短
縮
の
み
が

化　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
営
能
率
上
の
問
題
と
し
て
考
慮
し
得
る
要
因
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
反
面
よ
り
言
え
ば
、
経
済
的
要
因

械　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
無
視
し
て
、
主
と
し
て
経
営
袈
理
上
の
質
的
量
的
能
率
を
期
待
す
る
場
合
に
は
機
械
化
に
依
存
す
る
余

機　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
が
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
揚
力
に
於
て
も
、
量
的
要
因
は
、
事
務
員
の
人
員
を
増
加
す
る
こ
と
に

式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
て
達
す
る
こ
と
が
出
来
、
前
例
の
場
合
に
於
て
、
　
一
件
当
り
消
費
時
間
は
機
械
化
に
よ
つ
て
半
減
せ

記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
て
居
る
が
、
人
員
を
倍
加
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
事
務
処
理
能
力
が
倍
加
し
、
消
費
時
間
が
半
減
せ

手
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
第
三
表
の
人
件
費
は
こ
の
揚
合
に
あ
っ
て
も
、
五
・
二
％
の
増
加
に
止
り
、
総
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
額
に
於
て
省
機
械
化
の
揚
合
よ
り
も
有
利
と
な
る
。
も
っ
と
も
人
員
を
倍
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
機
械
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
一
能
率
を
示
す
こ
と
は
実
際
上
に
於
て
は
機
械
力
に
及
ば
な
い
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
は
機
械
の
有
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質
的
能
率
と
し
て
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
員
の
み
を
増
す
こ
と
は
事
務
処
理
後
こ
れ
ら
人
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
ア
イ
ド
ル
・
タ
イ
ム
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
真
に
事
務
の
急
速
処
理
を
必
要
と
す
る
経

我
が
国
に
お
け
る
会
計
機
械
採
用
の
限
界
と
そ
の
段
階

A．機　械　費

a．件　物　費

b．人件費

　　＄

@　0
R，800

P4，840

　
吃
2
0
．
4
7
9
．
6

　＄
U，744

X，600

V，466

　％
Q8．3

S0．3

R1．4

D．一年総費用 18，640 100．0 23，810 100．0
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我
が
国
に
お
け
る
会
計
機
械
採
用
の
限
界
と
そ
の
段
階

営
機
溝
に
あ
っ
て
は
、
か
x
る
場
合
に
於
て
も
機
械
化
を
必
要
と
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
第
二
表
に
示
さ
れ
て
居
る
機
械
化
の
場
合
に
於
け
る
人
件
費
は
第
一
表
に
比
し
単
価
が
低
く
な
っ
て
居
る
が
、
我
国
に
於
て
は
、
こ
れ
と

全
く
反
対
の
状
態
を
示
す
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
機
械
化
の
調
合
に
於
て
は
、
機
械
が
全
事
務
過
程
の
調
整
者
と
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
事
務
処
理
の
態
様
に
変
革
を
齎
ら
し
、
事
務
員
の
事
務
処
理
の
内
容
が
充
実
せ
ら
れ
た
も
の
と
な
り
、
恰
も
工
場
に
於
け
る
作

業
能
率
と
同
一
性
質
の
能
率
が
要
求
せ
ら
れ
同
一
時
間
内
に
於
け
る
実
働
時
間
に
差
を
生
じ
、
我
国
の
伝
統
的
と
も
い
う
べ
き
執
務
態
度
を

一
変
せ
し
む
る
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
給
与
は
機
械
化
に
伴
っ
て
引
き
上
げ
ら
れ
る
傾
向
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
、
事

実
、
機
械
操
作
者
は
第
二
表
に
於
て
は
相
当
低
額
を
以
て
示
さ
れ
て
居
る
が
、
我
国
に
於
て
は
、
技
術
者
の
不
足
と
相
槌
っ
て
、
反
対
に
一

般
事
務
員
よ
り
有
利
な
給
与
を
受
け
て
お
る
現
状
で
あ
る
か
ら
、
機
械
化
の
場
合
に
於
て
は
人
件
費
に
就
て
も
第
二
表
に
示
す
如
き
比
率
を

以
て
減
少
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
機
械
費
に
つ
い
て
も
我
国
に
於
て
は
特
異
性
を
考
慮
す
る
要
が
あ
る
。
第
三
表
に
示
す
機
械
費
は
、
機
械
が
フ
ル
に
利
用
せ
ら
れ
て
居
る

揚
合
で
あ
っ
て
、
然
ら
ざ
る
揚
合
に
於
て
は
、
一
件
当
り
の
機
械
費
の
割
合
は
増
大
す
る
。
機
械
を
賃
借
し
て
お
る
場
合
に
於
て
は
、
か
玉

る
機
械
の
ア
イ
ド
ル
・
タ
イ
ム
は
直
接
的
損
失
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
感
じ
得
る
の
で
あ
る
が
、
賃
借
に
あ
ら
ざ
る
場
合
に
あ
っ
て
も
、
会

計
機
械
は
工
作
機
械
等
と
異
り
、
そ
の
性
質
上
急
速
な
改
良
、
新
機
械
の
製
作
が
行
わ
れ
、
新
機
械
を
採
用
し
た
揚
合
、
旧
機
械
を
他
に
転

用
す
る
こ
と
は
困
難
な
る
場
合
多
く
、
陳
腐
化
に
よ
る
償
却
率
は
極
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
機
械
の
ア
イ
ド
ル
・
タ
イ
ム
は
直
接

的
損
失
と
な
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
表
に
於
て
見
ら
れ
る
如
く
、
米
国
に
於
て
は
、
I
B
M
機
械
一
セ
ッ
ト
の
賃
借
料
は
、

高
級
会
計
主
任
一
人
当
り
の
一
ヵ
月
俸
給
に
直
々
相
当
し
、
資
本
金
一
億
弗
乃
至
十
億
弗
の
大
会
社
に
於
て
は
、
総
経
営
資
本
に
占
め
る
機

械
費
の
割
合
は
殆
ん
ど
無
視
し
得
る
如
き
極
め
て
小
額
の
も
の
で
あ
る
が
、
我
国
に
於
て
は
大
会
社
に
於
て
も
必
ず
し
も
無
視
し
得
る
如
き
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（
3
）

も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
第
三
表
に
示
す
如
く
我
国
に
於
て
機
械
費
の
比
率
が
相
対
的
に
大
な
る
こ
と
は
更
に
こ
の
係
数
以
上
の
重
要
な

意
味
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
第
一
表
、
第
二
表
と
も
に
国
8
げ
①
ロ
帥
二
①
が
曾
●
○
ξ
》
ロ
墨
柄
ω
Φ
画
①
H
≦
胃
諺
。
ゲ
β
。
請
雨
。
げ
閃
Φ
出
山
①
の
国
。
口
①
H
淳
び
函
b
o
げ
犀
国
目
8
㌣
ω
矯
ロ
。
叶
。
日
。
。
℃
H
O
心
O
・
に
よ
る
。
こ
の
表

　
　
に
示
さ
れ
た
単
価
は
現
在
の
価
格
水
準
の
約
二
分
の
一
の
時
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
が
各
費
用
の
相
対
的
関
係
に
は
影
響
な
い
と
考
、
兄
ら
れ
、
本
交
の
説

　
　
明
上
差
支
え
な
い
の
で
こ
x
に
掲
げ
た
Q

　
（
2
）
　
こ
x
に
示
し
た
倍
数
は
必
ず
し
も
正
確
な
も
の
と
い
う
こ
と
を
得
ず
、
厳
密
な
調
査
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
精
密
な
数
値
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で

　
　
あ
る
が
、
本
文
の
如
き
傾
向
を
見
る
為
に
は
必
ず
し
も
精
密
な
倍
数
を
求
め
る
方
法
を
と
ら
ず
、
実
際
界
に
於
け
る
経
験
数
値
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
目
的
を
逮
し
得
る
の

　
　
で
経
験
上
の
推
定
に
よ
る
最
小
限
と
考
え
ら
れ
る
数
値
に
拠
る
こ
と
N
し
た
。

　
（
3
）
　
機
械
費
と
平
均
純
利
益
と
の
比
率
は
米
国
に
於
て
は
小
数
点
以
下
五
位
以
下
に
現
わ
れ
る
無
視
し
得
る
数
字
な
る
に
反
し
て
我
国
に
嘗
て
は
小
数
点
の
前
後
に
現
わ

　
　
れ
る
数
と
な
る
。

踏

一　7．3　一・

　
以
上
会
計
機
械
採
用
に
当
っ
て
、
経
済
的
要
因
に
就
て
の
我
国
の
特
異
性
に
就
て
任
意
の
一
例
に
基
い
て
一
般
的
に
考
察
し
た
の
で
あ
る

が
、
か
x
る
考
察
の
結
果
我
国
に
於
け
る
会
計
事
務
機
械
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
会
計
機
械
使
用
に
際
し
て
そ
の
基
準
と
し
て
考
慮
さ
る

べ
き
一
の
限
界
が
導
き
出
さ
れ
る
。
即
ち
、
第
一
に
、
我
国
に
於
て
は
会
計
事
務
の
す
べ
て
に
就
て
機
械
化
が
行
わ
れ
る
も
の
と
は
限
ら
ず
、

機
械
化
せ
ら
る
べ
き
会
計
事
務
の
範
囲
、
機
械
化
適
合
性
に
つ
い
て
特
殊
の
研
究
を
必
要
と
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
機
械
化
適
合
性
を
有
す

る
会
計
事
務
に
あ
っ
て
も
、
機
械
は
経
済
上
な
ら
び
に
作
業
能
率
上
フ
ル
叉
は
フ
ル
以
上
に
使
用
し
得
な
い
集
合
は
、
一
般
的
に
言
っ
て
手

記
式
に
比
し
却
っ
て
不
利
と
な
る
に
至
る
こ
と
。
第
三
に
経
営
管
理
形
態
が
機
械
計
録
を
必
要
と
す
る
程
度
に
於
て
質
的
に
高
度
に
発
達
し

た
段
階
に
あ
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ぽ
、
第
一
お
よ
び
第
二
の
点
は
、
経
営
態
様
、
管
理
組
織
に
就
て
特
別
の
考
慮
が
払
わ
れ
る
揚
合
に
は
或

　
　
　
我
が
国
に
お
け
る
会
計
機
械
採
用
の
限
界
と
そ
の
段
階



　
　
　
我
が
国
に
お
け
る
会
計
機
械
採
用
の
限
界
と
そ
の
段
階

る
程
度
解
消
し
得
る
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
会
計
事
務
管
理
組
織
の
一
部
の
改
善
と
い
う
よ
り
は
全
般
的
な
董
－
新
を
齎
ら

す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
か
く
の
如
き
事
務
管
理
組
織
に
つ
い
て
の
革
命
的
変
化
を
考
慮
に
入
れ
た
上
に
お
い
て
機
械
化
が
採
用
せ
ら
れ
る
の

で
あ
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
Q

　
右
に
述
べ
る
（
1
）
機
械
化
適
合
性
、
（
2
）
機
械
使
用
率
、
（
3
）
管
理
組
織
段
階
に
つ
い
て
の
限
界
は
い
つ
れ
も
個
々
の
経
営
に
就
て

相
対
的
に
決
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
機
械
化
を
行
う
に
つ
い
て
の
絶
対
的
限
界
と
い
う
も
の
は
あ
り
得
な
い
。
限
界
が
相
対
的
に
決

定
せ
ら
れ
る
置
合
に
於
て
も
、
経
営
規
模
、
態
様
、
組
織
と
い
う
如
き
経
営
に
内
在
す
る
要
因
の
他
に
、
特
に
重
要
な
る
こ
と
は
、
会
計
事

務
に
含
ま
れ
る
計
算
、
記
録
の
種
類
、
範
囲
並
に
性
格
、
機
械
化
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
目
的
と
、
現
存
の
会
計
機
械
の
持
つ
機
能
に
よ
っ

て
左
右
せ
ら
れ
る
。
即
ち
、
同
一
態
様
の
経
営
に
あ
っ
て
も
計
録
の
範
囲
、
性
絡
、
目
的
が
相
異
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
、
使
用
す
る
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

械
の
種
類
、
性
能
に
従
っ
て
上
に
述
べ
る
限
界
は
変
化
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
特
定
の
経
営
に
於
て
、
機
械
化
が
可
能
で
あ

る
か
否
か
の
限
界
を
知
る
が
為
に
は
、
そ
の
経
営
の
組
織
上
の
特
性
を
明
か
に
し
て
置
く
の
み
な
ら
ず
、
会
計
事
務
を
機
械
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
期
待
せ
ら
れ
る
計
録
上
の
機
能
な
ら
び
に
各
種
機
械
に
就
て
の
性
能
に
関
し
て
一
般
的
な
技
術
上
の
理
解
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
っ

て
、
機
械
化
に
よ
っ
て
期
待
せ
ら
れ
る
効
果
の
経
営
上
に
持
つ
意
味
と
、
こ
れ
に
対
応
す
る
会
計
機
械
の
経
済
上
、
技
術
上
の
性
能
を
比
較

検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
限
界
が
決
せ
ら
れ
る
こ
と
N
な
る
。
更
に
こ
れ
ら
両
者
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
限
界
に
到
達
す
る

揚
合
考
え
ら
れ
る
各
種
の
段
階
が
派
生
的
に
考
え
ら
れ
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
以
下
に
於
て
、
会
計
機
械
化
の
限
界
決
定
に
際
し

て
考
慮
せ
ら
る
べ
き
機
械
化
の
持
つ
会
計
上
の
機
能
、
並
び
に
会
計
機
械
の
有
す
る
性
能
に
つ
い
て
考
察
し
て
見
る
こ
と
N
す
る
。

　
（
1
）
　
本
例
に
於
て
は
I
B
M
計
算
機
に
よ
る
材
料
計
算
を
例
に
と
っ
て
、
機
械
費
、
物
件
費
、
人
件
費
に
就
て
我
国
と
米
国
と
の
間
に
於
け
る
、
費
用
構
成
上
の
一
般
傾

　
　
向
を
見
出
す
目
的
の
為
に
使
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
材
料
計
算
以
外
の
計
算
を
例
に
と
る
場
合
は
、
こ
の
一
般
傾
向
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
が
、
一
件
当
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り
費
用
其
他
に
つ
い
て
、
こ
れ
と
は
異
っ
た
結
果
を
示
す
も
の
を
生
じ
、
ま
た
異
っ
た
性
能
を
有
す
る
機
械
を
使
用
し
た
場
合
に
も
異
っ
た
結
果
を
示
す
も
の
で
あ
る
9

四

　
機
械
は
自
然
界
に
潜
在
す
る
各
種
の
エ
、
矛
ル
ギ
ー
を
用
い
、
人
力
、
動
物
力
を
超
越
し
て
高
能
率
を
以
て
各
種
の
給
付
を
齎
ら
す
も
の
で

あ
る
。
そ
の
経
済
上
に
与
う
る
影
響
と
し
て
は
、
（
1
）
労
力
並
に
時
間
の
節
約
、
（
2
）
技
能
の
転
嫁
を
挙
げ
得
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

　
　
（
－
）

る
が
、
会
計
事
務
に
於
け
る
計
算
記
録
に
機
械
を
使
用
す
る
揚
合
に
は
一
般
的
効
果
の
ほ
か
に
次
の
如
き
効
果
が
期
待
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
思
考
労
働
の
減
少
、
即
ち
労
働
の
節
約
は
単
に
量
的
節
約
を
行
う
に
止
ま
ら
ず
、
計
録
過
程
に
於
け
る
思
考
労
働
を
減
少
し
、
計

録
に
関
す
る
精
神
労
働
を
一
点
に
集
注
し
他
は
機
械
的
に
処
理
し
得
る
こ
と
と
な
る
。

　
（
2
）
　
計
算
労
働
の
減
少
。
機
械
計
録
に
於
て
は
、
大
部
分
の
計
算
行
為
は
機
械
に
よ
っ
て
自
動
的
に
行
わ
れ
る
が
為
、
労
力
を
用
い
て

記
録
を
行
う
事
が
な
く
な
り
、
労
働
力
の
節
約
は
こ
の
部
面
に
於
て
最
も
大
と
な
る
。
同
様
の
理
由
に
よ
っ
て
、

　
（
3
）
　
記
録
労
働
の
減
少
、
及
び

　
（
4
）
　
分
類
労
働
の
減
少
、
が
齎
ら
さ
れ
る
。

　
　
へ
　
ひ
）
　
選
録
の
正
確
性
。
計
録
が
機
械
的
に
行
わ
れ
る
結
果
、
機
械
に
故
障
な
き
限
り
そ
の
結
果
は
常
に
正
確
で
あ
る
。
機
械
の
故
障
も

亦
人
間
労
働
の
揚
煮
に
非
合
理
的
原
因
に
よ
っ
て
生
ず
る
誤
謬
と
は
異
り
、
技
術
的
、
合
理
的
原
因
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
が
大
部
分
で
あ

る
が
為
、
適
切
な
る
点
検
に
よ
っ
て
予
め
避
け
る
事
が
出
来
、
誤
謬
あ
っ
た
揚
合
に
は
機
械
的
に
之
を
指
摘
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
（
6
）
　
計
録
の
迅
速
性
、
労
働
節
約
の
効
果
は
機
械
に
よ
る
計
算
記
録
の
迅
速
な
る
処
理
に
よ
っ
て
齎
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

迅
速
性
が
計
録
機
械
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
優
劣
を
決
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
我
が
国
に
お
け
る
会
計
機
械
採
用
の
限
界
と
そ
の
段
階
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我
が
国
に
お
け
る
会
計
機
械
採
用
の
限
界
と
そ
の
段
階

　
（
7
）
　
記
録
の
明
瞭
性
、
記
録
が
機
械
殊
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
等
の
活
字
に
よ
る
印
字
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
揚
合
に
は
手
記
式
の
揚
合
に

比
し
、
そ
の
結
果
が
鮮
明
且
つ
美
麗
で
あ
り
、
か
エ
る
記
録
に
よ
る
誤
謬
脱
漏
の
危
険
は
遙
か
に
少
い
、
こ
の
事
は
経
営
の
関
係
者
が
増
大

し
記
録
が
多
人
数
に
よ
っ
て
利
用
せ
ら
れ
る
場
合
に
は
特
に
必
要
で
あ
る
。

　
（
8
）
　
非
違
行
為
の
防
止
。
計
録
が
機
械
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
結
果
、
こ
れ
が
復
元
即
ち
訂
正
、
変
更
も
亦
機
械
に
よ
っ
て
行
わ
れ
な
け
，

れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
不
正
な
る
目
的
を
以
っ
て
記
録
を
改
激
し
、
計
算
を
中
間
に
於
て
誤
魔
化
す
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
と
な
り
、
仮

に
不
正
行
為
を
行
い
た
る
と
し
て
も
そ
の
発
見
が
容
易
と
な
る
。
こ
の
結
果
機
械
計
録
に
よ
る
揚
合
は
手
記
式
に
比
し
、
不
正
行
為
防
止
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

貝
的
を
達
成
し
や
す
き
も
の
と
な
る
。

　
右
の
如
き
影
響
を
齎
ら
す
会
計
機
械
は
、
過
去
に
存
し
た
計
算
記
録
に
関
す
る
手
段
の
発
展
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

会
計
事
務
の
機
械
化
が
行
わ
れ
る
以
前
に
於
て
各
種
の
研
究
、
発
展
が
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
（
1
）
製
紙
技
術
の
発
展
を
中
心
と
す

る
記
録
用
具
の
完
全
化
、
（
2
）
標
準
化
運
動
並
に
印
刷
技
術
の
発
達
に
基
く
書
式
の
完
全
常
並
に
企
画
化
、
（
3
）
記
録
計
算
に
関
す
る
資

料
の
整
理
手
段
と
し
て
の
カ
ー
ド
箱
、
バ
イ
ン
ダ
ー
、
キ
ー
ソ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
等
の
各
種
の
事
務
用
具
な
ら
び
に
装
置
の
発
展
、
が
こ
れ

で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
に
続
い
て
機
械
化
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
忽
然
と
異
っ
た
領
域
と
し
て
会
計
機
械
化
が
考
え
ら
れ
る
も
の
で
な
い

こ
と
は
留
意
を
要
す
る
。
し
か
し
て
、
機
械
化
の
発
展
の
場
合
に
於
て
も
各
種
の
段
階
が
存
す
る
。
即
ち
、
（
1
）
記
録
の
機
械
化
、
（
2
）

計
算
の
機
械
化
、
（
3
）
計
算
と
記
録
の
前
提
と
な
る
分
類
の
機
械
化
、
（
4
）
記
録
と
計
算
と
の
結
合
的
機
械
化
、
（
5
）
記
録
、
計
算
、
分

類
の
結
合
的
機
械
化
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
各
発
展
段
階
に
於
け
る
各
種
の
機
械
に
つ
い
て
、
そ
の
原
理
特
性
を
述
べ
る
こ
と
は
抜
術

的
な
彪
大
な
研
究
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
Σ
に
は
為
し
得
な
い
が
、
性
能
を
異
に
す
る
極
め
て
多
数
の
会
計
機
械
が
利
用
し
得
る
現

状
に
あ
り
、
前
述
の
機
械
化
に
よ
っ
て
期
待
す
る
効
果
と
、
こ
れ
ら
機
械
の
特
性
と
の
関
係
に
於
て
そ
の
選
択
な
ら
び
に
採
用
の
段
階
が
決
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・
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
い
ま
、
こ
れ
ら
の
う
ち
最
も
進
歩
し
た
段
階
に
あ
る
、
記
録
、
計
算
、
分
類
の
三
者
の
結
合
せ
る
会
計
機
械
の
み
に
つ
い
て
、
そ
の
特
性

め
う
ち
、
機
械
化
の
限
界
を
論
ず
る
に
重
要
な
る
関
係
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
こ
と
N
す
る
。

　
こ
の
類
型
の
会
計
機
械
は
更
に
大
別
し
て
二
種
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
は
パ
ン
チ
・
カ
ー
ド
法
（
℃
⊆
ロ
。
冨
画
O
鎚
創
G
O
《
ω
8
ヨ
）

で
あ
り
、
他
は
所
謂
「
簿
記
会
計
機
」
（
し
u
o
o
葵
8
宮
凝
9
巳
》
0
8
爵
萬
百
雷
8
ぼ
器
）
で
あ
る
。
そ
の
機
械
的
特
質
は
前
者
は
単
一

化
せ
ら
れ
た
計
数
（
必
要
に
応
じ
て
所
要
の
記
録
）
を
、
単
位
カ
ー
ド
（
q
コ
搾
O
嚢
。
a
）
に
穿
孔
を
以
て
記
録
し
、
こ
の
単
位
カ
ー
ド
を
機

械
的
に
処
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
録
、
計
算
、
分
類
に
就
て
機
械
化
の
機
能
を
齎
ら
す
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
計
算
機
と
記
録
機
械

（
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
）
と
が
、
複
写
装
置
、
分
類
装
置
と
結
合
し
て
お
る
も
の
で
あ
っ
て
、
転
写
機
能
に
よ
っ
て
、
会
計
事
務
の
機
械
化
機

能
を
齎
ら
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
．
ハ
ン
チ
・
カ
ー
ド
法
は
元
来
統
計
機
と
し
て
発
達
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
各
種
の
性
能
を
有
す
る
多
数
の
機
械
か
ら
一
定
の
機
械
群
を
構

・
成
し
、
単
一
化
さ
れ
た
大
量
計
数
の
分
類
、
計
算
、
記
録
に
適
す
る
も
の
で
あ
り
、
大
量
の
全
数
統
計
の
作
成
に
ば
極
め
て
優
秀
な
能
率
を

．
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
揚
合
、
単
位
カ
ー
ド
は
原
初
記
入
よ
り
為
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
原
初
記
入
、
及
び
カ
ー
ド
作
成
の
段
階
は
、

他
の
機
械
過
程
に
比
し
、
機
械
化
に
よ
る
利
益
は
著
し
く
低
位
に
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
極
端
な
る
例
と
し
て
単
位
カ
ー
ド
が
た
冥
一
個

の
機
械
を
通
過
す
る
場
合
に
は
、
機
械
化
に
よ
る
数
果
は
期
待
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
我
国
に
於
て
は
第
三
表
に
見
る
如
く
機

械
費
、
物
件
費
の
病
む
る
比
率
が
相
対
的
に
大
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
我
国
に
於
て
は
、
カ
ー
ド
使
用
効
率
一
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ

の
場
合
に
於
て
も
不
利
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
最
低
四
乃
至
七
の
効
率
を
有
す
る
必
要
が
あ
り
、
経
験
上
の
実
例
を
参
照
し
て
見
て
も
、
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ー
ド
七
以
上
が
機
械
採
用
の
経
済
上
の
限
界
効
率
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
第
四
図
は
我
国
に
於
て
有
効
な
会
計
機
械
組
織
を
持
つ
と
せ
ら

　
　
　
我
が
国
に
お
け
る
会
計
機
械
採
用
の
限
界
と
そ
の
段
階
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れ
て
お
る
某
社
の
実
例
よ
り
作
成
し
た
流
れ
図
表
で
あ
る
が
、
こ
の
揚
合
に
於
け
る
「
カ
ー
ド
A
」
、
「
カ
ー
ド
B
」
は
原
初
カ
ー
ド
を
示
し
、

「
カ
ー
ド
A
」
は
主
業
務
に
就
て
は
効
率
十
五
を
示
し
、
B
は
効
率
四
を
示
し
て
お
る
が
、
こ
の
効
率
は
前
述
の
限
界
効
率
に
比
較
し
て
み

る
と
必
ず
し
も
高
い
能
率
を
有
す
る
も
の
と
は
言
い
得
な
い
。

　
効
率
に
関
し
て
我
国
に
於
て
特
に
注
意
す
べ
き
技
術
上
の
点
が
三
あ
る
。
第
一
は
国
字
に
よ
る
記
録
（
＝
ω
江
農
）
で
あ
り
、
有
効
に
記
録

を
行
い
得
る
の
は
数
字
の
み
で
あ
っ
て
、
文
字
に
関
し
て
は
対
内
的
に
コ
ー
ド
、
符
号
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
い
得
る
が
、
こ
の
揚
合

に
は
手
記
式
に
よ
る
事
務
段
階
が
更
に
増
す
こ
と
x
な
る
。
ロ
ー
マ
字
を
採
用
し
て
お
る
外
国
の
例
に
於
て
、
こ
の
機
械
を
計
算
に
使
用
す

る
こ
と
な
く
、
丈
字
の
記
録
の
み
に
使
用
し
て
、
カ
ー
ド
効
率
五
〇
乃
至
二
〇
〇
に
達
し
て
い
る
例
で
明
瞭
な
る
如
く
、
国
字
の
相
違
が
大

・
な
る
カ
ー
ド
効
率
上
の
変
化
と
な
っ
て
現
れ
る
点
で
あ
る
。
第
二
に
複
写
装
置
に
よ
る
転
写
機
能
で
あ
る
が
、
こ
の
機
械
に
使
用
す
る
巻
取

．
式
複
写
紙
は
技
術
的
経
済
的
に
国
産
化
さ
れ
て
居
ら
ず
、
垂
直
複
写
に
換
う
る
に
水
平
複
写
式
に
よ
る
も
の
が
多
い
が
、
詰
り
に
四
面
水
平

［
複
写
式
を
採
用
す
る
と
せ
ば
、
カ
ー
ド
効
率
は
同
一
条
件
の
下
に
於
て
も
四
分
の
一
に
減
ず
る
こ
と
に
な
る
。
更
に
単
位
カ
ー
ド
は
事
後
の

機
械
的
処
理
を
考
慮
し
て
、
可
能
な
る
限
り
、
単
一
の
計
数
に
細
分
す
る
こ
と
が
カ
ー
ド
効
率
を
高
め
る
所
以
で
あ
る
が
、
我
国
に
於
て
は
、

カ
ー
ド
の
関
係
上
か
く
の
如
く
し
て
効
率
を
増
す
こ
と
は
行
わ
れ
ず
、
紙
価
を
考
慮
し
て
む
し
ろ
反
対
の
処
理
を
行
っ
て
居
る
現
状
に
あ
る

か
ら
、
製
紙
技
術
、
用
紙
費
の
相
違
が
機
械
化
の
限
界
に
大
き
く
影
響
す
る
状
態
に
あ
る
点
で
あ
る
。
第
三
に
前
二
者
の
欠
は
、
カ
ー
ド
の

処
理
量
が
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
わ
れ
、
会
計
業
務
以
外
の
統
計
業
務
に
あ
っ
て
は
、
例
え
ば
国
勢
調
査
に
関
す
る
統
計
作
成
の
為
に

は
、
我
国
人
ロ
数
に
応
ず
る
カ
ー
ド
を
処
理
し
、
こ
の
場
合
に
は
量
的
相
違
が
質
的
相
違
を
齎
ら
し
、
カ
ー
ド
効
率
二
乃
至
三
を
以
て
し
て

も
高
能
率
が
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
会
計
業
務
に
あ
っ
て
は
、
経
営
規
模
、
業
種
の
相
異
に
よ
る
影
響
が
大
き
く
現
わ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
経
営
規
模
と
カ
ー
ド
効
率
の
関
係
は
総
数
を
以
て
行
う
の
で
な
く
、
各
事
務
段
階
、
機
械
処
理
段
階
に
応
じ
て
精
密
に
研
究
を
行
い
、

　
　
　
我
が
国
に
お
け
る
会
計
機
械
採
用
の
限
界
と
そ
の
段
階
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我
が
国
に
お
け
る
会
計
機
械
採
用
の
限
界
と
そ
の
段
階

効
率
上
の
隙
路
を
生
じ
な
い
点
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
点
で
あ
る
。

　
第
三
表
に
於
け
る
例
は
ロ
ー
マ
字
国
に
於
け
る
例
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
得
た
効
率
は
、
我
国
に
於
て
は
右
の
三
点
を
考
慮

・
に
入
れ
る
時
は
更
に
高
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
第
四
図
に
よ
る
我
国
に
お
け
る
成
巧
的
な
使
用
例
に
よ
る
効
．
率
十
五
と
い
う
の
は
、

む
し
ろ
限
界
に
近
い
能
率
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
上
に
於
て
も
、
驚
異
的
高
能
率
を
伴
っ
て
居
る
結
果
と
な
っ
て
お
ら
な
い
こ
と
は
、

－
右
に
述
べ
た
理
由
よ
り
容
易
に
理
解
し
得
る
と
思
う
。

　
簿
記
会
計
機
は
会
計
業
務
を
機
械
化
す
る
と
い
う
よ
り
は
そ
の
一
部
を
為
す
転
記
に
穿
て
高
能
率
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
転
写
機

く
勺
。
ω
臓
農
冒
僧
。
げ
貯
①
）
と
も
い
う
べ
き
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
就
て
も
前
記
国
字
の
制
約
を
伴
い
、
我
国
に
於
て
は
、
特

別
の
考
慮
を
為
さ
f
る
限
り
計
算
の
転
写
の
み
に
高
能
率
を
期
待
し
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
複
写
に
嘗
て
は
前
者
よ
り
も
我
国
の
製
紙
事
情

に
適
合
し
、
且
つ
機
械
使
用
率
に
就
て
経
営
規
模
に
影
響
さ
れ
る
点
が
比
較
的
勘
な
い
と
言
い
得
る
、
但
し
、
こ
の
機
械
を
採
用
す
る
揚
合

・
は
我
国
従
来
の
文
書
形
式
を
一
変
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
事
務
管
理
機
構
並
び
に
書
式
に
就
て
の
機
構
化
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
か
Σ
る

機
構
化
を
伴
っ
て
、
始
め
て
機
械
化
の
効
果
が
期
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
（
1
）
　
林
健
二
「
企
業
金
融
論
」
第
二
章
に
は
機
械
の
経
済
的
考
察
に
関
す
る
研
究
が
詳
細
に
収
め
ら
れ
て
あ
る
。

　
（
2
）
　
拙
稿
、
『
監
査
制
度
と
機
械
計
録
組
織
』
、
平
井
泰
太
郎
編
「
経
営
経
理
と
公
認
会
計
士
」
一
七
五
頁
i
一
七
八
頁
参
照
。

　
（
3
）
　
カ
ー
ド
使
用
率
に
よ
る
限
界
は
、
計
算
対
象
の
相
違
、
機
械
使
用
率
に
よ
っ
て
各
々
の
場
合
に
相
対
的
に
決
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
精
密
な

　
　
計
算
は
別
の
機
会
に
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
い
が
、
本
例
に
よ
る
計
算
の
基
礎
を
な
す
材
料
計
算
に
よ
る
数
値
は
一
般
の
会
計
事
務
に
対
し
て
多
分
の
共
通
的
要
素
を
含

　
　
む
か
ら
当
を
失
す
る
こ
と
な
く
概
観
的
な
傾
向
を
把
握
し
得
、
ま
た
実
際
経
験
上
よ
り
理
解
さ
れ
る
数
値
に
も
近
似
す
る
の
で
、
こ
エ
に
用
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
率

　
　
は
絶
対
的
の
も
の
で
は
な
い
。
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五

　
以
上
二
種
の
代
表
的
会
計
機
械
の
特
性
を
、
我
国
の
特
殊
事
情
と
の
関
係
に
就
て
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
か
x
る
特
異
性
の
あ
る
こ
と

ほ
他
の
す
べ
て
の
機
械
に
嘗
て
妥
当
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
機
械
化
に
際
し
て
夫
々
特
異
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
我
国
の

み
に
存
す
る
の
で
は
な
く
、
経
済
基
盤
を
殊
に
す
る
す
べ
て
の
諸
国
に
存
し
得
る
の
で
あ
り
、
米
国
産
業
経
営
に
於
て
も
機
械
化
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

と
が
特
質
を
な
す
の
で
は
な
く
、
機
械
化
は
単
に
手
段
と
し
て
行
わ
れ
て
お
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
従
つ

で
、
以
上
の
考
察
の
結
果
結
論
と
し
て
一
般
的
に
導
き
出
し
得
る
も
の
は
一
点
と
な
る
。
即
ち
、
会
計
機
械
は
夫
々
特
性
を
有
し
、
経
営
の

特
殊
事
情
と
の
関
係
に
於
て
、
そ
の
性
能
が
最
高
度
に
発
揮
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
優
秀
な
機
械
が
存
在
す
る
こ

と
を
以
て
必
然
的
に
近
代
的
経
営
に
使
用
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
言
う
こ
と
は
出
来
ず
、
機
械
化
を
決
す
る
も
の
は
経
営
で
あ
り
、
経
営
の
側

に
於
け
る
必
要
性
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
従
っ
て
、
会
計
事
務
の
機
械
化
を
行
う
に
当
っ
て
は
、
前
提
と
し
て
会
計
事
務
自
体
に
つ
い
て
の
分
析
研
究
を
行
い
、
こ
れ
を
機
械
化
し

た
る
揚
合
の
組
織
と
対
比
し
、
各
段
階
に
覧
て
機
械
化
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
第
四
図
に
示
す
流
れ
作
業
は
手
記
式
の
揚

合
に
も
作
成
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
手
記
式
の
置
合
に
於
け
る
会
計
事
務
機
構
を
各
種
の
型
式
よ
り
最
適
と
考
え
ら
れ
る
流
れ
図
表
に
示
し
、

計
算
、
お
よ
び
記
録
事
務
の
行
わ
れ
る
揚
所
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
各
々
の
場
所
に
就
て
機
械
化
に
よ
っ
て
期
待
す
る
効

果
即
ち
労
力
、
正
確
性
、
迅
速
性
、
其
他
質
的
効
果
の
観
点
よ
り
吟
味
し
、
夫
々
の
個
所
に
於
け
る
機
械
化
の
可
否
な
ら
び
に
使
用
機
械
の

・
種
類
が
決
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
一
般
基
準
と
し
て
は
、
（
1
）
現
在
の
事
務
処
理
に
は
欠
陥
が
あ
る
か
、
あ
り
と
せ
ば

そ
の
理
由
、
（
2
）
こ
の
欠
陥
は
会
計
業
務
の
内
在
的
性
質
よ
り
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
、
或
は
処
理
方
法
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
、

　
　
　
我
が
国
に
お
け
る
会
計
機
械
採
用
の
限
界
と
そ
の
段
階
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我
が
国
に
お
け
る
会
計
機
械
採
用
の
限
界
と
そ
の
段
階

（
3
）
会
計
担
当
者
が
現
在
の
方
法
に
対
し
て
反
体
し
て
居
る
か
、
叉
そ
の
理
由
は
何
で
あ
る
か
、
（
4
）
特
定
の
業
務
に
於
け
る
時
間
的
要

素
の
重
要
性
に
就
て
の
分
析
、
（
5
）
現
在
の
事
務
処
理
費
は
幾
何
で
あ
る
か
、
（
6
）
手
記
式
に
よ
る
処
理
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

欠
陥
を
除
去
し
得
な
い
か
と
い
う
点
等
で
あ
る
。
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
計
事
務
に
関
し
て
、
量
的
、
質
的
な
機
械
化
の
必
要
性
が
決

定
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
叉
使
用
す
べ
き
機
械
の
種
類
が
こ
れ
に
応
じ
て
選
択
さ
れ
る
こ
と
エ
な
る
。
即
ち
、
前
節
に
述
べ
た
国

字
の
相
違
に
基
く
欠
陥
を
除
く
為
に
は
計
算
機
構
を
主
と
し
た
機
械
、
用
紙
事
情
に
就
て
は
用
紙
に
制
約
さ
れ
な
い
機
械
、
機
械
使
用
率
に

就
て
は
小
型
機
械
叉
は
H
・
◎
。
、
、
×
P
α
、
、
と
い
う
小
型
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
機
械
を
使
用
す
る
等
で
あ
る
。
叉
使
用
率
を
高
め
る
為
に
は
、
事

務
組
織
を
改
変
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
達
せ
ら
れ
る
。
機
械
配
置
に
重
て
プ
ー
ル
制
（
集
中
制
）
と
分
属
制
が
あ
り
、
前
者
は
小
規
模
経
営

に
於
て
機
械
使
用
率
を
高
め
る
為
に
と
ら
れ
る
方
法
で
我
国
に
も
そ
の
例
は
多
い
の
で
あ
る
が
、
米
国
に
潤
て
は
、
一
定
条
件
が
充
た
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
い
限
り
分
属
制
が
よ
り
高
い
能
率
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
居
り
、
機
械
配
置
と
い
う
点
か
ら
事
務
組
織
が
変
更
せ
ら
る
べ
き
も

の
で
は
な
く
、
能
率
的
事
務
機
構
が
組
織
せ
ら
れ
た
下
に
於
て
機
械
化
が
考
慮
せ
ら
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

　
機
械
化
を
行
う
に
当
っ
て
最
も
重
要
な
る
問
題
は
機
械
の
設
置
せ
ら
れ
る
以
前
に
於
て
、
熟
練
し
た
機
械
技
術
者
、
操
作
者
を
準
備
し
て

お
く
の
で
な
け
れ
ば
、
事
務
管
理
上
大
な
る
支
障
と
非
能
率
を
齎
ら
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
更
に
、
会
計
機
械
化
は
事
務
組

織
の
革
新
を
齎
ら
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
事
務
組
織
の
機
構
化
が
行
わ
れ
て
居
ら
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
様
の
麦
障
と
混
乱
を
齎
ら
し

充
分
に
機
械
化
の
効
果
を
期
待
し
得
な
い
も
の
と
な
る
。
従
っ
て
会
計
機
械
化
の
前
提
と
し
て
会
計
事
務
の
機
構
化
が
考
え
ら
る
べ
き
で
あ

っ
て
、
機
械
化
は
こ
の
事
務
機
構
化
の
一
部
と
考
え
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
我
国
の
特
殊
事
情
よ
り
文
字
の
記
録
機
械
化
に

夫
な
る
制
約
あ
る
場
合
に
は
計
算
の
機
構
化
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
計
算
の
み
の
機
械
化
は
他
に
多
数
の
機
械
器
具
が
存
す
る
の
で

あ
っ
て
、
機
構
化
が
充
分
に
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
部
分
的
使
用
の
み
に
よ
っ
て
も
高
能
率
を
期
待
し
得
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
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会
計
機
械
化
の
段
階
に
関
し
て
、
そ
の
出
発
点
を
為
す
も
の
は
会
計
事
務
の
機
構
化
で
あ
り
、
機
二
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
述
ぶ
る
と
こ
ろ
に
基
い
て
、
各
経
営
に
つ
い
て
自
ら
機
械
化
の
段
階
が
決
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
（
1
）
　
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
の
会
計
事
情
」
参
照
。
産
業
経
理
第
十
三
巻
、
一
号
。

　
（
2
）
　
ピ
①
要
撃
①
戸
司
・
置
・
鋤
口
画
菊
。
び
ぼ
の
。
ロ
ひ
国
・
寓
‘
日
①
舞
び
8
吋
。
隔
O
臣
8
寓
き
9
。
堕
q
①
資
Φ
μ
ρ
転
任
ρ
灯
・
H
㊤
9
以
下
に
掲
げ
る
も
の
か
ら
引
用
し
た
。

　
（
3
）
量
ロ
‘
冨
●
b
。
H
。
。
山
8
・

占ノ、

既
に

　
我
国
産
業
は
相
当
高
度
の
発
展
を
遂
げ
、
生
産
管
理
面
に
於
て
は
機
械
は
著
し
い
進
歩
を
遂
げ
て
居
る
に
反
し
て
、
事
務
管
理
の
分
野
に

於
て
、
比
較
的
進
歩
が
見
ら
れ
な
い
現
状
で
あ
る
か
ら
、
機
械
化
を
通
じ
て
、
我
国
産
業
経
営
の
発
展
を
齎
ら
す
余
地
は
極
め
て
希
な
る
も

の
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
叉
近
時
に
於
け
る
経
営
会
計
に
於
け
る
進
歩
は
、
計
算
記
録
に
つ
い
て
質
的
に
機
械
化
を
必
要
と
す
る
も
の
が

多
数
に
存
す
る
の
で
あ
り
、
事
務
機
械
化
の
促
進
は
我
国
産
業
に
極
め
て
重
大
な
影
響
を
齎
ら
す
も
の
で
あ
り
、
各
産
業
に
於
て
健
全
な
る

ム
五
計
機
械
化
が
実
施
せ
ら
れ
る
こ
と
が
現
時
の
急
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
論
に
於
て
、
会
計
機
械
化
に
就
い
て
、
機
械
化
に
依
っ
て
期
待
し
得
る
効
果
、
機
械
の
有
す
る
特
性
、
特
に
我
国
に
於
け
る
性
能
上
の

，
特
異
性
の
点
よ
り
、
会
計
機
械
化
の
限
界
な
ら
び
に
そ
の
段
階
性
の
あ
る
こ
と
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
限
界
な
ら
び
に
段
階

・
は
個
々
の
経
営
に
勝
て
相
対
的
に
映
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
機
械
化
を
行
う
に
当
っ
て
は
事
務
管
理
機
構
全
般
に
茂
て
の
研
究
を

－
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
が
、
会
計
機
械
化
の
機
運
の
存
す
る
今
日
、
機
械
化
に
際
し
て
最
も
必
要
と
せ
ら
れ

る
こ
と
は
、
各
経
営
が
会
計
事
務
の
機
構
化
に
就
て
の
研
究
を
重
視
し
、
然
る
後
各
種
機
械
の
性
能
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
適
用
の
段
階
を

浜
話
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
経
営
組
織
と
有
機
的
に
結
合
し
た
揚
合
に
始
め
て
充
分
な
機
械
化
の
効
果
を
期
待
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
我
が
国
に
お
け
る
会
計
機
械
採
用
の
限
界
と
そ
の
段
階
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我
が
国
に
お
け
る
会
計
機
械
採
用
の
限
界
と
そ
の
段
階

そ
の
適
用
段
階
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

ら
す
も
の
で
あ
る
と
言
い
得
る
。

機
械
化
の
段
階
を
誤
ら
な
い
こ
と
が
、
我
国
に
於
け
る
健
全
な
る
会
計
機
械
化
を
齎

一84一



賃
銀
形
態
と

総
原
慣

古

林

喜

樂

一、

瘻
轟
ｴ
価
的
見
地
の
生
成

二
、
労
働
費
と
総
原
価
の
賃
銀
形
態
別
吟
味

三
、
低
総
原
価
の
本
質

四
、
わ
が
国
能
率
給
の
低
労
働
費
的
性
格

一85一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

　
テ
イ
ラ
ー
の
高
賃
銀
低
労
働
費
（
げ
㎡
ゴ
司
9
瞬
①
ω
ρ
巳
δ
毛
一
筈
。
同
8
ω
什
）
に
な
ぞ
ら
え
て
云
え
ば
、
能
率
給
の
見
地
は
、
原
生
的
な

低
賃
銀
低
労
働
費
の
も
の
か
ら
高
賃
銀
低
労
働
費
の
も
の
へ
、
更
に
近
代
的
な
能
率
給
に
お
い
て
、
高
賃
銀
高
労
働
費
低
総
原
価
（
嵐
伽
q
詳

≦
9
帥
q
Φ
ω
鴇
眠
9
q
膨
冨
σ
o
憎
8
馨
掌
。
巳
δ
司
8
什
巴
o
o
曾
）
の
見
地
に
発
展
し
て
き
た
と
云
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
原
生
的
な
個
数
賃

銀
制
は
賃
銀
の
切
下
げ
を
専
ら
ね
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
文
字
通
り
低
賃
銀
低
労
働
費
の
性
格
の
も
の
で
あ
る
が
、
出
来
高
の
増
加
に

伴
う
て
賃
銀
の
上
昇
率
を
低
減
し
つ
つ
高
能
率
を
ば
労
働
者
を
駆
使
す
る
方
法
に
よ
っ
て
も
た
ら
そ
う
と
す
る
能
率
給
も
、
実
質
的
に
は
こ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
尤
も
後
者
の
場
合
に
は
、
形
式
的
に
は
能
率
の
増
進
に
伴
っ
て
賃
銀
が
高
ま
る
け
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れ
ど
も
、
そ
の
賃
銀
の
上
昇
は
労
働
の
強
度
化
に
伴
わ
な
い
の
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
能
率
給
は
こ
の
段
階
の
も
の
に
属
す
る
と
云
い

得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
テ
イ
ラ
ー
が
高
賃
銀
低
労
働
費
の
標
語
の
も
と
に
お
い
て
少
く
と
も
ね
ら
っ
て
い
た
と
こ
ろ
は
、
1
現

実
の
経
営
に
お
い
て
は
科
学
的
管
理
法
が
資
本
家
的
に
濫
用
さ
れ
て
テ
イ
ラ
ー
の
本
旨
は
全
く
没
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
1
作
業
方
法
を

合
理
化
す
る
科
学
的
管
理
技
術
に
よ
っ
て
能
率
を
増
進
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
賃
銀
を
高
め
て
も
術
労
働
費
を
節
減
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
賃
銀
が
高
く
な
れ
ば
そ
れ
だ
け
労
働
費
は
増
す
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
ら
ば
所
謂
低
労
働
費
は
い
か
に
し
て
も

た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
。
今
テ
イ
ラ
ー
の
掲
げ
て
い
る
例
に
よ
れ
ば
、
シ
ャ
ベ
ル
作
業
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
一
人
一
日
の
平
均
作
業
量

が
十
六
屯
、
一
人
一
日
の
平
均
賃
銀
収
入
が
一
・
一
五
弗
で
あ
っ
た
も
の
が
、
科
学
的
管
理
法
に
よ
っ
て
作
業
方
法
が
改
善
さ
れ
た
結
果
、

一
日
の
作
業
量
が
五
九
屯
に
増
し
、
賃
銀
も
一
・
八
八
弗
に
高
ま
っ
た
。
そ
こ
で
屯
当
り
の
労
働
費
を
計
算
す
る
と
七
・
二
仙
か
ら
三
・
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
－
）

仙
に
下
り
、
賃
銀
収
入
は
一
・
一
五
弗
か
ら
一
・
八
八
弗
に
高
ま
っ
た
か
ら
、
こ
れ
即
ち
高
賃
銀
低
労
働
費
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
例
に
お
い
て
は
、
出
来
高
は
三
・
七
倍
に
増
加
し
て
い
る
の
に
、
賃
銀
の
方
は
一
・
六
倍
に
し
か
高
ま
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
こ

の
場
合
の
出
来
高
増
加
が
、
労
働
の
強
度
化
の
み
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
高
賃
銀
ど
こ
ろ
か
実
は
賃
銀
の
切
下
げ

に，

謔
ﾁ
て
低
労
働
費
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
し
か
る
限
り
に
お
い
て
は
既
述
の
初
期
的
能
率
給
と
な
ん
ら
異
な
る
と
こ
ろ
は

な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
場
合
に
こ
の
よ
う
な
能
率
増
進
が
、
労
働
力
の
浪
費
を
は
ぶ
く
と
こ
ろ
の
作
業
方
法
の
改
善
に
よ
っ
て
、
即
ち

労
働
の
生
産
性
の
増
進
に
よ
っ
て
、
も
た
ら
さ
れ
る
部
分
が
存
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
初
期
的
能
率
給
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
あ

る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
し
か
し
何
れ
に
し
て
も
、
右
の
例
に
お
い
て
は
、
出
来
高
の
増
進
に
賃
銀
が
伴
っ
て
い

な
い
。
し
か
る
に
テ
イ
ラ
ー
は
一
方
に
お
い
て
賃
銀
形
態
と
し
て
は
差
別
的
賃
率
制
を
主
張
し
、
高
能
率
に
お
い
て
は
普
通
の
出
来
高
払
賃

率
よ
り
も
上
昇
率
の
逓
増
す
る
高
率
の
出
来
高
払
賃
率
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
も
し
こ
の
よ
う
な
差
別
的
賃
率
制
が
前
例
の
場
合
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に
適
用
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
高
賃
銀
低
労
働
費
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
高
賃
銀
高
労
働
費
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
勿
論
テ
イ
ラ
ー
も
差

別
的
賃
率
制
を
主
張
す
る
以
上
、
こ
の
事
を
考
慮
し
な
か
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
高
率
の
個
数
賃
率
を
主
張
す
る
と
き
に
、
高
労
働
費
を
暗

黙
に
肯
定
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
、
む
し
ろ
間
接
費
σ
節
約
に
重
点
を
お
い
て
い
る
論
述
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
比
例
的
に
よ
り
多
く
の

出
来
高
が
も
た
ら
さ
れ
る
な
ら
ば
、
一
個
当
り
に
よ
り
多
く
の
賃
銀
i
従
っ
て
高
労
働
費
を
一
恒
久
的
に
支
払
う
こ
と
も
で
き
る
。
」

「
出
来
高
が
比
例
的
に
増
し
て
個
片
原
価
の
間
接
費
部
分
の
減
少
が
賃
銀
の
増
加
よ
り
も
大
で
あ
る
と
き
に
は
、
労
働
者
に
高
賃
銀
を
支
払

う
方
が
常
に
低
廉
と
な
る
。
多
く
の
工
業
家
は
生
産
費
を
考
え
る
と
き
に
、
出
来
高
増
進
が
原
価
に
及
ぼ
す
影
響
を
悟
っ
て
い
な
い
。
出
来

高
の
多
寡
に
か
か
わ
り
な
く
、
税
金
・
保
険
料
．
減
価
償
却
費
．
地
代
．
利
子
．
俸
給
．
事
務
費
そ
の
他
の
経
費
や
し
ば
し
ば
動
力
費
が
不

変
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
見
う
し
な
っ
て
い
る
」
と
主
張
し
て
い
る
と
き
に
は
、
低
労
働
費
よ
り
も
む
し
ろ
低
総
原
価
を
考
え
て
い
る
の
で

七
堂
。
し
か
し
テ
イ
ラ
ー
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
が
ま
だ
明
確
に
貫
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
　
一
方
で
は
低
労
働
費
を
主
張
し
つ
つ
、

他
方
で
は
低
総
原
価
を
も
主
張
し
、
何
れ
が
決
定
的
な
基
準
と
な
る
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
突
き
と
め
て
い
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
テ
イ
ラ
ー
が
幾
多
の
成
果
を
あ
げ
た
実
例
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
分
析
的
な
動
作
研
究
．
時
間
研
究
に
よ
っ
て
労

働
力
の
浪
費
を
は
ぶ
き
、
必
ず
し
も
労
働
を
強
度
化
す
る
こ
と
な
し
に
、
出
来
高
を
著
し
く
山
口
同
め
得
た
限
り
に
お
い
て
は
、
少
く
と
も
原
生

的
能
率
給
に
お
け
る
と
は
区
別
さ
れ
る
所
謂
高
賃
銀
低
労
働
費
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
し
か
し
こ
の
よ
う
な
作
業
方
法
の
改
善
は

恒
常
的
に
継
続
し
て
期
待
で
き
る
性
質
の
こ
と
が
ら
で
は
な
く
、
改
善
が
な
さ
れ
れ
ば
そ
れ
で
一
段
落
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
能
率

給
は
日
々
恒
常
的
に
行
わ
れ
る
制
度
で
あ
る
。
だ
か
ら
能
率
給
に
お
い
て
常
に
こ
の
よ
う
な
高
賃
銀
低
労
働
費
の
可
能
性
を
見
込
む
こ
と
は

で
き
な
い
。
よ
り
詳
し
く
考
え
れ
ば
能
率
給
と
作
業
方
法
の
改
善
と
は
も
と
も
と
別
個
の
領
域
の
課
題
で
あ
る
。
能
率
給
に
よ
っ
て
作
業
方

法
の
改
善
が
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
能
率
増
進
の
た
め
に
作
業
方
法
の
改
善
が
試
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
能
率
給
の
も
と
に
お

　
　
　
賃
金
形
態
と
総
原
価

F一　87　一一・



　
　
　
賃
金
形
態
と
総
原
価

い
て
作
業
方
法
の
改
善
が
伴
う
か
ど
う
か
は
不
定
な
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
作
業
方
法
の
改
善
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
偶
然
的

で
あ
る
。
だ
か
ら
作
業
方
法
の
改
善
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
を
も
つ
て
能
率
給
の
一
の
原
則
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
の

み
な
ら
ず
近
代
的
な
能
率
給
に
お
い
て
は
、
既
に
作
業
研
究
に
よ
る
標
準
課
業
の
設
定
が
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
既
に
能
う
限
り
の

改
善
を
施
し
て
標
準
的
な
作
業
方
法
が
確
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
上
に
能
率
給
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
作
業
方

法
の
改
善
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
高
賃
銀
低
労
働
費
を
更
に
能
率
給
の
原
則
と
し
て
導
入
す
る
余
地
は
狭
め
ら
れ
て
い
る
と
云
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

「
出
来
高
の
増
進
に
対
し
て
逓
減
的
な
賃
銀
を
支
払
い
し
か
も
労
働
者
駆
使
方
策
に
よ
っ
て
高
能
率
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
古
い
方
法
は
、

実
際
的
に
も
過
去
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
し
」
i
わ
が
国
に
お
い
て
は
い
ま
だ
過
去
の
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
が
一
「
能
率
給
を
比

較
考
量
す
る
揚
合
に
は
、
作
業
の
標
準
が
既
に
改
善
さ
れ
確
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
態
の
も
と

に
お
い
て
は
、
労
働
費
を
低
下
せ
し
め
な
が
ら
同
時
に
賃
銀
を
引
上
げ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
口
に
す
る
こ
と
は
全
く
一
の
矛
盾
で
あ

（
融
3
）

る
」
。
　
か
く
し
て
各
種
の
精
巧
な
近
代
的
能
率
給
の
研
究
が
進
む
と
と
も
に
、
常
総
原
価
（
一
〇
ぐ
『
け
O
什
掌
Ω
一
二
ご
一
⇔
O
O
ω
什
）
の
見
地
が
、
能
率
給

の
決
定
的
な
基
準
と
な
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
作
業
方
法
の
標
準
化
が
進
む
と
と
も
に
、
高
賃
銀
と
低
労
働
費
と
は
矛
盾
す
る
に
至
る
。
し
か
し
賃
銀
と
総
原
価
と
は
比

例
的
に
運
動
し
な
い
の
で
あ
り
、
高
賃
銀
に
よ
っ
て
能
率
増
進
が
保
証
せ
ら
れ
る
な
ら
ぽ
、
間
接
費
は
ま
す
ま
す
よ
り
多
く
の
製
品
に
配
賦

さ
れ
て
、
単
位
当
り
の
間
接
費
は
低
下
し
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
高
賃
銀
に
よ
っ
て
高
労
働
費
と
な
っ
て
も
、
間
接
費
の
低
下
に
よ

つ
て
総
原
価
は
下
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
殊
に
独
占
期
に
入
っ
て
資
本
の
有
機
的
構
成
が
高
ま
り
、
間
接
費
部
分
の
相
対
的
割
合
が
増
大
し

て
く
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
傾
向
は
強
め
ら
れ
て
ゆ
く
。
そ
こ
で
山
農
賃
率
に
よ
っ
て
直
接
労
働
費
の
方
は
高
く
な
っ
て
も
、
高
賃
率
に
よ
っ
て
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高
能
率
の
実
現
が
確
実
と
な
れ
ば
、
製
品
単
位
当
り
の
総
原
価
は
部
っ
て
低
く
な
る
よ
う
な
現
象
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
勾
配
の
き
つ
い
収

入
曲
線
に
よ
っ
て
高
能
率
を
確
保
し
た
方
が
、
直
接
労
働
費
は
高
ま
っ
て
も
、
却
っ
て
総
原
価
の
低
下
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

そ
し
て
経
営
に
と
っ
て
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
総
原
価
で
あ
る
か
ら
、
賃
銀
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
労
働
費
が

高
ま
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
総
原
価
の
低
下
が
も
た
ら
さ
れ
る
な
ら
ば
、
高
賃
率
の
方
が
経
営
に
と
っ
て
有
利
と
な
る
の
で
あ
り
、
直
接

労
働
費
は
そ
れ
だ
け
で
は
賃
銀
形
態
を
評
価
す
る
基
準
と
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
（
註
1
）
　
頃
・
≦
・
日
β
。
覧
0
5
目
ロ
①
℃
誌
ロ
。
ぢ
冨
の
o
h
ω
9
0
暮
庄
。
護
薗
ロ
9
昌
趣
鳶
①
日
①
緊
●
お
鵠
●
℃
・
謡
●

　
（
註
2
）
　
O
●
妻
・
い
団
二
ρ
芝
β
o
瞬
。
ぎ
8
ロ
餓
く
①
蜜
。
爵
。
諺
・
H
㊨
お
・
7
刈
8

　
（
註
3
）
　
い
矯
ユ
Φ
L
．
ρ
ロ
・
日
鼻
弾
誤
・

剛

　
賃
銀
形
態
の
研
究
に
お
い
て
、
総
原
価
的
見
地
が
唯
一
の
決
定
的
な
基
準
と
な
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
の
は
、
ラ
イ
ト
ル
（
∩
r
　
ぐ
く
●
H
、
《
銘
O
）

で
あ
る
が
、
彼
は
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
個
々
の
賃
銀
形
態
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
曲
線
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
直
線
労
働
費
曲

線
並
び
に
総
原
価
曲
線
（
8
け
巴
o
o
2
0
霞
く
。
）
　
の
吟
昧
を
行
っ
た
。

　
ラ
イ
ト
ル
が
そ
れ
ら
の
曲
線
を
構
成
す
る
に
当
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
仮
定
を
設
け
、
…
久
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
い
て
で
あ
る
か
に

つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
直
接
に
関
係
の
な
い
事
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
の
説
明
は
さ
け
る
こ
と
と
す
る
が
、
総
原
価
曲
線
を
問

題
と
す
る
に
当
っ
て
、
必
要
な
限
度
に
お
い
て
要
説
す
れ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
総
原
価
曲
線
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
賃
銀
形
態
の
も
と
に
お
い
て
、
出
来
高
の
増
減
に
伴
い
、
直
接
費
と
し
て
の
材
料
費
と
労
働
費
並
び
に
間

接
費
の
合
計
が
、
ど
の
よ
う
に
変
動
す
る
か
を
あ
ら
わ
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
ず
出
来
高
に
つ
い
て
は
、
標
準
を
一
〇
〇
％

　
　
　
賃
金
形
態
と
総
原
価
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賃
金
形
態
と
総
原
価

具
体
的
に
は
八
時
間
労
働
で
二
十
四
個
の
出
来
高
と
仮
定
し
、
能
率
の
最
低
限
度
を
六
〇
％
Y
最
高
限
度
を
一
四
五
％
と
定
め
た
。
こ
の
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
－
）

低
最
高
の
限
度
に
つ
い
て
は
根
拠
づ
け
が
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
配
れ
な
い
。
次
に
労
働
費
と
な
る
と
こ
ろ
の
賃
銀
収
入
に
つ
い

て
は
、
標
準
一
〇
〇
％
に
お
い
て
、
三
・
八
四
弗
と
仮
定
さ
れ
た
。
こ
れ
が
同
時
に
出
来
高
払
い
に
お
け
る
基
礎
賃
銀
と
な
る
か
ら
、
標
準

能
率
（
一
〇
〇
％
）
に
お
い
て
は
、
一
個
当
り
の
労
働
費
は
G
。
●
Q
。
心
器
十
b
Q
艀
1
1
ρ
H
①
器
と
な
る
。
次
に
材
料
費
は
二
十
四
個
で
二
・
八
八
弗
、

従
っ
て
一
個
十
二
仙
と
仮
定
さ
れ
、
間
接
費
は
基
礎
賃
銀
と
同
額
の
三
・
八
四
弗
と
仮
定
さ
れ
た
。
従
っ
て
材
料
費
と
間
接
費
と
の
単
位
当

り
の
額
は
、
標
準
・
能
率
・
の
場
合
に
お
い
て

　
　
　
（
N
り
○
◎
Q
◎
番
十
ω
・
◎
◎
蔭
器
）
十
漣
1
1
ρ
b
。
o
。
番

と
な
る
。
こ
れ
に
単
位
当
軌
の
労
働
費
が
加
え
ら
れ
て
総
原
価
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
総
原
価
が
出
来
高
の
変
動
に
伴
う
て
ど
の
よ
う
に

変
動
す
る
か
を
見
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
出
来
高
の
変
動
に
つ
い
て
は
、
標
準
（
八
時
間
）
を
基
準
に
し
て
節
約
時
間
乃
至
遅
延
時
間

の
一
時
間
ず
つ
の
点
が
、
仮
定
さ
れ
た
最
低
六
〇
、
最
高
一
四
五
の
間
に
お
け
る
能
率
の
階
段
と
し
て
選
ば
れ
た
。
即
ち
次
の
ご
と
く
で
あ

る
。

　
　
　
①
ρ
①
ρ
認
鴇
◎
◎
9
0
0
P
ド
O
ρ
昌
倉
H
G
◎
Q
◎
愉
ぱ
㎝
（
獣
）

　
こ
の
よ
う
な
能
率
の
変
動
に
伴
う
総
原
価
の
変
動
は
、
先
ず
労
働
費
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
賃
銀
形
態
の
も
と
に
お
け
る
賃
銀
収
入
の

変
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
材
料
費
は
出
来
高
の
増
減
に
正
比
例
し
、
間
接
費
は
不
変
の
三
・
八
四
弗
が
出
来
高
が
増
す
に
従
い
よ
り
多

く
の
製
品
に
配
分
さ
れ
て
逓
減
し
つ
つ
変
動
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
今
前
述
の
よ
う
な
仮
定
に
基
づ
く
計
算
に
よ
っ
て
、
個
々
の
賃
銀
形
態
の
も
と
に
お
け
る
単
位
当
り
の
労
働
費
及
び
総
原
価
の
変
動
を
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

括
的
に
表
示
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
（
金
額
の
単
位
は
仙
）
。
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賃
金
形
態
と
総
原
価

能率％
旧聞払制（固定給） 標準時閲制 六甲制

幾何級数的
出来高払制 置

ラー差別的
ｦ　　制

労働費 総原価
労働劃総原価　　一

一　．

労働費1総原価 労働費 総原価 労働費1総原価

60 27 66 271 66 27 66 16 55 13 52

66 24 6C 24 60 24 60 16 52 13 49

73 22 56 22 56 22 56 16 50 13 47

80 20 52 20 52 21 53 16 48 13 45

89 18 48 18 48 21 51 16 46 13 43

100 16 44 19 47 21 49 16 44 20 48

114 14 40 17 43 23 49 16 42 20 46

133 i2 36 14 38 20 44 ユ6 40 20 44

145 11 34 13 36 18 41 16 39 20 43　一

能率％
メリック三率制 護ン ト賞与付

ﾆ　制
ハルシー制
i施プレミアム）

筋てチ墜繋「 ボーム三率
vレミアム制

労働費 総原価 労働費 総原価 労働費 総原価 労働劃総原価労働費 総原価
60 16 55 27 66 27 66 27

一　　　一　　π

66 27 66

66 16 52 蟄 60 25 61 24 60 24 60

73 16 50 22 56 24 58 22 56 23 57

80 16 48 20 52 飾 55 20 52 22 54

89 18 48 18 48 22 52 18 48 22 52

100 19 47 19 47 21 49 19 47 22 50

114 19 45 19 45 20 46 18 44 23 49

133

P45

工9

P9

43

S2

19

P9

43

S2

19

P8

43

S1

16

P6

40
R7i

21

Q1

45

S4

能率％
ビドー点数制 ローワソ制 バース制

エいマースこ／

¥率賞与制
ウェナラソド

¥率賞与劃
労働費 総原価 労働劃総原価 労働費 総原価 労働費1総原価 労働費 総原価

60 27 66 27 66 26 65 27 66 27 66

66 24 60 26 62 25 61 24 60 鍛 60

73 22 56 25 59 24 58 22 56 22 56

80 20 52 24 56 露 55 21 53 21 53

89 18 48 23 53 21 51 20 50 20 50

100 16 44 22 50 20 48 19 47 19 47

114 16 41 20 46 19 45 19 45 19 45

133 15 39 18 42 18 42 18 42 19 43

145 15 38 18 411 17 40 18 41 19魯 42

ネ　ッ ペ　ノレ ビギ戸　ウ ビギロウ・ パアクァースト制
能率％ 能率賞与制 能率賞与制 ネッペル制 （二級ボーナス）

労働費 総原価 労働費 総原価 労働費 総原価 労働費 総原価

60 24 66 27 63 25 64 28 67

66 多2 60 24 58 23 59 25 61

73 32 57 23 56 お 57 23 57

80 多1 53 21 53 22 54 22 54

89 20 50 20 50 20 50 20 50

100 20 48 20 48 21 49 18 46

114 19 46 20 45 20 46 16 42

133 19 43 19 43 20 44 14 38

145 19 42 1gl 42 19 42 14 37

一91　一r



　
　
　
賃
金
形
態
と
総
原
価

　
以
上
の
表
に
よ
っ
て
比
較
す
れ
ば
明
か
な
ご
と
く
標
準
能
率
（
一
〇
〇
％
）
以
上
に
お
い
て
、
労
働
費
の
高
ま
る
も
の
に
、
テ
イ
ラ
ー
の

差
別
的
賃
率
制
、
メ
リ
ッ
ク
の
三
率
制
、
ザ
ン
ト
の
ボ
ー
ナ
ス
附
課
業
制
が
あ
る
が
、
こ
の
三
制
度
と
も
、
高
労
働
費
の
も
と
に
お
い
て
、

総
原
価
は
、
低
落
を
続
け
て
い
る
。
況
ん
や
労
働
費
の
低
下
す
る
他
の
諸
制
度
に
お
い
て
お
や
で
あ
る
。
従
っ
て
総
原
価
は
、
能
率
の
増
進
、

に
伴
い
、
す
べ
て
の
賃
銀
形
態
に
お
い
て
、
例
外
な
し
に
低
下
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
結
局
能
率
を
高
め
る
こ
と
が
、
決
定
的
に
重

要
性
を
も
つ
の
で
あ
っ
て
、
直
接
労
働
費
は
高
ま
っ
て
も
、
賃
銀
の
収
入
曲
線
を
急
カ
ー
ブ
に
高
め
て
、
高
能
率
を
確
保
し
、
総
原
価
の
低

下
を
ね
ら
う
こ
と
が
、
経
営
に
と
っ
て
最
も
有
利
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
近
代
的
能
率
給
に
お
い
て
、
高
能
率
高
賃
率
の
原
則
が
あ
ら
わ

れ
る
に
至
っ
た
所
以
で
あ
る
。
か
く
し
て
既
に
高
能
率
高
賃
率
の
原
則
が
麦
量
的
と
な
る
以
上
、
高
能
率
に
お
い
て
刺
戟
の
弱
い
賃
銀
形
態

は
近
代
的
能
率
給
と
し
て
の
資
格
を
欠
く
に
至
る
。
即
ち
時
間
給
制
・
標
準
時
間
制
は
申
す
に
及
ば
ず
、
二
二
フ
ン
・
ハ
ル
シ
ー
等
々
の
プ

レ
ミ
ア
ム
制
、
バ
ー
ス
幾
何
平
均
制
、
エ
マ
ー
ス
ン
能
率
賞
与
制
、
パ
ァ
フ
ァ
ー
ス
ト
制
の
み
な
ら
ず
、
標
準
能
率
以
上
に
お
い
て
も
刺
戟

が
不
変
の
ま
ま
に
止
ま
る
と
こ
ろ
の
普
通
の
出
来
高
給
制
で
さ
え
、
近
代
的
能
率
給
と
し
て
は
十
分
な
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。
標
準
能
率
以
上
に
お
い
て
は
、
少
く
と
も
普
通
の
出
来
高
給
賃
率
以
上
に
、
収
入
曲
線
が
高
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ

て
、
こ
れ
標
準
能
率
以
上
に
お
い
て
は
、
出
来
高
給
の
高
賃
率
制
や
累
進
的
出
来
給
制
が
合
目
的
な
も
の
と
せ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
見
地
か
ら
、
賃
銀
形
態
を
更
に
吟
味
す
れ
ば
、
先
ず
基
準
出
来
高
払
制
（
げ
㊤
ω
8
且
①
o
o
N
暮
①
筥
き
）
と
メ
リ

ッ
ク
三
蓋
制
と
で
は
、
高
能
率
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
メ
リ
ッ
ク
制
の
刺
戟
の
方
が
強
く
な
る
か
ら
、
基
準
出
来
高
払
制
の
も
と
に
お
け
る
限

界
を
超
え
て
メ
リ
ッ
ク
制
は
総
原
価
を
引
下
げ
得
る
可
能
性
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ガ
ン
ト
賞
与
付
課
業
制
に
つ
い
て
も
、
標
準
能
率
．

以
上
で
階
段
の
つ
い
て
い
る
だ
け
基
準
出
来
高
払
賃
率
よ
り
も
高
賃
率
と
な
る
か
ら
、
メ
リ
ッ
ク
制
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
と
同
じ
こ
と

が
当
て
は
ま
る
。
デ
ィ
ー
マ
ー
階
段
付
プ
レ
ミ
ア
ム
制
は
、
標
準
能
率
の
と
こ
ろ
ま
で
は
、
ず
ン
ト
制
と
同
じ
で
あ
る
が
、
標
準
能
率
以
ヒ
閉
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に
お
い
て
は
基
準
出
来
高
払
賃
率
よ
り
も
上
昇
率
が
低
落
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
比
較
的
早
く
総
原
価
を
引
下
げ
得
な
い
限
界
に
達
す
る
。

経
験
的
ボ
ー
ナ
ス
制
の
う
ち
高
課
業
で
賃
率
に
階
段
の
つ
く
も
の
は
、
そ
の
課
業
の
と
こ
ろ
ま
で
能
率
を
こ
ぎ
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

．
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
上
に
な
る
と
ウ
ェ
ナ
ラ
ン
ド
能
率
賞
与
制
の
階
段
は
な
い
が
勾
配
の
き
つ
い
収
入
曲
線
に
対
抗
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
即
ち
総
原
価
低
落
の
限
界
が
そ
れ
だ
け
早
く
訪
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
パ
ァ
フ
ァ
ー
ス
ト
制
（
二
級
ボ
ー
ナ
ス
）
は
前
表
を
見
て

も
明
か
な
ご
と
く
、
低
総
原
価
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
賃
銀
の
上
昇
率
が
低
い
か
ら
、
結
局
限
界
が
早
く
き
て
し
ま
っ
て
、
低
唱
原
価
が

無
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
能
率
増
進
の
限
界
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
限
界
を
無
視
す
る
な
ら
ば
、
前

表
の
総
原
価
を
比
較
し
て
明
か
な
ご
と
く
、
総
原
価
の
低
下
で
は
時
間
給
制
（
固
定
給
制
）
が
最
も
顕
著
で
あ
り
、
従
っ
て
経
営
に
と
っ
て

・
そ
れ
が
最
も
有
利
で
あ
る
と
い
う
馬
鹿
げ
た
結
論
が
で
て
く
る
の
で
あ
る
。
数
字
上
で
は
最
も
低
総
原
価
が
顕
著
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か

し
実
際
は
限
界
が
最
も
早
く
来
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
低
総
原
価
は
実
現
さ
れ
な
い
架
空
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
二
二
フ
ン
や
バ
ー
ス
D
可
変
配
分
制
並
び
に
ハ
ル
シ
ー
の
不
変
配
分
制
も
、
収
入
曲
線
の
ゆ
る
い
傾
斜
に
よ
っ
て
結
局

隈
界
に
早
く
到
達
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
吟
味
し
て
く
れ
ば
、
高
能
率
に
お
い
て
、
収
入
曲
線
が
き
つ
い
傾
斜
を
も
つ
高
賃
率

の
も
の
か
、
或
は
階
段
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
基
準
出
来
高
払
賃
率
よ
り
高
率
に
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
近
代
的
能
率
給
と
し
て
の
要

求
を
充
す
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
が
一
層
明
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
総
原
価
こ
そ
が
、
唯
一
の
決
定
的
基
準
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
今
度
は
逆
に
総
原
価
の
標
準
を
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
形
成
す
る
よ
う

に
賃
銀
を
高
能
率
に
お
い
て
高
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
蓋
し
総
原
価
を
低
下
せ
し
め
る
こ
と
は
、
多
々
ま
す
ま
す
可
な
り

め
よ
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
前
述
の
限
界
の
問
題
は
こ
れ
を
措
い
て
も
、
近
代
的
経
営
に
お
け
る
予
算
制
度
の
も
と
で
予
め
予
定

き
れ
た
標
準
能
率
の
実
現
が
目
標
と
な
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
標
準
の
総
原
価
を
も
た
ら
す
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論

　
　
　
賃
金
形
態
と
総
原
価
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賃
金
形
態
と
総
原
価

お
が
国
の
非
近
代
的
な
経
営
の
現
状
の
も
と
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
当
分
問
題
に
な
り
そ
う
も
な
い
。

　
（
註
1
）
拙
著
、
賃
銀
形
態
論
、
森
山
書
店
、
六
四
一
五
頁
参
照
。

　
（
註
2
）
　
こ
の
表
の
数
字
は
、
ラ
イ
ト
ル
の
譲
p
。
o
q
①
H
昌
8
ロ
離
く
①
旨
①
昏
。
儀
ω
・
H
譲
b
Ω
●
か
ら
採
っ
た
。
こ
の
数
字
は
ラ
イ
ト
ル
の
旧
版
に
お
け
る
も
の
と
全
く
同
じ
で
あ

　
　
る
。
計
算
に
四
捨
五
入
で
多
少
の
聞
違
い
が
見
ら
れ
る
が
訂
正
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
。
勿
論
推
論
に
は
影
響
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

三

　
高
能
率
に
お
い
て
は
労
働
の
強
度
は
累
進
的
に
増
大
す
る
。
労
働
量
は
平
均
の
強
度
で
測
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
強
度
の
増

進
は
労
働
量
の
増
大
を
意
味
す
る
。
だ
か
ら
高
能
率
に
お
い
て
は
労
働
量
は
累
進
的
に
増
大
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
資
本

主
義
社
会
に
お
い
て
は
、
賃
銀
は
そ
の
現
象
形
態
に
お
い
て
、
労
働
の
対
価
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
既
に
賃
銀
が
労
働
の
対
価
と
な
る

以
上
、
労
働
量
が
増
大
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
高
い
賃
銀
が
誤
払
わ
る
べ
き
で
あ
り
、
労
働
が
累
進
的
に
増
大
す
れ
ば
賃
銀
も
累
増
さ
る
べ
き
で

」
あ
る
。
だ
か
ら
高
能
率
に
対
し
て
基
準
出
来
高
払
賃
率
以
上
の
高
賃
率
を
も
つ
て
す
る
こ
と
が
近
代
的
能
率
給
の
原
則
と
な
る
に
至
っ
た
こ

・
と
は
当
然
の
こ
と
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
他
方
に
お
い
て
既
述
の
と
こ
ろ
で
明
か
な
よ
う
に
、
基
準
以
上
の
高
賃
率
を
適
用
す

・
る
こ
と
は
直
接
労
働
費
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
見
経
営
に
と
り
て
は
犠
牲
と
な
る
か
の
ご
と
き
外
観
を
呈
し
な
が
ら
、
実
は
低
総
原
価

を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
犠
牲
ど
こ
ろ
か
、
経
営
に
超
過
利
潤
の
増
大
を
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
も
の
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
高

能
率
の
も
と
に
お
い
て
は
生
産
高
が
増
す
か
ら
、
高
賃
率
に
よ
っ
て
製
品
一
個
当
り
の
労
働
費
が
増
し
そ
れ
だ
け
利
潤
部
分
が
一
個
当
り
に

つ
い
て
は
食
わ
れ
て
も
、
他
方
生
産
高
の
増
加
に
よ
っ
て
利
潤
は
埋
め
合
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。
生

産
高
の
増
加
に
か
か
わ
り
な
く
一
定
不
変
の
価
値
を
製
品
に
移
転
す
る
と
こ
ろ
の
生
産
手
段
の
部
分
に
つ
い
て
は
生
産
高
の
増
加
に
と
も
な

っ
て
、
製
品
一
個
当
り
の
価
値
移
転
が
ま
す
ま
す
減
少
し
て
ゆ
く
。
不
変
で
は
な
く
て
生
産
高
の
増
加
に
と
も
な
い
価
値
移
転
が
早
く
な
り
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そ
れ
だ
け
製
品
へ
の
価
値
移
転
が
増
し
は
す
る
が
、
し
か
し
そ
の
増
し
方
が
生
産
高
の
増
加
に
正
比
例
し
な
い
生
産
手
段
の
部
分
に
つ
い
て

も
、
生
産
高
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
製
品
一
個
当
り
の
価
値
移
転
は
逓
減
し
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
な
生
産
手
段
の
価
値
移
転
の
節
減
に
よ
つ

で
、
製
品
を
価
格
以
下
の
価
値
で
生
産
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
、
そ
れ
だ
け
超
過
利
潤
を
産
み
出
す
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
高
能
率
に
お

い
て
高
賃
率
に
し
て
も
、
実
質
的
に
は
利
潤
は
食
わ
れ
な
い
の
み
か
、
荷
そ
れ
以
上
に
超
過
利
潤
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
間
接
費
の
逓
減

～
に
よ
る
総
原
価
の
低
下
は
、
こ
の
よ
う
な
本
質
的
な
関
係
の
現
象
形
態
に
す
ぎ
な
い
。
高
賃
率
に
よ
っ
て
一
個
当
り
の
労
働
費
が
高
ま
る
こ

と
は
、
そ
れ
だ
け
を
と
れ
ば
経
営
に
と
っ
て
負
担
と
し
て
現
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
み
せ
か
け
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
直
接
労
働
費
増
大
の
背

」
後
に
お
い
て
は
超
過
利
潤
が
産
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
近
代
的
能
率
給
に
お
け
る
高
能
率
・
高
賃
率
の
原
則
は
、
以
上
に
明
か
に
し
た
よ
う
な
本
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
初
期
の
低

，
労
働
費
を
原
則
と
し
た
能
率
給
に
比
す
れ
ば
、
高
賃
率
従
っ
て
高
労
働
費
を
も
つ
て
し
て
、
む
し
ろ
間
接
費
の
節
減
に
よ
る
総
原
価
の
低
下

の
方
に
重
点
を
移
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
資
本
主
義
的
経
営
方
策
と
し
て
の
一
段
の
進
展
を
み
る
ご
と
が
で
き
る
。

四

　
低
労
働
費
か
ら
高
労
働
費
へ
、
そ
し
て
高
労
働
費
が
結
果
さ
れ
て
も
否
む
し
ろ
そ
れ
を
通
し
て
低
総
原
価
の
方
を
ね
ら
う
よ
う
に
な
っ
た

と
こ
ろ
の
近
代
的
能
率
給
の
問
題
は
、
実
は
し
か
し
わ
が
国
の
経
営
に
と
っ
て
は
縁
の
遠
い
問
題
な
の
で
あ
り
、
い
ま
だ
現
実
の
課
題
と
な

る
に
至
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
近
代
的
能
率
給
の
問
題
を
詳
論
し
て
も
、
実
際
的
に
は
あ
ま
り
参
考
に
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
近
代
的
能
率
給
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
能
率
給
の
非
近
代
的
な
性
絡
が
一
き
わ
明
瞭
と
な
る

め
で
あ
り
、
能
率
給
な
る
一
般
的
呼
称
の
も
と
に
、
無
差
別
に
思
様
さ
れ
て
い
る
問
題
の
性
格
の
相
違
を
も
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

　
　
　
賃
金
形
態
と
総
原
価
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あ
る
。

　
ラ
イ
ト
ル
は
高
能
率
で
賃
銀
の
上
昇
を
逓
減
せ
し
め
な
が
ら
、
労
働
者
駆
使
方
策
に
よ
つ
て
能
率
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
経
営
方
策
、
即

ち
低
労
働
費
を
め
ざ
す
能
率
給
方
策
は
、
既
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
と
云
っ
て
い
る
が
、
わ
が
国
に
お
け
る
能
率
給
は
む
し
ろ
い
ま
だ
こ

の
よ
う
な
旧
式
の
段
階
の
も
の
に
属
す
る
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
高
能
率
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
　
一
連
の
近
代
的
な
労
務
管
理
の
制
度
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
り
、
叉
能
率
の
増
進
を
阻
む
に

至
る
よ
う
な
封
建
的
労
働
関
係
が
清
掃
さ
れ
て
す
べ
て
の
労
働
条
件
が
近
代
化
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
条
件
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
が
充

た
さ
れ
な
く
し
て
た
だ
所
謂
能
率
給
を
も
つ
て
能
率
を
増
進
し
よ
う
と
し
て
も
そ
れ
は
結
局
は
不
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
劣
悪
な
労
働
条

件
の
も
と
に
お
い
て
は
、
過
長
労
働
時
間
（
超
勤
稼
ぎ
）
や
労
働
力
の
消
耗
・
労
働
力
の
質
的
低
下
．
労
働
意
欲
の
抑
制
と
な
っ
て
、
却
つ

で
能
率
を
阻
害
す
る
事
態
を
さ
え
産
剃
出
し
て
く
る
。
叉
賃
銀
形
態
を
操
作
す
る
だ
け
で
は
、
先
進
諸
国
に
お
い
て
経
験
ず
み
の
ご
と
く
、

所
謂
組
織
的
怠
業
を
結
果
と
し
て
生
ぜ
し
め
る
だ
け
の
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
労
働
関
係
が
近
代
化
さ
れ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、
労
働

者
を
隷
属
的
に
駆
使
す
る
方
策
が
減
退
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
り
、
叉
近
代
的
管
理
方
策
の
整
備
と
い
う
こ
と
は
、
合
理
的
な
制
度
的
運
営
の

成
熟
を
意
味
す
る
。
資
本
主
義
制
度
の
も
と
に
お
い
て
は
、
賃
銀
は
労
働
の
対
価
と
し
て
の
現
象
形
態
を
採
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
関

係
が
近
代
化
し
高
能
率
実
現
の
た
め
の
近
代
的
な
合
理
的
労
務
管
理
制
度
が
整
備
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
高
能
率
の
も
と
に
お
け
る
労
働

強
度
化
即
ち
支
出
労
働
量
の
累
進
的
増
大
に
対
し
て
は
、
そ
の
対
価
と
し
て
基
準
以
上
の
高
賃
率
従
っ
て
高
労
働
費
が
伴
う
こ
と
な
く
し
て

は
、
能
率
増
進
の
程
度
に
限
界
が
附
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
近
代
的
能
率
給
に
お
い
て
は
、
高
賃
率
に
よ
っ
て
能

・
率
増
進
の
限
界
を
押
し
ひ
ろ
め
つ
つ
他
方
そ
れ
に
よ
っ
て
間
接
費
の
逓
減
に
よ
る
総
原
価
の
低
下
を
ね
ら
う
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
反
し
て
低
労
働
費
に
よ
っ
て
能
率
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
　
一
連
の
隷
属
的
な
労
働
者
駆
使
方
策
を
伴
わ
し
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と

一　96　一一一



な
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
経
営
の
近
代
化
に
対
し
て
お
の
ず
か
ら
逆
コ
ー
ス
を
辿
ら
し
め
る
に
至
る
。
わ
が
国
の
能
率
給
に
こ
の
よ
う
な

逆
コ
ー
ス
的
現
象
が
最
近
見
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
多
く
の
実
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
他
の

機
会
に
お
い
て
燭
れ
た
か
ら
こ
こ
で
は
繰
返
さ
な
い
。

　
既
述
の
よ
う
な
低
総
原
価
的
見
地
が
決
定
的
な
意
味
を
も
ち
得
る
た
め
に
は
、
叉
間
接
費
の
相
対
的
比
重
が
増
大
し
て
き
て
、
間
接
費
の

飾
減
が
総
原
価
の
低
下
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
即
ち
生
産
性
が
高
ま
り
資
本
の
有
機
的
構
成
が
高
ま

る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
飢
餓
的
賃
銀
の
ベ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
に
よ
つ
て
さ
え
、
労
務
費
の
比
率
の
高
ま
り
が
経
営
に
と
っ
て
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
に
至
る
よ
う
な
低
生
産
性
の
も
と
に
お
い
て
は
、
高
労
働
費
・
低
総
原
価
の
原
則
の
ご
と
き
は
思
い
も
及
ば
な
い
事
に
属
す
る
と
い

・
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
悲
し
く
も
こ
れ
が
わ
が
国
に
お
け
る
能
率
給
の
現
状
な
の
で
あ
る
。

一97一

賃
金
形
態
と
総
原
価



ア
メ
リ
カ

南
部
工
業
麟
展
の

　　

@　

@
経
螢
位
置
論
的
考
察

ー
ア
メ
リ
カ
立
地
論
の
背
景
i

米

花

稔

　
　
　
　
　
目
　
　
　
　
　
　
　
次

一
、
ま
　
え
　
が
　
き
i
問
題
へ
の
接
近

ご
、
ア
メ
リ
カ
産
業
の
地
域
的
概
観
i
轄
に
南
部
工
業
の
発
展

三
、
南
部
地
方
工
業
発
展
の
経
営
位
置
論
的
考
察

四
、
ア
メ
リ
カ
の
位
置
論
と
そ
の
背
景

　
（
一
）
　
ア
メ
リ
カ
経
営
学
に
お
け
る
位
置
論

　
（
二
）
　
フ
ー
ヴ
ァ
ー
の
位
置
論

五
、
結
語
一
我
国
乏
の
比
較
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き
…
問
題
へ
の
接
近

凡
そ
産
業
経
営
の
研
究
成
果
は
、
そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
国
の
産
業
経
営
の
実
態
乃
至
特
殊
性
を
多
少
共
反
映
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
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業
発
展
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営
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ア
メ
リ
カ
南
部
工
業
発
展
の
経
営
位
置
論
的
考
察

む
し
ろ
当
然
の
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
殊
に
そ
の
内
で
も
、
空
間
性
が
中
心
課
題
と
な
る
経
営
位
置
論
研
究
に
於
て
は
、
そ
の

性
格
上
顕
著
に
み
ら
れ
る
所
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
位
置
論
研
究
に
於
て
、
産
業
の
地
域
的
集
中
が
主
要

な
る
論
点
と
な
り
、
そ
れ
に
関
連
し
て
経
営
規
模
が
問
題
と
な
り
、
或
は
産
業
構
造
が
論
ぜ
ら
れ
る
等
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
勿
論

一
般
論
と
し
て
考
察
せ
ら
れ
る
べ
き
諸
点
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
特
に
、
こ
れ
ら
に
重
点
の
お
か
れ
て
い
る
こ
と
に
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
の
実

態
が
、
業
種
毎
に
顕
著
な
る
地
域
的
集
中
を
形
成
し
、
し
か
も
そ
の
地
域
を
そ
れ
ぞ
れ
異
に
す
る
と
い
う
所
の
、
所
謂
目
8
巴
貯
。
山
一
昌
侮
⊆
曾
蔓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
－
）

・
を
中
心
と
す
る
特
殊
性
に
基
く
こ
と
の
極
め
て
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
既
に
別
の
機
会
に
述
べ
た
所
で
あ
る
。
こ

・
の
如
き
研
究
成
果
と
そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
実
態
と
の
相
互
関
係
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
、
諸
々
の
海
外
の
研
究
を
基
礎
と
し
参
考
と

し
つ
つ
、
我
々
の
当
面
し
て
い
る
問
題
の
考
察
研
究
を
進
め
る
に
於
て
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
所
で
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
般

．
性
と
特
殊
性
を
正
し
く
辮
罰
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
当
面
の
問
題
の
中
心
点
に
鯛
れ
得
ず
、
或
は
正
し
い
判
断
を
見
失
う
こ
と
と
な
る
お
そ

れ
を
生
ず
る
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
小
文
は
、
以
上
の
如
き
意
味
に
於
て
、
ア
メ
リ
カ
に
み
ら
れ
る
立
地
論
と
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
立
地
現
象
と
の
関
係
を
考
察
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
述
の
目
的
達
成
の
一
部
と
し
た
い
の
で
あ
る
。
特
に
ア
メ
リ
カ
南
部
の
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
顕
著
な
る
工
業
発

言
の
経
営
位
置
論
的
考
察
を
中
心
と
し
て
、
相
互
の
関
係
を
吟
昧
し
、
問
題
の
特
殊
性
を
明
か
な
ら
し
め
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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註
（
1
）
　
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
の
い
0
8
蔚
①
侮
冒
伍
ロ
曾
蔓
に
つ
い
て
i
経
営
位
置
論
の
た
め
に
一
」

　
i
神
戸
経
済
大
学
五
十
周
年
記
念
論
文
集
経
営
学
篇
昭
和
二
十
八
年
刊
（
予
定
）
所
載



m
一

ア
メ
リ
カ
産
業
の
地
域
的
概
観

　
　
　
　
　
～
特
に
南
部
工
業
の
発
展
1

　
今
ア
メ
リ
カ
の
工
業
の
地
域
的
事
情
を
簡
単
に
明
か
な
ら
し
め
る
為
に
、

間
的
推
移
変
遷
を
示
す
と
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

　％
　9．1

27．9

31．5

　5．5

　9．3

　3．8

　4．O

　Ll
　7．4

100．　0

工
業
生
産
の
附
加
価
値
額
に
よ
る
地
域
的
比
重
並
び
に
そ
の
時
．

（1）アメリカの工業活動の地域的比重

　　　　（工業生産の附加価値額による）

1937 1947

　％
　9．8

29．1

33．5

　5．2

　8．4

　3．1

　3．2

　1．1

　6．1

100．0

1900

　％
14．　5

35．　7

25．0

　8．5

　6．2

　2．8

　2．1

　1．6

　3．2

100．　0

New　England

Middle　Atlantic

East　North　Central

West　North　Central

South　Atlantic

East　South　Central

West　South　Central

Mounta血
Pacific

United　States

1900年のみ工業生産額による比率

Statistical　Abstract　of　the　United　States．　1909，

1940，1951による。

South　AtlanticはDelaware，　Maryland，

　　Dist．　of　Columbia，　Virginia，　West　Virginia，

　　North　Carolina，　South　Carolina，　Georgia，

　　Floridaの9州

East　South　CentralはKentucky，　Te1111essee，

　　Alaba血a，　MississipPiの4州

West　South．　CentralはArkansas，　Louisiana，

　　Oklahoma，　Texasの4州

　
第
二
に
、
二
十
世
紀
に
入
っ
て
の
前
半
五
十
年
間
の
推
移
を
み
る
と
、
か
な
り
顕
著
な
変
遷
が
知
ら
れ
る
。
先
づ

ン
グ
ラ
ン
ド
諸
州
、
中
部
大
西
洋
岸
諸
州
の
比
重
が
か
な
り
減
少
し
、
叉
東
北
中
部
地
方
も
第
二
次
大
戦
前
後
か
ら
比
重
を
多
少
減
じ
て
お
・

り
、
換
言
す
れ
ば
、
従
来
の
工
業
中
心
地
帯
の
比
重
を
全
体
と
し
て
減
じ
．
て
、
　
一
九
〇
〇
年
に
は
こ
れ
ら
三
地
方
合
し
て
七
五
．
二
％
で
あ

　
　
　
ア
メ
リ
カ
南
部
工
業
発
展
の
経
営
位
置
論
…
的
考
察

　
即
ち
第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
の
工
業
活
動
の

中
心
は
、
東
北
部
の
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
（
Z
①
話
　
細
り
昌
ひ
q
一
ρ
昌
山
）
、
中
部
大
西
洋
岸

（
言
達
臼
①
〉
二
9
旨
寓
O
）
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

ペ
ン
シ
ル
ヅ
ァ
ニ
ア
等
を
含
む
諸
州
、
並
び

に
東
北
中
部
（
国
9
ω
け
Z
O
答
げ
O
①
目
窪
巴
）
の

オ
ハ
イ
オ
、
イ
リ
ノ
イ
等
を
含
む
諸
州
に
集

中
し
て
、
全
体
の
七
割
前
後
を
占
め
て
い
る

こ
と
が
注
意
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ア
）
　
ニ
ュ
ー
・
イ
．
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ア
メ
リ
カ
南
部
工
業
発
展
の
経
営
位
置
論
的
考
察

つ
た
の
が
、
　
一
九
四
七
年
に
は
六
八
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
全
て
、
（
イ
）
　
工
業
の
所
謂
北
部
か
ら
南
部
へ
の
移
動
と
い
わ
れ
“

る
現
象
と
し
て
、
南
部
大
西
洋
鋭
角
州
（
ω
O
旨
げ
》
二
9
暮
け
一
九
州
）
、
東
南
中
部
諸
州
（
国
9
ω
け
ω
O
唖
聾
O
①
ロ
9
巴
－
四
州
）
、
酉

南
中
部
三
州
（
名
Φ
ω
什
ω
o
旨
ゴ
0
8
嘗
巴
一
四
州
）
等
の
比
重
の
増
加
、
即
ち
こ
れ
、
ら
三
地
方
で
約
五
十
年
間
に
一
一
・
一
％
か
ら
一

七
・
一
％
へ
の
増
大
が
あ
り
、
並
び
に
、
（
ウ
）
　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
中
心
と
す
る
太
平
洋
岸
飛
州
（
℃
㊤
o
田
。
）
の
比
重
の
増
加
も
顕
著

で
あ
る
。
こ
れ
ら
新
工
業
地
帯
の
発
展
が
旧
工
業
地
帯
と
対
照
的
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
全
体
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
け
る
工
業
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

の
地
域
的
平
均
化
へ
の
傾
向
を
、
多
少
共
示
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
き
事
情
か
ら
、
立
地
変
動
を
生
じ
つ
x
あ
る
薪
工
業
地
帯
、
こ
の
内
太
平
洋
岸
は
し
ば
ら
く
措
き
、
こ
こ
に
は
特
に
南
部
の
工

業
発
展
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
位
置
論
的
考
察
の
対
象
と
し
て
、
論
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

（一

j
　
第
二
次
大
戦
ま
で
の
南
部
地
方
の
工
業

　
南
部
地
方
は
い
う
ま
で
も
な
く
本
来
農
業
、
特
に
棉
花
栽
培
に
依
存
し
て
き
た
地
方
で
、
工
業
活
動
は
所
謂
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
済
の

附
随
的
な
微
々
た
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
地
方
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
地
方
の
工
業
化
は
、
南
北
戦
争
以
後
二
十
世
紀
に
近
く
な
っ
て
か
ら
始
つ
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ま
で
も
こ
の
地
方
は
、
識
者
に
よ

っ
て
工
業
、
特
に
綿
業
の
発
展
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
乍
ら
も
、
生
活
用
品
に
つ
い
て
は
自
給
自
足
的
な
農
村
地
帯
に
過
ぎ
ず
、
多
く
な
い

資
本
労
働
も
棉
花
を
主
と
す
る
農
業
に
向
け
ら
れ
、
且
資
本
は
奴
隷
使
用
に
用
い
ら
れ
る
状
態
で
、
労
働
も
勿
論
工
業
に
適
す
る
も
の
で
な

く
、
殊
に
黒
人
奴
隷
制
度
の
あ
る
為
に
、
自
由
労
働
者
の
雇
用
が
阻
ま
れ
る
状
態
に
あ
り
、
又
企
業
心
も
製
造
工
業
よ
り
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
向
け
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
な
諸
条
件
に
よ
っ
て
、
綿
業
等
の
現
実
の
発
展
は
殆
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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奴
隷
解
放
の
南
北
戦
争
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
工
業
躍
進
の
転
機
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
け
れ
ど
も
、
南
部
に
お
け
る
こ
の

如
き
社
会
的
、
経
済
的
条
件
を
一
変
せ
し
め
、
殊
に
南
部
に
お
け
る
低
賃
金
労
働
が
浮
び
上
っ
て
中
心
的
誘
引
条
件
と
な
り
、
し
か
も
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

如
き
未
熟
練
労
働
に
適
合
し
た
ア
メ
リ
カ
綿
業
の
技
術
的
進
歩
と
相
侯
っ
て
、
綿
業
発
展
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
綿
業
は
一
九
二
〇
年
頃
ま
で
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
そ
の
過
半
を
占
め
、
当
初
は
全
設
備
の
七
〇
％
以
上
を

占
め
た
の
で
あ
る
が
、
南
部
綿
業
の
発
展
に
よ
っ
て
、
　
一
九
二
五
年
に
は
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
代
っ
て
南
部
地
方
が
過
半
に
達
し
、

以
後
設
備
数
は
大
し
て
変
化
の
な
い
も
の
の
、
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
減
少
甚
し
く
、
遂
に
一
九
四
二
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
紡
績
錘
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

二
千
三
百
万
年
中
南
部
地
方
が
七
七
・
一
％
、
晶
晶
i
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
二
〇
・
七
％
と
い
う
状
態
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
第
二

次
大
戦
前
に
お
い
て
、
南
部
地
方
の
工
業
は
、
綿
業
を
主
と
す
る
繊
維
工
業
が
中
心
と
な
り
、
一
九
三
九
年
に
於
て
ア
メ
リ
カ
繊
維
工
業
労

働
者
の
五
〇
％
を
こ
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
つ
ぐ
工
業
と
し
て
は
、
木
材
工
業
で
、
南
部
地
方
の
半
ば
近
く
は
森
林
地
帯
で
あ
る
こ
と
よ
り
し
て
、
綿
業
と
共
に
、
南
北
戦
争

後
二
十
世
紀
近
く
か
ら
、
漸
く
ア
メ
リ
カ
林
業
の
中
心
地
帯
と
な
る
に
至
り
、
今
日
（
戦
前
）
木
材
工
業
労
働
者
の
六
分
の
一
は
こ
の
地
方

に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
綿
業
、
木
材
工
業
を
合
す
れ
ば
、
南
部
地
方
工
業
の
過
半
の
比
重
を
有
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
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（
二
）
　
第
二
次
大
戦
前
後
か
ら
の
南
部
地
方
の
工
業

　
第
二
次
大
戦
終
了
後
、
ア
メ
リ
カ
は
全
体
と
し
て
、
戦
時
中
ひ
か
え
ら
れ
て
い
た
需
要
の
殺
到
と
、
経
済
活
動
の
発
展
に
伴
う
新
し
い
需

要
と
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、
殊
に
工
業
生
産
の
躍
進
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
は
、
特
に
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
け
れ
ど
も
、

　
　
　
ア
メ
リ
カ
南
部
工
業
発
展
の
経
営
位
置
論
的
考
察



　
　
　
ア
メ
リ
カ
南
部
工
業
発
展
の
経
営
位
置
論
的
考
察

こ
の
こ
と
が
特
に
南
部
地
方
に
意
義
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
即
ち
工
業
発
展
に
伴
う
工
場
の
新
設
、
拡
張
の
少
な
か
ら
ざ
る
も
の
が
、
南
部
地
方
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
、
従
来
は
前
述
の
如
く
綿
業
、

木
材
工
業
を
主
と
し
た
の
に
対
し
、
今
や
工
業
の
主
要
な
る
業
種
に
ひ
ろ
く
わ
た
っ
て
発
展
の
可
能
性
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
発
展
は
極
め
て
最
近
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
数
字
的
に
ま
だ
明
瞭
に
示
し
得
な
い
段
階
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
第
二
表
の
南
部
地

方
の
工
業
の
各
業
種
に
つ
き
、
俸
給
、
賃
金
の
ア
メ
リ
カ
全
体
に
占
め
る
比
重
の
推
移
を
み
れ
ば
、
多
少
共
そ
の
傾
向
は
う
か
が
わ
れ
る
で

あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
ち

（2）　アメリカ南部業種別工業の俸給賃金額

　　のアメリカ全体に占める比重の推移

業　　　　　　　種 1940 1946

煙　草　製　造　業 53．41 57．94

繊　　維　　工　　業 36．18 39．94

木　　材　　工　　i業 33．50 37．15

石油石炭製品工業 29．00 30．66

家　　具　　工　　i業 19．48 21．03

化　　学　　工　　業 15．32 19．82

食　料　品　工　業 13．15 15．25

紙，　紙製品工業 1L77 14．21

ガラス土石工業 10．37 10．81

印　刷　出　版　業 8．73 8．64

被服身近品工業 7．00 8．20

非鉄　金属工業 4．85 6．79

輸送機械工業 3．84 6．64

ゴ　　ム　　工　　業 3．41 6．21

皮　　革　　工　　業 4．68 5．80

製　　　　鉄　　　　業 5．37 5．66

機械工業（電機ヲノゾク） 3．59 3．86

其　他　製　造　業 2．33 2．45

電気機械工業 0．86 1．13

G．E．　McLaugh工in　and　S．　Rob㏄k

‘‘ vhy工ndustry　Moves　South，”　1949，　P・15

この表の南部は，AIabama，　Arka且sas，　Florid

Georgia，　Kentucky，　Louisiana，　Mississipp

North　Carolina，　Oklahoma，　South　Carolina，

Texas，　Tenmessee，　Virginiaの13州を指す。

　
即
ち
、
印
刷
出
版
業
を
除
き
各
業

種
の
比
重
を
多
少
共
増
加
し
て
い

て
、
繊
維
工
業
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
南

カ
ロ
ラ
イ
ナ
等
を
主
と
す
る
南
東
部

地
方
に
引
続
き
比
重
を
増
加
し
、
ペ

ン
シ
ル
ヅ
ァ
エ
ア
等
の
旧
工
業
地
帯

は
相
対
的
に
減
少
し
、
木
材
工
業
も

西
部
地
方
に
比
し
南
東
部
地
方
の
地

一　104　一

位
を
高
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
旧
来
の
工
業
と
共
に
、
新
た
に
製
紙
業
は
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
比
重
を
減
じ
て
南
部
地
方
に
増
加
し
、

化
学
工
業
も
旧
工
業
地
帯
に
比
し
、
テ
ネ
シ
ー
、
テ
キ
ナ
ス
州
等
の
増
加
、
そ
の
他
食
料
品
工
業
、
非
鉄
金
属
工
業
、
ゴ
ム
工
業
等
も
同
様

の
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
金
属
機
械
工
業
関
係
で
、
全
体
の
比
重
は
倫
高
く
な
い
と
は
い



え
、
そ
の
増
加
率
の
顕
著
な
も
の
が
あ
る
。
第
三
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
ち
一
九
三
九
年
と
一
九
四
七
年
の
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
南
部
地
方
の
労

三図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
者
数
増
加
の
比
重
の
顕
著
な
も
の
は
、
各
種
金
属
機
械
工
業
で
、
こ
の
内

展醗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
自
動
車
組
立
業
、
農
業
機
械
工
業
等
が
目
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

け
臨
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
の
結
果
、
最
近
に
お
け
る
南
部
の
工
業
の
業
種
的
構
成
は
相
当
変
化

方
種

畜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
き
て
お
る
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
南
部
地
方
の
一
九

南
工

　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
年
に
お
け
る
工
業
労
働
者
数
に
よ
る
業
種
的
構
成
を
示
す
と
、
第
四
表

）
な

（3　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
即
ち
繊
維
工
業
と
被
服
身
廻
品
工
業
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬
　
。

（4）南部地方工業の業種的構成

　　（労働者数による一1947）

1939－47の

業　　　　　　種 労働者数 割　合 業　　　　　　種 内の労働者
数の増加率

％

食　料　品　工　業 240，029 10．2 全　工　業　合　計 48．2％

繊　　維　　工　　i装 565，269 24．0 内　顕著　な　i業種

被服身三品工業 169，182 7．2 電気機械工業 283．0

木　　材　　工　　業 311，915 13．2 精密機械工業 235．2

家　　　．　工　　i装 77，812 3．3 機械工業（電機ヲノゾク） 157．3

紙，紙製　品　工業 73，525 3．1 輸送機械工業 154．9

印　刷　出　版　業 59，778 2．5 金属　製　品　工業 81．4

化　　学　　工　　業 153，967 6．5

石油石炭製品工業 55，096 2．3 Statistical　Abstract　of　the　United

皮　　革　　工　　業 32，310 1．3 States，1951によって算出Q

土石ガラス工業 92β46 3．9 南部は第1表のSouth　Atlantic，　East

金　　属　　工　　業 128，269 5．4 South　Central，　West　South　Centra1

金属製品工i業 85，300 3．6 の17州を指し，第2表より広範囲。

機械工業（電機ヲノゾク） 70，100 3．0

電気機械工業 23，147 1．0 の　四　し　　　に 働

輸送機械工業 102，279 4．3 如　七　て　以　は 者　即

精密機械工業 7，057 0．3 く　年　き　上　自 数　ち

そ　の　他　工　業 111β77 4．9 で　に　て　の　動
?@お　お　結　車

増　…
ﾁ　九

計 2，358，758 100．0
る　け　る　果　組。　る　　と　　’　一一 の　　＝ゴ　一

�@九
Statistical　Abstract　of　the　United　Sta

1951により算出。

地域は第3表と同じく南部17州より成る

三
一
・
二
％
、
木
材
、
家
具
工
業
で
一
六

・
五
％
と
、
旧
来
の
工
業
が
術
四
七
・
七

％
と
半
ば
近
く
を
占
め
て
い
る
け
れ
ど
も
、

叉
’
金
属
…
機
械
工
畳
未
関
係
が
一
七
・
六
％
μ
に
．

達
し
、
化
学
工
業
も
六
・
五
％
を
占
め
、

こ
の
地
域
の
工
業
構
成
も
漸
次
高
度
化
し

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
近
の
工
業
発
展
を
地
域
的
に
み
る
と
、
要
す
る
に
、
南
部
地
方
並
び
に
太
平
洋
岸
諸
州
に
相
対
的
に
発
展
が
か
な

　
ア
メ
リ
カ
南
部
工
業
発
［
展
の
経
営
位
置
論
的
考
｛
祭



　
　
　
ア
メ
リ
カ
南
部
工
業
発
展
の
経
営
位
置
論
的
考
察

り
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
特
に
こ
れ
を
南
部
地
方
に
つ
い
て
み
る
と
、
始
め
は
綿
業
、
木
材
工
業
を
中
心
と
し
て
発
展
し
、

第
二
次
大
戦
前
後
か
ら
様
相
を
か
え
て
、
今
日
ま
で
各
種
業
種
が
発
展
の
対
象
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ

の
如
き
特
徴
あ
る
立
地
現
象
を
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
立
地
論
研
究
の
背
景
を
知
る
の
に
適
す
る
も
の
の
二
畢

例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
於
て
、
以
下
南
部
地
方
工
業
発
展
の
経
営
位
置
論
的
考
察
に
進
む
こ
と
と
す
る
。

（
註
2
）

（
註
3
）

（
註
4
）

（
註
5
）

国
●
鼠
・
琴
く
o
H
．
、
↓
密
い
0
8
焦
9
ド
o
h
国
o
o
昌
。
日
冨
諺
。
菖
く
凶
¢
．
．
H
㊤
禽
Q
Q
”
や
翫
㎝

拙
著
「
綿
業
を
事
例
と
す
る
経
営
位
置
と
業
態
の
観
究
」
昭
和
二
十
七
年
経
済
経
営
研
究
所
刊
、

設
ω
什
P
寓
ω
寓
O
p
o
一
b
げ
ω
鐸
鋤
O
け
O
h
白
げ
Φ
d
〔
口
謬
①
q
ω
叶
餌
け
0
0
こ
H
O
恥
O

O
。
国
●
旨
o
U
餌
口
α
亀
ぼ
ぼ
鯖
β
畠
ω
●
男
。
ぴ
。
鼻
．
．
甫
ゲ
団
巨
器
貯
麸
呂
。
く
Φ
の
ω
o
ロ
爵
．
．
6
お
”
℃
●
辰

三
　
南
部
地
方
工
業
護
展
の
経
管
位
置
論
的
考
察

第
四
章
参
照
。

　
第
二
次
大
戦
ま
で
の
綿
業
、
木
材
工
業
を
中
心
と
す
る
南
部
地
方
の
工
業
発
展
の
立
地
的
事
情
に
つ
い
て
は
、
既
に
若
干
言
及
し
た
所
で

あ
る
。
特
に
こ
の
内
、
綿
業
に
つ
い
て
は
、
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
教
授
（
］
≦
●
目
●
O
o
b
o
冨
口
山
）
の
か
な
り
詳
細
に
明
か
に
さ
れ
た
所
で
あ
る
が
、

要
す
る
に
、
南
部
が
綿
業
の
原
料
で
あ
る
棉
花
地
帯
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
綿
業
を
こ
の
地
方
に
誘
引
す
る
直
接
の
動
機
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
勿
論
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
本
来
の
立
地
条
件
と
し
て
は
、
南
部
の
低
賃
金
労
働
が
最
も
有
力
な
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
他
の
水
力
の
利
用
と
か
工
場
誘
引
の
為
の
税
金
の
軽
減
等
は
何
れ
も
附
随
的
且
部
分
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
只
近
年
南
部
綿
業
の
発
展
に
伴
っ
て
北
部
地
方
と
の
賃
金
水
準
差
が
著
し
く
狭
め
ら
れ
、
殊
に
一
九
三
五
年
以
後
全
綿
業
労
働
者
の
組
織

化
が
で
き
て
最
低
賃
金
に
対
す
る
制
限
も
設
け
ら
れ
、
上
述
の
如
き
南
部
特
有
の
立
地
条
件
も
最
早
有
力
に
作
用
し
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
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あ
る
。
こ
の
如
き
状
態
に
対
し
て
、
偶
々
第
二
次
大
戦
の
勃
発
と
な
っ
て
、
立
地
事
情
、
工
業
発
展
の
様
相
も
異
っ
た
も
の
と
な
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。
従
っ
て
第
二
次
大
戦
後
の
各
業
種
に
わ
た
る
南
部
地
方
の
工
業
発
展
の
経
営
位
置
論
的
考
察
が
次
の
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
、

　
こ
の
如
き
研
究
目
的
に
対
し
て
は
、
偶
々
極
め
て
都
合
の
よ
い
調
査
が
発
表
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
任
意
団
体

と
七
て
の
研
究
機
関
の
N
・
P
・
A
（
2
9
ユ
。
口
巴
℃
置
口
裂
旨
m
q
b
ω
ω
o
o
㌶
寓
。
ロ
ー
i
一
九
三
四
年
設
立
）
が
、
一
九
四
六
年
に
南
蔀
地
方
の

経
済
活
動
を
研
究
す
る
特
別
の
委
員
会
（
↓
ゴ
①
O
o
B
巳
葺
8
0
h
夢
Φ
ω
o
日
暮
）
を
設
け
、
同
委
員
会
が
南
部
工
業
発
展
の
立
地
事
情
を

調
査
し
た
も
の
で
、
そ
の
甲
部
が
一
九
四
九
年
に
、
　
O
●
国
・
］
≦
o
H
9
⊆
ぴ
q
出
藍
9
旨
Ω
ψ
菊
。
σ
o
o
吋
、
、
独
身
ぼ
ロ
ニ
ω
窪
鴇
］
≦
o
＜
o
ω
ω
0
9
げ
、
．

と
し
て
刊
行
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
調
査
研
究
結
果
の
内
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
経
営
位
置
論
に
反
映
す
る
特
徴
が
か
な
り
明
瞭
に
み
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
要
旨
を
こ

こ
に
概
観
し
、
後
に
ア
メ
リ
カ
の
位
置
論
の
背
景
に
論
及
す
る
て
だ
て
と
し
た
い
と
思
う
。
術
同
時
に
こ
の
揚
合
の
調
査
方
法
も
亦
我
々
に

興
昧
深
い
の
で
、
本
論
か
ら
そ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
概
略
に
燭
れ
て
お
く
。
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（i

j
　
南
部
地
方
の
立
地
調
査
方
法

　
先
づ
第
二
次
大
戦
後
の
南
部
地
方
に
発
展
し
た
工
業
の
立
地
調
査
の
対
象
と
し
て
、
八
十
八
工
場
を
選
択
し
た
。
そ
の
選
択
基
準
は
、

　
　
　
ヘ
　
　
へ

・
（
ア
）
規
模
に
つ
い
て
は
、
大
き
い
も
の
程
一
般
に
位
置
選
択
に
あ
た
っ
て
合
理
的
態
度
が
と
ら
れ
る
か
ら
、
工
揚
投
資
額
を
一
応
十
万
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

〃
以
上
（
実
際
は
多
く
は
千
万
ド
ル
以
上
を
と
っ
て
い
る
）
と
し
、
　
（
イ
）
地
域
と
し
て
は
、
南
部
地
方
十
三
州
に
わ
た
り
、
各
州
三
工
揚

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

以
上
と
し
、
　
（
ウ
）
業
種
も
、
各
分
野
に
わ
た
り
且
南
部
の
戦
後
に
発
展
し
た
業
種
の
構
成
を
考
慮
し
、
　
（
エ
）
時
期
は
、
第
二
次
大
戦
終

　
　
　
ア
メ
リ
カ
南
部
工
業
発
展
の
経
営
位
置
論
的
考
察



　
　
　
ア
メ
リ
カ
南
部
工
業
発
展
の
経
営
位
置
論
的
考
察

了
簡
設
立
せ
ら
れ
た
も
の
を
と
り
、
術
（
オ
）
こ
れ
ら
の
工
場
の
大
部
分
が
、
後
述
の
如
く
、
北
部
企
業
に
よ
る
設
立
で
あ
る
為
に
、
特
に

　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

南
部
地
方
の
地
元
資
本
に
よ
る
も
の
を
も
加
え
る
よ
う
に
留
意
し
、
こ
れ
ら
の
諸
考
慮
の
上
に
、
八
十
八
工
場
を
と
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

　
而
し
て
調
査
に
当
っ
て
は
、
　
（
カ
）
面
接
方
法
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
煩
し
い
質
問
書
に
回
答
記
入
を
期
待
す
る
方
法
で
は
困
難
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
面
談
に
於
て
は
充
分
回
答
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
期
し
た
の
で
あ
る
。
叉
（
キ
）
面
接
で
あ
れ
ば
、
条
件
が
列

挙
的
に
な
ら
ず
、
立
地
事
情
の
個
々
の
条
件
の
軽
重
、
上
下
が
具
体
的
に
知
り
得
ら
れ
る
長
所
を
も
つ
て
い
る
。
　
（
ク
）
質
問
の
方
法
は
、

最
初
回
答
者
自
ら
の
意
思
で
自
由
に
立
地
事
情
を
語
ら
せ
、
誘
導
的
に
進
め
る
こ
と
を
避
け
、
而
し
て
里
謡
思
者
の
予
定
事
項
に
し
て
語
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

残
さ
れ
て
い
る
問
題
の
み
を
質
問
し
て
、
回
答
を
補
う
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
、
正
し
い
実
情
の
把
握
に
つ
と
め
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
調

査
上
留
意
せ
ら
れ
た
諸
点
は
、
当
然
の
こ
と
と
も
い
い
得
る
け
れ
ど
も
、
我
々
に
も
参
考
と
な
る
事
項
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
こ

の
調
査
は
、
約
四
ヶ
月
を
要
し
た
と
い
う
。
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（
二
）
　
南
部
地
方
の
立
地
調
査
結
果

　
前
述
の
如
き
方
法
に
よ
る
調
査
を
と
り
ま
と
め
整
理
せ
ら
れ
た
結
果
、
戦
前
の
南
部
が
、
所
謂
低
賃
金
労
働
を
有
力
な
る
立
地
条
件
と
し

て
い
た
の
に
対
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
に
於
て
は
、
相
当
異
っ
た
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
即
ち
、
立
地
条
件
の
重
要
性
か
ら
い
っ
て
、
第
一
に
位
す
る
も
の
は
、
市
場
（
B
9
。
爵
曾
）
と
し
て
の
立
地
条
件
で
あ
り
、
第
二
に
は
資

源
の
供
給
力
（
b
口
9
什
Φ
目
一
9
一
ω
）
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
而
し
て
第
三
に
労
働
（
冨
げ
自
）
上
の
条
件
が
位
す
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
の

で
あ
る
。
勿
論
こ
の
三
者
が
更
に
二
次
的
に
相
互
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
地
条
件
に
な
っ
て
い
る
場
合
の
あ
る
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で

あ
る
。
而
し
て
調
査
八
十
八
工
場
の
内
、
四
五
％
が
第
一
の
市
場
指
向
で
、
第
二
の
資
源
に
依
存
す
る
も
の
は
三
〇
％
、
第
三
の
労
力
依
存



ゐ
工
揚
は
全
体
の
二
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
叉
こ
れ
を
工
場
規
模
か
ら
み
る
と
、
市
場
及
び
資
源
指
向
の
工
場
は
、
そ
の
三
分
の
二
以
上
が

投
資
額
百
万
ド
ル
を
こ
え
、
し
か
も
そ
の
多
く
は
一
千
万
ド
ル
以
上
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
労
働
指
向
の
工
揚
に
し
て
百
万
ド
ル
を
こ
え
る

も
の
は
そ
の
部
類
の
工
場
の
三
分
の
一
以
下
に
止
ま
る
。
従
っ
て
叉
労
働
上
の
条
件
に
よ
る
工
揚
の
労
働
者
数
が
千
名
を
こ
え
る
も
の
が
皆

無
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
市
揚
指
向
の
も
の
の
工
揚
の
二
五
％
、
資
源
指
向
の
工
揚
の
一
五
％
は
、
千
名
を
こ
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

で
い
る
。
労
働
指
向
の
工
揚
は
、
工
程
の
機
械
化
の
程
度
の
相
対
的
に
少
い
業
種
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
戦
後
南
部
地
方
発
展
の
工

幽
業
の
業
種
、
業
態
の
特
徴
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
以
上
は
一
般
的
結
論
で
あ
る
が
、
こ
の
内
湾
に
注
意
す
べ
き
諸
点
を
述
べ

る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
南
部
地
方
は
、
戦
時
中
か
ら
人
口
増
加
率
、
所
得
の
増
加
率
共
に
全
国
平
均
よ
り
も
高
く
、
即
ち
所
得
の
増
加
率
は
全
国
平
均
一

九
四
〇
1
四
七
年
に
一
五
〇
％
に
対
し
、
南
部
地
方
は
一
八
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
市
揚
指
向
性
の
工
業
が
、
こ
の
地
方
に
工
揚
を
新
設

・
し
得
る
だ
け
の
購
買
力
を
認
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
市
揚
指
向
性
工
業
の
内
、
先
づ
消
費
者
財
に
属
す
る
も
の
に
、
自
動
車
組
立
工
場
（
国
。
困
9
0
Φ
ご
曾
巴
］
≦
o
－

言
諺
等
）
薬
品
工
場
、
殺
虫
剤
工
場
（
ト
ヨ
O
ユ
0
9
ロ
ロ
O
日
①
℃
『
O
傷
⊆
O
け
ω
O
O
8
娼
拶
づ
団
の
子
会
社
）
電
池
三
軸
、
電
球
工
揚
（
O
魯
臼
巴

国
冨
O
け
ユ
O
O
O
H
口
麟
b
理
り
類
①
ω
け
一
口
帥
q
ゴ
O
二
の
①
国
δ
O
け
ほ
O
O
O
月
震
O
同
ρ
萬
O
昌
天
守
）
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
工
揚
、
制
双
董
ハ
工
揚
、
曲
辰
晶
来
機
械
掻
揚
（
一
ロ
ー

↓
醇
昌
餌
賦
O
ロ
巴
口
易
く
①
ω
け
段
O
O
日
”
9
貫
く
）
、
タ
イ
ヤ
、
チ
ュ
ー
ブ
等
の
ゴ
ム
工
場
（
し
ロ
●
国
●
O
O
O
肯
け
げ
O
O
日
B
コ
さ
O
O
O
身
①
無
臼
蹄
O

斡
ロ
価
幻
直
σ
げ
臼
O
o
ヨ
B
昌
等
）
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
工
場
等
が
あ
り
、
叉
産
業
品
に
属
す
る
も
の
に
は
、
ア
セ
チ
レ
ン
ザ
ス
及
び
酸
素
工
揚
、

ペ
イ
ン
ト
工
揚
、
硫
酸
工
場
、
化
学
繊
維
工
場
（
q
⊆
℃
O
暮
O
O
目
冒
き
ざ
0
9
①
旨
O
の
①
O
O
唇
O
雷
寓
8
等
）
、
電
気
機
械
半
揚
、
木
材
工
揚
、

製
罐
工
場
、
王
冠
総
揚
、
製
靴
工
場
（
ぎ
需
同
口
ρ
鉱
O
昌
巴
ω
げ
。
①
O
o
日
℃
き
団
）
、
で
ラ
ス
工
場
、
封
筒
工
場
、
紙
函
工
場
、
耳
袋
工
場
等
が
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あ
げ
ら
れ
る
。
個
々
の
業
種
の
立
地
条
件
、
業
態
等
に
歴
れ
る
余
裕
は
な
い
け
れ
ど
も
、
右
の
業
種
を
み
て
も
判
る
如
く
、
原
材
料
よ
り
製

晶
の
市
揚
へ
の
運
送
費
の
節
約
が
重
視
さ
れ
る
か
、
或
は
製
品
に
関
し
て
市
揚
と
の
接
点
性
が
重
視
せ
ら
れ
る
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
（
註
9
）

い
7
5
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
も
こ
れ
ら
の
工
揚
の
多
く
が
、
例
示
に
も
み
ら
れ
る
如
く
、
北
部
地
方
の
企
業
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
全
国
的
或
は
世
界
的
大
会
社
の

販
路
拡
張
の
為
の
工
場
（
げ
一
勢
昌
O
げ
b
一
9
口
什
）
と
し
て
設
立
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
南
部
地
方
の
資
源
は
、
前
述
の
市
揚
牽
引
に
つ
い
で
有
力
な
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
農
産
、
林
産
、
鉱
産
、
天
然
ず
ス
、
石

油
並
に
水
力
電
源
等
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
主
な
る
も
の
を
あ
げ
る
と
、
農
産
物
か
ら
の
乳
製
品
工
揚
、
肉
製
品
工
揚
、
穀
物
製
品
工
場
、
電
力
に
よ
っ
て
電
気
化
学
工
業
、
電
気
金

，
属
工
業
、
木
材
製
品
と
し
て
パ
ル
プ
工
場
、
製
紙
工
揚
、
鉱
物
資
源
と
し
て
ガ
ラ
ス
工
揚
、
燐
工
揚
、
硫
黄
工
揚
、
天
然
ガ
ス
利
用
の
為
に

ナ
イ
ロ
ン
工
揚
、
石
油
精
製
工
場
等
相
当
多
く
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
何
れ
も
性
質
上
輸
送
困
難
乃
至
不
適
な
も
の
或
は
原
材
料
輸
送
が

著
し
く
運
送
費
用
を
高
め
る
も
の
等
で
あ
っ
て
、
経
済
発
展
に
伴
っ
て
、
南
部
の
未
開
発
資
源
が
浮
び
上
っ
て
き
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
只
南
部
の
欠
陥
と
し
て
顕
著
な
も
の
に
鉄
鋼
資
源
の
な
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
荷
注
意
す
べ
き
こ
と
の
一
と
し
て
、
電
力
は
そ
れ
の
み
に
よ
る
工
場
誘
引
は
前
記
の
如
く
電
気
化
学
或
は
電
気
金
属
系
工
業
等
の
少
数
工

場
に
限
ら
れ
、
一
般
立
地
条
件
の
改
善
と
い
う
程
度
の
意
味
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
あ
る
の
は
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
か
つ
て
南
部
発
展
の
最
も
大
き
な
原
因
で
あ
っ
た
労
働
上
の
立
地
条
件
は
、
既
述
の
如
く
、
今
日
で
は
既
に
大
き
な
力
を
も
つ
て

い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
依
然
或
る
程
度
の
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
尤
も
こ
の
場
合
も
、
そ
れ
は
南
部
地
方
の
賃
金
の
低
い
と
い
う
条
件
は
殆
ど
消
滅
し
て
い
て
、
他
の
面
の
条
件
が
重
視
せ
ら
れ
て
の
結
果
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で
あ
る
。
南
部
地
方
で
は
労
働
争
議
の
少
い
こ
と
、
叉
野
望
が
集
中
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
他
社
の
争
議
行
為
等
に
よ
る
影
響
を
蒙
む
る

こ
と
の
少
い
こ
と
、
労
働
者
の
移
動
の
少
い
こ
と
、
出
勤
率
の
よ
い
こ
と
等
生
産
コ
ス
ト
面
に
対
す
る
好
適
な
事
情
が
主
な
る
誘
引
条
件
と

・
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
主
な
る
も
の
と
し
て
は
、
衣
服
身
廻
品
工
業
（
含
損
δ
＝
巳
⊆
ω
窪
く
）
の
内
特
に
大
衆
品
関
係
の
多
数
の
小
規
模
工
揚
、
機
械
工
業

の
内
運
送
費
の
比
重
少
く
労
働
費
の
重
要
な
る
も
の
例
え
ば
事
務
用
機
械
工
業
（
冒
O
霞
O
⑦
O
巴
O
巳
簿
貯
ゆ
q
嵐
9
0
犀
ぼ
Φ
0
9
）
、
冷
蔵
庫
製

造
、
自
動
車
部
品
製
造
等
の
土
工
揚
、
綿
紡
工
揚
、
羊
毛
紡
績
工
揚
、
戦
前
に
は
全
く
な
か
っ
た
製
靴
工
揚
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
1
）

．
何
れ
も
所
謂
労
働
指
向
工
業
に
属
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
（
4
）
　
更
に
以
上
を
通
じ
て
注
意
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
調
査
し
た
大
部
分
の
工
揚
が
、
要
望
工
揚
の
候
補
地
方
選
定
を
、
先
づ
前
述
の
三

条
件
の
何
れ
か
を
中
心
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
諸
立
地
条
件
或
は
二
次
的
条
件
、
例
え
ば
金
融
上
の
事
情
、
既
存
建
物
の
有
無
、

候
補
地
の
産
業
構
成
、
工
揚
の
集
中
乃
至
分
散
度
、
気
候
等
は
、
何
れ
も
上
記
三
条
件
に
よ
っ
て
選
定
せ
ら
れ
た
地
方
の
内
で
、
更
に
具
体

的
に
敷
地
を
確
定
す
る
際
の
選
択
条
件
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
意
味
で
、
調
査
担
当
者
は
、
こ
の
調
査
の
結
論
が
比
較
的
簡
単
に
過
ぎ
る
こ
と
が
、
従
来
の
立
地
研
究
に
対
す
る
考
え
方
に
対
し
て

奇
異
の
感
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
調
査
の
慎
重
な
る
方
法
よ
り
し
て
、
調
査
結
果
の
信
頼
度
に
つ
い
て
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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（
三
）
　
立
地
調
査
結
果
の
意
味

　
上
述
の
調
査
は
、
　
一
方
に
於
て
ア
メ
リ
カ
南
部
の
工
業
発
展
に
関
す
る
為
の
も
の
で
あ
る
と
為
に
、
同
時
に
立
地
問
題
一
般
の
研
究
で
あ

る
こ
と
を
も
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
而
し
て
そ
の
結
論
は
、
一
次
的
に
は
、
市
場
指
向
、
資
源
指
向
及
び
労
働
指
向
で
あ
り
、
ニ

　
　
　
ア
メ
リ
カ
南
部
工
業
発
展
の
経
営
位
置
論
的
考
察



　
　
　
ア
メ
リ
カ
南
部
工
業
発
展
の
経
営
位
置
論
的
考
察

次
的
に
更
に
種
々
の
条
件
が
考
慮
せ
ら
れ
る
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
と
い
う
明
瞭
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
諸
点
は
、
立
地
問
題
研
究
一
般
に
於
て
勿
論
考
慮
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
諸
点
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
時

に
こ
の
内
に
は
少
な
か
ら
ず
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
特
殊
性
に
基
く
部
分
の
あ
る
こ
と
を
考
え
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
。

　
第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
の
工
業
生
産
の
大
部
分
は
、
高
度
の
国
内
購
買
力
を
対
象
と
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
向
上
に
よ
っ
て
、
工
揚
を
多

数
新
設
す
る
だ
け
の
国
内
市
場
を
今
日
術
有
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
あ
っ
て
は
、
市
営
指
向
性
工
業
の
工

．
場
位
置
選
択
の
範
囲
は
、
国
内
の
市
場
の
あ
る
所
、
相
当
広
範
囲
に
わ
た
り
得
、
立
地
選
択
は
重
要
な
る
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
イ

ギ
リ
ス
或
は
我
国
の
如
く
、
輸
出
依
存
度
の
高
い
工
業
の
市
揚
指
向
性
は
、
結
局
多
く
の
嵩
置
を
少
数
の
輸
出
港
乃
至
そ
の
周
辺
に
集
中
せ

し
め
る
こ
と
と
な
っ
て
、
立
地
選
択
の
範
囲
は
比
較
的
限
局
せ
ら
れ
、
考
慮
の
余
地
が
乏
し
か
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
。

　
第
二
に
は
、
右
と
相
侯
っ
て
、
国
土
面
積
の
著
し
い
相
異
が
一
層
こ
の
点
を
明
瞭
に
す
る
。
現
に
ア
メ
リ
カ
南
部
の
調
査
対
象
と
な
っ
た

十
三
州
の
総
面
積
は
、
二
百
二
十
三
万
方
粁
を
こ
え
、
我
国
の
三
十
八
万
方
粁
の
約
六
倍
、
イ
ギ
リ
ス
の
二
十
四
万
方
粁
の
九
倍
余
で
あ
っ

て
、
そ
の
差
は
甚
し
い
。
立
地
論
の
前
提
と
な
る
土
地
面
積
の
こ
の
如
き
相
異
は
、
立
地
論
立
論
の
為
の
前
提
の
次
元
を
異
に
し
て
い
る
と

い
っ
て
も
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
に
於
て
は
位
置
選
択
が
段
階
的
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
必
要
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
は
、
同
様
に
こ
の
広
大
な
る
土
地
の
内
に
未
開
発
未
利
用
資
源
の
荷
少
な
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
、
立
地
選
択
の
範
囲
を

拡
大
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
我
国
の
如
く
原
材
料
も
亦
輸
入
に
侯
つ
も
の
の
極
め
て
多
い
場
合
は
、
工
場
位
置
選
択
が
輸
入
港
乃
至
そ
の

周
辺
に
限
定
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
多
く
な
る
。
そ
の
点
イ
ギ
リ
ス
は
鉄
、
石
炭
資
源
に
恵
ま
れ
て
き
た
だ
け
に
、
我
国
の
揚
合
と

異
る
け
れ
ど
も
、
今
日
で
は
同
様
の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
部
分
も
な
い
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

　
省
我
国
に
於
て
は
、
電
力
不
足
の
為
に
、
電
力
料
金
の
地
域
差
の
問
題
に
止
ま
ら
ず
、
技
術
的
段
階
に
於
て
、
コ
ス
ト
面
に
影
響
す
る
所
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少
な
か
ら
ず
、
業
種
に
よ
っ
て
相
当
大
き
な
直
接
の
立
地
条
件
と
な
っ
て
い
る
点
、
前
述
の
ア
メ
リ
カ
の
調
査
と
異
る
問
題
を
も
つ
て
い
る
。

　
第
四
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
工
業
の
業
態
の
特
殊
性
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
南
部
地
方
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
工
業
に
み
ら
れ
る
如
く
、

そ
の
主
要
な
る
も
の
が
全
国
的
大
会
社
の
工
場
（
げ
ド
旨
。
げ
b
冨
暮
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
機
械
化
と
標
準
化
の
極
度
に
進
ん
だ
生

産
形
態
、
そ
れ
に
伴
う
合
理
的
な
販
売
形
態
が
、
自
ら
こ
の
如
き
全
国
的
、
世
界
的
企
業
の
存
立
条
件
の
一
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

・
立
地
問
題
の
対
象
が
、
こ
の
如
き
業
態
を
主
と
す
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
特
殊
性
の
一
で
あ
る
。
我
国
の
如
く
機
械
化
、
標
準
化
の
進
ま
ぬ
、

或
は
中
小
企
業
を
交
錯
す
る
複
雑
な
る
生
産
形
態
を
持
つ
場
合
と
、
彼
此
問
題
の
異
る
こ
と
が
少
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
五
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
工
業
は
そ
の
生
成
の
初
期
か
ら
、
労
働
者
の
不
足
と
、
未
熟
練
労
働
を
前
提
と
し
て
、
極
度
の
鼠
げ
。
肘
の
曽
く
ぎ
ぴ
q

、
目
9
0
げ
ぼ
①
を
中
心
に
発
展
を
と
げ
た
の
で
あ
っ
て
、
　
こ
の
こ
と
も
前
述
の
南
部
工
業
の
立
地
調
査
に
反
映
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
産
業

革
命
の
本
家
で
あ
り
、
最
近
の
機
械
化
の
進
展
亦
み
る
べ
き
も
の
あ
り
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
ピ
8
巴
園
Φ
◎
冒
α
5
馨
蔓
を
中
心
と
し
て

．
熟
練
労
働
に
依
存
す
る
所
多
く
、
叉
我
国
は
農
村
に
過
剰
労
力
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
異
る
前
提
に
お
か
れ
て
い
る
部
分
が
少
く

な
い
。
後
に
も
鯛
れ
る
け
れ
ど
も
彼
此
著
し
い
相
異
点
の
一
と
な
っ
て
い
る
。

　
か
く
考
察
を
進
め
る
と
、
ア
メ
リ
カ
南
部
工
業
の
立
地
調
査
に
基
く
結
論
は
、
我
々
の
当
面
す
る
立
地
問
題
解
明
に
も
勿
論
少
な
か
ら
ず

参
考
と
な
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
ま
瓦
立
地
研
究
の
一
般
論
と
し
て
み
る
に
は
特
殊
性
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ

の
立
地
研
究
の
一
般
論
と
し
て
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
更
に
ア
メ
リ
カ
の
立
地
論
研
究
を
若
干
考
察
し
て
、
こ
の

点
を
吟
味
し
よ
う
。

　
（
註
6
）
　
鼠
・
臼
・
0
8
Φ
砂
口
島
倒
、
目
ず
①
0
0
簿
8
罎
程
ほ
帥
。
讐
聴
甚
雪
目
賃
ω
霞
団
9
誉
Φ
d
げ
謬
①
臼
ω
富
8
の
．
．
H
㊤
H
b
の
詳
細
は
（
註
3
）
の
拙
著
参
照

　
（
註
7
）
、
、
望
爵
団
ぼ
曾
跨
同
冨
。
く
①
。
。
ω
8
爵
．
．
勺
・
c
。
あ

　
　
　
ア
メ
リ
カ
南
部
工
業
発
展
の
経
営
位
置
論
的
考
察
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ア
メ
リ
カ
南
部
工
業
発
展
の
経
営
位
置
論
…
的
考
察

〈
註
8
）

（
註
9
）

（
註
1
0
）

八
註
1
1
）

凶
ぴ
置
4
ロ
．
N
①
・

凶
び
達
壱
掌
c
o
H
一
α
H
・

管
置
4
燭
ρ
α
N
－
8
・

皆
跳
・
噂
掌
α
下
c
o
q
O
●

四
　
ア
メ
リ
カ
の
位
置
論
と
そ
の
背
景

　
こ
こ
に
は
、
稽
広
く
ア
メ
リ
カ
の
位
置
論
を
概
観
し
て
、
そ
の
所
論
の
特
徴
を
考
察
し
、
前
述
の
問
題
吟
味
に
資
し
た
い
と
思
う
。
そ
の

為
に
、
先
ず
ア
メ
リ
カ
の
経
営
学
関
係
に
於
て
、
そ
の
一
部
と
し
て
説
か
れ
る
位
置
論
の
特
徴
を
み
、
つ
い
で
ま
と
め
ら
れ
た
位
置
論
の
研

究
の
代
表
的
な
も
の
の
一
で
あ
る
フ
ー
ヅ
ァ
王
氏
の
所
論
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

〈
一
）
　
ア
メ
リ
カ
経
営
学
に
お
け
る
位
置
論

　
ア
メ
リ
カ
経
営
学
に
お
け
る
位
置
論
を
一
括
し
て
論
ず
る
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
乱
暴
に
過
ぎ
る
そ
し
り
を
免
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
2
）

拘
ら
ず
共
通
的
特
徴
を
示
し
得
る
所
が
少
く
な
い
。
個
々
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
り
、
こ
こ
に
は
本
論
の
目
的
に
照
し
て
そ
の
共
通
点

と
み
ら
れ
る
も
の
を
述
べ
る
に
止
め
る
。
荷
こ
の
場
合
の
所
論
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
（
H
・
O
・
］
≦
鎚
ω
げ
㊤
ε
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（
》
・
O
・
卜
昌
山
臼
ω
o
ロ
）

・
ホ
フ
イ
ト
（
℃
．
詔
匡
8
）
ウ
イ
ズ
ラ
ー
（
虐
●
芝
δ
巴
曾
）
キ
ム
ボ
ー
ル
（
U
●
国
電
び
9
ε
そ
の
他
若
干
の
著
書
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
に
は
、
形
式
的
な
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
経
営
学
関
係
の
右
の
如
き
一
般
的
著
述
に
於
て
は
、
ド
イ
ツ
或
は
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
に

、
比
し
、
位
置
論
論
述
に
割
当
て
ら
れ
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
が
相
当
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
践
的
性
格
の
顕
著
な
ア
メ
リ
カ
の
揚
合
、
既

に
述
べ
た
如
き
立
地
選
択
の
範
囲
の
広
い
こ
と
よ
り
、
産
業
経
営
に
於
て
、
実
際
問
題
と
し
て
位
置
論
が
重
要
な
る
課
題
の
一
と
な
っ
て
い
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る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
第
二
に
、
そ
の
位
置
論
の
論
述
が
段
階
的
で
あ
っ
て
、
H
o
8
寓
。
ロ
ー
ω
詳
o
i
匹
9
。
口
け
》
目
居
9
ロ
ぴ
q
①
日
0
9
1
1
切
巳
二
戸
ぴ
q
O
o
口
ω
窪
蟷
9

訟
O
昌
！
H
昌
O
暮
ー
レ
冒
拶
。
西
口
。
と
い
う
段
取
り
を
と
っ
て
い
る
こ
と
も
、
多
少
共
に
共
通
し
て
い
る
傾
向
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
同
様
に
亦
、
そ
の
間
に
、
工
場
位
置
と
し
て
の
都
市
（
9
盲
）
、
郊
外
（
ω
自
び
霞
び
）
、
農
村
（
O
o
ニ
ロ
け
q
）
　
の
三
分
野
の
長
短
優

劣
を
、
経
営
規
模
等
と
の
関
連
で
論
じ
て
い
る
こ
と
と
も
関
係
す
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
共
通
的
特
徴
と
し
て
目
立
つ
。

　
叉
右
の
如
き
論
述
の
結
果
、
位
置
論
の
及
ぶ
所
は
進
ん
で
経
営
内
部
の
配
置
に
ま
で
進
み
、
従
っ
て
業
種
別
特
徴
、
生
産
工
程
の
分
析
に

ま
で
及
ぶ
。
常
識
的
に
い
う
位
置
論
の
範
囲
外
に
属
す
る
所
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
諸
点
は
、
一
方
に
於
て
そ
の
実
践
性
が
も
た
ら
し
た
結
果
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
は
、
広
大
な
る
地
域

を
前
提
と
し
、
発
達
し
た
交
通
機
関
、
大
都
市
の
形
成
、
広
大
な
る
農
村
等
を
有
す
る
所
に
、
大
規
模
経
営
の
顕
著
な
る
発
達
が
み
ら
れ
る

と
い
5
実
態
が
反
映
し
て
、
当
然
に
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
取
り
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
何
れ
も
イ
ギ
リ
ス
或
は
ド
イ
ツ
の
場
合

に
は
顕
著
に
は
み
ら
れ
な
い
論
点
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
転
じ
て
位
置
論
の
内
容
を
み
る
と
、
そ
の
論
点
は
、
費
用
の
最
少
化
或
は
費
用
と
収
益
の
差
の
拡
大
化
を
目
標
と
す
る
位
置
決

定
を
中
心
と
し
て
、
自
然
的
、
技
術
的
或
は
経
済
的
諸
条
件
を
列
挙
す
る
も
の
が
多
い
。
中
に
は
そ
の
条
件
に
軽
重
、
段
階
を
設
け
て
い
る

・
も
の
も
あ
る
が
、
特
に
特
殊
性
を
指
摘
す
る
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
経
営
学
一
般
書
の
性
質
上
石
ら
し
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
理
論
的

よ
り
列
挙
的
、
網
羅
的
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
実
践
的
性
格
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
ア
メ
リ
カ
経
営
学
に
お
け
る
位
置
論
は
、
凡
そ
位
置
に
関
係
あ
る
こ
と
に
広
く
ふ
れ
て
い
る
代
り
に
、
還
し
も
統
一
的
で
あ
る
と
い

・
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
位
置
論
と
し
て
の
特
殊
性
は
、
そ
の
内
容
よ
り
、
形
式
に
多
く
う
か
ゴ
わ
れ
る
。
従
っ
て
内
容
的
に
は
、
ま
と
ま

　
　
　
ア
メ
リ
カ
南
部
工
業
発
展
の
経
営
位
置
論
闘
的
考
察
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ア
メ
・
1
’
力
南
部
工
業
発
展
の
経
営
位
置
論
的
考
察

づ
た
位
置
論
研
究
に
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
二
）
　
フ
ー
ヴ
ァ
ー
の
位
置
論

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
立
地
研
究
は
、
既
に
ふ
れ
た
如
く
、
そ
の
実
践
的
要
求
も
あ
っ
て
、
事
例
的
研
究
に
よ
っ
て
相
当
進
め
ら
れ
、
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
3
）

た
る
べ
き
も
の
は
必
し
も
少
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
立
地
論
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
研
究
成
果
は
写
し
も
多
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
内

に
於
て
、
比
較
的
最
近
目
立
つ
た
も
の
と
し
て
、
フ
ー
ヅ
ァ
i
氏
（
国
・
り
自
●
口
O
O
ぐ
Φ
巴
）
の
．
、
目
ぽ
①
U
O
o
9
賦
8
0
h
田
O
昌
O
日
け
済
。
寓
く
蹄
団
、
．
℃

お
蔭
Q
。
が
注
意
せ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
に
は
そ
の
所
論
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
特
殊
性
考
察
の
一
の
よ

り
所
乏
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
経
営
の
活
動
で
、
そ
の
位
置
に
関
連
す
る
も
の
は
、
原
料
の
獲
得
（
］
P
円
O
O
二
円
①
b
P
①
］
P
け
）
、
生
産
過
程
（
嘆
o
o
①
の
ω
凶
⇔
ぴ
q
）
、
製
品
の
配
給

（
臼
ω
零
ヨ
⊆
笥
。
旨
）
の
三
の
側
面
が
あ
る
。
こ
の
内
獲
得
と
、
配
給
と
は
、
主
と
し
て
運
送
費
（
曾
9
昌
ω
潤
目
o
o
曾
）
に
か
か
わ
り
、
生
産
過

．
程
は
生
産
費
（
嘆
O
o
Φ
ω
ω
ぼ
ひ
q
o
o
馨
）
に
か
か
わ
る
の
で
、
位
置
の
問
題
を
こ
の
二
側
面
か
ら
考
察
を
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
運
送
費
か
ら
工
場
．
位
置
の
問
題
を
考
察
す
る
と
、
　
一
般
に
原
料
地
面
は
市
場
地
（
消
費
地
）
が
重
視
せ
ら
れ
、
特
定
の
条
件
の
場

合
に
そ
の
中
間
地
が
認
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
こ
の
如
き
一
般
論
は
今
省
略
す
る
。
而
し
て
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ

ぽ
単
な
る
空
間
的
距
離
で
な
く
、
輸
送
せ
ら
れ
る
も
の
の
質
或
は
量
に
よ
つ
て
異
る
こ
と
は
勿
論
、
交
通
機
関
の
種
類
、
そ
の
競
争
関
係
、

交
通
網
、
賃
率
方
策
等
各
種
の
関
係
が
交
錯
す
る
。
し
か
も
そ
の
間
に
、
こ
の
如
き
運
送
費
が
売
手
或
は
買
手
の
何
れ
に
負
担
せ
ら
れ
る
か

　
（
静
①
戯
ぼ
け
9
σ
ω
O
同
℃
餓
O
旨
）
に
よ
り
、
或
は
こ
の
問
題
を
巡
っ
て
運
賃
負
担
の
配
分
の
如
何
に
よ
っ
て
種
々
の
価
格
政
策
（
§
巳
h
O
鴨
白
暢
N
O
，
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旨
①
島
。
吋
σ
9
ω
ぼ
ひ
q
る
。
一
二
博
一
〇
①
ω
矯
ω
8
ヨ
の
）
　
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
問
題
を
複
雑
に
す
る
。
こ
の
こ
と
が
叉
企
業
間
の
市
場
領
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
4
）

（
b
日
ρ
同
犀
①
け
　
9
0
同
Φ
9
）
の
競
争
関
係
の
錯
雑
激
化
を
招
来
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
諸
点
は
、
立
地
問
題
と
し
て
常
に
当
然
に
考
慮
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
の
如
く
広
大
な
る
国
内

市
揚
に
於
け
る
標
準
品
生
産
．
の
販
売
競
争
に
接
て
は
、
特
に
重
視
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
分
野
は
特
に
配
給
論
．

（
B
㊤
跨
①
鉱
ロ
ひ
q
）
に
看
て
研
究
せ
ら
れ
る
が
、
フ
ー
ヅ
ァ
ー
の
所
論
に
み
ら
れ
る
如
く
、
立
地
問
題
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
位

置
の
問
題
は
、
単
に
そ
の
選
択
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
業
態
或
は
経
営
方
策
と
も
密
接
な
る
相
互
関
係
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
よ
り
顕
著
に
問
題
と
な
る
点
で
あ
ろ
う
。

　
（
2
）
　
次
に
生
産
費
の
観
点
か
ら
位
置
の
問
題
を
考
察
す
る
と
、
生
産
要
素
た
る
も
の
の
移
動
の
困
難
性
に
か
か
わ
る
の
で
、
第
一
に
問

題
に
な
る
の
は
土
地
（
冨
旨
α
）
で
あ
り
、
第
二
に
は
比
較
的
移
動
の
徐
々
に
し
か
行
わ
れ
得
な
い
労
働
力
（
冨
げ
。
吋
）
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
の

他
の
諸
要
素
に
な
る
と
、
多
く
は
位
置
に
関
係
す
る
所
は
間
接
的
で
あ
る
か
、
部
分
的
に
過
ぎ
な
い
。

　
土
地
の
問
題
は
、
一
は
距
離
の
問
題
で
従
っ
て
前
述
の
運
送
費
と
も
関
連
す
る
と
共
に
、
他
は
土
地
の
も
つ
資
質
が
自
然
的
、
経
済
的
或

は
社
会
的
に
異
る
と
い
う
点
で
こ
れ
は
直
接
に
生
産
費
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
経
営
の
位
置
は
、
最
適
の
土
地
を
求
め
る
と
共

に
、
そ
の
土
地
の
も
つ
右
の
条
件
に
従
っ
て
最
も
適
合
し
た
生
産
諸
要
素
の
組
合
せ
（
集
約
度
の
問
題
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
而
し

て
こ
の
場
合
業
種
業
態
に
よ
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
を
も
つ
こ
と
と
な
る
。
小
規
模
経
営
で
地
域
的
集
中
を
形
成
す
る
こ
と
を
存
立
条
件
と

す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
経
営
の
規
模
の
拡
大
に
よ
っ
て
存
立
す
る
も
の
も
あ
り
、
叉
工
場
規
模
に
一
定
の
限
度
が
あ
っ
て
も
、
多
数
の
工
揚
・

を
分
散
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
存
立
す
る
大
企
業
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
各
業
種
各
業
態
の
工
揚
の
組
合
せ
ら
れ
た
結
果
は
、
所
謂
土
地
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
乱
1
5
4

用
の
競
合
（
冨
高
等
ω
①
o
o
ヨ
。
Φ
馨
δ
コ
）
と
し
て
自
ら
特
定
の
地
域
的
構
成
が
形
成
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
ブ
メ
リ
カ
．
南
部
エ
業
発
展
の
経
営
位
置
論
的
考
察
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次
．
に
生
産
費
に
影
響
あ
る
地
域
的
な
条
件
で
あ
る
労
働
費
用
に
つ
い
て
み
る
。
ア
メ
リ
カ
に
於
て
労
働
費
用
の
地
域
差
が
問
題
と
な
る
原
．

因
を
考
え
る
に
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
生
活
費
の
地
域
差
は
比
較
的
少
い
の
で
、
専
ら
人
皆
の
圧
迫
の
地
域
差
に
も
と
つ
く
と
い
う
の

で
あ
る
。
即
ち
こ
の
こ
と
は
、
年
々
農
村
よ
り
都
市
へ
の
人
口
移
動
が
顕
著
で
、
一
九
一
五
年
に
農
村
人
口
三
三
％
が
一
九
四
五
年
に
は
二

〇
％
と
な
っ
て
、
農
村
の
人
口
増
加
率
を
こ
え
る
程
度
で
あ
る
が
、
し
か
も
倫
都
市
と
農
村
の
所
得
を
平
均
化
せ
し
め
る
ま
で
の
移
動
率
に

は
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
意
味
に
お
け
る
農
村
の
落
葉
圧
迫
が
労
働
費
用
の
地
域
差
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
如
き

前
提
の
下
に
、
近
年
大
工
業
地
帯
の
労
働
賃
金
の
諸
語
或
は
労
働
事
情
の
緊
迫
が
、
他
方
技
術
的
進
歩
に
よ
る
所
要
労
働
の
非
熟
練
化
と
相

侯
っ
て
、
新
し
い
場
所
を
求
め
て
多
く
の
工
揚
が
新
設
せ
ら
れ
、
既
に
述
べ
た
如
き
、
ア
メ
リ
カ
の
工
業
の
地
域
的
平
準
化
へ
の
傾
向
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
6
）

原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
生
産
費
に
関
連
を
持
つ
要
件
の
内
、
前
者
の
土
地
の
問
題
は
と
に
か
く
暫
し
て
、
後
者
の
労
働
力
の
地
域
問
題
は
、
そ
の
特
殊
性
に
於
て

注
意
せ
ら
れ
る
。
前
述
の
如
く
、
ア
メ
リ
カ
に
於
て
も
労
働
事
情
の
地
域
差
が
問
題
に
な
る
に
拘
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
の
場
合
の
如
き
地

域
的
失
業
問
題
が
シ
リ
ア
ス
に
み
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
勿
論
、
両
国
の
工
業
伸
張
力
の
問
題
で
あ
り
、
叉
政
治
聯
立
揚
、

政
策
の
如
何
に
よ
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
立
地
問
題
に
お
け
る
対
照
的
な
点
の
一
が
こ
こ
に
み
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
フ
ー
ヅ
ァ
ー
は
、
以
上
の
如
き
立
地
に
関
係
あ
る
主
要
な
る
条
件
を
論
じ
、
こ
れ
ら
の
結
合
の
上
に
、
工
業
の
地
域
的
配
備
が
形
成
せ
ら

れ
る
こ
と
を
説
く
の
で
あ
る
。
更
に
こ
れ
ら
の
立
地
問
題
の
動
態
面
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
工
業
の
技
術
的
経
済
的
発
達
と
、
工
業
の
地
域

的
平
均
化
へ
の
傾
向
を
、
前
述
の
条
件
と
の
関
連
に
於
て
考
察
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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以
上
ア
メ
リ
カ
の
位
置
論
の
代
表
的
な
も
の
の
一
を
概
観
し
た
所
は
、
さ
き
に
み
た
ア
メ
リ
カ
南
部
工
業
発
展
の
立
地
調
査
と
、
立
論
自



体
は
別
と
し
て
も
ア
メ
リ
カ
工
業
の
地
域
的
特
殊
性
を
反
映
し
て
い
る
点
に
於
て
、
営
々
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

自
然
的
、
技
術
的
或
は
経
済
的
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
構
成
す
る
具
体
的
な
経
営
も
業
種
、
業
態
並
に
経
営
方
策
等
の
実
態
が
特
殊
性

と
し
て
反
映
し
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
が
立
地
問
題
研
究
に
射
て
、
ア
メ
リ
カ
の
所
論
を
参
考
す
る
場
合
、
こ
の
部
分

を
辮
別
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
（
註
1
2
）
　
概
要
は
拙
著
「
経
営
位
置
の
研
究
」
昭
和
二
十
四
年
刊
、
第
一
部
第
一
章
第
四
節
参
照
。

　
（
註
1
3
）
　
主
な
る
ア
メ
リ
カ
の
立
地
研
究
に
フ
ー
ヴ
ァ
ー
氏
以
外
に
次
の
如
き
が
あ
る
。
（
但
筆
者
未
見
）
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○
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（
註
1
4
）
　
国
●
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琴
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お
旨
匡
．
》
O
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昌
r
N
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鮮

　
（
註
1
5
）
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Ω
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●
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ρ
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五
　
結
語
一
我
國
と
の
比
較
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以
上
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
位
置
論
と
そ
の
背
景
を
考
察
し
て
、
転
じ
て
我
国
に
お
け
る
工
業
の
経
営
位
置
の
問
題
を
み
れ
ば
、
自
ら
問
題

の
相
互
の
特
殊
性
が
或
る
程
度
明
か
に
な
っ
て
く
る
。

　
既
に
述
べ
た
如
く
、
我
国
に
あ
っ
て
は
市
揚
指
向
性
工
業
は
そ
の
輸
出
依
存
度
の
高
い
為
に
、
資
源
指
向
性
工
業
は
そ
の
原
料
輸
入
依
存

度
の
高
い
為
に
、
何
れ
も
少
数
の
輸
出
港
を
中
心
と
す
る
大
都
市
工
業
地
帯
に
極
端
に
集
中
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
国
内
的
な
る
立
地
問

題
は
相
当
限
局
せ
ら
れ
た
形
に
於
て
提
出
せ
ら
れ
る
に
止
ま
り
、
む
し
ろ
我
国
工
業
は
、
業
種
に
よ
っ
て
、
我
国
自
体
の
立
地
条
件
的
検
討

乃
至
そ
の
存
立
形
態
が
よ
り
重
視
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
少
く
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
そ
の
意
味
に
託
て
、
叉
労
働
指
向
性
工
業
が
重
視
せ
ら
れ
、
叉
そ
こ
に
存
立
形
態
と
し
て
の
特
殊
性
も
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

　
　
　
ア
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考
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が
、
こ
れ
が
市
場
の
狭
資
性
と
相
楽
っ
て
、
機
械
化
、
標
準
化
を
遅
ら
せ
大
企
業
と
多
数
の
中
小
企
業
と
の
結
合
或
は
競
合
関
係
の
内
に
複
，

雑
な
る
生
産
売
買
機
構
を
形
成
す
る
。
こ
の
こ
と
が
地
方
的
に
は
、
そ
の
歴
史
的
伝
統
と
相
侯
っ
て
、
所
謂
地
方
産
業
を
小
規
模
乍
ら
各
地

に
形
成
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
ド
o
o
巴
貯
o
q
H
P
住
β
ω
諒
恕
と
相
似
た
形
態
を
み
せ
て
い
る
。
し
か
も
イ
ギ
リ
ス
の
如
く
全
体
と
し
て
大
規
模
に
異

る
地
域
に
集
中
地
帯
を
形
成
す
る
の
と
は
異
り
、
我
国
工
業
の
中
核
は
、
京
浜
、
阪
神
両
地
方
に
、
大
企
業
と
中
小
企
業
或
は
各
業
種
が
重

畳
的
に
集
中
し
て
い
る
点
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
も
異
る
我
国
の
特
殊
性
が
み
ら
れ
る
。
土
地
利
用
競
合
の
結
果
の
地
域
構
成
の
研
究
が
、
そ
の

意
昧
に
於
て
は
必
要
と
な
る
。

　
尤
も
我
国
に
於
て
も
国
内
市
場
を
対
象
と
し
、
機
械
化
標
準
化
の
進
ん
だ
ア
メ
リ
カ
的
企
業
も
漸
次
増
加
し
、
部
分
的
に
は
そ
の
限
り
に

煮
て
ア
メ
リ
カ
的
立
地
論
の
適
用
が
重
視
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
面
積
の
狭
い
国
土
、
且
主
要
市
場
が
産
業
品
に
あ
っ
て
は
勿
論
、
消

費
財
商
品
に
於
て
も
購
買
力
が
か
な
り
地
域
的
集
中
を
顕
著
に
し
て
い
る
こ
と
が
、
所
謂
配
給
論
（
日
鴛
財
①
け
ぎ
曽
q
）
の
問
題
を
市
場
領
域
的

に
限
局
す
る
。
只
戦
時
的
統
制
時
代
の
如
く
、
劃
一
的
割
当
配
給
の
行
は
れ
た
時
代
に
於
て
、
業
種
に
よ
つ
て
は
、
運
賃
負
担
（
沖
⑦
戯
算

ρ
げ
ω
o
再
応
。
コ
）
問
題
を
中
心
と
し
て
、
地
域
の
問
題
が
価
格
政
策
と
関
連
し
て
相
当
重
視
せ
ら
れ
た
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
か
く
考
察
す
る
と
、
我
国
工
業
の
問
題
を
地
域
的
に
み
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
と
は
異
っ
た
形
に
於
て
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
地
域
政
策
と
し

て
の
地
方
工
業
化
の
問
題
が
今
後
重
視
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
狭
険
な
る
市
場
と
、
貧
弱
な
資
源
の
内
に
、

原
料
の
輸
入
、
製
品
の
輸
出
を
相
当
程
度
前
提
と
し
つ
玉
、
只
一
つ
豊
富
な
労
働
力
を
擁
し
て
、
地
方
に
於
け
る
工
業
の
立
地
条
件
、
存
立

条
件
の
整
備
は
如
何
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
他
面
に
お
い
て
相
関
的
に
我
国
工
業
の
存
立
形
態
、
生
産

機
構
或
は
生
産
、
売
買
方
策
も
亦
そ
の
調
整
が
課
題
と
な
る
。
経
営
位
置
と
経
営
の
業
態
乃
至
方
策
と
は
、
一
定
の
弾
力
性
に
於
て
相
関
的

で
あ
り
、
特
徴
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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然
ら
ば
こ
の
如
き
課
題
に
当
面
す
る
我
国
の
経
営
位
置
論
は
、
如
何
な
る
形
に
於
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
展
開
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
、

ら
う
か
。
こ
れ
が
次
の
問
題
で
あ
る
。
只
こ
の
小
文
は
ア
メ
リ
カ
の
位
置
論
と
そ
の
背
景
を
、
南
部
工
業
発
展
と
い
う
事
例
を
中
心
と
し
て

考
察
す
る
こ
と
を
一
応
の
目
的
と
し
て
い
る
の
で
、
以
下
の
考
察
は
別
の
機
会
に
譲
る
。
（
二
七
・
＝
・
一
思
）
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寄
　
稿
1

経
理
の
経
営
管
理
機
能
に
つ
い
て

秋

谷

伊

織

　一
二．四　　　　　訂　　　　　一一A

　AAAA結四三ニ一葉
　））））柵 目

次

序管
理
会
計
制
度

（
一
）
　
管
理
会
計
の
経
理
実
務
へ
の
導
入

（
二
）
　
予
算
統
伽
制
制
度
の
論
発
展

（
三
）
　
経
営
計
算
制
度
の
整
備

内
部
監
査
制
度

内
部
監
査
の
性
格

我
が
社
に
於
げ
る
内
部
監
査
制
度

内
部
監
査
制
度
の
問
題
点

管
理
会
計
制
度
と
内
部
監
査
制
度
の
問
題

　
び

一
　
序

　
企
業
規
模
が
漸
次
拡
大
さ
れ
て
業
務
組
織
が
複
雑
化
し
、
且
つ
同
種
企

業
間
の
競
争
が
激
化
す
る
一
方
企
業
の
社
会
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
現
状

で
、
企
業
管
理
者
の
最
大
の
責
務
は
投
下
資
本
σ
維
持
と
ゴ
ー
イ
ン
グ
・

コ
ン
サ
ー
ン
と
し
て
の
企
業
価
値
の
保
全
に
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な

い
処
で
あ
る
。
か
く
て
、
企
業
管
理
者
は
、
健
全
経
営
へ
の
道
と
し
て
企

業
合
理
化
を
老
え
、
そ
0
為
に
経
営
管
理
の
改
善
強
化
を
計
り
、
ひ
い
て

は
経
営
の
計
画
的
運
営
を
期
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　
一
方
、
企
業
会
計
は
、
企
業
の
価
値
循
環
過
程
を
計
数
的
に
記
録
し
、
．

そ
の
財
政
状
態
並
び
に
経
営
成
績
を
正
確
に
把
握
す
る
事
を
そ
の
任
務
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
終
戦
後
此
の
分
野
に
導
入
さ
れ
た
会
計
諸
原
則

諸
概
念
を
通
じ
て
の
企
業
会
計
制
度
確
立
へ
の
要
請
は
従
来
末
成
熟
で
あ

っ
た
我
が
国
企
業
会
計
に
多
大
な
る
刺
戟
を
与
え
た
の
で
あ
り
、
会
計
実

務
に
於
て
は
こ
れ
と
併
せ
て
企
業
経
営
内
部
よ
り
の
必
要
性
か
ら
会
計
に

依
る
経
営
管
理
の
問
題
に
直
面
さ
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き

内
外
よ
り
の
要
求
を
充
足
す
べ
き
会
計
制
度
の
整
備
が
現
在
経
営
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
経
営
手
段
と
し
て
の
会
計
実
務
に
於
て
は
株
主
債
権
者

就
中
金
融
業
者
及
び
国
家
等
の
利
害
関
係
人
に
対
す
る
真
実
な
る
会
計
報

告
の
重
要
な
る
事
は
論
を
侯
た
ざ
る
処
で
は
あ
る
が
、
真
実
な
る
会
計
報

告
を
な
す
べ
き
経
営
自
体
の
健
全
性
は
更
に
重
要
な
る
目
標
で
あ
る
。
特

に
企
業
基
盤
の
黙
思
化
せ
る
終
戦
後
の
我
が
国
企
業
に
と
っ
て
、
先
ず
そ

の
再
建
が
必
要
で
あ
り
、
収
益
性
の
向
上
も
資
本
の
蓄
積
も
共
に
経
営
を

継
続
す
惹
上
に
緊
急
事
な
る
こ
と
は
疑
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
資

本
主
義
経
済
の
当
然
の
結
論
と
し
て
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、
ベ
ー
シ
ス
に
依
る
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輸
出
貿
易
進
展
の
方
策
は
、
産
業
構
造
の
再
検
討
も
さ
る
こ
と
乍
ら
、
現

在
企
業
の
自
衛
措
置
と
し
て
は
そ
の
目
標
と
し
て
原
価
切
下
げ
に
依
る
経

営
の
維
持
発
展
を
計
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
米
国
の
企
業
経
営
に
企
て
は
、
　
一
九
二
〇
年
代
の
後
半
に
起
つ
た
経
済

恐
慌
に
際
し
て
、
そ
の
内
部
的
な
合
理
化
が
促
進
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ

り
、
こ
の
時
に
経
営
管
理
の
問
題
が
力
強
く
取
上
げ
ら
れ
、
企
業
会
計
の

面
で
近
代
的
な
管
理
会
計
の
要
求
が
昂
ま
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
我
が

国
企
業
会
計
は
そ
の
当
初
か
ら
企
業
経
営
の
実
体
の
把
握
を
使
命
と
は
し

て
い
た
が
、
そ
れ
が
計
数
を
通
じ
て
の
企
業
経
営
運
用
の
手
段
で
あ
り
、

且
つ
又
、
利
害
関
係
人
に
対
τ
て
真
実
な
報
告
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る

と
云
う
会
計
の
現
代
的
理
念
は
稀
薄
で
あ
っ
た
。
し
か
の
み
な
ら
ず
経
営

者
に
対
し
て
は
過
去
計
算
と
し
て
一
応
の
期
間
損
益
の
実
態
を
知
ら
し
め

は
し
た
が
、
経
営
能
率
の
向
上
、
収
益
性
の
批
判
等
に
於
て
さ
ほ
ど
璽
要

な
役
割
を
も
た
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
こ
そ
会
計
制
度
の
確
立
を

目
指
し
て
、
商
工
省
臨
時
産
業
合
理
局
或
い
は
企
画
院
よ
り
再
度
、
統
一

会
計
制
度
樹
立
へ
の
指
示
的
示
唆
が
与
え
ら
れ
、
又
最
近
で
は
経
済
安
定

本
部
企
業
会
計
基
準
審
議
会
に
依
る
会
計
原
則
の
公
表
が
行
わ
れ
た
訳
で

あ
る
。
こ
れ
は
証
券
取
引
法
に
依
る
外
部
監
査
の
実
施
と
二
っ
て
、
企
業

経
営
の
社
会
性
と
云
う
観
点
、
即
ち
証
券
資
本
主
義
時
代
に
於
け
る
企
業

経
営
の
対
外
面
的
な
関
連
に
於
て
の
会
計
の
在
り
方
を
規
定
し
て
行
く
動

き
と
し
て
現
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。

　
然
し
乍
ら
我
が
国
企
業
経
営
は
終
戦
後
の
あ
の
激
し
い
イ
ン
フ
レ
の
波

を
切
り
抜
け
て
経
営
自
体
の
維
持
を
計
り
、
且
つ
又
、
経
済
安
定
策
と
し

て
の
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
に
依
る
苦
境
に
立
た
せ
ら
れ
、
始
め
て
好
む
と
好

ま
ざ
る
に
拘
ら
ず
、
経
営
合
理
化
の
問
題
と
真
剣
に
取
組
む
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
金
繰
り
の
逼
追
、
販
売
の
極
端
な
縮
少
に
直
面
し
て
企
業

は
操
業
の
短
縮
、
余
剰
人
員
の
整
理
、
賃
銀
遅
配
等
を
以
て
し
て
も
そ
の

存
立
さ
え
危
ぶ
ま
れ
た
時
機
に
際
会
し
て
、
漸
く
合
理
化
の
真
の
必
要
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

さ
と
っ
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
海
外
経
済
と
の
交
流
が
可
能
と
な
る
や
、

企
業
経
営
に
と
っ
て
は
何
よ
り
も
重
要
な
る
設
備
の
陳
腐
化
並
び
に
競
争

に
耐
え
得
ぬ
程
の
製
品
原
価
高
を
発
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
資

本
構
成
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、
諸
回
転
率
の
低
下
、
生
産
工
程
の
不
能
率
、

信
用
取
引
の
阻
害
等
、
幾
多
の
弱
点
に
加
え
て
経
済
構
造
の
脆
弱
さ
は
景

気
変
動
に
対
す
る
抵
抗
力
i
経
営
の
弾
力
性
の
な
い
事
が
抜
ぎ
難
い
障

害
と
し
て
見
受
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
各
企
業
と
も
収
益
性
の
向
上
に
依

る
資
本
の
蓄
積
を
計
り
、
設
備
の
更
新
を
行
う
た
め
、
経
営
内
部
の
不
合

理
の
排
除
に
懸
命
の
努
力
を
傾
け
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
と
老
え
る
。

か
く
の
如
く
経
営
の
合
理
化
を
命
題
と
す
る
経
営
管
理
の
第
一
段
階
は
、

経
営
内
部
価
値
の
流
通
面
の
規
制
か
ら
始
…
ま
っ
た
。
企
業
が
価
値
循
環
過

程
か
ら
収
益
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
以
上
、
此
の
過
程
の
充
分
な
把
握
と
分

析
に
依
る
管
理
一
即
ち
管
理
会
計
が
経
営
経
理
の
実
務
に
於
い
て
先
づ

取
上
げ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
特
に
大
企
業
に
於
い
て
計
数
的
経
営
統
制

の
も
つ
役
割
は
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
統
制
制
度
の
究
明
を
通
じ

て
全
体
と
し
て
の
組
織
的
統
制
に
発
展
せ
し
め
る
事
は
何
よ
り
も
重
要
で

あ
る
。
我
々
と
し
て
は
企
業
に
於
い
て
計
数
的
統
制
が
そ
の
組
織
制
度
と

し
て
運
営
さ
れ
る
場
合
の
効
果
は
十
分
評
価
し
得
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

組
織
よ
り
も
実
際
の
管
理
会
計
制
度
の
一
つ
一
つ
を
実
務
に
取
入
れ
て
行

く
事
を
考
え
て
来
た
の
で
あ
る
。
此
の
事
は
財
務
会
計
か
ら
管
理
会
計
へ

の
重
点
移
行
と
い
う
よ
り
は
、
財
務
会
計
自
体
の
中
に
、
漸
次
管
理
会
計

と
し
て
の
認
識
を
織
り
込
ん
で
行
く
と
い
う
進
路
を
と
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
即
ち
従
来
の
会
計
が
、
徐
々
に
管
理
面
へ
の
奉
仕
の
度
を
強
め
て

来
て
、
遂
に
は
管
理
会
計
と
し
て
の
組
織
を
築
き
上
げ
て
行
こ
う
と
云
う

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
財
務
会
計
と
管
理
会
計
の
領
域
と
立
場
に
関
す

る
論
説
そ
の
も
の
の
必
要
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
経
理
実
務
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に
於
い
て
は
終
宮
者
を
媒
介
と
し
て
、
こ
の
両
者
が
経
営
経
理
の
内
に
同

時
に
併
存
す
る
と
い
う
こ
と
の
認
識
で
あ
っ
て
、
実
務
上
区
分
の
実
益
を

認
め
な
い
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

　
何
よ
り
も
経
理
実
務
に
と
っ
て
の
問
題
は
、
通
産
省
産
一
業
合
理
化
審
議

会
が
、
企
業
に
於
け
る
内
部
統
制
の
大
網
と
し
て
、
企
業
経
営
者
が
、
企

業
の
円
滑
且
つ
合
理
的
な
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な
計
算
的
統
制
の
方

，
法
と
し
て
の
内
部
統
制
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
た
の
に
対
し
、
企
業
研

究
会
が
そ
の
意
見
書
に
於
い
て
、
「
ま
つ
内
部
統
制
の
最
も
根
幹
的
な
基
本

．
要
点
で
あ
る
標
準
原
価
並
び
に
予
算
統
制
制
度
の
具
体
的
な
確
立
方
策
を

・
樹
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
之
が
は
っ
き
り
打
樹
て
ら
れ
エ
ば
、
内

部
統
制
制
度
は
お
の
ず
か
ら
実
施
の
軌
道
に
乗
る
も
の
と
考
え
る
」
と
答

え
た
の
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
企
業
経
営
に
於
け
る
予
算
制
度
、
内
部
監

査
制
度
の
個
々
の
機
能
を
い
か
に
確
立
し
て
行
っ
て
い
る
か
、
或
い
は
そ

の
過
程
に
於
け
る
困
難
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
更
に
は
今
後
そ
れ
ら
を
如

．
何
に
調
整
す
る
の
が
良
い
の
か
、
等
を
臨
画
し
て
み
る
こ
と
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
振
え
る
。
そ
こ
で
以
下
、
当
社
に
於
け
る
戦
後
の
経
理
実
務

の
動
き
を
振
り
返
り
乍
ら
、
経
理
に
於
け
る
経
営
管
理
機
能
の
生
成
の
要

・
点
に
触
れ
て
み
よ
う
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

二
　
管
理
会
計
制
度

　
（
一
）
　
管
理
会
計
の
経
理
実
務
へ
の
導
入

　
経
理
統
制
と
し
て
通
常
考
え
ら
れ
る
の
は
、
会
計
記
録
の
正
確
性
及
び

真
実
性
を
確
保
す
る
為
の
会
計
記
録
の
統
制
と
し
て
、
最
も
狭
い
意
味
の

内
部
統
制
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
企
業
経
営
の
内
部
牽
制
組
織
及
び
内

部
監
査
制
度
が
含
ま
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
複
式
簿
記
及
び
分
課
制
度
を

素
地
と
す
る
内
部
牽
制
組
織
は
企
業
規
模
の
拡
大
と
共
に
我
が
国
に
於
い

で
も
制
度
化
さ
れ
来
り
、
そ
の
効
果
を
つ
と
に
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で

経
理
の
経
営
管
理
機
能
に
つ
い
て

あ
み
。
次
に
内
部
監
査
に
關
し
て
は
、
後
に
詳
論
す
る
つ
も
り
で
あ
る

が
、
企
業
集
中
に
伴
っ
て
、
我
が
国
大
企
業
に
於
い
て
も
こ
れ
亦
古
く
か

ら
制
度
化
さ
れ
会
計
記
録
の
正
否
の
検
討
、
虚
偽
誤
謬
の
摘
発
を
申
心
と

し
て
、
且
つ
、
そ
の
結
果
を
素
材
と
し
て
経
営
活
動
の
経
常
的
点
検
に
役

立
た
し
め
る
と
い
う
面
で
、
持
株
会
社
が
子
会
社
に
、
本
社
が
工
場
に
採

用
し
て
き
た
方
法
で
あ
る
。
此
の
内
部
監
査
制
度
が
会
計
監
査
か
ら
能
率

監
査
乃
至
経
営
監
査
へ
と
進
展
し
、
会
計
記
録
に
依
る
財
産
管
理
と
経
営

活
動
の
管
理
－
即
ち
広
い
意
味
の
内
部
統
制
に
拡
充
さ
れ
て
き
て
、
会

計
に
於
け
る
一
つ
の
統
制
制
度
と
し
て
定
着
す
る
の
が
、
管
理
会
計
制
度

の
当
初
の
実
現
形
態
で
あ
ろ
う
。

　
原
価
計
算
制
度
が
工
業
簿
記
の
発
達
を
前
提
と
し
て
、
期
間
損
益
へ
の

奉
仕
か
ら
、
原
価
計
算
を
通
じ
て
の
内
部
比
較
、
内
部
分
析
と
し
て
経
営

能
率
向
上
の
た
め
の
統
制
手
段
で
あ
る
事
は
、
我
が
国
の
製
造
工
業
原
価

計
算
要
綱
に
於
い
て
「
経
営
の
実
体
を
計
数
的
に
把
握
し
て
、
適
正
な
価

格
の
決
定
、
及
び
経
営
能
率
増
進
の
基
礎
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」

と
し
て
理
論
的
に
は
取
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
然
し
乍
ら
何
分
戦
時
中
の
原

価
計
算
は
蘇
需
資
材
の
調
携
価
格
、
実
費
補
…
償
と
い
う
様
に
価
格
面
の
み

に
終
始
し
た
の
が
実
情
で
あ
り
、
経
営
管
理
の
部
面
ま
で
は
経
理
実
務

上
、
能
力
的
に
手
が
及
ば
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
経
営
者
に
於
い
て
も

経
理
数
値
の
か
瓦
る
面
の
利
用
を
計
る
に
到
ら
な
か
っ
た
。
即
ち
原
価
計

算
の
発
展
過
程
を
考
え
て
み
る
に
、
計
数
の
把
握
と
そ
の
分
析
等
に
依
る

一
応
の
計
算
体
系
の
確
立
を
終
っ
た
処
で
終
戦
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
管

理
的
効
用
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
発
展
の
余
地
が
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
管
理
会
計
発
展
の
契
機
と
し
て
グ
ツ
ッ
が
、

　
　
一
、
企
業
規
模
の
拡
大
と
企
業
の
複
雑
化

　
　
二
、
固
定
資
本
の
増
加
と
重
要
化

　
　
三
、
変
動
の
範
囲
と
そ
の
速
度
の
増
大
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四
、
経
営
の
社
会
的
統
制
の
増
加

等
の
結
果
、
会
計
記
録
の
迅
速
に
し
て
正
確
な
る
作
成
と
報
告
が
希
望
さ

れ
る
と
い
う
事
態
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
終
戦
後
の
前
述
の
状
勢
に
逢
着

．
し
て
、
始
め
て
我
々
は
ま
さ
に
経
営
管
理
目
的
を
も
つ
経
理
制
度
確
立
へ

・
の
入
口
に
立
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
崩
壊
に
超
し
た
経
済
基
盤
と
、

激
し
い
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
追
加
条
件
と
し
て
で
あ
る
。
こ
の
た
め
従

－
来
の
会
計
は
重
大
な
危
機
に
逢
着
し
た
。
即
ち
企
業
が
有
す
る
財
産
価
値

が
正
確
に
経
理
出
来
な
く
な
り
、
ひ
い
て
は
実
体
資
本
の
掌
握
が
困
難
と

・
な
り
、
期
間
損
益
の
算
定
が
非
常
に
不
正
確
と
な
っ
た
。
更
に
資
金
計
画

の
立
案
が
不
可
能
の
状
態
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の

・
事
は
企
業
経
営
に
於
け
る
会
計
統
制
の
基
礎
的
な
危
機
と
し
て
理
解
さ

れ
、
そ
の
結
果
こ
れ
を
切
り
抜
け
る
為
に
所
謂
価
値
修
正
会
計
が
考
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
諸
状
勢
、
特
に
軍
需
生
産
に
依
り
極
度
に
膨

張
し
た
資
産
内
容
と
、
戦
後
の
生
産
活
勤
と
の
不
均
衡
を
考
慮
す
れ
ば
、

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
ス
ラ
イ
ド
し
た
企
業
財
産
価
値
の
評
価
修
正
を
全

，
面
的
に
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
然
し
企
業
経
営
と
し
て
は
、
そ
の

実
体
資
本
を
維
持
し
、
縮
少
さ
れ
た
生
産
活
動
の
経
済
性
を
保
持
す
る
事

は
そ
の
生
存
上
緊
急
の
方
策
と
し
て
取
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
も
二
進
す
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
容
赦
な
く
会
計
計
算
を
混
乱
さ

せ
、
経
営
の
期
聞
損
益
に
甚
し
い
歪
み
を
与
え
る
結
果
と
な
り
、
か
く
て

企
業
の
真
の
成
果
を
算
定
し
得
ず
、
損
益
計
算
上
そ
の
内
に
含
ま
れ
る
イ

ン
フ
レ
利
益
を
排
除
す
る
必
要
は
何
よ
り
も
必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
事
態

ほ
経
営
担
当
者
に
対
す
る
経
理
実
体
の
迅
速
な
報
告
並
び
に
期
聞
計
算
の

空
確
証
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
、
会
計
重
視
へ
の
直
接
の
動
機
と
な
つ

．
た
。

　
か
＆
る
要
請
に
も
と
づ
き
我
が
社
で
は
昭
和
二
十
一
年
度
か
ら
各
種
の

経
理
措
置
を
講
じ
て
こ
れ
に
対
処
す
る
こ
と
と
し
、
材
料
費
の
消
費
価
格

は
す
べ
て
再
調
達
価
格
に
依
り
計
算
し
、
仕
掛
品
、
半
製
品
及
び
製
晶
は

右
の
消
費
価
格
を
基
準
と
し
た
予
定
価
格
に
依
り
受
入
払
出
並
び
に
評
価

し
て
、
イ
ン
フ
レ
に
依
る
架
空
利
益
の
排
除
並
び
に
月
次
の
経
営
成
果
の

正
確
且
つ
迅
速
な
把
握
を
期
し
、
叉
増
大
す
る
借
入
金
利
子
は
こ
れ
を
原

価
に
織
込
ん
で
計
算
す
る
事
に
依
り
運
転
資
金
の
効
率
を
原
価
計
算
上
把

握
し
よ
う
と
努
め
た
。
更
に
会
社
経
理
応
急
措
置
令
に
依
る
法
的
措
置
を

ま
つ
ま
で
も
な
く
、
固
定
資
産
、
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
経
営
上
必
要
な
も

の
と
非
稼
働
の
も
の
と
を
分
離
し
、
支
払
経
費
に
轟
い
て
も
生
産
活
動
に

要
す
る
支
出
と
、
然
ら
ざ
る
も
の
と
を
区
分
す
る
事
が
、
会
社
再
建
上
、

生
産
復
興
上
、
特
に
増
大
す
る
運
転
資
金
を
賄
わ
ん
と
す
る
点
か
ら
も
必

要
で
あ
っ
た
。
稼
働
部
門
の
掌
握
が
可
能
と
な
る
に
及
び
、
設
備
資
産
に

つ
い
て
は
再
評
価
法
的
な
方
法
に
よ
り
減
価
償
却
の
適
正
化
を
計
る
べ
く

企
図
し
た
が
、
価
格
統
制
に
於
い
て
か
エ
る
方
法
は
認
め
ら
れ
ず
、
又
生

産
水
準
の
正
確
な
見
透
し
を
得
な
い
情
況
よ
り
し
て
、
一
応
、
便
法
と
し

て
戦
争
前
の
売
上
高
に
対
す
る
減
価
償
却
費
の
割
合
を
以
て
原
価
算
入
の

償
却
費
を
算
定
し
、
原
価
構
成
の
是
正
を
計
っ
た
。
一
方
、
資
金
計
画
の

明
確
な
樹
立
と
赤
字
克
服
の
方
策
確
立
の
要
求
は
、
経
営
活
動
全
般
に
亘

っ
て
予
算
に
依
る
規
制
が
何
よ
り
も
有
効
で
あ
る
事
よ
り
し
て
、
売
掛
金

回
収
並
び
に
原
材
料
購
入
の
面
か
ら
そ
れ
を
開
始
し
て
、
逐
次
に
経
費
或

い
は
起
業
費
へ
と
予
算
統
制
の
拡
充
を
行
い
、
資
全
の
面
の
破
綻
を
阻
止

し
得
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
戦
後
の
混
乱
を
切
り
抜
け
る
為
の
経
理
措
置
概
要
を
の
べ
た
の

で
あ
る
が
、
此
等
を
通
じ
て
確
認
出
来
る
こ
と
は
、
異
常
事
態
に
於
け
る

企
業
会
計
の
自
己
保
全
機
能
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
、
そ
う
し
た
環
境
を

通
じ
て
企
業
経
営
の
内
部
に
全
体
的
な
管
理
会
計
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た

と
秀
う
事
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
予
算
統
制
制
度
の
発
展
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以
上
述
べ
た
様
な
経
営
を
め
ぐ
る
経
済
的
な
客
襯
状
勢
と
経
営
自
体
の

計
数
的
管
理
の
諸
条
件
の
発
展
に
従
い
、
経
理
の
管
理
機
能
の
内
、
ま
ず

最
初
に
現
わ
れ
た
の
は
、
予
算
統
制
制
度
で
あ
る
。
終
戦
後
の
経
済
混
乱

は
資
金
手
当
の
困
難
と
云
う
形
で
最
も
強
く
経
営
に
衝
撃
を
与
え
、
企
業

．
経
営
に
於
け
る
財
務
管
理
、
即
ち
資
本
の
調
達
、
運
用
、
回
収
、
計
画
及

び
統
制
は
早
く
か
ら
取
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
か
く
、
企

業
経
営
の
財
務
活
動
の
指
導
統
制
の
手
段
と
し
て
経
済
界
の
見
透
し
を
綜

合
し
た
経
営
方
針
を
確
立
す
る
必
要
は
、
当
然
に
見
透
し
予
算
と
し
て
且

つ
固
定
予
算
と
し
て
運
営
さ
れ
、
同
時
に
独
立
採
算
の
考
え
方
を
取
り
入

れ
て
経
営
各
部
門
の
責
任
者
に
経
営
の
経
済
性
に
対
す
る
認
識
を
植
え
つ

け
る
事
を
も
目
標
と
さ
れ
た
。
却
ち
予
算
執
行
上
の
部
門
責
任
を
明
瞭
な

ら
し
め
、
予
算
審
議
会
一
之
は
経
営
の
最
高
責
任
者
が
主
宰
し
、
期
別

生
産
高
、
販
売
高
等
の
予
算
計
画
を
審
議
す
る
も
の
で
あ
る
一
に
於
い

て
期
別
の
経
営
目
標
を
設
定
し
、
之
が
実
施
の
状
態
を
厳
重
に
ト
レ
ー
ス

し
、
特
に
予
算
達
成
上
の
諸
要
件
を
十
分
追
求
す
る
事
に
よ
り
そ
の
効
果

を
発
揮
し
た
。
し
か
し
発
足
後
当
分
の
間
は
、
各
部
門
自
体
に
於
い
て
予

算
の
編
成
を
行
わ
し
め
る
事
は
困
難
で
あ
っ
た
の
で
、
止
む
を
得
ず
経
理

部
自
体
の
立
場
で
各
部
門
の
見
透
し
を
徴
し
て
作
成
し
て
行
か
ね
ば
な
ら

ず
、
且
つ
経
済
事
情
の
変
動
の
為
の
予
算
の
組
替
は
不
可
能
で
あ
っ
た
か

ら
、
実
績
比
較
に
際
し
て
は
、
条
件
の
変
動
の
為
に
そ
の
業
異
は
相
当
大

き
く
現
わ
れ
、
故
に
予
算
の
規
範
性
は
薄
弱
で
あ
っ
た
。
然
し
か
し
る
不

完
全
な
実
状
に
あ
っ
て
も
、
予
算
の
規
制
が
財
務
執
行
の
実
務
に
与
え
た

影
響
は
大
き
く
、
債
権
の
回
収
、
借
入
金
の
操
作
或
い
は
資
材
購
入
、
設

備
の
改
善
等
に
就
い
て
、
従
来
に
比
し
強
力
な
指
導
基
準
が
得
ら
れ
た
わ

け
で
あ
る
。
特
に
見
透
し
予
算
に
於
け
る
難
点
は
、
販
売
高
の
変
動
及
び

資
材
買
付
の
異
常
事
態
の
為
に
、
予
算
基
礎
が
不
安
定
と
な
る
点
で
、
そ

の
為
に
予
算
制
度
が
管
理
よ
り
も
部
門
闇
の
調
整
を
主
と
し
、
収
支
の
均

経
理
の
経
営
管
理
機
能
に
つ
い
て

衡
を
計
る
こ
と
と
、
損
益
へ
の
赤
字
の
血
圧
が
主
目
的
と
な
っ
た
。
故
に

予
算
制
度
と
し
て
は
極
め
て
幼
稚
で
は
あ
っ
た
が
、
漸
く
予
算
の
形
が
整

っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
昭
和
二
十
四
年
度
に
入
り
、
戦
後
経
済
の
発
展
段

階
が
定
ま
る
に
従
い
、
更
に
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
の
強
行
を
見
て
企
業
経
営

が
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
拘
ら
ず
、
経
営
の
維
持
発
展
の
為
、
経
営
活
動
に

強
力
な
統
制
を
加
え
て
、
経
営
合
理
化
を
計
り
、
特
に
原
価
面
に
著
し
い

切
下
目
標
を
か
x
げ
る
に
及
び
、
経
理
は
本
格
的
な
統
制
予
算
の
方
向
に

進
む
事
と
な
っ
た
。
即
ち
部
門
予
算
の
構
造
を
整
備
し
、
生
産
計
画
を
拘

束
し
、
一
切
の
資
金
枠
を
決
定
し
、
更
に
起
案
特
に
設
備
更
新
の
計
画
化

を
図
っ
て
、
原
価
面
の
合
理
化
を
行
う
段
階
で
あ
る
。
こ
れ
は
従
来
の
予

算
統
制
の
管
理
的
色
彩
た
る
成
行
管
理
か
ら
課
業
管
理
に
移
行
し
た
も
の

と
老
え
ら
れ
る
。
此
の
段
階
で
始
め
て
、
予
算
差
異
の
合
理
的
、
客
観
的

な
分
析
が
実
施
さ
れ
、
部
門
担
当
者
の
予
算
実
施
責
任
の
追
求
を
可
能
な

ら
し
め
た
。
こ
の
時
に
当
り
経
理
と
し
て
は
、
赤
字
克
脹
の
為
、
工
場
単

位
の
独
立
採
算
制
を
採
上
げ
、
厳
密
な
工
場
別
i
当
社
で
は
む
し
ろ
部

門
別
と
甘
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
一
の
収
支
の
均
衡
、
損
益
の
安
定
を

計
る
方
向
を
撰
ん
だ
。
普
通
管
理
統
制
の
方
式
と
し
て
、
分
権
制
度
と
統

制
制
度
の
表
裏
一
体
的
な
関
係
が
経
営
の
重
要
な
る
問
題
と
し
て
解
さ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
予
算
統
制
上
の
分
権
的
な
行
き
方
が
、
経
理
面
に
於
け

ろ
う
綜
合
調
整
の
機
能
を
増
進
せ
し
め
た
事
実
は
見
逃
し
得
な
い
処
で
あ

る
。
三
ヵ
月
を
一
期
間
と
す
る
、
四
半
期
別
の
見
積
予
算
は
そ
れ
ぞ
れ
販

売
、
生
産
面
で
各
工
場
の
経
営
バ
ラ
ン
ス
を
主
目
的
と
し
て
各
部
門
を
規

制
し
、
工
場
別
、
生
産
販
売
両
損
益
に
区
分
し
て
計
画
及
び
そ
の
遂
行
の

実
状
を
区
分
毎
に
把
握
し
、
結
果
と
し
て
見
積
予
算
の
達
成
不
可
能
の
原

因
を
、
独
立
採
算
単
位
毎
に
徹
底
的
に
追
求
す
る
一
方
、
全
工
場
予
算
を

本
社
で
綜
合
的
に
統
制
し
、
又
財
務
予
算
と
し
て
は
、
見
積
貸
借
対
照
表

及
び
見
積
損
益
計
算
書
に
集
約
し
て
資
本
利
益
率
、
固
定
資
産
、
商
品
、
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経
理
の
経
営
管
理
機
能
に
つ
い
て

売
掛
金
等
の
各
回
転
率
等
の
財
務
標
準
の
健
全
な
織
込
み
を
計
っ
た
。
終

戦
後
各
方
面
で
論
議
さ
れ
、
非
難
さ
れ
た
資
本
構
成
の
不
均
衡
を
始
め
と

す
る
貸
借
対
照
表
の
構
成
比
率
上
の
諸
問
題
、
或
い
は
各
種
の
動
態
比
率

の
不
健
全
は
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
修
正
さ
れ
、
損
益
の
状
況
も
著
し
く

改
善
さ
れ
た
の
は
こ
の
段
階
に
於
い
て
で
あ
る
。
又
、
工
場
別
に
運
転
資

金
を
内
訳
経
理
し
、
側
面
的
に
単
位
工
場
の
経
営
の
均
衡
、
規
模
の
適
正

花
を
図
り
得
た
。
か
く
、
予
算
が
規
範
的
予
算
に
近
付
き
、
経
営
管
理
上

の
任
務
を
明
瞭
な
ら
し
め
て
ゆ
く
過
程
を
通
じ
て
、
予
算
の
審
査
、
実
施

報
告
、
予
算
差
異
の
分
析
批
判
は
そ
の
比
璽
を
高
め
た
。
こ
の
為
統
制
業

務
に
対
す
る
方
法
、
様
式
の
定
型
化
が
急
務
と
さ
れ
、
予
算
実
施
面
で
は

逢
着
の
金
繰
り
を
裏
付
け
と
す
る
事
に
依
り
、
甚
だ
強
い
統
制
力
を
示
し

た
の
で
あ
る
。
参
考
迄
に
我
が
社
の
予
算
統
制
の
大
綱
を
示
す
た
め
、
経

理
規
程
に
つ
き
、
そ
の
概
要
を
述
ぶ
れ
ぼ
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
予
算
の
区
分
）

　
（
1
）
　
予
算
は
之
を
部
門
予
算
と
財
務
予
算
に
分
つ
と
と
も
に
、
更
に

　
　
エ
拝
礼
綜
合
予
算
と
に
集
合
す
る
。

　
（
2
）
　
部
門
予
算
は
之
を
次
の
如
く
細
分
す
る
。

　
　
a
、
販
売
予
算

　
　
b
、
製
　
這
　
予
　
算

　
　
c
、
材
料
購
入
消
費
予
算

　
　
d
、
労
務
予
算

　
　
e
、
経
　
費
　
予
　
算

　
（
3
）
　
財
務
予
算
は
之
を
次
の
如
く
細
分
す
る
。

　
　
a
、
損
益
予
　
算

　
　
b
、
資
金
収
支
予
算

　
く
4
）
　
各
所
単
位
に
部
門
予
算
と
財
務
予
算
と
を
集
合
し
て
、
所
別
綜

　
　
合
予
算
と
し
、
所
騎
綜
合
予
算
を
会
社
に
集
合
し
て
総
予
算
と
す
る
。

（
予
算
の
審
査
及
び
決
定
）

　
（
1
）
　
予
算
の
審
査
は
本
社
経
理
部
が
こ
れ
を
行
い
、
経
理
部
長
は
予

　
　
算
案
に
息
見
を
添
え
て
予
算
審
議
会
に
附
議
し
、
審
議
結
果
を
査
定

　
　
案
に
取
り
纒
め
取
締
役
会
に
上
提
す
る
。

　
（
2
）
　
経
理
部
長
は
取
締
役
会
の
決
議
を
得
た
予
算
を
決
定
予
算
と
し

　
　
て
、
各
予
算
責
任
者
に
通
知
す
る
。

（
予
算
の
実
行
）

　
　
各
予
算
責
任
者
は
決
定
予
算
の
実
行
に
努
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
実

　
　
行
状
況
を
月
次
及
び
四
半
期
毎
に
経
理
部
長
に
報
告
す
る
。

　
鼓
で
一
応
、
予
算
統
制
制
度
は
そ
の
形
を
確
立
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
．

そ
の
成
立
ま
で
の
経
緯
を
み
る
に
何
よ
り
も
経
営
責
任
者
の
責
任
の
認
識

と
経
営
意
欲
の
昂
揚
が
当
時
の
経
済
状
勢
か
ら
当
然
に
強
ま
っ
た
点
、
全

社
的
の
原
価
削
減
に
対
す
る
意
志
が
、
予
算
実
行
に
対
す
る
各
部
門
の
協

調
精
神
を
振
起
し
た
点
、
及
び
予
算
樹
立
の
前
提
と
し
て
の
日
常
会
計
業

務
の
整
備
…
が
急
速
に
進
ん
だ
点
等
が
何
よ
り
も
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
と

老
え
ら
れ
る
。
一
方
、
原
価
計
算
制
度
の
強
化
、
或
い
は
作
業
管
理
方
法

の
改
善
と
相
二
っ
て
、
生
産
部
門
に
於
け
る
作
業
能
率
は
非
常
な
向
上
を

見
せ
、
稼
動
能
率
、
特
に
歩
留
り
、
原
単
位
、
作
業
時
間
等
の
能
率
は
予

算
実
行
へ
の
努
力
に
依
り
、
著
し
く
改
善
せ
し
め
ら
れ
た
。
特
に
調
和
的

な
経
営
計
画
の
欄
立
は
、
将
来
の
設
備
の
更
新
、
資
本
の
適
正
化
等
に
貴

重
な
指
針
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
然
し
経
営
経
理
の
予
算
創
度
が
さ

ら
に
経
営
管
理
統
制
を
完
全
に
行
う
に
際
し
て
の
障
害
は
次
の
三
項
目
で

あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
経
営
計
画
の
変
更
が
非
常
に
多
く
、
予
算
の
組
替
え
が
頻
繁
に

　
　
癸
生
し
、
特
に
景
気
変
動
に
依
る
販
売
高
の
急
激
な
増
減
が
予
算
実

　
　
行
に
非
常
な
影
響
を
与
え
る
事
。

　
（
2
）
　
予
算
実
績
差
異
の
中
で
完
企
に
予
算
実
行
詰
番
者
の
責
に
属
す
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る
範
囲
が
制
定
困
難
な
る
享
。

　
（
3
）
　
起
業
、
。
量
器
新
設
等
に
於
け
る
予
算
が
経
済
の
見
透
し
難
、
資

　
　
金
難
等
の
理
由
で
所
期
の
通
り
実
行
し
難
い
事
。

　
先
ず
、
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
我
が
国
の
経
済
の
底
が
碧
い
現
状
か
ら

大
量
生
産
方
式
の
真
の
威
力
が
発
揮
出
来
ず
、
販
売
量
並
び
に
価
格
の
大

「
幅
な
変
動
が
生
産
計
画
を
混
乱
さ
せ
、
生
産
計
画
の
樹
立
が
困
難
な
ば
か

り
で
な
く
、
月
の
途
中
で
幾
度
も
作
業
の
流
れ
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
為
、
納
期
遅
延
、
生
産
過
剰
を
起
し
や
す
く
、
極
端
な
場
合
は
コ
ス
ト

を
無
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
場
合
も
生
じ
た
。
或
い
は
物
質
の
不
安
定
な

．
需
要
状
況
が
資
材
購
入
面
で
異
常
状
態
を
生
じ
さ
せ
る
等
の
予
算
実
施
上

の
困
難
を
生
ず
る
原
因
が
非
常
に
多
い
。
こ
れ
は
計
画
、
実
行
、
批
判
と

い
う
統
制
の
秩
序
維
持
を
甚
し
く
阻
害
し
、
経
営
計
画
の
有
効
期
間
が
短

か
く
な
っ
て
、
そ
の
為
に
修
正
作
業
の
手
間
が
か
か
る
の
み
な
ら
ず
、
予

、
算
実
行
の
過
程
の
監
視
を
も
不
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
操
業
度
の
変

化
に
応
じ
て
予
算
を
設
定
し
、
実
施
の
段
階
の
経
営
状
態
に
歩
調
を
合
せ

て
差
異
分
析
を
行
う
処
の
、
変
動
予
算
制
度
は
以
上
の
混
乱
を
吸
収
す
る

為
に
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
然
其
処
に
予
算
統
制
制
度
が
移
行
す

る
も
の
と
は
老
え
ら
れ
る
が
、
現
在
の
経
理
実
務
に
於
い
て
は
生
産
活
動

と
販
売
活
動
が
予
算
を
媒
体
と
し
て
常
に
調
整
さ
れ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
進
行
的
な
管
理
を
任
務
と
す
る
予
算
実
施
の
管
理

者
た
る
経
理
は
、
常
に
予
算
の
修
正
に
意
を
用
い
て
お
ら
ね
ば
な
ら
ず
、

．
従
っ
て
、
精
密
な
実
行
管
理
は
や
エ
も
す
れ
ば
不
充
分
と
な
る
わ
け
で
あ

る
。
，
蝕
に
何
等
か
の
救
済
手
段
が
老
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
次

の
予
算
差
異
の
責
任
判
定
の
困
難
は
上
述
の
事
態
の
結
果
と
し
て
予
算
実

．
行
責
任
者
が
、
そ
の
差
異
の
真
の
原
因
を
、
経
済
環
境
の
推
移
の
故
に
す

る
暢
合
が
多
い
為
に
発
生
し
て
来
る
の
で
あ
る
。
こ
の
対
策
と
し
て
は
先

n
ず
標
準
数
値
の
測
定
に
依
る
標
準
予
算
の
設
定
に
依
り
、
そ
の
原
因
を
発

経
理
の
経
営
管
理
機
能
に
つ
い
て

見
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
執
行
部
門
の
組
織
に
責
任
分
担
の
明
確
性

を
取
入
れ
、
差
異
分
析
の
過
程
で
統
制
可
能
差
異
を
抽
出
す
る
と
共
に
、

経
済
変
動
に
依
る
統
制
外
差
異
は
、
特
に
こ
れ
を
充
分
調
査
し
て
経
営
と

経
済
基
盤
の
関
連
性
を
統
計
的
に
把
握
す
る
事
が
重
要
で
あ
る
。
第
三
の

…
問
題
は
管
理
統
制
と
い
う
よ
り
も
、
経
営
の
将
来
の
維
持
発
展
方
策
と
し

て
、
経
営
者
が
適
確
な
状
勢
判
断
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
で
あ
り
、
大
局

的
な
見
通
し
が
肝
要
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
関
し
予
算
統
制
実
務
の
面

で
最
も
戒
心
を
要
す
る
こ
と
は
、
設
備
新
設
は
常
に
経
営
規
模
と
密
接
に

関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
便
益
は
、
将
来
前
当
長
期
に
亘
る
も
の
で

あ
る
事
か
ら
、
予
算
を
編
成
す
る
場
合
、
そ
の
経
営
上
の
収
益
計
算
を
慎

重
に
行
い
、
荷
し
く
も
工
事
途
中
の
仕
様
変
更
等
の
行
わ
れ
ぬ
様
に
す
る

点
、
叉
予
算
の
修
正
は
特
に
審
議
を
重
ね
て
、
予
算
超
過
は
こ
れ
を
許
さ

な
い
程
の
強
力
な
統
制
が
必
要
な
点
で
あ
る
。
当
社
で
も
こ
れ
に
関
す
る

審
議
統
制
は
特
に
係
を
設
け
そ
の
手
続
を
厳
重
に
規
定
し
て
い
る
。

　
（
三
）
　
経
営
計
算
制
度
の
整
備
…

　
以
上
に
述
べ
た
如
く
、
経
理
実
務
の
上
に
於
て
は
其
の
歴
史
的
条
件
か

ら
予
算
．
統
制
が
先
ず
取
上
げ
ら
れ
、
経
営
の
管
理
手
段
と
し
て
の
効
果
を

挙
げ
て
来
た
の
で
あ
る
。
　
一
方
原
価
計
算
は
、
本
来
期
間
損
益
の
精
密
な

把
握
を
通
じ
て
の
工
業
簿
記
的
な
機
能
を
以
っ
て
、
出
発
し
た
の
で
あ
っ

て
、
戦
時
中
、
軍
の
要
請
も
あ
り
、
実
費
主
義
に
基
き
要
素
別
計
算
、
場

所
別
計
算
、
食
義
者
別
計
算
と
し
て
原
価
計
算
制
度
と
し
て
は
一
応
完
備

し
た
形
を
持
つ
た
の
で
あ
る
。
戦
後
の
各
経
営
は
既
述
の
如
き
経
済
状
勢

に
対
応
す
る
為
に
合
理
化
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
特
に
原
価
節
減
の
為
に
こ

の
計
算
制
度
を
如
何
に
適
用
す
る
か
と
言
う
こ
と
に
苦
し
ん
だ
。
そ
し
て

従
来
の
実
費
計
算
の
老
え
方
は
、
原
価
要
素
の
総
て
を
場
所
別
製
品
別
に

分
解
、
配
賦
し
た
為
に
、
計
算
さ
れ
た
数
値
は
一
時
的
現
象
、
偶
然
の
原

因
を
織
込
む
起
れ
が
多
分
に
あ
り
、
能
率
測
定
、
原
価
の
分
析
、
等
は
不
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経
理
の
経
営
管
理
機
能
に
つ
い
て

．
可
能
と
な
り
、
原
価
計
算
は
経
営
方
針
、
経
営
政
策
の
決
定
に
対
す
る
効

、
用
を
減
じ
、
経
営
活
動
と
遊
離
せ
ん
と
す
る
状
態
と
な
っ
た
。
此
処
に
於

い
て
企
業
経
営
は
徐
々
に
管
理
的
色
彩
を
強
め
た
原
価
計
算
を
要
求
し
、

原
価
管
理
と
言
う
概
念
を
確
定
す
る
に
至
っ
た
。
原
価
計
算
に
於
け
る
実

，
数
比
較
乃
至
比
率
比
較
の
方
法
は
実
績
原
価
を
そ
の
標
準
原
価
と
対
置
す

・
る
事
に
依
り
、
そ
の
管
理
手
段
と
し
て
の
機
能
を
愈
々
増
大
せ
し
め
た
の

で
あ
る
。
特
に
部
門
別
計
算
に
於
け
る
経
営
の
近
代
的
管
理
組
…
織
と
の
結

．
び
つ
ぎ
は
、
部
門
責
任
の
追
求
を
可
能
な
ら
し
め
、
経
営
の
科
学
的
管
理

を
推
進
す
る
。
こ
の
様
な
要
請
に
対
応
す
る
原
価
計
算
の
方
法
と
し
て
、

標
準
原
価
計
算
制
度
が
最
も
適
合
し
た
体
系
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
た
わ
け

一
で
あ
る
。
標
準
原
価
計
笠
制
度
は
経
営
活
動
に
対
す
る
組
織
的
原
価
管
理

の
方
法
と
し
て
標
準
数
値
を
談
定
し
、
経
営
目
的
達
成
状
況
を
迅
速
に
、

簡
単
に
、
分
析
批
判
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
例
外
管
理
の
原

則
を
原
価
計
算
に
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
標
準
原
価
計
算
に
於
け
る
標
準
は
作
業
遂
行
の
尺
度
で
あ
り
、
理
論
的

．
に
は
当
座
的
標
準
原
価
と
基
準
標
準
原
価
に
分
類
さ
れ
、
当
座
的
標
準
は

㌧
経
営
の
与
え
ら
れ
た
条
件
に
於
い
て
、
達
成
目
標
た
り
得
る
規
範
的
な
原

価
で
あ
り
、
一
方
、
基
準
原
価
は
実
際
原
価
の
変
動
を
測
定
す
る
為
の
比

「
較
基
準
と
し
て
固
定
さ
れ
た
標
準
原
価
で
あ
る
と
さ
れ
、
且
つ
そ
の
各
々

に
於
て
、
標
準
を
設
定
す
べ
き
基
礎
条
件
た
る
操
業
度
を
い
か
な
る
点
に

置
く
か
に
依
り
、
理
想
的
標
準
原
価
、
正
常
的
標
準
原
価
、
実
際
的
標
準

原
価
に
分
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
て
理
想
的
且
つ
長
期
的
標
準
を
設

・
制
す
る
こ
と
が
、
管
理
上
肝
要
で
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
面
に

於
い
て
斯
か
る
標
準
を
設
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
従
っ
て
実
務

上
、
標
準
は
達
成
可
能
な
数
値
を
も
つ
当
座
的
標
準
と
し
て
提
示
せ
ざ
る

・
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
理
想
的
標
準
原
価
を
掲
げ
る
よ
り
も
、
努
力
目
標
と
し
て
の
標
準
数
値

を
提
供
し
て
、
社
内
の
基
礎
的
な
協
同
精
神
を
獲
得
す
る
行
き
方
に
成
功

の
事
例
が
多
く
、
且
つ
メ
レ
ロ
ウ
ィ
ッ
ツ
が
、
標
準
原
価
に
於
け
る
実
際

的
な
性
格
の
獲
得
の
た
め
に
標
準
設
定
に
当
っ
て
織
…
込
む
操
業
度
は
、
現

実
に
達
成
可
能
な
正
常
操
業
度
に
基
礎
を
置
い
た
正
常
標
準
原
価
で
あ
る

べ
き
で
あ
る
と
す
る
意
見
を
も
併
せ
喰
え
て
、
我
々
は
経
営
に
於
け
る
ス

テ
ッ
プ
、
バ
イ
、
ス
テ
ッ
プ
の
歩
み
の
必
要
な
事
を
此
処
で
も
老
え
さ
せ

ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
我
が
社
に
於
い
て
標
準
原
価
は
、
経

営
目
標
数
値
と
し
て
の
規
範
的
予
算
か
ら
割
出
し
て
算
定
し
た
も
の
で
あ

り
、
即
ち
、
か
く
あ
る
べ
し
と
言
う
よ
り
は
、
現
状
で
は
是
非
達
成
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
言
う
も
の
で
あ
り
、
第
一
に
は
予
算
の
合
理
的
な
遂
行

を
、
第
二
に
は
社
内
管
理
上
、
よ
り
効
果
的
な
比
較
差
異
の
分
析
を
期
し

た
次
第
で
あ
る
。

　
次
に
標
準
原
価
計
算
制
度
が
経
営
の
管
理
要
具
と
し
て
最
も
大
き
な
貢

献
を
な
す
の
は
、
そ
れ
が
、
経
営
の
近
代
的
管
理
組
織
と
結
び
つ
く
事
に

依
り
、
部
門
計
算
を
通
じ
て
部
門
経
営
責
任
の
追
求
を
可
能
な
ら
し
め
、

経
営
の
科
学
的
管
理
に
有
益
な
る
効
果
を
与
え
る
点
に
存
す
る
。
従
来
の

上
申
、
決
裁
と
言
う
複
雑
な
経
営
活
動
の
統
制
方
法
を
排
し
て
、
部
門
責

任
者
に
、
そ
の
活
動
の
枠
と
も
言
う
べ
き
標
準
を
与
え
、
部
門
責
任
者
の

権
限
と
責
任
を
明
確
な
ら
し
め
る
と
同
時
に
、
標
準
と
実
際
の
差
異
を
通

じ
て
、
例
外
事
象
の
管
理
を
行
う
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
標
準

原
価
計
算
制
度
の
此
の
効
果
を
十
分
発
揮
せ
し
め
る
為
に
は
、
職
能
騎
部

門
組
織
の
設
定
が
何
よ
り
肝
要
で
あ
る
。
経
営
の
組
織
的
忙
裡
は
最
近
各

企
業
で
取
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
分
権
制
度
を
近
代
的
な
管
理
統
制
方
式
の

心
証
と
し
て
再
検
討
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
　
一
方
会
計
学
上
で
は
か
か

る
原
価
計
算
に
於
け
る
責
任
部
門
組
織
の
問
題
と
し
て
、
コ
ス
ト
・
ア
ロ

ク
ー
シ
ョ
ン
が
論
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
部
門
費
計
算
の
対
象
と
な
る
原

価
要
素
は
、
従
来
一
般
的
慣
習
と
し
て
、
そ
の
総
て
を
部
門
費
に
算
入
し
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た
の
で
あ
り
、
此
れ
は
各
部
門
の
総
費
用
を
把
握
す
る
為
に
必
要
な
措
置

で
は
あ
っ
た
が
、
管
理
手
段
と
し
て
部
門
能
率
を
管
理
し
、
統
制
す
る
点

を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
原
価
要
素
は
飽
く
ま
で
部
門
恥
に
そ
の
責
任
と
権

限
に
属
す
る
も
の
の
み
を
捉
え
て
、
部
門
経
営
活
動
と
密
接
に
係
わ
ら
し

め
て
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
他
部
門
よ
り
配
賦
を
受
け
る
要
素

叉
は
部
門
費
に
つ
い
て
は
当
該
部
門
の
責
任
か
ら
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
更
に
生
産
工
程
上
の
原
価
中
心
点
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
。

　
次
に
標
準
の
設
定
に
際
し
て
操
業
度
の
問
題
が
あ
り
、
操
業
度
に
関
し

て
は
損
益
分
岐
点
、
固
定
費
、
比
例
税
等
の
費
用
理
論
の
展
開
さ
れ
る
所

で
あ
る
。
固
定
費
、
比
例
費
等
に
つ
い
て
最
少
自
乗
法
に
よ
る
分
析
或
い

・
は
能
力
費
用
と
し
て
の
各
費
目
の
個
別
的
分
析
等
種
々
の
方
法
が
老
え
ら

れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
満
足
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
現
状
に
於
て
は

結
局
の
所
実
務
上
は
経
営
者
の
意
志
に
よ
り
決
定
す
べ
き
問
題
で
は
な
か

ろ
う
か
。
即
ち
将
・
来
の
経
済
活
動
の
見
透
し
、
或
い
は
販
売
、
生
産
条
件

の
現
状
よ
り
見
て
各
費
用
の
性
格
を
決
定
す
る
外
に
は
今
の
所
方
法
は
な

い
。
か
Σ
る
観
点
に
立
脚
し
て
、
我
が
社
に
於
い
て
は
予
算
に
適
用
し
た

「
操
業
度
そ
の
も
の
を
標
準
原
価
書
芸
に
当
っ
て
採
用
し
て
い
る
。
か
く
し

て
決
定
さ
れ
た
標
準
原
価
と
実
績
原
価
が
比
較
さ
れ
、
原
価
差
額
と
し
て

・
差
異
分
析
の
対
照
と
な
る
。
差
異
の
分
析
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
要
求
す
る

　
管
理
意
思
及
び
こ
れ
ら
を
行
う
計
算
能
力
並
び
に
計
算
精
度
の
問
題
が
あ

る
。
即
ち
差
異
と
し
て
表
わ
れ
る
計
数
の
内
容
を
厳
密
に
見
る
な
ら
ば
、

各
種
の
原
因
が
相
錯
綜
し
、
そ
の
相
互
間
に
因
果
関
係
を
有
す
る
場
合
が

多
い
。
例
え
ば
材
料
費
差
異
は
、
材
料
購
入
価
格
、
材
質
、
使
用
割
合
、

歩
留
、
作
業
方
法
、
設
備
状
勲
等
の
各
原
因
の
複
合
で
あ
り
、
又
歩
留
差

異
に
つ
い
て
も
作
業
速
度
、
資
材
の
材
質
、
熱
管
理
の
状
況
、
作
業
方

法
、
適
用
設
備
等
各
要
素
に
依
っ
て
影
響
さ
れ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

経
理
の
経
営
管
理
機
能
に
つ
い
て

従
っ
て
こ
の
差
異
は
此
等
個
々
の
原
因
の
和
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
間
に
相
殺
さ
れ
る
べ
き
も
の
も
含
ま
れ
、
叉
相
殺
し
た
結
果
と
し

て
表
は
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
故
に
此
等
を
原
因
別
に
分
析
す
る
場
合
に
は

管
理
目
的
に
よ
っ
て
、
順
位
、
精
粗
を
決
定
す
る
外
な
い
の
で
あ
る
。
更

に
又
、
事
務
能
力
、
計
算
の
経
済
性
等
の
制
約
を
受
け
、
費
用
と
そ
の
効

果
の
点
に
於
い
て
、
　
一
線
を
画
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
以
上
、
我
が
社
に
於
け
る
標
準
原
価
発
展
の
過
程
を
述
べ
た
の
で
あ

る
が
、
現
状
は
未
だ
満
足
す
べ
ぎ
も
の
で
は
な
く
今
後
に
残
さ
れ
た
聞
題

は
実
に
多
い
。
経
理
組
織
の
中
に
予
算
統
制
と
標
準
原
価
の
運
用
を
更
に

効
果
的
な
ら
し
め
る
為
に
は
次
の
事
項
に
老
慮
を
払
う
べ
き
だ
と
老
え
て

い
る
。

　
（
一
）
　
予
算
統
制
部
門
と
、
原
価
管
理
部
門
を
同
一
に
し
、
特
に
生
産

　
　
能
率
に
関
す
る
差
異
分
析
を
明
瞭
な
ら
し
め
る
こ
と
。

　
（
二
）
　
作
業
墓
準
値
の
把
握
を
正
確
に
行
い
、
管
理
基
準
即
ち
責
任
者

　
　
別
作
業
設
定
を
誤
ら
ぬ
こ
と
。
そ
の
為
に
は
品
質
管
理
、
作
業
動
作

　
　
研
究
、
作
業
時
間
研
究
、
原
単
位
の
適
正
化
を
目
的
と
す
る
技
術
的

　
　
研
究
を
必
要
と
す
る
。

　
（
三
）
　
本
社
綜
括
部
門
は
予
算
統
制
制
度
を
、
工
場
経
理
部
門
は
標
準

　
　
原
価
計
算
制
度
を
主
と
し
経
営
管
理
と
生
産
管
理
の
有
機
的
な
調
整

　
　
を
計
る
こ
と
。

　
（
四
）
　
必
要
に
し
て
十
分
な
る
管
理
報
告
を
な
す
為
、
予
算
差
異
分
析

　
　
表
、
原
価
報
告
書
を
提
出
先
に
応
じ
、
叉
そ
の
事
態
に
応
じ
て
精
粗

　
　
を
つ
け
、
様
式
と
報
告
速
度
の
研
究
を
十
分
に
行
い
、
計
数
は
統
計

　
　
と
し
て
動
態
的
に
把
握
す
る
こ
と
。

　
（
五
）
　
綜
括
経
営
担
当
者
か
ら
部
門
経
営
担
当
者
に
到
る
ま
で
の
内
部

　
　
統
制
組
織
の
権
限
と
責
任
制
度
の
確
立
と
、
原
価
意
識
の
洒
養
を
計

　
　
る
こ
と
Q
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経
理
の
経
営
管
理
機
能
に
つ
い
て

三
　
内
部
三
三
制
度

　
（
一
）
　
内
部
監
査
の
性
格

　
通
産
省
産
業
合
理
化
審
議
会
の
「
内
部
統
制
に
関
す
る
大
綱
」
に
於
い

て
は
、
内
部
監
査
を
管
理
会
計
た
る
予
算
統
制
、
標
準
原
価
、
統
計
、
分

析
等
の
管
理
制
度
と
有
機
的
一
体
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営

管
理
を
一
層
効
果
的
な
ら
し
め
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
即
ち
、
内
部

統
制
組
織
に
於
け
る
支
柱
的
管
理
要
具
と
し
て
内
部
監
査
制
度
を
老
え
て

い
る
訳
で
あ
る
。
黒
沢
教
授
も
「
内
部
監
査
の
本
質
」
と
し
て
、
内
部
監

査
は
機
能
的
に
は
内
部
統
制
と
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
コ
ン
ト
ロ

t
ル
の
運
営
を
適
切
に
行
う
た
め
の
基
礎
と
な
る
制
度
で
あ
る
と
し
、
そ

の
業
務
と
し
て
は
、

　
（
イ
）
　
企
業
の
記
録
及
び
報
告
が
正
確
且
つ
適
時
に
実
際
上
の
作
業
状

　
　
態
及
び
経
営
の
成
績
を
表
わ
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
吟
味

　
く
ロ
）
　
企
業
の
コ
ン
ト
p
ー
ル
に
関
す
る
制
度
（
内
部
統
制
及
び
ト
ッ

　
　
プ
・
マ
、
矛
ー
ヂ
メ
ン
ト
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
が
会
社
自
体
、
株
主
及

　
　
び
経
営
者
並
び
に
従
業
員
の
利
害
の
完
全
な
保
護
の
為
に
適
当
し
て

　
　
い
る
か
ど
う
か
。
更
に
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
有
効
に
維
持
さ
れ
て

　
　
い
る
か
ど
う
か
の
吟
味

　
（
ハ
）
　
企
業
の
各
経
営
部
門
、
或
い
は
職
制
上
の
各
部
署
が
そ
の
責
任

　
　
に
属
す
る
経
営
上
の
計
画
、
政
策
、
及
び
手
続
を
正
し
く
遂
行
し
て

　
　
い
る
か
ど
う
か
の
吟
味

　
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
確
か
に
内
部
監
査
今
後
の
進
み
方
を
正
確

．
に
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
企
業
経
営
の
計
画
、
記
録
、
分
析
及
び
報

，
告
の
制
度
並
び
に
そ
の
運
用
或
い
は
実
際
を
検
査
し
て
、
そ
れ
等
が
経
営

に
と
っ
て
幾
何
の
有
効
性
を
有
し
て
い
る
か
を
鑑
定
評
価
し
、
経
営
の
マ

魂
矛
ー
ヂ
メ
ン
ト
を
補
助
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
老
え
方

は
、
全
く
妥
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
凡
そ
監
査
の
機
能
は
経
営
の
発
生
以
来
そ
の
機
能
の
一
部
と
し
て
認
め

ら
れ
る
も
の
で
、
経
営
す
る
も
の
が
計
画
し
、
行
為
し
、
そ
の
成
果
を
測

定
す
る
場
合
に
は
当
然
行
為
の
跡
付
け
を
審
議
し
た
点
に
機
能
と
し
て
存

在
し
た
。

　
十
九
世
紀
に
於
け
る
会
社
制
度
の
発
達
初
期
に
斯
て
は
、
基
本
主
叉
は

債
権
者
擁
護
の
為
に
、
会
計
担
当
者
の
な
し
た
計
算
に
虚
偽
、
誤
謬
等
不

実
の
存
在
を
検
査
す
る
為
の
監
査
が
英
国
に
於
い
て
育
成
さ
れ
、
叉
米
国

に
於
い
て
は
、
産
業
会
社
が
銀
行
か
ら
金
融
を
受
け
る
場
合
の
信
用
目
的

の
監
査
が
発
達
し
、
同
時
に
経
営
者
に
サ
ー
ビ
ス
す
る
も
の
と
し
て
、
財

政
の
実
情
、
攻
恭
状
況
を
知
ら
し
め
会
計
に
関
す
る
改
善
指
導
を
計
る
目

的
が
附
加
さ
れ
た
。

　
一
方
、
株
式
会
社
制
度
の
発
展
は
株
主
の
為
の
監
督
機
関
と
し
て
監
査

役
の
制
度
を
生
み
、
更
に
資
本
と
経
営
が
分
離
す
る
に
従
い
、
株
主
投
資

家
層
の
利
益
保
謹
の
為
、
財
務
諸
表
に
対
す
る
社
会
的
信
頼
性
の
附
与
を

目
的
と
す
る
独
立
会
計
士
に
よ
る
監
査
制
度
が
出
現
し
た
。

　
斯
か
る
外
部
監
査
の
発
展
段
階
の
途
上
に
於
い
て
、
科
学
的
管
理
法
の

究
明
発
展
に
刺
戟
さ
れ
た
企
業
経
営
は
、
経
営
に
役
立
つ
監
査
を
自
己
の

組
織
内
に
導
き
入
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
内
部
監
査
は
最
初
、
会
計
書
類

に
於
け
る
虚
偽
、
誤
謬
の
発
見
を
、
次
に
は
幾
分
の
管
理
目
的
を
加
味
し

た
も
の
と
し
て
、
更
に
経
営
方
策
の
健
全
性
を
確
保
す
る
為
、
そ
の
基
礎

資
料
た
る
財
務
書
類
の
真
実
性
を
確
認
す
る
方
向
へ
と
、
そ
の
性
格
は
漸

次
進
化
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
外
部
監
査
と
内
部
監
査
は
同
じ
く
会

計
記
録
の
正
否
検
証
と
い
う
理
念
に
導
か
れ
乍
ら
、
企
業
形
態
の
変
遷
と

経
営
規
模
の
発
展
、
従
っ
て
一
面
、
企
業
に
参
与
す
る
利
害
関
係
者
層
の

分
離
対
立
に
つ
れ
て
、
職
能
的
に
分
化
し
、
現
在
で
は
全
く
異
っ
た
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
属
す
る
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
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こ
れ
を
我
が
国
企
業
の
実
状
に
つ
い
て
見
る
に
、
前
述
の
目
的
を
持
つ

外
部
監
査
は
戦
後
、
会
計
諸
原
則
の
確
立
に
伴
い
、
証
券
民
主
化
と
、
外

洛
導
入
を
基
調
と
し
て
生
成
し
、
一
つ
の
社
会
的
制
度
化
へ
の
過
程
に
あ

る
。
こ
れ
に
反
し
、
内
部
監
査
制
度
は
我
が
国
の
大
企
業
に
於
い
て
は
相

当
古
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
。
然
し
乍
ら
、
こ
れ
は
経
営
管
理
に
於
け
る

明
確
な
方
法
論
的
体
系
を
確
立
し
た
姿
に
於
い
て
で
は
な
く
、
そ
の
時
々

に
於
け
る
企
業
の
指
導
精
神
と
企
業
形
態
に
従
い
、
種
々
な
目
的
と
組
織

に
依
り
実
施
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
　
一
般
的
に
云
っ
て
会
計
記
録
の
正

確
性
即
ち
虚
偽
と
誤
謬
の
防
止
を
計
る
為
に
、
取
締
役
或
い
は
常
勤
監
査

役
の
指
示
を
受
け
、
会
計
記
録
を
中
心
と
し
て
経
営
各
部
門
の
業
務
内
容

の
監
査
を
行
っ
て
来
た
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
然
し
、
こ
の
場
合
に
於
い

て
も
、
子
会
社
、
支
店
、
工
場
に
対
し
、
親
会
社
、
本
社
等
か
ら
派
遣
さ

れ
る
内
部
監
査
人
は
内
部
監
査
的
に
は
、
強
力
な
機
能
を
有
し
て
居
り
、

強
力
な
権
限
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
依
り
、
隔
地
に
あ
る
そ
れ
等
被
監
査

対
象
部
門
の
経
営
状
況
の
検
討
を
行
い
、
非
能
率
排
除
等
経
営
諸
般
に
亙

る
胡
度
の
改
善
等
に
貢
献
し
、
時
に
は
人
事
査
察
的
な
権
能
を
持
つ
と
共

に
、
業
務
に
対
す
る
直
接
指
示
権
す
ら
有
し
て
い
た
。
斯
か
る
強
力
な
監

芥
機
能
を
有
す
る
こ
と
に
依
り
、
経
営
特
に
経
理
の
厳
正
が
保
た
れ
た
の

で
あ
り
、
こ
れ
は
特
に
財
閥
の
持
株
会
社
に
於
け
る
経
営
管
理
職
能
と
し

て
実
施
さ
れ
た
。
然
し
、
か
く
の
如
き
監
督
、
指
導
と
い
う
色
彩
の
濃
い

監
査
に
於
い
て
は
、
現
在
内
部
監
査
が
逢
着
し
て
い
る
が
如
き
企
業
経
営

の
自
律
的
管
理
と
い
う
揮
え
は
、
甚
だ
稀
薄
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
経
営
の

自
己
診
断
と
い
う
こ
と
は
、
概
念
的
に
存
在
し
て
お
ら
ず
、
飽
く
迄
も
、

最
高
経
営
者
の
代
理
監
督
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
で
、
そ
の
採
用
し
た
監

査
手
続
は
、
会
計
監
査
上
、
英
国
式
精
密
監
査
に
依
る
会
計
記
録
の
ト
レ

ー
ス
で
あ
り
、
こ
れ
に
加
う
る
に
現
場
観
察
と
財
務
諸
表
検
討
に
依
っ

て
、
経
営
方
針
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

経
理
の
経
営
管
理
機
能
に
つ
い
て

　
然
し
て
、
か
く
の
如
き
監
査
の
在
り
方
が
、
終
戦
に
よ
る
持
株
会
社
の

解
体
に
伴
い
清
算
さ
れ
て
、
其
後
の
企
業
は
形
態
的
に
は
監
査
組
織
の
み

を
受
け
継
ぎ
、
終
戦
後
の
経
理
混
乱
に
際
し
て
、
よ
く
不
正
の
摘
発
、
誤
．

謬
の
発
見
に
役
立
ち
得
た
の
で
は
あ
る
が
、
内
部
監
査
制
度
と
し
て
経
理

組
織
…
の
中
に
効
果
的
な
活
動
を
期
待
す
る
に
到
る
迄
に
は
相
当
な
時
日
を

必
要
と
し
た
。

　
企
業
経
営
は
公
認
会
計
士
に
依
る
外
部
監
査
の
実
施
さ
れ
る
に
及
び
、

そ
の
受
入
体
制
と
し
て
内
部
牽
制
組
織
と
共
に
、
内
部
監
査
制
度
の
確
立

の
必
要
を
要
請
せ
ら
れ
、
鼓
に
再
び
内
部
監
査
の
在
り
方
が
批
判
検
討
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
然
し
、
管
理
合
計
が
経
理
統
制
上
、
比
較
的
直
接

に
明
瞭
な
効
果
を
収
め
た
事
実
の
為
、
最
近
相
当
な
評
価
を
得
て
い
る
の

に
較
べ
て
、
内
部
監
査
は
末
だ
そ
の
経
営
に
於
け
る
地
位
を
確
立
し
て
い

な
い
の
が
、
大
凡
の
現
状
で
は
な
か
ろ
う
か
。
然
し
て
最
近
公
認
会
計
士

に
よ
る
外
部
監
査
の
第
一
段
階
と
し
て
、
制
度
監
査
が
実
施
さ
れ
、
各
経

営
は
経
理
制
度
の
明
確
を
計
る
た
め
、
内
部
牽
制
制
度
を
十
分
そ
の
組
織

内
に
取
入
れ
て
経
理
規
程
並
び
に
そ
の
実
施
細
則
の
制
定
を
計
っ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
一
部
と
し
て
、
或
い
は
叉
別
途
に
内
部
統
制
組
織
の
観
点

に
立
っ
て
部
内
監
査
の
在
り
方
に
関
す
る
諸
般
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。

　
以
上
を
要
す
る
に
、
一
概
に
内
部
監
査
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
に
も
、
単

に
会
計
記
録
の
正
否
を
検
査
し
て
過
誤
不
正
の
摘
発
の
み
に
重
点
を
置
く

も
の
と
、
業
務
全
般
を
監
察
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
も
の
と
の
間
に
種

々
な
る
老
え
方
が
あ
り
、
目
的
範
囲
に
広
狭
の
差
が
あ
る
。
凡
ゆ
る
企
業

に
通
ず
る
内
部
監
査
の
性
格
を
定
義
づ
け
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
と
す
る

所
で
あ
っ
て
、
企
業
形
態
と
経
営
規
模
の
大
小
如
何
に
よ
っ
て
内
部
監
査
．

の
権
限
を
異
に
し
、
従
っ
て
目
的
、
範
囲
、
手
続
等
に
於
い
て
種
々
な
様
「

相
を
示
し
て
い
る
。
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経
理
の
経
営
管
理
機
能
に
つ
い
て

　
然
し
乍
ら
、
内
部
監
査
は
其
の
企
業
に
於
け
る
指
導
的
地
位
に
立
つ
者

が
、
内
部
監
査
を
必
要
と
し
て
認
識
し
、
効
果
的
と
思
わ
れ
る
組
織
を
以

て
設
置
運
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
質
的
に
は
所
謂
外
部
監
査
と
は
目
的

を
異
に
し
、
飽
く
迄
も
企
業
自
体
の
為
に
（
詳
し
く
は
、
企
業
の
支
配
者

層
の
必
要
の
為
に
）
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
外
部
監
査
は
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
強
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に

反
し
、
内
部
監
査
は
自
ら
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
必
要
な
る
が
故

に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
内
部
監
査
の
性
格
に
つ
い
て
の
概
略
所
見
を
述
べ
た
の
で
あ
る

が
、
次
い
で
我
が
社
の
内
部
監
査
制
度
の
沿
革
の
大
略
を
述
べ
、
更
に
現

在
各
企
業
が
該
制
度
確
立
の
過
程
で
経
験
し
て
い
る
問
題
点
を
論
じ
、
更

に
管
理
会
計
と
の
相
互
関
係
を
老
察
し
て
見
よ
う
。

　
（
二
）
　
我
が
社
に
於
け
る
内
部
監
査
制
度

　
元
来
住
友
家
の
事
業
は
別
子
銅
山
に
源
を
発
し
、
ひ
い
て
其
の
事
業
範

囲
の
拡
大
に
伴
い
金
融
、
倉
庫
、
保
険
、
金
属
工
業
、
機
械
工
業
、
化

学
工
業
と
分
化
し
て
そ
れ
ら
各
連
系
部
門
会
社
の
統
括
と
し
て
の
総
本
店

（
後
に
本
社
と
改
め
た
が
以
下
総
本
店
と
称
す
る
）
が
設
置
さ
れ
、
連
系

各
会
社
の
経
営
の
指
導
調
整
に
当
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
で
我
が
社
は

金
属
工
業
部
門
と
し
て
伸
銅
、
鋼
管
、
製
輪
、
鋳
鍛
事
業
を
分
担
し
て
経

営
さ
れ
て
き
た
。
総
本
社
に
内
部
監
査
制
度
が
初
め
て
設
置
さ
れ
た
の
は

明
治
二
十
年
代
の
中
葉
で
あ
り
、
そ
の
根
本
的
な
思
想
と
し
て
は
、
住
友

本
家
か
ら
其
の
事
業
の
経
営
を
附
託
さ
れ
た
る
本
社
の
総
理
事
が
自
己
の

責
任
の
下
に
、
指
導
統
括
し
て
い
る
全
事
業
の
運
営
が
、
果
し
て
其
の
附

託
に
応
え
得
る
私
度
に
、
順
調
に
遂
行
さ
れ
て
い
る
か
、
或
い
は
其
の
運

営
自
体
に
非
違
の
点
は
存
し
な
い
か
、
と
い
う
責
任
者
と
し
て
の
自
己
反

省
の
要
具
と
し
て
考
え
ら
れ
運
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
経
営
者
自
ら

の
業
務
執
行
を
自
検
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
過
程
に
於
い
て
総
本
社
の

経
営
方
針
に
反
す
る
行
為
、
経
営
秩
序
の
維
持
を
阻
害
す
る
事
態
等
を
防

止
し
、
摘
発
す
る
と
云
う
監
督
的
任
務
を
生
じ
、
更
に
は
経
営
活
動
の
記
」

録
た
る
経
理
諸
帳
簿
の
点
検
を
通
じ
て
、
不
正
、
誤
謬
の
発
見
防
止
と
云

う
会
計
監
査
の
面
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
故
に
出
資
者
の
為
に
受
託
経

営
者
の
業
務
の
執
行
、
会
計
の
処
理
の
監
督
を
行
う
と
云
う
、
取
締
役
に

対
す
る
監
査
役
の
職
能
と
し
て
の
、
行
き
方
と
は
相
当
異
っ
た
も
の
で
あ

り
、
時
に
は
理
事
が
監
査
人
た
る
監
事
を
兼
務
す
る
場
合
も
生
じ
た
し
、

叉
、
其
の
兼
務
形
式
が
本
来
の
姿
で
あ
る
と
も
謡
え
ら
れ
て
い
た
。
而
し
・

て
、
そ
の
監
査
手
続
と
し
て
は
、
会
計
記
録
の
精
密
な
る
検
証
を
行
い
、

計
算
記
録
に
現
わ
れ
た
諸
経
営
活
動
を
実
体
に
遡
及
し
て
批
判
検
討
す
る

と
云
う
方
法
で
あ
り
、
そ
の
批
判
検
討
は
総
本
社
の
営
業
方
針
と
し
て
掲

げ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の

　
（
一
）
　
信
用
を
重
ん
じ
、
確
実
を
旨
と
し
以
て
そ
の
輩
固
隆
盛
を
期
す

　
　
べ
し

　
（
二
）
　
時
勢
の
変
遷
、
理
財
の
得
失
を
計
り
、
弛
張
興
廃
す
る
こ
と
あ

　
　
る
べ
し
と
錐
、
荷
も
面
当
に
趨
り
軽
進
す
べ
か
ら
ず

　
と
云
う
点
を
基
準
と
し
て
、
塗
理
事
の
命
に
依
り
監
事
が
検
査
役
以
下

の
職
員
を
以
っ
て
監
査
を
実
施
し
、
検
査
役
以
下
の
監
査
報
告
を
参
酌
し

て
監
事
が
総
理
事
に
意
見
を
開
陳
し
た
。
当
初
監
査
の
対
象
は
、
連
系
各

会
社
の
本
社
及
び
事
業
場
全
般
に
亘
っ
て
い
た
が
、
事
業
の
拡
大
に
伴
い

工
場
、
事
業
場
の
増
加
を
見
る
に
至
り
、
総
本
社
の
監
査
は
連
系
各
会
社

の
本
社
を
主
と
し
て
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
連
系
各
会
社
そ

れ
ぞ
れ
の
本
社
に
監
査
課
を
設
置
し
、
後
に
常
任
監
査
役
制
の
設
定
に
依

り
、
検
査
役
章
々
を
制
定
し
、
総
本
社
の
監
査
に
協
力
し
て
、
各
自
会
社

の
工
場
事
業
場
の
監
査
を
行
っ
て
全
体
と
し
て
は
、
段
階
的
な
監
査
制
度

が
出
来
上
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
時
の
混
乱
並
び
に
戦
後
の
財
閥
解
体
に
依

り
総
本
社
の
監
誉
副
度
も
廃
さ
れ
、
内
部
監
査
制
度
は
親
会
社
独
自
の
方
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針
に
依
り
、
再
建
せ
ら
れ
る
事
と
な
っ
た
。
現
在
旧
連
系
会
社
に
於
け
る

実
状
を
分
類
す
る
に

　
（
一
）
　
検
査
役
制
度
を
設
け
、
監
査
の
権
限
が
社
長
、
常
務
取
締
役
等

　
　
執
行
役
員
に
あ
り
と
す
る
も
の
で
、
検
査
の
範
囲
を
、
（
イ
）
「
業
務

　
　
全
般
の
監
査
」
と
、
（
p
）
「
会
計
査
監
を
中
心
す
る
経
営
監
査
」
と

　
　
す
る
両
者
に
分
ち
、
実
際
の
監
査
運
営
の
担
当
役
員
に
、
常
任
監
査

　
　
役
を
宛
て
瓦
い
る
も
の
と
然
ら
ざ
る
も
の

　
（
二
）
　
監
査
室
を
設
け
て
社
長
、
常
務
取
締
役
等
執
行
役
員
が
監
査
の

　
　
権
限
を
有
す
る
も
の

　
と
云
う
様
に
な
っ
て
い
る
が
、
前
者
の
場
合
が
最
も
多
い
様
で
あ
る
。

　
我
が
社
に
於
い
て
検
査
役
は
専
務
取
締
役
叉
は
常
務
取
締
役
の
指
示
に

依
り
、
会
社
業
務
に
関
す
る
一
切
の
検
査
を
掌
理
す
る
と
、
そ
の
職
分
が

規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
監
査
役
附
を
兼
務
す
る
事
に
依
り
、
実
務

上
は
常
任
監
査
役
が
監
査
の
指
揮
に
当
っ
て
い
る
。
こ
の
事
情
は
当
社
の

特
殊
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
監
査
役
と
内
部
監
査
の
問
題
と
し
て
別
の
機

会
に
取
上
げ
た
い
。
何
れ
に
し
て
も
監
査
範
囲
と
し
て
は
非
常
に
大
き
い

枠
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
前
述
の
総
本
社
の
監
査
に
比
較
す
る
に
、
経

営
政
策
、
純
技
術
、
人
事
労
政
に
関
す
る
問
題
を
取
上
げ
ず
、
専
ら
業
務

運
営
の
過
程
を
計
数
的
に
把
握
し
、
記
録
を
点
検
す
る
と
云
う
狭
い
領
域

を
主
と
し
、
監
査
権
限
で
は
、
ラ
イ
ン
的
業
務
に
対
す
る
指
導
力
が
弱
ま

り
、
直
接
強
力
な
も
の
か
ら
、
間
接
的
或
い
は
相
談
相
手
と
し
て
の
役
立

ち
に
変
化
し
、
且
つ
、
経
営
者
に
対
す
る
ス
タ
ッ
フ
的
職
能
が
拡
大
し
て

い
る
。

　
（
三
）
　
内
部
監
査
制
度
の
問
題
点

　
処
で
最
近
の
経
営
統
制
方
法
の
研
究
の
発
展
、
企
業
会
計
の
進
歩
に
つ

れ
て
、
内
部
監
査
制
度
も
明
瞭
な
姿
で
組
織
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
あ
る
が
、
経
営
に
於
け
る
ス
タ
ッ
フ
部
門
と
し
て
業
務
執
行
か
ら
分

経
理
の
経
営
管
理
機
能
に
つ
い
て

離
し
た
監
査
機
能
を
十
分
効
果
あ
ら
し
め
る
為
に
実
務
上
種
々
な
問
題
が

あ
る
が
、
監
査
実
務
に
つ
い
て
は
、
近
沢
教
授
及
び
江
村
助
教
授
の
貴
重
．

な
報
告
が
あ
る
の
で
、
此
処
で
は
監
査
実
務
が
当
面
し
て
い
る
二
、
三
の

点
に
つ
い
て
触
れ
る
事
と
す
る
。

　
先
づ
第
一
に
監
査
の
権
限
に
つ
い
て
黛
あ
る
が
、
監
査
は
も
と
よ
り
経

営
要
具
と
し
て
経
営
支
配
者
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
経
営
支
配
者
が
受

託
経
営
層
と
し
て
の
取
締
役
会
で
あ
る
と
す
る
か
、
執
行
経
営
者
で
あ
る

と
解
す
る
か
に
依
り
相
当
差
異
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
特
に
資
本
と
経
営

の
分
離
し
て
き
た
近
代
大
企
業
で
は
難
し
い
所
で
あ
る
。
此
を
取
締
役
会

と
解
す
る
な
ら
ば
監
査
は
経
営
執
行
者
の
業
務
全
般
に
亙
る
行
為
を
監
査

対
象
と
す
る
も
の
で
、
今
般
の
商
法
改
正
に
依
り
監
査
役
の
権
限
を
縮
少

し
て
、
会
計
監
査
を
主
と
す
る
事
に
な
っ
た
の
と
同
時
に
、
業
務
監
査
を

取
締
役
会
の
職
能
に
、
委
ね
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
意
味
に
於
け
る

経
営
監
査
は
、
内
部
監
査
に
属
す
る
か
ど
う
か
、
次
の
疑
問
と
な
っ
て
く

る
。
理
論
的
に
は
取
締
役
会
の
職
能
に
属
す
る
業
務
監
査
は
、
株
主
総
会

の
権
限
の
大
幅
な
部
分
を
譲
り
受
け
た
取
締
役
会
が
受
託
経
営
者
層
と
し

て
、
株
主
総
会
に
対
し
て
負
う
忠
実
義
務
に
依
り
行
う
監
査
で
あ
る
か

ら
、
之
は
む
し
ろ
外
部
監
査
に
属
せ
し
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
然
し
之
に

は
米
国
に
於
け
る
、
ボ
ー
ド
の
オ
ブ
、
デ
イ
レ
ク
タ
ー
ズ
の
監
査
委
員
会

が
例
証
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
現
在
の
取
締
役
会

の
殆
ん
ど
が
純
然
た
る
執
行
経
営
者
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、

株
主
総
会
の
委
任
関
係
の
実
質
的
な
稀
薄
さ
、
或
い
は
執
行
役
員
の
経
営

独
裁
の
危
惧
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
自
．
律
的
に
制
禦
す
る
と
云
う

任
務
を
も
つ
も
の
と
し
て
内
部
監
査
を
考
え
て
も
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
と
も
あ
れ
経
営
の
執
行
に
当
る
執
行
役
員
が
、
そ
の
運
営
に
か
＼
る

経
営
活
動
を
管
理
統
制
す
る
為
に
、
そ
の
手
段
の
一
部
と
し
て
行
う
監
査
．

は
、
純
然
た
る
内
部
臨
監
制
度
で
あ
る
か
ら
我
々
と
し
て
は
一
応
内
部
監
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経
理
の
経
営
管
理
機
能
に
つ
い
て

査
の
権
限
は
執
行
役
員
に
あ
る
と
幸
え
て
い
る
。

　
第
二
の
問
題
は
内
部
監
査
の
範
囲
の
点
に
あ
る
。
会
計
監
査
は
精
粗
の

差
こ
そ
あ
れ
、
監
査
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
経
営
が
行
う
取
引
を

計
数
的
記
録
と
し
て
簿
記
計
算
す
る
会
計
の
真
実
性
を
始
め
と
す
る
、
一

般
に
認
め
ら
れ
た
会
計
諸
原
則
と
合
致
し
、
更
に
会
計
慣
習
に
背
反
し
な

い
も
の
で
あ
り
、
樹
且
つ
、
処
理
の
判
断
が
適
正
妥
当
で
あ
る
と
す
る
会

計
記
録
の
信
頼
性
の
保
持
は
、
企
業
経
営
の
利
益
保
護
の
面
で
監
査
の
重

要
な
任
務
で
あ
る
。
然
し
此
の
初
発
的
任
務
が
企
業
経
営
の
利
益
の
増
進

を
目
的
と
す
る
経
営
合
理
化
、
換
言
す
れ
ば
経
営
の
改
善
に
資
す
る
と
云

う
目
的
を
達
成
す
る
為
に
は
、
会
計
監
査
を
基
盤
と
し
つ
つ
も
必
然
的
に

経
営
監
査
の
分
野
に
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
其
処
で
各
企
業
は

先
づ
監
査
業
務
の
第
一
段
階
と
し
て
、
会
計
監
査
一
即
ち
会
計
記
録
と

現
実
の
照
合
を
完
全
に
行
う
べ
き
態
勢
を
整
え
る
事
に
意
を
用
い
た
の
は

当
然
の
行
き
方
で
あ
っ
た
。
処
で
、
会
計
記
録
の
信
頼
性
、
正
確
性
の
確

保
に
就
い
て
老
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
内
部
統
制
組
織
の
完

備
と
い
う
事
で
あ
る
。
分
課
制
度
と
複
式
簿
記
原
理
を
適
用
し
て
、
誤

謬
、
不
正
の
防
止
が
可
能
と
な
り
、
更
に
此
の
組
織
に
乗
っ
た
事
務
の
執

行
を
明
細
に
規
定
し
、
事
務
相
互
の
照
合
点
検
を
十
分
に
行
う
な
ら
ば
、

監
査
の
漏
籍
な
ト
レ
ー
ス
を
省
略
し
て
も
、
会
計
の
正
確
性
は
相
当
確
保

さ
れ
て
、
監
査
の
施
行
は
会
計
事
実
と
の
照
合
が
残
さ
れ
た
重
点
と
な
っ

て
来
る
。

　
而
し
て
外
部
監
査
の
受
入
態
勢
と
し
て
強
調
さ
れ
た
内
部
牽
制
並
び
に

内
部
監
査
の
完
備
の
為
に
、
経
理
規
程
の
整
備
を
始
め
と
す
る
経
理
制
度

の
完
備
が
内
部
監
査
制
度
の
出
発
点
と
し
て
、
企
業
が
取
上
げ
ら
れ
た
わ

け
で
あ
る
が
、
実
は
内
部
監
査
制
度
の
問
題
は
其
後
に
き
た
る
企
業
経
営

の
利
益
増
進
の
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
監
査
が
此
処
で
止
っ
て
い
る

な
ら
ば
、
飽
く
返
も
外
部
監
査
受
入
の
為
の
監
査
で
あ
り
、
企
業
経
営
に

於
け
る
比
重
は
小
さ
い
も
の
と
な
る
。
即
ち
監
査
範
囲
に
経
営
監
査
は
当
．

然
含
ま
れ
て
く
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

　
然
ら
ば
第
三
の
問
題
と
し
て
此
処
で
経
営
監
査
と
称
す
る
監
査
範
囲
に
、

含
ま
れ
る
監
査
対
象
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。

　
先
づ
以
上
の
会
計
監
査
に
於
い
て
述
べ
た
会
計
記
録
の
信
頼
性
を
保
持

し
、
此
の
記
録
を
分
析
、
統
計
し
て
、
経
営
者
に
迅
速
に
十
分
明
瞭
な
様

式
を
以
て
報
告
し
、
経
営
者
の
為
に
役
立
た
せ
る
と
云
う
企
業
経
理
を
中

心
と
す
る
諸
制
度
組
織
、
並
び
に
そ
の
運
営
を
監
査
す
る
と
い
う
管
理
会

計
制
度
を
も
含
め
て
の
所
謂
組
織
…
監
査
は
、
会
計
監
査
か
ら
経
営
監
査
へ

の
橋
渡
し
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
通
常
経
営
監
査
と
称
せ
ら

れ
る
も
の
に
は
次
の
三
項
目
が
含
ま
れ
て
み
る
様
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
会
計
記
録
と
し
て
表
示
さ
れ
た
会
計
事
実
が
、
経
営
の
目
的
或

　
　
い
は
方
針
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
、
例
え
ば
減
価

　
　
償
却
等
、
会
計
処
理
の
判
断
、
販
売
契
約
の
適
否
、
或
い
は
費
用
支

　
　
出
の
批
判
等

　
（
二
）
　
会
計
記
録
を
審
査
し
、
或
い
は
管
理
会
計
諸
計
算
に
於
い
て
現

　
　
わ
れ
た
計
数
を
分
析
し
叉
は
統
計
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
結
果
そ
れ

　
　
ら
の
数
字
が
具
象
す
る
経
営
の
運
営
状
況
に
関
す
る
適
否
の
判
定
、

　
　
例
え
ば
生
産
能
率
、
販
売
損
益
批
判
等

　
（
三
）
　
販
売
、
購
買
生
産
業
務
の
各
部
門
の
実
状
を
調
査
し
、
各
部
門

　
　
活
動
の
方
針
を
批
判
し
、
更
に
綜
合
さ
れ
た
企
業
経
営
の
運
営
方
針

　
　
の
判
定
、
例
え
ば
問
屋
並
び
に
下
請
工
場
政
策
、
受
註
方
針
、
或
い

　
　
は
経
営
規
模
批
判
等

　
こ
う
し
た
経
営
監
査
が
、
経
営
の
実
際
で
組
織
的
に
運
営
さ
れ
る
に
際
・

し
、
之
を
ど
の
部
門
で
分
担
す
る
か
に
つ
い
て
、
色
々
と
論
議
が
生
じ
て

い
る
。
こ
れ
が
監
査
組
織
と
し
て
第
四
の
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

　
即
ち
ス
タ
ッ
フ
部
門
と
し
て
未
成
熟
、
未
分
化
の
段
階
に
あ
る
と
は
煮
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え
殆
ん
ど
の
大
企
業
で
は
経
理
部
が
予
算
統
制
等
に
於
い
て
実
質
的
経
営

監
査
に
従
事
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
内
部
監
査
は
会
計
諸
制
度
及
び

そ
の
運
営
の
適
否
を
判
定
す
る
に
止
め
、
計
数
的
統
制
は
内
部
監
査
の
範

囲
外
に
す
る
の
が
良
い
と
す
る
論
議
、
或
い
は
内
部
監
査
は
一
応
執
行
部

門
（
計
画
立
案
、
執
行
審
査
を
含
め
て
）
に
対
し
、
内
部
的
に
独
立
し
、

第
三
者
的
批
判
、
鑑
定
を
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
経
理
部
と
別
個

に
そ
の
任
務
を
遂
行
す
べ
き
で
あ
る
と
な
す
論
、
更
に
は
内
部
監
査
は
経

営
監
査
の
内
、
前
記
の
（
一
）
迄
に
止
め
、
　
（
二
）
は
執
行
部
門
で
行
い

（
三
）
は
こ
れ
を
全
く
別
個
の
立
場
か
ら
行
う
べ
し
と
す
る
説
が
あ
る
。

　
然
し
内
部
監
査
人
は
会
計
記
録
の
正
確
性
及
び
会
社
財
産
の
保
護
に
対

す
る
牽
制
と
し
て
利
用
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
内
部
監
査
人
が
気
付
い
た

経
営
上
の
欠
陥
を
自
由
に
、
即
ち
如
何
な
る
部
門
の
責
任
者
か
ら
も
拘
束

さ
れ
ず
に
経
営
者
に
通
報
し
、
何
等
の
制
限
を
受
け
ず
に
会
社
全
般
に
亘

っ
て
手
続
上
の
過
誤
及
び
欠
陥
の
発
見
に
努
め
政
策
の
明
確
化
を
計
り
、

経
営
者
を
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
米
国
会
計
士
協
会
監
査
手
続

委
員
会
の
所
説
に
従
え
ば
、
内
部
監
査
は
監
査
対
象
と
し
て
経
営
監
査
の

全
般
に
亘
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。
で
あ
る
が
実
際
問
題
と
し
て
、
我
が
国

で
は
か
N
る
任
務
を
独
立
し
て
行
い
得
る
入
格
経
験
の
持
ち
主
を
得
る
事

は
難
し
く
、
や
は
り
各
部
門
に
分
化
し
て
監
査
機
能
を
働
か
せ
る
方
法
が

良
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
従
っ
て
組
織
と
し
て
は
経
理
部
の
中
に
管
理

会
計
制
度
と
共
に
会
計
監
査
、
織
組
監
査
を
揖
罰
す
る
部
門
を
設
置
す
る

行
き
方
が
、
内
部
統
制
組
織
の
問
題
と
か
ら
ん
で
妥
当
し
て
み
る
様
に
老

え
ら
れ
る
。

　
即
ち
経
理
担
当
者
の
自
検
制
度
を
極
度
に
充
実
し
、
監
査
人
は
そ
う
し

た
制
度
を
検
査
し
会
計
処
理
の
根
本
的
な
判
断
の
良
否
を
検
討
す
る
と
云

う
面
で
管
理
、
財
務
、
両
会
計
分
野
の
処
理
報
告
に
対
す
る
信
頼
性
、
正

確
性
の
保
証
人
と
な
る
べ
ぎ
で
あ
ら
う
。

経
理
の
経
営
管
理
機
能
に
つ
い
て

　
次
に
こ
の
点
に
関
す
る
事
例
を
二
三
挙
げ
て
み
る
に
、
先
ず
我
が
社
の

検
査
役
制
度
で
は
、
そ
の
権
能
と
し
て
、
会
計
監
査
の
み
な
ら
ず
経
営
監

査
全
般
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
監
査
実
施
上
の
難
点
は
、
監
査
を

実
施
す
る
側
の
人
々
が
、
被
監
査
対
象
に
対
す
る
専
門
的
な
知
識
水
準

を
、
経
営
並
び
に
会
計
に
於
け
る
日
進
月
歩
の
発
展
に
歩
調
を
合
せ
て
、

維
持
し
て
ゆ
く
と
い
ふ
点
に
あ
り
、
か
瓦
る
監
査
能
力
が
充
実
さ
れ
れ
ば

効
果
は
非
常
に
大
き
い
様
で
あ
る
。

　
一
方
、
内
部
監
査
制
度
を
経
営
組
織
の
中
へ
全
部
織
り
込
み
別
個
の
内

部
監
査
部
門
を
設
け
な
い
や
り
方
が
我
が
国
の
大
企
業
で
見
受
け
ら
れ
る

が
、
こ
れ
も
現
状
で
は
一
つ
の
行
き
方
で
、
内
部
牽
制
組
織
の
完
備
、
事

務
実
施
手
続
の
十
分
な
整
備
を
も
つ
て
会
計
監
査
に
代
え
、
経
理
部
門
に

経
営
の
計
数
的
統
制
を
行
わ
し
め
て
い
る
。
企
業
の
現
在
の
執
行
部
門
た

る
経
理
部
に
、
会
計
記
録
の
信
頼
性
保
持
の
為
の
監
査
課
を
置
く
事
の
効

果
の
少
い
点
、
並
び
に
事
務
、
訳
書
の
制
度
は
刷
に
庶
務
部
で
担
当
せ
し

め
る
点
、
及
び
経
理
部
以
外
に
内
部
監
査
部
門
を
お
い
て
も
結
局
、
実
情

で
は
統
制
力
を
持
ち
得
な
い
で
閑
職
と
な
る
危
険
性
が
あ
る
点
を
老
慮
し

て
、
左
様
な
方
針
を
と
っ
て
い
る
様
で
あ
る
。
叉
経
理
部
の
内
に
監
査
課

を
置
い
て
、
経
理
部
長
の
指
揮
に
依
り
、
制
度
記
録
の
監
査
の
み
な
ら

ず
、
制
度
手
続
の
計
画
立
案
、
或
い
は
子
会
社
の
監
査
等
を
、
幾
分
の
具

体
的
決
定
権
を
持
た
せ
て
運
営
し
て
い
る
実
例
が
あ
る
が
、
此
に
就
い
て

は
現
在
の
内
部
統
制
組
織
確
立
の
前
段
階
に
あ
る
我
が
国
大
企
業
で
は
、

む
し
ろ
か
x
る
監
査
部
門
に
於
け
る
ス
タ
ッ
フ
と
ラ
イ
ン
の
職
能
混
合

も
、
他
の
会
計
制
度
の
実
状
か
ら
考
え
て
、
案
外
に
効
果
的
で
あ
る
と
感

ぜ
ら
れ
る
。

　
何
れ
に
し
て
も
内
部
監
査
制
度
を
経
営
組
織
の
中
で
、
効
果
的
に
配
置
．

す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
各
社
共
こ
の
点
に
行
悩
ん
で
い
る
状
況
に
あ

る
。
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経
理
の
経
営
管
理
機
能
に
つ
い
て

　
監
査
実
施
上
の
第
五
の
罪
悪
点
と
し
て
は
、
実
地
監
査
と
資
料
監
査
、

ひ
い
て
は
事
前
監
査
の
点
に
ふ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
内
部
監
査
は
記
録
の

根
源
を
監
査
人
の
眼
で
確
認
す
る
と
い
う
立
前
か
ら
実
地
監
査
が
主
で
あ

り
、
資
料
或
い
は
書
類
監
査
は
、
実
地
監
査
の
準
備
と
し
て
従
た
る
も
の

で
あ
る
点
を
指
摘
す
る
に
止
め
た
い
。
事
前
監
査
に
つ
い
て
は
、
監
査
人

ぽ
最
小
限
度
伝
票
、
帳
．
簿
制
度
、
会
計
手
続
等
、
経
理
組
織
と
、
処
理
の

基
本
に
関
す
る
も
の
は
事
前
に
承
知
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
考
え
る

が
、
こ
れ
は
監
査
範
囲
の
如
何
で
異
っ
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
我
々
と
し

て
は
、
か
く
す
る
こ
と
に
よ
り
常
に
日
常
業
務
と
密
接
な
連
絡
を
保
つ
も

の
で
な
け
れ
ば
十
分
な
監
査
を
行
い
得
な
い
点
を
指
摘
し
た
い
。

　
以
上
、
内
部
監
査
の
問
題
点
を
種
々
あ
げ
た
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
点
を

通
じ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
我
が
国
企
業
の
経
理
部
が
ス
タ
ッ
フ
部
門

と
ラ
イ
ン
部
門
に
明
確
に
職
能
分
化
さ
れ
ず
、
従
っ
て
経
理
統
制
が
不
完

全
で
あ
る
点
、
及
び
経
営
計
画
の
立
案
決
定
の
面
で
、
米
国
に
見
る
が
如

き
制
度
化
さ
れ
た
機
関
を
有
せ
ず
、
且
つ
執
行
役
員
の
合
議
的
な
色
彩
よ

り
も
単
独
経
営
行
為
的
な
面
が
多
い
点
、
或
い
は
経
済
状
勢
の
変
動
の
多

大
な
事
か
ら
計
画
の
修
正
が
非
常
に
頻
繁
で
あ
り
、
且
つ
生
産
技
術
、
労

働
部
で
特
殊
な
事
情
を
有
し
、
経
理
部
門
と
の
調
整
が
常
に
困
難
な
点
等

に
現
れ
た
我
が
国
企
業
経
理
の
独
特
の
立
場
が
内
部
監
査
制
度
、
更
に
管

理
会
計
制
度
に
至
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

　
（
四
）
　
管
理
会
計
制
度
と
内
部
監
査
制
度
の
問
題

　
経
理
実
務
に
於
て
は
、
経
営
者
が
経
営
管
理
の
基
礎
と
し
て
徴
収
す
る

各
経
理
数
値
と
、
利
害
関
係
人
に
対
し
、
経
営
者
が
対
外
的
に
報
告
す
る

各
数
値
、
則
ち
管
理
目
的
と
公
開
目
的
に
於
け
る
経
営
者
の
会
計
判
断
乃

至
は
経
営
政
策
を
織
り
込
ん
だ
数
値
の
重
点
の
置
き
所
が
、
異
る
の
は
当

駅
の
こ
と
で
あ
る
。
特
に
経
営
経
理
の
保
守
性
一
健
全
性
、
公
開
性
原

則
の
歴
史
的
限
界
、
税
務
会
計
と
の
調
整
等
に
於
て
問
題
が
存
す
る
。
蓋

し
管
理
会
計
の
指
導
理
念
が
経
営
の
完
全
な
真
実
値
の
追
求
に
あ
り
、
会

計
原
則
に
於
け
る
財
務
諸
表
の
相
対
的
真
実
性
以
上
の
も
の
が
、
要
求
せ

ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
経
営
者
の
経
営
責
任
は
、
経
営
を
め
ぐ
る
、
又
は

内
部
の
諸
条
件
の
時
々
刻
々
の
変
化
を
も
見
逃
さ
ず
に
、
こ
れ
に
対
処
し

て
ゆ
か
ね
ば
果
し
得
な
い
。
故
に
管
理
会
計
で
最
も
重
要
な
事
は
、
経
営

者
の
判
断
を
完
う
せ
し
め
る
程
の
正
確
明
瞭
で
、
而
も
迅
速
な
報
告
を
行

い
得
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
此
の
正
確
、
明
瞭
、
迅
速
な
現
実
の
勤
き
を

報
告
す
る
基
盤
、
乃
至
は
支
柱
と
し
て
の
責
任
を
内
部
監
査
は
食
わ
さ
れ

て
い
る
。
此
処
に
内
部
監
査
制
度
が
、
管
理
会
計
制
度
と
有
機
的
連
関
を

も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
、
第
一
の
重
点
を
見
る
の
で
あ
る
。
次
に
前
述
の
経
営

者
に
と
っ
て
の
会
計
処
理
の
判
断
の
基
準
は
、
常
に
経
営
の
運
営
実
施
と

密
接
な
結
び
つ
き
を
持
ち
、
そ
れ
を
日
常
批
判
鑑
定
す
る
内
部
監
査
人
の

意
見
を
濾
過
し
て
始
め
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
管
理
会
計
計
算
の
結

論
と
し
て
得
ら
れ
た
報
告
…
数
字
が
、
経
営
者
に
と
っ
て
日
常
の
経
営
活
動

を
、
企
画
、
立
案
す
る
資
料
と
し
て
の
有
効
性
を
高
め
る
点
に
内
部
監
査

制
度
の
第
二
の
関
連
性
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

　
管
理
会
計
と
内
部
監
査
制
度
の
態
様
と
し
て
の
結
合
は
か
く
の
通
り
で

あ
る
が
、
元
来
経
営
は
そ
れ
を
囲
む
外
部
経
済
と
の
関
係
に
於
て
そ
の
重

点
の
置
き
方
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
好
況
時
代
に
は
資
本
の

蓄
積
に
、
不
況
時
代
に
は
経
営
合
理
化
に
等
の
如
く
で
あ
る
。
又
、
管
理

会
計
は
資
本
の
保
全
の
為
真
実
な
経
営
成
果
を
測
定
し
、
正
確
な
計
算
を

行
い
損
益
発
生
原
因
を
把
握
し
、
各
種
差
異
を
分
析
す
る
等
に
依
り
経
営

政
策
決
定
の
資
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
叉
、
当
然
に
経
営
の
置
か

れ
た
時
所
に
依
り
そ
の
計
算
に
精
粗
が
あ
り
、
報
告
に
段
階
を
生
ず
る
。

か
N
る
関
係
に
於
い
て
内
部
監
査
制
度
の
あ
り
方
も
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
わ
け
で
あ
る
が
、
之
等
を
通
じ
て
明
瞭
な
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
に
於

け
る
経
営
の
目
的
と
経
営
の
実
体
と
の
合
致
を
検
討
す
る
と
こ
ろ
に
内
部
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監
査
の
存
在
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
か
く
の
如
く
管
理
会
計
の
実
施
は
内
部
監
査
が
前
提
と
な
り
、
経
営
者

の
判
断
を
誤
ら
せ
な
い
為
に
報
結
数
値
の
正
確
性
を
立
証
し
、
且
つ
表
現

し
内
容
の
ず
れ
を
明
白
な
ら
し
め
て
即
ち
判
断
の
素
材
を
鑑
定
し
て
ゆ
く

点
に
、
経
営
統
制
の
支
柱
と
し
て
内
部
監
査
は
位
置
づ
け
ら
れ
、
更
に
そ

の
関
連
性
を
も
超
え
て
、
経
営
の
日
常
の
運
行
自
体
を
も
対
象
と
し
て
批

判
検
討
し
、
数
字
に
現
れ
た
結
論
を
、
現
実
の
経
営
諸
事
象
の
中
か
ら
具

体
的
に
把
握
し
、
管
理
会
計
に
方
向
を
与
え
る
と
言
う
点
迄
も
担
当
す
る

の
で
あ
る
。四

　
結

び

　
以
上
要
す
る
に
経
理
の
も
つ
管
理
機
能
の
一
面
と
し
て
会
計
統
制
並
び

に
内
部
監
査
に
つ
い
て
、
当
社
の
実
状
の
大
略
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、

此
等
は
未
だ
発
展
の
段
階
に
あ
り
、
充
分
に
そ
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る

と
は
言
い
得
な
い
。

　
此
等
の
も
の
は
、
各
々
の
分
野
に
於
い
て
制
度
と
し
て
完
成
さ
れ
る
と

共
に
、
そ
の
他
の
会
社
組
織
全
体
の
発
展
と
相
侯
っ
て
有
機
的
に
統
合
さ

れ
、
経
営
の
内
部
統
制
組
織
と
し
て
の
完
壁
な
姿
、
所
謂
「
コ
ン
ト
p
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
完
成
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
撚
し
な
が
ら
、
此
処
に
至
る
ま
で
に
は
倫
多
く
の
段
階
を
経
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
研
究
に
待
つ
所
極
め
て
大
な
る
も
の
が
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
（
住
友
金
属
工
業
経
理
部
長
・
会
社
経
理
専
門
委
員
会
委
員
）
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税
法
と
企
業
会
計
原
則
と
の
調
整
に
関
す
る
意
見
書
に
関
す
る
若
干
の
問
題
点

寄
　
稿
1
1

「
税
法
と
企
業
會
計
原
則
と
の
調
整
に
関
す
る
意
見
書
」

に
塾

つ
い
て
の
若
干
の
問
題
点

古

賀

養

一

五四

目
　
　
　
次

ま
え
が
き

租
税
目
的
の
た
め
の
会
計
原
則
の
適
用

資
本
剰
余
金
と
利
益
剰
余
金
と
の
区
分

損
益
の
期
間
的
割
当
に
つ
い
て
の
問
題

む
　
す
　
び

一
　
ま
え
が
き

　
過
般
「
税
法
と
企
業
会
計
原
則
と
の
調
整
に
関
す
る
意
見
韓
」
が
発
表

せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
日
頃
こ
れ
が
調
整
統
一
の
要
を
痛
感
し
て
い
る
企
業

経
理
担
当
者
と
し
て
喜
び
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
既
に
本
意
見
書

に
つ
い
て
税
務
当
局
、
会
計
学
者
、
実
際
家
に
お
い
て
幾
多
の
優
れ
た
批

判
の
諸
論
文
が
発
表
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
一
応
目
を
通
す
と
き
、

既
発
表
の
諸
論
文
が
と
か
く
自
己
の
立
場
を
強
く
主
張
す
る
の
余
り
他
の

立
場
を
反
駁
す
る
に
急
な
様
で
あ
り
、
実
務
家
の
立
場
よ
り
す
る
諸
論
述

も
多
く
は
企
業
会
計
基
準
審
議
会
員
と
し
て
の
実
務
家
の
立
場
を
表
明
せ

ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
蛇
足
を
加
え
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
以
下
実

務
家
の
立
場
か
ら
意
見
書
の
順
序
に
従
っ
て
主
と
し
て
、
総
論
に
関
し
若
干

の
聞
題
点
に
つ
い
て
疑
点
を
提
示
し
て
御
教
示
、
御
批
判
を
仰
ぎ
度
い
と

思
う
。

二
　
租
税
目
的
の
た
め
の
会
計
原
則
の
適
用

　
先
ず
意
見
書
の
主
張
を
要
約
す
る
に
、
企
業
所
得
は
一
般
に
認
め
ら
れ

た
会
計
原
則
に
立
脚
し
て
算
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、

　
（
1
）
　
費
用
収
益
の
認
識
、
測
定
、
対
応
な
ら
び
に
期
聞
的
配
分
に
関

す
る
一
定
の
会
計
的
判
断
に
基
い
て
企
業
所
得
は
、
決
定
さ
れ
る

　
（
2
）
　
資
本
は
資
本
取
引
に
よ
っ
て
の
み
変
動
し
、
所
得
は
損
益
取
引

に
よ
っ
て
の
み
成
立
す
る
。
資
本
と
所
得
は
明
確
に
区
分
す
べ
き
も
の
と

す
る
　
企
業
の
所
得
は
会
計
原
則
に
よ
り
算
定
し
、
こ
れ
が
基
と
な
り
租
税
政

策
的
、
財
政
政
策
的
、
税
務
行
政
的
に
修
正
誘
導
さ
れ
て
課
税
所
得
が
出

て
く
る
の
で
あ
り
、
観
念
的
に
み
れ
ば
基
本
線
に
お
い
て
あ
く
ま
で
両
者

は
一
致
す
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
税
務
側
の
主
張
は
、
企
業
所
得
と
課
税
所
得
と
の
一
致
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，
説
、
相
互
独
立
説
、
誘
導
説
の
三
説
に
わ
か
れ
る
が
、
大
体
、
誘
導
説
が

通
説
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
誘
導
説
を
と
る
場
合
に
も
一
本
の
会
計
原
則

．
が
双
方
の
柱
と
な
る
と
い
う
考
え
方
と
、
企
業
会
計
原
則
の
大
部
分
の
も

の
が
入
る
が
、
そ
の
他
に
、
一
般
に
認
め
ら
れ
た
公
正
妥
当
な
会
計
慣
行

・
を
含
め
た
広
い
意
味
の
社
会
通
念
と
し
て
の
、
会
計
原
則
が
双
方
の
柱
と

な
る
と
老
え
る
立
場
に
わ
か
れ
る
様
で
、
税
務
側
内
部
の
考
え
方
も
統
一

さ
れ
て
い
な
い
様
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
意
見
書
の
断
定
の
仕
方
は
一
方
的
で
あ
り
す
ぎ
る
と
い
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
思
う
に
会
計
学
者
・
税
務
当
局
者
何
れ
も
各
々
の

立
場
を
守
る
に
急
で
あ
り
、
我
々
実
務
家
と
し
て
会
計
原
則
は
、
か
な
り

，
我
々
の
合
理
的
企
業
経
理
慣
習
を
採
り
入
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
が
、
会

、
計
原
則
が
現
在
我
国
の
一
般
に
認
め
ら
れ
た
公
正
妥
当
な
会
計
慣
行
を
含

め
た
広
い
意
味
の
現
実
の
社
会
通
念
と
し
て
の
会
計
原
則
で
あ
る
か
否
か

に
つ
い
て
一
層
検
討
を
要
す
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
税
務
側
も
亦
相
手
を

反
駁
す
る
に
急
で
あ
る
が
税
法
独
自
の
立
場
よ
り
す
る
会
計
原
則
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
両
者
は
妥
協
す
べ
き
で
あ
り
双

．
方
の
柱
と
な
る
会
計
原
則
は
一
本
で
あ
る
べ
き
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
。

我
々
も
企
業
実
務
面
に
お
い
て
こ
れ
を
機
会
に
多
い
に
沈
思
し
た
い
。

　
右
に
関
連
し
て
次
の
間
題
、
疑
点
を
提
示
す
る
。

　
（
1
）
　
権
利
確
定
主
義
の
意
味
。
税
法
に
お
け
る
権
利
確
定
主
義
は
元

・
来
純
資
産
増
加
の
判
定
の
た
め
の
一
つ
の
尺
度
と
し
て
生
れ
た
も
の
と
解
－

さ
れ
る
が
、
今
日
の
税
法
体
系
で
は
実
現
主
義
に
於
け
る
販
売
基
準
と
し

て
解
釈
す
べ
き
も
の
に
変
っ
た
も
の
と
解
し
て
も
差
支
え
な
い
の
で
は
な

い
か
。
（
通
達
二
四
九
一
二
五
二
）

　
（
2
）
　
誘
導
法
（
会
計
原
則
）
と
純
資
産
増
加
説
（
税
法
）
の
関
係
。

．
誘
導
法
（
財
貨
叉
は
役
務
の
費
用
を
測
定
し
、
生
産
物
の
売
却
．
実
現
収
益

・
か
ら
そ
の
費
用
を
控
除
し
て
取
益
を
定
め
る
）
と
純
資
産
増
加
説
の
相
違

税
法
と
企
業
会
計
原
則
と
の
調
整
に
関
す
る
意
見
書
に
関
す
る
若
干
の
問
題
点

は
、
費
用
収
益
測
定
の
心
密
と
し
て
純
資
産
が
決
定
さ
れ
る
か
純
資
産
増

加
の
決
定
の
結
果
と
し
て
所
得
が
決
定
さ
れ
る
か
の
観
点
の
相
違
に
あ
る

と
い
え
る
が
、
今
日
で
は
法
人
税
法
取
扱
通
達
の
純
資
産
増
加
の
基
準
は

所
得
の
理
念
そ
の
も
の
を
定
め
た
も
の
で
は
な
く
、
所
得
算
定
の
結
果
に

対
す
る
吟
味
の
尺
度
と
解
す
べ
き
で
な
か
ろ
う
か
。

　
（
3
）
　
発
生
主
義
乃
至
実
現
主
義
は
認
識
原
則
か
測
定
原
則
か
。
意
見

書
に
は
発
生
主
義
、
実
現
主
義
の
原
則
を
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
と

思
う
。

　
発
生
主
義
↓
実
現
主
義
（
販
売
基
準
、
生
産
基
準
、
現
金
基
準
そ
の
他
）

　
所
得
計
算
に
よ
っ
て
費
用
収
益
を
把
握
す
る
た
め
、
ま
ず
発
生
主
義
が

適
用
さ
れ
、
つ
い
で
販
売
基
準
、
生
産
基
準
、
現
金
基
準
等
を
尺
度
と
す

る
実
現
主
義
が
適
用
さ
れ
る
。
従
っ
て
発
生
主
義
と
実
現
主
義
と
は
同
列

に
な
ら
ぶ
原
則
で
は
な
い
。
つ
ま
り
何
れ
か
一
方
が
選
択
さ
れ
る
と
い
う

関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
発
生
主
義
は
認
識
原
則
で
あ
り
、
実
現
主
義
は

測
定
原
則
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　
然
ら
ば
売
上
げ
を
発
生
主
義
に
よ
り
認
識
す
る
と
い
う
こ
と
は
如
何
な

る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
且
つ
こ
れ
と
生
産
基
準
と
は
い
か
な
る

関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
発
生
主
義
は
従
来
現
金
主
義
と
対

立
す
る
認
識
原
則
と
解
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
現
金
主
義
と
実
現
主
義
に

お
け
る
現
金
基
準
と
の
関
係
を
如
何
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
更
に
こ
の
実
現
主
義
が
費
用
に
も
適
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
費
用
の
実
現

と
は
如
何
な
る
こ
と
か
黛
疑
問
と
な
る
。
販
売
に
よ
っ
て
収
益
が
実
現
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
に
対
応
す
る
費
用
も
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
若
し
費
用
独
自
に
実
現
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
の
な

ら
ば
、
費
用
収
謡
対
応
の
原
則
の
所
得
計
算
へ
の
参
加
の
あ
り
方
は
如
何

に
漸
う
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
か
が
問
題
と
な
る
。
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税
法
と
企
業
会
計
原
則
と
の
調
整
に
関
す
る
意
見
書
に
関
す
る
若
干
の
問
題
点

　
こ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
意
見
書
は
ま
だ
充
分
な
る
解
明
を
な
し
て
い

－
る
と
は
思
え
な
い
。

　
（
4
）
　
継
続
性
の
原
則
の
前
提
を
な
す
会
計
処
理
の
原
則
お
よ
び
会
計

、
手
続
に
関
す
る
企
業
の
合
理
的
選
択
が
税
法
の
課
税
公
平
の
原
則
に
よ
つ

．
て
時
と
し
て
制
約
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
意
見
書
も
課
税
の
公

平
を
目
標
と
し
て
企
業
所
得
算
定
後
に
お
い
て
課
税
所
得
算
定
の
た
め
の

修
正
の
行
わ
れ
る
こ
と
は
恵
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
認
め
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
税
法
も
意
見
書
も
原
則
的
に
は
見
解
が

一
致
し
て
い
る
よ
う
に
老
え
ら
れ
る
。

　
然
し
乍
ら
、
会
計
処
理
の
原
則
な
ら
び
に
手
続
の
合
理
的
選
択
の
自
由

に
つ
き
現
行
税
法
が
如
何
な
る
程
度
に
こ
れ
を
理
解
し
て
い
る
か
明
ら
か

で
な
い
。
固
定
資
産
の
減
価
償
却
、
棚
卸
資
産
の
棚
卸
方
法
等
法
定
の
枠

内
に
お
け
る
選
択
の
自
由
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
個
々
の
具
体
的

事
例
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
必
ず
し
も
説
法
に
一
貫
し
た
理
論
が

・
あ
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
忠
氏
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
税
法
も
あ
き
ら
か

・
な
理
論
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
云
っ
て
い
る
が
（
企
業
会
計
昭
和
二
七
年

八
月
黒
沢
、
忠
両
氏
座
談
会
）
こ
れ
は
税
法
独
自
の
会
計
原
則
を
持
つ
ベ

ー
き
で
あ
る
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
か
Q

　
吾
々
実
務
家
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
税
法
と
企
業
会
計
を
支
配
す
る
双
方

の
柱
は
あ
く
ま
で
一
つ
の
会
計
原
則
で
あ
り
、
課
税
所
得
の
決
定
に
は
公

平
の
原
則
に
よ
り
税
務
的
な
修
正
を
な
す
も
の
と
老
え
た
い
。

三
　
資
本
剰
余
金
と
利
益
剰
余
金
と
の
区
分

　
利
益
剰
余
金
と
資
本
剰
余
金
の
概
念
構
成
が
未
だ
充
分
で
な
い
よ
う
に

一
見
受
け
ら
れ
る
。

　
先
ず
会
計
学
者
の
主
張
を
聞
く
な
ら
ば
、

「
所
得
は
消
費
の
資
源
で
あ
る
と
と
も
に
再
投
資
（
資
本
化
）
の
源
泉
で

あ
る
。
所
得
を
資
本
か
ら
明
白
に
区
下
せ
ず
に
資
本
の
維
持
、
資
本
の
蓄

積
（
再
投
資
）
を
求
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
会
計
原
則
の
老
え
る

資
本
の
維
持
は
そ
の
名
目
的
価
値
の
維
持
で
は
な
く
て
資
本
の
回
転
結
果

た
る
所
得
と
資
本
利
得
と
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
し
と
。

　
こ
れ
に
対
し
て
税
務
当
局
は
次
の
如
く
反
駁
し
て
い
る
。

「
会
計
原
則
の
い
う
利
益
．
剰
余
会
と
資
本
剰
余
金
の
関
係
は
細
部
に
な
っ

て
く
る
と
必
ず
し
も
明
白
で
な
い
。
一
般
的
に
利
益
剰
余
会
の
性
格
を
非

期
間
損
益
（
固
定
資
産
売
却
損
益
、
臨
時
損
失
）
と
前
期
損
益
の
修
正
と

い
う
点
に
求
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
企
業
の
課
税
所
得
が
何
故
に
営

業
か
ら
継
続
的
に
生
じ
た
も
の
の
み
に
限
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
理

由
が
明
白
で
な
い
。
企
業
と
自
己
資
本
出
資
者
と
の
間
の
資
本
取
引
に
よ

っ
て
生
じ
た
剰
余
金
（
資
本
積
立
金
）
の
み
を
非
課
税
と
す
れ
ば
よ
い
の

で
は
な
い
か
。
」
と
。

　
即
ち
、
会
計
原
則
は
名
目
資
本
維
持
の
立
場
を
と
り
な
が
ら
も
利
益
を

貨
幣
資
本
回
転
の
結
果
、
附
加
さ
れ
た
貨
…
幣
資
本
と
解
し
て
、
実
体
資
本

維
持
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
従
っ
て
国
庫
補
助
金
の
如
き
も
私
的
資
本

補
充
の
た
め
の
国
家
投
資
に
基
づ
く
払
込
資
本
金
な
り
と
み
る
。
こ
れ
に

対
し
税
法
は
資
本
（
自
己
資
本
）
の
本
質
を
株
主
の
醸
出
資
本
な
り
と
し
て

い
る
。
確
か
に
意
見
書
の
主
張
に
も
未
だ
理
論
の
未
成
熟
の
た
め
に
利
益

剰
余
金
、
資
本
剰
余
金
の
概
念
構
成
が
明
確
で
な
い
よ
う
で
は
あ
る
が
、

吾
々
実
務
家
と
し
て
は
や
は
り
会
計
原
則
の
主
張
に
、
よ
り
多
く
の
合
理

性
を
認
め
た
い
。
国
庫
補
助
金
の
如
き
も
こ
れ
を
利
益
と
し
て
課
税
す
る

の
は
、
国
の
補
助
金
が
再
び
法
言
税
と
し
て
国
庫
に
か
え
る
（
湊
氏
は
こ

れ
を
ボ
ケ
ヅ
ト
・
ツ
ウ
・
ボ
ク
ッ
ト
・
セ
オ
リ
ー
と
い
っ
て
い
る
）
こ
と

で
あ
り
、
企
業
解
体
に
よ
り
残
余
財
産
を
分
配
す
る
と
ぎ
始
め
て
そ
の
部

分
を
超
過
払
戻
を
し
て
、
譲
渡
所
得
と
し
て
最
終
的
に
個
人
所
得
税
を
課
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・
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
か
x
る
課
税
方
式
は
財
政
政
策
的

上
と
り
得
な
い
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

　
右
に
関
連
し
て
更
に
若
干
の
問
題
点
を
提
供
し
た
い
。

　
（
1
）
　
意
見
書
に
は
資
本
損
益
の
特
殊
性
に
関
す
る
も
っ
と
強
い
主
張

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　
会
計
原
則
が
資
本
損
益
と
通
常
の
損
益
と
を
面
恥
す
る
の
は
税
法
上
の

取
扱
に
お
い
て
も
資
本
損
益
に
対
し
て
は
相
応
の
特
別
措
置
の
講
ぜ
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
そ
の
よ
う

に
資
本
損
益
の
す
べ
て
に
つ
い
て
の
非
課
税
の
要
請
を
理
由
づ
け
る
た
め

．
資
本
損
益
の
特
殊
性
に
関
す
る
も
っ
と
強
い
主
張
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
（
2
）
　
貨
幣
価
値
の
変
動
に
基
く
資
本
利
得
（
評
価
益
）
は
単
な
る
資

本
修
正
と
い
う
意
味
で
本
来
課
税
対
象
と
な
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
撚
し

，
評
価
益
で
も
貨
幣
価
値
変
動
以
外
の
原
因
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
＆
内
に

は
資
本
取
引
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
多
分
に
利
益
の
本
質
を
も
つ
も
の

．
が
あ
り
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
ま
で
非
課
税
の
特
別
措
置
を
要
求
す
る
に

・
は
他
に
理
由
が
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
（
3
）
　
資
本
的
資
産
交
換
の
場
合
に
お
い
て
生
ず
る
未
実
現
の
盗
本
利

得
に
つ
い
て
は
現
行
税
法
に
お
い
て
も
、
限
定
付
で
は
あ
る
が
（
既
に
非

課
税
の
取
扱
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
通
達
二
五
五
i
二
五
七
）

　
そ
こ
で
、
更
に
こ
れ
を
一
歩
進
め
る
な
ら
ば
資
本
的
資
産
を
処
分
し
て

・
そ
の
資
金
で
直
ち
に
他
の
資
本
的
資
産
を
代
替
す
る
よ
う
な
場
合
に
お
い

て
は
、
そ
の
処
分
の
際
に
生
ず
る
売
却
差
益
に
つ
い
て
も
同
様
の
趣
旨
を

も
つ
て
、
課
税
の
留
保
を
要
求
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。

　
（
4
）
　
意
見
書
は
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
原
価
主
義
の
立
場
を
採
り
、

、
通
常
、
評
価
損
益
は
発
生
し
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
然
し
乍

ら
実
際
上
は
評
価
損
益
計
上
の
必
要
の
生
ず
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら

一
更
に
こ
の
点
に
つ
い
て
も
意
見
の
表
明
が
ほ
し
か
っ
た
処
で
あ
る
。

税
法
と
企
業
会
計
原
則
と
の
調
整
に
関
す
る
意
見
書
に
関
す
る
若
干
の
問
題
点

四
　
損
益
の
期
間
的
割
当
に
つ
い
て
の
問
題

　
　
　
　
1
、
長
期
工
事
収
益
に
つ
い
て

　
物
価
騰
貴
の
時
代
に
は
長
期
請
負
契
約
に
ス
ラ
イ
ド
条
項
が
附
き
、
工

事
代
価
の
最
終
的
決
定
は
工
事
完
了
後
に
な
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
ま
た

大
規
模
工
事
（
例
え
ば
新
造
船
工
事
）
の
原
価
は
集
計
に
手
間
が
か
か
る

た
め
工
事
完
了
の
時
に
未
確
定
の
こ
と
が
多
い
。
殊
に
外
註
部
品
の
代
価

等
の
判
明
が
遅
れ
る
こ
と
が
そ
の
主
な
る
原
因
で
あ
る
。
従
っ
て
か
玉
る

場
合
に
於
け
る
工
事
収
益
計
上
の
時
を
、
工
事
の
引
渡
し
、
原
価
の
集
計
、

代
価
の
確
定
と
云
う
三
条
件
を
工
事
完
成
基
準
の
要
件
と
し
て
強
く
実
務

家
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
但
し
原
価
の
集
計
は
会
社
に
よ
っ
て
異
な
る
。
故
意
に
原
価
の
集
計
を

遅
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
収
益
を
次
期
に
繰
下
げ
る
こ
と
も
出
来
る
し
逆
に

繰
上
げ
も
可
能
で
あ
る
。
か
か
る
こ
と
が
勝
手
に
出
来
る
条
件
は
税
務
上

公
正
な
基
準
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
反
駁
さ
れ
る
。

　
然
ら
ば
慣
習
上
一
応
妥
当
と
老
え
ら
れ
る
一
定
期
間
の
余
裕
を
認
め
こ

の
期
間
の
経
過
し
た
時
を
以
て
一
命
に
原
価
が
確
定
さ
れ
る
も
の
と
す
れ

ば
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
更
に
同
様
の
こ
と
が
売
上
の
確
定
に
つ
い

て
も
云
え
る
の
で
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
2
、
臨
時
巨
額
の
損
失
に
つ
い
て

　
実
務
的
観
点
よ
り
す
れ
ば
企
業
を
継
続
企
業
と
し
て
永
続
的
に
漣
営
し

て
ゆ
く
た
め
に
は
、
損
益
を
期
間
的
に
配
分
し
毎
期
の
利
益
を
平
準
化
す

る
こ
と
が
会
社
自
体
か
ら
い
っ
て
も
株
主
債
権
者
や
投
資
大
衆
に
と
っ
て

も
望
ま
し
い
。
こ
れ
を
理
論
通
り
処
理
す
れ
ば
会
社
は
一
挙
に
欠
損
会
社

と
な
り
無
配
当
の
た
め
信
用
は
失
墜
し
株
価
は
低
落
し
、
融
資
は
困
難
と

な
り
、
会
社
経
営
は
混
乱
に
陥
る
。
こ
こ
に
救
済
策
と
し
て
損
失
が
繰
越

さ
れ
る
理
由
が
あ
る
と
思
う
。
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税
法
と
企
業
会
計
原
則
と
の
調
整
に
関
す
る
意
見
書
に
関
す
る
若
干
の
問
題
点

　
税
務
的
に
見
る
も
か
く
の
如
く
損
失
の
繰
越
を
行
え
ば
税
収
も
平
均
化

き
れ
、
財
政
上
有
利
で
あ
り
既
に
青
色
申
告
法
人
に
欠
損
金
の
繰
越
も
認

め
ら
れ
て
い
る
現
在
、
街
更
認
め
ら
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
意
見
書
の
「
特
定
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ
ス
」
と
は
何
か
。
天
災
そ
の
他

の
臨
時
損
失
を
含
め
て
解
さ
な
け
れ
ば
本
条
項
の
意
味
が
な
い
と
思
う
。

五
　
む
　
す
　
び

　
以
上
、
実
務
的
観
点
よ
り
「
税
法
と
会
計
原
則
と
の
調
整
に
関
す
る
意

見
書
」
に
つ
い
て
若
干
の
問
題
点
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
既
に
各
方
面

よ
り
数
々
の
秀
れ
た
批
判
論
文
が
出
て
お
り
蛇
足
を
加
え
る
も
の
で
は
あ

る
が
、
税
法
、
会
計
原
則
と
も
に
そ
の
適
用
す
べ
き
母
体
は
会
計
実
践
で

あ
り
、
実
務
的
批
判
の
声
も
大
い
に
叫
ば
れ
て
然
る
べ
き
も
の
と
思
い
敢

て
こ
弐
に
一
三
を
草
し
た
次
第
で
あ
る
。
不
勉
強
の
た
め
そ
の
批
判
の
あ

た
ら
ざ
る
と
こ
ろ
、
幾
多
の
誤
解
、
三
二
を
犯
し
て
い
る
こ
と
を
惧
れ
る

・
も
の
で
あ
る
。
何
等
か
の
機
会
に
お
い
て
大
方
諸
賢
の
御
教
示
を
得
ば
幸

と
思
う
の
で
あ
る
Q

　
終
り
に
調
製
意
見
書
の
起
草
が
吾
々
が
念
願
と
す
る
税
法
と
企
業
会
計

の
調
整
に
果
す
役
割
の
大
な
る
こ
と
を
心
か
ら
喜
ぶ
と
と
も
に
起
草
関
係

・
者
諸
賢
の
労
苦
に
対
し
て
深
く
敬
意
を
表
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
新
三
菱
重
工
財
務
課
長
・
会
社
経
理
専
門
委
員
会
委
員
）

渡
　
　
辺

執
　
筆
者
　
紹
介

～

進
－
：
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
教
授

久
保
田
音
二
郎
－
－
神
戸
大
学
経
営
学
部
教
授

戸
　
　
田
　
　
義
　
　
郎
－
－
神
戸
大
学
経
営
学
部
教
授

大
　
塚
　
俊
　
郎
－

古
　
林
　
喜
　
楽
－

米
　
　
花

稔
－

－
神
戸
大
学
経
営
学
部
助
教
授

神
戸
大
学
経
営
学
部

，
．
兼
経
済
経
営
研
究
所
教
授

－
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
助
教
授

能
　
　
勢
　
　
信
　
　
子
・
－
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
助
手
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紹

介

F
・
S
・
プ
レ
イ
著

祉
會
會
計
と
国
民
経
済
に
お
け
る
企
業
部
門

能

勢

信

子

序

　
近
時
、
巨
視
的
経
済
理
論
の
成
果
を
実
証
す
る
国
民
所
得
研
究
の
有
力

な
手
段
と
し
て
、
一
定
期
聞
に
生
じ
た
国
民
所
得
、
国
民
生
産
額
、
　
消

費
、
貯
蓄
、
投
資
等
の
総
体
量
を
測
定
、
表
示
す
る
社
会
会
計
（
の
0
9
艶

蓉
o
o
二
面
ぽ
o
q
）
が
盛
ん
に
唱
導
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
現
在
企
業
経
膏
の
分

野
で
は
、
会
計
技
術
が
一
般
化
さ
れ
、
企
業
の
期
間
的
な
成
果
を
測
定
、

表
示
し
て
居
る
。
し
か
し
国
民
所
得
の
研
究
に
こ
れ
を
役
立
て
よ
う
と
す

る
場
合
、
企
業
の
会
計
技
術
を
直
接
利
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
国
民

経
済
活
動
の
結
果
を
示
す
社
会
会
計
と
し
て
は
、
個
別
会
計
の
与
え
る
資

料
を
経
済
学
的
に
意
味
あ
る
よ
う
に
統
合
・
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら

．
で
あ
る
。

　
プ
レ
イ
の
意
図
は
、
企
業
経
営
セ
ク
タ
ー
（
以
下
企
業
部
門
と
い
う
）

に
社
会
会
計
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
別
会
計
数
値
を
国
民
所
得

，
研
究
に
必
要
な
経
済
量
に
調
整
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
居
る
。
社
会
会

計
の
構
成
、
形
式
に
関
し
て
は
、
已
に
ス
ト
…
ン
（
閃
一
9
ρ
a
ω
け
O
⇔
Φ
）

め
設
定
し
た
も
の
を
採
用
し
こ
れ
を
基
礎
構
造
と
し
て
、
　
（
一
）
経
済
学

者
と
会
計
学
者
が
共
用
し
得
る
が
如
き
勘
定
形
式
の
設
定
、
　
（
二
）
実
質

経
済
量
の
動
き
を
把
握
す
る
た
め
の
発
生
主
義
へ
の
調
整
、
　
（
三
）
固
定

資
産
の
減
価
償
却
に
お
け
る
原
価
・
王
義
的
手
続
の
、
取
替
主
義
的
手
続
き

へ
の
調
整
、
　
（
四
）
評
価
に
さ
い
し
統
一
性
を
保
ち
、
か
つ
数
量
的
変
動

を
確
か
め
る
た
め
の
棚
卸
資
産
評
価
の
調
整
、
　
（
五
）
固
定
資
産
の
統
一

価
値
に
よ
る
再
評
価
、
　
（
六
）
個
別
会
計
技
術
に
よ
れ
ば
表
現
せ
ら
れ
な

い
経
済
量
の
推
定
（
一
日
眉
暮
9
鉱
O
ロ
）
、
　
（
七
）
以
上
の
調
整
を
前
提
し
て

可
能
と
な
る
企
業
部
門
の
総
合
所
得
表
お
よ
び
部
門
バ
ラ
ン
ス
表
の
作
成

を
企
て
Σ
居
る
。
以
下
プ
レ
イ
の
所
説
に
し
た
が
っ
て
梗
概
を
述
べ
る
。

　
　
一
、
基
礎
構
造
と
勘
定
形
式
の
設
定

　
社
会
会
計
体
系
の
構
成
は
、
経
済
理
論
の
定
義
付
け
る
懸
章
を
測
定
表

示
し
得
る
様
に
、
　
（
一
）
経
済
活
動
の
中
に
現
れ
た
取
引
者
を
、
そ
の
性

格
に
応
じ
て
分
類
し
、
　
（
二
）
無
数
の
取
引
を
そ
の
活
動
に
応
℃
て
分
類

す
る
こ
と
を
意
図
し
て
居
る
。
構
成
の
方
向
を
指
示
す
る
も
の
は
経
済
理

論
で
あ
り
、
統
計
技
術
が
之
を
限
定
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
プ
レ
イ
の
用
い
る
社
会
会
計
の
構
成
は
、
U
Φ
臨
ほ
鉱
9
口
彗
三
江
O
曽
の
耳
Ψ

臼
Φ
暮
O
㎞
夢
Φ
Z
鋤
江
O
ロ
舷
H
旨
O
O
臼
Φ
雲
。
旨
創
労
Φ
宣
8
匙
ゴ
畠
δ
に
於
て
ス 一145一

「
社
会
会
計
と
国
民
経
済
に
お
け
る
企
業
部
門
」



「
社
会
会
計
と
国
民
経
済
に
お
け
る
企
業
部
門
」

ト
ー
ン
が
提
供
し
た
構
成
を
採
り
、
こ
れ
を
体
系
の
基
礎
構
造
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
ス
ト
ー
ン
の
設
定
し
た
構
成
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
概
念
に
そ
の

・
ま
』
従
う
も
の
で
あ
る
。
即
ち

　
（
一
）
　
マ
ク
ロ
な
量
と
し
て
の
国
民
所
得
を
五
つ
の
広
い
部
門
、
す
な

幽
わ
ち
（
イ
）
生
産
企
業
、
（
ロ
）
金
融
機
関
、
（
ハ
）
保
険
お
よ
び
社
会
保

障
機
関
、
（
ハ
）
最
終
消
費
者
、
（
ホ
）
対
外
勘
定
、
に
分
ち
、
更
に
之
を

小
部
門
、
す
な
わ
ち
（
イ
）
を
企
業
と
個
人
家
屋
所
有
者
、
（
ロ
）
を
銀

行
業
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
金
融
機
関
、
（
ハ
）
を
保
険
会
社
、
個
人
年
金

墓
金
、
社
会
保
障
基
金
、
　
（
二
）
を
家
計
と
官
公
庁
に
細
分
割
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
う

る
。
こ
の
分
類
基
準
は
、
マ
ク
ロ
な
量
と
し
て
の
国
民
所
得
を
単
に
資
料

う
　
　
も
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も

蒐
集
の
便
宜
の
見
地
か
ら
分
割
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
・
そ
れ
故
、
国
民

所
得
循
環
上
の
特
性
、
た
と
え
ば
生
産
財
産
業
部
門
と
消
費
財
産
業
部
門

め
ご
と
き
素
材
視
点
に
立
つ
部
門
分
割
、
或
は
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
の
い
わ

ゆ
る
構
造
分
析
の
ご
と
き
特
性
は
全
然
持
た
な
い
。
い
わ
ば
「
上
か
ら

・
の
」
分
割
と
い
わ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
次
に
取
引
の
分
類
基
準
と
な
る
勘
定
の
分
割
で
あ
る
が
、
之
も

ケ
イ
ン
ズ
の
三
つ
の
恒
等
式
二
一
O
＋
ご
O
＋
ω
1
1
団
…
H
1
1
ω
に
対
応
す

る
如
く
、
生
産
勘
定
（
O
b
Φ
同
P
酔
　
口
価
四
　
鋤
◎
O
O
ニ
ロ
け
）
、
配
分
勘
定
（
帥
b
b
『
守

づ
二
節
鉱
。
ロ
簿
8
0
嵩
馨
）
、
資
本
勘
定
及
び
蓄
積
勘
定
（
o
鎚
域
け
亀
鋤
8
0
鑑
暮
…

『
Φ
の
O
『
く
①
鋤
0
8
賃
暮
）
に
分
け
る
。
生
産
勘
定
は
一
定
期
間
の
生
産
活
動

・
を
示
す
如
く
生
産
物
の
販
売
に
よ
る
受
領
額
　
（
お
。
①
も
け
）
　
と
未
販
売
晶

の
ス
ト
ッ
ク
（
窪
く
Φ
耳
。
蔓
隔
霞
日
延
銭
。
ロ
）
及
び
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る

要
素
費
用
な
ら
び
に
間
接
税
を
示
し
、
配
分
勘
定
は
、
生
産
勘
定
か
ら
の

生
産
余
剰
と
副
次
収
入
の
合
計
で
あ
る
可
処
分
所
得
及
び
、
こ
れ
に
対
応

・
す
る
配
当
、
所
得
税
お
よ
び
貯
蓄
（
σ
二
の
ヨ
。
の
ω
の
鎚
く
ぎ
ひ
q
）
を
表
現
し
、

・
蓄
積
勘
定
は
、
企
業
の
財
務
取
引
即
ち
新
規
証
券
発
行
に
対
す
る
払
込
、

表
び
新
規
借
入
金
と
、
他
方
こ
れ
ら
に
対
す
る
証
券
購
入
、
債
務
償
還
等

と
の
差
額
を
、
配
分
勘
定
か
ら
の
貯
蓄
と
あ
わ
せ
純
蓄
積
と
し
て
資
本
勘

定
へ
移
転
し
、
新
投
資
に
充
当
せ
し
め
る
。
資
本
勘
定
は
、
こ
の
新
投
資

た
る
固
定
資
産
、
も
し
く
は
棚
郷
資
産
の
形
成
の
ほ
か
、
生
産
費
の
一
部

と
し
て
生
産
勘
定
か
ら
振
替
え
ら
れ
た
減
価
償
却
額
を
以
て
固
定
資
産
の

更
新
に
充
当
す
る
。
か
く
し
て
無
数
の
取
引
は
、
生
産
・
配
分
・
貯
蓄

（
蓄
積
）
。
投
資
の
各
々
に
分
割
、
表
示
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ス
ト
ー
ン
の
設
定
し
た
玉
器
の
方
針
は
、
プ
レ
イ
に
於
て
も
か
わ
り
は

な
い
が
、
彼
の
意
図
の
一
つ
は
「
会
計
学
者
と
経
済
学
者
に
共
に
消
…
化
さ

れ
得
る
ご
と
き
勘
定
形
式
を
確
定
す
る
こ
と
に
あ
る
」
た
め
、
多
少
墓
礎

構
造
の
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ス
ト
ー
ン
の
生
産
勘
定
は
、
営
業
勘
定

と
非
営
業
勘
定
に
二
分
さ
れ
、
資
本
勘
定
と
蓄
積
勘
定
は
統
合
さ
れ
て
滞

留
勘
定
　
（
お
ω
菖
づ
ぴ
q
鋤
o
o
o
塗
筆
）
　
と
置
か
れ
る
。
滞
留
勘
定
な
る
勘
定
は

個
別
会
計
用
法
に
於
て
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
部
門
バ
ラ
ン
ス
表
に

お
け
る
総
資
産
の
期
間
的
変
動
を
示
す
勘
定
で
あ
る
。
滞
留
勘
定
に
お
い

て
資
産
は
、
長
期
滞
留
的
な
固
定
資
産
部
分
と
、
循
環
的
な
流
通
資
産
部

分
に
分
類
さ
れ
る
。
棚
卸
資
産
、
短
期
債
権
、
現
金
は
流
通
資
産
部
分
に

含
め
ら
れ
、
期
首
期
末
価
格
の
統
一
に
よ
り
そ
の
純
増
減
を
示
す
用
語
に

つ
い
て
も
、
会
計
学
者
に
誤
解
を
生
ぜ
し
め
な
い
様
、
会
計
学
伝
統
の
用

語
で
統
一
し
て
み
る
。
経
済
学
に
お
け
る
資
本
は
、
個
別
会
計
用
法
に
お

け
る
資
本
、
す
な
は
ち
個
々
の
出
資
者
の
貨
幣
的
出
資
額
と
区
別
さ
れ
、

経
済
学
に
お
け
る
投
資
は
、
固
定
資
産
形
成
及
び
棚
卸
資
産
形
成
と
改
め

ら
れ
、
叉
ス
ト
ー
ン
に
お
け
る
受
領
、
支
払
（
肖
Φ
O
①
一
b
戸
　
b
碧
肖
P
O
づ
け
）
は

個
別
会
計
に
お
け
る
発
生
主
義
用
法
に
合
致
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
か
ら
、

・
発
生
せ
る
受
領
お
よ
び
支
払
（
お
。
①
写
三
百
①
ρ
b
節
《
巴
戦
。
②
と
統
一
し
、

こ
の
様
に
統
一
さ
れ
た
術
語
の
も
と
で
プ
レ
イ
の
社
会
会
計
シ
ス
テ
ム
が

示
さ
れ
て
み
る
Q

　
　
二
、
発
生
主
義
へ
の
調
整
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一
定
期
間
の
販
売
高
、
お
よ
び
支
払
高
を
知
る
た
め
に
は
、
実
現
主
義

に
お
け
る
現
金
収
支
に
限
ら
ず
、
期
間
的
に
発
生
し
た
販
売
お
よ
び
支
払

を
確
か
め
る
必
要
が
生
ず
る
。
プ
レ
イ
は
、
謙
臨
醇
ぴ
襟
惑
H
濁
晦
癩
戴

一
濫
憾
臨
諮
＋
濫
血
書
面
戸
二
合
醇
餌
漸
差
糠
潟
紛
掛
任
i
濫
塒
、
蹄
騨
＋

濫
掛
職
麟
　
と
発
生
主
義
へ
の
調
整
を
行
っ
て
居
る
。
即
ち
、
　
（
イ
）
売

上
高
、
購
入
高
に
対
し
右
の
債
権
債
務
調
整
を
、
（
・
）
間
接
税
及
び
支

．
払
保
険
料
に
対
し
未
経
過
部
分
の
雲
霞
的
調
整
を
、
　
（
ハ
）
賃
金
、
俸
給

等
の
要
素
費
用
に
対
し
て
は
未
払
費
用
の
調
整
を
、
　
（
二
）
配
当
支
払
に

つ
い
て
期
間
的
調
整
を
、
　
（
ホ
）
直
接
税
の
未
払
部
分
に
関
し
て
は
引
当

・
金
を
設
定
す
る
等
、
全
面
的
に
調
整
が
行
わ
れ
て
居
る
。

　
　
三
、
固
定
資
産
の
減
価
お
よ
び
陳
腐
化
償
却

　
オ
ル
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
個
別
会
計
技
術
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
減
価
償
却
の

意
味
に
つ
い
て
は
同
著
者
に
よ
る
旨
。
の
霞
Φ
自
Φ
導
o
h
℃
8
津
や
、
S
・

プ
ァ
ブ
リ
カ
ン
ト
の
O
国
℃
騨
巴
o
O
ロ
ω
二
B
b
瓜
O
昌
餌
づ
α
9
。
O
甘
の
け
日
①
⇔
け
に

も
詳
説
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
厳
密
な
経
済
的
費
用
と
し
て
は

疑
は
し
い
の
で
あ
る
。
伝
統
的
な
会
計
学
者
の
念
頭
に
あ
る
も
の
は
常
に

マ
ニ
イ
・
エ
ン
ド
で
あ
り
個
々
の
所
有
者
の
出
資
し
た
貨
幣
資
本
で
あ
つ

で
、
費
用
の
期
間
的
配
分
が
こ
の
線
に
沿
っ
て
な
さ
れ
る
湯
合
、
減
価
償

却
費
の
回
収
は
該
資
産
の
貨
幣
価
額
の
回
双
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
も
の

で
は
な
い
。
か
く
し
て
個
別
会
計
の
減
価
償
却
費
の
算
定
は
、
　
（
イ
）
已

知
で
あ
る
資
産
の
取
得
原
価
、
　
（
ロ
）
当
該
盗
産
の
最
終
処
分
時
に
お
け

る
予
想
価
、
　
（
ハ
）
耐
用
期
間
の
三
要
素
か
ら
計
算
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
か
く
し
て
得
ら
れ
た
減
価
償
却
費
の
総
計
と
し
て
の
名
目
額
が
該
資

産
の
新
し
い
取
得
を
可
能
な
ら
し
め
る
か
ど
う
か
は
疑
は
し
い
。
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
経
済
に
お
い
て
当
該
資
産
の
価
格
が
常
に
取
得
時
点
の
そ
れ
と

一
致
し
て
み
る
保
障
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
N
は
ら
ず
オ
ル

ソ
ド
ッ
ク
ス
の
会
計
技
術
が
取
得
原
価
主
義
に
立
ち
、
い
わ
ば
回
顧
的
方

「
社
会
会
計
と
国
民
経
済
に
お
け
る
企
業
部
門
」

法
に
よ
っ
て
資
産
の
帳
簿
原
価
の
配
布
を
行
ふ
こ
と
は
、
実
体
資
本
の
維

持
の
側
面
か
ら
見
る
と
矛
盾
な
き
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。

　
社
会
会
計
の
要
求
す
る
減
価
お
よ
び
陳
腐
化
償
却
費
は
、
一
期
間
の
固

定
資
産
減
耗
度
を
如
実
に
測
定
し
、
そ
の
配
布
の
集
積
値
が
、
当
該
資
産

の
取
替
を
可
能
に
す
る
が
如
き
費
用
で
あ
る
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
経
済
に

お
い
て
は
、
価
格
変
動
お
よ
び
様
式
意
匠
の
変
動
が
不
断
に
生
じ
る
が
、

こ
の
変
動
を
予
想
し
い
わ
ば
未
来
展
望
的
方
法
に
よ
っ
て
、
当
該
資
産
と

同
等
な
資
産
の
取
替
費
用
を
算
定
し
て
、
社
会
的
総
資
本
の
実
体
維
持
を

は
か
る
こ
と
が
、
社
会
会
計
に
お
け
る
減
価
償
却
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
通
常
の
取
得
原
価
に
も
と
つ
く
減
価
お
よ
び
陳
腐
化
償
却
費
に
対

し
、
取
替
主
義
（
O
ロ
讐
Φ
暮
同
⑦
O
寅
。
Φ
臼
①
結
び
凶
の
δ
）
か
ら
の
調
整
が
加

え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
計
上
さ
れ
た
減
価
償
却
な
ら
び
に
陳

腐
化
償
却
費
用
は
、
当
期
の
営
業
費
用
と
し
て
営
業
勘
定
に
借
方
記
入
せ

ら
れ
る
。
な
ほ
、
個
別
会
計
に
於
て
も
、
貨
…
幣
価
値
変
動
に
注
目
し
、
適

宜
積
立
金
を
設
け
、
減
価
償
却
引
当
金
と
合
わ
せ
、
資
産
再
調
達
に
充
て

る
こ
と
も
行
は
れ
る
が
、
そ
れ
は
基
本
と
し
て
は
や
は
牲
原
価
主
義
の
上

に
立
っ
て
る
る
の
で
あ
る
。
か
つ
、
積
立
金
で
取
替
費
用
の
不
足
を
調
整

す
る
場
合
、
正
確
な
所
得
、
或
は
貯
蓄
の
測
定
が
行
は
れ
難
い
。
、
営
業
費

用
と
し
て
正
確
に
計
上
せ
ら
れ
た
減
価
お
よ
び
陳
腐
化
償
却
費
は
、
資
産

減
価
の
実
物
的
な
尺
度
で
あ
り
、
所
得
の
正
確
な
測
定
を
可
能
に
す
る
。

ま
た
、
現
在
価
値
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
た
め
、
集
計
が
可
能
で
あ
る
。

た
黛
し
、
こ
の
現
在
価
値
を
具
体
的
に
何
に
求
め
る
か
は
示
さ
れ
て
み
な

い
。
　
な
ほ
減
耗
（
α
Φ
冨
O
銘
。
昌
）
　
は
プ
レ
イ
に
反
て
は
除
外
さ
れ
て
み
る
。

天
然
資
源
の
減
耗
は
、
固
定
資
産
等
の
任
意
可
増
財
の
減
耗
と
異
り
、
之

に
対
し
引
当
金
を
設
け
て
も
、
そ
れ
に
見
合
う
べ
き
実
物
は
取
得
し
得

ず
、
国
民
資
本
の
減
小
を
意
味
す
る
の
み
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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「
社
会
会
計
と
国
民
経
済
に
お
け
る
企
業
部
門
」

　
　
四
、
棚
卸
資
産
の
評
価
に
関
す
る
調
整

　
総
合
所
得
表
を
作
る
場
合
、
個
々
の
表
の
評
価
方
法
が
異
り
評
価
基
準

と
な
る
価
格
の
貨
幣
価
値
が
喰
ひ
ち
が
ふ
場
合
、
そ
の
総
計
は
意
味
を
も

た
な
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
棚
釦
・
資
産
の
正
確
な
評
価
に
よ
り
、

・
未
販
売
の
ス
ト
ッ
ク
即
ち
棚
卸
資
産
形
成
と
、
資
本
消
費
を
測
定
す
る
た

・
め
に
、
企
業
の
棚
卸
資
産
を
期
首
価
絡
で
統
一
す
る
か
、
も
し
く
は
冨
曾

6
0
ω
け
で
統
一
し
、
正
確
な
数
量
変
化
を
捕
捉
す
る
。
し
か
し
固
定
資
産

で
述
べ
た
如
く
、
実
体
維
持
原
則
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、
ラ
ス
ト
コ
ス
ト

に
よ
る
統
一
的
な
計
算
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
と
プ
レ
イ
は
述
べ
て
い

る
。
　
　
五
、
固
定
資
産
の
再
評
価

　
国
民
資
本
の
如
き
総
体
量
を
見
出
す
際
、
主
た
る
困
難
は
、
個
馴
会
計

め
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
統
合
す
る
こ
と
に
あ
る
。
前
項
に
於
て
も
述
べ
た

．
如
く
、
統
合
さ
れ
た
部
門
バ
ラ
ン
ス
表
を
作
る
場
合
、
そ
の
構
成
項
目
は

両
一
の
評
価
基
準
で
な
さ
れ
た
集
計
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す

る
。
個
別
会
計
の
原
価
主
義
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
り
作
ら
れ
た
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
は
、
個
々
の
取
得
原
価
に
お
い
て
鉱
産
が
表
現
さ
れ
て
居
り

と
れ
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
自
体
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。

　
げ
Φ
8
8
み
。
臼
b
o
同
巴
　
な
か
逼
る
価
額
を
集
計
す
る
た
め
に
は
個
馴
会

．
計
的
表
現
を
廃
し
、
セ
ク
タ
ー
全
般
に
わ
た
る
統
一
的
な
基
準
を
用
い
る

必
要
が
生
ず
る
。
プ
レ
イ
は
、
時
価
主
義
に
よ
る
か
、
個
々
の
資
産
の
各

年
度
に
お
け
る
取
得
原
価
に
対
し
、
適
当
な
一
般
も
し
く
は
個
騎
物
価
指

数
に
よ
っ
て
修
正
す
る
こ
と
を
説
い
て
み
る
が
、
い
つ
れ
に
よ
る
も
の
が

．
妥
当
で
あ
る
か
、
叉
各
種
資
産
の
貨
幣
価
値
変
動
度
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と

・
す
る
分
類
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
み
な
い
。

　
　
六
、
推
定
す
べ
き
経
済
諸
量
の
測
定

　
・
社
会
会
計
の
要
求
す
る
経
済
量
は
、
財
貨
又
は
、
用
役
の
正
確
な
給

付
、
反
対
給
付
の
推
定
値
で
あ
り
、
個
別
会
計
数
値
を
吟
味
し
て
、
正
確

な
総
体
量
を
示
す
よ
う
推
定
が
加
え
ら
れ
る
。
ブ
ソ
イ
は
こ
の
推
定
の
例

と
し
て
、
銀
行
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
へ
の
附
加
費
用
の
説
定
を
あ
げ
て
み
る
。

銀
行
が
個
人
又
は
企
業
に
対
し
預
金
勘
定
を
設
定
す
る
場
合
、
こ
の
サ
ー

ヴ
ィ
ス
の
対
価
は
利
用
者
に
よ
っ
て
正
確
に
支
払
は
れ
て
る
な
い
。
即

ち
、
か
N
る
費
用
は
一
部
利
子
に
入
っ
て
み
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
正
確

に
は
不
明
で
、
国
民
所
得
を
不
当
に
評
価
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
故
に
、

推
定
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
取
扱
は
、
　
（
一
）
保
険
業
者
の
与
え

る
サ
ー
ヅ
ィ
ス
、
　
（
二
）
叉
、
賃
金
俸
給
支
払
に
お
い
て
な
さ
れ
た
現
物

給
与
、
　
（
三
）
作
業
衣
道
具
等
の
生
産
手
段
を
労
務
者
食
担
と
な
っ
て
み

る
場
合
の
如
き
調
整
に
対
し
て
も
行
わ
れ
て
み
る
。

　
こ
の
外
、
国
債
利
子
は
非
生
産
的
性
格
を
も
つ
こ
と
か
ら
移
転
支
払
と

し
て
そ
の
収
入
及
び
支
払
の
相
殺
が
行
は
れ
る
。

　
以
上
は
プ
レ
イ
の
署
書
の
梗
概
で
あ
る
が
彼
の
目
指
す
「
経
済
学
者
の

概
念
と
訓
練
さ
れ
た
会
計
士
の
技
術
の
調
和
の
た
め
の
試
み
」
は
社
会
会

計
と
個
別
会
計
を
近
づ
け
、
両
者
間
に
横
た
わ
る
問
題
を
整
理
統
一
す
る

第
一
次
的
な
接
近
と
し
て
、
応
用
経
済
学
に
一
つ
の
稔
り
を
与
え
た
も
の

と
云
え
よ
う
。
た
召
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
第
一
次
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

っ
て
闘
題
は
之
で
終
る
も
の
で
は
な
い
Q
先
づ
、
プ
レ
イ
な
い
し
ス
ト
ー

ン
の
背
景
と
な
っ
て
み
る
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
の
マ
ク
ロ
な
概
念
が
、
国
民

所
得
を
構
造
的
に
把
握
す
る
の
に
充
分
で
あ
る
か
ど
う
か
黛
反
省
さ
る
べ

き
で
あ
る
。
な
ほ
、
レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
を
中
心
と
す
る
構
造
分
析
、
及
び

経
済
学
の
い
わ
ゆ
る
餌
σ
q
σ
q
『
①
ぴ
q
舞
δ
コ
等
の
問
題
意
識
と
．
は
程
遠
い
社
会

会
計
研
究
の
現
状
を
担
え
る
と
、
問
題
は
樹
、
今
後
に
山
積
し
て
み
る
と

い
え
よ
う
。
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調

杏

資
産
再
評
債
事
情
に
幽
す
る

調
査
報
告経

管
経
理
研
究
室

　
こ
の
報
告
は
、
神
戸
大
学
生
済
経
営
研
究
所
経
営
経
理
研
究
室
が
行
っ

た
「
資
産
再
評
価
事
情
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
を
整
理
集
計
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
教
授
渡
辺
進
、
助
手
増
崎
宗
弘
、
鈴
木
和
蔵
、
能
勢
信
子
、

技
官
難
波
恒
治
郎
の
協
労
に
成
る
も
の
で
あ
る
。

一、

ｲ
査
の
経
過

，
こ
の
調
査
は
「
会
社
年
鑑
」
（
山
一
証
券
株
式
会
社
発
行
昭
和
二
六
年
版
）

所
載
の
わ
が
国
主
要
会
社
約
八
三
〇
社
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
た
め
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
会
社
が
比
較
的
大
規
模
な
し
か
も
上

場
会
社
の
み
に
限
定
せ
ら
れ
、
小
規
模
の
会
社
が
除
外
せ
ら
れ
る
こ
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

な
っ
た
が
、
労
費
の
関
係
上
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
（
註
）
　
国
税
庁
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
再
評
価
実
施
の
申
告
を
行
っ
た
も

　
　
の
三
〇
、
三
二
七
祉
、
不
再
評
価
の
申
告
を
行
っ
た
も
の
二
二
五
、
七
八
六

　
　
社
、
従
っ
て
再
評
価
に
つ
い
て
申
告
し
た
会
社
数
は
一
六
六
、
一
一
三
社
と

　
　
な
っ
て
い
る
（
昭
二
五
年
一
〇
月
末
）
。

　
昭
和
二
六
年
一
月
二
五
日
、
調
査
票
を
前
記
八
三
〇
社
に
対
し
て
発
し

た
。
　
（
調
査
票
の
形
式
は
附
表
の
部
に
示
さ
れ
て
い
る
。
）

　
三
月
一
日
、
未
回
答
の
会
社
に
宛
て
て
、
督
促
状
を
発
し
、
そ
の
結
果
v

三
月
一
五
日
興
に
、
三
四
五
社
か
ら
回
答
を
得
た
。
　
（
回
答
率
四
一
％
）

回
答
会
社
の
内
訳
を
資
本
金
別
な
ら
び
に
業
種
別
に
示
せ
ば
附
表
第
1
表

　
　
　
　
（
註
）

の
通
り
で
あ
る
。

　
（
註
）
　
保
険
会
社
九
社
に
．
つ
い
て
ば
、
そ
の
資
本
構
成
が
通
常
の
株
式
会
杜
と

　
　
異
り
（
殊
に
生
命
保
険
会
社
六
社
は
相
互
会
社
と
し
て
、
そ
の
資
本
を
独
自

　
　
の
基
金
制
度
に
よ
っ
て
い
る
）
、
資
本
金
別
区
分
に
よ
り
他
の
企
業
と
合
体
す

　
　
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
保
険
会
社
型
杜
に
つ
い
て
は
、
資

　
　
本
金
別
区
分
を
行
わ
な
か
っ
た
。
照
会
会
社
中
、
全
然
第
一
次
再
評
価
を
行

　
　
わ
な
か
っ
た
会
杜
は
四
四
社
で
あ
る
。

二
、
資
産
再
評
価
の
明
細
な
ら
び
に
償
却
費
の
変
化

　
1
　
資
本
金
別

　
第
2
表
A
－
D
は
再
評
価
を
全
然
行
わ
な
か
っ
た
会
社
と
保
険
会
社
を
．

除
く
回
答
会
社
二
九
二
社
に
つ
い
て
、
資
本
金
別
に
資
産
再
評
価
の
明
細

な
ら
び
に
償
却
費
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

（
a
）
資
産
種
類
別
（
さ
ら
に
再
評
価
を
行
っ
た
も
の
と
行
わ
な
か
つ
撫
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も
の
と
に
分
つ
）
に
、
帳
簿
価
額
、
再
評
価
限
度
額
、
再
評
価
額
、
再
評

価
後
の
帳
簿
価
額
、
再
評
価
差
額
を
集
計
表
示
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、

必
要
な
る
比
率
を
算
出
し
た
表
と

（
b
）
同
じ
く
二
九
二
社
に
つ
き
、
資
本
金
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
再
評
価

前
お
よ
び
再
評
価
後
の
償
却
費
年
額
を
集
計
表
示
し
、
両
者
の
変
化
の
度

合
を
算
出
し
た
表
と
か
ら
な
る
。

　
こ
の
場
合
、
帳
簿
価
額
と
は
再
評
価
前
の
帳
簿
価
額
を
い
N
、
再
評
価

限
度
額
と
は
、
陳
腐
化
等
の
事
由
を
考
慮
し
て
資
産
再
評
価
法
に
定
め
ら

れ
た
と
こ
ろ
の
、
再
評
価
限
度
額
を
い
う
。
再
評
価
後
の
帳
簿
価
額
と
は

再
評
価
額
と
再
評
価
を
行
わ
な
か
っ
た
資
産
の
帳
簿
価
額
と
の
合
計
額
で

あ
る
。

　
次
に
比
率
に
つ
い
て
い
え
ば
、
旦
A
は
再
評
価
を
行
っ
た
資
産
に
つ

い
て
の
再
評
価
倍
率
で
あ
り
、
旦
B
は
再
評
価
を
行
わ
な
か
っ
た
資
産

を
も
含
む
総
資
産
に
つ
い
て
の
再
評
価
倍
率
で
あ
る
。
E
…
C
は
再
評
価

を
行
っ
た
資
産
に
つ
い
て
法
定
再
評
価
限
度
額
の
幾
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
再

評
価
が
行
わ
れ
た
か
を
示
し
、
F
一
D
は
同
様
の
割
合
を
再
評
価
を
行
わ

な
か
っ
た
資
産
を
も
含
む
総
資
産
に
つ
い
て
示
す
。

償
却
費
の
再
評
価
前
と
再
評
価
後
の
変
化
を
示
す
次
掲
第
2
表
下
段
の
数

字
に
つ
い
て
は
、
再
評
価
の
前
後
に
お
け
る
償
却
方
法
の
変
更
を
無
視
し

（
註
）

た
。　
第
3
表
は
第
2
表
の
総
括
表
で
あ
る
。

　
（
註
）
　
再
評
価
前
と
再
評
価
後
に
お
い
て
償
却
計
算
法
を
変
更
（
定
率
法
よ
り

　
　
定
額
法
へ
）
し
た
会
社
は
、
回
答
会
社
中
二
祉
（
資
本
金
区
分
A
お
よ
び
C

　
　
に
そ
れ
ぞ
れ
一
社
）
に
止
っ
て
い
る
。

　
　
　
な
お
、
前
記
二
九
二
社
・
甲
、
償
却
費
年
額
に
つ
い
て
記
載
な
き
回
答
が
三

　
　
社
あ
り
、
こ
れ
も
除
外
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
第
2
表
A
l
D
の
要
約
表
た
る
第
4
表
A
は
第
2
表
各
葉
に
お
け
る 旦

A
、
F
［
B
、
E
一
C
、
　
お
よ
び
F
一
D
の
諸
比
率
と
、
A
、
B
、
C
、
D
、
、

E
お
よ
び
F
の
実
数
を
回
答
数
で
除
し
た
数
値
を
一
表
に
黒
め
た
も
の
で

あ
り
、
第
4
表
B
は
、
償
却
費
の
変
化
を
示
す
旦
A
の
比
率
と
、
A
お
よ

び
B
の
実
数
を
回
答
数
で
除
し
た
数
値
を
一
表
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
再
評
価
の
対
象
と
な
っ
た
資
産
の
う
ち
大
な
る
比
重
を
示
す

「
機
械
装
置
そ
の
他
有
形
減
価
償
却
資
産
」
な
ら
び
に
「
建
物
」
に
つ
い

て
み
る
。
そ
こ
に
お
い
て
我
々
は
、
再
評
価
後
の
帳
簿
価
額
が
再
評
価
限

度
額
に
対
す
る
割
合
（
旦
D
）
が
「
機
械
装
置
そ
の
他
有
形
減
価
償
却
資

産
」
に
あ
り
て
は
、
資
本
金
区
分
の
大
な
る
に
従
い
、
六
二
・
二
、
六
三

・
四
、
七
四
・
七
そ
し
て
七
七
・
二
と
漸
増
し
、
ま
た
「
建
物
」
に
お
い

て
も
四
二
・
四
よ
り
七
〇
・
七
へ
と
著
増
し
て
い
る
こ
と
を
容
易
に
看
取

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
資
本
の
大
な
る
会
社
ほ
ど
、
再
評
価

限
度
額
に
近
い
再
評
価
を
な
し
得
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
心
に
示
す

他
の
各
比
率
（
旦
八
、
旦
B
、
旦
C
）
に
つ
い
て
も
ほ
黛
同
様
の
傾
向
が

み
ら
れ
る
。
以
上
の
資
産
以
外
の
資
産
を
含
む
合
計
欄
に
お
け
る
各
比
率

も
ま
た
資
本
金
区
分
の
大
と
な
る
に
従
い
、
ほ
黛
漸
増
の
傾
向
を
示
し
て

い
る
。

　
再
評
価
の
前
後
に
お
け
る
償
却
費
年
額
の
変
化
（
B
一
A
）
も
、
資
本
金

の
大
と
な
る
に
従
い
、
二
・
四
七
、
二
・
九
四
、
四
・
〇
五
お
よ
び
三
・

三
八
と
な
っ
て
い
る
。

　
皿
　
業
　
種
　
別

　
第
5
表
A
－
X
は
再
評
価
を
全
然
行
わ
な
か
っ
た
会
社
を
除
き
、
回
答

会
社
三
〇
一
社
に
つ
い
て
、
業
種
別
に
再
評
価
の
明
細
な
ら
び
に
償
却
費

の
変
動
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
各
表
作
成
の
手
続
お
よ
び
各
金
額
な
ら
び

に
数
値
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
「
1
　
資
本
金
別
」
に
お
け
る
場
合
に
準
ず

（
註
）

る
。　
い
づ
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
第
5
表
（
慈
雨
X
を
除
く
）
を
総
括
す
れ
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ば
第
3
表
と
な
る
Q

　
（
註
）
　
再
評
価
の
前
後
に
お
け
る
償
却
費
の
変
化
を
み
る
場
合
、
再
評
価
前
と

　
　
後
に
お
け
る
償
却
方
法
に
変
化
が
あ
っ
た
か
否
か
が
問
題
と
な
る
が
、
既
述

　
　
の
如
く
再
評
価
前
と
再
評
価
後
に
お
い
て
償
却
計
算
法
を
変
更
し
た
会
社
は
、

　
　
回
答
会
社
二
社
（
化
学
工
業
・
貿
易
商
事
に
そ
れ
ぞ
れ
一
社
）
に
止
る
の
で

　
　
こ
れ
を
無
視
し
た
。

　
第
6
表
A
は
第
5
表
A
l
X
各
葉
に
お
け
る
旦
A
、
F
一
B
、
E
｝
C
お

よ
び
F
一
D
の
諸
比
率
と
、
A
、
B
、
C
、
D
、
E
お
よ
び
F
の
実
数
を
回

答
数
で
除
し
た
数
値
を
一
表
に
纏
め
た
も
の
で
あ
り
、
第
6
表
B
は
償
却

費
の
変
怪
を
示
す
B
一
A
の
比
率
と
、
A
お
よ
び
B
の
実
数
を
回
答
数
で
除

し
た
数
値
を
一
表
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
再
評
価
を
行
っ
た
資
産
に
関
す
る
再
評
価
倍
率
（
旦
A
）
を
み

れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

　
そ
の
大
な
る
比
率
を
示
す
業
種
は
、
製
紙
パ
ル
プ
（
二
四
倍
）
そ
の
他

（
二
三
倍
）
建
設
（
二
一
倍
）
倉
庫
（
二
〇
倍
）
鉄
鋼
（
一
九
倍
）
電
機

電
線
（
一
三
倍
）
金
融
（
一
二
倍
）
車
輌
（
一
一
倍
強
）
軽
金
属
非
鉄
金

属
（
一
一
倍
弱
）
造
船
・
繊
維
工
業
（
い
つ
れ
も
九
倍
）
で
あ
り
、

　
小
な
る
比
率
を
示
す
業
種
は
、
海
運
（
三
倍
）
鉱
業
（
四
倍
弱
）
興
業
観

光
（
四
倍
強
）
食
品
醸
造
・
ゴ
ム
皮
革
（
い
つ
れ
も
五
倍
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
註
）
「
そ
の
他
」
の
業
種
と
は
文
具
製
造
業
、
雑
品
製
造
業
の
そ
れ
ぞ
れ
一
社

　
　
で
あ
る
。

　
再
評
価
を
行
わ
な
か
っ
た
資
産
を
も
含
む
再
評
価
倍
率
（
F
百
）
を
み

れ
ば
　
そ
の
大
な
る
比
率
を
示
す
業
種
ぱ
、
そ
の
他
（
一
二
倍
）
建
設
（
一
〇

倍
）
鉄
鋼
・
製
紙
パ
ル
プ
（
何
れ
も
七
倍
強
）
倉
庫
・
繊
維
工
業
（
い
つ

れ
も
七
倍
弱
）
電
気
瓦
斯
・
電
機
電
線
（
い
つ
れ
も
五
倍
強
）
諸
機
械
・

造
船
（
い
つ
れ
も
五
倍
弱
）
で
あ
り
、

　
　
　
資
産
再
評
価
事
情
に
関
す
る
調
査
報
告

　
小
な
る
比
率
を
示
す
業
種
は
、
保
険
（
一
・
三
倍
）
鉱
業
・
海
運
（
い

つ
れ
も
二
倍
弱
）
鉄
道
運
輸
・
金
融
・
ゴ
ム
皮
革
（
い
つ
れ
も
三
倍
強
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
再
評
価
を
行
っ
た
資
産
に
つ
き
、
そ
の
再
評
価
額
が
そ
れ
ぞ
れ
の
再
評

価
限
度
額
に
対
す
る
割
合
（
旦
C
）
を
み
れ
ば
、

　
そ
の
大
な
る
割
合
を
示
す
業
種
は
、
そ
の
他
（
九
九
％
）
繊
維
工
業

（
九
五
％
）
興
業
観
光
（
八
五
％
）
製
紙
パ
ル
プ
・
鉄
鋼
（
い
つ
れ
も
八

四
％
）
食
品
醸
造
（
八
二
％
）
鉄
道
運
輸
・
医
薬
品
塗
料
（
い
ず
れ
も
八

一
％
）
窯
業
セ
メ
ン
ト
・
電
気
瓦
斯
（
い
ず
れ
も
七
八
％
）
で
あ
り
、

　
小
な
る
割
合
を
示
す
業
種
は
、
造
艦
（
二
八
％
）
建
、
訊
（
三
七
％
）

保
険
（
四
四
％
）
軽
金
属
・
貿
易
商
事
（
い
つ
れ
も
四
五
％
）
と
な
っ
て

い
る
。

　
再
評
価
を
行
わ
な
か
っ
た
資
産
を
も
含
む
再
評
価
後
の
帳
簿
価
額
が
そ

れ
ぞ
れ
の
再
評
価
限
度
額
に
対
す
る
割
合
（
F
∬
）
を
み
れ
ば
、

　
そ
の
大
な
る
割
合
を
占
め
る
業
種
は
、
繊
維
工
業
（
九
〇
％
）
製
紙
パ

ル
プ
（
八
五
％
）
そ
の
他
（
八
三
％
）
興
業
観
光
（
七
六
％
）
食
品
醸
造

（
七
五
％
）
電
気
瓦
斯
（
七
二
％
）
医
薬
品
塗
料
・
鉄
道
運
輸
（
い
つ
れ

も
七
一
％
）
鉱
業
（
六
九
％
）
保
険
・
鉄
鋼
（
六
八
％
）
で
あ
り
、

　
小
な
る
割
合
を
示
す
業
種
は
造
船
（
二
八
％
）
建
設
（
三
〇
％
）
貿
易

商
事
（
三
八
％
）
軽
金
属
非
鉄
金
属
（
三
九
％
）
諸
機
械
（
四
五
％
）
と

な
っ
て
い
る
。

　
第
6
表
B
に
よ
っ
て
、
再
評
価
に
よ
る
償
却
（
費
）
の
変
化
を
示
す
倍
率

（
B
一
A
）
を
み
れ
ば
、

　
再
評
価
後
、
償
却
費
年
額
が
再
評
価
前
に
対
し
大
な
る
倍
率
を
示
す
業

種
は
、
そ
の
他
（
九
。
六
倍
）
製
紙
パ
ル
プ
（
八
・
三
倍
）
鉄
鋼
（
七
9

三
倍
）
繊
維
工
業
（
六
・
一
倍
）
建
設
・
電
気
瓦
斯
（
い
つ
れ
も
四
・
九

倍
）
．
電
機
電
線
（
四
・
七
倍
）
諸
機
械
（
四
倍
）
造
船
（
三
・
七
倍
）
医
－
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薬
口
出
塗
｛
料
旧
（
三
・
六
倍
）
　
で
あ
り
、

　
小
な
る
倍
率
を
示
す
業
種
は
、
保
険
（
一
。
六
倍
）
海
運
（
一
・
七
倍
）

貿
易
商
事
（
一
。
八
倍
）
鉱
業
（
二
倍
）
金
融
（
二
・
三
倍
）
と
な
っ
て

い
る
。
　
皿
社
数
　
別

　
第
7
表
及
び
第
8
表
は
調
査
票
第
一
票
に
つ
き
、
F
一
B
、
F
一
D
の
比
率

に
つ
い
て
、
回
答
あ
り
た
る
里
数
を
倍
数
区
分
（
ま
た
は
パ
ー
セ
ン
ト
区

分
）
ご
と
に
配
分
し
業
種
別
及
び
資
本
金
騎
に
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
9
表
は
再
評
価
後
の
償
却
費
年
額
が
再
評
価
前
の
そ
れ
に
対
す
る
倍
率

（
B
一
A
）
に
関
し
て
、
業
種
別
及
び
資
本
金
別
に
社
数
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
三
、
再
評
価
実
施
事
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
第
1
0
表
及
び
第
1
1
表
は
第
一
次
再
評
価
を
全
撚
行
わ
ず
、
ま
た
は
限
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
）

額
ま
で
行
わ
な
か
っ
た
会
社
に
関
し
て
、
何
故
に
再
評
価
を
全
然
行
わ
ず
、

ま
た
は
限
度
額
ま
で
行
わ
な
か
っ
た
か
の
理
由
を
問
い
、
そ
の
結
果
を
整

理
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
（
調
査
票
第
三
票
参
照
）

　
（
1
）
　
再
評
価
を
全
然
行
わ
な
か
っ
た
会
社
四
四
社
中
、
調
査
票
第
三
表
に
対

　
　
し
て
回
答
な
き
二
五
社
は
、
こ
れ
を
除
い
た
。

　
（
2
）
　
再
評
価
後
の
帳
簿
価
額
が
再
評
価
限
度
額
の
虚
聞
○
％
以
上
に
達
す
る

　
　
会
社
中
、
七
三
社
か
ら
は
、
調
査
票
第
三
票
の
返
送
が
な
か
っ
た
た
め
そ
れ

　
　
に
つ
い
て
は
集
計
が
で
き
な
か
っ
た
。
、

　
本
項
の
調
査
に
際
し
て
は
、
調
査
票
第
三
票
に
お
い
て
「
貴
社
で
は
次

の
う
ち
何
れ
の
理
工
に
よ
っ
て
限
度
一
杯
迄
の
再
評
価
を
実
施
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
す
か
」
と
い
う
間
を
掲
げ
、
予
想
し
得
る
回
答
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
グ
ル
ー
プ
別
に
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
重
要
度
に
応
ず
る

順
位
番
号
を
記
入
す
る
と
と
も
に
、
各
グ
ル
ー
プ
内
の
該
当
項
目
に
O
印

を
附
す
る
こ
と
を
求
め
る
方
式
を
採
用
し
た
。
第
1
0
表
は
再
評
価
を
全
然

行
わ
ず
、
叉
は
行
っ
た
と
し
て
も
限
度
額
奉
行
わ
な
か
っ
た
理
由
に
関
す

る
、
グ
ル
ー
プ
単
位
の
重
要
度
を
示
す
表
で
あ
る
（
但
し
業
種
別
）
。
　
表
．

中
、
1
は
重
要
度
が
第
一
位
、
皿
は
第
二
位
、
皿
は
第
三
位
、
皿
は
第
四
．

位
以
下
で
あ
る
こ
と
を
現
わ
す
。

　
第
1
0
表
に
つ
き
、
一
応
、
附
せ
ら
れ
た
る
重
要
度
を
無
視
し
て
グ
ル
ー

プ
別
に
回
答
社
数
合
計
を
求
め
、
そ
の
大
な
る
も
の
の
順
序
に
列
挙
す
れ

ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

法再そ時再資固収
令評の　評本無
手空音価価構資益

蟻の関蹴灘
関関関　関関関
係係係係係係係係

一
九
一

一
三
八

＝
一
四
八
九
七
二
四
九
四
〇

　
一
八

　
次
に
重
要
度
を
第
一
位
と
せ
る
も
の
に
つ
い
て
の
み
社
数
合
計
を
求
め
そ

の
大
な
る
も
の
の
順
序
に
掲
ぐ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

こ

れ法再そ男時固資収
讐令評の評定本
つ手摺他価価資構益

隔税蟻鹸成立
謹関関関関関関
道端係係箋注係係係

一
四
七

二
七

　
一
七

　
一
七

　
一
四

　
一
四
　
八
　
三
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資
本
構
成
関
係
、
固
定
資
産
税
関
係
を
重
視
し
た
結
果
、
再
評
価
を
限
度

額
以
下
に
止
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
情
が
判
明
す
る
。
本
調
査
に
お
い

て
、
再
評
価
税
関
係
、
法
令
手
続
関
係
が
案
外
に
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
小
規
模
企
業
が
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
b

　
第
1
1
表
は
第
1
0
表
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
別
理
由
の
、
内
訳
項
目
に
関
す

る
合
計
数
を
示
す
。
但
し
、
同
一
グ
ル
ー
プ
内
に
お
い
て
二
項
目
以
上
に

O
印
を
附
し
た
も
の
は
、
そ
の
全
部
を
集
計
し
た
。
第
1
1
表
に
よ
っ
て
第

一
次
再
評
価
を
阻
害
し
た
原
因
の
明
細
が
明
か
に
な
る
。
但
し
、
こ
の
場

合
、
第
1
1
表
に
お
け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
グ
ル
ー
プ
に
附
せ
ら
れ
た
る

重
要
度
を
掛
回
し
て
考
慮
す
べ
ぎ
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

　
（
註
）
第
1
1
表
に
お
い
て
、
内
訳
項
目
を
示
す
、
a
、
b
、
c
、
d
…
…
9
の

　
　
意
昧
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
、
調
査
票
第
三
票
を
参
照
の
こ
と
。

　
本
葺
1
1
表
に
つ
き
、
重
要
度
を
無
視
し
て
再
評
価
を
阻
害
し
た
原
因
の

内
訳
項
目
を
、
徊
答
数
合
計
の
大
な
る
も
の
よ
り
第
十
位
迄
、
列
挙
す
れ

ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
1
　
再
評
価
を
最
高
限
度
額
ま
で
す
れ
ば
、
固
定
資
産
税
が
高
く
な
っ
て
不
判

　
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二

　
2
　
再
評
価
積
立
金
の
株
式
化
に
伴
い
、
再
評
価
後
に
予
測
さ
れ
る
資
本
構
成

　
関
係
を
考
慮
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

　
3
　
当
社
の
収
益
関
係
が
安
定
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
の
予
想
が
困
難
で
あ
る

　
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七

　
4
　
将
来
の
収
益
の
見
込
よ
り
考
え
て
最
高
限
度
迄
の
再
評
価
を
し
た
の
で
は

　
そ
の
減
価
償
却
費
を
消
化
し
得
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

　
5
　
当
祉
に
お
け
る
固
定
資
産
の
時
価
が
再
評
価
限
度
額
以
下
で
あ
る
六
八

　
6
　
将
来
の
収
益
見
込
よ
り
す
る
減
価
償
却
費
お
よ
び
配
当
－
現
在
の
資
本
金

　
に
対
す
る
一
は
負
担
し
得
る
が
、
再
評
価
積
立
金
を
株
式
化
し
た
場
合
の
配
当

　
　
　
　
資
産
再
評
価
事
情
に
関
す
る
調
査
報
告

　
金
が
窮
屈
に
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三

　
7
　
再
評
価
税
の
納
税
資
金
の
調
達
が
困
難
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
五
五

　
8
　
再
評
価
税
は
再
評
価
後
の
法
人
税
の
軽
減
額
を
以
て
し
て
も
償
い
得
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一

　
9
　
そ
の
他
の
理
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
九

　
1
0
　
戦
時
中
乃
至
戦
後
に
設
備
を
増
設
ま
た
は
更
新
し
た
た
め
に
、
再
評
価
を

　
行
っ
て
も
、
あ
ま
り
、
再
評
価
差
額
が
出
な
い
か
ら
再
評
価
の
労
費
を
省
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

　
第
三
票
中
「
そ
の
他
の
関
係
に
よ
る
」
d
に
間
す
る
回
答
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

　
a
　
土
地
は
償
却
資
産
で
な
い
か
ら
、
再
評
価
し
な
か
っ
た

　
　
　
繊
維
工
業
、
製
紙
パ
ル
プ
、
金
融
各
二
。
鉄
鋼
、
諸
機
械
、
鉄
道
運
輸
、

　
　
　
食
品
醸
造
、
窯
業
飛
雪
y
ト
四
一
。

　
b
　
新
銀
行
法
（
案
）
に
よ
り
営
業
用
不
動
産
の
自
己
資
本
に
対
す
る
割
合
が

　
　
七
〇
％
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
を
予
測
し
た
か
ら
　
　
　
　
　
金
融
　
六

　
c
　
保
険
業
法
（
案
）
に
よ
り
不
動
産
所
有
額
が
総
資
産
の
二
〇
％
に
抑
え
ら

　
　
れ
る
こ
と
を
予
測
し
た
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
　
二

　
d
　
再
評
価
後
の
償
却
費
が
年
聞
の
設
備
更
新
費
に
見
合
う
程
度
に
止
め
た
か

　
　
つ
た
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
機
電
線
、
化
学
工
業
各
一

　
e
　
他
社
、
こ
と
に
同
業
種
の
他
祉
と
の
振
合
い
を
考
え
た
　
化
学
工
業
一

　
f
　
償
却
方
法
の
変
更
に
よ
っ
て
、
限
度
一
杯
ま
で
の
再
評
価
を
し
な
く
て
も
、

　
　
所
期
の
目
的
は
達
し
得
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉱
業
　
一

　
9
　
綜
合
償
却
年
数
が
実
際
の
個
々
の
耐
用
年
数
よ
り
長
き
に
過
ぎ
る
か
ら
、

　
　
再
評
価
に
よ
り
、
償
却
費
の
増
加
と
い
う
効
果
を
さ
し
て
期
待
し
得
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
鋼
　
一

　
h
　
限
度
一
杯
の
再
評
価
を
す
れ
ば
、
税
務
当
局
よ
り
必
ず
些
細
な
点
で
否
認

　
　
さ
れ
、
こ
れ
が
修
正
に
は
一
旦
公
表
し
た
積
立
金
を
修
正
せ
ね
ば
な
ら
な
い
9

　
　
か
x
る
面
倒
を
避
け
る
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貿
易
商
事
　
　
一

　
i
　
再
評
価
に
伴
う
諸
税
関
係
を
考
量
し
た
　
　
　
　
　
　
貿
易
商
事
　

一
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資
産
再
評
価
事
情
に
関
す
る
調
査
報
告

　
」
　
耐
用
年
数
が
長
く
、
か
つ
機
能
的
減
価
の
発
生
予
想
が
大
な
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倉
庫
　
一

　
な
お
、
理
由
の
各
グ
ル
ー
プ
末
尾
の
「
そ
の
他
」
の
理
由
と
し
て
回
答

さ
れ
た
も
の
を
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
収
　
益
　
関
　
係

　
a
　
統
制
撤
廃
後
、
業
界
に
お
け
る
収
益
予
想
が
困
難
で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化
学
工
業
　
二

　
b
　
再
評
価
限
度
額
を
過
去
の
損
失
補
償
可
能
額
に
止
め
た
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
機
電
線
　
二

　
c
　
再
評
価
実
施
当
時
、
業
界
の
復
興
到
来
の
時
期
を
誤
算
し
た
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
機
電
線
　
一

　
d
　
再
評
価
を
限
度
一
杯
に
や
れ
ば
、
社
内
留
保
に
よ
る
資
本
蓄
積
が
難
し
く

　
　
な
る
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ム
皮
革
　
一

　
e
　
契
約
者
に
対
す
る
配
当
が
窮
屈
に
な
る
か
ら
　
　
　
　
　
　
保
険
　
一

　
f
　
予
算
利
廻
り
が
低
下
す
る
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
　
一

　
資
本
構
成
関
係

　
a
　
本
麦
雨
及
工
場
聞
の
資
本
構
成
の
均
衡
を
保
つ
た
め
　
化
学
工
業
　
二

　
b
　
標
準
時
－
昭
和
一
二
年
1
の
資
本
構
成
に
略
々
一
致
せ
し
め
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
機
電
線
　
一

　
　
c
　
限
度
一
杯
の
再
評
価
を
し
た
の
で
は
資
産
お
よ
び
資
本
構
成
の
平
常
化
を

　
　
期
し
得
な
い
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
造
船
　
　
一

　
再
評
価
税
関
係

　
　
a
　
耐
用
年
数
の
長
い
建
物
に
つ
い
て
の
再
評
価
は
、
再
評
価
税
を
払
う
だ
け

　
　
で
損
だ
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
機
械
・
食
品
醸
造
三
一

　
b
　
受
払
利
子
を
考
え
れ
ば
、
法
入
税
の
軽
減
分
を
再
評
価
税
は
殆
ど
相
殺
し

　
　
て
し
ま
う
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
品
醸
造
　
一

　
時
　
価
　
関
　
係

　
　
a
　
最
近
の
取
得
資
産
の
原
価
が
既
に
再
評
価
限
度
額
以
上
で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
機
械
・
電
機
電
線
・
繊
維
工
業
各
一

　
b
　
海
外
新
技
術
の
導
入
に
伴
い
、
現
在
設
備
の
国
際
的
陳
腐
化
を
考
慮
し
た

　
　
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
造
船
　
一

　
　
c
　
軍
需
非
汎
用
設
備
に
つ
い
て
は
特
に
そ
の
経
済
的
減
価
を
見
込
ん
だ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
機
電
線
　
一

　
再
評
価
差
額
関
係

　
　
a
　
単
価
少
額
で
多
種
多
様
の
工
具
器
具
什
器
等
は
そ
の
全
体
と
し
て
の
差
額

　
　
が
少
な
る
故
、
再
評
価
の
計
算
手
数
を
省
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化
学
工
業
　
二
．
　
鉄
道
運
輸
・
金
融
各
一

　
b
　
戦
災
に
よ
り
主
要
帳
簿
を
失
い
、
財
産
税
評
価
当
時
の
価
格
を
算
定
基
準

　
　
と
し
た
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
機
電
線
　
一

　
法
令
手
続
関
係

　
　
a
　
相
互
会
社
に
お
け
る
再
評
価
積
立
金
の
資
本
組
入
れ
の
法
理
が
不
分
明
な

　
　
る
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
　
四

　
b
　
第
二
次
再
評
価
が
昭
和
ご
六
年
に
あ
る
想
定
の
下
に
今
回
は
見
送
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
鋼
　
一

　
　
c
　
株
式
に
つ
い
て
は
そ
の
再
評
価
手
続
が
煩
項
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
行
わ

　
　
な
か
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繊
維
工
業
　
一

　
　
　
　
四
、
土
地
の
再
評
価
実
施
事
情

　
土
地
は
他
の
償
却
性
資
産
と
異
り
、
減
価
償
却
の
対
象
た
り
得
な
い
。

故
に
そ
の
再
評
価
の
範
囲
・
目
的
に
つ
い
て
も
、
他
の
償
却
性
資
産
と
は

自
か
ら
異
っ
た
特
色
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
。
土
地
の
再
評
価
実
施
事
情
を

特
に
独
立
の
調
査
項
目
と
し
た
理
由
で
あ
る
。

　
調
査
票
第
四
票
第
一
問
に
お
い
て
は
再
評
価
の
対
象
と
さ
れ
た
土
地
の

範
囲
を
調
べ
、
こ
れ
を
資
本
別
お
よ
び
業
種
別
に
整
理
集
計
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
第
1
2
表
1
の
A
B
に
纒
め
た
。
又
第
1
2
表
証
の
A
B
に
は
、
土
地
を

再
評
価
し
た
目
的
を
調
査
し
て
、
こ
れ
を
資
本
別
お
よ
び
業
種
別
に
整
理
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集
計
し
て
示
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

　
以
上
の
諸
表
よ
り
、
土
地
の
再
評
価
は
一
般
的
に
は
、
譲
渡
予
定
の
土

地
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
譲
渡
乃
至
売
却
に
お
け
る
法
人
税
額
軽
減
の
目

的
で
行
わ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

五
、
資
産
再
評
価
後
の
適
正
配
当
率
予
想

　
既
述
「
再
評
価
実
施
事
情
」
に
お
い
て
見
た
よ
う
に
、
再
評
価
額
の
決

定
に
は
各
企
業
に
お
け
る
将
来
の
収
益
予
想
が
、
最
重
要
の
決
定
要
件
と

な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
収
益
は
増
加
償
却
費
を
賄
い
且
つ
資
本
に
対
す
る
適
正
な
る
配
当

（
当
該
企
業
が
適
正
と
考
え
る
と
こ
ろ
の
）
を
支
払
う
源
泉
と
し
て
の
収

益
で
あ
る
。
調
査
票
第
五
票
は
各
社
が
そ
の
適
正
配
当
率
を
何
を
基
準
と

し
て
考
え
（
即
ち
再
評
価
積
立
金
の
資
本
組
入
を
老
哀
し
て
い
る
か
ど
う

か
）
ま
た
何
パ
ー
セ
ン
ト
を
適
正
と
考
え
た
か
に
関
す
る
調
査
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

第
1
3
表
は
そ
の
回
答
を
資
本
金
別
、
業
種
別
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
註
）
　
調
査
票
様
式
の
不
備
の
た
め
、
回
答
中
、
a
以
外
の
も
の
は
表
に
纒
め

　
　
得
な
か
っ
た
。
但
し
、
a
を
除
き
、
そ
れ
以
外
の
回
答
は
極
め
て
稀
で
あ
っ

　
　
た
。

　
第
1
3
表
に
よ
っ
て
、
一
応
、
資
本
金
別
、
業
種
別
の
差
異
を
無
視
す
れ

ば
、
適
正
配
当
率
と
予
想
さ
れ
た
順
位
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
一
〇
％
以
上
二
〇
％
未
満
　
　
　
　
　
七
七

　
　
二
〇
％
以
上
三
〇
％
未
満
　
　
　
　
　
四
九

　
　
三
〇
％
以
上
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
　
一
〇
％
未
満
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五

　
し
た
が
っ
て
約
半
数
の
企
業
が
、
現
在
の
資
本
金
に
対
し
一
〇
％
以
上

二
〇
％
未
満
の
配
当
率
を
以
て
適
正
と
老
え
て
、
再
評
価
を
実
施
し
た
こ

と
が
判
明
す
る
。

資
産
再
評
価
事
情
に
関
す
る
調
査
報
告

　
上
述
の
配
当
率
予
想
の
順
位
は
、
資
本
金
恥
に
み
た
場
合
に
も
略
≧
同

様
で
あ
る
。
但
し
、
資
本
金
区
分
が
五
千
万
円
、
一
億
円
、
三
億
円
、
そ

れ
以
上
と
大
に
な
る
に
従
っ
て
、
一
〇
％
以
上
二
〇
％
未
満
の
配
当
率
を

適
正
と
考
え
る
会
社
数
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
社
数
合
計

に
占
め
る
割
合
は
、
五
九
％
、
四
七
％
、
四
六
％
、
三
九
％
で
あ
っ
て
漸

次
減
少
し
、
却
っ
て
二
〇
％
以
上
三
〇
％
未
満
の
配
当
率
を
適
正
と
老
え

る
会
社
の
割
合
が
、
二
四
％
、
二
七
％
、
四
〇
％
、
二
九
％
と
漸
次
、
増

大
し
て
い
る
。
　
（
資
本
金
区
分
三
億
円
以
上
に
お
い
て
急
減
し
て
い
る
が
、

三
〇
％
以
上
を
適
正
配
当
率
と
老
え
る
会
社
数
が
、
資
本
金
一
億
円
以
上

三
億
円
未
満
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
僅
か
四
，
％
な
る
に
対
し
、
三
億
円
以

上
の
会
社
で
は
二
〇
％
と
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
る
。
）

　
こ
の
配
当
率
予
想
を
業
種
別
に
み
れ
ば
、
繊
維
工
業
、
製
紙
パ
ル
プ
、

窯
業
セ
メ
ン
ト
、
貿
易
商
事
、
医
薬
品
塗
料
、
食
品
醸
造
等
の
業
種
で
は
、

二
〇
％
以
上
三
〇
－
％
未
満
の
配
当
率
を
適
正
配
当
率
と
老
え
、
鉄
道
運
輸

等
は
一
〇
％
未
満
の
配
当
率
を
適
正
と
考
え
て
い
た
事
実
が
判
明
す
る
。

六
、
再
評
価
限
度
額
の
調
整
の
有
無

　
凋
査
票
第
五
票
問
2
に
対
す
る
結
果
を
業
種
別
及
び
資
本
金
別
に
整
理

し
た
も
の
が
第
1
4
表
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
資
産
評
価
に
関
す
る
通
達
」
第
四
十
八
号
に
よ
る
再

評
価
限
度
額
の
調
整
ほ
概
ね
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
Q

七
第
二
次
資
産
再
評
価
の
希
望
調
査

　
こ
の
結
果
は
第
1
5
表
A
・
B
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
回
答
数
二
五
五
中
、
第
二
次
再
評
価
を
希
望
す
る
も

の
六
五
（
二
五
％
）
　
に
対
し
、
希
望
し
な
い
も
の
一
五
七
（
六
二
％
）
、

検
討
中
の
も
の
三
三
（
コ
ニ
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
第
二
次
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資
産
再
評
価
事
愛
に
関
す
る
調
査
報
告

再
評
価
を
希
望
し
な
い
も
の
の
う
ち
に
は
第
一
次
の
再
評
価
に
よ
り
既
に

再
評
価
限
度
額
ま
た
は
そ
れ
に
近
き
額
ま
で
再
評
価
を
行
っ
た
企
業
よ
り

の
回
答
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
本
調
査
の
行
わ
れ
た
る
時
期
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

は
、
資
本
金
別
に
み
て
も
、
業
種
別
に
み
て
も
、
第
二
次
資
産
再
評
価
は

あ
ま
り
希
望
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
（
註
）
　
業
種
別
に
み
て
、
こ
れ
が
例
外
を
な
す
業
種
は
、
ゴ
ム
皮
革
、
電
機
電

線
の
二
業
種
で
あ
り
、
希
望
・
不
希
望
の
伯
仲
す
る
業
種
は
、

窯
業
セ
メ
ン
ト
、
金
融
等
で
あ
る
。

鉄
鋼
、
海
運
，

こ
の
研
究
は
昭
和
二
十
六
年
度
交
部
省
試
験
研
究
費
補
助
に
よ
る
研
究
の

一
部
で
あ
る
。
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［璽・
第一粟

社
　
本

　
　
へ

竹
富
資

名
種

資産再評’ ﾂの明細
金＿一立年月＿年＿月
　　　　　　　　　（註1）．

再評便の有無 帳簿償額襲ｾ四肢 再詳便額 撮震鐸麟贋翻 E　l　F　lE　IF
A　I　B　iC　ID

葎詳側を行っ
ｽもの

、二 千丁
E
千円kノ曙 千『 倍 ％

1土　　　地
再評儂を・行わ

ﾈいもの ／ ／ ／計
，　B 「．　　　D／1　，／レ／ ／・

一再評贋を二つ

ﾄもの A c £ ／
2建　　　物 再丁丁を行わ

ﾈいもの ／／／／／／／計 B D／ F／／ ／再詳贋を二つ
Aニもの A C

一　皿　h　．　　一

@E／
皿　　旧　　｝ ．一　一

　機械装置そ
Rの他有形減
@価償却資産

再罰…便を行わ

ﾈいもの ／ ／／ ／／計 B D／ F／／ ／再二二を行っ
ｽもの A C

』　一

@　E／
．　一　L

／ ／
・羅熱血償 再丁丁を行わないもの　、

／／ ／
計 B D／

F

／／ ／再二二を行う

ｽもの
一　　　　A

C E ／ ／｝・鍵盤価
再詐1買を行わ

ﾈいもの ／／／／ ／／計 iBl　　　D

／
F

／／再二二を行っ
ｽもの A C £／・美鯖難事 再評言を行わ
ﾈいもの ／／／／／／計 B D／ F／／ ／　　　　　L　一ﾄ評債を二つ
ﾄもの

一　　　　　．　　一　皿

A．@」
2

／ ／
　　　　　L　　一　　．

E欝繍
再評償を行わないもの

／．／ ／ ／／
計 B D／ F／／ ／再評｛冒を行っ

ｽもの A C τ8． 煤@　　式
再詳償を行わないもの

／／／／／／／計 B D F

／／ ／一再窪溜を行っ
ｽもの A C E／ ／ ^

9合　　　計 博評言を行わ
ﾈいもの ／／／／／／／計 B D／ 「F／／

／i
」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（…詫1）

（註2）

資産再詐贋法第3二二1項各号の一に該算するために二二再評償を實施していない曾赦では帳簿償額欄の金額の前に△
印をつけて下さt’。．

再評贋限度額とは陳腐化等を考慮した再評華燭の限鷹額を意味します。

　　　　　　　第二票償却費の攣化
　「
@　、L形減便償却資産の償却方法 償 却 費 妬 額

　B一

@A

再評価前
定牽法生産高比例法
ｻの他（ ） 千円

A
倍

再評価後
定類法定傘法生産高比例法その他（

♪ 千円
B
l
　
I

（註）　本欄には貴粒が有形減償償却資産につさ再評贋蔚及び再詳償後に御探用の償却方怯のみを獲し，
　　　さい。慮「その他」に該賞する際はその償却方法を（　　）内に簡輩く二記へして下さい。

その他を抹滑して下
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　　　　　　　　　　　　　　　　会社名

　　　　　第Eil；E再評憤實施事情
第三票には再評価を全然行わなかったか，又は行ったが最高限度額当行わなかった会3±の

み記入して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　該当項目にはそれぞれ○印を附し，且その重要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度に応じて各グループ毎に1，2，3番の番号を口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内に記入して下さい。

問　貴社では次のうち何れの理由によって限度一杯迄の再評価を実施されなかったのです

　　か？

答三次の如ぎ当社め収益関係による
　　　a将来の収益の見込より考えて最高限度迄再評価したのではその減価償却費を消化し得ない
　　　　　（電鉄業の如　料金に統制あるため現在の料金では増加する減価償却費を消化し得ない場

　　　　合を含む＞
　　　b上の減価償却費は負担し得るが現在の資本金に対する配当が窮屈になる
　　　c　上の減価償却費及び配当は負担し得るが再評価積立金を株式化した場合の配当が窮屈にな

　　　　る
　　　d当社の収益状態が安定せず従ってその予想が困難である

　　　eその他（簡単に記して下さい）

　　一次の如き再評価後に予測される資本構成関係による

　　　a再評価積立金の株式化
　　　b　増　資
　　　c‘祉債の発行
　　　d借入金の増加
　　　e　固定資産の新設拡張
　　　f　建設仮勘定の整理による固定資産の増加

　　　g　その他（簡単に記して下さい）

　　□次の如き固定資産税関係による

　　　a再評価を最高限度額まですれば固定資産税が高くなって不利である
　　　b　その他（簡単に記して下さい）

　　日次の如き再評価税関係による

　　　a　再評価税は再評価後の法器税の軽減額を以てしても償い得ない

　　　b　再評価税の納税資金の調達が困難である

　　　c　その他（簡単に記して下さい）

　　□次の如き時価関係による

　　　a当社における固定資産の時価が再評価限度額以下である

　　　bその他（簡単に記して下さい）

　　□次の如き：再評価差額関係による

　　　a戦時中乃至戦後に設備を増設又は更新したため再評価を行っても余り再評価差額が出ない

　　　　から再評価の労費を省いた
　　　b　当社における固定資産の取得年次が余りに古いため再評価を行っても余り再評価差額が出

　　　　ないから再評価の労費を省いた
　　　c当社における固定資産の陳腐化が甚だしいため再評価を行っても余り再評価差額が出ない
　　　　から再評価の労費を省いた
　　　d　その他（簡単に記して下さい〉

　　□次の如き法令手続関係による

　　　a　資産再評価に関する法規が晦渋で理解が困難である。
　　　b　資産再評価の手続が煩項でありその申告書提．出期限が切迫していたため諸事情を充分に考
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問
答

問
答

問

　　慮禺来なかった
　cその他（簡単に記して下さい）

□次の如き老の他の関係による

　a再評価額を高くしないでも修繕費の麦出により実体資本は維持できる

　b再評価積立金を多く作らないでも増資により設備資金は賄い得る

　c心入の超過所得税がなくなったので減価償却費を余り増加する必要がない
　d　その他（簡単に記して下さい）

　　　　　　　第四票　土地の再評債實施事情

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　該当項目に0印を記して下さい

1貴社ではどの範囲の土地を再評価され生したか？

　a　処分予定の土地のみ再評価した　　　’
　b　処分予定の土地に限らずその他の全部の土地を再評価した

　c　その他（簡単に記して下さい）

2貴社では何故資産再評価法に基く土地の再評価を実施されたのですか？

　a譲渡損益に対する法人税を軽減する
　b　資産構成関係を是正する

　c　自己資本を増大する
　d　社債発行限度を拡張する

　eその他（簡単に記して下さい）

　　　　　　第五票　資産再評債に關するその他の事項

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　該当項目に○印を記して下さい

1貴社では再評価に際して収益計画を樹てられたことと存じますがその計画において

　再評価後の適正配当率をどの位に見込まれていますか？

a
b
C
d
e
f
g
h
i
．
」

答 現在の資本金に対し

現在の資本金と再評価積立金の％とに対し

現在の資本金と再評価積立金の駈とに対し

現在の資本金と再評価積立金の灘とに対し
現在の資本金と再評価積立金の％とに対し

増資後の資本金に対し
増資後の資本金と再評価積立金の琉とに対し

増資後の資本金と再評価積立金の靴とに対し

増資後の資本金と再評価積立金の慨とに対し

増資後の資本金と再評価積立金の％とに対し

％
％
％
％
％
％
／
0
　
／
0
　
／
0

0
／
　
0
／
　
0
／
％

問2貴社では再評価された盗産について「資産評価に関する通達（法人関係）」第48号（註）

　　　による再評価限度額の調整を行われましたか？
　　　（註）「資産再評価に関する通達（法人関係）」第48号……法第三章に規定された再評価の限度

　　　額は，個々の資産について規定されたものであるから，原則として個々の資産について生じ
　　　　た限度額と再評価額との差額を通算することができないものとする。但し，総合償却資産に

　　　含まれる個々の資産の使用可能年数が異なるため，総合償却資産の耐用年数に応ずる別表第
　　　　一の倍数により計算した再評価額の限度額が，基準日におけるそれぞれの資産の価額に比較

　　　　して著しく不均衡である場合には，その価額と均衡を保つように，再評価額の限度額の合計

　　　額の範囲内において個々の資産についての再評価額の限度額を調整することができるものと
　　　　する。法第三十五条の陳腐化に関する規定は調整後の再評価額の限度額について適用するも
　　　　のとする。

答　　a行った
　　　b　行わない
問　3再評価に関する諸条件（再評価税率，納付期限，限度額等）『が今回と同様であって，

　　　再び再評価する機会が与えられた場合に貰礼では再々評（西を利用して，専評価額の
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　　改訂を行われますか？　（本間には今回の再評価を全然行わなかったか，又は行ったが最高

　　限度額迄行わなかった会社のみ答えて下さい）
答　　a・再々評価する。

　　b再々評価しない。

葉1表　　　回答會肚内繹表，

鉱　　　業

電気瓦斯
鉄　　　鋼

軽金属非鉄金属

諸　機　械

電機電線
車　　 ・六

二　　　船

鉄道運輸
海　　　二

二　　　庫

化学工業
医薬品塗料

食品醸造
窯業凸凹ソト

ゴム皮革

繊維工業
製紙パルプ
建：　　』設

貿易商事
興業観光
金　　　融

其　の　押

合　　　計

像　　険
再評価を行わない
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第2表（A）資 本 金 別　1 （50，000千円未満）

資産再評債の明細
種　　類　　別 再評価の有無 帳簿二三 再評価限度額 再評価額

再評価後の

??ｿ額
再評価差額 －

A

F－

a
＿旦一C

－
D

再評価を行っ
ｽもの A翻。訴訟E　千円23＆857 ／チ円 　干円　　倍

o．830　＆24／ 磁／
1土　　　地． 再評価を行わ

ﾈいもの
塒7。31

凹凹／／／／／／／計 B鵬副D 蜘蜘．／ド 365560．／／
　倍
Q35／

　％
P2．8

再評価を行っ
ｽもの

lA　蜘，6861　C ＆塒965E 繍7舩／ a198，036 826／ ．44．7／
2建　　　物 再評価を行わ

ﾈいもの

㎜ 脚即／／／／／／／計 B　　687，036 D 動、職／F繍解2／／
5．65／ ．42．4

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　　　C　　　　　　　E
@　540，128i　　　4，244棚　　　　2β41D776

／ a301，648　526／ 67．0／機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの

鱒
、ぷ潮。、5／／／／／／／／計 B　L184，4πD

下男／ F　亀48軌125／／ 2．94／ 62．2

再評価を行っ
ｽ4、の

A　　　LO16 C　　8曙087 E　　2島464

／ 21，448 22．11／ 2a1／・腰高価償 再評価を行わ
ﾈいもの 節 脚／／．／／／／／計

脇　　　生551，

D、職幡／ F　　25，999／／
5．71／ 2M

再評価を行っ
ｽもの

A　　36L504 C　．1，17亀015 E　1、019．172

／ 657，668 ，舩／ 鄭／
・鱗高価 再評価を行わ

ﾈいもの 風270 315，170

／／／／／／／計
B　　417，774． D　翫493，185

／
F　1ρ75，442

／／
2．57

／
ノ
72ρ

再評価を行っ
ｽもの

A　　　lL161 C　　脚 E　　30．564

／ 19，403 2．74／ 90．1／昌昌噂 再評価を行わ
ﾈいもの 2ら115 3町512／／L7／／レ／

／．

計 B　　．35，276 D　　7島420

／
F 四四レ／’／ 螂レ／ 欝

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　4葛 で　　　　192、E　　　　鋤／． 9 1．22／ 26．o／．・表野卑 再評価を行わ
ﾈいもの 1♂805 1工焉606．

／／／／／【／／誘 B　　　L846澄　、工窺／ F　　　1．855

／／
L。。1／

15．7

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　　　C

@　　　559　　　2280
E　　　　　　〆

@　　1．140／ 581　2．04／ 50ρ／
8株　　　式 再評価を行わ

ﾈいもの

@　計

38，390　　　38，273

／／／／／／／B　　継 D　　40．553

／
F　　39，530

／／ 1．01／ 97．5

再評価を行っ
ｽノの A瓢㏄21C、蝋励E 7，792，745

／ 6，408，673　5．63 54β／
9合　　　計 再評緬を行わ

ﾈいもの
u、、5、7i

風。9騨／／／／／／／計
B
鰯剥P、卿㍊／ F　8，934，262／／ 3．54／ 46ユ

償　却　費　の　変　化

償 却 費 年　　　　額 B』

`

再 評 価 前
A

358，164　千円．

再 評． 価 ．後
B

885，347　干円
2．47倍

一161一



（B．）資 本 金 別II （50，000『F円以上100，000千円未満）

．資産再高高の明細

種　　類　　別 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度額 再評価額
再評．価後の

??ｿ額．
再評価差額

E一

`
F－

a
．E－

b
F－

c

再評価を行っ
ｽもの

A　　　千円
@　11，036

C　　　千円
@　21α892 E、講／ノ円　、、購 、讃1／．甑7

％

／
1土　　　地 再評価を行わ

ﾈいもの 86，183 ．1，487，947

／／／〃／／計 B　　97，219 D　1．698．839

／F 2、a、、2／／1講／
　％
P2．5

再評価を行っ
ｽもの

A　　648．534 C　5，531．393 E　a822．028

／ 3，173，494 5．89／ 69．1／
2建　　　物

　’ﾄ評緬を行わ
ﾈい4，の 47焉9361　7〔児802

／／／／
／
／ ／／

計 ㌦、蹴47。ID鵬、95

／
F　4，293，964

／／ 3．83／ 68．8

再評価を行っ
ｽもの

A　　871，173 C　6．244588 E　傷335，418

／
3，464，245． 4．98／ 69．4／機械装置そ3の他有形減価償却資産

再評価を行わ
ﾈいξ，の 725，724 1，743，862

／／／／／／／言．卜 B　1謁96，897 D　7，988，450

／
F　5，061，142

／
3．17／ 63．4

再評価を行っ
ｽもの

A　　42，501 C　　277，894 E　　i277，676

／ 235，175 6．53／ 999／・舞高価償． 再評価を行わ
ﾈいもの a570 29，728／／／／／／／計 B　　45ρ71 D　1307，622／／

F　　280，246

／／ 622／
91．1

再評．価を行っ

ｽもの
、瓢㏄，ICA　　　　　　　　579，845 E　　579，125

／
443，047 4．26／ 99．9／・鱗高価 再評価を行わ

ﾈいもの 蹴67。1蜘錨

／／／／／／／計 B、、Z，娼ID 瓢、9。／ F　　855，795

／／
2．07／ 87．3

再評価を行っ
ｽもの

A　⑤，おIC、ag67 E　　32，990

／
26，467 5．06／ 75．0／

高高の事 再評価を行わ
ﾈいもの

2島4961，a49。

／／／／／／／計 B蹴。、gP　a鈎菊7

／
F　　55，486

／／
1．91／ 83．5

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　　　C

@　　　鵬 鋤
E　　　　，
@　　3，496／ 2，601 3．91／ 99．7／

・表霧輔 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0

／／／／／／
．／

計 B　　　　蹴 D　　　a507

／
F　　　a496

／／
3．91．／ 99．7

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　1 C　　　　4 E　　　　3

／
2 」．oo ／，。。／

8株　　　式 再評価を行わ
ﾈいもの 68，732 81，582

／／／／／／
／．

計 B　　6＆733 D　　81，586

／
F　　6＆735

／
／． 、1。。／＝’風，

再評価を行つA
ｽもの　　　　　　1，716，741

C　12，892，090 E　9，176．695

／
7，459，954 5．35／ z1・2／

9合　　　計 再評価を行わ
ﾈい4、の　　　■　1，654，3U 4，473，756

／／／／／／／計　IB規。52 D　l7、365，846

／
F　10、｛麹1，006

／／
321／ 62．4

償却費の変化
償 却 費 年　　　　額

B｝　　

`

再 評． 価 前
A

．394，7．93．千F［1

再 評 価． 後
B

1，162，629千円
2．94：倍

一　1－62　一



門（c）資 本 金 別III （100，000千円以上300，000千円未満）

資産再評債の明細
種　　類　　別 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度額 再評価額慶．

再評価後の　、．帳簿価額

再評価差額
E－

`
F一

a －
C

F『
c

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　千円

@　87370
C　　　　千円
@1，925，067 E既翻／網 81躍 、。者／ 　％S6．7／

1土　　　地 再評価を行わ
ﾈいもの 455，9聡 6，608，077／／1／／／／／／計

B　　543，343 D　＆533，144

／F 職745／／ 諸／
　％15⑨

再評点を行っ
ｽもの

A　ao6〔L488 c　27，277β31 E　18風942

／
16，48α，454 9．oo／ 6＆0／

2建　　　物 再評価を谷わ
ﾈいもの L46＆345 鋤螂／／／／／／／計 B　葛52＆833 D誕、覇／ F　20，009．287

／／
5．67／ 65．8

再評価を行っ
ｽもの A脚

G　29．758．673 E　22，049，124

／
19，08α，589 7．41／ 74．／機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの 亀7ga624 4，8鉱066／／／／／／／計

B　◎762，159 D　34β90，739

／
F　25，842．748

／／
3，821／ 74．7

再評緬を行っ
ｽもの

A　　67，898 C　　35ag68 E　　288，713

／
2a）b815 4．25／ 81．6

／．
・塁灘鱒 再評価を行わ

ﾈいもの 凪780 1，687，112

／／／／／／／計 B　　9⑤678 D　島041，080

／
F　　317，493

．／／ 3．28／ 155
再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　　G
@1卿9」583 1α002，860

E　6，29亀754

／
4，414，17王 錨／ 62．9／・鱗高価 再評価を行わ

ﾈいもの 亀180．210 5，457，163

／／／／／／／．計 B　臥059，793 D　15，460，023

／
F　9，47ag64

／／
1．87／ 613

．再評価を行っ

ｽもの
A　　3銑479 C　　567，347 E　　257．005

／ 220φ5％ 7」05／ 453／・高高の事 再評価を行わ
ﾈいもの 905，445 1，182，175

／／／／／／／計 B　　94瓦924 D　1，749」522

／
F　ユ．1621450

／／
1．23／ 66．4

再評価を幻つ
ｽもの

A　　　162 C　　13，450 E　　13，450

／ 13，288 83．d2／ m。／・孝黎繍 再評価を行わ
ﾈいもの 332 5，770

／／／／／ ／計 B　　　　494 D　　19，220

／
F　　13，782

／／ 27．90／ 7L7
再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　σ

／ o ．　0／ 0／再評価を行わ
ﾈいもの 63氏929 643，042

／／／／／／／
　8株　　　式

P

計 B　　63廟929 D　　64欲042

／
F　　63こ929

／／
1．00／ 99ρ

再評価を行っ
ｽもの

A　Z100．515 C　69」89＆696 E　48β41，760．

．／ 41，241，245 6．81／ 69．2／
9合　　　計 再評価を行わ

ﾈいもの 1q469．638 23』565，810

／／／／／／／計
B　17，570．153 D　93，464謁06

／
F　5亀811β98

／／
335／ 6ag

償却費の変化
償 却 費 年　　　　額 B－

`

再 評 価 前
A

1，397，540千円
再． 評 価 後

B

5，660，887干円

4
0
5
倍
　
・

一163一



（D）資 本 金 別IV

資産再評慣の明細

（300，000千円以上）

種　　類　　別 再評価の有無 帳簿価柊 再評価限度額 再評価獺
再評価後の

??ｿ額
再評価差額

E－

`
F－

a 丑C
上
D

再評価を行っ
ｽもの

A　　　千円
@　95，9α7

c　　　千円
@256¢198 E螂・調／網 　千円

X74，962
　倍lL17

／
・％
Sエ．7／　　　’

P土　　　地 再評価を行わ
ﾈいもの 1，514，155 18，052，654／1／／／／／／計

B 塒・62D R6、晒2／ 1F瓢。以／／
L註／ 　％

P2．5

再評価を行っ
ｽもの

4　　　　　　C
@3．638，153　57渇45，767

E　4亀43紘225

／
39，79包α72 11．94／7。，／

2建　　　物 再評価を行わ
ﾈいもの 6，80〔し791 13，469，511

／／／／／／計
B　1α438，944 D　71．015，278

／
F　50．234．016

／／
。8、レ／

70．7

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　　　C．
@9311，983　91．087，428 E7臥、5概／ 65，845，573 8．α7／ 825／機械髪置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの 9　913，878 19，072，653

／／／／／／／計
B　膓255．861 D110，160，081

／
F　85，071，434

／／ 4．42／ 77．2

再評価を行っ
ｽもの

A　　　ag44 C　　　7，793 E　　　7、090

／ 4，146 a41／ 91．0／・雛馨価償 再評価を行わ
ﾈいもの 17，596 45，186／／／／／／／計

8　　以｝β40 1）

@　52ρ78／
F　　24，686

／／
1．20／ 465

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　　C
@1β97β08　　　　　　　4，449，369

E　4，416，299

／ a818，991 2．76／ 99．3／・鱗高価 再評価を行わ
ﾈいもの 92β28 357，122

／／／／／／／計 B　1，689μ36 D　4，806，491

／
F　4，508．827

／／
2．67／ 93．8

再評価を行っ
ｽ4、の

A　　　　螂 C　　11．902 F　　　7，126

／ 6，718 17．47／ 59．9／嘆誰の事 再評価を行わ
ﾈいもの 876，133 995，008

／／／／／／／計 B　　87〔ら541 D　1，006，910

／
F　　883，259

／／
1．01／ 87．7

再評価を行っ
ｽもの

4　　　　脇 C　　　2，435 E　　　2，355

／
a111 9．65／ 96．7／・謬宏齢 再評価を行わ

ﾈいもの 10，776 48，286

／／／／／／／計 B　　ll，020 D　　50，721

／
F　　13，131

／／
1．19／ 253

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O E　　　　　O

／ 0 0／1。／
8株　　　式 再評価を行わ

ﾈいもの 272，317 279，815

／／／／／i／／計 B　　272317 D　　279，815

／
F　　272β17

／／
L。。レ／

973

再評価を行っ
ｽもの

A　14p646，947 C　　　　　　　E
P55，67G，892　　124．094，520

／
109，447，573 8．47／ 79．7／

9合　　　計 再評価を行わ
ﾈいもの 19，49亀174 523⑳脳／／／／／／／計

B　34，145，121 D2α乙99U26

／
F143，592，694

／／
4．21 ／1磯。

償却費の変化
A　償　　　却　　　費　　　年　　　額

芽
：再　　評　　価　　前

3，952，090千円
再　　評　　価　　後 B　　　　13，346，739干円

3
3
8
倍
り

＝一　164　一



第　3　表 纒 括

資産再評債の明細

種　　類　　別 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度額 再評価額
再評価後の

??ｿ額
再評価差額

E－
`　，

F－

a
＿E＿C

F一　　皿　「

c

一 再評価を行っ
ｽもの

A　　　　千円
@　223，四〇

C　　　干鯛
@5βoa381 E羅矧／網 　　千円

≠P11，167
　倍
P0．45／ 　％S4ρ3／

1土　　　地 再評価を行わ
ﾈいもの a183ρ14 2亀414，361／1／／／／／／計 B　2」406，304 D　3a716，742 ／1㌦，、Z、，、／／／

　倍
ｵ88／

　％13．40

再評価を行っ
ｽもの

A　6，787，861 C　9＆490，456 E　69，434，917

／
62，647，056 10．23／ 70．49／

2建　　　物 再評価を行わ
ﾈいもの ag87，422 、鵬螂／／／／／／／計

B　15，775，283 D116．849551

／
F　7＆42a339 　　　　！／ 4．97／ 67．11

再評価を行っ
ｽもの

A　13．691，819 C131，335，277 E104，383，874

／
90，692，055 7」62／ 79．48／1機械装置そ

Rの他有形減
@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの 15ρ77，575 27．㎜，596

／／／ ／／
／1

計
B　2亀769，394 D158蹴873

／
F119，461，449

／／
4．15／ 7獅i

再評価を行っ
ｽもの

A　　114，359 C　　725、742 残　　595．943

／ 481，584 5．21／ 82．11／
・舞灘価償 ．再評価を行わ

ﾈいもの 5a481 1，798，984

／／／／／／／計
B　　166β40 D　2，524，726

／
F　　648，424

／／
3．89

／
／
25．68

再評価を行っ
ｽもの

A　3餌4，473 C　16210，089 B　l2，308，350

／
8，333，877 3．10 75．93／

・鷺難価 再評価を行わ
ﾈいもの 3．605β78 6，529，800

／／／／／／／計
8　　　「

@71580，151
D　22，739，889

／
F　15，914，028

／／
2．09／ 69．98

再評価を行っ
ｽもの

A　　54，571 c　　657，124 E　　327，685

／ 273，114 6．00／ 49．87／
喋誰の事 再評価を行わ

ﾈいもの 1，828，189 2，238．1851／／／／／
／
／ ／

計
B　工，882，760

D猟翻／
F　2，155β74

／／
L15／ 74．46

再評価を行っ
ｽもの

A　　　1342 C　　19，584 E　　19，351／／ 18，009 14．20／ 98．82／
・碁宏輔 再評価を行わ

ﾈいもの 12，913 65，662／／／／／／／計 B．
@　14，255

D　　85，246

／
F　　32，264

／／
2．26／ 37．85

．再評価を行っ

ｽもの
A　　　鰯 G　　　2，284 E　　　1．143

／ 583 2．04／ 50．04／
8株　　　式 再評価を行わ

ﾈいもの 1，0i6β68 1，042，712

／／／／／／／計 B　1、O16，928 D　1，044，996

／
F　1，017，511

／／
1．00／ 97．37

再評価を行っ
ｽもの

A　24，8482？5 C252，742，937 E189，405，720

／
164，557，445 7．62／ 74．94／

9合　　　計 再評価を行わ
ﾈいもの 32，763，640 85，《52，395

／／／／／／
／．

計
B　57，611，915 D338，195，332

／
F222，169，360

／／
3．86／ 65．69

償　却　費 の　変　化

償 却 費　　　　年　　　　額
一旦一A

再 評 価 前
A

6，102，587千円

再 評 価 後
B

21，055，602干自

3
4
5
倍
・

一　165　r



第　4　表
　　　　　　（A） 賓産再評償に關する資本金別明細の要約表

種
　
類
　
別

資　本　金 長倍 ÷倍 書倍 一｛錘
回
答
数

再評価を行

ﾁたもの工

泄?ｿ額
@（：A）

再評価を行
墲ﾈいもの
�ﾜむ帖簿
ｿ額合計

@（B）

再評価を行ったもの」

ﾄ評価匡艮度
z　（C）

再評価を行
墲ﾈいもの
�ﾜむ再評
ｿ限度額合
v（D）

再評価額

@（E）

再評価後

ﾌ帖簿価
z　（F）

50．000千円来満 8．24 2．35 39．8 12．8 84 345 1，853 7，146 34，118 謝 435

100．（XX｝〃未満 1L41 2．18 59．7 12．5 46 240 2，113 4，585 36，931 2，738 4，612土
地 300．〔厭）〃未満 10．29 2．49 46．7 159 101 865 硲80 19，060 84，487 ＆｛蔓〕9 13，413

300、000〃以上 11．17 1．61 41．7 12．5 61 L572 26，394 42，069 33＆014 17，555 42，377

50」000〃未満 8．26 5．65 44．7 42．4 84 5，246 8．1179 96，857 109，135 43β18 46251

100．000〃未満 5．89 3．83 69．1 68．8 46． 14ρ99 24β58 120，248 135，635 83．〔》88 93347建
物 300，000〃未満 9．00 　　輩T．6～　68．0 65．8 まOl 20，401 34，939 270，073 301，265 183，574 198，112

300，000〃以ヒ 1L94
4911
1755 70．7 61 59，642 171，130 943，373 1，164，185 712，020 823，508

5（LOOO〃未満 5．26 2．94 67．0 62．2 84 6，430 14，101 50，531 66，662 33β31 41，501機の価
ｯ他山
風L却
u形資
ｻ減産

100．000〃未苗 4．98 3」7 69．4 63．4 46 18，939 34，715 135，752 173β62 94，248 110，027

300，000〃未満 7．41 3．82 74ユ 74．7 101 29，391 66，952 294，640 342，483 218，308 255，869

300，000〃以．L 8．07 4．42 82．5 77．2 61 152，655 315，178 1，493，237 1，805，903 1，232，091 1，394，614

50．000〃未満 22．11 5．71 26．1 21．1 84 12 54 1，025 1，465 267 310無償
囁苹

N縫

100，000〃未満 6．53 6．22 99．9 91．1 46 924 蜘 6，041 6，669 6，036 6，092

減資．300』oo“未満 4．25 3．28 81．6 15．6 10王 672 957 3，505 20，㎜ 2，859 3，143

300．000〃　以ヒ 2．41 1．20 91．0 46．6 61 48 337 128 ㎜ 1i6
獅

50，000〃未満 λ82、 2．57 86．5 72．0 84 4β04 4，974 14，024 11，776 12，133 9　12β03

100，000〃未満 426 2．07 999 87．3 46 2，958 8，973 12，605 21，308 12，590 18，604

鉱償
ﾆ
却
用
減
資
価
産

30q．000〃未満 3．35 L87 62．9 61．3 101 18，610 50，097 99，038 153，070 62，314 93，802

300．り00〃以上 2．76 2．67 99．3 93．8 61 26」％ 27，702 72，940 78，795 72398 73，784

50，000〃未満 2．74 1．55 90．1 75．5 84 133 420 404 862 364 651

100．000〃未満 5．06 191 75ρ 83．5 46 142 631 956 1，445 717 1，206

鱗
勢
酒
事
産 300，0CO〃未満 Z．05 1．23 45．3 66．4 101 361 9，326 5，617 17，322 2，545 1L509

300．000〃以上 17．47 1．01 59．9 87．7 61 7 14，370 195 16，507 117 14，480

50，000〃未満 1．22 1．oo 26．0 15．7 84 0．5 22 2 140 0．6 22

100．000〃未満 3．91 3．91 99．7 99．7 46 19 19 76 76 76 76
土用

�ｷ
ﾌる

ﾉ利
300，㎜〃未満 83ρ1 27．90 100．0 7L7 101 2 5 133 190 133 136

300，000〃以1二 9．65 1．19 96．7 25．9 61 4 181 40 831 39 215

50，000〃未満 2．04 LO1 50◎ 97．5 84 7 464 27 519 14 471

100，000〃未満 3．00 Loo 75．0 842 厘6 0．02 1，494 0．86 1，774 q65 1，494株
式 3DO，000〃未満 0 1．00 0 99．0 101 0 6，306 0 6，535 0 6β06

300．000〃以ヒ 0 1．00 0 97．3 61 0 4，464 0 ．　4．587 0 4，464

50，000〃未満 5．63 3．54 54．6 46．1 84 16，477 30，067 170，014 23｛｝．405 92，771 106，360

10α000〃未満 535 3．21 71．2 62．4 46 37，320 73，284 280，263 377，518 199，491 幻3．281合
計 300．OGO〃未満 6．81 335

　
6
9
．
2
■ 62．9 101 7α302 173，962 692，066 925，559 478，631 582，291

｝300，0αD〃以上 8．47 4．21け97 69ゆ 61 240，1墨4 559，756 2，551，982 3」409．691 2，（沼4336 2，353，978

（B） 償却攣化に製する資本金別の要約表

山　　本　　金 曇倍
回
答
数

再評価前
梛p費年額

@（A）

再評価後
梛p費年額

@（B）

5α000千円未満 2．47 82 4，368 10，797

100．000千円未満 2．94 46 8，582 25，275

300．000千円未満 4．05 Ioo 13，975 56，609

1　3⑳000干円以上 3．38 61 62，788 218，799
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第5x（A）坐 業

資産：再評憤の明細

種　　類　　別 再評価の有無 帳簿価格 再評1面限度額 再評価額
P

再評価後の

??c割
再評衝峯額

E．　一

`
．F
旦
C

F．
黷c

再評価を行つ
ｾイの

A　　　モ円
@　31，649．

C　　　モ円
@　：655．637

E　　　予円
@　263．431

／夢円， 　モ円
Q31重782

　倍．832

　／^
　％
S0．2／

1土　　　地
再げ＋価を行わ

ﾈいもの 454，500 1，871，319／／／／／／／／計 B　　4869149 D　琴526．956．

／
F　　717ρ31

／
　倍

l8／
　％
Q8．4

再評晒を行っ
ｽもの

A　　501．997 C　2，734．089 E　1，987β81
1，485，984 3．96／ 72．7／

2建　　　物 再評価を行わ
ﾈいもの 3，804，434 6，062，855／／．／／／／／計

B　4，306，431 D　＆796．944

／
F　5，792，415

／／
1．35／ 65．8

1
再評簡を行っ
ｽもの

A　　560．801 C　4，459，490 E　3，698，9妬

／ 3，133，144 6．60／ 829／機械装置そ3の他有形声

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの 3，678，700 4，849，024

／／／／／／／計 B　4239，501 D　9，鵬514

／
F　7，377β45．／／ L74．／ 79．3

再評価を行っ
ｽもの

A　　41，433 ρ．

@　294．8G7 E29L留，．／ 250，442
隅レで ggo／

・鑑羅価償 再評価を行わ
ﾈいもの 2，572 3，505．

／／／／1／／／計 B　　44，005 D　　298312／ド鞠，／
／1α69／ 98．7

再評価を行っ
ｽもの

A　③692，480 C　14，417，405 E　　　P
@IO，70＆909／ 乳016，429 290／ 743／

・三島儀 再評価を行わ
ﾈいもの 3，205，325 5，565，840 ／． ／／／／／計

B　6，｛葵）7，8α5

19，983，245「／
F　13，914，234

．／．／ 2．02／ 69．6，

再舖鮪面を行っ
ｽ‡、の

A　　　　．0 α．

@　　　0
E　　　　O

／ 0 0／ 0／
喋鍵の事 再評価を行わ

ﾈいもの 233，039 233ρ39／／／／／／／計 B　　233，039 D　　233，039．

／
F　　233、039．／／ Loo／ 100．0

再，孟「髄を行っ

ｽもの
A　　　　O C　　　　O E　　　　O

／
0 0／ 0／

・三三輔 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0L／ ＿／／／／／
計

B　　　　O． P　　　　o．

／
F　　　　O

／／ o／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　σ E　　　　O ／． 0 0／ 0／
8株　　　式 再料簡を行わ

ﾈい．もの ◎正37 9，000／．／／／／／／．計
B　　　6、137 D　　　9．000

／
F　　　6，137

／
1．00／ 68．2

再評価を竹つ
ｽもの

A　4β28，360 C　2a561，428 E　16，951、141

／
12，122，781 3．51／1職、／

9合　　　計
再評．価を行わ

ﾈいもの 11β84，707 18、594」582／／／／／1／／討ρ B　16，213，067 D．41，156，010

／
F　28β35，848

／／
燭レ／ 68．8

‘

償　却　費 の　変　化

償 却 費 竿　　　　額
B－

`

再 評 価 前
A

1　911　463干円，　　　　　　　　7

再
　
1
評 価 後

B
3　839　1　17　干円，　　　　　　　　，

2
0
1
倍
●
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（B）電． 氣 瓦 斯

資産再丁丁の明細
種』 ﾞ　　別 再評価の有無 帳簿価格 薄評価限度額 再評価額．

．再評価後の

?煢ｿ額
再評価差額

E皿

`
F－

a
丑
C

F一

c

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　・千円

@　　　0
C　　　千円
@　　　0

E　　　千円
@　　　　0／円 咽1管／ ％

0／
1土　　　地

@，

再評価を行わ
ﾈいもの 31，169 440，951／／／1／．／／／計 B　　31，169 D　　440，951

／
F　　31，169

／レ／認／
％
7
．
1

再評価を行っ
ｽもの

A　　臓329 C　　573，870 E　」442，210

／ 367，881 5．95／ 77．1／
2建　　　物

再評価’を行わ

ﾈいもの 6pO42 ．6，816

／／．／／／／／計． B　　㎜1 D　　．580、686

∠
F　　44亀252

／／ 5．58／ 77．2

再評価を行っ
ｽもの

A　　565・墾 C　ら138，755 E　3220，302

／ 2，655，008　5．70 ／．77忍／機械装置そ3の他有二二

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの

一1翫916
25，942

／／．／／／／／計 B　　5π1210 D　4，164．〔沿7

／F 3，232，218一／／ 5．60／ 77β

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O
E．

@　　　0／
0 0／ 0／

4叢蜜償 再。丁田を行わ

ﾈいもの 0 0

／．／／／／／／計 B　　　　O D　．
@　　　0／

F　　　　　O

／／ 0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　．0

／ 0 0 ／． 0／
・鱗難価 再評価を行わ

ﾈいもの 0 0

／／／／／／／計 B　　　　O D　　　　O

／
F　　　・　0

／／
0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O

／ 0 0／ 0／
・雛の『 再評価を行わ

ﾈいもの 0 0／／／／／／／計 B　　　　．0 D　　　　O

／
F　　　　O ／ 0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　。iE　。／
0 0／ ．0

／．
　　　　　　　卜

D・静宏繍 再評価を行わ
ﾈいもの o 。i／／／／／／／計 B　　　　O D　。1／ F　　　　　O／／ 0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O

／
0 0／ 0／

8株．　式
再評価を行わ
ﾈいもの 0 0

／／／／／／／計 B　　　　O D　　　　O

／
F　　　　　O

／／
。レ／

0

再評価を行っ
ｽもの

A　　639．6沼 C　4．712、625 起　a662」512

／ 亀022，889　5。73／ 77．7／
9合　　　計 再評価を行わ

ﾈいもの 娼127 473，709／／／／／／／計 B　　688」750 D　5，186，334田／
F　．．3，711．639

／／ 5．39／ 71．6

償　却　費 の　変　化

償 却 費 年　　　鞭 ⊥
A

再 評 価 前．
A

63，872千円．

再 評 価 後
B

310，547千円、

4
8
6
倍
●

一168一



（c）鐵 鋼

資産再評債の’明細
1

種　　類　　別 再評価の有無 帳簿価柊 再評価限度額 再評価額
再評価後の

??ｿ額
再評億差額 E

τ

F－

a
E…
b

F一　一　一

c

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　干円

@　14，947
C　　　　干門

@　216．514 E7薦1／印画　誌岡部／
　％
R2．9／

1土　　　地 再評価を行わ
ﾈいもの 27刷231 『6，599，973／1／／／／／／計 月　　黙178 D　6，816，487／ド 349，396

　倍
P．19／

％
5
．
1

再評価を行っ
ｽもの

A　　791，649 C　15，289．456 E　11，242，453

／ 10，450，804 14．20／ 73．5／
2建　　　物

再評．価を行わ

ﾈいもの 995，326 一徹／／／／／／／計 B　L786．975 D、甑㈱／
F　12，237，779

／／
6．85／ 64．1

再評価を行っ
ｽもの

　　画浴@　’

@L591，864c謝副㌦9獺／ 33，336，399 21．94／ 87．6／機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの a721．725 醐，おし／／、／／／／／
計

B　4β13，589 D、櫛脚1／F蹄醐／／ 8．73／ 77．8
r

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　3 C　　　　167 ε　　　167

／
164 55．67
／、弧。／

・雛響償 再評価を行わ
ﾈいもの 5，376 5β76／／／／／／／計 B　　　駒 D　　　5，543

／
F　　　5，543

／／
上。3レ／

100．O

再評価を行っ
ｽもの

A　　　亀221 C　　　34β56 E　　20，283

／ 12，062 2．48／ 58．7／
・鱗羅価 再評価を行わ

ﾈいもの 15，744 27，666／／／／／／／計 B　　2ag65 D　　62，222 F　　36，027

／／ 脚／
57．9

再評価を行っ
ｽもの

嶋　　　　　o C　　　　　o 聡　　　　　0

／
0 0／． 0／

唾鍵の事 再評価を行わ
ﾈいもの 574，006 574，006／／／／／／／計

B　　574、006 D　　574，006

／
F　　574，006

／
『／

1．00／ 100．0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　o C　　　　　O E　　　　O

／ 0 0／ o／
・静宏繍 再評価を行わ

ﾈいもの 鋤 謝／／／／／／／計 B　　　　餅 D　　　ひ
@　　　餅／

F　　　謝

／／
1．00／ 100ρ

再．評価を行っ

ｽもの A　。IC　。 露　　　　0／ 0 0／ 層
6
／

8株　　　式 再評価を行わ
ﾈいもの 舐鵬1　鑛／／／／／／／計 B瓢蜘ID鐙螂／．

F

細／／ 1．00／ 102．4

再評価を行っ
ｽもの

A　a40〔瓦684 C　砥416．697 E　46，262」331

／ 43，855，647 ．19．22／ 83渇／
9合　　　計 再評価を行わ

ﾈいもの ら627．778 19」529，422 ／／／／／／計
B　7．03ら462 D　74．9嶋119

／
F　50」890．109

／／
7．23／ 67．9

償　却　費　の　変　化

償 却 費 年　　　　額
B｝

`

再 評 　」ｿ 前
A

455，103干円

再 評 価 後
B．

3，299，740干円
7．25倍

一169一



（D） 輕金工二二金厨
資産再評債の明細

．強　　類　　別 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度獅 再評価額．
再IIモF価後の

??D価額
．再評価一Y三園 E｝

`
F－

a
＿E＿

b c

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　明円
@　　ら104

C　　　　千門
@　173，105

E　　　　．予門

@　147，803
　　　　モ円 、“調3、謙／

　％
W5．4／

1土　　　地 再評価を行わ
ﾈいもの ．23，234 377，749／／／1／

．／／／
計 B　　27，388 D　　55α854

／
F　　171，087

／／
　倍
U．25／

　％
R1．1

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　　．c

@　17，466　　810，679
露　　198，905

／ 181．4391139 24．5／
2建　　　物 再評価を行わ

ﾈいもの 79，953 989，256／／／／
　／^ ／／

111’ B．

@　97．419
D　．1・7ii塾935

／
F　　278，858

／／ 2．86／ ．155

再評価を行っ
ｽもの

A　　116．219 C　4，286，669 E　1，399，312

／
1，283，093、12．04／ 32．6／機械装置そ3め他有形減

ｿ償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの 2Ba229． 1，018，473

／
　　　／ ／レ／／／／

汗 B　　399，448 D　5，305，142

／
F　1．682，541

／レ／ 4．21／ aL71

再li平価を竹つ

ｽもの
ム　　　　0 C　　　　　▼

@　　　0
E　　　　O

／
0 0／ 0／・難高価償 血目千価を行わ

ﾈいもの 1，873 1，873／／／／／／∠計 ．B

@　　1．873
D　　　1，873 　　　　’ F　　　1，873

／／
．1．00／ 100．0

再評価を行っ
ｽもの

A　　134，143 為135轟761露C　　　　　　　1、12a49正

／ 脳 謡／ 螂／6高曇価 再評価を行わ
ﾈいもの 11，803 1駄766i／

／／／／／／計 B　　145，946D U騨，レ／r F　1，134，294／．／ Z77／ 98．2

再評．緬を行っ

ｽもの
A　　　　27 C　　　　鵬 E　　　276

／ 2491α勿．／ ．43．6／
亭亭の事 再評価を行わ

ﾈいもの 296，064 296，064／／／／／／／計 B　　29亀091 D　　296．697

／
F　　296，340

／／ LOO／ 999
再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O c　　　　　o £　　　　6

／
0 0／ 0／

・親筆 再評価を行わ
ﾈいもの 0 145

／
／
．

／／／／
．／／

m B　　　　O D　　　　O

∠
F　　　　O

／／
旦／ 0

再評価を行っ
ｽもの

八　　　　0 C　。ド　　。

／
0 0／ 0／

8株　　　式 思評価を行わ
ﾈいもの 6，135

乾、ゴ，】／

／／ ／／／計
B　　　6，135 D

晒／
F　　　6．135

／／
1．00／ 100．6

再評価を行っ
ｽもの

A　　271，959 C　6，406，662 E　2，868．787

／ 臥596，828 10．55／ 44．8／
9合　　　計 再評価を行わ

ﾈいもの 702341 2，709，461

／／／／／／／計
B　　974，300 D　9．116，1幻 　　　／^ F　3，571．128

／／
3．67／ 39．2

償　却　費 の　変　化
凸

償 却 費 年　　　　．額 B－

`

：再7 評． 価 前
A

62，354千円
再 評． 価． ・教．

B

206，303　千円

3
3
1
倍
●

170　一



（E）諸 機 械

資産再二二の明細

種　　類　　馴 再評価の有無 帳簿価絡 再訂価限度額 再評価額
再評価後の

??ｿ額
再：評価．登β

E一　一　」

`
F｝　一　一

a
＿E一一

b
Fh　　　　『

c

再、1耳獅を行っ

ｽ4の
A　　　　．予円C　　　　千円

@　　17，409　　305，554
E　　　　千円
@　180．685／凋

　．千円
P63，276

　倍
P0．38／ 　％

T9．i
　　／^

1土　　　地． 再。1価を打わ
ﾈいもの 61，978 職螂／／．／／／／／、，卜 B　四面D 鵬65a／ F　　242，663／／

　イ苦

R．06／
　％
Pα8

再，i乙価を行っ

ｽもの
A　　　　　　C
@　289，530　5，500，808

K　2」789，171

／ a499，641 9．63／ 50．7／1
2建；　　物 再評価を行わ

ﾈいもの 124，676 273，614／／／／／／／計 B　　414，206 D　厨774，422

／
F　2L913，847

／／
7LO3 ／ 50．5

再評価を行っ
ｽもの

A　　281，585 C　3，991脳 E　1，943，872

／
1，662，287 6．90／ 48．7／機械装置そ

Rの他有形減
@価償却亭亭

再評価を行わ
ﾈいもの 318β27 844，450／／／／／／／計 B　　600，512 D　4β36，255

／
F　2，262．799 ／ 3．77／ 46．8

再．八面を行っ

ｽもの
A　　　　83 C　　　5，515 E　　　5，515

／ 5，072 66．45／ 100．0／
・雛婆価償 再評価を行わ

ﾈいもの 878 11，680／／．／／／／／計 B　　　　961 D　　　17，195

／
F　　　6，033

／／
6．28／ 35．1

再評価を行つ
戟oの

A　　　　　O C　。iE　。／
0 0／ 0／1

・鱗高価 再、F価を行わ

ﾈいもの 0 。1／／／／／／
／1

同卜 B　　　　　O D 。レ／’ F　　　　　O

／／
0／

。1

再評価を行っ
ｽもの

A　　　5，981 C　　　26．257 E　　　15，777

／
9，796 a64 ／．礁、／

高高の事 再訂価を行わ
ﾈいもの 12，241 ㈱／／／／／／／．1’ B　　　18，222 D

晒／
F　　2＆018

／／
1．54／ 42β

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O E　　　　　O

／
0 c／ 0／

・静寧 再評価を．行わ

ﾈいもの 4 177

／／／／／／／計 B　　　　　4 D　　　　177

／
F　　　　　4

／／
1．00／ 2．3

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　o C　。IE　。／
0 0／ 0／

8株　　　式 再評価を行わ
ﾈいもの 正4β53 聯i／／／／／／

／1
計 B　　　14．353 D、棚L／／ F　　　14、353／／

1．00／
K欺、1

再評価を行っ
ｽもの

A　　594β88 C　　　　　　　E
@9〕82創939　4，935，020／ 4β40，432 830／ 50．2／

9合　　　計 再評価を行わ
ﾈいもの 533ρ57 ，鋤，％／／／／／／／計

B　1．127，645 D、島、鋼／ F　5，468，077 ／ 4．85／ 45．0

償却費の変化
償 却 費 年　　　　額

B｝

`

再 評 ．価 前
A

104，66．1　下円

再 評 価 後
．B

422，369　干円
4。03倍

一171　一



（F）電 機 電 線

資産再評慣の明細

種　　類　　別 再評魎の有無 帳簿価格 再評価限慶騨 再評価額
再評価後の

??ｿ額
再評価差額

‘E－

`
F－
a 旦C

F－

c

再評価を行っ
ｽもの

焦　　　　千円

@　13．㈱
C　　　千円E　　　干円
@　幻1．967　　　94．917

　　　，矛円 　千円
W1潭91

　倍
V．29／

　％

／
1土　　　地 再評価を行わ

ﾈいもの 20先491 璃㎜／／／／／／／計 B　　217，517 D a、餌鰯／ F　　299．408／／
倍
1
．
3
8／

、認1

再評価を行っ
ｽもり

A　　444，212 C　　　　　　IE
@　　　　　　5，767，532　軌621，906

／ 5β23，320 12．98 59．9／
2建　　　物 再評価を行わ

ﾈいもの 524，064 去624．785／／／／／／／計 B　　968」276 D　lL246．691

／
F　6．291β96

／／
6．50／ 55．9

再評価を行っ
ｽもの

A　　352』568 C　6，210．960 E　4，551，998

／ 4，199，430 12．91／ 73．3／機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの 751，291 1，264，173

／／／／／／／計 B　1．103，859 D　7，475，133

／
F　5鵬289

／／
4．80／ 70．9

再評価を行っ
ｽイ、の

△　　　　0 C　　　　O E　　　　O

／
0 の／ 0／無形減価償

p資産
再評価を行わ
ﾈいもの 22 鋤／／／／／／／計 B　　　　22 D

蜘／
F　　　　22

／／
1．00／ 婿

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　α C　　　　O E　　　　O；

／
0 0／ 0

・瀦羅価 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0

／／／／／／／計 8　　　　0 D　　　　O’／ F　　　　O／／
6．／ 0

再評価を行っ
ｽもの
氏　。ド　　。 E　　　　O

／
0 0／ 0／

礒鍵の事 再評価を行わ
ﾈい蓬、の

㎜1　，脳

／／／／／／／計 B　窺F 3，964

／
F

箭／／ 工oo／ 19．1

再評価を行っ
ｽもの

A oド　　o 冠　　　　0

／
0 0．／ 0／

・三二繍 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0．

／／／／／／／計 B　　　　O D　　　　O

／
F　　　　O

／／
0／ 0．

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O． C　　　　O ．E
@　　　　O／

0 0／ 0．／
8株　　　式 再評価を行わ

ﾈいもの 27，765 27，765／／／／／／／言1’ 蹄　　27，765 D　　27，765

／
F　　27，765

／／
1．oo／ 100．0

再評価を行っ
ｽもの

八　　809，806 C　16，064，833 露　10，414．447

／
9，604，641 12．86／ α」8／

9合　　　計 再評価を行わ
ﾈいもの 1鵬391 4，854，142

／／／／／／／計 B　2β18，197 D　20，918，975

／
F　11，922，838

／／
5．14／ 57ρ

償　却　費 の　変　化

償 却 費 年　　　　額
B－

`

再 評 価 前
A　、

211，913　ヂ円

再 評 価 後
B
I
　
　
　
． 997，800千円

4．73倍

一172一



（G）車． 輌

資産再評償の明細
種　　類　　別」 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度額 再評価額

再評価後の

??ｿ額
．再評価差額

E－

`
F－
a 旦
C

F－

c

再評価を行っ
ｽもの

、躍ICム　　　　　　　　　　　千円E　　　　干円

@　　　　　　413，968　　169，360 ／干肖
　モ円
P54，775
　倍
PL61／

　％
S0．9／

1土　　　地 再評価を行わ
ﾈいもの 、囎i、醐

／／／／／／／計 B矧ID　58襯／
F 、8L。、9／／

　倍
U．90／

　％
R1．1

再評価を行っ
ｽもの

A　　102β61 C　Iβ39，194 E　　969，933

／
867，272 軌45／ 52．7／　　　　、

Q建　　　物 再評価を行わ
ﾈい4，の i19，428 184，035／／／／／／／計 B　　222，089 D　島023，229

／
F　1，089，361

／／
4．91／ 53．8

再評衝を行っ
ｽもの

A　　97．428 C　1、539」358 E　1，303，074

／
1，205，646 13．37／ 84．7／機械装置そ3の他有形減　価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの 299，470 585，187／／・／／／／／計 B　　396働 D　a124．545

／
F　1．602β44

／／ 生04／ 75．4

再評価を行っ
ｽもの

ム　　　　0 C　　　　O E　　　　．0

／
0 0／ 0／「・雛響償

再評価を行わ
ﾈいもの 0 0／／／／／／／計 B　　　　O D　　　　O

／
F　　　　O

／／
0／ b

再評価を行っ
ｽもの

△　．

@　　　0
C　　　　O E　　　　O

／1 0 0 ／． 0／
・鷺羅価 再評価を行わ

ﾈいもの 0 0

／／1／／／／／計 B　　　　O D　　　　O

／
F 。レイ／ 0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　㎜4 C　　　aOGO E　　　aomo

／ o LO7／ 100．0／
唾鍵噂 再評価を行わ

ﾈいもの 12，982 13β18／／／／／／／，計 B　　15．786 D　　16．318

／
F　　15，982

／／
1．01／ 97．9

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　　O E　　　　O

／
0 0／ 0／

・表摯宏繍・ 再評価を行わ
ﾈいもの 175 1，496／／／／／／／葺卜 B　　　175 D　L496／ F　　　175／／ 1．00／ 11．7

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O

／ 0．　0／ 0／
8株　　　式 再評価を行わ

ﾈいもの 82，096． 肱096／／／／／／
　　’^

計 b　聖82」096 D　　82。096

／
F　　82ρ96

／／
Loo／ 100．0

償　却　費　の　変　化

償 却 費 年　　　　額．
B｝

`

再 評 価． 前
A

76，586千円

再 ] 価 後
B

272，291　干円

3
5
6
培
。

一　173・一



（H）造 船

資産再評債の明細
種　　類　　別 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度額 再評価額

再評価後の

??ｿ獺
再評佃磋貝 E｝

`
F㎜

a
＿旦一

b
F－

c

再評価を行っ
ｽもの A29観ド聯8搬IE　1磁罫 ／壬円 　　干．

P45，741

1、
{
　
翫
8
6／

　％
�j．0／

1土　　　地 再評価を行わ
ﾈいもの

鎗9、7i

窺娚／／／／／／／計 B磯9、41D L66ら753L／． F　　215．655

／／
　倍
RLO8／ 　％

P2．9

再評価を行っ
ｽもの

A．
@　174．487

C　　　　　　　E
@5．5553，5526　　　　1β71，690

／
1，197，203 Z86／ 24．7／

2建　　　物　妻誕磨二一わ
166，240 、、蜘／／／／／／／1　計 B　　340，727 D

一丁／
F　1．537，930

／／
4，．／

26．7

再評価を行っ
ｽもの

A．1鉱謝ド
4，018，762 E職講． 1，205．沼2 10．47／ 33．2／機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの 14工，848 178，803

／／／／
　　／^ ／／

計
β　　269，152 D　4，197、565

／F 1．474β84．／／ 5．48／ 35．1

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O E　　　　　O．／． 0 0．／ 0／・羅爆価償 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0

／／／／／／／計 B　　　　　O D　　　　　o

／
F　　　　　O

／．／ ．
0
／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O E　　　　　O

／／ 0 G／ 0／・灘馨価 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0

／／／／／ ／計 B　　　　　O D　　　　　O

／
F　　　　　O

／／
0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O 日　　　　　0

／ 0 0／ 0／
蟻解傭 再評1面を行わ

ﾈいもの 0 0

／／／／／／／計 B　　　　　o D　　　　　O

／
F　　　　　O

／／
o／ o

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O c　　　　　O E　　　　　O

／
0 0／ 0／・表離離 再評価を行わ

ﾈいもの
．　　　　　0

0

／／／／／／／計 B　　　　　O D　　　　　O

／
F　　　　　O

／／
0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O E　　　　　O

／
0 0／ 0

　　’^
8株　　　式 再評価を行わ

ﾈいもの 0 0

／／／／／／／言．i’
．B

@　　　　O
D　　　　　O

／
F　　　　　O ／ 0／． 0

再、酬面を行っ

ｽもの
A　　331，788 C　10，450，602 E．

@a879ρ64／ 織176 8L68／ 27．6／
9合　　　計 再評価を行わ

ﾈいもの 348，005 1，177，522

／／／／／／／計 B　　679，793 D　11，628，124

／
F　3，227，969

／／
4．75／ 278

償却費の変化
償 却 費 ．年　　　　額 B－

`

再 評 価 前
A　．

87，644千円
再 評 輝 後

B
322，914．干円

．368倍朋　o

一174



（1）鐵 早 早 轍 （50，000千円未満）

資産再評債の明細
種　　類　　別 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度額 再評価額

再評価後の

｣簿価額
再評価差額

E－

`
F－

a
E』　．　一

b
F－

c

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　千門C　　　　千円
@　　ら498　　　⑳，482

E　　　　干円

@　171736 ／網　、3濁 讃レ／ 　％W6．6／
1土　　　地 再評価を行わ

ﾈいもの 336，405　4，101β89／／／
／レ／／／

計
B　　　　　　　D
@　3輪903　4，122，471．／ F鍛、4、／ ／｛L諺／

％
8
．
6

再評価を行っ
ｽもの・

A　　鵬22雲 C　　　　　　E
@5．68写，850 翻鵬／ 4，586」365 7．72／ ga7／

2建　　　物 再評価を行わ
ﾈいもの ．714馬7 鵬73、／／／／／／／計 B　1，397，181 D 鰯58、／F 5，983，546／／

4．28／ go．9

再評価を蕎つ
ｽもの

A．
@2」426，516

C　15，435，621 E　11，818、062

9」391546 生87 76．6／機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの 29274，766 2，608，741

／／ ／／／／
計 B　ら701，282 D　18，044．362

／
F　14，0921828

／／ ag9／
78．1

再評価を行っ
ｽもの

A　　　3、677 C　　　82β52 E　　24β20

／
烈｝，943 6．70／ 盛）ゴ

／「
・羅蓬価償 再評価を行わ

ﾈいもの 10，075 58β34／／／／／／／計 B　　13，752 D　　141，686

／
F

塒／／ a52／ 24．5

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O E　　　　　O

／1 0 0 0／・麟難価 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0

／．／L／／／／／／計 B　　　　O D　　　　　O

／
F 。レ／’／ 0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　96 c　、。、E　、。9／ 13 L14／ 100．0／・難蟹事 再評価を行わ
ﾈいもの 5，385 123538

／／／／／／／計 B　　　5，481 D 、翻7／F ．5，494

／／
1．00／ 4．4

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　41 C　　　　　　E
@　　　192　　　　　50／

9 1．22／ 26．0／・表黎輸 再評価を行わ
ﾈいもの　． 1，569

島、。7．／

／／／／／／計 B　　　1，610 D

捌／
F　　　1β19

／／
1．01／ 70．4

再評姫を行つ
Dたもの

A 　C
n．．　　　　0

E　　　　　O ／　　　。 0／ 0／
8株　　　式　　「． 再評価を行わ

ﾈいもの 0 ．0／！／／／／／／計 B　　　　　O D　　　　　O

／ F　　。／／ 0 0

再評価を行っ
ｽもの

A　a117，05才 C　21，2お，106 E　17，129，166

／
14，012，114 5．50／ 80．7／再評価を行わ

ﾈいもの 3343，157 7一顧／／／／／／／
9合　　　計

P

計．
B　6，460，2〔〕9

D滋・聯／
F　20．472β幻

／／
a17／ 705

償却費の変化
償 却 　． 年　　　　顯 B－

`

再 評 価 前
A

．755，094　干rq
．：再 評 価 後

B
2，594，117　干円

3
4
4
倍
●

L175・一



（」）海 士

資産再．評償の明細

種　　類　　別

@　　　　9

再評価の有無 帳簿価格 再評価限度額 再評価額
再評価後の

??ｿ額
再評価差額

r　E－

@A
F｝

a
旦
C

F－

c
1

再評価を行っ
ｽもの
A　翻［c、93翻 ε5。調／椚 　干円

S2，258
　倍
U．09／

　％
Q＆1／

1土　　　地 再評価を行わ
ﾈいもの 覇i 125，762／L／ ／／／／
計 B　、亀㈱ID　3、蜘／IF 60β18

／
　！^ 　倍

R．34／
　％
P88

再評価を行っ
ｽもの

A　　29，875 C　　225，139 E　　180，422

／． 150，547
6104／ 80ユ／

2建　　　物 再評価を行わ
ﾈいもの 81，go3 157捌／／／／／／／計

8　　111．778 D　　382，426

／
F　　262垂25

／／ 麟／ 6＆6
一

再評樋を行っ
ｽもの

A　1ρ34597 C　3。745．796 E　　　　　　’一
@島470、110／

　　　．
P，435，513
㎜／ ・65．9／機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの 990，953 1，59転323

／／／／／／／計 3　ao脚 D　5β40、119

／
F　3．461，063

／／
1．71／ 64β

再評価を行っ
ｽもの

A　　67，249 G　　　　　　　E
@　310，939　　248，751／

181，502 a70／ 79．9／・雛馨価償

@　　　　F

再評価を行わ
ﾈいもの 171，179 訪襯／／／／／／／計 B　　23＆428 D 6圏4・・／ F　　419，鯛0

／／
1．76／ 6L9

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　o E　　　　O

／
0 0 0／．

・鷺難価 再評価を行わ
ﾈいもの 0 o

／／／／／／／計 B　　　　O D　　　　O

／
F　　　　O

／
　／^ 0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　15，685 C　　蹴529 E　　88，154

／
72，469 5；62／1凶ρ／喋鍵の事 再評価を行わ

ﾈいもの 171，179 鎗7陶／／／／／i／／計 B　　18㎜ D 66島㎜／ F ％、螂／／ 、3．1／ 39．2

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O，C　　　　o E　　　　O

／
0 o／ 0／・静宏繍 再評価を行わ

ﾈいもの 0 0’

／／／／
／レ／／

計 B　　　　O D　　　　o

／
F　　　　O

／／
。レ／

0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O 日　　　　0

／
0 0／ 0／

8株　　　式 再評価を行わ
ﾈいもの 34，626 32，706

／／／／／／／計 B　　3ら鯉6 D　　32，706

／
F　　34，626

／／
Loo／ 1059

再評極を行っ
ｽもの

A　1，155，716 C　4，770βお E　3，038，005
1β82，289　2．63／ 63．7／

9合　　　計 再評価を行わ
ﾈいもの ユ．300508 ・2365，280

／／／／／／／計 B　a4砥勿 D　7．135，6耳5

／
F　4，336513

／／ 1．77／ 60．8

償　却　費　の　変　化

蛮 却 ・費 年　　　　額 B－

`

再 評 価 前
A

333，292干円
再 評 価 後

B

562，791千円
1．69倍

一176　一



（K）倉 庫

資産再白白の明細
種　　類．別1 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度類 再評価額

再評価後の

??ｿ額
再評価差額 －

A

F一

a
E－
b ⊥
D

再評価を行っ
ｽもの

▲　　　千門C　　　千円
@　　塙162　　　79L595

E　　　干円
@　　嶋341／千円1

　干円
ﾟ179
　倍
QL43／1磁／

1土　　　地 再評価を行わ
ﾈいもの ㎜

85⑤581／／／／
／’／／

計
B　　　37，㈱ D　　936，176

／
F
8、鎖／／ a驚／

　％
W＆7

再評価を行っ
ｽもの

A　　　綱
C　　　　　　　ε．2，014β82　1．261，β25

／ 1，鵬061 2ム54／．6a6／
2建　　　物噛 再評価を行わ

ﾈいもの ㈱ 6島6お／／／／／／／計 E　i一一D 島欄。／ F　1，326．515／／
1．07／ 63．7

再評価を行っ
ｽ4、の

A　　　lq267 C　　146，275 E　　　98β81

／ 8亀114 9．58／ 67．3／機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの

5a670 、脚／／／／／／／計 』　　　蘭 D

糊4／
F　　152，051

／／ a鎗／
58．7

再評．価を行っ

ｽ4、の
A　　　　　O C　　　　　O E　　　　　O

／
0 0／ 0／・三士償 再評価を行わ

ﾈいもの 0 0

／／／．／／／
／1

計
B　　　　　O D　　　　　O

／
F　　　　O

／
0 ／． 。

1

再評価を行っ
ｽもの A　。ド　。 E　．　　　0／ o 0 0

．／】

・灘婆価 再評価を行わ
ﾈいもの 。1　α

／／／／／／
／1

計 B　。F 0
F　　　　　O

／／
0／ 。

1

再評価を行っ
ｽ本の

A　　　　　O c，

@　　　　0
猛　　　　　0

／
o 0／ 0／

・美錐の事 再評価を行わ
ﾈいもの 臥794

蜘／／／／／／／計 B　　　臥79馨 D　　　鵬

／
F　　　5．794

／／
1．◎0／ 64鴻

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O E　　　　　O

／
0 0／ o／・

親
輔
↑

再評価を行わ
ﾈいもの 0 0

／／／／／／／計 B　　　　　O D　　　　O

／
F　　　　　O

／／
0／ 0

　　　　　　「　　　甲　　　　　　　．

W株　　　式

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O E　　　　　O
0 0／ 0／

再評価を行わ
ﾈいもの 4，640． 馬640

／／／／／／／計 B　　　ら6ω D　鞠L／／r F　　　ら640／／
1．00／ 100．0

再評低を行っ
ｽもの

A　　　　　　．C　－

@　70」gg3　　2鋤252
E　1，蝿347

／
1，335，354 1981／ 62β／

9合　　　計． 再評価を行わ
ﾈいもの 163㌧858　　1．051，442

／／／／／／／計 B　　23ら851 D　3L291，694

／
F　1β70，205

／／ 6．69／ 4717

償　却　費 の　変　化

償 却 費
一

年　　　　額
B＿．

`

再 　　．] 価 前
A

26，063．千円

醐

再 評 価 後
B

88，276干円
339倍．
C

一一一 P77一



（L）白 白 工 業

資産再評債の明細

種　　類　　別 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度額 再評価額
再評価後の

??ｿ獺
再評価差額

E－

`
F－

a 且C
F－

c

再評緬を行っ
ｽもの

A　　　　．干肉

@　　7359
C　　　　干円
@　159，649

E　　　　千円
@　111，386 ノ円 　r円

P04，027
　倍
P5．14／

　％
U9£／

1土　　　地 再評価を行わ
ﾈいもの 109276 1，975，153

／／／／／／
／．

計
B　　11〔転635 D　a13ら802

／
F　　220，662

／／
　倍
P．89／

　％
P03

再評価を行っ
ｽもの

A　　793，785 C　7，394，705 E　5．176β77

／
4β82，592 6．52／ 70．0／

2建　　　物 再評価を行わ
ﾈいもの 504，916 1，262，976

／／／／／／／轟卜 b　1，298，701 D　8．657．681

／
F 臥68聯／／ 4．37／ 65．6

再評価を行っ
ｽもの

A　1，553．872 C　11．020，289 E　8．614，363

／
7，060，491 5．54／ 糊／機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの 1，053，819 a357．840

／／／／／／／計 B　a607，691 D　13，378，129／一
F　9，668，182

／／
3L71／ 723

再評価．を行っ

ｽもの
A　　　，

@　　　以
C　　　1、154 E　　　1，019

／ 鰯 42．45／ 8＆3／
・難等価償 再評価を行わ

ﾈいもの 582 23，577／／／／／／／計 8　　．　606 D　　24，731

／
F　　　1，601

／／
2」64／ 65

再評価を行っ
ｽもの

A　　12」366 C　　無）4，819 E　　128，919

／ 116β53 10．43／ 62．9／
・鱗亭亭 再評価を行わ

ﾈいもの 93，199 433，492

／／／／／／／計
B　　105，565 D　　638，311

／
F　　222，118

／／
2．10／ 34．8

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O

／
0 0／ o／

唾鍵の事 再評価を行わ
ﾈいもの 19 592

／／／／／／／計 8　　　　19 D　　　　592

／
F　　　　19

／
　／^ 1．00／ 3．2

再評価を行っ
ｽもの

A　　　1，139 C　　　5，942 E　　　5β51

／
4，712 5．14／ 螂／

・表黎繍 再評価を行わ
ﾈいもの 10，389 47，899

／／／／／／／計 B　　11．528 D　　53，841／’ F　　16β40／／
1．41／ 302

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O

／
0 0／ 0／

8株　　　式 再評価を行わ
ﾈいもの 57，085 58，569

／／／／／／7；卜 E　　57ρ85 D　　58，569

／
F　　57，085

／／
Loo／ 97．5

再評価を哲つ
ｽもの

A　2、368，545 C　18，786，558 E　　　　I　14ρ37，915［

11．669370 5．93／ 74．7／
9合　　　計 再評価を行わ

ﾈいもの 1，829，285 6，160，（珍4／L／／／／／／／計
お　4，197，830 D　24．946，652／F、5鳳㎜／／

3．78／ 63β

償却費の変化
償 却 費 年　　　　額 －

A

再 評 価 前
A

547，935干円
再 評　． 価 後．

B
1，764，791　干円

3．22f浄

一178一



（M）．馨 二 品 塗 料

資産再評債の明細

種　　類　　別 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度額 再評価額
再評価後の

??ｿ額
再評億差ぷ

E㎜　一　一

`
F－

a
　E一
@C P）

再評価を行っ
ｽもの A　薦lc　29観

E　　　　千円．

@　13，411
　　　干円　　　　　一己円
^　　　　　　　　1i，859 。訟／1．45慧／

1土　　　地 再評価を行わ
ﾈいもの

　　1｢αめ1　姐脳／／／／／1／／計 B鋤・91P鵬7㏄

／
F
鋼レ／／／ 溺レ／

％
＆
2

再剤西を行つ
ｩもの

へ　　154，211 C　1，641，947 E　1，332，942

／
1，178，731 8．6生 81．2／

2建　　　物 再評価を行わ
ﾈいもの 61，751 84，139／／／ ／／／計

B　　215，962 D 名，購／ F　1394．693／／
6L46／ 51．2．

再評．価を行っ

ｽもの
A　　蹴912 c　1．460，692 露　1，179，514 ／　卯q・・2 5．65／ 80．8／機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈしもの

■　　212，953 311，974

／／／／／／／計
B　　421，865 D　1，772，666

／
F 職、67レ／一／ 3．30／ 78．6

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　273 C　．

@　　鰯
露　　，　　　　274

／
1 1．oo 96．1／・舞難価償 再評．価を行わ

ﾈいもの 鋤 2，219／∠／／／／／計
．B

@　　　523
D　　　馴

／
F　　　524

／／
1．00／ 20．9

再評価を行っ
ｽもの

A　｛

@　　　．0
C　　　　Oヲ　　o ／／1　　。 d／1 0／

・鱗羅怖． ．再評価を行わ

ﾈいもの 0 0／． ／／．／／
計 B　　　　　O D　　　　O

／
F

。／／
。レ／

0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　O E　　　　O

／
0 0／ 0．／

唾鍵の事 再禅価を行わ
ﾈいもの 20，391

　　、
Q6，052／／／／／／／計

B　　20，391 D　　269052

／
F 、。β。i／／ LOO／ 78．3

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　　O E　　　　O　　／^ 0 0／ 0／
・三三輔 再評価を行わ

ﾈいもの 0 0／／／／／／／計 B　　　　O D　　　　O

／
F．

@　　　0
　　　　，．！

／ 0／． 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　560 C　　　2．284 E　　　1，143

／ 鵬 2．04／ 50．0／
8株　　　式 再評価を行わ

ﾈいもの 25，606 251606

／／／／／／／計 B　　31．266 D　　27．890

／
F　　31，849

／／
1．02／ 114．2

再、1T価を行っ

ｽもの
A　　365，508 C　3ユ34，458 E　2，527，284 　　阿　　／

2，161，776 6．91／ 80．6／
9合　　　計 再。陥を行わ

ﾈい．もの 3491590 930，544
　　　／／^

　　〆／／

／／／／／計 B　　715，098 D　4．062，028

／
F　2，876β74 　　　　　F／ 4．02／ 70．8

償却費の変化
償 却 費

　　　　　臣　　　．

N：　　　額 `

再 評 価 前
A

95，627珊
再 評 価 後．

B

34ユ，713干財．

3
5
7
位
●

一　179．一



（N）食 品 醸 造

資産再二心の明細

種　　類　　別 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度額 再評価額
再評価後の

??ｿ獺
再評価差額

E一

`
F－

a
＿旦＿

b

F
皿
　
　
　
　
「
D

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　千円

@　　7β91
c　　　　千円
@　307．138

E 、謂Lノ凋 　千円　　倍
R9．7烈）　6．16／

　％
P5．4／

1土　　　地 再評価を行わ
ﾈいもの 56，121 1，150，684／L／／／／／／計

B　　63，812 D　1，457，822／IF、醐2／／
　倍
ｵ62／

％
7
」
1

再評価を行っ
ｽもの

A　　363．034 C　5，448，010 E　4，289，098

／ 3，926，064 11．81／ 78．7／
2建　　　物 再評価を行わ

ﾈいもの 165，642 221488

／／／／／／／計 B　　5羽L676 1）

@5，669，498／
F　4，454，740

／／
8．43
　／ﾚ 78．6

再評価を行っ
ｽもの

A　1，487，038 G　5．833，609 E　5．156，784

／
翫669，746 a47／ 88．4／機械装置そ

Rの他有形減
ｿ償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの 574，078 742，243／／／／／／／計

B　2，061，116 D　6．575，952

／
F　臥730，862

／／
2．78
／．…

再評価をそ」つ

ｽもの．
A　　　1，202 C　　　9，398 E　　　9．191

／
7，989 7．65／ 97．8／

・至高償 再評価を行わ
ﾈいもの 22 1，176／／／／／／／計

B　　　1，224 D　　　10，574

／
F　　　9，213

／／
753／ 87．1

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O E　、　　　0

／
0 0／ 0／

・晶晶価 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0

／／／／／／／計 B　　　　　O D　　　　　O

／
F　　　　O

／／
0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　4．381 C　　170，417 E　　120，250

／
115，869 27．45／ 70．6／

亭亭曝 再評衝を行わ
ﾈいもの 3．餅 30，701

　　　／　　，rF

^／ ／／／／／／／、il’ B　　　乳618 D　　201，118 　　　　．／ F　　123，487

／／
1｛L21／ 61．4

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O E　　　　　O

／
0 0／ 0／

・表尊覧 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0

／
　　　／／　　．　「　　「

^ ／／／／／／Ii卜 B　　　　　O D　　　　　O

／
F　　　　O

／／
0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O E　　　　O／／ 0 0／ 0／
8株　　　式

再評価をそτオ．）

ﾈいもの 11，195 24，045 ．
／
4 ／／／／／／計

B　　　11．195 1）

@　　24，045／
F　　　11，195

／／
1．00／ 46．6

再評価を行っ
ｽもの

A　1，863β46 C　11．768．572 E　9，622，734

／
7．759β88 5．16／ 81．8／

9合　　　計 再評価を行わ
ﾈいもの 810，295 2，170，337

／／
　　　／　　　〆

^ ／／／／計
B　2．6γ3，641 D　13，938，909

／
F　10，433．029　　　／ ／． 3．90／ 74．8

償　却　費 の　変　化

償 却 費 年　　　　額

｝号一　一

`

・：再 評 価 前
A

374，512　干円

再 評 価 後
B

1，012，689　千円

一180一



（o）窯　業　セ メ ン ト

資産再評債の明細
種　　類　　斑 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度額 再評価額

再評価後の

??ｿ額
再評価差額

E－

`
F　

a 旦C

F一　．『

c
、

再評価を行っ
ｽもの

A 謝【C、8麗 E　　　千円@　　3，820／円 漏』夢／
　％
Q0．6／

．1土　　　地 再評価を行わ
ﾈいもの 鳳“gl螂鯛

／／／1／／／／計 B7、副Dg7聯／
F　　74，269／一レ／ 　嬉

P．03／
％
7
．
6

再評価を行っ
ｽもの

A　　571．659 C　　　　　　　E
@4．039。629　2β9臥691／

2，327，032 5．（π／ 71．8／
2建　　　物 再評価を行わ

ﾈいもの 161，476 瓢931／／／／／／／計
B　　73翫135 D、錨鋤． F　竃060，167

／／
4．17／ 7α6

再評価を行っ
ｽもの

A　　484．037 C　4多80．041 E　3，825，104

／
3，341，067 7Lgo／ 83．5／機械装置そ3の他有形減

@価償却賓産

再評価を行わ
ﾈいもの 221，299 410」245／／／ ／／／計 B　　705β36 D　4．990，286

／
F　4．0嶋403

／ 5．74／ 8U
再評価を行っ
ｽもの

A　　　　95 C　　　7，213 E　　　1，119

／
1，024 11．78／ 15．5／・雛響償 再評価を行わ

ﾈいもの 15，987 1蹴324／／ ／／／／
計 B　　16．082 D　1．605，537

／
F　　17，106

／
．／ LO6／ 1．1

再評価を行っ
ｽもの

A　　127，263 C　　417，733 E　　327，748

／ 200，485 a58／ 78．5／・亭亭価 再評価を行わ
ﾈいもの 278，746 475，730

／／／／／／／計
B　　406，009 D　　893，463

／
F　　606，494

／／
1．49／ 67．9

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　10 C　　　　677 E　　　622

／
612 62．20 91．9／亭亭の事 再評価を行わ

ﾈいもの 470531 470，557／／／／／／
／
／

計
B　　470」541 D　　471，234

／
F　　471，153 ／ LOO／ 99．9

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O

／
0 0／ 0／

・霧麟 再評価を行わ
ﾈいもの 2 6．／／／ ／／／壽．卜 E　　　　2 D 6・／ F　　　　2／／

1．00／ 33．3

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O

／
0 0／ 0／

8株　　　式 再評価を行わ
ﾈいもの 2β44 891

／／．／／／／／計
B　　　2，344 D　　　　891

／
F　　　蜘

／／
1．00／ 263

償　却　費　の　変　化

償 却 費 年　　　　額 －
A

再 評 価 前 A
171，814千円

．再 評 価 後
B

．731，191干円

4
2
6
0

一18t一



（P）　ゴ ム 皮 革

資産再高高の明細
秤　　類　　陽lI 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度額 再評価額

再評価後の

??ｿ額
再評価差脚 E－

`
F－

a
五
＿
C

F．一　一

c

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　千円

@　　騨
C　　　干円
@　69．489

E　　　　千円
@　24，510／四　鉱謂購／

　％
R53／

1土　　　地 再￥価を行わ
ﾈいもの 13，α79 145，459

／／／一／／ ／計 B　　15，583 D　　214．948

／
F

㈱／／
　倍
Q．41／ 　％

P75

再評価を行っ
ｽもの

A　　65．7路 C　　7726683 E　　4田」28

／ 402，003 7．12 50．5

2建　　　物 再評価を行わ
ﾈい4、の 41，420 65，555

／／／／／／需’ B　　117，145

D蘭／
F　　519，148

／
レ　4．43／ 6L9

再評価を行っ
ｽもの

A　　12亀677 C　　974，411 E　　498，364

／ 374，687 4．03／ 51．1／機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの ga677 1α7，892

／／／／／／／計 B　　217．354 D　1，08a303

／
F　　592，041

／／
a72／ 54．7

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O

／
0 0／ 0／・雛響償 再評甑を行わ

ﾈいもの 0 0

／／／／
『／／／

計 B　　　　o D　　　　O

／
F　　　　O

／／
0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O 0 0／ 0／・二二価 再評価を石わ
ﾈいもの 0 0

／／／／／／／計 B　　　　O D　　　　O

／
F　　　　O

／／
0／■ 0

再評価を行つ
Dたもの

A　　　167 C　　12、121 E　　10．086

／
9，919 60．40／ 蝕2／唾雛の事 再評価を行わ

ﾈいもの 0 0

／／／ ／／／言
ナ B　　　167 D　　12，121

／
F　　10、086

／／ 60．40／ 83．2

再福島を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O

／
0 0 0／・欝宏輔 再評価を行わ

ﾈいもの ol　　o／／／／／／／計 B　。P α

／
F　　　　o

／／
0／ 0

再評価を行っ
ｽ尋、の

A　　　　O C　　　　o E　　　　O

／ 0 0 0／
8株　　　式 再評価を行わ

ﾈい4、の 1｛淘（斯 10，0田

／／／／／／／計 B　　10，097 D　　10，097

／
F　　10，097

／／
1．oo／ 100．0

再評価を行っ
ｽもの

A　　192、｛冴3 C　1，828．704 E　1，000．688

／ 808，615 5．21／ 54」／
9合　　　計

＝再、i価を行わ

ﾈいもの 158，273 329，003

／／／ ／／／‘

轟t’ B　　350、346 D　2，157，707

／
F　1，158ρ61

／／
331／ 53■

償却費の変化
償　　　却　　　費　　　年　　　額 井

再　　評　　価　　前 A　　　　　28，324干円
再　　評　　価　　後

B．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　84，892　干円

3
0
0
倍
．

一一　182　一



（9）繊 維 工 業

資産再評慣の明細

種　　類　　別 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度額 再評価額
再謂面後の

?煢ｿ額
再評価7yi額 E
A

F－

a
E－c一 F
…
D

再評価を行っ
ｽもの． A、8講C瀦馴E娼、溜 ／「円 　千円

S63ρ66
　倍
Q5．81

　％
U4．8／

1土　　　地 再評価を行わ
ﾈいもの 107，641 一同1／／／／／／／、ゴi’ B　　12賎306D a櫛，し／／ F　　589，372

／／
　倍
S67／

　％
Q2．3

再評価を行っ
ｽもの

A　　979，854 C　15405，616 E　14，700、576

／
13，720，722 15．00／ 95．4／

2建　　　物
　一ﾄ評価を行わ
ﾈいもの 345，715 370，006／／

／
／ ／／／／

計
B　1，324，569 D　15．775．622

／
F　15ρ45，291

／／
1136／ 95．4

再評価を行っ
ｽもの

A　2，491．750 C　15，846，434 £　15，045，872

／
12，554，122 6．04／ 94．9／機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再平価を行わ
ﾈいもの ．742，571 806，342

／／／／／／／計 B　3234321 D　16，642．776

／
F　15，788，443

／／
4．88／ 94．9

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　．0 C　　　　O E　　　　O

／
0 0／ 0／

畷灘価償 再評懸を行わ
ﾈいもの 515 2LO51

／／／／／／／、、卜 B　　　　515 D　　　2」051

／
F　　　515

／／
1．oo／ 25．1

再雨1価を行っ

ｽもの
A　　　　O C　　　　O E　　　　O

／
0 0／ 0

／
／

・士長価 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0

／／／／／／
／／

計 B　　　　O D　　　　O

／
F　　　　O

／／
0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　670 C　　17，854 E　　17，357

／
16，687 25．91／ 972／

亭亭噂 再、，乎価を行わ

ﾈいもの 7，749 22，191

／／／／／／／計
B　　　8．419 D　　40，045

／
F　　25，106

／／
2．98／ 62．7

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O 露　　　　0

／
0 0／ 0／

二7碁宏輔 再評晒を行わ
ﾈいもの 157 4，274

／／／／／／／言十 B　　　　157 D　　　4，274

／
F　　　　157

／／
1．00／ 」

3
．
7

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O／1　。 0／ 0／
8株　　　式 再評価を行わ

ﾈいもの 49，182 51，957

／／1／／／／／計 B　　49，182 D　　51，957

／
F 、軌、82L／／／ 1．oo／ 94．7

再評佃iを行っ

ｽもの
A a・脚IC　3a脚66 E　30，245，536

／ 26，754，597 8．66／ 94．5／
9合　　　計 再評価を行わ

ﾈいもの
一華亀・6a71・

／／／／／／／計
Bら蹴46glD鍬1襯7　　　　　瞠

／
F　31，49創066

／／
6．64／ 89．5

償却費の変化
償　　　却　　　費　　　羊　　　額 芽

再　　評　　価　　前 A　　　　　544，360千［q
再　　評　　．価　　後 B　　　　3，292，401　下円

6
0
5
倍
・

一183・一



（R）製 紙 ノく
ル プ

資産再高高の明細

種　　類　　別 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度額 再評価額
再評価後の

??ｿ額
再評価差額 E

τ

F－

a
E㎜
b
F－

c

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　心門C　　　　・団円
@　　10，〔沁9　　435，870

E　　　　千円
@　163，934

　　　　円　　　　　千円^　　　　　　　　153325 　倍
P5．45／

　％
R7．6／

1土　　　地 再評価を行わ
ﾈいもの 13渦08　　215，158／／／／／／／計

B　　　　　　　D
@　　2缶117　　751，028／ F、7脳、／／

　倍
V．36／ 　％Q3．6

再評｛亜を行っ

ｽもの
A　　68β35 C　1．897，082 E　1．652，715

／
1，583，880 24．01 ．87．1／

2建　　　物 再評価を行わ
ﾈいもの 197β79 14駄920／／ ／／／／
計

な　　266，714 ．　2．047．002

／
F　L850，594

／／
6．94／ go4

再評価を行っ
ｽもの

A、、副C，鐡669 E　2，941β40

／ a824，733 2522／ 88．1／機械装置そ
Rの他有形減
@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの

鵬、26i瓢、21

／／／／／／／計 B楓鳴P翫57α㎜

／
F　3，274，766

／／
Z28／ 91．7

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O E　　　　　O

／
0 0／ σ0／

・雛響償 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0

／／／／／／／計
B　　　　　O D　　　　　O

／
F　　　　　O

／／
0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

八　　　　　0 C　　　　　O 起　　　　　0

／
0 0／ 0／

・鷺高価

@脚

再評価を行わ
ﾈいもの、

86i
乳306／r／／／／／／計 B　　　　861 D　　　7．306

／
F　　　　861

／／
1．oo／ 11．8

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　10 C　　　　162 E　　　　162 152 16．20／ 100．0／
・晶晶の事 再評価を行わ

ﾈいもの 30 30

／／／／／／／計 B　　　　40 D　　　　192

／
F　　　　192

／／
4．80／ 100．0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O E　　　　　O

／1 0 0／ 0／
・二二宏輔 再評価を行わ

ﾈいもの 0 0

／／L／／ ／／計 B　　　　　o D　　　　　O

／F　・1／／
0／ 0

劉

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O E　　　　　O ／／1　　。 0／1。／
8株　　　式 再評価を行わ

ﾈいもの 0 0

／．／／／／1／／計 B　　　　　O D　　　　　O

／ F　・／／
6レ／ 0

再駄面を行っ
ｽもの

A　　195，961 C　5，672，783 E　4，758；151

／
4，562，190 24．28／ 83．9／

9合　　　計 再評価を行わ
ﾈいもの 545，704 603，535／／／／／／／計 B　　741，665 D　6，276，318／／ F　民303β55／／

7．15／ 84．5

償　却　費 の　変　化

償 却 費 年　　　　額
B－

`

再 評 価 前
A

51，017千円
8．32倍

再 評 価 後
B

424，325　干円

一184一



（s）建 設

資産再評債の明細
佃　　類　　疹［1 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度額 再評価額．

再平価後の

??ｿ額
再評価差類

E－

`
F『

a b
F　．

P
）

再評価を行っ
ｽもの A一翌撃メC講

E　　　．r円
@　26，496 ／ノ冊

　．予円

Q4，338
　倍
P227／

　％
R9．2／

1土　　　地 再評価を行わ
ﾈいもの

＆麟i・3。，。2

／／／／
．／／／

計 B． A鳥鳴ID　499珊

／
F　　35．431

／／
　｛潅

R．19／
％
7
．
1

再評価を行っ
ｽもの

八　　26．349 C　1，605，081 E　　与91，602

／ 565，253 22．45
．／

36．9／
2建　　　物 再評価を行わ

ﾈいもの 14，885 46，165
／
／

／／／／／／計 B　　41、234 D　1．651，246

／
F　　606，487 ／ 1471／ 36．7

再、、丁価を行っ

ｽもの
A　　　1，985 C　　34．489 E　　・19，197

／ 17，212 駄67／ 55．7／機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの 9，668 40β77

／／／／／／／計
B　　11，653 D　　74β66／／ F　　28，865／／

2．48／ ．38．6

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O

／
一　　　　〇

0 0／・雛七二 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0

／．／／／／／／計 B　　　　　o D　　　　O

／
F　　　　O

／／
0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O

／
0 0／ 0／

・三三価 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0

／／／／／／／轟卜 B　　　　O D　　　　O

／
F　　　　O

／／
0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O

／
0 0／ 0／

唾鍵郷 再評価を行わ
ﾈいもの 1，698 4，662

／／／／／／／i卜 B　　　1．698 D　　　4．662

／
F　　　1，698

／／
Loo／ 36．4．

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O

／
0 0／ 。1／

・三三輔 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0

／／／／／
／レ／

計 B　　　　O D　　　　O

／
F　　　　O

／／
0／1 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O

／
0 。／ 0／

8株　　　式 再評緬を行わ
ﾈいもの 2，771 島77、． ．／／／／／／計

8　　　2，771 D　　　2．771

／
F　　　2，771

／
／・。。／ 100．0

再評価を行っ
ｽもの

A　　30．492 C． C　1，707，146 E　　637，295

／ 606，803 20．90／ 37．3／
9合　　　計 再評価を行わ

ﾈいもの 37，957 525，677

／／／／／／／計 B　　68，449 D　2，232，823

／
F　　675．252

／／
9．86／ 30．2

L

償　却　費 の　変　化

償　　　　却　　　　費　　　　年　　　　額 ÷

再　　評．価　　前 A　　　　　6，282千円
再　　評　　価　　後

B．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30，481　刊q

4
9
0
．
倍
●

一185　一



（T）貿 易 商 二

十．産再評便の明細

種　　頬　　別 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度額 再評価額
再評価後の

??ｿ額
再評価差額

E－

`
F－

a
E一　一

b
＿E．D

再；ギ価を行っ

ｽもの
A　　　　指引
@　　8．726

C　　　　干円

@　126394
E　　1（珍、売引／干円 　．干円

X4，031
　借
P1．76／

　％
W1．3／

1土　　　地
再評．価を行わ

ﾈいもの 67，879 672，108

／／／／／／／1 計 B　　76，605 D　　798β02／F、鴨鰯／／
　倍
Q．23／ 　％

Q1．4

再評価を行っ
ｽもの

A　　150，453 0　3324β50 E　1β80ρ41

／
1，229，588 9．17／ 4L5／

2建　　　物 再評価を行わ
ﾈいもの 134，908 630，398

／／／／／／／計 £　　285，361 D　3，954，948

／
F 為・・鋤／／ 531／ 38．3

再評価を行っ
ｽもの A　　燗 C　　207220 E　　167，956

／ 132，658 4．76／ 8L1 　／^機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈ．もの 117，714 ・麩∠／／／／／／言十 B　　153，012 D　．

@　400，945／！ F　　285．670／／
1．87／ 71．2

．再評価を行っ

ｽもの
A　　　　66 C　　　　96 E．

@　　　96／
30 1．45／ 100．0／・亭亭償 再評価を行わ

ﾈいもの 0 0

／／／／／／／塵払 B　　　　66 D’

@　　　96／
F　　　　96

／／
1．45／ 100．0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O E　　　　O

／
0 0 0

・麟高価 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0

／／／／／／／詮 B　　　　　O D　　　　　O

／
F　　　　　O

／／
0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

▲　　　　．0 C　．

@　　　0
E　　　　　O

／
0 0／ 0／亭亭の事 再評価を行わ

ﾈいもの 2，404 13，515

／／／／／／／≡卜 B　　　2．404 D　．13，515

／
F　　　2L404

／／
　軋へP．oo／ 1凱8，

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　o C　　　　　O E　　　　　O

／
0 0／ 0／・欝二二 再評価を行わ

ﾈいもの 蜘 9，117

／／／／／／／計 B　　　　獅 D　　　9，117

／
F　　　．230

／／
LOO／ 2．5

再駄面を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O．／ 0 0／ 0／
8株　　　式

再評価を行わ．ないもの

16，315 16，39D

／／／／／／／計 B　　16β15 D　　　16β90

／
F　　16．315

／／
Loo／ 99．5

再評価を行っ
ｽもの

A　　194．543 C　3，658．260 E　1，650，850

／
1．456β07

「　8．49

／ 45．1／
9合　　　計 再評価を行わ

ﾈいもの 339，450 1，535，253／／／．^’^／／／計 B　　533，993 D　5，193．513 F　1，990，300

／／ 3．73／ 鍬31

償　却　費 の　変　化

償 却 費 年　　　　額 茅

再 評 価 前
A

51，225千円

再 評 価 後
B

89，707千rq
1．75倍

一一・一一　i・86　一



（v）興 業 観 光

資産：再二二の明細

種　　類　　別 再評価の有無 帳簿価絡 再評価限度額 再評価額
再評1面後の

??ｿ額
再評価差額

「
　
E
｝
　
A

丑BI E『
b

F一．一．

c

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　千円C　　　．．F円

@　　　21　　　　809
E　　　　千円

@　　400 ／干円
．予円

_
　イ
P9．04／

　％．494

／
1土　　　地 再評価を行わ

ﾈいもの 692　　　24，925

／／／i／／／／、、← B　　　　　　　D
@　　713　　　25，734／．

F　　　1．092

／レ／
　f’｝

H．53／
・蓼1

　一ﾄモ価を行っ
ｽもの

A　　22，4姐 C　　126。171 E　　105，753
83β12 4．71 ／脇，／

2建　　　物 再評価を行わ
ﾈいもの ．363 363

／／／／／／／計 B　　22β04 D　　I26，534

／
F　　106，116

／／
。65／脇、

再、，i価を行・

ｽもの
A　　　3．524 C　　29，788 E　　24、887

／
21，363 乳06／ 83．5／機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの 1，846 1，862／／／／／

．／／／
計 B　　　5β70 b　　31．650

／
F　　26，733

／／
4．98／ 84．5

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E　　　　O

∠
0 0 ／． 0／・二二価償 再評価を行わ

ﾈいもの 1，400 1，400

／／／／
「／／．／

計 B　　　1，400 D　　　1，400

／
F　　　I．400

／／
1．oo／ 100．0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　o E　　　　O

／
0 0／ 0／・鱗二極 再評価を行わ

ﾈいもの 0 0

／／ ／／／
計 B　　　　O 1）

@　　　0／
F　　　　O ／ 0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　10．786 C　　20、480 E　　19，583

／ 8，797 L82／ 95．6／
二二傭 再評価を打わ

ﾈいもの 5，552 4，784

／／／／／／／酉！’ B　　16．338 1》

@　25．264／
F　　25，135／し／ 1．54／ 99．5

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　O E．
@　　　0／

0 0／ 0／・表霧繍 再評価を行わ
ﾈいもの 0 ．0

／／／／／／／計 B　　　　G D　　　　O

∠
F　　　　O

／／
0／ 0

再評価を行，
ｽもの

A　　　　O C　　　　．．0 E　　　　O
0 0／ 0／

8株．　式
再評価を行オ

ﾈいもの 0． 0

／／／／／／／計 B　　　　O ．D

@　　　O／
F　　　　O

／／
0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　36，772 C　　177．248 E　　150，623

／
113，851 4．10／ 85．0 ／．

9合　　　計 再評価を行わ
ﾈいもの 9，853 33β34／／／／／／／計 B　　46．625 D　　210．582

／
F　　160，476／／／ 3．44／ 76．2

償却費の変化
償 却 費 ．年 額

B『

`

再 評 価 前
A

2，270千円
再 評 価 後

B

8，000干円

2
5
2
倍
．
o

一187一



（v）金 融

資産再．白白の明細

樋　　類　　別 再評価の有無 帳簿価格 再評価限度額 再評価額
再評価後の

??ｷ順
再評価瑳獅 E』`

F『

a

　　．撃
秩@’一　　一

b
F｝　一

c

再評価を行っ
ｽもの・

A　　　千円。　　　－r円
@　21β48　　171、459

E　　　－r円
@　「137，001／網 u総1

　倍
q42／

　．％

V9．9／
1土．　　地 再評価を行わ

ﾈいもの 21536〔〕　1，981、059

／／／｝／／／／！ 計
B　　　　　　　D
@　236．708　　　　　　　2，152．518／．F　　352361／レ／

　倍
P．49／

　％
P6．4

再評価を行っ
ｽもの

八　　417．553 C　6．728，995 E　5，106，257

／ 4，68亀704 12．23／ 75．9／
2建　　　物 再評価を・行わ

ﾈいもの 671，174 951，478

／ ／／／／／言．卜 B　1，088，727 D　7，680，473

／
F　5，777，431

／ 5．31
／r7。，

再評価を行っ
ｽもの

A　　　12．351 C　　50，134 £　　37，216

／ 24β65 3．01／ 742機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの 185，661 223，414

／／／／／／計 B　　198．012 D　　273．548

／
F　　222β77

／／
L13／ 81．5

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　脳 C　　　13、316 E　　13β16

／
13，062 52．42／ 100．O／磯之礪 再評価を行わ　　　　　「

ﾈいもの 832． 鰯／／／／／／／計
B　　　1，086 D　　14．152

／
F　　14．148

／／ 13．02／ 100．0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　O C　　　　o E　　　　　O

／
o o／ 0／・畿羅価 再評価を行わ

ﾈいもの 0 0

／．／／／／／／計 B　　　　O D　　　　O

／
F　　　　　o

／／
0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　13，954 C　　110，885 E　　52，309

／ 38，355 3．75／ 47．2／
唾鍵の事 再評緬を行わ

ﾈいもの 5，130 5，130／／／／／／／計
B　　19，0＆4 D　　116，015

／
F　　57，439

／
．／ ao1 ／・ 冒r

@．．一噌．

S9．51

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　162 C　　13．450 E　　13，450
13，288 83．02 100．0／・三士二士 再評価を行わ

ﾈいもの 0 0

／／／／／／／計 B　　　　162 D　　13，450

／
F　　　13，450

．83．02／ 100．0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O σ　　　　　0 髭　　　　　0
0 0／ 0

8株　　　式 再評価を行わ
ﾈいもの 627，659 655，354／「 ／／／／計 B　　627，659 D　　655．354

／
F　　627，659

／／
1．oo ／． 95．8

再評価を行っ
ｽもの

A　　465．622． C　7，088，239 ε　5β59，549

／
4，893，927 11．51／ 75．6／

9合　　　計 再竪樋を行わ
ﾈいもの 1，705，816 3，817，271

／／／／／／／計 B　2」171，438 D　10」905，510

／
F　7ρ65．365

／／
3．25／ 64．8

償却費の変化
償 却 費 年　　　　額

B－

`

再 評 価 前
A

137，994　千円

再 評 価 後
B

319，618　刊q

2
3
2
倍
●

一一@188　一



（w）其 の 他

資産再亭亭の明細
　　種　　類　　別　　：再評価の有無

P

［囎価格 r一変客 ：再評価額．
再評価後の

??ｿ額
再評価差額

g

　　！

|
A

F　　　E　　　F｝　　　　　　　　　　　一　一　　　　　　　　　　一

a　　　C　　　D

再評価を行っ
ｽもの A　誹　、叢「E　羅／研

．r円

R，267
　倍
≠T5／

　％
X1．7／

1土　　　地 再評価を行わ
ﾈいもの 5，187 鷺、。。L／／

／／／／／／計 B　㌫η，D蹴脳L／／ F 螂／／
　倍
P．57
．／ 　％P09

再評価を行っ
ｽもの

A　　　6，968 C　　257，088 鱈　　252．626．

／
245，658 36．26 螂／

2建　　　物 再評価を行わ
ﾈいもの 5，380 5，185

／／／／ ／／計 B　　　　　　D
@　12，348　　．262，273／

F　　258，006

／／ 20．89／
幽98．4

再評価を行っ
ｽもの

A　　　載425 ¢　　108，438 E　　108，422．／ 99，997 12．86／ 100．0／機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの 4β68 4，121

／／／／／／／i　　計
Bi　　12，793 P、、島559

／
F．　　112，790

／
［／：

8．82／
・礁21

再評価を行っ
ｽもの．

A　　　　O G　　　　　O E　　　　　O

／
0 o／ o／・昌昌償 再評価を行わ

ﾈいもの 0 0

／／／／／／／計 E　　　　　O D　　　　　O

／
F　　　　O

／
．／ 0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　σ C　　　　　O E　　　　O 0 0 ／「 。／i

・亭亭価 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0

／．／／／
．／／／

計 B　　　　　O D　　　　　O

／
F　　　　O

／／
0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　O E　　　　　O 。1。 0／
亭亭傭 再評価を行わ

ﾈいもの 0 0

／．／／／／／／計 B　　　　　Q D　　　　　q、／ F、　　　　　G1／／ I　　Q
　／．
A／ i　　G

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O E　　　　O

／
0 0／ 0／

・孝緊緊 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0

／r／／／／／／計 B　　　　　O D　　　　　O、／
F　　　　　O．

／／
0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　o C　　　　　O E　　　　　O ／ンつ　　。 0／ 0／
8株　　　式・ 再評価を行わﾈいもの

0 0．／．／；／／／／／
．計 お　　　　　0 D　　　　　O

／ F　。i／／
0／ 0

再評価を行っ
ｽもの

A　　15．982 C　　　　　　　E
@　369．730　　　364，904／． 348，922 22．83／ 98．7／

9合　　　計 再評価を行わ
ﾈいもの 16，314 89，（迅5

／／／／／／計 B　　32．296 D　　458，815／索 381，218

／／
11．80／ 83．1

償　却　費 の　変　化

償 却 費 ．IF　　　　額
B－

`

「

再 評 価 前
A

3，182千円
再
一
■ 評 価 後

B

30，612稠
9．62倍

一一@189　一



（x）保 険

資産再評債の明細

．再評価を行っ

ｽもの
ム　　　　モ円C　　　　千Pゴ
@　　31，483　1，101β72

　　　　　　　　　　千円　　　　千円E　　餅£oo／

　千円
T65，717

　f喜
P＆97／ ．彪／

1土　　．地 再評価を行わ
ﾈいもの 164，831　　994，421／／．／／／／／計 B　　　　　　D

@　196．314 鼠095，793／F，6a。3、／／
　倍
R．88／ 　％

R6；4

．再評価を行っ

ｽもの
A　　　58，539 C　3．730，669 E　巳

@1，401，778／ 1，343、器9 23．95

野　37δ

／
2建　　　物 再評価を行わ

ﾈいもの 1，087．595’ ．4，388艇6

／／／／
「／／／

計
B　1．146，134 D．．

@刷119，515／
F　2，489，373

／／
a17．／ 30．7

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　ρ E　　　　　O
1　　　0 0 r／　・／機械装置そ3の他有形減

@価償却資産

再評価を行わ
ﾈいもの 179，106． 329£85／／／．／／

．／1／／
計

β　　179、106 D　　．3屡）．885

／
F　　179，106

／／
珈レ／ 54．3

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O 珍　　　　　0

／ 0 d／ 0／
・二二囎． 再評価を行わ

ﾈいもの・ 0 0

／／／／／／／計 B　　　　　O D　　　　　ρ／．F　　　　　σ／／
o／ 0

再声価を行っ
ｽもの

A　　　　　o C　　　　O E　　　　　O 0 6／． 0／1
・三思価 再評価を行わ

ﾈいもの 0 01

／／／／／／計 お　　　　　0 D　　　　　O

／
F　　　　　O

／／
0／ 。

1

「再評価を行っ

ｽもの1〆
A　　　　　O C　　　　　O E　　　　　O 0 0 ／「 0／

二二噂． 再評価を行わ
ﾈいもの 0 0／／／／／／／計 B　　　　　O D　　　　　O

／
F　　　　　O

／／
0／ ．

0

再評価を行っ
ｽもの

A　　　　　O C　　　　　O E　　　　　O

／
0 0／ 0／

・静宏繍 再評価を行わ
ﾈいもの 0 o

／．／／／／／／計
．B

@　　　　O
D　　　　　o

／
F　　　　　O

／／
0／ Ω．

卜

再評価を行つ
Dたもの

A　　193，930 C　　515．561 E　　37亀348
179，418 1．93 ．7a4／

8株　　・式 再評価を行わ
ﾈいもの 蛮555，448 1，207，193

／r／／／
．／／．／

計
B　4．749．378 D　1，722，754．／

F　4．928，796
LO4／ 286ユ

償　却　費 の　変　化

償 却 費 年　　　　額 邊一

再 評 価 前
A

111，541　千円

再 評 価 後
B

173，813　干1・…

1
5
6
倍
9

一190一



第　6　表
’（　A） 資産再評償に關する業種別明細の要約表

業．　　種

」
⊇
＿
倍
A

　　　卜

?{ 書％
F
　
％
．
D

祠
罫
数

つかもの㌧
R山1曲額
@〔A．）

再騨価を行． ﾄ謳価を行わ
@　　　ないものを含
@　　　む帖1掌1回顧合
@　　　計（B）

再評価を行ったもの＼

ﾄ評価限度
z（C）

再評価を行わ
ﾈいものを含
ﾞ再評価限度
z合計（D）

再註轍纈

@（E）

再評価後の

泄?ｿ額

@（F）

鉱　　　　　業 3．51 1．75 75．1 68．8 14 344β鮒 1，158，076 1．61L531 2，939，715 1210，796 20蛾9曲

電　気　瓦　斯 5．73 5．39 77．7 71．6 2 319β12 344，375 2．356β13 2，593，167 1β3L256 1，855，820

鉄　　　　　鋼． 19．22 7．23 83．5 67．9 17 141，570 413，792 3，259，806 4，4〔｝3β95 2，721，314 2，993，536

軽金属非鉄金属 10．55 3．67 44．8 39．2 6、 ．45，327 162β33 1，067，777 1．5正9β54 47δ，131 595，183

諸　懐．械 8．30 4．85 50．2 45．0 34 17488 33，166 289，116 357，375 145，148 16α826

電　機　醒　線 12．86 ．514 64．8 57．0 20 40；490 115，910 ‘803．242 1ρ45943 520，223 596，142

車　　　　　輔 11．24 4．oo 64．4 ’61．5 11 19．77i 67，572 345ρ47 439，103 222β06 270，107

造　　　　　船 8．68 4．75 27．6 27．8 ．　　5 66，35→ 1：蛎，959 2．09〔｝，120 2，325，625 575，993 645，594

鉄　道　運　輸 5．50 ai7 8〕．7 17α5． 14 ’22’，，6雲7 461，444 1，516，079 2，072，860 1，223，512 1，462，309

海　　　　連 2．63 1．77 63．7 60．8 9 128，413 2725914 530，037 792，846 337，556 482，057

倉　　　　庫 1981 6．69 62．8 47．7 6 11β32 39，142 373β75 548，616 お4β9正 261，701

化　学　工　業 5．93 3．78 74．7 63．6 28 84，591
℃　149，923 670，948 ．890，952 ．501．35≦ 566，685

医薬品塗料 691 4．02 80．6 70．8 16 22，844 44，694 195，904 253，877 157，955 179，804

食　品　醸　造 5．16 3．90 ．81．8 74．8 15 ．124，223 178，243 784571 929261． 磯晦6 695，535

窯業七メント 5．96 3．44 77．9 62．4 14 84，603 17L806 647，415 947β92． ρ504ρ79 59L281

．r　ム　皮　革 5．21 ．3．31 54．7 53．7 7 27，439 50ρ49 26L243 308，244 142955 165，566

繊　維　工　業 8β6 6．64 94．5 89．5 27 129294 175，721 ．118，566 130，230 工12，021 116，663

製紙パノL．．ヅ 24．28 7．15 83．9 845 8 24，495 92，708 709．0撃 784，539 594，769 662，982．

建　　　　　、【気 20．90 9．86 37．3 30．2 5 6，093 13，981 34L429 446，565 127，459 135ro50．

貿　易　蘭　事 8．49 3．73 45．1 38．3 14 13β96 38，142 261，304 370，965 117，918 142，162．

　　、D興　業　．観　光 4．10 3．44 85．0 76．2 2 18，386 23313 88，624 105，291 75，312 80，認7

釜　　　　　融 王1．51 3．25 75．6
．64．8 16 29，101 135，715 443，015 681，594 334，972 441，585

興　　の　　他 22．83 11．80 98．7 83．1 2 7，991 16，148 ．184，865 229，403 182，452 190，609

保　　　　　険 8．35 L33 44．4 ．68．1 9 31，550

　
6
9
6
，
7
7
0
●

594，780 1，363，105 262，592 928，812．

第6．表償却費攣化に關する
（B）．業種別の要約表

門　　　　種 ÷倍
1しし1

嚼
再評価前
梛p費年額

@（A）

F辮｛油壷

梛p費．市額

@（B）

鉱　　　　業 2．OI 14 136，533 274，223

’｝L気瓦斯 4．86 2 31，936 155，274

鉄　　　　鋼 7．25 17 26，771 194，102

附　　k　r．1

W鉄　鉛直
331 6 10，392 34，334

諸　機　械 4．03 33 3，172 12，799

電機電線 4．73 20 10，538 49，890

車　　　　輔 3．56 10 7，659馳 27，229

造　　　　船 ：孔68 5 17，529 64583

鉄道運輸 3．44 14 53，935 185，294

海　　　　運 L69 9 37，032 62，532

倉．　　　庫 3．39
6．

4，344 ’　14，713

．化学工業 3．22 27 20β94 65β63

医薬品塗料 3．57 16 5，977 21，357

食．品醸造 2．70 15 24，967 67，513

窯業セメント 4．26 14 ユ2，272 52，228

ゴム皮．革 3．00 7 4，046 12，127

繊紺」二業 6．05 27 20，161 12L9．41

製紙パ1レブ 8．32 8 6β77 53，041

逮　　　　設 4．go 5 1，256 6，096

〆易商事 1．75 14 3，659・ 6，408

興業観光 2．52 2 1，135 4．（X刃

金　　　　融． 2．32． 16 8，625 19，976

其．の．他 9．62 2 L591 15β06

俵　　　険 156 9 12β93 19，312．

ま
、
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第7表　（A）再評慣後帳簿対格の再評償前帳簿慣額に封ずる倍率号（業種別）
倍
　
上
3
0
　
以

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0
，

2

0

0

0

0

0

4

倍
迄
3
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

0

0

3

倍
迄
2
0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

1

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0

4

倍
迄
蔦

0

0

1

0

1

2

2

0

0

0

0

1

1

3

1

1

4

1

1

1

1

O

1

0

詑

倍
迄
1
0

0

0

3

0

2

2

1

0

0

0

0

1

1

0

2

0

2

0

0

1

0

0

0

0

15

倍
迄
9

0

1

1

9
一

0

0

1

0

0

0

0

2

2

1

1

0

4

1

0

1

0

0

0

0

17

倍
迄
8

1

0

1

0

0

1

0

0

0

0

1

1

1

0

0

1

1

1

0

0

O

1

0

0

10

倍
迄
7

1

0

2

0

3

1

1

0

2

0

0

1

1

0

1

0

2

0

0

0

0

1

0

0

16

倍
迄
6

1

1

2

2

6

2

0

2

0

ユ

0

2

0

1

0

1

3

0

0

0

0

2

0

0

26

倍
迄
5

2

0

‘
0

0

5

3

1

2

1

1

0

1

0

3

2

2

1

0

0

3

0

O

0

0

”

倍
迄
4

1

0

2

0

6

5

3

1

6

2

2

3

5

3

2

0

5

0

0

3

0

5

O

0

斑

倍
迄
3

1

0

3

2

7

2

1

0

3

1

0

11

2

2

4

2

2

1

1

2

0

4

1

2

騒

倍
迄
2

7

0

1

0

4

2

0

0

2

4

2

4

2

1

0

0

3

1

1

3

1

3

0

7

48

圓
答
数

14

2

17

6

34

20

10

5

14

9

6

28

16

15

14

7

幻

8

5

14

2

16

2

9

鋤

種
業

業
鉱

斯
瓦
気
電

鋼
鉄

械
機
諸

線
電
機
電

輔
車

船
造

輸
運
道
鉄

C
庫
倉

業
工
学
化

造
醸
品
食

業
工
維
繊

ブ
ル
バ
紙
製

設
建

事
商
易
貿

光
観
業
興

融
金

他
の
其

険
保

計
合

一

（B）再評慣後帳簿償格の再評慣前帳簿償額に封する倍率号（資本金別）

資　　本　　金
回
答
数

2　倍 3　倍 4　倍 5　倍 6　倍 7　倍 8　倍 9　倍 10倍 15倍 20倍
’30倍 30倍

ﾈ上
50，000千円未満 83 14 19 14 8 6 4 2 1 4 8 0 1 2

loo，㎜千円未満 46 9 10 11 5 「
2

2 2 0 1 3 0 0 1

300，000干円未満 101 14 15 ．18 9 7 3 4 9 7 8 4 2 1

300．000千円以上 61 4 8 11 5 11 7 2 7 3 3 0 0 0

合．　　　　計 291 41 52 54 27 26 16 10 17 15 22 4 3 4

一192一



箪8表　　（A）再評債後帖簿償額の再丁丁限度額における割合÷（業種別）
％
　
迄
m

0

0

3

1

2

1

0

0

0

0

0

4

3

2

0

14

2

0

0

1

1

1

2

37

％
　
迄
9
0

2

1

3

0

3

0

1

0

4

0

0

4

0

5

3

1

10

1

0

2

0

3

1

1

面

％
　
迄
8
0

6

0

1

0

5

1

3

0

1

3

0

5

4

3

、
ワ
臼

1

0

4

0

1

0

ρ
O

0

2

菊

％
　
迄
m

1

2

0

3

4

1

0

5

3

1

5

4

0

3

2

2

0

0

3

1

4

0

1

46

％
　
迄
6
0

2

0

2

0

3

3
．

0

2

1

0

2

1

4

4

1

0

0

1

o、

2

0

2

0

0

30

％
　
迄
5
0

2

0

0

1

6

6

1

0

3

1

0

3

1

1

4

0

0

田

1

1

0

2

0

2

35

％
　
迄
⑳

0

0

4

1

4

3

1

1

0

1

1

4

0

0

L

3

1

0

3

1

0

1

0

0

30

％
　
迄
3
0

0

0

1

2

3

1

3

1

0

1

1

1

0

0

0

0

0

0
．

0

2

0

0

0

1

17

％
　
迄
2
0

1

0

0

1

3

1
」

0

1

0

0

1

正

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

0

11

％
　
迄
1
0

0

0

1

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

4

回
答
数

14

2

17

6

訓

20

10

5

14

9

6

％

16

15

14

7

勿

8

5

14

2

16

2

9

謝

種
業

業
鉱

斯
瓦
気
電

鋼
鉄

械
機
諸

線
電
機
電

輔
車

船
造

輸
運
道
鉄

運
海

庫
倉

業
工
学
化

造
醸
陥
食

”
メ
セ
業
窯

業
工
維
繊

ブ
ル
パ
紙
製

設
建

郭
商
易
貿

光
観
業
興

融
餅

他
の
其

険
保

計
合

（B）再評債後帳簿償額の再評償限度額における割合号（資本金別）

資　　本　　金
回
答
数

10％

@迄

烈）％

@迄

30％

@迄

40％

@迄

50％

@迄

60％

@迄

70％

@迄

80％

D迄

go％

@迄

100％

@迄

50，000干円未満 83 4 7 5 11 10 11 ・　　7 11 7 10

100．000千円未満 46 0 1 3 4 6 3 11 8 8 2

300．000千円未満 101 0 1 4 12 15 12 14 16 17 10

300，000千円以上 61 0 2 4 3 2 4 13 8 12 13

合　　　　　計 291 4 11 16 30 33 30 45 43 44 35
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第9表　（A）再評償後償却費年額の再二二前償却費年額に封ずる倍率僕種別）

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

0

4

倍
迄
3
0

0

0

0

0

0

α

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

1

1

0

0

0

0

0

3

倍
迄
2
0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

2

倍
迄
1
5

2

0

2

1

0

1

1

0

0

0

0

0

1

2

0

0

4

0

0

1

0

1

1

0

17

倍
迄
1
0

1

0

1

0

2

1

ρ

0

0

0

0

2

1

1

0

2

1

0

0

0

0

O

0

0

12

2

0

2

2

1

0

0

0

0

0

2

1

1

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0

13
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迄
8

0

1

1

1

2

1

0

0

0

1

0

0

1

1

3

0

3

0

0

0

0

0

0

0
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7

0

0

0

0

0

1

0
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0

0

0

0

2
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1

1
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1

1

0
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1
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0
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0
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1
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1

0

．
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2
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3

2
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0

0

2

1

5
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0
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迄
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6
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2

1

4

3

0

0

4

6
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2

2

1

0

0

5

0

1

7

0

7

0
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お
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1

0

0

0

0

1

0

0
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0

0

0
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0
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0
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0
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0

0

0
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回
答
数
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2
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6

詔
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9

5

14

9

6

貿

16
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14

7

幻

8

5

14

2

16

2

9
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瓦
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電

鋼
鉄

械
機
諸

線
電
機
電

輔
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船
造

輸
運
道
鉄

運
海

庫
倉

業
工
学
化

料
塗
品
薬
医

造
醸
品
食

卦
U
業
窯
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（B）再評債後償却費年額の再評償前償却費年額に封する倍率（資本金別）

盗　　本　　金
回
答
数

1　倍 2．倍13

@迄
倍
迄

4　倍

@迄

5　倍

@迄

6　倍

@迄

7　倍

@迄

8　倍

@迄

9　倍

@迄

10倍

@迄

15倍

@迄

20倍

@迄

30倍

@迄

30倍

ﾈ上
50，000干円未満 81 1 21 18 12 6 6 2 4 1 2 3 1 2 2

100．000干円未満 46 0 8 15 7 3 3 1 3 2 3 1 0 0 0

300・ooo千円未満 100 1 18 18 17 4 7 5 6 5 6 9 1 1 2

300，000千円以上． 61 0 7 14 12 7 6 3 2 5 1 4 0 0 0

合　　　　　計 288 2 54 65 48 20 22 11 15 13 12 17 2 3 4

一194　一
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由理の不再管外乃至低評贋第10表
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第11表 不再評債乃至低評判の理．由
業　　　　　　　種 回答数

収　　益　　関　　係 資　本　構　成　関　係
固定資産

ﾅ関係
再評価税関係 時価関係 再評価差額閣係． 法令手続閣係 その他の関係

a b C d e a b C d e f 9 a b a b C a b a b C d a b C a b C d

鉱　　　　　　　　　業 14 2 2 6 5 0 7 3． 2 0 2 3 0 9 0 2 2 0 2 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1

電　　気　　瓦　　斯 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

鉄　　　　　　　　　鋼 16 3 2 3 5 3 4 1 3 0 0 0 0 10 0 3 4 0 2 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0 1 2

軽金属非鉄金属 5 3 0 1 2 0 3 1 2 0 0 0 0 3 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 工 0 1 0

諸　　　　機　　　　械 33 6 2噛 8 13 0 13 0 「0 1 1 1 0 19 0 3 12 1 13 1 1 0 2 0 0 2 0 1 0 2 1

電　　機　　電　　線 20 8 0 4 7 3 4 2 4 0 0 0 1 7 0 4 5 0 3 2 1 1 1 1 1 1 0 1 0 2 1

車　　　　　　　　　輔 1．3 5 1 3 5 0 4 2 2 2 0 0 1 11 0 6 5 0 7 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 2 0

造　　　　　　　　　船 5 4 2 0 1 0 1 0 0 0 2 2 1 4 0 2 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

鉄　　道　　運　　輸 12 12 0 0 3 0 2 0 2 0 ．0 0 0 4 0 2 3 0 4 0 2 0 0 1 0 0 0 2 1 o 1．

海　　　　　　　　運 16 6 ，
4

1 8 0 5 0 1 0 1 1 0 6 0 1 3 0 3 0 2 1 0 0 0 0 0 1 o 1 0

倉　　　　　　　　　庫 2 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

化　　学　　　工　　業 23 7 0 4 6 2 3』 1 0 2 4 3 2 10 0 3 3 1 4 0 1 1 1 2 0 1 0 2 ．0 2 2

医　薬　　品　塗　　料 14 4 1 2 4 0 2 2 0 0 0 1 0 9 0 2 4 0 6 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1

食　　　品　　醸　　　造 8 2 2 5 3 0 4 1 1 1 1 0 0 8 0 3 2 1 5 0 1 1 0 0 0 0 0 2 0 0 1

窯　業　セ　メ　ン　ト 11 0 3 6 3 0 8 0 1 0 0 0 0 6 0 2 2 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1

ゴ　　　ム　　皮　　　革 6 2 1 3 2 1 2
，
1 0 1 0 0 0 2 0 1 2 0 D 0 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 1

繊　　　維　　　工　　　業 9 1 0 4 4 0 0 0 1 0 0 0 0 4 0 1 0 0 2 1 2 0 0 0 0 0 1 0 ．0 0 2

製　　紙　　パ　　ル　　プ 6 0 0 2 2 0 2 0 0 1 0 0 0 3 0 0 0 0 2 0 1 0 ’0 0 0 0 0 0 0 0 2

建　　　　　　　　　　設 9 1 0 3 2 0 4 0 0 0 0 0 0 3 0 0 3 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0
．
0 0 0

貿　　易　　商　　事 16 0 0 5 1 0 8 1 1 1 1 0 4 0 0 1 0 4 0 8 0 0 0 0 0 0 2 1 2 2

興　　　業　　　観　　　光 4 0 2 1 0 0 2 1 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0

金　　　　　　　　　　融 14 0 0 2 1 0 1 0 1 0 4 2 0 6 0 2 0 0 5 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 9

其　　　　の　　　　他 0 0 0 ．0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 τ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

保　　　　　　　　　　険 7 1 0 0 0 2 0 0 0 0 1 1 0 1 0 3 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 σ 1 0 0 2

合　　　　　　　　　　計 264 68 ．22． 63 77 11 82 16． 21 9 18 14 5 132 0 41 55 3 68 5 22 4 8 5 1 11 2 18 2 14 29

や
q
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第12表1　　　　　　　　　第12豪II
ω土地の再評償實施範園僕種別）　（A）土地の再三吟実施事情僕種別）
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（8比地の再評債実施範園（資本金別）（B）土地の再評債實施事情（資本金別）

資　　本　　金 回答数 a b C 盗　　本　　金 回答数 a b C　「 d e

5q　oOO千円未満 31 16 14 1 50，000千円未満 30 22 12 7 O 0

100．000千円未満 17 9 6 2 100．000干円未満 17 11 6 2 3 0

300，000干円未満 49 24 18 8 300，000千円未満 43 30 14 8 6 3

300，000千円以上 28 19 6 3 300，000干円以上 27 18 7 2 3 1

合　　　　　計 125 68 44 14 合　　計レ・7 81 39 19 12 4

一f97　一



第13表 再評償實施後の資本金に封ずる適正配當率

業　　　種
50，000千円未満 500，000干円未満 300，000干円未満 300，000千円以上

亀答数 10％迄 20％迄 30％迄 30％以上 回答数 10％迄 20％迄 30％迄 30％以上 回誉数 10％迄 20％迄 30％逗 30％以上 同答数 10％迄 20％迄 30％迄 30以上％

鉱　、．業 0 0 0 0 0 2 0 1 0 1 3 o 3 0 0 2 0 1 1 0

電気瓦斯 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0

鉄　　　鋼 0 0 0 0 0 2 1 0 1 0 2 0 2 0 0 5 0 3 1 1

蜂　金　属

�S金属
1 0 1 Ol 0 o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

諸　機　械 12 1 8 2 1 6 0 5 1 0 3 0 2 1 0 1 0 1 0 0

電機電線 2 0 2 0 0 2 0 0 o 2 6 1 4 ユ 0 3 1 2 0 0

車　　　輔 3 2 1 0 0 0 0 0 0 0 o 0 0 0 0 0 0 0 0 0

造　　　船 0 0 0 0 0 o 0 0 0 0 2 0 2 0 0 2 0 2 0 0

鉄道運輸’ 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 3 1 2 0 0 2 1 1 0 0

海　　　趣 1 0 0 1　　　　0 1 0 0 0 1 0 0 o 0 0 0 0 0 0 0

倉　　　庫 3 0 2 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2． 0 0 0 0 0 0

化学工業 2 0 2 0 d 4 0 4 0 0 10 0 3 6 1 5
　
　
0
「 1 2 2

医　薬　晶
Q　　　料

7 0 3 4 0 3 0 2 1 0 o 0 0 o 0 1 0 0 1 0

食品醸造 1 o 0 1 0 1 1 0 0 0 3 0 o 3． 0 ユ 0 0 1 0

窯業ヒメント 3 o 2 0 1 2 0 0
　
1
－

1 3 ．0 o 3 0 1 0 ．　　0 0 1

・ゴム皮革 2 G 1 1 0 2 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0． 0 0 0

繊維工業 2 0 1 0 1 3 0 1 2 0 5 0 1 3 1 3 0 0 2 1

製紙バルブ 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 2 0　． 0 1 1

建　　　該 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

貿易商事 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 2 o 1 1 0 6 0 0 0 o

興業観光 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

金　　　融 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 3 4 0 0 2 2 ．0 0 0

其　の　他 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

A　　　　登十口　　　“1 46 4 27 11 4 30 2 14 8 6． 52 5 24 21． 2 31 4 12 9 6

l
Q
Q
ミ
ー



勝論澱繍整の撫，業種別）第（騰二獺旧識の希望調査，難別）

業　　　　　種 回答数 行った 行わない 業　　　　　種 回答数 希望する 希望しない
不　　明
i検討中）

鉱　　　　　　業 14 2 12 鉱　　　　　　業 12 3 8 1

電　気　瓦　斯 2 1 1 電　気　瓦・期 1 1 0 0

鉄　　　　　　鋼 ．　17 1 16 鉄　　　　　　鋼 16 6 7 3

軽金属　非鉄金属 6 3 3 軽金属　非鉄金属 5 4 1 0

諸　　機　　　械 34 10 24 諸　　機　　械 31 9 16 6

電　機　電　線 20 3 17 電　機　電　線 19 11 7 1

車　　　　　　輔 11 2 9 車　　　　　　輔 10 1 8　’ 1

造　　　　　　船’ 5 1 4 造　　　　　船 5 2 3 0

鉄　道　運　輸 14 7 7 鉄　道　運　輸
　
1
3
．

1 9 3

海　　　　　運 9 1 8 海　　　　　運 7 3 4
　
0
．

倉　　　　　　庫 6 1 5 倉　　　　　庫 6 0 6 0

化　学　工　業 28 ’5 23 化　学．工　業 23 ．7 18 3

医薬品塗料 16 4 12 医薬品塗料 12 2 ．8 2

食　品　醸　造 15 1 14 食　品　醸　造 12 2 10 0

無業セメント 14 5 9 窯業セノ．ント 趣3 5 ＝・　　　　7 1

ゴ　ム　皮　革 P　　7 2 5 ゴ　ム　皮　革 7 5 2 0

繊　維　工　業 27． 7 20 繊　維　工　業 ．　　　12 2 7 3

製紙　バル　ブ 8 1 7 製紙　バル　ブ ．6 2 3 1

建　　　　　　設 5 0 5．
．
ρ

建　　　　　　設 5 0 5 0

貿　易　商．事 14 3 11 貿　易　商　事 11 0 10 1

興　業　観　光 2 0 2 興　業　観　光 2 0 ．2 0

金　　　　　　融 16 3 13 金　　　　　　融 13 4 5 4

其　　の　　他 2 1 1 其　　の　　他 1 0 1 0

保　　　　　　険 9 1 8 保　　　　　　険 8 0 ．5 3

合　　　　　計 301 ．65 236 合　　　　　計 255 65 157 33

（Bl再評債限度額調整の有無（資本金別）（B）第二次資産再評債の希望調査（資本金別）

資　　本　　金 回答数 行った 行わない 資　　本　　金 肉答数 希望する 希望しない
不　　明
i検討中）

50，000予円未満 84 19 65 50，000千円未満 74 、16 47 11

10CL　OOO干円未満 46 11 35 100，000千円未満 44 12 29 3

300．000千円未満 101 24 77 300，000干円未満 87 27 49 11

300，000千円以上 61 10 51 淑〕0，000千円以上 42 10 27 5

合　　　　　計 蹴 64 228 合　　　　　計 247 65 152 30
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第
六
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
七
臼
）

加
速
償
却
の
会
計
理
論

増
　
　
崎
　
　
宗
　
　
弘

　
戦
後
、
米
国
で
論
議
さ
れ
つ
N
あ
る
加
速
償
却
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
，

的
内
容
と
生
成
に
い
た
る
経
過
、
そ
の
償
却
理
論
上
に
占
め
る
地
位
等
を

老
察
し
、
そ
れ
が
米
国
の
原
価
主
義
会
計
実
践
に
お
い
て
有
す
る
意
味
に

ま
で
論
及
し
よ
う
と
し
た
。

　
元
来
、
通
常
の
減
価
償
却
方
式
は
理
論
上
、
正
常
な
操
業
状
態
を
前
提

と
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
超
過
操
業
時
に
は
操
業
の

超
過
率
に
応
ず
る
割
増
償
却
が
、
理
論
上
、
許
さ
る
べ
き
筈
で
、
従
来
、

加
速
償
却
は
こ
の
割
増
償
却
の
意
に
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
、
戦

後
、
米
国
で
論
議
さ
れ
て
い
る
加
速
償
却
は
超
過
操
業
の
存
在
を
表
面
上

の
理
由
と
し
て
い
る
も
の
の
、
実
は
設
備
価
格
の
高
騰
に
よ
る
設
備
更
新

の
困
難
と
い
う
経
営
財
務
上
の
問
題
か
ら
生
じ
て
お
り
、
従
来
の
加
速
償

却
と
は
異
っ
た
意
味
を
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
戦
後
に
新

設
さ
れ
た
設
備
の
原
価
を
、
そ
れ
ら
設
備
の
耐
用
年
数
の
初
期
に
済
し
崩

そ
う
と
す
る
償
却
方
式
で
あ
り
、
要
す
る
に
、
取
得
原
価
主
義
の
枠
内

で
、
　
一
時
的
な
償
却
費
の
増
額
に
よ
り
、
当
面
の
設
備
更
新
の
困
難
と
い

う
事
態
を
糊
塗
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
も
と
も
と
、
価
格
高
騰
時
に
お
け
る
会
計
の
二
心
課
題
が
、

原
価
主
義
償
却
理
論
の
も
つ
没
時
価
性
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
戦
前
よ
り
保

有
せ
る
比
較
的
大
な
る
貨
幣
価
値
を
体
現
し
た
設
備
に
関
す
る
償
却
費
こ

そ
問
題
と
さ
る
べ
き
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
右
の
加
速
償
却
の
対
象
は
戦
後

の
設
備
の
み
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
加
速
償
却
と
い
う
新
し
い
現

象
を
、
従
来
の
貨
幣
価
値
変
動
会
計
の
も
つ
伝
統
的
な
思
考
で
は
割
切
れ

な
い
訳
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
加
速
償
却
の
弓
隠
は
最
近
の
仕
入
原
価
が
そ
の
収
益
の

産
出
に
対
し
、
古
き
原
価
よ
り
優
先
し
て
参
加
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
と

す
れ
ば
、
形
式
的
に
は
、
棚
卸
資
産
の
経
理
に
い
う
後
入
先
出
の
思
考
と

極
め
て
類
似
し
た
基
礎
に
立
つ
こ
と
が
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ

は
か
論
る
一
連
の
思
老
が
原
価
主
義
会
計
の
中
に
芽
生
え
、
次
第
に
そ
の

勢
を
増
し
つ
N
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。

第
七
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日
）

リ
ー
ガ
ー
の
評
債
論

鈴
　
木
　
和
　
蔵

リ
ー
ガ
ー
に
よ
れ
ば
全
べ
て
事
業
の
出
発
点
は
貨
幣
の
支
出
で
あ
り
そ

一201一
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め
終
結
点
は
貨
幣
の
収
入
で
あ
る
。
そ
れ
を
も
っ
て
取
引
は
完
了
さ
れ
る

め
で
あ
り
、
取
引
の
成
果
を
算
定
す
る
に
は
未
販
売
の
財
貨
の
販
売
が
完

了
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
体
計
算
こ
そ
こ
れ
が
正
し
い
成
果

を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
し
か
ら
ば
期
間
計
算
に
お
い
て
は
如
何
な
る
こ
と
が
必
要
か
、
い
う
ま

で
も
な
く
期
聞
計
算
に
お
い
て
は
費
用
未
収
入
、
収
入
未
収
益
、
期
末
に

期
待
さ
れ
る
収
入
、
支
出
が
存
在
す
る
が
故
に
、
リ
ー
ガ
ー
は
仮
定
の
全

体
計
算
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
理
論
的
に
は
一
切
の
双
入
、

．
支
出
が
確
定
さ
れ
て
お
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
期
末

に
お
い
て
、
貨
幣
に
還
元
さ
れ
て
お
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
将
来
の
貨

．
幣
的
再
現
を
見
越
し
て
貸
借
対
照
表
日
の
価
値
へ
と
換
算
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
評
価
と
は
か
く
の
ご
と
き
を
指
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
か

く
の
如
き
観
点
よ
り
す
れ
ば
、
現
実
の
期
間
計
算
に
お
い
て
算
出
さ
れ
る

刹
潤
は
不
正
確
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
単
に
実
践
目
的
に
役
立
つ
に
す

ぎ
ぬ
。

　
一
見
極
め
て
特
異
な
る
彼
の
評
価
論
も
原
理
的
に
は
簡
単
で
あ
る
。
即

ち
彼
の
経
済
本
質
観
は
O
－
O
、
の
公
式
に
簡
約
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
か

玉
る
も
の
よ
り
一
貫
し
て
述
べ
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
と
よ
り

か
Σ
る
評
価
論
を
十
分
に
理
解
す
る
に
は
、
我
々
は
彼
の
私
経
済
学
に
遡

っ
て
、
彼
の
規
定
す
る
企
業
目
的
、
彼
の
理
論
の
時
代
的
基
盤
を
併
せ
て

老
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
競
え
る
。

　
彼
に
お
い
て
は
、
企
業
の
目
的
と
企
業
者
の
目
的
と
が
等
置
さ
れ
て
お

・
り
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
企
業
と
称
し
て
企
業
者
の
み
を
浮
び
上
ら
せ
る
。

シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ー
グ
は
彼
の
理
論
が
十
九
世
紀
高
度
資
本
主
義
に
そ
の
基

盤
を
お
い
て
い
る
と
評
し
て
い
る
が
、
か
x
る
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ー
グ
の
立

場
に
た
つ
か
ぎ
り
、
今
日
の
企
業
が
、
ま
た
そ
こ
に
行
わ
れ
る
企
業
の
会

計
が
リ
ー
ガ
ー
的
解
明
を
も
つ
て
十
分
に
説
明
さ
れ
る
か
疑
問
で
あ
る
。

今
日
の
企
業
は
企
業
者
の
個
人
的
利
害
か
ら
分
離
せ
る
独
立
の
組
織
体
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
か
瓦
る
も
の
＼
解
明
に
は
企
業
者
的
観

点
を
も
つ
て
し
て
は
理
解
さ
れ
ぬ
も
の
が
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
た
め

に
外
な
ら
な
い
。

第
八
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
二
月
二
十
目
）

資
産
再
評
価
へ
の
一
考
察

増
　
崎
　
　
宗
　
　
弘

　
シ
ャ
ウ
ブ
勧
告
に
お
け
る
資
産
再
評
価
は
、
そ
れ
を
勧
告
全
体
と
の
関

連
に
お
い
て
把
え
る
限
り
、
本
来
、
実
物
資
本
の
形
成
、
維
持
と
い
う
狙

い
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
る
に
、
そ
の
実
施
さ
れ
た
結
果
は
、
企
業
の
収

益
力
を
基
調
と
す
る
と
こ
ろ
の
企
業
資
本
の
確
定
計
算
、
い
わ
ば
資
本
再

評
価
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
薫
蒸
再
評
価
と
資
本
再
評
価
、
そ
れ
ら
は

そ
れ
ぞ
れ
意
味
の
重
点
を
異
に
す
る
と
は
い
え
、
元
来
、
同
一
事
象
の
表

裏
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
る
に
こ
の
両
者
の
現
実
に
帰
着
す
る
と
こ

ろ
、
わ
が
国
に
お
い
て
大
き
な
乖
離
が
あ
っ
た
。
こ
の
乖
離
の
奈
辺
に
生

ず
る
か
を
、
原
理
的
に
老
察
し
、
そ
こ
に
、
先
般
実
施
さ
れ
た
資
産
再
評

価
の
意
味
を
み
よ
う
と
す
る
の
が
、
本
報
告
の
眼
目
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
、
資
産
再
評
価
は
原
価
計
算
、
と
く
に
売
価
決
定
の
た
め
の

原
価
計
算
と
結
び
つ
い
て
始
め
て
実
物
資
本
の
形
成
維
持
の
措
置
と
し
て

意
味
を
も
つ
。
と
い
う
の
は
、
再
評
価
せ
ら
れ
た
固
定
資
産
価
額
に
も
と

つ
く
減
価
償
却
費
を
、
当
該
資
産
の
減
価
分
を
体
現
し
た
財
貨
の
売
却
を

通
じ
て
、
回
取
1
1
填
補
し
得
て
こ
そ
、
固
定
資
産
の
現
物
代
置
が
始
め
て

可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
鼠
に
お
い
て
、
固
定
資
産
の
再
評
価
は
、
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実
物
資
本
σ
形
成
維
持
の
た
め
の
、
可
能
的
条
件
で
あ
っ
て
も
、
現
実
的

．
条
件
で
は
な
い
こ
と
が
判
る
。
現
物
代
置
の
可
能
性
は
財
…
貨
の
売
却
、
再

評
価
せ
ら
れ
た
減
価
償
却
費
の
回
収
一
填
補
の
如
何
と
い
う
偶
然
性
に
規

制
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
財
貨
売
却
の
可
能
性
如
何
は
一
に
企
業

め
収
益
力
に
か
X
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
企
業
の
収
益
力
に
基
調
を
お
く
と
い
わ
れ
る
先
般
の
資
産

，
再
評
価
を
叙
上
の
襯
点
よ
り
み
る
と
き
、
低
調
に
終
始
し
た
資
産
再
評
価

は
、
収
益
力
の
減
退
に
よ
り
企
業
全
体
に
発
生
し
た
消
極
暖
簾
5
Φ
ひ
q
讐
貯
Φ

叫
ひ
q
◎
（
首
≦
崖
を
固
定
資
産
勘
定
に
シ
ワ
寄
せ
し
た
も
の
、
端
的
に
い
え
ば
、

過
去
に
お
い
て
実
質
的
に
実
行
し
来
っ
た
減
資
を
、
再
評
価
の
過
程
で
追

、
認
し
た
も
の
、
そ
の
意
味
で
は
、
一
種
の
ρ
§
獣
へ
①
o
細
雨
巳
N
9
菖
0
5
で

あ
り
、
ペ
イ
ト
ン
の
い
う
企
業
の
津
Φ
の
7
の
け
曽
暮
で
あ
っ
た
と
い
x
得
る

で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
先
般
、
実
施
さ
れ
た
資
産
再
評
価
の
意
味
は
過

去
に
お
い
て
企
業
に
進
行
し
来
っ
た
実
質
的
な
減
資
と
い
う
問
題
を
老
察

・
す
る
裡
に
解
明
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
九
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
二
月
二
十
日
）

　
　
第
一
次
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
資
産

　
　
再
評
債
の
空
情

鈴
　
木
　
和
　
蔵

　
第
二
次
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
は
未
曾
有
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験
し

た
。
政
府
は
一
九
二
三
年
＝
月
幣
制
改
革
を
行
う
と
と
も
に
、
一
二
月

二
八
日
金
貸
借
対
照
表
令
を
公
布
し
て
全
企
業
が
一
九
二
四
年
一
月
一
日

以
降
金
マ
ル
ク
評
価
に
よ
る
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
を
作
成
す
べ
き

こ
と
Σ
し
、
企
業
経
理
を
新
し
い
基
礎
の
上
に
お
く
こ
と
x
し
た
。

経
済
経
営
研
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所
企
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営
科
定
例
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こ
の
場
合
、
資
産
・
負
債
・
資
本
は
次
の
ご
と
く
再
評
価
さ
れ
た
。

　
（
1
）
　
資
産
再
評
価
の
最
高
限
は
金
マ
ル
ク
で
評
価
せ
る
蒔
価
で
あ

　
　
る
。

　
（
2
）
　
長
期
の
債
権
、
債
務
は
第
三
租
税
緊
急
令
に
よ
り
原
則
と
し
て

　
　
も
と
の
金
マ
ル
ク
価
値
の
一
五
％
に
評
価
替
さ
れ
た
。

　
（
3
）
　
金
マ
ル
ク
資
産
と
負
債
の
差
額
は
正
味
財
産
で
あ
る
。
こ
れ
が

　
　
従
来
の
自
己
資
本
を
超
え
る
と
き
は
積
立
金
ま
た
は
資
本
金
へ
繰
入

　
　
れ
る
。
反
対
の
場
に
は
、
自
己
資
本
を
切
下
げ
る
か
、
自
己
資
本
に

　
　
達
す
る
ま
で
払
込
補
充
を
な
す
か
、
ま
た
は
不
足
額
が
自
己
資
本
の

　
　
9
「
1
0
以
内
な
る
と
き
は
資
本
価
値
下
落
勘
定
と
し
て
繰
越
す
こ
と
が

　
　
認
め
ら
れ
た
。

　
新
資
本
額
決
定
に
関
し
て
資
産
を
「
実
質
価
値
」
に
よ
っ
て
評
価
す
る

か
「
収
益
力
」
に
よ
る
か
黛
問
題
と
な
っ
た
。

　
前
説
の
代
表
者
は
ド
イ
ツ
銀
行
で
あ
る
。
そ
の
主
張
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
貸
借
対
照
表
の
改
正
と
の
関
連
を
重
要
視
せ
る
も
の
で
あ
り
、
会

社
資
産
を
実
際
の
収
益
性
に
基
い
て
評
価
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
通
貨
価

値
の
下
落
の
み
な
ら
ず
産
業
収
益
の
減
退
を
惹
起
し
た
一
切
の
原
因
を
老

慮
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
「
収
益
力
」
に
よ
る
評
価
に
反
対
し
、
実
質

価
値
を
基
準
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
後
者
の
説
は
、
資
本
の
実
質
価
値
な
る
も
の
は
存
せ
ず
、
た
と
え
大
規

模
な
工
場
、
高
価
な
設
備
を
所
有
し
て
い
て
も
、
そ
の
活
用
が
一
部
に
止

っ
て
い
る
な
れ
ば
か
＼
も
の
エ
所
有
は
意
味
が
な
べ
、
使
用
し
な
い
工
場

に
経
済
的
価
値
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
大
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
結
果
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
工
場
は
生
産
物
の
販
路
の
割
合
に
拡
張

さ
れ
す
ぎ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
金
貸
借
対
照
表
に
お
い
て
は
、
固
有
の

生
産
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
得
な
い
よ
う
な
工
場
の
価
値
は
適
当
に
減
価

せ
し
め
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
の
が
後
者
の
結
論
で
あ
る
。
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か
く
両
説
の
論
争
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
　
一
般
に
は
一
般
金
利
に

近
い
配
当
を
な
し
、
株
価
を
徽
面
価
額
に
ま
で
引
上
げ
る
と
い
う
こ
と
が

．
顧
慮
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
十
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日
）

企
業
所
得
と
課
税
所
得

渡

辺

進

　
会
計
原
則
に
従
っ
て
計
算
さ
れ
た
企
業
所
得
は
、
そ
の
ま
ま
課
税
所
得

と
な
る
の
で
は
な
く
、
両
者
の
間
に
は
幾
多
の
原
因
に
墓
つ
く
差
異
が
あ

る
。
そ
の
差
異
の
う
ち
あ
る
も
の
は
当
然
存
在
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ

り
、
且
つ
存
在
す
る
も
何
等
差
支
な
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
分
に
近

・
代
の
税
法
が
産
業
政
策
的
・
社
会
政
策
的
意
図
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
に

墓
つ
く
も
の
で
あ
る
。

　
国
会
は
一
定
の
所
得
を
課
税
の
外
に
置
ぎ
、
叉
は
企
業
会
計
に
お
い
て

は
明
か
に
費
用
た
る
も
の
を
課
税
所
得
計
算
上
こ
れ
を
損
金
に
算
入
せ
ざ

る
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
例
え
ば
罰
金
又
は
科
料
の
支
払
は
企
業
の
費
用
で
は
あ
る
が
課
税
所
得

計
算
上
損
金
と
は
な
ら
な
い
。
罰
金
又
は
科
料
が
損
金
に
算
入
さ
れ
な
い

理
由
は
、
斯
る
費
用
の
発
生
は
も
と
も
と
回
避
し
得
べ
き
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
損
金
と
認
め
る
こ
と
は
反
社
会
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
企
業
利
益
が
必
ず
し
も
課
税
所
得
と
な
ら
な
い
例
と
し
て
は
所
謂
免
税

所
得
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
命
令
で
指
定
さ
れ
た
重
要
物
産
の
製
造

・
採
掘
叉
は
採
取
を
な
す
法
人
に
つ
い
て
一
定
期
間
そ
の
業
務
か
ら
生
じ

た
所
得
に
課
税
せ
ざ
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
如
き
で
あ
る
。

　
企
業
の
費
用
に
非
ざ
る
も
の
が
、
課
税
所
得
計
算
上
損
金
と
認
め
ら
れ

る
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
税
法
の
鉱
業
に
お
け
る
減
耗
藍
子
に
つ

い
て
そ
の
適
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
結
局
取
得
価

額
を
超
え
て
償
却
を
認
め
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
産
業
政

策
的
理
由
に
基
づ
く
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
逆
に
企
業
利
益
で
な
い
も
の
が
課
税
所
得
計
算
上
益
金
に
算
入
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
保
険
差
益
、
国
庫
補
助
金
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
若
干
問
題
が
異
な
っ
て
い
る
。
即
ち
こ

の
場
合
税
法
は
保
険
差
益
、
国
庫
補
助
金
を
も
と
も
と
益
金
で
あ
る
と
み

て
課
税
の
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
益
金
で
は
な
い
と
認
め
な
が

ら
課
税
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
そ
れ
は
産
業
政
策
・
社
会
政
策

的
理
由
に
基
づ
く
差
異
で
は
な
く
、
当
該
項
目
の
性
質
判
定
に
聞
す
る
差

異
に
よ
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
企
業
利
益
と
課
税
所
得
と
の
差
異
の
う
ち
前
記
の
産
業
政
策
的
意
図
等

に
よ
る
差
異
を
除
け
ば
、
（
1
）
収
益
叉
は
費
用
が
帰
属
す
べ
き
期
間
の
認

定
に
関
す
る
差
異
（
2
）
及
び
性
質
判
定
に
関
す
る
差
異
が
残
る
。
両
者
の

調
整
が
要
望
さ
れ
る
の
は
こ
の
分
野
に
お
け
る
差
異
に
つ
い
て
で
あ
る
。

第
十
口
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
三
月
五
日
）

東
洋
紡
績
株
式
会
肚
の
経
営
機
械
化

の
見
学

　
当
社
は
、
昭
和
二
十
七
年
始
め
に
本
社
に
一
。
B
・
M
計
録
機
械
（
穿

孔
機
五
、
分
類
機
二
、
統
計
機
一
、
乗
算
穿
孔
機
一
）
を
設
置
し
、
目
下

機
械
台
数
の
充
実
、
機
械
化
事
務
の
拡
充
を
は
か
り
つ
エ
あ
る
の
で
あ
る

が
、
1
・
B
・
M
計
録
機
械
の
設
置
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
諸

準
備
体
制
の
整
備
（
1
・
B
・
M
既
設
諸
会
社
の
見
学
、
従
業
員
の
啓
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蒙
、
事
務
組
織
の
祠
整
、
要
員
の
養
成
、
そ
の
他
）
等
に
関
し
、
質
疑
を

行
う
。
（
会
社
経
理
専
門
委
員
会
記
録
、
東
洋
紡
績
株
式
会
社
統
計
課
長

．
鈴
木
賢
氏
「
翠
嵐
事
務
の
機
械
化
」
参
照
）

第
十
二
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
三
月
十
二
日
）

捺
染
業
を
め
ぐ
る
我
国
綿
業
の
問
題
点

米

花

稔

　
綿
業
は
我
国
産
業
特
に
輸
出
産
業
に
於
て
、
今
日
ま
で
そ
の
中
核
体
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
而
し
て
そ
の
輸
出
産
業
と
し
て
の
綿
業
の
課
題
の
一

は
、
今
日
仕
上
加
工
部
面
で
あ
る
こ
と
が
、
輸
出
の
実
情
か
ら
明
か
に
み

ら
れ
る
所
で
あ
る
Q

　
そ
の
意
味
で
今
日
の
我
国
の
綿
業
は
、
加
工
部
面
に
於
て
解
決
す
べ
き

間
題
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
特
に
英
米
の
先
進
綿
業
国
、
並
び
に
印
度
、

・
南
米
そ
の
他
の
後
進
綿
茅
国
と
の
競
争
関
係
か
ら
言
っ
て
も
、
我
国
に
於

で
は
製
晶
の
加
工
度
の
向
上
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
加
工
度

の
向
上
な
る
門
題
を
仔
細
に
老
察
す
れ
ば
、
そ
れ
は
単
純
に
設
備
の
近
代

化
、
技
術
の
向
上
、
或
は
加
工
段
階
の
改
善
に
よ
っ
て
の
み
解
決
せ
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

　
綿
業
の
加
工
度
の
向
上
は
、
勿
論
染
色
加
工
業
者
の
技
術
の
向
上
、
経

、
営
の
安
定
化
が
前
提
と
な
っ
て
始
め
て
可
能
で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
綿
業

の
生
産
加
工
売
買
機
構
が
相
当
複
雑
な
こ
と
よ
り
し
て
、
こ
の
聞
題
は
こ

れ
ら
の
各
側
面
と
の
関
連
に
於
て
考
慮
せ
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
目
的
を

達
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
大
紡
績
と
中
小
の
新
紡
、
新
々
紡
の
問
題
、
紡

績
の
兼
営
織
布
と
専
業
の
中
小
織
布
業
者
、
或
は
大
紡
績
直
営
の
染
色
加

経
済
経
営
研
究
所
企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

工
部
門
と
専
業
の
染
色
業
者
の
関
係
、
こ
れ
ら
の
間
の
悪
善
制
と
か
染
色

加
工
の
委
託
制
の
実
情
と
あ
り
方
、
更
に
は
今
日
の
綿
業
の
生
産
売
買
機

構
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
大
紡
績
の
現
実
の
運
営
方
策
、
こ
れ
ら
と
関
連

し
て
海
外
市
場
と
直
結
す
る
商
社
の
取
引
関
係
等
、
こ
れ
ら
交
錯
し
た
絹

互
関
係
の
調
整
の
上
に
、
市
場
に
適
合
す
る
製
品
が
、
安
定
し
た
経
営
の

内
か
ら
生
産
加
工
せ
ら
れ
る
と
い
う
条
件
が
整
っ
て
、
始
め
て
綿
業
の
加

工
度
の
向
上
も
達
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
き
諸
点
を
老
察
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
つ
つ
、
我
国
に
於
け
る
戦

前
に
お
け
る
生
産
加
工
売
買
機
構
の
推
移
と
、
戦
後
の
実
態
を
観
察
す
る

時
、
対
策
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
諸
方
策
が
或
る
程
度
見

出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
特
に
業
界
に
於
け
る
垂
直
的
関
係
と
、
水
平

的
関
係
の
機
構
丁
幾
に
運
営
的
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
明
か

に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

第
十
三
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
三
月
十
九
日
）

計
録
機
械
と
監
査

増
　
崎
　
宗
　
　
弘

　
企
業
に
お
け
る
会
計
組
織
の
適
否
は
、
そ
れ
の
達
成
す
る
効
果
の
面
、

と
く
に
そ
の
確
実
性
の
節
剛
Φ
受
の
面
よ
り
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
意
味
で
、
監
査
人
の
立
場
よ
り
す
る
会
計
組
織
の
聞
題
が
重
要
と
な
る
。

　
本
報
告
は
ホ
レ
リ
ス
式
機
械
と
バ
ワ
～
ス
式
機
械
と
に
よ
っ
て
代
表
さ

れ
る
計
録
機
械
が
、
企
業
の
会
計
組
織
の
中
に
導
入
さ
れ
た
る
場
合
、
そ

れ
は
当
該
企
業
の
会
計
組
織
、
と
く
に
内
部
牽
制
組
織
と
い
か
よ
う
な
関

連
を
有
し
、
し
た
が
っ
て
、
監
査
人
は
こ
れ
に
い
か
に
対
処
す
べ
き
か
の
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・
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
場
合
、
英
国
勅
許
会
計
士
協
会
が
一
九
四
九
年
に
発
表
し
た
と
こ

ろ
の
「
機
械
化
会
計
と
監
査
人
」
と
い
う
報
告
書
を
、
老
察
の
一
般
的
な

．
手
掛
り
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
ヒ
ユ
マ
つ
ノ
コ
エ
ラ
　

　
も
と
も
と
、
人
間
的
誤
謬
の
排
除
が
会
計
機
械
化
の
有
力
な
理
由
で
あ

り
、
不
正
詐
偽
の
発
生
防
止
が
そ
の
優
れ
た
効
果
で
あ
る
以
上
、
計
録
機

械
の
導
入
と
運
用
は
内
部
牽
・
制
組
織
の
円
滑
な
運
営
に
有
効
な
手
段
と
な

．
る
に
違
い
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
監
査
の
実
施
に
際
し
、
常
規

的
監
査
手
続
を
省
い
て
、
な
お
か
つ
監
査
本
来
の
職
能
を
達
成
せ
し
め
、

い
わ
ゆ
る
近
代
的
監
査
の
実
現
に
重
要
な
役
割
を
果
す
、
と
い
う
の
が
通

説
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
計
録
機
械
の
導
入
に
伴
う
会
計
手
続
の
変
更
の
た

・
め
、
計
録
機
械
の
導
入
が
直
ち
に
す
べ
て
の
常
規
的
監
査
手
続
を
省
略
し

う
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
計
録
機
械
の
導
入
に
よ
り
監
査

上
、
新
た
な
問
題
が
発
生
す
る
。
例
え
ば
、
穿
孔
カ
ー
ド
の
脱
漏
散
逸
の

ト
惧
れ
と
か
穿
孔
力
！
ド
よ
り
原
始
証
言
へ
の
遡
及
、
照
合
の
困
難
、
計
録

機
械
の
運
行
上
の
技
術
的
欠
陥
、
さ
ら
に
は
機
械
操
作
者
の
会
計
知
識
の

貧
困
等
の
理
由
に
よ
る
問
題
が
こ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
諸

問
題
の
解
決
が
な
き
限
り
、
計
録
機
械
の
導
入
が
、
直
ち
に
内
部
牽
制
組

」
織
の
運
営
を
円
滑
に
し
、
近
代
的
監
査
の
十
分
な
実
施
要
件
と
は
な
ら
な

」
い
の
で
あ
る
。

第
十
四
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
四
月
四
日
）

サ
コ
・
ロ
ウ
エ
ル
株
式
會
杜
の
経
菅
史

井
　
上
　
忠
　
勝

　
一
九
二
七
年
以
来
、
ハ
ー
バ
ァ
ド
大
学
を
中
心
に
研
究
さ
れ
来
た
っ
た

経
営
史
は
、
　
（
一
）
個
別
経
営
体
の
経
営
史
、
　
（
二
）
産
業
の
経
営
史
、

（
三
）
　
一
般
的
経
営
史
、
及
び
（
四
）
特
殊
経
営
史
の
四
つ
に
分
類
さ
れ

る
。
本
研
究
は
、
ハ
ー
バ
ァ
ド
大
学
経
営
史
研
究
叢
書
第
ニ
隠
里
、
G
・

S
ギ
ッ
ブ
著
「
サ
コ
・
ロ
ウ
エ
ル
株
式
会
社
ー
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

に
お
け
る
紡
織
機
の
製
造
、
一
八
一
三
一
一
九
四
九
」
に
よ
っ
て
、
個
恥

経
営
体
の
経
営
史
の
内
容
を
、
具
体
的
に
把
握
せ
ん
と
試
み
た
も
の
で
あ

る
。　
サ
コ
・
P
ウ
エ
ル
株
式
会
社
は
、
ホ
ワ
イ
チ
ン
株
式
会
社
、
H
＆
B
ア

メ
リ
カ
ン
株
式
会
社
と
並
ん
で
、
現
在
プ
メ
リ
カ
に
お
け
る
代
表
的
紡
機

製
這
会
社
の
一
つ
で
あ
る
が
、
ギ
ッ
ブ
が
サ
コ
。
ロ
ウ
エ
ル
株
式
会
社
の

経
営
史
を
記
述
す
る
に
当
っ
て
直
面
し
た
問
題
は
、
そ
の
歴
史
の
う
ち
何

を
そ
の
経
営
史
と
し
て
採
り
あ
げ
、
何
を
然
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
除
外

し
、
而
し
て
如
何
な
る
点
を
強
調
す
べ
き
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
勿
論

こ
の
問
題
は
、
　
（
一
）
歴
皮
的
資
料
の
有
無
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
が
、
利
用
し
う
る
資
料
の
う
ち
如
何
な
る
点
を
強
調
す
べ
き

か
は
、
　
（
二
）
会
社
の
業
種
及
び
時
代
の
変
遷
と
共
に
移
行
し
た
会
社
経

営
上
の
主
要
問
題
に
即
応
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま

ず
、
サ
コ
・
ロ
ウ
エ
ル
株
式
会
社
の
母
体
と
な
っ
た
諸
会
社
の
生
成
期
に

は
、
如
何
に
し
て
ボ
ス
ト
ン
の
貿
易
業
者
が
紡
績
業
次
い
で
紡
織
機
業
に

お
い
て
事
業
を
発
見
し
、
而
し
て
会
社
の
設
立
を
行
っ
た
か
、
ま
た
如
何

に
し
て
当
時
紡
織
機
の
輸
出
を
禁
止
し
て
い
た
英
国
よ
り
そ
の
製
造
技
術

を
取
入
れ
、
こ
れ
を
改
良
し
、
而
し
て
会
社
の
繁
栄
に
資
す
る
こ
と
が
で

き
た
か
に
重
点
が
お
か
れ
、
次
に
競
争
の
漸
次
激
化
し
つ
つ
あ
っ
た
一
九

世
紀
後
半
よ
り
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
、
如
何
な
る
販
売
方
策
に
よ

っ
て
註
丈
の
確
保
を
は
か
っ
た
か
、
何
故
に
製
品
の
多
様
化
よ
り
専
門
化

而
し
て
ま
た
専
門
化
よ
り
多
様
化
へ
の
方
策
が
採
用
せ
ら
れ
た
か
、
ま
た
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伺
故
に
会
社
の
買
収
、
合
併
及
び
合
同
が
企
て
ら
れ
る
に
至
っ
た
か
が
強

調
せ
ら
れ
、
而
し
て
最
後
に
一
九
二
〇
年
代
後
半
及
び
一
九
三
〇
年
代
初

、
期
の
不
況
期
に
お
い
て
は
、
何
故
に
会
社
の
経
営
が
銀
行
に
よ
っ
て
干
渉

せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
か
、
ま
た
如
何
に
し
て
信
任
と
支
持
と
を
与
え
ら
れ

た
経
営
者
が
会
社
の
苦
境
を
打
開
し
て
い
っ
た
か
に
自
ら
そ
の
論
点
が
集

・
中
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
　
（
三
）
こ
れ

ら
の
間
題
を
め
ぐ
っ
て
展
開
さ
れ
た
す
べ
て
の
論
述
が
、
終
始
一
貫
せ
る

観
点
か
ら
導
か
れ
て
い
る
こ
と
は
こ
れ
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
即

ち
著
者
は
、
サ
コ
・
ロ
ウ
エ
ル
株
式
会
社
及
び
そ
の
母
体
と
な
っ
た
諸
会

社
の
経
営
乃
至
管
理
一
方
策
・
統
制
。
マ
ネ
ー
ヂ
メ
ン
ト
t
に
お
い

て
生
じ
た
と
こ
ろ
の
諸
変
遷
に
関
し
、
如
何
に
且
つ
何
故
に
こ
れ
ら
の
諸

変
遷
が
生
じ
た
か
を
解
明
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
一
般
会
社

史
と
は
異
っ
た
と
こ
ろ
の
科
学
的
会
社
経
営
史
の
課
題
を
見
出
さ
ん
と
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
個
別
経
営
体
の
経
営
史
は
、
そ
の
他
の
経
営
史
（
産
業
の
経
営
史
・
扁

昌
般
的
経
営
史
・
特
殊
経
営
史
）
と
対
比
せ
ら
れ
る
と
き
、
そ
の
固
有
の
課

題
は
、
経
営
乃
至
管
理
に
お
い
て
生
じ
た
と
こ
ろ
の
諸
変
遷
を
最
も
詳
細

に
記
述
す
る
点
に
、
換
言
す
れ
ば
遇
去
に
お
け
る
経
営
乃
至
管
理
の
諸
事

例
を
提
供
す
る
点
に
こ
れ
を
見
出
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
種

の
経
営
史
は
、
必
ず
し
も
経
営
乃
至
管
理
の
一
般
的
史
的
発
展
に
つ
い
て

の
認
識
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
の
認
識

・
は
、
個
別
経
営
体
の
経
営
史
の
注
意
深
き
集
積
の
上
に
樹
立
さ
る
べ
き
と

こ
ろ
の
そ
の
他
の
諸
経
営
史
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
然
る
べ
き
と
こ
ろ

め
も
の
で
あ
る
。

経
済
経
営
研
究
所
企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

第
十
五
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
四
月
九
日
）

噛
野
監
製
藥
株
式
會
杜
の
勾
引

機
械
化
の
見
學

　
当
社
は
、
昭
和
十
一
年
に
R
・
R
計
録
機
械
を
設
置
し
、
昭
和
十
五
年

に
一
・
B
・
M
計
録
機
械
に
切
替
え
、
戦
後
は
機
械
台
数
を
充
実
す
る
と

と
も
に
機
械
化
の
面
を
押
し
進
め
た
。
そ
の
現
状
は
次
の
如
く
で
あ
る

が
、
機
械
化
に
と
も
な
う
諸
問
題
の
経
験
、
或
は
他
会
社
の
運
用
方
法

と
の
比
較
並
に
そ
の
特
殊
性
等
に
つ
き
聴
く
こ
と
を
得
、
参
老
に
な
っ
た
。

一
、
設
　
　
　
備

　
手
動
穿
孔
機
（
一
）
　
電
気
穿
孔
機
（
三
）
　
英
字
複
写
穿
孔
機
（
一
）

　
手
動
穿
孔
検
査
機
（
三
）
　
　
分
類
機
（
二
）
　
　
統
計
機
（
二
）

　
英
字
式
会
計
機
（
二
）
集
団
複
写
穿
孔
機
（
一
）
集
団
合
計
穿
孔
機
（
一
）

　
複
写
合
計
穿
孔
機
（
二
）
　
乗
算
穿
孔
機
（
一
）
　
照
含
機
（
一
）

二
、
機
械
化
事
務

　
（
1
）
　
営
業
関
係

　
　
（
イ
）
　
送
話
類
の
計
算
作
成
　
　
（
ロ
）
　
販
売
分
析
諸
統
計
の
作
成

　
（
2
）
　
経
理
関
係

　
　
（
イ
）
　
資
金
繰
表
の
作
成
　
（
ロ
）
元
帳
の
作
成
　
（
ハ
）
原
価
計
算

　
（
3
）
　
給
与
・
人
事
関
係

　
　
（
イ
）
　
給
与
計
算
　
　
（
ロ
）
　
労
務
統
計
表

　
（
4
）
株
式
関
係

　
　
（
イ
）
　
株
主
各
種
統
計
　
　
（
ロ
）
　
配
当
計
算

　
（
5
）
　
厚
生
関
係

　
　
（
イ
）
　
健
康
保
険
給
与
計
算
　
　
（
ロ
）
　
病
種
騎
統
計
表
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経
済
経
営
研
究
所
企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

第
十
六
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
四
月
三
十
日
）

シ
ュ
ミ
ッ

ト
の
『
産
業
景
氣
と
計
算
誤
謬
』

鈴
　
木
　
和
　
蔵

　
シ
ェ
ミ
ッ
ト
の
こ
の
著
書
は
、
産
業
景
気
の
原
因
が
企
業
の
行
う
計
算

誤
謬
に
あ
り
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
か
x
る
誤
謬
の
訂
正
に

・
よ
っ
て
景
気
対
策
が
可
能
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
著
に
対
す
る
批
判
は
大
部
分
が
景
気
論
の
観
点
よ
り
さ
れ
て
い

・
る
。
我
々
は
か
x
る
立
場
か
ら
の
挽
判
が
全
面
的
に
誤
っ
て
い
る
と
い
う

の
で
な
い
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
理
論
の
根
底
に
は
有
機
的
経
営
観
が
存
す

る
の
で
あ
り
こ
れ
を
抜
い
て
批
判
す
る
こ
と
は
理
解
あ
る
態
度
で
な
い
と

・
老
え
る
。
即
ち
、
次
の
三
つ
の
点
が
す
く
な
く
と
も
老
慮
さ
れ
る
か
ら
で

、
あ
る
。

　
一
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
有
機
観
は
二
つ
の
主
張
を
も
つ
て
い
る
こ
と
。
一

つ
は
全
体
経
済
の
変
動
に
対
し
て
は
彼
の
時
価
計
算
を
も
つ
て
個
別
企
業

．
が
こ
れ
に
適
応
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
他
は
か
N
る

時
価
計
算
に
よ
っ
て
全
体
経
済
の
生
産
、
消
費
の
調
和
を
保
持
せ
し
め
得

る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
時
価
計
算
と
い
う
同
一
内
容
の
二
面

の
主
張
に
す
ぎ
な
い
。
前
者
は
彼
の
名
著
『
有
機
的
時
価
貸
借
対
照
表
論
』

に
十
分
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
の
説
明
は
前
著
に
お
い
て
は
十
分
な

も
の
で
な
く
む
し
ろ
『
産
業
景
気
と
計
算
誤
謬
論
』
に
見
ら
れ
る
。
こ
瓦

に
有
機
観
と
関
連
が
存
す
る
こ
と
。

　
二
、
彼
の
規
定
す
る
産
業
景
気
の
概
念
は
一
般
の
景
気
論
の
対
象
と
は

異
っ
て
い
る
。
即
ち
経
済
外
部
よ
り
す
る
景
気
変
動
を
前
提
と
し
て
、
企

業
の
名
目
計
算
．
か
ら
成
立
す
る
仮
想
利
潤
、
仮
想
損
失
の
金
体
経
済
に
及

ぼ
す
影
響
を
重
要
視
し
、
そ
こ
に
生
じ
る
景
気
波
動
の
み
を
産
業
景
気
と

し
て
概
念
づ
け
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
他
の
原
因
よ
り
す
る
景
気
波
動
と

そ
れ
を
前
提
と
し
て
企
業
の
計
算
誤
謬
に
よ
り
惹
起
せ
し
め
ら
れ
る
景
気

波
動
を
概
念
的
に
区
別
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
彼
の
理
論
の

対
象
は
後
者
の
み
で
あ
る
。
か
N
る
概
念
規
定
は
有
機
観
の
全
体
経
済
的

主
張
を
考
え
た
な
ら
ば
重
要
な
る
意
味
を
も
つ
て
い
る
。

　
三
、
然
し
乍
ら
か
瓦
る
産
業
景
気
の
規
定
を
も
つ
て
し
て
も
産
業
景
気

の
研
究
は
景
気
論
の
領
域
に
属
し
、
仮
装
利
潤
乃
至
仮
装
損
失
の
発
生
は

企
業
会
計
の
問
題
で
あ
る
。
か
N
る
二
つ
の
領
域
の
関
連
の
理
論
的
説
明

が
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
十
分
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
シ

ュ
ミ
ッ
ト
有
機
観
の
主
張
と
内
容
と
の
矛
盾
に
ま
で
問
題
が
発
展
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
十
七
回
企
業
経
営
科
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
五
月
二
十
一
日
）

機
械
會
計
の
原
理

能
　
勢
　
信
　
子

　
最
近
の
顕
著
な
る
経
営
機
械
化
の
原
因
は
、
之
を
次
の
二
点
、
す
な
わ

ち
、　
（
イ
）
鬼
大
化
の
一
途
を
辿
る
取
引
量
の
記
録
を
処
理
し
、
（
ロ
）
企
業

を
構
成
す
る
各
部
門
の
活
動
を
分
析
し
合
理
的
な
経
営
政
策
の
立
案
に
寄

与
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
機
械
会
計
の
原
理
も
こ
の
記

録
計
算
と
経
営
分
析
の
二
点
か
ら
理
解
さ
れ
る
。
記
録
計
算
に
当
り
、
機

械
会
計
が
手
記
会
計
に
比
し
て
有
す
る
著
し
い
特
徴
は
、
　
（
イ
）
事
務
担
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当
者
の
入
的
要
素
を
極
力
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ
ラ
ー
を
減
少
す

る
。
　
（
ロ
）
計
録
機
械
の
使
用
に
よ
り
、
検
証
が
合
理
的
に
行
は
れ
る
。

、
（
ハ
）
操
作
の
迅
速
化
か
ら
能
率
が
向
上
す
る
、
の
三
点
に
あ
る
が
、
特

に
検
証
上
の
合
理
化
は
、
手
記
会
計
に
比
し
、
す
ぐ
れ
た
点
と
考
え
ら
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
仕
訳
帳
、
元
帳
は
、
機
械
会
計
に
於
て
ば
、
そ
の
形
状
、

お
よ
び
記
載
数
字
が
形
式
的
に
統
一
さ
れ
る
上
、
キ
ャ
リ
エ
ー
ヂ
、
レ
ヂ

ス
タ
！
、
或
は
ヴ
ェ
リ
フ
ア
イ
ア
ー
等
の
利
用
に
よ
り
照
合
上
の
便
宣
が

与
え
ら
れ
、
手
記
に
よ
る
記
帳
に
お
い
て
は
発
見
さ
れ
難
い
エ
ラ
ー
が
容

易
に
排
除
さ
れ
得
、
企
業
の
内
部
索
制
に
資
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
他
方
分
析
上
に
お
け
る
機
械
会
計
の
優
位
が
認
め
ら
れ
る
。
給
与
分

析
、
費
用
分
析
、
在
庫
晶
分
析
等
に
よ
り
経
営
活
動
を
瞬
時
に
把
捉
す
る

こ
と
は
、
手
記
会
計
に
お
け
る
分
析
を
以
て
は
困
難
で
あ
る
。
機
械
会
計

に
於
て
、
分
類
機
に
応
用
せ
ら
れ
て
る
る
と
こ
ろ
の
ユ
ニ
ッ
ト
X
ソ
ッ
ド

を
例
に
と
れ
ば
、
こ
の
分
析
方
法
は
、
項
目
を
い
く
つ
か
記
載
し
た
カ
ー

ド
を
多
数
作
成
し
、
要
求
に
応
じ
て
そ
の
う
ち
の
一
項
目
に
つ
き
分
類
整

理
を
行
ふ
の
で
あ
る
が
、
・
手
記
会
計
に
総
て
、
こ
の
方
法
に
よ
り
分
類
を

行
ふ
場
合
に
生
ず
る
エ
ラ
ー
の
可
能
性
、
非
迅
速
性
が
、
容
易
に
想
像
し

得
ら
れ
る
。
こ
の
外
、
機
械
会
計
の
利
用
の
原
因
と
し
て
、
事
務
担
当
者

の
整
理
等
か
ら
来
る
経
費
節
約
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
報
告
で
は
上
記

の
、
記
帳
、
分
析
の
二
点
を
二
心
と
し
て
行
っ
た
。

第
十
八
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
六
月
十
一
日
）

R
・
R
會
計
機
に
つ
い
て増　

　
崎
　
宗
　
　
弘

鈴
　
　
木
　
和
　
蔵

我
々
は
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
株
式
会
社
（
在
東
京
）
、
古
沢
会
計
機
株

経
済
経
営
研
究
所
企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

式
会
社
、
大
蔵
省
に
お
い
て
R
・
R
会
計
機
に
つ
い
て
見
学
し
て
、
種
々

将
来
研
究
す
べ
き
点
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
特
に
一
・
B

・
M
と
の
比
較
に
お
い
て
、
老
究
を
要
す
る
問
題
に
つ
い
て
発
表
し
た
の

が
こ
の
報
告
で
あ
る
。

　
研
究
項
目
の
如
し

一
、
R
。
R
会
計
機
の
構
造
に
つ
い
て

　
こ
れ
は
一
・
B
・
M
と
相
違
す
る
点
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

二
、
カ
ー
ド
進
行
の
技
術
的
特
…
徴
に
つ
い
て

　
R
・
R
会
計
機
は
機
械
的
（
ワ
イ
ヤ
リ
ン
グ
、
ユ
ニ
ッ
ト
方
式
）
に
設

　
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
1
・
B
・
M
が
精
密
な
る
．
電
機
的
設
計
に
よ

　
り
作
製
さ
れ
て
い
る
の
に
比
し
、
極
め
て
対
照
的
な
特
徴
点
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
（
例
え
ば
、
R
・
R
に
お
い
て
は
カ
ー
ド
の
軽
度
な
る
折
損

　
も
比
較
的
障
害
と
な
る
こ
と
が
少
く
分
類
機
に
お
い
て
カ
ー
ド
を
進
行

　
せ
し
め
る
特
徴
を
も
つ
て
い
る
）

三
、
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て

　
R
・
R
、
1
・
B
・
M
双
方
殆
ど
同
速
度
で
あ
る
。

四
、
カ
ー
」
ド
に
つ
い
て

　
行
平
、
紙
質
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
樹
将
来
の
研
究
を
要
す
る
。

五
、
会
計
機
の
賃
借
料
、
価
格
に
つ
い
て

　
特
に
注
意
を
要
す
る
の
は
一
・
B
・
M
が
賃
貸
を
社
則
と
し
て
い
る
に

　
対
し
、
R
・
R
に
お
い
て
は
賃
貸
、
買
取
り
の
両
者
が
認
め
ら
れ
て
い

　
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
長
期
の
会
計
機
使
用
に
際
し
て
考
慮
せ
ら
れ
る

　
べ
き
問
題
が
あ
る
で
あ
ら
う
。

　
以
上
の
諸
点
は
、
全
べ
て
が
、
企
業
経
費
の
増
減
に
関
連
を
持
つ
も
の

で
あ
り
、
か
＼
る
事
情
を
考
慮
し
て
将
来
十
分
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
。

門209一



経
済
経
鴬
研
究
所
企
業
経
営
科
定
例
硬
究
会

第
十
九
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
六
月
十
八
日
）

「
税
法
と
企
業
会
計
原
則
と
の

調
整
に
関
す
る
意
見
量
目
」
に
お

け
る
棚
卸
資
産
評
価

渡

辺

進

　
税
法
は
期
末
棚
卸
品
の
原
価
の
決
定
に
関
す
る
諸
方
法
を
規
定
し
て
お

り
、
期
中
の
払
出
原
価
決
定
の
方
法
に
関
し
て
規
定
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。
こ
の
こ
と
は
税
法
と
し
て
正
し
い
態
度
で
あ
る
こ
と
が
先
ず
理
解
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
の
す
べ
て
が
帳
簿
棚
卸
の
方
法
を
と
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
却
っ
て
多
く
の
も
の
が
こ
れ
を
欠
い
て
い
る
状
態
に

お
い
て
、
共
通
的
に
規
定
し
得
る
こ
と
は
期
末
棚
卸
品
の
評
価
方
法
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
期
末
棚
卸
品
原
価
の
決
定
は
税
法
に
お
い
て

も
、
当
期
払
出
品
原
価
の
確
定
の
手
段
と
し
て
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
。
併
し
乍
ら
払
出
品
原
価
の
決
定
に
は
帳
簿
棚
卸
に
よ
る
直
接
把
握
の

方
法
も
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
般
に
妥
当
な
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
払
出
価
格
決
定
方
法
に
よ
っ
て
恒
久
棚
卸
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
の
帳
簿
残
高
が
そ
の
ま
ま
税
法
上
の
原
価
法
に
基
づ
く
期
末
棚

卸
品
評
価
額
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば

企
業
は
期
末
に
至
っ
て
税
法
の
要
求
す
る
評
価
を
改
め
て
行
う
必
要
が
生

ず
る
か
ら
で
あ
る
。
「
意
見
書
」
の
「
期
中
の
棚
卸
手
続
と
期
末
の
棚
卸

評
価
の
基
準
と
に
区
分
し
て
示
す
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
の
が
右
の

意
味
を
指
す
も
の
と
す
れ
ば
、
全
く
同
感
で
あ
る
。

　
「
意
見
書
」
の
次
の
諸
点
は
な
お
研
究
の
余
地
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
1
、
「
意
見
書
」
は
「
期
中
棚
卸
に
お
け
る
標
準
原
価
と
実
際
原
価
と
の

差
異
は
損
益
勘
定
に
算
入
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
。
こ

の
結
果
は
右
の
差
異
が
全
額
「
期
間
損
益
」
と
し
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
ζ

な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
差
異
の
原
因
を
区
別
せ
ず
し
て
す
べ
て
を
期

間
損
益
と
す
る
こ
と
に
は
俄
か
に
同
意
し
難
い
。

　
2
、
「
意
見
書
」
は
帳
簿
棚
卸
の
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
の
期
末
棚
卸
，

に
は
先
入
先
出
法
の
適
用
が
困
難
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
に

は
老
え
難
い
。

　
3
、
「
意
見
書
」
は
時
価
法
を
期
末
棚
卸
の
評
価
基
準
か
ら
除
外
す
べ

き
も
の
と
し
て
い
る
が
、
特
定
の
場
合
に
は
時
価
法
に
よ
る
評
価
が
必
要

な
こ
と
が
あ
る
の
で
、
全
面
的
に
時
価
法
を
除
外
す
る
こ
と
は
適
当
で
な

い
と
思
わ
れ
る
。

　
4
、
仕
掛
品
の
評
価
に
つ
い
て
は
原
材
料
・
製
品
等
の
評
価
法
を
そ
の

ま
x
適
用
す
る
こ
と
を
困
難
と
す
る
場
合
も
あ
る
べ
く
、
「
意
見
書
」
は

「
原
価
計
算
方
法
と
関
連
し
て
別
に
棚
卸
評
価
の
方
法
を
定
め
る
べ
ぎ
で

あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
先
入
先
出
法
・
平
均
法
・
後
入
先
出
法
等
の
思

老
方
法
は
概
ね
仕
掛
品
に
も
適
用
し
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
そ
れ
等

の
適
用
を
困
難
と
し
叉
は
そ
れ
等
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
所
得
を

明
瞭
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
場
合
の
た
め
に
、
「
そ
の

他
税
務
署
長
の
承
認
を
得
た
る
方
法
」
を
追
加
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ

う
。

第
二
十
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
六
月
二
十
五
日
）

日
本
生
命
保
険
相
互
青
馬
の

経
螢
機
械
化
の
見
學

　
当
社
の
経
営
機
械
化
の
歴
史
は
古
く
、
大
正
十
四
年
に
R
・
R
計
録
機

械
を
設
遣
し
、
昭
和
八
年
に
一
・
B
・
M
計
録
機
械
に
切
替
え
、
今
日
に
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進
展
し
来
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
現
状
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
設
　
　
　
備

　
手
動
穿
孔
機
（
三
一
）
　
電
動
穿
孔
機
（
二
）
穿
孔
検
査
機
（
二
四
）

　
分
類
機
（
一
三
）
　
　
統
計
機
（
四
）
　
　
　
英
字
式
会
計
機
（
四
）

　
集
団
複
写
穿
孔
機
（
二
）
　
集
団
合
計
穿
孔
機
（
三
）
　
醗
訳
穿
孔
機
（
二
）

　
乗
算
穿
孔
機
（
二
）
　
　
照
合
機
（
二
）

一一

A
機
械
化
事
務

　
（
1
）
　
主
計
部
事
務

　
　
（
イ
）
　
新
契
約
に
関
す
る
諸
統
計
　
　
（
p
）
　
消
滅
、
復
活
に
関
す

　
　
る
諸
統
計
　
　
（
ハ
）
　
責
任
準
備
金
の
計
算
　
　
（
二
）
　
据
置
配
当

　
　
金
の
元
利
金
計
算

　
（
2
）
　
経
理
課
事
務
（
事
務
費
分
析
記
帳
事
務
）

　
　
（
イ
）
　
分
析
科
目
別
日
計
表
　
　
（
p
）
　
支
社
別
経
費
科
目
別
日
計

　
　
表
　
　
（
ハ
）
　
支
社
別
話
野
荒
目
別
日
計
表
　
　
（
二
）
　
分
析
科
目

　
　
別
月
計
表

（
3
）
料
金
部
事
務

　
　
（
イ
）
　
新
契
約
基
礎
分
類
　
　
（
ロ
）
　
領
収
証
並
に
払
込
案
内
作
成

　
に
関
す
る
事
務
　
　
（
ハ
）
　
収
入
統
計

　
成
及
び
計
算
器
務
　
　
（
・
ノ
）
　
そ
の
他

（
4
）
　
社
会
保
険
課
事
務

（
5
）
　
そ
　
の
　
他

　
（
イ
）
　
外
務
職
員
に
関
す
る
諸
統
計

　
る
諸
統
計
　
　
（
ハ
）

　
価
証
券
月
別
評
価
事
務
　
　
（
ホ
）

（
二
）
　
振
替
カ
ー
ド
作

　
　
　
　
　
　
　
（
p
）
　
内
部
職
員
に
関
す

諸
什
器
減
価
償
却
計
算
事
務
　
　
（
二
）
　
有

　
　
　
　
　
保
険
証
券
の
作
成
事
務

経
済
経
営
研
究
所
企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

読
二
十
一
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
七
月
二
日
）

後
入
先
出
法
の
展
開

増
　
崎
　
　
宗
　
　
弘

　
後
入
先
出
法
に
つ
い
て
の
、
そ
の
出
現
か
ら
血
書
藩
法
に
至
る
間
の
論

議
は
、
米
国
に
お
け
る
会
計
思
考
発
達
史
の
一
翻
を
な
す
も
の
と
さ
え
い

わ
れ
る
。
本
報
告
は
、
現
在
の
会
計
実
践
に
お
い
て
、
棚
卸
盗
産
の
評
価

問
題
が
い
か
よ
う
の
意
味
を
有
す
る
か
、
そ
し
て
そ
の
各
種
の
評
価
方
式

に
お
い
て
、
後
入
先
出
法
は
い
か
な
る
地
位
を
占
め
る
か
の
問
題
を
、
ま

ず
考
察
す
る
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
後
入
先
出
法
独
自
の
会
計
思
老

を
、
当
期
費
用
と
当
期
収
益
を
当
期
の
価
格
水
準
に
お
い
て
適
正
に
期
間

対
応
せ
し
め
よ
う
と
す
る
会
計
手
続
で
あ
る
と
み
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
場
合
、
し
た
が
っ
て
、
後
入
先
出
法
の
効
果
的
な
運
用
の
た
め
に

は
必
然
的
に
棚
卸
資
産
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
問
題
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
従
来
、
種
類
品
質
型
等
の
実
体
的
条
件
に

よ
る
同
質
性
1
1
代
替
性
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
基
準
と
し
て
い
た
思
考
か

ら
、
「
共
通
の
貨
幣
名
目
で
表
現
さ
れ
る
」
投
下
資
本
1
1
弗
価
値
額
と
し

て
の
同
質
性
一
代
替
性
を
基
準
と
す
る
思
考
へ
の
推
移
は
、
後
入
先
出
法

の
展
開
に
と
っ
て
、
そ
の
効
果
的
な
運
用
上
、
看
過
し
え
ざ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
弗
価
値
法
の
出
現
は
、
こ
の
意
味
で
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

　
後
入
先
出
法
は
、
そ
の
出
現
当
初
、
発
生
コ
ス
ト
の
期
間
的
配
分
の
一

形
態
と
し
て
、
米
国
の
原
価
主
義
会
計
に
お
い
て
ユ
ニ
ー
ク
な
意
味
を
有
，

し
て
い
た
。
こ
の
後
入
先
出
法
が
弗
価
値
法
に
ま
で
展
開
す
る
と
き
、
ζ

れ
の
原
価
主
義
会
計
に
お
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
意
味
は
愈
々
高
次
に
展
開
さ
・

れ
る
。
・
こ
の
展
開
を
し
で
、
依
然
、
原
価
主
浅
の
会
詐
思
考
の
枠
内
で
考
．
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経
．
済
経
営
研
究
所
企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

え
る
こ
と
、
自
体
、
理
論
的
反
省
を
要
請
し
来
る
の
で
あ
る
。

第
二
十
二
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
七
月
十
六
日
）

綿
業
を
事
例
と
す
る
経
管
位
置
と

實
態
の
研
究

米

花

稔

　
経
営
の
位
階
∴
に
択
は
、
経
営
位
置
論
の
課
題
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
時

に
一
定
の
位
署
氾
択
は
、
そ
の
経
営
の
業
態
或
は
方
策
の
あ
り
方
を
或
る

程
度
規
制
す
る
。
経
営
位
置
論
と
し
て
は
、
こ
の
組
互
関
係
を
理
解
し
て

お
く
の
で
な
け
れ
ば
、
経
営
学
の
一
分
野
と
し
て
の
位
置
論
解
明
に
は
不

充
分
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
こ
で
綿
業
を
事
例
と

し
て
、
こ
れ
が
研
究
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

　
綿
業
に
は
、
綿
業
と
し
て
の
位
置
論
的
性
格
が
、
　
一
般
的
に
或
る
程
度

把
握
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
拘
ら
ず
現
実
の
実
態
を
み
る
と
主
要

綿
業
国
の
間
で
も
相
当
の
特
殊
性
が
認
め
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
綿
業

は
、
極
め
て
限
ら
れ
た
地
域
で
あ
る
ラ
ン
カ
シ
ア
ー
の
南
東
部
に
大
部
分

が
集
中
し
て
所
謂
U
o
o
忌
門
Φ
畠
ぽ
創
O
馨
蔓
を
形
成
し
、
ア
メ
リ
カ
は
南

部
上
州
に
か
な
り
広
範
囲
に
散
在
し
、
我
国
は
中
京
及
び
近
畿
地
方
に
半

ば
は
稽
集
中
的
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
も
そ
の
分
布
の
範
囲
は
東
北
の

一
部
と
北
海
道
を
除
い
て
大
部
分
の
府
県
に
散
在
す
る
と
い
う
異
っ
た
地

域
的
特
殊
性
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
。
更
に
そ
の
地
域
の
異
る
に
従
っ

て
、
各
国
綿
業
の
存
立
形
態
も
異
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
垂
直
的
並
び
に
水
平

的
に
分
業
が
極
端
に
発
達
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
垂
直

的
結
合
が
或
る
程
度
進
ん
で
お
り
、
叉
南
部
綿
業
と
ニ
ェ
ー
・
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
綿
業
は
又
そ
れ
ぞ
れ
多
少
共
特
徴
的
で
、
我
国
は
叉
大
ま
か
に
い
え

ば
、
英
米
の
中
間
的
形
態
と
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
叉
そ
れ
ぞ
れ
の
機
械
化
の
程
度
、
そ
の
質
的
相
異
、
労
働
の
質
的
量
的

相
異
、
市
場
と
の
関
係
或
は
歴
馬
弓
事
情
等
と
も
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
．

つ
て
、
各
々
特
徴
あ
る
業
態
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
位
置
論
上
、
綿
業
と
し
て
一
般
的
性
格
と
特
殊
的
性
格
の
結
合
し

て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
叉
そ
れ
に
相
互
関
連
す
る
業
態
の
特
殊
性
を
認

め
る
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
の
三
主
要
」
綿
業
国
の
実

態
を
、
可
能
な
る
資
料
の
範
囲
で
、
具
体
的
に
老
察
し
、
経
営
位
置
論
の

解
明
す
べ
き
課
題
の
一
で
あ
る
位
置
と
業
態
の
研
究
の
一
事
例
と
し
て
と

り
あ
げ
た
の
で
あ
る
Q

第
二
十
三
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
七
月
二
十
三
貝
）

我
國
紡
績
十
杜
の
業
態
と

経
螢
位
置
に
つ
い
て

米

花

稔

　
さ
き
に
経
営
位
置
と
業
態
の
事
例
研
究
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ

カ
及
び
日
本
の
．
綿
業
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
特
殊
性
老
察
の
内
に
右
の
目

的
を
果
そ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
応
綿
業
を
そ
れ
ぞ
れ
の

国
に
於
て
一
括
し
て
論
じ
た
の
に
止
ま
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
営
位
置

と
業
態
の
本
来
の
研
究
は
、
綿
業
と
い
う
一
業
界
を
、
更
に
分
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
企
業
に
お
け
る
位
置
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
企
業
の
業

態
と
の
関
連
を
明
か
に
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
充
分
目
的
を
達
し
た
も
の

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
右
の
如
き
趣
旨
に
つ
い
て
、
海
外
の
事
例
は
資
料
が
充
分
得
ら
れ
な
い

の
で
、
我
囲
の
綿
業
に
限
り
、
代
表
的
企
業
た
る
紡
績
十
社
を
と
り
あ
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げ
、
そ
の
経
営
位
置
論
的
特
徴
を
観
察
し
、
そ
の
業
態
、
経
営
方
策
と
の

関
係
を
み
た
の
で
あ
る
。
特
に
我
国
の
主
要
紡
績
会
社
は
、
多
数
工
場
を

有
し
、
更
に
今
次
戦
争
を
中
心
と
す
る
企
業
整
備
、
転
換
、
戦
災
と
、
戦

後
の
再
建
、
新
設
等
の
為
に
、
迂
る
程
度
地
域
的
移
動
、
再
編
が
行
わ
れ

得
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
少
共
各
社
の
地
域
方
策
の
反
映
が
み
ら
れ
、
位

置
と
業
態
の
関
係
の
考
察
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
面
識
の
内
に
は
、
地
域
的
の
集
中
度
、
分
散
度
を
異
に
し
、
又
全
国
的

な
も
の
、
特
定
地
域
的
な
も
の
憾
あ
り
、
且
そ
の
再
編
に
当
っ
て
は
、
各

々
そ
の
業
態
或
は
方
策
の
特
殊
性
も
そ
の
間
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

特
に
十
社
を
垂
直
的
関
係
に
み
る
と
染
色
加
工
仕
上
段
階
に
於
け
る
直
営

部
門
の
程
度
を
異
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
的
に
分
つ
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
が
又
多
少
共
位
置
の
閲
題
と
も
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深

い
。　
侮
紡
績
十
社
以
外
の
新
紡
、
新
々
紡
の
多
く
は
中
小
紡
績
の
業
態
を
主

と
し
、
地
域
的
に
は
、
中
京
地
方
と
近
畿
地
方
と
に
極
め
て
集
中
的
で
あ

る
こ
と
を
特
徴
と
し
、
寧
ろ
地
域
的
集
中
を
一
の
存
立
条
件
と
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
多
数
の
中
小
紡
績
の
今
後
の
問
題
は
噛
我

国
綿
業
の
存
立
条
件
と
も
関
連
す
る
所
も
少
く
な
い
が
、
別
に
老
察
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
側
面
が
多
い
。

第
二
十
四
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
九
月
十
日
）

國
民
所
得
の
概
念

能
　
勢
　
信
　
子

近
時
日
動
鍵
。
あ
o
o
口
○
ヨ
8
ω
の
成
果
を
実
証
す
る
試
み
と
し
て
、

経
済
経
営
研
究
所
企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

ω
8
一
巴
四
〇
〇
〇
⊆
昌
江
昌
ゆ
亀
に
よ
る
国
民
所
得
の
数
量
的
表
示
が
盛
ん
に
唱
道
可

さ
れ
、
そ
の
具
体
的
産
物
は
白
書
そ
の
他
の
形
式
に
お
い
て
国
民
経
済
活

動
の
内
容
表
示
も
し
く
は
政
策
決
定
規
準
と
し
て
已
に
実
用
化
さ
れ
て
み

る
が
、
こ
の
報
告
は
の
O
o
一
巴
P
o
o
o
二
口
江
口
ひ
q
の
対
象
と
し
て
の
国
民
所
得

の
概
念
を
与
え
、
か
っ
こ
の
数
量
的
把
握
に
当
り
必
要
と
な
る
諸
点
を
指

摘
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
、
国
民
所
得
と
は
一
定
年
度
に
お
い
て
、
　
一
国
の
居
住
者
に
よ
り
生

産
さ
れ
る
全
財
貨
・
用
役
の
純
総
体
額
で
あ
り
、
国
民
盗
本
を
消
尽
す
る

こ
と
な
く
国
民
が
消
費
し
得
る
最
大
額
と
し
て
定
義
さ
れ
る
が
、
之
よ
り

国
民
所
得
の
　
（
イ
）
9
ひ
q
鵯
Φ
m
a
暮
①
と
し
て
の
、
（
ロ
）
生
産
概
念
と
し
て

の
、
（
ハ
）
純
計
と
し
て
の
性
格
と
、
（
二
）
異
質
的
財
貨
用
役
を
総
計
す

る
た
め
の
尺
度
（
通
常
、
貨
幣
を
使
用
）
の
必
要
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
二
、
国
民
所
得
の
把
握
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
表
現
し
た
三
面
等
価
の
原
則

即
ち
　
男
＋
蜀
旺
団
｝
団
口
O
＋
H
…
侵
旺
O
十
ω
の
定
義
式
に
従
っ
て
稼
得
、

生
産
、
支
出
の
三
面
か
ら
可
能
で
あ
る
。
即
ち
国
民
経
済
を
構
成
す
る
企

業
、
籔
計
、
政
府
等
の
各
の
Φ
0
8
腎
の
経
済
活
動
の
記
録
が
之
等
三
面
に
配

列
集
計
さ
れ
か
つ
相
互
間
の
移
転
部
分
が
相
殺
さ
れ
（
0
8
ω
o
目
土
三
江
o
u
）

て
国
民
所
得
額
を
示
す
。
各
ω
①
9
霞
か
ら
の
異
質
的
財
貨
を
総
計
す
る

手
段
と
し
て
貨
幣
が
使
用
さ
れ
る
が
、
貨
幣
価
値
変
化
に
よ
る
価
額
変
動

を
捨
象
す
る
た
め
最
も
安
易
な
一
般
物
価
指
数
の
、
或
は
一
歩
進
め
た
個

別
物
価
指
数
の
綜
合
と
し
て
の
指
数
の
採
用
、
又
は
各
の
Φ
0
8
厭
ご
と
に

夫
々
生
産
指
数
を
作
成
し
て
調
成
し
こ
の
額
を
合
計
す
る
等
の
方
法
が
用

ひ
ら
れ
る
が
何
れ
も
昌
只
。
首
旨
意
δ
ロ
と
し
て
の
範
囲
を
出
な
い
。

　
三
、
国
民
所
得
測
定
へ
の
第
二
次
的
接
近
と
し
て
、
個
別
会
計
の
損
益

計
算
書
の
0
8
の
。
嵩
α
四
鼠
。
ロ
と
し
て
、
把
握
す
る
こ
と
が
行
は
れ
る
が
、

こ
の
基
礎
資
料
と
し
て
の
個
肛
会
計
数
値
は
国
民
所
得
算
定
の
立
場
か
ら

幾
多
の
修
正
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
個
題
会
計
の
立
場
が
所
謂
会
計
コ
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経
済
経
魎
研
究
所
企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
、
即
ち
保
守
主
義
、
主
観
主
義
お
よ
び
取
得
原
価
主
義

の
上
に
立
ち
、
か
つ
実
現
主
義
を
採
用
せ
る
場
合
、
損
益
計
算
書
か
ら
得

た
企
業
所
得
の
総
計
は
国
民
所
得
と
し
て
の
　
Φ
o
o
昌
。
日
ざ
な
意
味
を
持

ち
得
る
も
の
で
な
い
。
ω
o
o
凶
鋒
碧
o
o
ロ
ロ
畠
ロ
ぴ
q
の
立
場
か
ら
要
求
さ
れ
る

諸
点
は
、
（
イ
）
発
生
主
義
の
採
用
、
（
p
）
評
価
基
準
及
び
費
用
配
分
の

客
観
性
の
保
持
、
（
ハ
）
評
価
に
際
し
資
産
を
O
皿
霞
O
暮
8
ω
け
又
は
、

o
o
ロ
ω
計
器
冒
昌
。
Φ
に
お
い
て
統
一
を
保
つ
こ
と
で
あ
る
。
特
に
以
上
の

こ
と
は
減
価
償
却
費
の
算
定
も
し
く
は
棚
卸
資
産
量
の
増
減
の
確
定
に
お

い
て
必
要
な
操
作
で
あ
る
。
げ
Φ
8
8
み
①
白
O
O
享
受
な
取
得
原
価
に
基
礎

を
置
く
減
価
償
却
費
を
控
除
し
て
得
た
、
も
し
く
は
価
格
差
を
統
一
せ
ず

行
っ
た
棚
卸
資
産
評
価
に
よ
っ
て
得
た
純
投
資
量
は
お
よ
そ
ナ
ン
セ
ン
ス

だ
か
ら
で
あ
る
。

　
四
、
更
に
の
o
o
一
鉱
障
。
8
0
ニ
ロ
鼠
口
∞
亀
　
に
と
り
必
要
な
操
作
は
帰
属
で
あ

る
。
通
當
の
記
帳
法
に
従
へ
ば
正
し
く
算
定
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
項
目
、

例
え
ば
労
働
者
自
弁
の
労
働
手
段
・
実
物
給
与
・
自
己
所
有
家
屋
を
自
ら

使
用
す
る
場
合
の
家
賃
、
農
民
自
家
用
農
作
物
等
の
価
値
の
推
定
は
、
国

民
所
得
を
正
確
に
把
握
す
る
上
か
ら
必
要
で
あ
る
。

　
五
、
国
民
所
得
は
鋤
ぴ
q
ぴ
q
円
①
硬
q
9
①
で
あ
る
以
上
、
経
済
内
部
の
交
錯
し

た
聯
関
、
例
え
ば
原
材
料
循
環
は
捨
象
さ
れ
る
。
従
っ
て
技
術
的
聯
関
即

ち
素
材
視
点
か
ら
国
民
経
済
を
把
握
す
る
場
合
、
も
し
く
は
国
民
所
得
配

分
の
聯
関
即
ち
価
値
視
点
よ
り
実
態
を
知
る
場
合
、
こ
の
長
日
騎
。
6
同
。
的

な
シ
ス
テ
ム
は
更
に
細
分
さ
れ
各
部
門
に
集
合
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
前
者
へ
の
接
近
と
し
て
芝
・
芝
・
い
Φ
8
畠
Φ
く
に
よ
る
構
造
分
析
が

有
力
で
あ
る
。

第
二
十
五
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
九
月
十
七
日
）

原
債
差
額
の
期
・
末
調
整

渡

辺

進

　
税
法
の
定
む
る
原
価
法
は
期
末
棚
卸
資
産
が
そ
の
取
得
価
額
で
評
価
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
取
得
価
額
（
製
作
価
額
を
含
む
）
と
は
当

該
棚
卸
資
産
を
取
得
す
る
た
め
に
要
し
た
一
切
の
費
用
を
い
う
の
で
あ
っ

て
、
原
則
と
し
て
そ
の
実
際
原
価
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
標
準
原
価

計
算
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
期
末
棚
卸
資
産
は
標
準
原
価
で

評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
説
は
未
だ
税
法
で
は
承
認
さ
れ
て
い
な

い
。
従
っ
て
棚
卸
資
産
勘
定
の
帳
簿
残
高
（
実
地
棚
卸
に
よ
る
出
欠
量
に

よ
っ
て
修
正
し
た
）
が
税
法
上
の
評
価
額
（
当
該
企
業
が
選
定
せ
る
評
価

方
法
に
よ
る
評
価
額
）
と
一
致
せ
ざ
る
こ
と
に
よ
り
原
価
差
額
が
発
生
す

る
。　
原
価
差
額
は
原
材
料
費
等
の
原
価
要
素
勘
定
、
部
門
費
勘
定
（
製
造
闇

接
費
勘
定
を
含
む
）
、
仕
掛
品
勘
定
、
半
製
品
勘
定
、
製
晶
勘
定
に
お
い

て
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
発
生
の
原
因
は
次
の
如
く
異
な
っ
て

い
る
。

　
（
1
）
　
税
法
上
後
入
先
出
法
、
総
平
均
法
、
最
終
仕
入
原
価
法
等
が
選

定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
期
中
の
払
出
原
価
は
予
定
原
価
、
標
準
原
価

依
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
場
合
期
末
の
帳
簿
残
高
は
期
末
の
評
価

額
と
一
致
せ
ざ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
税
法
上
先
入
先
出
法
、
移
動
平
均
法
、
個
別
法
を
選
定
し
て
い

7
蛎
合
で
も
、
払
出
原
価
を
そ
の
実
際
原
価
に
は
よ
ら
ず
予
定
原
価
等
に

よ
る
場
合
に
は
、
（
1
）
と
同
様
な
る
関
係
を
生
ず
る
。
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（
3
）
　
棚
卸
資
産
勘
定
借
方
受
入
記
入
を
実
際
原
価
に
は
よ
ら
ず
見
込

価
額
、
標
準
価
額
等
に
よ
る
場
合
。

　
（
4
）
　
企
業
内
部
の
振
替
価
格
が
実
際
原
価
以
外
の
も
の
で
あ
る
場

合
。　
（
5
）
　
低
価
法
に
よ
り
時
価
ま
で
引
下
げ
た
棚
卸
資
産
に
つ
き
、
翌
期

に
実
際
原
価
に
振
戻
さ
ず
、
そ
の
切
下
げ
ら
れ
た
時
価
で
払
出
を
行
っ
た

場
合
。

　
そ
の
発
生
原
因
は
異
な
る
が
、
す
べ
て
こ
れ
等
の
差
額
は
期
末
に
｝
括

処
理
す
る
こ
と
を
適
当
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
原
価
差
額
配
分
の
対
象
は

棚
卸
資
産
の
位
す
る
段
階
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
材
料

費
差
額
は
、
仕
掛
晶
、
製
晶
、
売
上
原
価
等
に
配
分
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
原
価
差
額
配
分
の
方
法
に
つ
い
て
は
現
在
、
日
本
租
税
研
究
協
会
案
と

経
済
団
体
連
合
会
館
と
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
本
報
告
は
そ
の
二
つ
の
方

法
に
つ
い
て
長
短
を
比
較
論
評
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
十
穴
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
九
月
二
十
四
日
）

再
生
産
慣
値
と
牧
盒
偵
値
鈴
　
木
　
和
　
蔵

　
企
業
全
体
の
評
価
と
い
う
こ
と
は
会
計
学
上
極
め
て
重
要
な
る
間
題
で

あ
る
が
、
戦
後
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
そ
の
特
殊
事
情
を
前
提
と
し
て
再
生

産
価
値
が
収
益
価
値
に
勝
る
評
価
基
準
で
あ
る
と
提
唱
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
我
々
は
見
受
け
る
の
で
あ
る
。
一
般
に
企
業
全
体
の
評
価
に
は
双
益
価

値
が
重
要
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
か
N
る
通
説
に
対
し
て
再
生
産
価

値
の
提
唱
は
興
味
が
あ
る
。
即
ち
戦
後
ド
イ
ツ
に
お
い
て
大
企
業
の
解
体
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の
結
果
そ
こ
に
多
数
の
企
業
が
成
立
し
、
こ
れ
ら
の
企
業
に
大
企
業
の
財
．

産
が
引
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
か
N
る
企
業
が
幾
何
に
評
価
さ
る

べ
き
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
今
迄
の
大
規
模
の
組
織
に
よ
る
幾
・

多
の
優
位
点
は
消
滅
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
各
企
業
に
と
っ

て
先
づ
一
、
各
企
業
に
対
す
る
国
外
並
び
に
国
内
市
場
の
割
当
て
の
問
題
が
生
じ

　
る
。

二
、
そ
れ
に
関
連
し
て
価
格
形
成
の
問
題
が
生
じ
る
。
ま
た
コ
ス
ト
の
形

　
成
の
無
題
が
生
じ
る
。

　
こ
の
様
な
事
情
に
お
い
て
、
各
企
業
は
将
来
の
取
引
に
対
す
る
成
果
を

数
字
的
に
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
時
将
来
の
収
益
の
資
本
化
と
い

う
間
題
が
生
じ
て
来
る
の
で
あ
る
が
一
九
四
九
年
と
い
う
時
期
に
お
い
て

は
全
く
将
来
の
収
益
と
い
う
が
如
き
は
見
透
し
が
っ
か
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
　
（
ヘ
ン
ツ
ェ
ル
は
こ
の
年
を
ド
イ
ツ
の
経
済
的
廃
嘘
の
時
代
と
呼
ん

で
い
る
）
こ
の
様
な
事
情
を
前
提
と
し
て
、
再
生
産
価
値
が
収
益
価
値
に

勝
る
も
の
と
し
て
重
要
と
な
っ
て
来
る
（
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
再
生
産

価
値
は
企
業
を
現
在
の
形
態
に
お
い
て
建
設
す
る
に
必
要
な
る
資
本
金
額

を
い
う
の
で
あ
る
が
、
か
＼
る
金
額
が
企
業
に
投
下
さ
れ
る
な
れ
ば
そ
れ

は
ま
た
正
常
の
利
子
を
当
然
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
エ
に
再
生

産
価
値
が
企
業
評
価
に
重
大
な
意
義
を
も
つ
所
以
が
存
す
る
）
。
　
大
企
業

が
解
体
さ
れ
、
全
く
自
由
競
争
下
に
各
企
業
が
置
か
、
れ
、
再
出
発
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
現
在
、
再
生
産
価
値
こ
そ
収
益
価
値
に
と
っ
て
代
わ
る
も
の

と
し
て
認
識
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
説
の
最
重
要
な
る
論
拠
は
戦
後
の
ド
イ
ツ
経
済
界
の
混
乱
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
か
エ
る
特
殊
事
情
を
考
え
れ
ば
確
か
に
首
肯

す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
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経
済
経
営
研
究
所
企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

第
二
十
七
回
研
究
会
（
昭
漁
二
十
七
年
十
月
八
日
）

ラ
イ
ト
リ
ア
會
肚
に
お
け
る
計
録

機
械
の
濫
用

井
　
上
　
忠
　
勝

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
住
宅
用
電
燈
器
其
の
代
表
的
製
造
業
者
で
あ
る
ラ

イ
ト
リ
ア
会
社
は
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
に
レ
ミ
ン
ト
ン
ラ
ン
ド
の
計
録

機
械
を
設
置
し
て
以
来
、
可
成
の
成
果
を
お
さ
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

そ
の
運
用
上
に
お
け
る
特
長
と
し
て
は
、
（
一
）
　
カ
ー
ド
を
予
め
穿
孔
す

る
こ
と
（
胃
Φ
℃
二
旨
。
ぼ
口
ゆ
q
O
h
o
鷲
創
の
）
、
（
二
）
カ
ー
1
3
を
有
機
的
に
利

用
す
る
こ
と
の
二
点
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
会
社
は
ま
ず
販
売
面
に
お
い
て
カ
ー
ド
穿
孔
法
を
採
用
し
た
。
ま
ず
カ

ー
ド
は
、
商
品
種
目
、
単
価
、
数
量
等
が
予
め
穿
孔
さ
れ
、
整
理
格
納
さ

れ
る
。
送
状
を
作
成
す
る
に
当
っ
て
は
、
右
の
カ
ー
ド
は
引
出
さ
れ
、
こ

　
　
　
　
セ
　
　
　
も

れ
も
ま
た
予
め
穿
孔
さ
れ
て
い
る
顧
客
の
勘
定
番
号
の
入
っ
た
住
所
氏
名

カ
ー
ド
と
共
に
、
一
》
言
げ
餌
σ
馨
8
鉱
↓
筈
巨
鉾
。
門
に
か
け
ら
れ
る
。
送
状

作
成
後
は
、
同
一
の
カ
ー
ド
が
受
取
勘
定
を
示
す
も
の
と
な
り
、
勘
定
番

号
・
に
従
っ
て
整
理
さ
れ
る
。
現
金
を
受
取
つ
た
場
合
に
は
、
受
取
勘
定
の

綴
込
か
ら
、
当
該
カ
ー
ド
が
引
出
さ
れ
、
現
金
勘
定
を
構
成
す
る
。
こ
れ

ら
の
カ
ー
ド
は
、
月
末
の
受
取
勘
定
の
計
算
、
空
晶
別
・
地
域
別
販
売
高

の
分
析
等
に
用
い
ら
れ
、
ま
た
仕
訳
帳
カ
ー
ド
と
も
な
る
の
で
あ
る
が
、

以
上
の
過
程
に
お
い
て
新
た
に
穿
孔
を
要
す
る
の
は
、
特
別
の
割
引
或
は

特
別
の
信
用
が
許
容
せ
ら
れ
た
場
合
等
に
限
ら
れ
る
。

　
カ
ー
ド
穿
孔
法
は
次
で
支
払
、
冒
く
①
ロ
8
二
〇
ω
、
給
料
の
汗
録
に
応
用

せ
ら
れ
た
が
、
会
社
は
更
に
こ
れ
ら
の
諸
計
算
結
果
を
元
帳
に
ま
で
積
み

重
ね
、
詳
細
な
諸
月
次
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
ず
仕

訳
帳
カ
ー
ド
が
作
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
（
一
）

カ
ー
ド
の
有
機
的
な
利
用
を
可
能
な
ら
し
め
る
べ
く
、
全
会
計
組
織
が
検

討
さ
れ
、
勘
定
図
表
が
整
え
ら
れ
た
結
果
、
全
仕
訳
帳
カ
ー
ド
の
う
ち
六

七
・
八
％
は
、
既
に
他
の
諸
計
算
に
用
い
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
換
言
す
れ

ば
既
に
そ
の
本
来
の
目
的
は
達
成
し
た
と
こ
ろ
の
カ
ー
ド
を
利
用
す
れ
ば

よ
く
、
改
め
て
作
成
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
（
二
）
固
定
的
乃
至
循
環

的
な
性
質
の
記
入
が
検
出
さ
れ
た
結
果
、
全
仕
訳
帳
カ
ー
ド
の
う
ち
八
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
め

六
％
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
必
要
事
項
が
予
め
穿
孔
せ
ら
れ
、
月
末
に

何
ら
穿
孔
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
（
三
）
残
余
の
カ
ー
ド
に
つ
い
て
も
、

　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
セ

勘
定
番
号
等
は
予
め
穿
孔
さ
れ
、
月
末
に
は
主
と
し
て
金
額
の
み
を
穿
孔

す
れ
ば
よ
い
Q
か
く
の
如
く
し
て
迅
速
に
全
仕
訳
帳
カ
ー
ド
が
作
成
さ
れ

れ
ば
、
（
四
日
乃
至
五
日
）
自
一
撃
の
b
Φ
Φ
侮
の
。
碁
。
憎
及
び
≧
づ
げ
自
。
げ
Φ
識
。
障

↓
鋤
げ
巳
讐
。
憎
に
よ
っ
て
貸
借
別
に
表
記
さ
れ
る
　
（
二
時
間
三
十
分
）
Q
合

計
が
検
証
さ
れ
れ
ば
、
カ
ー
ド
は
勘
定
番
号
に
よ
っ
て
分
類
表
記
さ
れ
て

元
帳
が
作
成
さ
れ
、
（
二
時
間
三
十
分
）
次
で
直
に
各
種
の
月
次
報
告
書
が

作
成
さ
れ
る
。
従
来
右
の
計
算
に
二
十
日
聞
を
要
し
て
い
た
こ
と
を
思
え

ば
非
常
な
時
法
の
短
縮
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
会
社
は
カ
ー
ド
穿
孔
法
の
か
X
る
運
用
に
よ
っ
て
、
従
来
各
種
の
計
算

に
要
し
た
時
間
を
大
い
に
節
減
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
が
、
同

時
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
よ
り
多
く
の
時
間
を
諸
数
値
の
分
析
に

用
い
う
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
（
口
跨
霞
矯
卜
O
O
旨
畠
。
ジ
》
b
ρ
口
6
ゴ
Φ
争
。
邸
同
画

百
ω
雷
目
讐
ご
⇔
℃
δ
α
ロ
8
の
ω
畠
け
Φ
旨
。
暮
ω
貯
①
ぎ
の
呈
出
α
o
出
N
O
自
9
誘
”

昏
Φ
H
O
霞
⇔
蝕
9
》
8
0
§
鼠
巳
罫
》
農
二
馨
δ
q
O
）

一216一



、
第
二
十
八
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
十
月
十
五
日
）

セ
イ
ヤ
ー
ス
の
商
業
銀
行
論
に
つ
い
て

藤
　
　
田
　
正
　
寛

　
今
日
の
日
本
の
銀
行
制
度
が
日
本
銀
行
と
い
ふ
、
た
黛
一
個
の
中
央
銀

．
行
を
主
軸
と
し
、
多
数
の
支
店
を
も
つ
少
数
の
巨
大
な
商
業
銀
行
よ
り
形

成
さ
れ
て
い
る
点
は
、
英
国
の
銀
行
制
度
に
傲
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

・
そ
こ
で
、
こ
こ
に
一
九
五
〇
年
初
頭
の
英
国
銀
行
業
の
早
撮
写
真
を
呈
示

し
て
い
る
セ
イ
ヤ
ー
ス
の
現
代
銀
行
論
　
（
殉
・
ψ
Q
Q
曙
Φ
議
鱒
客
＆
Φ
毎

．
切
溜
昌
吋
貯
O
q
…
夢
骨
α
Φ
＆
鼠
○
ロ
H
Φ
α
H
）
を
と
り
上
げ
、
特
に
商
業
銀
行
に
つ

い
て
の
彼
の
見
解
を
尋
ね
よ
う
と
す
る
。

　
本
書
の
内
容
は
（
一
）
序
論
、
（
二
）
商
業
銀
行
、
（
三
）
割
引
市
場
、

〈
四
）
中
央
銀
行
－
構
成
上
の
諸
問
題
、
（
五
）
中
央
銀
行
の
業
務
、
（
六
）

対
外
取
引
と
銀
行
制
度
、
（
七
）
利
子
率
、
貸
付
資
金
の
供
給
及
び
経
済

」
活
動
、
（
八
）
テ
ー
プ
・
マ
ネ
ー
（
6
げ
①
9
マ
日
8
Φ
団
）
、
（
九
）
商
業
銀
行

の
資
産
及
び
収
益
力
、
（
一
〇
）
予
金
の
配
分
、
（
一
一
）
質
的
信
用
統

制
、
（
ご
｝
）
新
国
家
に
於
け
る
銀
行
、
（
一
三
）
国
際
通
貨
基
金
、
国
際
り

復
興
開
発
銀
行
に
及
ん
で
い
る
。

　
先
づ
、
彼
は
、
銀
行
が
貨
幣
の
商
人
で
あ
る
と
云
ふ
伝
統
的
見
解
に
止

ま
ら
ず
、
債
権
、
債
務
者
間
の
紐
帯
と
な
る
、
資
金
製
造
を
な
す
利
潤
追

求
の
会
社
で
あ
る
と
し
、
商
業
銀
行
は
究
極
の
目
的
を
最
大
利
潤
の
獲
得

に
お
き
、
株
主
に
最
善
を
尽
す
普
通
銀
行
業
務
を
行
ふ
株
式
銀
行
で
あ
る

と
定
義
す
る
。

　
更
に
、
商
業
銀
行
は
業
務
遂
行
に
際
し
、
當
に
流
動
性
の
保
持
を
考

え
、
こ
の
費
用
を
低
く
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
現
金
準
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経
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備
を
要
請
す
る
の
で
あ
る
。
予
金
に
対
す
る
準
備
が
銀
行
経
営
の
一
つ
の

指
標
で
あ
り
、
英
国
で
は
一
率
に
現
金
準
備
率
八
％
と
い
ふ
制
限
が
あ
る

外
は
商
業
銀
行
の
業
務
遂
行
は
何
等
干
渉
を
受
け
な
い
（
米
国
で
は
予
金

の
種
類
に
よ
り
数
種
あ
る
）
。

　
銀
行
の
利
潤
は
貸
出
と
予
金
と
の
利
差
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
が
貸

出
を
無
限
に
拡
大
す
る
こ
と
は
銀
行
の
流
動
性
と
社
会
的
信
認
保
持
の
点

か
ら
も
阻
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
貸
出
拡
張
に
も
自
ら
限
度
が
存
在
す

る
。　
株
式
銀
行
と
し
て
の
商
業
銀
行
は
、
支
店
網
の
整
備
拡
張
に
よ
り
業
務

を
活
濃
化
す
る
も
の
と
、
単
位
銀
行
に
重
点
を
お
く
も
の
と
が
あ
り
、
前

者
が
英
国
等
に
見
る
支
店
主
義
、
後
者
が
米
国
に
見
る
単
独
主
義
で
あ
る

が
、
分
業
に
よ
る
種
々
な
利
益
（
分
業
主
義
）
の
存
在
は
、
単
位
銀
行
間

の
運
営
を
取
引
銀
行
制
度
に
求
め
る
（
連
鎖
主
義
、
集
団
主
義
）
…
場
合
に

比
し
、
圧
倒
的
に
有
利
で
あ
る
。

　
経
済
制
度
の
進
化
と
共
に
、
銀
行
も
大
規
模
化
が
要
請
さ
れ
、
大
銀
行

が
出
現
（
合
併
、
吸
戒
）
す
る
に
至
っ
た
（
英
国
に
於
け
る
五
大
銀
行
し
ロ
骨

葺
く
Φ
）
。

　
彼
は
、
他
の
事
情
に
し
て
等
し
い
限
り
、
商
業
銀
行
の
最
も
効
果
的
な

形
式
と
は
収
益
資
産
の
最
も
早
く
手
渡
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
と
云
っ
て
い

る
。　
彼
の
商
業
銀
行
論
を
、
そ
の
概
念
及
び
、
経
営
原
理
の
面
よ
り
そ
の
特

色
を
一
応
と
り
上
げ
た
が
、
英
国
の
商
業
銀
行
を
制
度
的
に
分
析
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
最
も
特
長
的
で
あ
り
、
之
は
彼
の
他
の
春
書
（
レ
8
Φ
昌
8
旨

切
舜
。
ロ
屏
ぎ
∞
q
ω
鴫
ω
8
日
．
H
罐
○
。
）
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
は
現

金
準
備
率
と
流
動
性
の
関
係
を
重
視
し
、
之
が
預
金
を
統
制
す
る
要
素
で

も
あ
る
と
し
、
手
形
交
換
に
よ
る
取
引
の
敏
活
化
も
同
じ
意
味
を
も
ち
、

こ
の
た
め
に
銀
行
資
産
の
転
嫁
性
が
収
益
資
産
の
収
益
力
と
の
関
連
か
ら

一217一



経
済
経
営
砥
究
所
企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

口
制
度
の
問
題
と
し
て
と
り
上
げ
る
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
更
に
営
利
会
社
の

本
質
と
し
て
の
収
益
性
に
加
え
、
安
全
性
や
社
会
的
信
認
の
保
持
が
経
営

に
と
り
必
須
の
目
標
で
あ
る
こ
と
を
強
く
指
摘
す
る
と
共
に
金
利
、
資
金

コ
ス
ト
を
之
等
の
関
連
よ
り
分
析
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
セ
イ
ヤ
ー
ス
の
書
は
、
在
来
の
銀
行
論
に
比
し
、
制
度
的
老
察
が
著
し

・
く
ウ
エ
イ
ト
を
も
ち
、
銀
行
え
の
政
策
や
国
際
金
融
機
関
の
分
析
に
迄
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
一
つ
の
寄
与
点
で
あ
ら
う
が
最
近
の
金
融
論
が
金
融

経
済
論
え
進
み
入
っ
て
い
る
時
、
之
と
歩
を
同
じ
く
す
る
銀
行
論
が
必
要

．
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

第
二
十
九
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
十
二
日
）

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
再
評
価

渡

辺

進

　
再
評
価
が
企
業
の
損
益
計
算
に
与
え
る
効
果
は
、
そ
の
減
価
償
却
費
計

，
算
及
び
譲
渡
損
益
計
算
の
基
礎
と
せ
ら
れ
る
価
額
の
改
訂
と
い
う
点
で
あ

み
。
い
ま
問
題
を
減
価
償
却
の
面
に
限
定
し
て
老
え
る
な
ら
ば
、
再
評
価

と
は
貨
幣
価
値
の
変
動
に
伴
な
っ
て
減
価
償
却
費
を
修
正
し
収
益
に
チ
ャ

ー
ジ
さ
る
べ
ぎ
減
価
償
却
費
を
、
収
益
が
表
現
さ
れ
て
い
る
円
と
同
一
価

．
値
の
円
で
表
現
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
か
く
て
費
用
を
同
一
水
準
で
収

．
益
に
対
応
せ
し
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
普
通
に
は
再
評
価
と
は
貨
幣
価
値
の
変
動
に
応
じ
て
減
価
償
却
費
算
定

の
基
礎
と
な
る
べ
き
資
産
の
貸
借
対
照
表
価
額
を
改
訂
す
る
こ
と
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
併
し
貸
借
対
照
表
価
額
の
改
訂
を
伴
な
わ
ず
と
も

n
均
し
い
効
果
が
得
ら
れ
る
限
り
、
こ
れ
を
広
義
の
再
評
価
に
含
ま
し
め
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
た
減
価

償
却
費
改
訂
の
方
法
は
大
い
に
興
味
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
、
一
九
三
九
年
二
月
十
三
日
の
命
令
に
よ
る
設
備
更
新
準
備
金
制

度
．
。
こ
の
場
合
に
は
資
産
の
貸
借
対
照
表
価
額
の
改
訂
を
行
わ
ず
、
こ
の

制
度
が
採
用
せ
ら
れ
た
年
次
以
降
の
減
価
償
却
費
が
、
そ
の
後
の
物
価
変

動
に
応
じ
て
変
動
的
に
計
算
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
普
通
の
資
産
再
評

価
の
場
合
に
比
し
て
特
色
を
有
す
る
。

　
二
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
再
評
価
は
一
九
四
五
年
六
月
十
五
日
の
政
令

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。
我
国
の
再
評
価
に
比
し
て
、
当
該
資
産
の
取
得

価
額
及
び
償
却
累
計
額
が
別
々
に
再
評
価
せ
ら
れ
る
と
い
う
点
が
異
な
っ

て
い
る
。
我
国
の
再
評
価
方
式
で
は
取
得
価
額
と
償
却
累
計
額
と
に
同
一

の
物
価
倍
数
が
適
用
せ
ら
れ
た
の
と
同
一
の
結
果
と
な
る
。
減
価
償
却
と

は
固
定
盗
産
に
投
ぜ
ら
れ
た
資
本
の
規
則
的
継
続
的
な
回
収
の
方
法
で
あ

る
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
再
評
価
限
度
額
と
は
貨
幣
価
値
の
変
動
に
よ

っ
て
修
正
さ
れ
た
未
回
収
の
資
本
額
を
意
味
す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
未
回
収
の
資
本
額
の
算
定
に
当
っ
て
過
去
に
行
わ
れ
た
償
却

額
を
如
何
に
見
る
か
（
そ
の
一
円
を
す
べ
て
同
一
価
値
の
も
の
と
み
る

か
）
は
吟
味
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
三
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
加
速
償
却
が
行
わ
れ
て
い
る
。
併
し
そ
れ

が
結
局
に
お
い
て
償
却
の
対
象
と
な
る
資
産
の
価
額
の
改
訂
を
伴
な
わ
ざ

る
と
き
、
償
却
の
速
度
を
早
め
た
の
み
で
あ
っ
て
、
再
評
価
の
範
疇
に
属

す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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，
第
三
十
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
十
九
日
）

ア
メ
リ
カ
の
経
螢
位
置
論
の
背
景

米

花

稔

　
我
々
が
経
営
位
置
論
を
研
究
す
る
場
合
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ

－
る
が
、
海
外
の
研
究
成
果
を
重
視
し
、
且
そ
れ
に
依
り
所
を
求
め
る
場
合

が
極
め
て
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
般
に
こ
の
如
き
研
究
成
果
に
は
、

・
そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
国
の
産
業
経
営
の
実
態
乃
至
特
殊
性
の
故
に
、

一
般
論
と
共
に
意
識
的
無
意
識
的
に
特
殊
論
が
包
含
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な

い
。
位
置
論
の
如
き
空
間
性
を
と
り
あ
げ
る
場
合
に
、
こ
の
こ
と
は
特
に

・
大
切
で
あ
る
。
こ
の
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
、
我
々
の
問
題
解
明
に
思
わ

、
ざ
る
誤
解
を
生
ず
る
こ
と
と
も
な
る
。

　
右
の
如
き
観
点
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
…
場
合
を
み
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
工

・
業
に
あ
っ
て
は
そ
の
地
域
的
性
格
か
ら
所
謂
い
o
o
巴
旨
Φ
畠
ぼ
自
二
曾
曙
な

る
特
徴
を
主
要
な
る
業
種
に
つ
い
て
顕
著
に
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

－
そ
れ
ぞ
れ
異
る
地
域
に
相
当
極
端
に
集
中
す
る
と
い
う
形
態
が
み
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
如
き
傾
向
も
、
近
年
工
業
の
発
展
に
伴
っ
て
多
少

－
共
変
改
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
け
れ
ど
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
営
位
置
論
を
み
る

と
右
の
特
殊
性
が
相
当
濃
厚
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
せ
ら
れ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
に
於
て
も
同
様
の
点
が
心
慮
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
偶
々

．
ア
メ
リ
カ
の
工
業
の
地
域
的
現
象
と
し
て
、
近
年
南
部
地
方
の
工
業
発
展

が
極
め
て
目
立
つ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
如
き
現
象
の
内
に
、
ア
メ
リ
カ
の

・
立
地
現
象
の
特
徴
が
自
ら
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
広
大
な
る
国
土

に
、
高
き
購
買
力
の
国
内
市
場
を
前
提
と
す
る
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
に
お

経
済
経
営
研
究
所
企
業
経
営
科
定
例
碍
究
会

け
る
工
業
立
地
に
今
日
特
に
著
し
い
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
、
こ
れ
に
つ
い
で
、
国
内
の
豊
富
な
る
未
開
発
、
未
利
用
資
源
が
立
地

現
象
に
反
映
し
て
い
る
。
労
働
上
の
立
地
条
件
は
、
そ
の
地
域
差
に
墓
く

吸
引
力
と
し
て
の
比
重
を
近
年
減
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
如
き
ア
メ

リ
カ
工
業
の
特
徴
は
、
そ
の
位
置
論
の
所
論
の
内
容
に
反
映
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
従
っ
て
我
々
は
海
外
に
お
け
る
位
置
論
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
前
提
と

な
っ
て
い
る
背
景
と
の
相
互
関
係
を
よ
く
吟
味
し
、
一
般
性
と
特
殊
性
を

辮
軽
し
、
以
て
、
我
々
の
当
面
す
る
聞
題
解
明
を
正
し
い
理
解
の
仕
方
を

以
て
進
め
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
三
十
一
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
日
）

ス
ト
ー
ン
の
取
引
行
列
に
つ
い
て

片
　
野
　
彦
　
　
二

　
国
民
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
論
的
研
究
に
は
、
従
来
二
つ
の
流
れ
が
あ
っ

た
。
そ
の
一
つ
は
、
産
業
部
門
別
集
計
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
今
一
つ

は
、
活
動
形
式
別
集
計
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
ト
ー
ン
は
、
こ
の
二

つ
の
側
面
を
綜
合
し
よ
う
と
試
み
る
。

　
第
一
に
、
取
引
は
、
（
i
）
取
引
当
事
者
（
家
計
・
企
業
及
び
政
府
機

関
）
、
（
“
1
1
）
経
済
活
動
の
形
式
（
生
産
・
消
費
及
び
蓄
積
）
そ
れ
に
（
…
皿
）

取
引
の
型
（
財
及
び
用
役
の
種
類
、
そ
れ
に
こ
の
何
れ
に
も
属
さ
な
い
も

の
の
種
類
）
に
よ
り
分
類
せ
ら
れ
る
。

　
こ
の
分
類
に
よ
り
取
引
行
列
は
構
成
せ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、

特
定
の
産
業
に
お
け
る
特
定
の
活
動
形
式
と
他
の
そ
れ
ら
と
の
問
の
柑
互
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経
済
経
営
研
究
所
企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

．
依
存
の
関
係
が
示
さ
れ
る
。

　
第
二
に
、
こ
の
取
引
行
列
が
、
そ
こ
に
お
い
て
示
さ
れ
る
収
入
額
及
び

支
出
額
に
依
存
し
、
そ
の
時
の
技
術
の
状
態
及
び
人
々
の
行
動
に
よ
り
決

定
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の
感
応
体
系
は
、
ど
の
様
な
条
件
の
下
に

お
い
て
コ
ン
シ
ス
テ
ン
ト
に
作
用
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
為
の
条

件
は
、
技
術
及
び
行
動
を
反
映
す
る
構
造
常
数
間
の
一
定
の
関
係
に
よ
り

決
定
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
与
え
ら
れ
た
収
入
額
及
び
支
出
額
に
遇
剰
乃
至

は
過
少
す
る
収
入
及
び
支
出
を
齎
ら
さ
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
体

系
は
〃
完
全
”
に
保
た
れ
る
も
の
で
あ
る
。
（
肉
8
げ
鋤
置
Q
Q
o
嵩
Φ
…
G
っ
一
白
営
Φ

日
盛
旨
の
偉
。
o
鉱
。
ロ
寓
。
岱
色
の
’
ぎ
h
o
同
ヨ
簿
δ
口
辺
9
「
幽
O
o
誉
b
暮
営
ひ
q
曽
国
Φ
タ

6
剛
野
。
昌
●
ω
窪
9
聡
く
9
区
H
×
Z
ρ
お
・
同
P
①
㊦
Q
Q
昏
●
）

第
三
十
二
回
企
業
経
営
科
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日
）

現
時
に
於
け
る
単
比
分
析
に
つ
い
て

神
戸
製
鋼
所
企
画
部
　
有

馬

寧

　
昨
今
の
如
く
、
経
済
状
勢
の
変
化
の
多
い
時
に
は
、
如
何
な
る
業
種
が

好
況
で
あ
り
、
そ
の
業
種
の
内
ど
の
様
な
規
模
の
も
の
が
最
も
好
い
か
と

の
判
断
は
下
し
難
い
が
、
併
し
、
そ
れ
ら
を
推
測
す
る
こ
と
は
慮
る
程
度

ま
で
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
統
計
的
に
分
析
す
る
一
私
案
を
こ
瓦
に
述

べ
や
う
。

　
経
営
分
析
に
於
い
て
ば
、
少
く
と
も
次
の
三
つ
が
そ
の
中
心
的
課
題
と

な
る
。
す
な
は
ち
、
分
析
目
的
、
分
析
対
象
、
分
析
方
法
と
が
そ
れ
で
あ

る
。　
今
の
場
合
、
分
析
目
的
及
び
分
析
対
象
は
、
経
営
分
析
に
関
す
る
統
計

数
字
に
よ
り
業
種
の
も
つ
特
徴
を
掴
む
事
に
よ
り
経
済
事
情
の
移
り
変
り

と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
業
種
の
優
劣
を
検
討
す
る
事
。
次
に
、
経
営
分
析

に
関
す
る
統
計
数
字
に
よ
り
、
業
種
の
適
正
な
る
規
模
を
検
討
す
る
こ
と

と
す
る
。

　
先
づ
、
前
者
の
分
析
方
法
と
し
て
、
各
業
種
を
横
欄
に
、
各
期
騎
を
縦

欄
に
と
り
て
、
各
業
種
、
各
期
別
の
統
計
数
字
に
よ
り
て
表
を
作
れ
ば
、

乱
塊
法
に
よ
り
、
業
種
間
及
び
期
別
間
の
差
異
を
検
定
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
若
し
、
差
異
の
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
部
分
的
に
分
解
し
て
、
二

業
種
間
叉
は
二
期
別
間
の
優
劣
を
検
討
す
る
こ
と
も
出
来
得
る
。
併
し
、

業
種
且
又
は
期
別
間
の
順
位
は
決
定
し
兼
ね
る
場
合
が
起
り
得
る
。

　
次
に
、
後
者
の
場
合
、
す
な
は
ち
、
適
正
規
模
決
定
に
対
す
る
方
法
と

し
て
、
同
一
業
種
の
中
よ
り
、
任
意
に
幾
つ
か
の
企
業
を
選
び
出
し
、
そ

の
企
業
を
規
模
別
に
分
類
す
る
。
例
へ
ば
、
資
本
金
別
、
生
産
高
別
、
従

業
員
数
別
、
機
械
台
数
別
等
の
別
に
よ
り
、
経
営
分
析
に
よ
る
統
計
数
字

の
平
均
を
出
す
。
こ
の
場
合
、
遡
る
一
企
業
の
統
計
数
字
が
特
に
大
・
き
い

場
合
、
又
は
、
小
さ
い
場
含
に
は
、
そ
の
数
字
を
、
そ
の
規
模
の
統
計
数

字
の
集
団
に
含
め
て
良
い
か
、
悪
い
か
の
検
定
を
行
い
、
棄
却
す
る
か
、

父
は
採
択
す
る
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
し
て
得
ら
れ
た

規
模
罰
の
平
均
値
に
対
し
て
、
平
均
値
の
差
の
検
定
を
行
ひ
、
差
異
の
あ

る
場
合
に
は
、
そ
の
優
劣
が
判
定
出
来
る
。
併
し
、
前
の
場
合
と
同
様

に
、
順
位
の
決
定
は
行
ひ
兼
ね
る
場
合
が
起
り
得
る
。
差
異
の
な
い
場
合

は
、
現
在
行
っ
た
統
計
数
字
に
よ
っ
て
の
判
定
は
出
来
な
い
が
、
別
の
統

計
数
字
に
よ
り
判
定
出
来
得
る
場
合
が
あ
る
。

　
こ
れ
等
の
分
析
は
、
全
数
検
査
が
不
可
能
な
場
合
が
多
い
の
で
、
標
本

刀
査
に
よ
り
て
、
行
は
れ
る
事
に
な
る
が
、
操
作
は
大
し
て
困
難
で
は
な

い
。
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會
肚
経
理
專
門
委
員
會

　
企
業
会
計
原
則
の
発
表
、
「
財
務
諸
表
規
則
」
の
実
施
、
税
法
・
商
法
等

の
改
正
に
伴
な
い
我
国
企
業
会
計
は
こ
れ
等
に
則
応
ず
る
た
め
に
多
く
の

修
正
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
共
に
、
相
つ
ぐ
諸
経
理
関
係
規
定
間
に
は

必
ず
し
も
統
一
な
く
此
の
聞
の
調
整
の
必
要
が
痛
感
さ
れ
る
に
至
り
、
こ

れ
ら
諸
問
題
の
討
究
、
具
体
的
解
決
策
の
検
討
を
目
的
と
し
、
学
界
、
実

蝋
業
界
の
専
門
家
を
ま
じ
え
、
昭
和
二
十
六
年
七
月
設
立
し
た
専
門
委
員
会

で
あ
る
。

　
第
四
回
以
降
の
研
究
報
告
会
お
よ
び
報
告
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
四
回
研
究
ム
竃
（
昭
和
二
十
六
陥
牛
十
一
月
十
二
口
H
）

株
式
配
當
の
課
税
問
題神

戸
大
学
　
丹
波
康
太
郎
教
授

　
株
式
配
当
の
課
税
問
題
は
我
国
税
務
当
局
が
株
式
配
当
を
も
つ
て
現
金

配
当
と
同
様
に
株
主
の
課
税
所
得
を
構
成
す
る
と
の
見
解
を
と
る
の
に
対

し
、
株
式
配
当
は
本
質
上
会
社
の
配
当
利
益
の
資
本
化
に
他
な
ら
ず
、
従

っ
て
株
主
は
株
式
配
当
に
よ
っ
て
何
等
そ
の
持
分
を
増
加
し
な
い
と
の
根

・
拠
か
ら
反
対
を
表
明
す
る
。

　
教
授
に
よ
れ
ば
、
株
式
配
当
は
本
来
他
の
配
当
形
式
例
え
ば
現
金
配
当

の
場
合
と
は
異
っ
て
配
当
可
能
利
益
の
資
本
振
替
に
す
ぎ
ず
、
従
っ
て
株

主
の
側
よ
り
す
れ
ば
彼
の
持
分
割
合
は
変
化
し
な
い
、
変
化
す
る
の
は
そ

の
持
分
を
現
わ
す
物
的
証
拠
だ
け
で
あ
っ
て
、
株
式
配
当
以
前
に
旧
株
の

み
が
示
し
た
と
同
様
の
持
分
割
合
が
薪
旧
両
面
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
に
す

ぎ
な
い
、
従
っ
て
株
式
配
当
は
株
主
の
利
益
で
は
な
く
彼
の
課
税
所
得
を

構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
と
論
ぜ
ら
れ
る
。
教
授
は
右
の
見
解
を
米
国
会

計
学
界
の
代
表
者
た
る
ペ
イ
ト
ン
の
所
説
及
び
合
衆
国
最
高
裁
の
判
例
に

よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
米
国
に
お
い
て
も
受
入
株
式
配
当
が
利
益
な
り
や
否
や
に
つ

い
て
は
議
論
が
多
く
、
そ
の
反
対
説
に
は
例
え
ば
当
該
受
入
配
当
が
市
場

性
を
有
す
る
限
り
、
そ
の
売
却
に
よ
っ
て
容
易
に
換
金
し
得
る
か
ら
そ
れ

は
現
金
配
当
と
同
様
に
株
主
の
利
益
を
構
成
す
る
と
の
議
論
も
あ
る
が
、

こ
れ
は
市
場
性
を
有
せ
ざ
る
株
式
配
当
の
も
つ
株
主
持
分
の
譲
渡
と
い
う

本
質
を
看
過
し
て
い
る
論
で
あ
り
、
徒
ら
に
受
入
配
当
株
の
売
却
と
い
う

本
来
譲
渡
所
得
に
関
す
る
問
題
を
持
込
ん
で
議
論
を
紛
糾
化
す
る
も
の
だ

と
教
授
は
論
駁
さ
れ
る
。

　
し
か
ら
ば
株
式
配
当
の
受
入
を
も
つ
て
株
主
の
課
税
所
得
を
構
成
す
る

と
み
る
我
国
税
務
当
局
は
い
か
な
る
論
拠
を
有
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

教
授
は
こ
エ
に
考
え
得
る
全
て
の
論
拠
を
逐
一
検
討
さ
れ
た
後
、
そ
の
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
も
　
　
も

拠
は
結
局
利
益
積
立
金
の
資
本
組
入
を
も
つ
て
株
主
に
対
す
る
み
な
す
配

当
と
す
る
と
の
法
入
税
法
上
の
規
定
よ
り
演
繹
解
釈
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

結
論
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
法
人
と
は
個
人
財
産
の
信
託
的
管
理
機
関
に
す

ぎ
ず
と
の
法
人
擬
制
説
を
採
る
場
合
、
株
主
の
利
益
は
会
社
財
産
の
彼
へ
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会
社
経
理
専
門
委
員
会

め
帰
属
を
も
つ
て
発
生
し
、
そ
こ
に
何
等
の
有
価
物
の
受
入
を
必
要
と
し

’
な
い
の
で
あ
る
Q

　
し
か
し
な
が
ら
株
式
配
当
は
本
来
株
主
の
持
分
割
合
を
変
更
せ
ず
と
の

立
場
か
ら
は
右
の
解
釈
の
誤
り
な
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

災
害
と
法
人
挽
に
つ
い
て

川
崎
製
鉄
経
理
部
長
　
吉
雪
田
宗
　
一
　
氏

　
火
災
、
鵬
風
、
地
震
等
所
謂
災
害
は
企
業
の
経
済
的
計
慮
を
超
え
た
危

，
険
で
あ
る
。
蚊
で
は
企
業
の
災
害
損
失
に
関
す
る
法
人
税
法
の
取
扱
に
つ

き
老
察
す
る
。

　
一
　
固
定
資
産
の
滅
失
或
は
鍛
損
に
よ
る
損
失

　
固
定
資
産
は
企
業
が
一
定
の
経
営
規
模
を
維
持
す
為
た
め
の
墓
本
的
財

・
産
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
滅
失
穀
損
損
失
は
そ
れ
自
体
の
損
失
額
と
い
う
よ

り
は
む
し
ろ
そ
の
復
旧
費
と
し
て
意
識
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

　
附
保
物
件
の
火
災
損
失
に
つ
い
て
は
税
法
上
所
謂
圧
縮
記
帳
が
認
め
ら

れ
て
い
る
が
、
災
害
損
失
に
つ
い
て
は
附
保
の
対
象
と
な
り
得
な
い
も
の

が
多
い
。
し
か
も
イ
ン
フ
レ
利
益
排
除
の
必
要
は
附
保
の
如
何
に
か
瓦
わ

ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
附
保
し
て
い
な
い
資
産
の
復
旧
費
に
つ
い
て
も

「
み
な
す
圧
縮
記
帳
」
を
認
め
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
更
に
右
の
保
険

．
差
益
は
資
本
維
持
の
見
地
か
ら
資
本
準
備
金
と
し
て
非
課
税
と
す
べ
し
と

の
意
見
が
認
め
ら
る
N
に
到
っ
た
場
合
に
は
附
保
し
て
い
な
い
資
産
の
復

旧
費
に
つ
い
て
も
「
復
旧
準
備
金
勘
定
」
を
設
定
し
、
再
評
価
積
立
金
の

補
完
的
役
割
を
な
さ
し
め
る
の
が
よ
い
と
考
え
る
。

　
二
　
災
害
防
止
の
費
用

　
工
場
敷
地
の
地
盤
が
沈
下
し
、
錦
砂
に
よ
る
高
潮
の
襲
来
を
受
け
る
に

到
り
或
は
工
場
敷
地
そ
の
も
の
が
沈
下
し
な
く
て
も
、
海
底
の
異
変
、
潮

流
の
変
化
等
に
よ
り
、
工
場
立
地
の
当
初
、
予
期
し
な
か
っ
た
高
潮
の
害

を
蒙
む
る
こ
と
が
罎
々
あ
り
、
こ
の
防
衛
策
と
し
て
防
潮
堤
を
構
築
す
る

こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
構
築
費
は
資
本
的
支
出
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
。

企
業
の
綜
合
的
な
物
的
価
値
の
維
持
費
と
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
三
　
棚
卸
資
産
の
滅
失
或
は
殿
損
に
よ
る
損
失

　
棚
卸
資
産
の
評
価
は
期
末
に
時
価
を
も
つ
て
原
価
を
見
直
し
て
な
さ
れ

る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
穀
損
損
失
は
、
経
済
外
の
原
因
に
基
く
物
理
的

損
失
で
あ
る
か
ら
、
時
価
の
如
何
に
拘
ら
ず
仕
入
価
格
或
い
は
原
価
計
算

価
格
に
対
す
る
殿
損
額
を
も
つ
て
、
殿
損
の
都
度
算
出
す
べ
き
も
の
と
老

え
る
。

　
四
　
経
済
上
の
損
失

　
災
害
に
よ
っ
て
操
業
度
は
不
慮
の
打
撃
を
う
け
、
著
し
く
低
下
す
る
。

従
来
災
害
の
跡
仕
末
、
整
頓
、
機
械
の
手
入
れ
等
の
直
接
的
費
用
は
災
害

損
失
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
操
業
度
の
低
下
に
よ
る
原
価
高

を
損
失
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
。
そ
の
理
由
は
計
算
が
困

難
な
こ
と
に
よ
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
が
、
正
常
操
業
度
を
設
定
し
、
所

謂
原
価
差
異
と
し
て
取
り
出
す
か
、
或
は
総
原
価
曲
線
か
ら
固
定
費
を
抽

出
し
て
追
加
的
原
価
を
算
出
し
、
災
害
発
生
時
の
臨
時
損
失
と
し
て
経
理

す
べ
き
で
あ
る
。最

近
の
船
価
問
題

川
崎
重
工
監
査
役
神
馬
新
七
郎
氏

　
最
近
の
船
価
闘
題
は
造
船
業
が
輸
出
産
業
中
占
め
る
地
位
の
重
要
性
に

鑑
み
船
価
の
国
際
水
準
へ
の
鞘
寄
せ
が
緊
急
の
要
七
旧
で
あ
る
と
の
立
場
か
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ら
、
最
近
の
船
価
一
回
騰
の
主
要
原
因
た
る
材
料
費
の
高
騰
阻
止
に
は
如
何

な
る
対
策
が
講
ぜ
ら
る
べ
き
か
を
具
休
的
に
論
じ
た
報
告
で
あ
っ
た
。
ま

ず
数
々
の
統
汁
を
も
つ
て
昭
和
十
五
年
以
降
の
船
舶
製
造
原
価
要
素
比
率
、

噸
当
り
船
価
と
鋼
材
価
格
の
関
係
、
原
価
要
素
別
支
払
金
額
比
率
等
の
推

「
移
を
説
明
し
、
二
十
四
年
五
月
の
統
制
叢
誌
後
の
船
価
の
高
騰
は
造
船
原

．
価
中
に
占
め
る
材
料
費
割
合
の
増
加
（
材
料
費
の
高
騰
）
に
起
因
す
る
こ

と
を
指
摘
す
る
。
例
え
ば
戦
前
の
労
務
費
、
材
料
費
、
経
費
の
構
成
が
三

・
五
・
二
な
る
に
対
し
最
近
は
一
〇
三
・
六
七
・
二
〇
。
従
っ
て
輸
出
産

・
業
と
し
て
造
船
業
の
伸
展
の
た
め
に
は
こ
の
材
料
費
の
相
対
的
割
合
の
減

少
、
厳
行
的
原
価
構
成
の
是
正
が
肝
要
と
な
る
。
造
船
原
価
の
高
騰
は
次

の
十
箇
の
原
．
因
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
造
船
業
の
伸
展
の
た
め
に
は
是
非

・
と
も
そ
れ
ら
の
解
決
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
（
1
）
　
政
府
発
注
計
画
の
不
合
理
、
同
時
発
注
に
よ
る
材
料
価
格
の
高

　
　
騰

　
（
2
）
　
設
備
資
金
金
融
の
一
逼
迫
の
た
め
設
備
の
合
理
化
困
難

　
く
3
）
　
使
用
材
料
の
異
常
な
暴
騰
。
製
鉄
設
備
の
貧
困
（
例
え
ば
鋼
材

　
　
噸
当
り
世
界
の
平
均
九
〇
弗
に
対
し
我
が
国
は
一
四
〇
弗
）

　
〈
4
）
　
再
建
整
備
法
に
よ
る
企
業
資
産
の
「
含
み
」
の
消
滅
。
蓄
積
資

　
　
本
の
喰
潰
し

　
（
5
）
　
自
己
資
本
の
貧
困
、
運
転
資
金
需
要
増
に
よ
る
他
人
資
本
へ
の

　
　
依
存
度
の
増
加
。
高
金
利
（
一
割
三
分
、
英
国
は
三
分
）

　
〈
6
）
　
下
請
中
小
協
カ
工
場
の
貧
困

　
（
7
）
　
国
家
産
業
政
策
例
え
ば
電
力
、
石
炭
、
運
輸
政
策
の
不
合
理
に

　
　
よ
る
操
業
度
の
不
可
抗
的
減
退

　
く
8
）
　
ユ
ニ
オ
ン
の
未
発
達
に
よ
る
ア
イ
ド
ル
・
レ
ー
バ
ー
の
発
生
、

　
　
従
っ
て
ア
イ
ド
ル
・
タ
イ
ム
の
増
加

　
く
9
）
　
経
済
法
規
例
え
ば
労
基
法
の
不
合
理

会
社
経
理
専
門
委
員
会

　
（
1
0
）
　
公
共
福
利
施
設
例
え
ば
住
宅
、
食
糧
配
給
設
備
の
不
備
に
よ
る

　
　
福
利
厚
生
費
の
企
業
負
担
増

　
等
が
造
船
原
価
の
高
騰
原
因
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
除

去
こ
そ
我
国
造
船
業
の
伸
展
上
面
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
こ
れ

ら
の
解
決
は
造
船
業
の
み
の
合
理
化
に
よ
っ
て
は
達
成
さ
れ
得
な
い
も
の

で
あ
っ
て
、
国
民
経
済
的
な
綜
合
的
解
決
が
必
要
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
る
。

こ
x
に
挙
げ
ら
れ
た
諸
問
題
は
造
船
界
の
み
な
ら
ず
多
か
れ
少
か
れ
日
本

産
業
全
体
が
共
通
に
有
す
る
悩
み
で
あ
っ
て
日
木
経
済
自
立
化
の
た
め
に

真
剣
な
る
解
決
策
が
講
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。

第
五
回
研
究
会
（
十
二
月
十
四
日
）

A
・
A
・
A
の

コ
ス
ト
・
ミ
ニ
マ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン

神
戸
大
学
　
久
保
田
音
二
郎
教
授

　
教
授
の
本
論
題
に
つ
い
て
の
発
表
は
一
九
四
七
年
目
米
国
会
計
学
会

（
A
・
A
・
A
）
が
提
案
し
た
原
価
計
算
基
準
第
一
次
試
案
中
の
原
価
節

減
一
原
価
管
理
方
式
を
批
判
し
原
価
管
理
に
関
す
る
教
授
年
来
の
構
想
を

披
減
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
価
格
が
社
会
的
に
規
定
せ
ら
れ
る
現
経
済
機
構
に
お
い
て
は
原
価
節
減

O
o
の
巳
≦
営
一
白
黒
算
。
昌
。
口
に
よ
っ
て
の
み
企
業
利
潤
増
大
は
図
ら
る
べ
く
、

し
か
も
原
価
の
高
低
は
生
産
要
素
の
結
合
状
態
、
価
格
変
動
、
従
業
員
能

率
、
経
営
管
理
方
法
、
設
備
・
規
模
等
多
種
な
要
因
に
依
存
し
て
い
る
が

故
に
、
こ
れ
ら
諸
要
因
の
管
理
に
よ
っ
て
の
み
原
価
節
減
は
可
能
に
な
る
。

し
か
る
に
従
来
、
原
価
計
算
の
把
握
し
た
原
価
は
原
則
と
し
て
製
品
単
位

一223一



会
杜
経
理
専
門
委
員
会

原
価
、
し
か
も
多
種
原
価
要
素
の
包
括
的
原
価
で
あ
っ
て
生
産
諸
要
因
を

向
時
的
に
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
到
底
原
価
節
減
一
管
理
の
目
安
と

な
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
前
記
A
・
A
・
A
基
準
は
か
x
る
点
に
あ
き
た

ら
ず
、
従
来
の
職
能
別
原
価
集
計
主
義
か
ら
責
任
者
別
原
価
集
計
主
義
に

．
移
行
し
、
部
門
（
補
助
部
門
を
含
む
）
の
責
任
帰
属
者
に
関
し
て
原
価
を

集
計
し
、
そ
の
も
の
を
通
じ
て
原
価
管
理
1
1
節
減
の
目
的
を
達
成
せ
ん
と

の
構
想
を
抱
い
て
い
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
従
来
の
如
き
補
助
部
門
費
配
賦

．
計
算
を
排
し
部
門
共
通
費
も
配
賦
計
算
す
る
こ
と
な
く
、
全
然
計
算
対
象

よ
り
外
す
事
に
な
る
。
こ
の
意
味
で
そ
れ
は
一
種
の
部
門
直
接
費
計
算
で

あ
り
間
接
費
不
計
算
の
主
張
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
も
と
も
と
か
N
る
主

．
張
は
資
本
主
義
生
産
に
お
け
る
固
定
設
備
の
増
大
に
幻
惑
さ
れ
て
聞
接
費

・
を
管
理
不
可
能
な
固
定
費
と
錯
覚
す
る
と
こ
ろ
に
由
来
し
夙
に
シ
ュ
マ
ー

レ
ン
バ
ッ
ハ
、
メ
イ
ヅ
・
グ
ロ
ヅ
ア
ー
等
に
よ
っ
て
唱
導
せ
ら
れ
た
も
の

，
で
あ
る
。

　
教
授
は
A
・
A
・
A
の
右
の
原
価
節
減
方
式
の
近
代
的
意
義
を
認
め
つ

つ
も
次
の
点
に
お
い
て
承
服
し
難
い
と
論
ず
る
。
ま
ず
間
接
費
不
計
算
に

よ
り
原
価
管
理
は
容
易
に
な
る
と
し
て
も
従
来
の
方
式
が
原
価
管
理
を
不

冒
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
い
し
部
門
共
通
費
を
全
然
除
外
す
る
こ
と

は
管
理
可
能
な
る
費
用
の
管
理
を
も
放
棄
す
る
こ
と
に
な
る
。
A
・
A
・

A
は
間
接
費
を
従
来
の
如
く
配
賦
計
算
と
し
て
取
上
げ
ず
に
月
次
間
接
費

・
と
し
て
処
理
せ
ん
と
提
案
し
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
も
そ
れ
自
体
の
中
で

，
聞
接
費
の
管
理
、
統
制
、
節
減
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
部
分
が
潜
ん
で
い

・
る
の
で
あ
っ
て
、
A
・
A
・
A
は
こ
の
点
に
少
し
も
答
え
て
い
な
い
。
更

に
教
授
は
貨
幣
価
値
計
算
と
数
量
計
算
と
の
関
連
を
経
済
的
に
認
識
せ
ね

ば
原
価
節
減
の
具
体
化
は
あ
り
得
な
い
も
の
と
す
る
。

経
理
規
定
作
成
に
就
て

住
友
化
学
経
理
部
副
長
　
川
崎
政
夫
氏

　
最
近
公
認
会
計
士
の
外
部
監
査
受
入
の
一
環
と
し
て
経
理
規
定
の
作
成

の
問
題
が
一
般
に
論
議
さ
れ
て
い
る
が
、
同
社
で
は
終
戦
後
の
会
社
経
理

の
混
乱
が
漸
く
安
定
し
つ
エ
あ
っ
た
昭
和
二
十
四
年
夏
頃
か
ら
統
一
経
理

規
定
作
成
の
必
要
を
感
じ
、
種
々
勘
案
の
末
昭
和
二
十
五
年
末
漸
く
完
成

す
る
に
至
っ
た
。

　
経
理
規
定
作
成
の
基
本
方
針
は
　
（
一
）
　
会
社
事
務
組
織
の
統
一
、
連

関
を
充
分
老
歯
す
る
こ
と
。
（
二
）
　
日
常
事
務
の
準
拠
た
り
う
る
よ
う
努

め
て
抽
象
的
規
定
を
避
け
具
体
的
規
定
と
す
る
こ
と
。
（
三
）
　
各
事
業
所

毎
に
本
規
定
に
基
く
経
理
事
務
処
理
規
則
を
作
成
せ
し
め
経
理
規
定
が
各

事
務
所
の
実
態
に
即
す
る
も
の
と
す
る
。
但
し
処
理
規
定
の
制
定
改
廃
は

本
社
の
承
認
を
要
す
る
も
の
と
す
る
。
（
四
）
　
会
計
諸
法
規
、
及
び
学
説

を
可
及
的
に
摂
取
し
、
商
法
、
税
法
と
の
調
整
を
図
る
。

　
経
理
規
定
は
　
（
一
）
総
則
、
（
二
）
勘
定
科
目
、
（
三
）
出
納
・
計
算

及
び
会
計
帳
簿
、
（
四
）
固
定
資
産
、
（
五
）
棚
卸
資
産
、
　
（
六
）
原
価
計

算
、
（
七
）
事
業
所
相
互
間
の
会
計
処
理
、
（
八
）
予
算
、
（
九
）
決
算
の

九
章
六
十
九
条
よ
り
成
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
必
要
な
る
大
本
が
示
さ
れ
る

と
共
に
、
更
に
詳
細
な
る
規
定
を
必
要
と
す
る
部
面
に
つ
い
て
は
附
属
別

表
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
勘
定
科
目
及
び
配
列
」
　
（
恥
表
第
一

号
）
、
「
原
価
計
算
準
則
」
（
別
表
第
四
号
）
等
で
あ
る
。
更
に
伝
票
類
、
諸

帳
簿
、
財
務
諸
表
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぐ
様
式
が
示
さ
れ
各
事
業
所
を
通

じ
て
統
一
が
図
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
社
の
如
き
多
角
経
営
の
企
業
に

お
い
て
は
各
手
業
所
に
お
け
る
経
理
事
務
実
施
の
細
目
は
各
別
に
定
め
る
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必
要
が
あ
り
、
こ
れ
は
各
事
業
毎
の
経
理
事
務
処
理
規
則
に
譲
ら
れ
る
。

第
六
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
七
年
二
月
十
八
日
）

會
計
事
務
の
分
析
に
つ
い
て

神
戸
大
学
　
戸
田
義
郎
助
教
授

　
経
理
部
乃
至
会
計
課
の
所
管
事
務
の
内
容
を
分
析
、
検
討
す
る
こ
と
は

種
々
の
動
機
か
ら
試
み
ら
れ
て
い
る
。
会
計
書
類
の
書
式
の
改
良
・
経
理

規
定
の
作
成
・
改
善
・
会
計
関
係
部
課
内
の
事
務
分
担
の
合
理
化
・
資
金

出
納
事
務
の
迅
速
化
・
職
階
制
度
の
採
用
等
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
従
来
、

会
計
事
務
の
分
析
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
こ
れ
ら
諸
目
的
の
申

の
一
下
は
二
を
対
象
と
し
て
、
い
わ
ば
極
め
て
局
部
的
に
解
決
さ
れ
て
い

る
場
合
が
多
く
、
特
に
我
国
に
お
け
る
実
清
は
殆
ど
す
べ
て
そ
う
し
た
傾

向
に
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
乍
ら
こ
の
一
々
の
目
的
も
こ
れ
を
理
論
的

に
検
討
し
て
ゆ
け
ば
、
そ
れ
は
必
ず
一
つ
の
総
合
的
な
目
的
に
迄
統
一
さ

れ
る
筈
の
も
の
で
あ
る
。
会
計
書
類
の
改
良
は
所
管
者
の
趣
味
・
嗜
向
の

問
題
で
は
な
く
、
　
一
面
に
は
経
費
節
減
、
他
面
に
は
会
計
事
務
能
率
増
進

に
繋
り
、
論
議
ら
経
理
規
定
の
変
更
に
及
ぶ
こ
と
な
し
と
し
な
い
。
経
理

規
定
の
作
成
・
改
善
は
部
課
内
事
務
分
掌
と
特
に
密
接
な
関
係
を
も
ち
つ

つ
や
は
り
会
計
事
務
能
率
の
増
進
を
も
企
図
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
徒

ら
な
煩
裟
主
義
に
陥
り
経
費
の
相
対
的
過
大
な
る
現
象
を
伴
う
。
資
金
出

納
事
務
の
促
進
に
は
経
理
規
定
の
改
善
、
書
式
の
改
良
、
事
務
分
掌
の
変

改
を
関
連
的
に
必
要
と
し
、
そ
れ
が
そ
れ
み
＼
事
務
能
率
の
促
進
に
役
立

つ
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
聞
少
く
と
も
そ
れ
へ
の
考
慮
さ
え
も
見
失
わ
れ

る
と
い
う
如
き
こ
と
宿
老
え
得
べ
く
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
職
階
制
度
の

会
社
経
理
専
門
委
員
会

た
め
会
計
事
務
の
分
析
は
屡
々
職
階
給
与
制
度
と
の
関
係
の
下
に
単
な
る

会
計
事
務
の
格
付
以
上
を
出
で
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
｝

凡
そ
職
階
制
度
は
経
営
管
理
目
的
の
た
め
に
ば
、
定
員
制
度
の
確
立
を
通

し
て
事
務
運
行
表
の
作
成
に
よ
る
事
務
管
理
能
率
の
増
進
と
い
う
機
能
が

実
現
せ
ら
れ
て
こ
そ
そ
の
最
も
大
な
る
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
が
出
来
る

も
の
で
あ
っ
て
、
会
計
事
務
の
分
析
も
こ
の
意
味
に
お
い
て
独
り
人
事
管

理
、
し
か
も
そ
の
一
面
に
す
ぎ
な
い
給
与
制
度
の
確
立
と
の
み
に
関
係
づ

け
ら
れ
る
に
止
る
べ
き
で
な
い
。
以
上
の
如
く
今
日
会
計
事
務
の
分
析
に

当
っ
て
具
体
的
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
固
よ
り
そ
の
個

々
の
目
的
自
体
に
つ
い
て
の
み
老
え
て
十
分
意
義
あ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
ら
は
更
に
そ
の
性
質
上
当
然
他
目
的
と
不
可
分
な
関
係
に
お
か
れ
る

べ
き
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
加
う
る
に
こ
の
分
析

過
程
は
必
然
的
に
他
部
課
事
務
の
分
析
検
討
に
及
ぶ
べ
き
筈
で
あ
る
し
、

し
か
も
そ
の
こ
と
は
以
上
の
分
析
目
的
の
関
連
的
達
成
の
上
か
ら
同
様
に

必
然
的
に
齎
さ
れ
る
結
果
で
あ
る
。
従
っ
て
会
計
事
務
の
分
析
は
そ
の
目

的
の
上
か
ら
も
、
ま
た
そ
の
実
施
過
程
の
上
か
ら
も
、
決
し
て
局
部
的
な

性
質
の
も
の
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。
会
計
事
務
の
分
析
が
こ
う
し
た
大
な

り
小
な
り
総
合
的
・
有
機
的
な
性
質
を
も
つ
も
の
と
す
れ
ば
、
今
後
の
分

析
に
は
当
然
そ
の
総
合
的
・
有
機
的
の
目
的
と
し
て
現
在
問
題
に
な
っ
て

い
る
内
部
統
制
的
目
的
と
の
関
連
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
叉
至

当
で
あ
る
も
の
と
言
え
る
。

　
内
部
統
制
目
的
は
計
数
に
よ
る
経
営
の
総
合
的
管
理
に
あ
る
と
さ
れ
て
．

い
る
。
こ
の
点
か
ら
会
計
事
務
分
析
の
た
め
の
関
連
的
諸
目
的
は
高
度
の

綜
合
化
を
可
能
な
ら
し
め
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
に
お
い
て
内

部
統
制
問
題
に
関
す
る
現
在
の
研
究
態
度
は
例
え
ば
そ
の
機
能
が
予
算
、

会
計
、
監
査
、
統
計
の
四
に
限
ら
れ
て
い
る
点
を
見
て
も
判
る
如
く
、
余
・

り
に
計
数
的
管
理
資
料
の
性
質
や
、
そ
の
相
互
の
関
係
を
重
視
し
過
ぎ
て
・
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会
祉
経
理
専
門
委
員
会

お
り
、
か
N
る
管
理
資
料
入
手
の
た
め
の
事
務
機
構
に
対
し
て
は
注
意
を

怠
っ
て
い
る
。
計
数
的
管
理
は
経
営
内
事
務
の
流
れ
の
迅
速
且
つ
円
滑
な

運
行
を
可
能
な
ら
し
め
る
前
提
で
も
あ
れ
ば
ま
た
そ
の
結
果
で
も
あ
っ
て
、

両
者
の
関
係
は
不
可
分
で
あ
る
。
会
計
事
務
の
分
析
は
上
述
の
如
き
そ
の

目
的
の
有
機
的
総
合
化
と
い
う
相
互
関
連
的
整
理
の
点
か
ら
内
部
統
制
に

関
係
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
目
的
自
体
の
内
容
の

充
実
と
い
う
上
か
ら
見
て
も
、
経
営
内
事
務
管
理
の
総
合
的
改
善
と
い
う

内
部
統
制
の
閑
却
さ
れ
た
面
と
も
関
係
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
内
部
統
制
目
的
の
見
地
か
ら
会
計
事
務
の
分
析
を
採
上
げ
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
当
然
そ
の
目
的
の
見
地
か
ら
す
る
常
圧
営
内
事
務
分
析

の
一
環
と
し
て
採
上
げ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
が
明
か
に
な
る
。
内
部
統
制
目

的
よ
り
す
る
経
理
・
会
計
事
務
の
総
合
的
秩
序
づ
け
を
前
提
と
し
、
そ
こ

に
会
計
事
務
分
析
の
一
つ
の
意
味
が
あ
る
と
共
に
、
ま
た
そ
う
し
て
決
定

さ
れ
た
秩
序
内
に
お
け
る
経
理
部
・
会
計
課
内
で
の
会
計
事
務
の
分
析
を

考
え
る
も
の
で
あ
る
べ
き
で
、
そ
れ
は
会
計
事
務
分
析
の
た
め
に
も
、
ま

た
内
部
統
制
機
構
確
立
の
た
め
に
も
必
要
な
問
題
で
あ
る
。

豫
車
券
制
度
に
よ
る
部
門
豫
算
統
制

の
實
日

新
三
菱
重
工
企
画
窒
次
長
　
和
田
頭
熱
介
氏

　
こ
瓦
に
予
算
券
制
度
と
は
要
す
る
に
個
人
生
活
に
お
い
て
財
布
と
相
談

で
支
出
を
行
う
と
い
う
よ
う
に
、
一
企
業
に
お
い
て
各
部
門
別
に
期
首
予

算
相
当
額
の
予
算
券
で
、
一
予
算
期
間
に
お
け
る
当
該
部
門
費
を
賄
わ
せ
、

具
体
的
に
部
門
費
予
算
を
統
制
せ
ん
と
す
る
制
度
を
い
う
の
で
あ
る
。
本

報
告
ば
予
算
券
制
度
の
採
用
動
機
、
実
施
方
法
と
そ
の
効
果
に
分
た
れ
る
。

　
造
船
業
に
お
け
る
合
理
化
、
原
価
節
減
の
必
要
は
夙
に
強
調
さ
れ
、
戦
、
「

後
作
業
能
率
の
向
上
策
に
種
々
の
努
力
が
な
さ
れ
、
一
応
工
数
面
で
は
合

理
化
へ
の
軌
道
に
の
っ
て
い
る
が
、
一
層
の
船
価
の
引
下
げ
を
予
算
の
確

守
励
行
に
よ
っ
て
達
成
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
一
昨
年
十
月
以
降
実
施
し

て
来
た
予
算
券
制
度
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
目
的
は
　
（
1
）
　
予
算
の
遵

守
　
（
2
）
　
予
算
の
計
画
的
支
出
　
（
3
）
　
支
出
累
計
及
び
予
算
残
額
の

刻
々
の
把
握
　
（
4
）
　
払
出
品
、
支
出
費
目
等
の
単
価
の
一
己
の
認
識
等

に
お
か
れ
て
い
る
。

　
次
に
実
施
方
法
。
予
算
券
の
対
象
た
る
部
門
費
項
目
は
問
接
材
料
費
、

工
場
消
粍
品
費
、
事
務
二
尊
課
業
費
、
医
療
品
費
、
食
料
品
費
、
電
力
水

道
費
、
運
搬
費
、
旅
費
通
信
費
、
土
地
建
物
機
械
等
維
持
費
、
工
器
具
補

修
費
、
試
験
研
究
費
、
広
告
費
、
雑
費
等
（
賃
金
と
の
複
合
費
に
つ
い
て

は
賃
金
を
除
く
）
で
あ
り
、
予
算
券
の
種
類
は
百
、
三
百
、
千
、
三
干
、

一
万
円
の
五
種
で
、
夫
々
の
券
面
に
は
発
行
期
、
部
門
番
号
、
型
名
等
が

記
載
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
み
＼
色
彩
馴
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
期
首
予
算
決

定
の
際
、
会
計
課
は
部
門
別
に
予
算
総
額
を
企
画
室
に
通
知
し
、
企
画
室

は
右
相
当
額
を
各
課
工
場
に
交
附
す
る
。
各
課
工
場
は
材
料
、
終
費
、
自

製
晶
、
用
役
に
よ
り
自
課
工
場
の
費
用
を
支
出
せ
ん
と
す
る
場
合
、
各
要

求
票
に
相
当
額
の
予
算
券
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

倉
庫
課
、
購
買
課
、
会
計
課
等
で
右
予
算
券
を
受
領
し
た
場
合
、
そ
の
合

計
額
を
毎
日
企
画
室
に
返
還
し
、
企
画
室
で
は
毎
旬
、
各
課
工
場
部
門
別

に
予
算
券
の
交
附
額
と
回
収
額
を
計
算
し
そ
の
推
移
を
所
長
に
報
告
す
る
。

　
予
算
券
の
追
加
交
霊
は
所
長
の
認
許
な
き
限
り
、
原
則
と
し
て
認
め
な

い
。
予
算
券
制
度
の
実
施
方
法
は
大
略
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
本
制
度
、

実
施
後
四
ヶ
月
の
状
況
を
み
る
と
予
期
以
上
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
例

え
ば
十
、
十
一
、
十
二
、
一
月
の
そ
れ
み
＼
の
実
績
は
回
収
予
定
基
準
額

累
計
が
一
六
・
七
、
三
三
・
三
、
五
〇
・
六
六
、
六
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
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に
対
し
、
実
際
回
収
額
累
計
は
そ
れ
み
＼
一
二
・
二
、
二
七
・
三
、
四
四

・
一
、
五
八
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
期
首
予
算
額
を
極
度
に

緊
縮
し
た
こ
と
と
勘
案
し
て
、
予
算
節
減
の
所
期
の
目
的
は
効
果
的
に
達

成
さ
れ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

造
船
業
に
お
け
る
資
本
蓄
積
の
現
歌

新
三
菱
重
工

財
務
課
長

古
賀
養
　
一
氏

　
昭
和
二
十
六
年
度
に
お
い
て
は
、
造
船
二
十
社
は
平
均
約
一
割
の
配
当

を
行
い
、
昭
和
十
一
年
上
半
期
の
約
五
分
に
比
し
成
績
は
一
見
し
た
と
こ

ろ
、
戦
前
以
上
に
好
転
し
た
か
に
見
え
る
。
し
か
し
こ
れ
は
真
の
好
転
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
報
告
は
資
本
蓄
積
に
盆
点
を
お
ぎ
、
こ
れ
を
実

証
的
に
検
討
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
戦
前
、
即
ち
昭
和
十
一
年
上
期
の
総
平
均
に
お
け
る
造
船
業
の
固
定
資

産
対
流
動
資
産
の
構
成
比
率
は
三
四
対
六
六
で
あ
っ
た
も
の
が
、
戦
後
昭

和
二
十
四
年
上
期
に
は
六
対
九
四
と
な
り
、
資
本
構
成
に
お
い
て
み
る
と

自
己
資
本
対
他
人
資
本
の
構
成
比
は
戦
前
四
九
対
五
一
で
あ
っ
た
も
の
が
、

一
〇
対
九
〇
と
な
っ
て
お
り
、
極
め
て
歪
曲
さ
れ
た
現
状
で
あ
る
。
再
評

価
実
施
の
状
沢
は
、
法
人
企
業
の
総
平
均
約
六
倍
に
対
し
、
造
艦
業
は
約

三
倍
に
止
っ
た
。
こ
の
結
果
、
二
十
五
年
上
期
の
固
定
資
産
対
流
動
資
産

の
比
率
は
、
一
二
対
八
八
と
な
り
、
廿
四
年
上
期
に
較
べ
固
定
資
産
の
割

合
は
約
倍
額
と
な
っ
た
が
、
自
己
資
本
の
割
合
は
約
一
割
に
す
ぎ
ず
、
戦

前
に
比
し
前
者
は
約
三
五
％
後
者
は
二
四
％
の
回
復
を
示
し
た
に
す
ぎ
な

い
。
　
戦
前
の
自
己
資
本
回
転
率
は
0
・
七
四
、
総
資
本
回
転
率
は
0
・
三
六

で
あ
っ
た
が
、
二
十
六
年
上
期
に
は
お
の
ノ
＼
八
・
七
〇
、
一
・
0
0
と

会
社
経
理
専
門
委
員
会

な
り
、
大
な
る
飛
躍
を
示
し
て
い
る
。
こ
x
に
資
本
の
蓄
積
が
閥
題
と
な
・

る
が
、
こ
れ
が
根
本
的
解
決
は
企
業
収
益
の
如
何
に
か
民
っ
て
い
る
。
戦

前
は
自
己
資
本
利
益
率
七
・
八
％
、
総
資
本
利
益
率
三
・
八
％
、
売
上
高

利
益
率
一
二
・
三
％
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
（
二
十
六
年
上
期
）
自
己
資
本
利

益
率
一
二
・
五
％
、
総
資
本
利
益
率
一
・
四
％
と
な
り
、
売
上
高
利
益
率

は
一
・
四
％
に
て
戦
前
の
約
1
「
9
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。

　
利
益
処
分
の
状
況
は
戦
前
社
内
留
保
と
社
外
分
配
の
比
が
四
二
対
五
八

で
あ
っ
た
が
、
戦
後
（
二
＋
六
年
上
期
）
は
四
九
対
五
一
で
、
社
内
留
保
は

一
見
強
化
せ
る
如
く
見
え
る
が
、
利
益
の
絶
体
額
が
小
で
あ
る
こ
と
を
見

逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
再
評
価
限
度
迄
再
評
価
し
た
と
す
れ
ば
利
益

は
零
に
等
し
く
な
り
、
ま
た
現
在
帳
簿
価
額
に
よ
る
減
価
償
却
額
の
売
上

高
に
占
め
る
割
合
は
二
六
年
上
期
で
0
・
九
％
で
あ
り
、
こ
れ
は
戦
前
の

五
回
忌
一
に
も
達
し
な
い
。

　
造
船
業
に
お
け
る
再
評
価
差
額
は
四
〇
％
迄
欠
損
金
填
補
に
使
用
さ
れ

た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
も
ま
た
造
船
業
の
収
益
力
の
貧
弱
な
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
る
。

　
我
国
産
業
の
重
要
部
分
た
る
造
船
業
に
お
け
る
か
計
る
資
本
の
弱
体
性

は
、
極
め
て
憂
慮
さ
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、
そ
の
資
本
蓄
積
に
向
っ
て
の

諸
般
の
措
置
が
望
ま
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。

第
七
回
研
究
会
（
四
月
十
四
日
）

利
潤
分
配
法
案
要
綱
に
つ
い
て

神
戸
大
学
　
平
井
泰
太
郎
教
授

利
潤
分
配
制
度
に
つ
い
て
そ
の
歴
史
的
変
遷
の
あ
と
を
顧
み
た
後
、
過
％
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会
社
経
理
専
門
委
員
会

般
、
経
本
で
立
案
さ
れ
た
利
潤
分
配
法
案
に
つ
い
て
そ
の
趣
旨
の
も
つ
経

営
経
済
的
な
意
味
を
批
判
せ
る
と
こ
ろ
の
報
告
で
あ
っ
た
。

最
近
の
銀
行
に
診
け
る
経
管
比
率

神
戸
銀
行
調
査
部
長
　
武
　
本
　
清
　
　
一
氏

　
銀
行
業
に
お
け
る
戦
前
戦
後
の
運
用
資
産
や
外
来
資
本
の
構
成
変
化
、

り
て
れ
に
伴
う
収
支
構
成
の
変
化
を
中
心
に
、
預
金
コ
ス
ト
や
資
金
コ
ス
ト

と
有
価
証
券
の
平
均
利
廻
と
の
比
較
、
近
年
に
お
け
る
経
営
諸
比
率
の
変

遷
等
を
考
察
し
な
が
ら
、
経
営
諸
成
果
を
端
的
に
表
現
す
る
と
こ
ろ
の
収

益
関
係
の
実
体
を
分
析
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
報
告
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
戦
前
、
預
金
八
乃
至
九
に
対
し
自
己
資
本
（
株
主
勘
定
）
二
乃

至
一
を
示
し
た
運
営
資
金
の
構
成
状
態
が
一
応
普
通
銀
行
の
経
営
の
標
準

と
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
は
日
銀
よ
り
の
借
用
金
が
こ
れ
に
加
わ
り
、
預

金
の
相
対
量
が
減
少
し
、
運
営
資
金
の
大
部
分
が
預
金
六
五
、
借
用
金
一

一
よ
り
構
成
さ
れ
る
（
昭
二
六
年
下
期
）
と
い
う
例
外
的
な
践
行
状
態
を
示

す
。
他
面
、
そ
の
運
用
に
お
い
て
は
戦
前
、
貸
金
六
、
有
価
証
券
四
の
割

合
で
あ
っ
た
の
が
、
戦
後
、
日
銀
ユ
ー
ザ
ン
ス
制
の
関
係
か
ら
外
国
為
替

勘
定
が
登
場
し
、
貸
金
六
二
、
有
価
証
券
八
、
外
国
為
替
八
と
い
う
運
営

割
合
（
昭
二
六
年
下
期
）
を
示
す
。
戦
後
、
貸
金
の
対
預
金
比
率
が
殆
ど
一

〇
〇
に
近
い
と
い
う
こ
の
事
実
が
、
現
今
オ
ー
バ
ー
、
ロ
ー
ン
の
喧
議
さ

れ
る
根
拠
を
示
し
、
銀
行
経
営
の
異
常
性
を
如
実
に
表
現
し
て
い
る
訳
で
、

こ
の
こ
と
は
直
ち
に
銀
行
の
収
支
構
成
の
、
戦
後
に
お
け
る
不
健
全
性
に

反
映
す
る
。
即
ち
戦
前
、
銀
行
の
収
支
関
係
は
、
貸
付
利
息
五
七
、
有
価

証
券
利
息
四
一
の
割
合
で
以
て
入
り
来
る
収
入
が
、
預
金
利
息
五
五
、
経

費
二
四
の
割
合
で
支
出
さ
れ
、
　
（
昭
＝
年
下
期
）
貸
付
利
息
で
以
て
預
金

利
息
を
賄
い
得
る
の
が
常
道
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
戦
後
、
貸
付
増
加
の

た
め
貸
付
利
息
が
総
収
入
の
七
〇
％
を
占
め
、
有
価
証
券
利
息
は
僅
か
八

％
に
止
ま
る
に
対
し
、
支
出
面
で
は
入
件
費
の
高
騰
か
ら
経
費
が
総
支
出

の
四
一
，
％
預
金
利
息
が
二
三
％
と
い
う
極
め
て
異
状
な
様
相
を
示
し
（
昭

二
六
年
下
期
）
　
銀
行
経
営
の
一
層
の
合
理
化
が
痛
感
さ
れ
る
に
至
っ
た
の

で
あ
る
。

　
報
告
者
は
右
の
数
字
を
米
国
の
聯
邦
準
備
組
織
加
盟
銀
行
の
そ
れ
と
比

較
し
、
仮
令
、
信
用
市
場
の
性
格
の
相
違
が
そ
こ
に
あ
る
と
し
て
も
、
我

が
国
銀
行
経
営
の
実
体
が
甚
だ
異
常
な
こ
と
を
実
証
す
る
。
最
後
に
、
戦

後
の
預
金
コ
ス
ト
の
検
討
、
経
営
諸
比
率
の
趨
勢
、
そ
の
米
国
で
の
事
例

と
の
対
比
を
通
じ
て
一
層
こ
の
事
実
を
裏
付
け
て
、
報
告
を
終
っ
た
。

第
八
回
研
究
心
霊
（
山
一
日
月
山
ハ
ロ
H
）

貸
倒
準
備
金
に
つ
い
て神
戸
大
学
渡
辺
進
教
授

　
貸
倒
準
備
金
の
最
高
限
度
額
及
び
毎
事
業
年
度
の
繰
入
限
度
額
の
多
寡

に
つ
い
て
諸
種
の
論
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。
併
し
乍
ら
貸
倒
準
備
金
の
限

度
額
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
る
前
に
、
先
ず
貸
倒
準
備

金
の
性
質
が
明
確
に
把
握
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
貸
倒
準

備
金
が
当
該
企
業
の
有
す
る
貸
金
に
対
す
る
評
価
勘
定
で
あ
る
こ
と
が
一

般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
す
れ
ば
、
期
末
貸
金
額
を
基
礎
と
し
て
合

理
的
な
る
準
備
金
額
を
測
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
貸

倒
準
備
金
が
利
益
の
留
保
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
限
度

額
に
対
す
る
合
理
的
な
る
基
準
を
発
見
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
わ
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ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
貸
倒
準
備
金
繰
入
額
を
当
期
発
生
費
用

と
み
る
の
で
は
な
く
、
全
く
別
箇
の
理
由
に
よ
り
、
無
税
の
利
益
留
保

（
そ
の
用
途
が
限
定
さ
れ
て
い
る
）
を
認
め
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
我
国
税
法
が
貸
倒
準
備
金
を
如
何
な
る
性
質
の
も
の
と
老
え
て
い
る
か

は
明
白
で
は
な
い
が
、
次
の
条
項
か
ら
み
て
利
益
留
保
と
み
て
い
る
も
の

と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
貸
倒
準
備
金
を
規
制
す
る
一
つ
の
基
準
と
し
て
税
法
は
自
己
資

本
額
を
お
き
、
こ
れ
を
超
え
て
準
備
金
を
設
け
得
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。

（
法
人
税
法
施
行
規
則
第
十
四
条
第
二
項
）

　
（
2
）
　
貸
倒
準
備
金
勘
定
の
金
額
を
貸
倒
に
よ
る
損
失
の
補
填
以
外
の

　
　
　
セ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

目
的
に
支
出
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
支
出
し
た
金
額
は
、
そ
の
支

も
　
　
カ
　
　
も

出
し
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
所
得
の
計
算
上
、
こ
れ
を
益
金
に
算
入

ず
る
も
の
と
し
て
い
る
。
（
法
人
税
法
施
行
規
則
第
十
四
条
の
四
第
二
項
）

　
（
3
）
　
貸
倒
準
備
金
の
計
算
の
基
礎
と
し
な
か
っ
た
貸
金
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
が
施
行
規
則
第
十
四
条
第
一
項
の
貸
金
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ

の
貸
倒
に
よ
る
損
失
に
つ
い
て
は
貸
倒
準
備
金
で
補
填
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
し
て
い
る
。
（
取
扱
通
達
＝
八
の
二
）

　
貸
倒
準
備
金
の
会
計
学
上
の
性
質
は
評
価
勘
定
で
あ
る
。
貸
倒
準
備
金

の
設
定
は
、
収
益
発
生
の
時
点
と
し
て
販
売
基
準
を
と
る
限
り
、
当
然
必

要
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
損
益
の
正
し
い
期
間
的
配
分
を

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
税
法
が
若
し
貸
倒
準
備
金
を
利
益
留
保
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

斯
か
る
貸
倒
準
備
金
の
設
定
を
認
め
る
以
前
に
、
会
計
理
論
上
正
当
な
も

の
と
認
め
ら
れ
て
い
る
評
価
勘
定
と
し
て
の
貸
倒
準
備
金
の
設
定
を
承
認

す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

会
社
経
理
専
門
委
員
会

標
準
原
債
計
算
の
實
態

住
友
金
属
尼
崎

工
場
経
理
課
長

杉
　
本
　
実
氏

　
戦
時
中
、
原
価
計
算
の
模
範
工
場
で
あ
り
、
戦
後
逸
早
く
、
原
価
管
理

の
目
的
で
標
準
原
価
計
算
を
実
施
せ
る
住
友
金
属
の
、
し
か
も
そ
の
直
接

担
当
者
が
、
実
際
原
価
計
算
、
こ
と
に
原
価
差
異
分
析
に
つ
い
て
、
そ
の

貴
重
な
経
験
を
報
告
さ
れ
た
も
の
。

　
報
告
は
原
価
差
異
の
種
類
と
算
式
に
始
ま
り
、
品
種
別
標
準
原
価
表
及

び
部
門
別
予
算
月
額
表
に
よ
っ
て
標
準
原
価
表
の
、
又
、
製
造
能
率
差
異

分
析
表
、
予
算
差
異
分
析
表
原
価
差
異
総
轄
表
に
よ
っ
て
原
価
分
析
表
の

そ
れ
ぞ
れ
の
様
式
と
実
際
例
の
説
明
が
あ
り
、
最
小
自
乗
法
に
よ
る
比
例

費
と
固
定
費
の
区
分
に
関
撫
し
、
最
後
に
住
友
金
属
に
お
け
る
作
業
費
な

る
も
の
の
性
格
に
触
れ
て
終
っ
た
。

第
九
回
研
究
会
（
七
月
七
日
）

原
野
管
理
に
つ
い
て

神
戸
大
学
　
溝
ロ
一
雄
助
教
授

「
原
価
管
理
」
の
本
質
及
び
そ
の
機
能
と
機
構
に
関
説
す
る
こ
と
に
よ
り
、

原
価
管
理
の
問
題
領
域
を
明
確
化
せ
ん
と
す
る
。

　
原
価
管
理
と
は
一
般
に
米
国
で
考
え
ら
れ
て
い
る
如
く
、
所
謂
コ
ス
ト
、

ミ
ニ
マ
イ
ぜ
イ
シ
ョ
ン
を
一
次
的
目
的
と
す
る
コ
ス
ト
コ
ン
ト
p
ー
ル
を

最
狭
義
の
内
容
と
し
て
い
る
。
し
か
し
現
在
、
我
国
で
は
原
価
管
理
の
内
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会
社
経
理
専
門
委
員
会

容
を
よ
り
広
く
、
経
営
管
理
と
い
う
統
一
理
念
の
下
に
原
価
を
駆
使
し
て

ゆ
く
と
い
う
点
に
そ
の
意
義
を
認
む
べ
き
で
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、
「
原
価

の
管
理
」
と
し
て
の
み
で
は
な
く
、
「
原
価
に
よ
る
管
理
」
と
し
て
原
価
管

理
の
内
容
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
コ
ス
ト
そ
れ
自
体
の
管

理
、
統
制
は
、
コ
ス
ト
の
根
源
で
あ
る
と
こ
ろ
の
具
体
的
な
経
営
活
動
と

の
関
連
を
無
視
し
て
は
効
果
を
あ
げ
得
な
い
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場

合
、
経
営
効
率
を
原
価
管
理
に
よ
っ
て
判
定
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

損
益
計
算
目
的
を
支
点
と
す
る
一
方
、
価
格
政
策
目
的
の
中
に
も
管
理
的

な
性
格
を
見
る
要
が
あ
り
、
従
っ
て
原
価
管
理
に
多
様
な
面
を
も
ち
来
る

こ
と
を
識
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
け
だ
し
原
価
管
理
が
経
営
活
動
の
計
画
と

統
制
の
両
面
に
亙
る
高
次
の
綜
合
概
念
で
あ
る
と
す
る
限
り
、
損
益
計
算

や
価
格
政
策
の
目
的
を
無
視
し
て
は
、
少
く
と
も
近
代
経
営
に
お
け
る
計

画
も
調
整
も
統
制
も
意
味
を
な
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
吾
々
は
会
計
を
制
度
と
し
て
よ
り
機
能
と
し
て
奮
え
る
方
が
よ
り
有
意

義
で
あ
る
と
老
え
る
が
、
原
価
管
理
は
正
に
機
能
と
し
て
の
概
念
、
そ
れ

も
ス
タ
ッ
フ
機
能
に
属
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
、

原
則
論
と
し
て
見
解
は
略
ヒ
一
致
し
て
い
る
が
、
唯
、
斯
様
な
ス
タ
ッ
フ

機
能
が
経
営
の
管
理
組
織
の
中
で
ど
の
様
に
動
い
て
ゆ
く
か
、
い
わ
ば
、

原
価
管
理
の
実
践
機
構
に
関
し
て
偉
、
問
題
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
場
合
、
問
題
の
中
核
は
ス
タ
ッ
フ
機
能
及
び
そ
の
ス
タ
ッ
フ
組
織
と
の

関
聯
に
つ
い
て
の
理
解
の
仕
方
に
帰
着
す
る
。
従
っ
て
ま
ず
原
価
管
理
に

則
し
て
ラ
イ
ン
と
ス
タ
ッ
フ
の
関
係
を
、
そ
の
機
能
と
管
理
組
織
の
面
で

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
実
際
を
み
る
に
、
ス
タ
ッ
フ
と
ラ
イ
ン
の
関

係
に
お
け
る
原
価
管
理
の
あ
り
方
は
一
様
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
そ

の
正
否
の
判
断
は
下
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
タ
ッ
フ
機

能
と
ラ
イ
ン
組
織
と
が
識
別
さ
る
べ
き
こ
と
、
し
た
が
っ
て
原
価
管
理
が

ス
タ
ッ
フ
機
能
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
、
そ
の
た
め
の
仕
事
の
何
処
迄

が
ス
タ
ッ
フ
組
織
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が
別
問
題
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
に
自
か
ら
原
価
管
理
の
領
域
が
明
確
に
な
っ

て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

陸
海
軍
学
債
計
算
の
功
罪

日
本
毛
織
経
済
研
究
課
長
糟
谷
武
美
氏

　
わ
が
国
の
軽
工
業
と
い
え
ば
、
何
と
い
っ
て
も
綿
紡
で
あ
る
。
羊
毛
工

業
は
、
い
わ
ば
綿
紡
の
附
録
に
す
ぎ
な
い
。

　
し
か
し
、
原
価
計
算
の
技
術
面
か
ら
老
え
る
と
羊
毛
工
業
に
お
い
て
は

　
（
1
）
製
品
の
種
類
が
千
態
万
様
で
あ
る
こ
と
、
（
2
）
生
産
工
程
が
複

雑
多
岐
で
あ
る
こ
と
（
3
）
原
料
が
聯
産
品
的
な
性
格
を
も
つ
て
い
る
こ

と
（
4
）
経
営
形
態
が
区
々
で
あ
り
、
経
営
規
模
が
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
こ
の
工
業
は
面
白
い
風
格
を
も
つ
て
い
る
。
さ
れ
ば
、
往

年
、
商
工
省
財
務
管
理
委
員
会
が
、
軽
工
業
の
原
価
計
算
準
則
を
制
定
せ

ん
と
す
る
に
当
っ
て
、
そ
の
代
表
工
業
と
し
て
羊
毛
工
業
を
と
り
あ
げ
た

こ
と
は
、
正
に
理
由
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
日
本
で
原
価
計
算
ら
し
い
原
価
計
算
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら

実
施
さ
れ
た
の
か
知
ら
な
い
が
、
羊
毛
工
業
が
原
価
部
門
費
の
計
算
を
、

た
と
え
ば
階
梯
式
配
賦
法
と
い
う
よ
う
な
方
式
を
用
い
て
、
か
な
り
精
密

に
や
っ
て
い
た
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
が
少
く
と
も
明
治
の
末
、
大
正
の
初

か
ら
継
続
し
て
実
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
断
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
れ
を
軍
の
い
わ
ゆ
る
「
簡
単
明
快
の
原
則
」
に
よ
っ
て
唱
挙
に
直
接
「

法
に
改
め
た
こ
と
を
そ
の
罪
の
第
一
に
数
え
た
い
。

　
毛
織
工
場
と
い
う
も
の
は
、
原
毛
か
ら
毛
織
物
ま
で
ず
っ
と
生
産
工
程

が
一
貫
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
一
貫
製
造
工
場
は
極
め
て
少
く
、
た
と
え
ば
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「
尾
州
の
整
理
」
　
「
泉
州
の
起
毛
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
生
産
工
程
の

一
部
だ
け
を
専
業
と
す
る
工
場
が
非
常
に
多
い
。
さ
れ
ば
、
工
程
別
加
工

費
の
計
算
は
一
貫
工
場
に
お
い
て
死
活
問
題
で
あ
り
、
一
銭
一
厘
を
争
い
、

か
く
て
コ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
細
分
、
原
価
部
門
費
の
計
算
が
精
密
を
極
め

た
こ
と
は
自
然
の
数
で
あ
る
。

　
ま
こ
と
に
工
程
別
加
工
費
の
計
算
は
、
羊
毛
工
業
に
と
っ
て
ア
ル
フ
ァ

で
あ
リ
オ
メ
ガ
で
あ
り
、
こ
れ
一
本
で
原
価
管
理
も
、
能
率
増
進
も
、
何

も
か
も
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
原
価
計
算
は
複
合
費
で
出
発
し
て
、
原

価
部
門
に
直
課
ま
た
は
配
賦
さ
れ
、
部
門
騎
に
集
計
さ
れ
た
。
そ
れ
が
原

価
計
算
の
終
点
で
あ
っ
た
。
実
際
問
題
と
し
て
、
何
干
何
百
と
い
う
製
品

の
実
際
原
価
を
算
定
す
る
こ
と
な
ど
無
駄
の
骨
頂
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
軍
が
原
価
調
携
の
点
か
ら
個
々
の
製
品
に
対
し
，
個
別

原
価
計
算
的
な
実
費
計
算
を
命
じ
た
こ
と
は
そ
の
罪
の
第
二
で
あ
る
。

「
陸
軍
法
」
と
称
す
る
独
特
の
工
数
計
算
の
採
用
を
命
じ
た
の
は
そ
の
第

三
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
第
四
、
第
五
と
そ
の
罪
を
数
え
れ
ば
尽
ぎ
な
い
が
、
し
か

し
当
時
の
原
価
計
算
担
当
者
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
乱
暴
な
強
制
に
対
し

て
反
感
は
も
て
な
か
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
効
能
書
の
多
い
原
価
計
算
目
的

と
、
遊
戯
に
類
す
る
精
密
な
原
価
計
算
手
続
に
、
日
夜
あ
え
い
で
い
た
当

事
者
と
し
て
は
、
実
費
原
価
算
定
の
た
め
の
原
価
計
算
と
、
損
益
算
定
の

た
め
の
原
価
計
算
と
、
生
産
能
率
増
進
の
た
め
の
原
価
計
算
等
々
を
同
時

に
叶
え
て
く
れ
る
「
干
手
観
音
式
原
価
計
算
」
よ
り
も
、
調
辮
価
格
の
基

礎
と
な
る
実
費
原
価
算
定
の
「
ス
ピ
ー
ド
原
価
計
算
」
を
要
請
し
た
陸
海

軍
経
理
将
校
の
素
朴
な
態
度
に
、
む
し
ろ
好
意
を
も
た
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
で
あ
る
・

第
十
回
研
究
会
（
八
月
八
日
）

保
瞼
差
盆
に
つ
い
て

神
戸
大
学
　
丹
波
康
太
郎
教
授

　
保
険
差
益
の
会
計
的
性
格
に
つ
い
て
、
現
在
、
そ
れ
は
資
本
剰
余
金
と

し
て
処
理
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
論
が
多
い
。
保
険
差
益
は
、
要
す
る

に
、
固
定
設
備
の
再
建
設
の
資
金
に
充
当
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
何
等
、

企
業
に
と
っ
て
収
益
を
齎
ら
す
も
の
で
な
い
と
い
う
の
が
、
そ
の
積
極
的

論
拠
と
な
っ
て
い
る
。
か
分
る
所
論
は
実
物
資
本
維
持
の
見
地
よ
り
す
れ

ば
理
解
し
得
る
と
し
て
も
、
も
し
、
保
険
差
益
の
使
途
が
設
備
の
再
建
に

溶
け
ら
れ
ざ
る
場
合
、
そ
の
積
極
的
論
拠
を
失
う
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、

そ
れ
は
、
保
険
差
益
の
使
途
如
何
に
よ
り
会
計
的
性
格
を
異
に
す
る
論
と

云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
保
険
差
益
も
広
い
意
味
に
お
け
る

ア
セ
ッ
ツ
、
ユ
ー
テ
ィ
ラ
ィ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
は
資
本
取
引
の
結
果
生
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
は
収
益
的
性
格
を

有
す
る
も
の
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
貨
幣
価
値
に
変
動
あ

る
場
合
の
保
険
差
益
に
は
収
益
的
性
格
を
有
せ
ず
単
に
購
買
力
変
動
に
よ

る
修
正
部
分
を
含
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
部
分
は
明
ら
か
に
利
益

剰
余
金
と
は
称
し
得
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
故
に
資
本
剰
余
金
で
あ
る

と
す
る
の
は
些
か
早
計
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
N
に
、
第
三
の
剰
余
金

の
存
在
の
必
要
と
意
義
を
見
出
し
た
い
の
で
あ
る
。
な
お
以
上
の
保
険
差
．

益
の
会
計
理
論
上
の
性
格
判
定
に
基
き
、
そ
の
会
計
処
理
法
に
も
触
れ
た
、

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
N
で
は
す
べ
て
割
愛
す
る
。
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会
社
経
理
専
門
委
員
会

日
米
化
繊
會
杜
の
財
務
比
率

帝
国
入
絹
経
理
部
長
煙
石
隼
人
氏

　
化
学
繊
維
の
生
産
は
一
九
三
〇
年
以
来
飛
躍
的
に
増
加
し
、
一
九
五
一

年
度
に
於
け
る
総
生
産
量
は
、
三
九
億
六
千
万
封
度
に
達
し
た
。
そ
の
内
、

末
国
は
三
三
％
、
日
本
は
九
％
、
西
独
は
一
一
％
、
英
国
は
九
％
、
伊
太

利
は
七
％
を
生
産
し
て
み
る
。

　
米
国
は
そ
の
生
産
量
の
大
部
分
を
自
国
で
消
費
し
て
み
る
に
反
し
、
そ

の
他
の
国
は
生
産
量
の
三
〇
％
乃
至
五
〇
％
を
輸
出
し
て
み
る
。
従
っ
て
、

米
国
以
外
の
国
は
海
外
市
況
に
非
常
に
左
右
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。
一
九
五

〇
年
六
月
に
朝
鮮
事
変
が
勃
発
し
、
世
界
的
に
化
繊
の
需
要
が
激
増
し
た

が
、
五
一
年
七
月
よ
り
和
平
交
渉
が
始
ま
り
、
化
繊
糸
価
は
暴
落
し
た
。

然
し
、
五
〇
年
よ
り
業
界
は
新
増
設
に
努
め
た
x
め
、
四
九
年
度
に
比
し
、

米
国
は
三
〇
％
、
日
本
は
一
九
三
％
も
生
産
を
増
加
し
た
。
従
っ
て
、
五

一
年
度
の
日
米
化
繊
会
社
の
営
業
成
績
は
、
前
半
期
は
糸
扁
ブ
ー
ム
の
余

波
が
あ
り
、
後
半
は
糸
価
下
落
の
影
響
が
大
き
い
が
、
全
体
と
し
て
や
N

良
好
で
あ
っ
た
。

　
一
九
五
一
年
度
の
日
米
各
社
の
財
務
比
率
を
示
せ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
）
）
）
）
）
）
）
）

負
　
債
　
比
　
率
　
（
％
）

固
定
比
率
（
％
）
8
2
3
7
4
7
8
0
7
6
3
4
8
4
％

流
　
動
　
　
比
　
率
　
（
％
）

総
資
本
利
益
率
（
％
）

5．8　210

14

10

　7

11

12

15

14

11

241

264

577

319

339

151

127

143

82

37

47

80

76

34

84

93

107

52

16

30

55

17

27

67

75

144

193

年

（A

（B

（c

（D

（E

（ア

（イ

（ウ

売
上
高

総
資
本

利
益
率
　
（
％
）

回
転
率
　
（
回
）

製
造
利
益
率
（
％
）

収

　
支

註
（
1
）

　
（
2
）

　
（
3
）

　
（
4
）

　
（
5
）

　
（
6
）

比
　
率
　
（
％
）

7

116

112

114

113

117

32

25

26

24

33

1．　O

O．9

0．　6

0．　9

0．8

14

11

12

12

15

ゴ
エ
ハ
年
は
昭
和
十
七
年
口
H
本
山
繊
維
工
業
平
均
比
率

（
A
）
乃
至
（
E
）
社
は
米
国
化
繊
会
社

（
ア
）
乃
至
（
ウ
）
祉
は
日
本
化
繊
会
社

米
国
は
五
一
年
一
月
乃
至
十
二
月
の
決
算

日
本
は
五
一
年
四
月
乃
至
翌
年
三
月
の
決
算

利
益
は
税
引
後
の
も
の
に
依
る

114

114

113

29　1．2　13

27　1．1　13

25　O，9　12

　
こ
れ
を
以
て
す
る
と
、
米
国
の
会
社
の
資
本
構
成
は
外
邦
負
債
に
対
し

自
己
資
本
が
混
々
三
倍
乃
至
六
倍
で
あ
る
が
、
日
本
の
そ
れ
は
一
・
五
乃

至
○
・
七
倍
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
後
の
日
本
産
業
が
主
と
し
て
、
借
入
金

に
よ
っ
て
設
備
資
金
、
運
転
資
金
を
賄
い
、
資
本
構
成
が
一
変
し
て
み
る

の
と
軌
を
一
に
し
て
み
る
。
同
様
の
こ
と
が
固
定
、
流
動
比
率
に
つ
い
て

も
言
え
る
。
其
の
他
の
比
率
、
回
転
率
が
米
国
と
大
差
な
い
の
は
、
前
述

の
様
に
五
一
年
度
の
化
繊
販
売
成
績
が
余
り
相
違
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す

様
で
あ
る
。

第
十
一
回
研
究
会
（
九
月
九
日
）

原
憤
計
算
に
よ
る
損
盆
算
定
原
則

神
戸
大
学
　
久
保
田
立
酒
二
郎
教
授

　
A
・
A
・
A
の
提
案
（
一
九
五
一
年
）
に
よ
っ
て
原
価
計
算
を
解
釈
せ

ば
、
原
価
計
算
が
損
益
計
算
と
関
係
す
る
と
こ
ろ
に
は
二
つ
の
場
面
が
あ
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る
。
そ
の
一
つ
は
、
営
業
予
算
及
び
財
務
財
算
の
編
成
の
た
め
に
期
間
利

益
の
目
標
額
を
推
定
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
、
予
算
額
と
原
価
計
算
と
が

関
係
し
、
利
益
目
標
額
と
事
後
的
期
間
利
益
と
の
比
較
に
も
原
価
計
算
の

関
係
す
る
場
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
報
告
で
は
い
ま
一
つ
の
財
務
会

計
と
原
価
計
算
と
の
関
係
と
い
う
場
面
を
中
心
に
し
て
、
こ
れ
を
批
判
し

て
い
る
。

　
一
般
に
、
損
益
計
算
の
側
面
か
ら
計
算
原
理
を
分
析
す
る
と
、
A
・
A

6
A
は
（
イ
）
継
続
性
の
原
則
（
ド
グ
マ
）
を
基
調
に
し
、
　
（
ロ
）
重
要

性
の
原
則
（
ド
ク
ト
リ
ン
）
に
よ
っ
て
基
本
的
な
計
箕
方
向
が
定
ま
り
、

こ
れ
に
（
ハ
）
損
益
計
算
上
の
慣
例
と
（
二
）
原
価
計
算
上
の
慣
例
と
に

よ
っ
て
制
約
を
受
け
る
と
解
し
、
こ
の
四
つ
の
計
算
原
理
に
諾
い
て
、
資

・
本
的
支
出
と
収
益
的
支
出
と
の
概
念
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
原
価
計
算
上
の
製
造
原
価
（
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
コ
ス
ト
）
及
び
期
間
原

．
価
（
ピ
リ
オ
ッ
ド
・
コ
ス
ト
）
の
概
念
を
誘
導
し
よ
う
と
す
る
。
だ
か
ら
、

・
財
務
会
計
と
原
価
計
算
と
の
接
触
点
は
こ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば

．
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
、
原
価
計
算
の
側
面
に
お
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
更
に
、

直
接
費
と
間
接
費
の
期
間
集
計
の
原
則
、
固
定
費
と
変
動
費
の
期
間
集
計

の
原
則
、
標
準
原
価
と
損
益
算
定
の
関
係
に
ま
で
及
ぶ
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
現
代
の
原
価
計
算
は
価
値
犠
牲
分
を
消
極
的
要
素
と
し
て
取

・
上
げ
て
、
積
極
的
要
素
に
つ
い
て
は
問
題
に
し
て
い
な
い
計
算
形
式
を
備

・
え
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
損
益
計
算
と
の
関
係
と
い
え
ど
も
「
期
間
収

益
と
期
間
費
用
と
か
ら
な
る
損
益
算
定
の
全
計
算
体
系
」
が
な
く
、
寧
ろ

原
価
計
算
は
こ
の
期
間
費
用
に
つ
い
て
取
上
げ
る
に
す
ぎ
な
い
。
A
・
A

・
A
の
提
案
は
こ
の
点
明
確
に
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
出
立
に
お
け
る
難
点
を
別
に
し
て
も
、
直
接
費
及
び
間
接
費
の
期

．
間
集
計
で
直
接
費
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
コ
ス
ト
に
結
び
付
く
が
、
間
接
費
の

・
方
は
こ
れ
を
綜
合
的
な
上
位
概
念
と
し
て
、
そ
の
下
位
に
工
場
間
接
費
、

会
社
経
理
専
門
委
員
会

販
売
費
、
一
般
管
理
費
に
三
分
し
た
概
念
を
立
て
x
い
る
が
、
A
・
A
・

A
は
そ
の
間
接
費
配
賦
法
に
関
し
て
は
簡
約
に
し
弾
力
性
に
富
む
方
針
を

指
示
し
て
い
る
。
こ
の
指
示
の
趣
旨
に
は
是
認
で
き
る
が
、
工
場
間
接
費

の
配
賦
法
の
趣
旨
を
販
売
費
一
般
管
理
費
に
も
拡
張
し
て
適
用
せ
ん
と
し

て
い
る
。
し
か
し
A
・
A
・
A
は
工
場
間
接
費
と
販
売
費
一
般
管
理
費
と

そ
の
費
目
の
経
済
的
性
質
を
異
に
し
て
い
る
の
を
無
視
す
る
の
は
正
鴻
を

得
な
い
。
寧
ろ
こ
れ
ら
に
は
工
場
間
接
費
と
区
別
し
て
、
期
聞
奴
益
と
の

対
応
理
論
で
理
解
し
、
そ
れ
が
実
施
に
際
し
て
対
応
理
論
の
ま
x
に
な
ら

ぬ
点
を
指
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
細
部
に
亘
っ
て
A
・
A
・
A
の
提
案
に
は
不
明
確
な
点
が
あ

る
が
、
一
般
に
か
か
る
点
に
疑
念
の
生
ず
る
所
以
は
、
直
接
費
↓
変
動
費

寺
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
コ
ス
ト
と
い
う
系
列
で
取
上
げ
、
他
方
に
は
間
接
費
十

固
定
費
－
〉
ピ
リ
オ
ッ
ド
・
コ
ス
ト
と
い
う
系
列
で
取
上
げ
、
そ
し
て
プ
ロ

ダ
ク
ト
、
ピ
リ
オ
ヅ
ド
・
コ
ス
ト
が
収
益
的
支
出
と
資
本
的
支
出
め
費
用

分
化
に
結
び
付
け
、
そ
れ
か
ら
前
記
の
損
益
計
算
の
原
理
に
引
寄
せ
て
、

損
益
計
算
と
原
価
計
算
と
の
関
係
を
指
示
せ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

端
的
に
は
原
価
計
算
上
の
問
題
を
プ
ロ
ダ
ク
ト
、
ピ
リ
オ
ッ
ド
の
二
つ
の

コ
ス
ト
系
列
に
割
切
り
す
ぎ
た
と
こ
ろ
に
禍
因
が
あ
る
。
こ
れ
を
割
切
る

た
め
に
は
原
価
と
操
業
度
、
原
価
と
経
営
規
模
の
関
係
理
論
を
介
在
せ
ね

ば
論
理
は
透
徹
し
な
い
。
こ
の
点
に
A
・
A
・
A
は
充
分
な
る
究
明
と
そ

の
介
在
を
指
示
せ
ず
に
、
直
ち
に
損
益
算
定
原
則
の
．
方
向
に
結
び
付
く
が

如
く
い
う
の
は
論
理
上
飛
躍
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

計
算
事
務
の
機
械
化

東
洋
紡
績
統
計
課
長
　
鈴
　
木
　
　
賢
氏
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会
社
経
理
専
門
委
員
会

　
当
社
が
I
B
M
の
使
用
に
つ
い
て
当
初
考
え
た
の
は
二
十
五
年
の
春
頃

で
あ
る
が
、
具
体
的
問
題
の
検
討
に
約
一
ケ
年
を
費
し
た
後
、
二
十
六
年

春
に
発
注
の
運
び
に
至
っ
た
。

　
当
初
の
予
定
で
は
既
に
二
十
六
年
の
末
頃
入
荷
す
る
筈
で
あ
っ
た
が
、

、
相
当
遅
延
し
て
現
在
、
入
荷
し
て
い
る
の
は
分
類
機
二
台
パ
ン
チ
五
台
乗

算
機
一
台
で
あ
る
。
残
り
の
四
〇
五
型
会
計
機
二
台
照
合
機
一
台
複
写
穿

孔
機
二
台
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
一
台
は
二
十
七
年
十
一
月
中
に
入
荷
の
予

・
定
で
あ
る
。
か
N
る
事
情
で
あ
っ
た
N
め
臨
時
に
二
九
七
型
会
計
機
一
台

・
を
借
受
け
こ
れ
を
実
験
並
び
に
実
務
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
。

　
以
下
、
I
B
M
の
受
入
準
備
、
主
要
目
的
並
び
に
業
務
内
容
に
つ
い
て

略
述
す
る
。

　
剛
　
受
入
れ
準
偽

　
　
（
1
）
　
啓
　
　
蒙
　
　
本
社
従
業
員
の
半
数
約
三
百
名
を
先
輩
会
社

　
　
　
に
案
内
し
I
B
M
の
現
場
見
学
を
行
い
理
解
を
深
め
た

　
　
く
2
）
　
事
務
調
査
　
　
本
社
業
務
の
全
般
に
つ
い
て
事
務
調
査
を
行

　
　
　
い
各
入
の
業
務
を
フ
ロ
ー
・
チ
ャ
ー
ト
化
し
機
械
化
の
た
め
の
準

　
　
　
備
を
整
え
た
。
こ
れ
に
は
約
六
ケ
月
を
要
し
た
。

　
　
〈
3
）
　
要
員
の
養
成
　
　
パ
ン
チ
ス
ト
を
二
十
六
年
十
月
に
三
名
、

　
　
　
二
十
七
年
二
月
に
六
名
、
工
場
か
ら
転
籍
せ
し
め
先
輩
会
社
た
る

　
　
　
輸
出
繊
維
統
計
協
会
及
び
目
本
生
命
に
お
願
い
し
て
約
一
ケ
月
余

　
　
　
の
期
間
に
亙
り
教
育
を
施
し
た
。
更
に
八
月
六
名
を
増
員
し
た
。

　
　
　
こ
れ
は
そ
の
後
当
社
に
お
い
て
、
実
務
の
傍
ら
教
育
し
て
い
る
。

　
　
　
男
子
は
現
在
三
名
で
あ
る
が
、
I
B
M
の
講
習
に
参
加
せ
し
め
る

　
　
　
外
、
塩
野
義
製
薬
に
お
願
い
し
て
養
成
し
た
。

　
酬
「
目
　
　
　
的

　
　
（
1
）
　
経
営
管
理
資
料
を
正
確
且
つ
迅
速
に
作
成
す
る
こ
と
。
即
ち

　
　
　
経
理
事
務
の
機
械
化
を
主
休
と
し
、
こ
れ
を
経
営
管
理
の
立
場
か

　
　
ら
把
握
す
る
こ
と
。

　
（
2
）
　
事
務
の
合
理
化
　
計
算
事
務
の
機
械
化
に
よ
る
労
費
の
節
減

　
　
並
び
に
機
械
化
に
関
連
し
て
事
務
の
簡
素
化
標
準
化
を
図
る
こ
と
。

三
　
現
行
の
業
務

AAAAAAAAAAA11　10　987654321
VVVVVVVVVV　VI

各
種
伝
票
の
仕
訳
集
計

預
金
の
整
理

売
掛
金
の
整
理

受
取
手
形
、
割
引
手
形
の
整
理

前
受
金
の
整
理

用
度
品
の
整
理

支
払
手
形
の
整
理

外
注
加
工
費
の
整
理

固
定
資
産
減
価
償
却
費
の
計
算

原
価
計
算
（
部
門
費
計
算
及
び
製
品
跳
加
工
費
の
集
計
）

営
業
費
に
関
す
る
分
析
資
料
の
作
成

四
将
来
計
画
の
業
務

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

原
料
製
品
の
購
入
、
販
売
契
約
の
整
理

棚
卸
製
品
の
出
納
整
理

株
式
事
務

人
員
給
与
の
統
計

そ
の
他
の
統
計
事
務

第
十
二
回
研
究
会
（
十
月
十
三
日
）

最
近
の
米
國
に
於
け
る
會
計
事
情

神
戸
大
学
　
大
塚
俊
郎
助
教
授
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約
一
年
三
ヵ
月
に
亙
る
米
国
留
学
よ
り
最
近
帰
神
さ
れ
た
大
塚
助
教
授

め
、
米
国
会
計
事
情
、
と
く
に
米
国
の
会
社
経
営
の
特
異
性
と
の
関
連
に

・
お
い
て
み
た
会
計
事
情
の
紹
介
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ィ
レ
ク
タ
　
　
オ
プ
イ
サ
　

　
米
国
に
お
け
る
会
社
経
営
の
特
異
性
は
、
ま
ず
、
そ
こ
に
重
役
と
役
員
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ツ
ブ

、
し
た
が
っ
て
重
役
会
と
役
員
、
そ
の
下
の
幹
部
と
の
間
に
裁
然
た
る
区
分

が
存
し
、
そ
の
経
営
忙
対
す
る
職
能
に
明
確
な
相
異
が
存
す
る
点
に
求
め

ら
れ
る
。
次
に
、
米
国
経
営
の
基
調
が
い
わ
ゆ
る
管
理
の
集
中
化
、
責
任

権
限
の
分
散
化
に
置
か
れ
し
か
も
こ
れ
が
事
務
の
機
械
化
に
よ
っ
て
迅
速

、
か
つ
確
実
に
処
理
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
、
こ
N
に
第
二
の
経
営
特
異
性
が
み

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
特
異
性
が
、
米
国
に
お
い
て
は
、
単
価
の
切
下

一
げ
を
通
じ
て
の
生
産
力
増
大
と
い
う
経
営
の
原
動
カ
ー
信
念
に
よ
っ
て
支

．
え
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
単
価
の
切
下
げ
の
た
め
、
経
営
は
、
常
に
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ス
ト
　
コ
ン
シ
ヤ
ア
ス
コ
マ
ネ
　
ヂ
メ
ニ
ト

．
原
価
の
態
様
に
注
意
す
る
。
米
国
経
営
の
特
徴
が
「
原
価
を
自
覚
し
た
経

，
営
」
と
称
せ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
米
国
の
会
計
乃
至
会
計
制
度
は
、
か
X
る
コ
ス
ト
・
コ
ン
シ
ャ
ア
ス
な

・
米
国
経
営
の
特
徴
に
奉
仕
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
、
研
究
さ
れ
て
い

る
。
第
一
に
重
役
会
と
役
員
乃
至
幹
部
に
提
出
の
た
め
作
成
さ
れ
る
会
計

諸
表
・
諸
資
料
・
諸
報
告
に
は
、
そ
の
作
成
目
的
、
記
載
内
容
に
自
か
ら

差
異
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
第
二
に
そ
れ
ら
に
示
さ
れ
る
計
算
資

料
は
実
際
に
管
理
に
使
用
さ
れ
得
る
も
の
に
限
り
、
し
か
も
時
々
刻
々
迅

．
速
に
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
等
が
米
国
の
会
計
実
践
に
支
配

的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
標
準
原
価
計
算
の
諸
方
法
が
経
営

の
態
様
乃
至
管
理
目
的
に
よ
り
、
叉
、
経
営
の
特
異
性
に
基
い
て
決
定
さ

れ
る
が
如
き
、
例
え
ば
、
日
々
の
生
産
統
制
を
有
効
に
行
う
た
め
、
直
接

．
費
の
計
算
に
よ
っ
て
の
み
そ
の
変
動
を
み
よ
う
と
す
る
限
界
原
価
重
視
の

　
原
価
計
算
方
式
が
喧
議
さ
れ
る
が
如
き
、
そ
れ
で
あ
る
。
更
に
、
現
時
の

イ
ン
フ
レ
下
に
あ
っ
て
依
然
、
原
価
主
義
会
計
が
根
強
い
こ
と
も
、
上
述

会
社
経
理
専
門
委
員
会

「
原
価
を
自
覚
し
た
」
と
こ
ろ
の
米
国
経
営
の
特
徴
上
、
肯
ぎ
得
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　
米
国
に
お
け
る
大
学
会
計
教
育
が
、
例
え
ば
、
青
写
真
に
よ
る
試
計
図

の
見
方
、
各
種
機
械
の
性
能
等
、
生
産
管
理
の
専
門
的
基
礎
知
識
よ
り
入

っ
て
、
原
価
計
算
・
管
理
会
計
の
講
義
を
行
う
と
い
う
よ
う
に
、
高
度
の

実
務
教
育
を
行
う
の
も
、
上
述
せ
る
米
国
の
経
営
、
会
計
の
特
殊
事
情
よ

り
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
会
計
制
度
に
お
い
て
、
経
営
組
織
と
会
計
組
織
、
こ
れ
に
従
事
す
る
会

計
担
当
者
の
業
務
処
理
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
養
成
す
る
会
計
教
育
等
が
融

然
と
一
体
を
な
し
て
進
展
し
て
い
る
米
国
の
事
情
は
、
こ
の
意
味
で
、
我

が
国
に
資
す
る
所
が
多
い
。

わ
が
國
紡
績
資
本
の
動
向
に
つ
い
て

大
日
本
紡
績
統
欝
課
長
西
川
卯
之
助
氏

　
ま
ず
、
紡
績
業
に
お
け
る
戦
前
戦
後
の
資
本
構
成
、
資
産
構
成
及
び
収

益
率
爾
の
比
較
統
計
の
検
討
に
よ
り
戦
後
、
比
較
的
に
順
調
な
立
直
り
を

し
た
と
い
わ
れ
る
紡
績
資
本
の
推
移
に
、
な
お
不
安
定
な
要
素
が
附
き
纒

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
後
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
戦
前
戦
後
の
設

備
集
中
度
の
問
題
減
価
償
却
の
問
題
等
に
つ
き
諸
統
計
に
よ
っ
て
、
不
健

全
な
様
相
の
存
在
す
る
こ
と
を
明
か
に
し
、
最
後
に
実
質
的
内
部
留
保
の

肝
要
性
を
説
い
て
、
報
告
を
終
っ
た
。
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会
杜
経
理
専
門
委
員
会

第
十
三
回
研
究
会
（
十
一
月
十
四
日
）

会
計
事
務
能
率
増
進
に
関
す
る
一
考
察

神
戸
大
学
　
戸
田
義
郎
助
教
授

　
会
計
事
務
能
率
の
増
進
に
つ
い
て
諸
種
の
問
題
が
あ
り
得
る
が
、
蝕
で

は
特
に
組
織
面
に
関
連
す
る
問
題
を
老
察
す
る
。
こ
の
場
合
、
問
題
に
は

二
つ
の
側
面
が
生
ず
る
。
一
は
会
計
部
課
自
体
の
内
部
に
お
け
る
問
題
で

あ
り
、
他
は
会
計
部
課
と
他
部
課
の
関
連
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
鼓
で

は
、
後
者
、
し
か
も
会
計
に
関
す
る
他
部
課
と
の
会
計
事
務
設
定
買
＾
8
？

◎
9
Φ
の
①
詳
冒
m
q
の
問
題
を
の
み
考
察
す
る
。

　
こ
の
場
合
、
会
計
事
務
設
定
に
関
す
る
代
表
的
な
組
織
と
し
て
、
次
の

三
つ
の
類
型
が
考
え
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
（
一
）
　
各
部
課

・
の
長
に
そ
の
権
限
を
帰
属
せ
し
め
る
場
合
、
（
二
）
　
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ナ
ル

・
ス
タ
ッ
フ
を
設
け
て
、
こ
れ
に
そ
の
権
限
を
帰
属
せ
し
め
る
場
合
、

〈
三
）
　
チ
ー
フ
・
エ
ク
ぜ
キ
ュ
テ
ィ
ブ
に
権
限
を
帰
属
せ
し
め
る
場
合
が
、

こ
れ
で
あ
る
。
報
告
者
は
こ
れ
ら
三
類
型
の
も
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
長
短
を
比

較
検
討
し
、
し
か
る
後
、
（
一
）
　
を
全
面
的
に
否
定
し
、
（
二
）
　
を
条
件

・
階
で
肯
定
し
、
（
三
）
　
を
の
み
適
切
な
組
織
と
し
て
採
る
。
そ
の
基
本
的

理
由
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
報
告
者
の
拠
っ
て
立
つ
「
事

業
の
綜
合
的
見
地
」
か
ら
b
δ
o
①
α
舞
Φ
の
Φ
註
昌
ひ
q
の
権
限
は
、
分
割
す

べ
き
庵
の
で
は
な
く
、
チ
ー
フ
・
エ
ク
ぜ
キ
ュ
テ
ィ
ブ
に
こ
そ
、
会
計
事

務
設
定
の
最
終
的
責
任
を
負
わ
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
場
A
ロ
、
経
理
部
長
等
は
当
然
、
チ
ー
フ
・
エ
ク
ぜ
キ
ュ
テ
ィ
ブ

め
顧
問
的
な
立
場
に
置
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

原
債
差
額
の
処
理

攣
製
品
畷
郷

真
淵
省
三
民

［
　
原
価
差
額
の
発
生
原
因
の
分
祈
の
必
要

　
原
価
差
額
の
処
理
に
関
し
て
は
意
見
書
や
論
評
が
公
表
せ
ら
れ
税
務
当

局
に
お
い
て
も
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
正
常
な
経
済

状
態
を
前
提
と
し
て
実
際
原
価
は
全
て
所
謂
原
価
能
力
を
具
備
し
て
い
る

と
の
前
提
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
実
務
上
に
於
て
は
実
費
の
把
握
の
方
法
は
先
ず
要
素
別
原
価
の
把
握
か

ら
始
め
ら
れ
る
が
、
中
性
費
用
或
は
非
原
価
項
目
と
し
て
形
態
上
明
瞭
な

も
の
は
問
題
外
と
し
て
発
生
費
用
が
そ
れ
が
損
費
で
あ
る
か
費
用
で
あ
る

か
を
現
場
の
製
造
活
動
と
の
関
連
か
ら
判
断
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で

あ
る
が
、
事
実
は
単
に
形
態
的
分
類
の
方
法
で
第
一
次
の
原
価
把
握
が
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
差
額
勘
定
を
一
定
の
公
式
に
よ
っ
て
機
械
的
に

期
末
棚
卸
資
産
勘
定
に
振
戻
し
、
叉
は
控
除
す
る
こ
と
が
果
し
て
適
正
な

会
計
処
理
の
方
法
で
あ
る
か
否
か
に
問
題
の
存
す
る
第
一
点
で
あ
る
。

二
　
棚
釦
．
資
産
の
保
有
能
力

　
戦
後
の
企
業
の
財
政
状
態
の
一
般
的
欠
陥
と
し
て
自
己
資
本
の
過
少
、

貿
易
圏
の
縮
少
等
は
製
造
業
者
並
び
に
商
社
の
棚
郵
資
産
の
保
有
能
力
を

貧
弱
な
ら
し
め
、
且
つ
原
材
料
の
調
達
を
不
円
滑
に
し
て
い
る
。
之
は
僅

か
の
海
外
の
現
象
が
大
き
な
波
と
な
っ
て
我
が
国
経
済
に
影
響
し
、
こ
の

影
響
に
耐
え
得
る
能
力
が
貧
弱
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
N
る
際

原
価
計
算
上
発
生
す
る
差
額
は
イ
ン
フ
レ
進
行
期
の
差
額
及
び
沈
滞
期
に

於
け
る
差
額
の
会
計
処
理
に
準
じ
て
適
切
に
処
理
し
て
ゆ
か
ね
ば
経
済
変

動
の
波
に
更
に
拍
車
を
か
け
る
影
響
を
蒙
る
怖
れ
が
あ
る
。
こ
の
点
は
原
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．
材
料
の
・
消
費
価
格
の
基
準
の
外
、
減
価
償
却
費
の
基
礎
価
額
の
問
題
・
操

業
不
足
、
操
業
過
度
の
場
合
の
費
用
補
償
の
問
題
を
も
含
ん
で
い
る
。

三
　
正
常
時
に
お
け
る
単
な
る
見
積
違
い
に
よ
る
差
額

　
こ
め
．
場
合
に
再
配
賦
が
正
し
い
と
す
れ
ば
自
営
の
建
設
工
事
に
も
再
配

「
賦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
差
額
の
発
生
は
な
る
べ
く
僅
少
に
な
る

よ
う
努
力
．
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
こ
の
努
力
の
仕
方
は
予
定
面
影
の
変
更
に

よ
る
方
、
法
、
と
予
定
率
に
適
合
す
る
よ
う
に
実
費
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方

法
の
二
つ
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
前
者
に
よ
れ
ば
計
算
さ
れ
た
数
値
が

比
較
性
を
欠
き
経
営
経
理
上
無
意
義
の
も
の
と
な
る
か
ら
、
後
者
の
方
法

に
努
力
が
向
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
後
者
の
意
味
の
予
定
率
に
つ
い
て

特
に
考
慮
を
要
す
る
点
は
例
え
ば
間
接
費
に
つ
い
て
も
一
応
競
争
市
場
に

お
け
る
市
価
と
も
称
す
べ
き
基
準
が
あ
っ
て
之
よ
り
高
い
聞
接
費
が
発
生

す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
競
争
市
場
か
ら
脱
落
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
か
N

る
場
合
若
し
予
定
率
を
変
更
し
て
間
接
費
を
完
全
に
回
収
す
る
よ
う
な
原

価
計
算
を
す
れ
ば
決
算
期
末
に
於
い
て
販
売
可
能
価
額
よ
り
高
い
製
晶
勘

定
等
を
も
つ
こ
と
と
な
り
健
全
経
営
の
立
場
か
ら
は
危
険
な
結
果
を
生
ず

る
。
　
以
上
の
如
く
、
原
価
差
額
の
発
生
原
因
は
種
々
あ
る
か
ら
差
額
の
処
理

⊥
力
法
と
し
て
は
先
づ
そ
の
原
因
を
分
析
し
、
そ
の
原
因
に
従
っ
て
適
切
に

処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

第
十
四
回
概
究
会
（
十
ご
月
八
日
）

債
権
攣
動
準
・
備
金
の
根
樋

神
戸
大
学
渡
辺
進
教
授

会
社
経
理
専
門
委
員
会

　
価
絡
変
動
準
備
金
の
性
質
が
留
保
さ
れ
た
利
益
を
示
す
も
の
で
あ
る
か

又
は
そ
の
対
応
す
る
棚
卸
盗
産
勘
定
に
対
す
る
評
価
勘
定
で
あ
る
か
は
、

価
格
変
動
準
備
金
が
立
つ
根
抵
に
よ
っ
て
異
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
す

べ
て
の
価
格
変
動
準
備
金
が
利
益
剰
余
金
に
属
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
利
益
の
処
分
と
し
て
で
ば
な
く
損
金
と
し
て
処
理
す
る
こ
と

を
当
然
と
す
る
価
格
変
動
準
備
金
が
事
実
上
存
在
す
る
。

　
そ
の
適
例
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
一
九
四
一
年
一
月
三
十
日
の
命
令

に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
基
準
日
棚
卸
資
産
更
新
準
備
金
の
制
度
に
こ
れ
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
貨
幣
の
減
価
に
よ
っ
て
生
ず
る
棚
卸
資

産
の
増
価
額
を
課
税
利
益
か
ら
排
除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
基

準
日
の
棚
卸
資
産
の
増
価
額
に
絹
記
す
る
金
額
を
損
金
に
算
入
し
て
準
備

金
を
設
定
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
準
備
金
の
限
度
額
は
、
基

準
日
に
お
け
る
棚
卸
資
産
の
評
価
額
に
、
卸
売
物
価
指
数
の
変
動
に
基
づ

く
奇
数
を
乗
じ
て
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
準
備
金
は
貸
借
対
照
表
の
貸
方
に

基
準
日
棚
卸
資
産
更
新
準
備
金
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
。
こ
の
制
度
は
一
九

四
五
年
八
月
十
五
日
の
政
令
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
イ

ン
フ
レ
時
に
通
常
の
会
計
方
法
に
よ
れ
ば
所
得
に
算
入
さ
れ
る
べ
ぎ
架
空

利
益
を
、
準
備
金
を
媒
介
と
し
て
所
得
か
ら
排
除
す
る
に
役
立
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　
右
の
構
想
は
三
訂
日
に
お
け
る
棚
卸
．
資
産
の
数
量
及
び
価
格
を
基
準
と

す
る
と
こ
ろ
の
墓
礎
在
高
法
に
立
脚
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
基

礎
在
高
法
は
棚
卸
資
産
価
格
の
騰
貴
に
よ
る
架
空
利
益
の
認
識
を
根
祇
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
準
備
金
も
ま
た
架
空
利
益
の
認
識
を
そ

の
出
発
点
と
し
て
い
る
。
斯
る
意
味
の
棚
卸
資
産
準
備
金
は
、
資
本
勘
定

に
対
す
る
修
正
勘
定
と
解
釈
す
る
か
、
叉
は
準
備
金
を
手
段
と
し
て
棚
卸

資
産
の
現
評
価
額
を
旧
価
格
水
準
に
引
下
げ
表
示
す
る
た
め
の
評
価
勘
定

で
あ
る
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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会
祉
経
理
専
門
委
員
会

　
我
国
に
お
い
て
は
現
行
価
格
変
動
準
備
金
制
度
に
対
す
る
各
種
の
批
判

及
び
改
正
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
利
益
留
保
と
し
て
の
準
備
金
が
認

め
ら
れ
る
以
前
に
先
ず
損
金
と
し
て
処
理
す
べ
き
準
備
金
の
必
要
性
が
認

め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q

自
己
，
株
式
の
會
計
塵
理

兼
松
株
式
会
社
瀬
下
和
男
氏

　
ま
ず
、
自
己
株
式
の
会
計
処
理
の
必
要
と
意
義
を
説
き
、
次
に
そ
の
具

体
的
処
理
方
法
（
原
価
法
、
狭
義
の
額
面
法
、
払
込
価
格
法
、
新
規
発
行

．
法
）
の
一
々
に
つ
い
て
批
判
的
に
検
討
し
た
後
、
第
三
の
払
込
価
格
法
を

以
て
理
論
的
に
最
善
な
る
も
の
と
結
論
す
る
。
そ
し
て
、
現
行
の
商
法
乃

至
税
法
上
の
諸
見
解
に
つ
き
、
次
の
よ
う
な
問
題
を
提
起
す
る
。

　
設
問
、
の
第
二
　
現
行
商
法
の
下
に
お
い
て
果
し
て
次
の
如
き
解
釈
の
下

で
自
己
株
式
の
会
計
処
理
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
の
疑
問
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
（
1
）
自
己
株
式
の
差
損
益
は
資
本
準
備
金
と
し
て

の
積
立
を
要
求
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
一
般
の
有
価
証
券
の
売
買

と
同
様
に
資
本
準
備
金
へ
は
繰
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ

う
か
（
2
）
し
た
が
っ
て
商
法
で
は
所
謂
原
価
法
的
処
理
が
認
め
ら
れ
る

に
す
ぎ
ず
、
当
初
発
行
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
を
こ
の
自
己
株
式
の
取
得
差
損

．
益
に
よ
り
増
減
し
得
な
い
し
、
叉
、
額
面
価
格
に
よ
る
取
得
損
益
の
計
上

・
も
不
能
と
な
る
。
　
（
3
）
株
主
と
し
て
自
己
株
式
に
つ
い
て
の
権
利
、
例

え
ば
配
当
受
領
権
、
新
株
引
受
権
等
資
産
と
し
て
の
株
式
所
有
に
よ
っ
て

生
ず
る
権
利
は
す
べ
て
行
使
し
得
る
訳
で
あ
る
。
　
（
4
）
し
か
し
こ
の
場

合
の
権
利
の
行
使
、
義
務
の
履
行
に
は
、
株
主
名
簿
に
登
録
す
る
と
い
う

法
的
要
件
を
具
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
自
己
株
式
に
つ
い
て
も
名

義
書
換
を
必
要
と
す
る
だ
ろ
う
か
、
等
の
贈
号
で
あ
る
。

　
設
問
の
第
二
　
広
義
の
自
己
株
式
の
所
有
乃
至
売
却
処
理
に
際
し
て
は
、

実
務
上
、
如
何
な
根
拠
を
以
て
、
如
何
に
会
計
処
理
さ
れ
て
い
る
か
。
こ

の
場
合
、
税
務
上
の
取
扱
い
如
何
。

　
設
問
の
第
三
　
商
法
に
お
け
る
自
己
株
式
の
所
有
売
却
の
原
則
的
禁
止

規
定
は
そ
の
長
短
を
老
戯
し
て
原
則
的
に
自
由
と
す
る
よ
う
改
正
す
る
の

が
妥
当
で
は
な
い
か
。

　
設
問
の
第
四
　
実
際
で
は
諸
種
の
方
法
で
自
己
株
式
の
所
有
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
税
務
上
の
取
扱
い
如
何
。

　
樹
、
最
後
に
兼
松
奨
励
会
の
い
わ
ゆ
る
従
業
員
持
株
に
関
す
る
会
計
処

理
に
迄
論
及
さ
れ
た
。
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　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　RESUME

Some　Remarks　on　Revaluation

　　The　Revaluation　of　Assets　Act　was　enacted　on　April　4，　1950．　One　of　the　main

effects　of　the　revaluation　of　depreciable　aSsets　is　to　revise　the　depreciation　base

as　to　reflect　the　changes　of　purchasing　power　of　money．　Then　the　annual　depre－

ciation　charges　may　be　computed　on　a　new　adjusted　value　and　charged　against

income　on　the　same　price　level．

　　The　revaluation　of　the　depreci．able　assets　is　generally　considered　to　mean　the

writing　up　of　the　book　value　to　approxi皿aヵely　their　current　value　and　the　subsequent

recovery　of　depreciation　on　the　written－tip　values．　But　the　revision　of　annual

depreciation　without　the　writing　Up　of　the　book　value　may　attain　the　same　effect．

’‘ orovision　for　renewing　plant”　authorized　in　France　in　1939　is　the　example　of

this　case，　ln　this　case　it　is　of　interest　to　note　that　the．annual　depreciation　charges

may　vary　each　year　according　as　the　prices　change．

　　The　revaluation　which　accompanies　the　revision　of　the　book　values　（and　accor－

dingly　the　balance　sheet）　allows　only　for　the　war　and　post－war　infiation　already

accomplished　leaving　adjustment　for　further　inflation　to　the　future．　Further　revision

is　necessary　when　further　price　changes　may　occur．　But　it　is　much　simpler　than

the　annual　adjustment　of　depreciation　charges．　ln　France　the　revaluation　was

authorized　by　the　decree　of　August，　1945．　lt　was　optional　as　in　the　case　of　the

revaluation　in　Japan，　but　the　method　of　determining　the　maximum　accounting

value　which　would　become　the　depreciation　base　after　revaluation，　was　somewhat

different．

　　Accelerated　depreciation　cannot　obtain　the　same　effect　as　the　revaluation．　when

permanent　price　chan．ges　occur，　in　so　far　as　the　former　does　not　contain　the

revision　of　the　depreciation　base．　Without　revision，　the　maximum　1’imi’t　of　depre－

ciation　is　at　most　the　unadjtisted　original’　cost．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Susumu　Watanabe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ProfeSSOrげACCOunting

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Staff　Member　of　the　Research　lnstitute，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　University．

Internal　Checking　and　lnternal　Auditing，

　　　　　in　relation　to　financial　Audit．

　　There　are　two　concepts　about　internal　control　in　connection　with　present　business

management　in　Japan．　One　takes　the　internal　control　as　a　major　premise　for
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hpplication　of　financial　auditing　procedures　（Staturtory　Audit　has　been　put　in　force

since　1951　in　Japan），　and　the　othβr　talges　the　internal　control　as　a　pri血ary　means

of　business　management　in　relation　to・top－management　and　controller　system．

　　There　is　a　tendency　that　the　former　concept　of　internal　control　is　of　much’

interest　to　the　Konin－Kaileeisi　（Certified　Public　Accountant　in，　Japan），　but　the

latter　concept　has　been　more　generally　and　seriously　studied　in　Japan．

　　On　account　of　this　tendency，　the　conception　that　the　internal　control　（internal

checking　and　internal　auditing）　is　the　necessary　premise　to　the　application　of

the　financial　auditing　prOcedures　．seems　to　have　been　neglected　except　among

the　Konin－Kaikeisi．

　　The　writer　thinks　that　the　internal　checking　has　two　fields　of　activ　ity，　i．　e．，　to

discover　and　point　out　errors　Qr　frauds．　One　field　of　activity　of　the　interna！

checking　is　analysed　fro皿the　standpoint　of　bookkeeping　system．

　　That　is：

の
　
　
ロ
　
　
の

1
2
34．

　　The　other

as　links　of　a　chain，

　　These　two　fields　of　activity　of　internal　checking　operate

business　or　recording，　accounting　departments．

objects　of　auditing　in　relation

have　been　included　as　one　part　of　the　internal　control　system．

　　On　the　other　hand，　internal　auditing　for　financial　auditing　procedures，　is　opera－

ted　to　examine　the　accounting　rules　of　business．　This　had　been　a皿atter　of

interest　to　outside　auditors　in　the　early　period　of　this　century，　in　America，　England

and．Germany．” @But　internal　audit・ing　does　not　have　the　same　nature　as　outside

auditing，　so　it　has　been　separated　from　the　outside　auditing　system，　and　has

been　developed　as　a　part　of　inside　auditing．

　　So　the　writer　concludes　about　this　problem，　that　internal　control　（internal　chec－

king　and’　internal　auditing）　as　a　major　premise　for　finanoial　auditing　procedures

has　two　distinguished　natures　and　these　two　operating　fields　are　necessarily

required　as　a　whole　for　financial　auditing．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α（げ如Kubota

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professor　of　Accounting

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobeひ吻〃Sily

Dr＝＝Cr　in　a　Transact・ion

Dr＝　Cr　in　the　total　amount　of　Journal　Book

Dr一＝Cr　in　the　total　amount　of　General　Ledger

（function　of　Trial　Balance）．

Total　amount　Journal　Book　k－total　amount　of　General　Ledger．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　＝＝　（3）

　　　　　　field　of　activity　of　the　internal　checking　is　the　division　of．duties

　　　　　　　　　　　　in　business　operations’　or　othce　works．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　automatically　in　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Formerly　they　had　been　the　main

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　to　outside　auditing－syste皿，　but　at　present　they
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　　　　　　　　　On　the　Study　of　Methods　and　Procedures　of　．Accoutiting

　　The　meth．ods　and　procedures　of　accounting　have　been　studied　for　years．　The

motives　o正the　study　seem　to　have　been　found　chiefly　in　preparing　or　revising

the　accounting　manual，　or　in　edicjent　control　of　custodianship．　Recently，　owing

to　the　relative　increase　of　o丘ice　wて）rkers，　population　against　those　of　factory

workers　and　the　vast　increase　of　paperworks　in　bus’iness　firms，　percentage　of

oMce　expenses　in　the　total　cost　are　becoming　significant，　and　every　business

firm　is　endeavouring　to　lessen　big　oMce　expenses．　This　gives　rise　to　the　recent

jncreasing　attention　towards　the　study　of　the　method　and　procedure　of　odice’

works，　which　eventually　calls　forth　the　same　study　of　accounting　works．　Besides，

accounting　methods　or　procedur6s　are　now　bejng　studied　in　connection　with　the

speeding　up　of　accountjng　works，　the　establishment　of　job　classification　system

and　especially　the　growing　interest　of　internal　control　system．．　But　so　far　as　the

above皿entioned　studies　are　concerned，　from　the　present　writer，s　point　of　view，

he　can　not　help　pointin，g　the　one－sided　vlew　of　solution　of　the　problem　against

the　prevailing　articles．　The　right　way　of　studing　accoqnting　methods　and　proce－

dures　must　be　sought　in　the　attitude　of　handling　the　problem　as　the　intradepa－

rtmental　and　both　the　calculating　and　o缶ce一エnanagemental　problem。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshiro　Toda

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professor　of　Boole－Keept’ng，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobeσπ勿〃舘砂

　　　　　The　Turning－points　and　the　steps　toward　the　use　of　Accounting

　　　　　　　　　　　　　Machines　by　the　present　day　industries　in　Japan

　　The　use　of　aocounting　machines　has　been　attracting　the　attention　by　Japanese

industries　in　recent　years．　There　are，　however，　much　difference　in　the　problem

of　how　to　determine　the　use　of　a　machines　in　business　between　western　countries

and　our　country，　This　article　concerns　with　the　study　of　such　difference，　and

makes　clear　the　specjal　problems　peculiar　to　our　country　in　employing　accounting

machines．

　　Our　（tharacteristics　could　be　summarized　in　the　fo11owing　points：　（1）　compara－

tively，　high　rate　of　machine　expense　to　the　tota1　expenqiture，　（2）　listing　perfor－

mance　of　accounting　machines　is　restricted　to　a　great　deal　owing　to　the　difference

of　letters　in　our　language，　（3）　the　labor　for　the　manual　accounting　is　available

at　extremely　16w　．cost，　（4）　the　difference　of　the　size　of　business　unit．

　　Before　making　the　dicision　toward　the　use　of　machine　in　Japan，　the　most

i，mportant　is　that　the　organization　of　othce　management　should　be　studied，　analized
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and　improved　to　fit　the　employment　of　accounting　machines，　thus，　with　relation

to　the　mechaniCal　performance　Of　existing　variouS　accOunting　machine．　s，　the　limit

of　utilization　of　such　machines　comes　tQ　clear，　and　determination　of　using　mach－

ines　should　be　decided　according　to　the　peculiar　steps　of　individual　business．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Toshiro　Otszaka

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assistant－Professor　of　Accounting

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　University

Wage　lncentive　・Methods’and　Total　Cost．

　　In　the　early　stages　of　the　capitali§tic　sodety，　the　primitive　wage　incentive　plahs

had　aimed　at　low　wages．　and　low　labor　qo＄t．　Frederic　W．　Taylor　clearly　set　forth

the　principle　of　high　wages　aAd　low　labof　cost．　But　this　is　only　valid　where

productivity　of　labor　is　increased　without　intensifying　the　Iabor　through　the　pra・

ctice　o丘scienti丘。　management．　Where　labor　is　intensified　but．the　proportional

rat60f　increase　of　the　wages　lags　behind，　the　practice　means　the　substantial　low

wage＄（Principles，　p．71），　Taylor　refers　to　the　low　total　coSt，　bu㌻has　not　co血6

0ut　s6　d6finite1夕as　to　insist　posltively　on　the　high　labor．cost　and　low．total　cost．　But

as　it血ay　b合clearly　seen　by　s血dying　the　table　prepared　by　Profl　　Ly七1e，　where

high　e伍ciency．is　realized，　the　total　cost　may　be　lowered　even厩th　higher　wages

and　higher　labor　cost．　Consequently，　provided　the　li血its　of　high　e岱ciency　are

expanded　through　high　wages，　even　the　high　labor　cost　would　result　in　the　saving

of　the　overhead　costs，　and　render　the　Inanagement　profitable　by　reducing　the

total　cost．　Therefore，　the皿odem　formula　of　wage　incentive　system　should　run：

high　wage§，　high　labor　cost　and　low　total　cost．．

　　On　the　other　hand，　the　wage　incentive皿ethods　practiced　in　Japan　are　not　of

such　modem　type，　rather　they　are　still　of　the　primitive　low　wages　and　low　labor

cost　type．　Job　study　and　other　modern　labor　nlanagement　methods　are　not　as

yet　adopted　practica11y　in　operation．　In　matters　related　to　labor，　feudalistic　factors

still　remain　unchanged，　and．e缶ciency　is　maintained　by　the　driving　methods．

Under　the‘‘subsiStence　standard，，　of　low　wage　leve1，　even　with　the　restriction
　　　　　　　　　　　　　り
of　working　hours，　overtime　working　is　demanded　from　the　side　of　the　workers，

resulting　in　the　excessively　long　working　hours，　which　defeats　the　end　of　high

efHciency．　The　writer　of　this　paper　contrasted　and　clarified　the　difference　in

nature　and　6haracter　o£the　wage　incentive　methods　practiced　in　the　tJ．　S．　A．　and

those　practiced　in　Japan．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y（）shimoto　Kobayashi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Prbfess・7げLab・r　Mhhagement，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ko舵び物〃四
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　　　　　　　　　　　　The　Background　of　Locatio皿Theory　in　the　U．　S．　A。

　　In　our　study　of　plant　Location，　we　give　weighty　consideration　to，　and　seek
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

guidance　from，　in　many　cases，　the　results　of　the　researches　carrエed　on　in　forelgn

countries．　H：owever．．　such　results　of　the　research，　necessarily　reflect，　more　or

less．　the　actual　condition　and　special　features　of　the　economy　and　industry　of

the　country，　which　constitute　prerequisite　of　the　whole　problem，　Consequentry，

if　we　fail　to　give　proper　attention　to　the　speciality　of　the　case，　we　are　liable　to

err　in　our　apPIication．

　　The工eading　industries，　to　take　the　instance　of　Great　Britain，　are　high正y五〇cali・

zed　in　special　areas　as　to　produce　the　　1イ㏄alized　Industry，，　and　th三s　phase　is

strongly　reflected　in　the　location　theories　in　Great　Britain

　　Similar　allowance　must　be　given　in　the　case　of　the　U．　S．　A．　As　one　of　the

special　features　of　the　American　industrial　area，　we　note　the　remarkable　indu・．

strial　developエnent　of　the　South．　Here　we　may　learn　the　special　American　location

factors　re且ected　in　this　phenomenon．

　　The　major　locational　factors　that　induced　many正actories　to　be　built　in　the

South，　since　World　War　II，　are：1）good．markets，2）available　raw　materials，3）

good　supply　of　suitable　labor．　In　the　U．　S．　A．皿any　industries　exist　depending　on

亡he　enormity　of　the　area，　insatiate　purchasi1】9　Power　and　abundant　supPly　of

raw　materials．　Such　recent　characteristics　of　the　American　industry　are　known

to　be　refiected　in　the　location　theories　of　the　U．　S．　A．

　　When　we　tum　to　Japan，　we　i．mport　much　of　our　raw　materials　abroad　and

export　a　large　portion　of　our　manufa6tures　abroad．　Consequentry　most　factories

are　concentrated　in　a　few　locahties　in　Tokyo－Yokohama　and　Osaka－Kobe　districts

which　enjoy　the　facilitjes　of．、land　sea．

In　a　study　of　loca亡ion　theories　of　a　country，　we㎞ow　to　consider　respectlve

backgrounds　and　their　mutUal　relationS，．and　discriminate　the　general　from　the

speda1．　In　the　short　treatise　an．　attempt　is　made　to　study　the　background　special

to　the　locatioll　theory　in　the　U．　S．　A；
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